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れ
る
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ニ
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迎
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ニ
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ニ
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ニ
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搬
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萩
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⑦
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①
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⑤
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区
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長
代
理

第
二
地
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理
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北
こ
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冠
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葦
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1
地
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榊
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岱
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廿
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光
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蒜
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氏
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瀬
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瀬
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叫
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茂
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叫
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搾
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薫

る
予
定
で
す
｡

(事
兼
対
艶
蚕
皇
石
詳
細
は
四
面
拳

認
E

集
合

農

地
予
定

地

の

土
質
調
査
行
わ
れ
る

3
鴇

目口
'
供
戦
利

苅蔑
余と
災
l{
_順鞘
川宗
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菅
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ニ
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叫
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廿
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ニ
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収
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万
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ニ
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狩
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叫
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仲
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菜
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瀧
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蛸
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ち
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い
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1
次
鵜
収

の状感
で
の
十
確
の
朋
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か
結
い
ま
し

た).こかは
'
班入

門

鷹の

桝重

い
に
つ
い
て
舛
体
的
族

肘
か
持
,f1に
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し
て
'
参
考
に
す
る
た
め
し
行
わ
れ

た
も
の
で

芸

の
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た
ち
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六
カ
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そ
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ぞ

れ
に
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い
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ス

コ
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晶

り
促
す
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と
し
て
､

刺
代
か
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毒
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亦1
ぺ
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⊥十山
砂
'

土州

などいろいろ墓
のものかみら

れ
よ
し
か
つ

別
爪
懐
､
行
わ
れ
た
金
台
で
は
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砂
や
那
+
膏
の
+
ほ
入
れ
携
え
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し
て

も
ら
え
る
の
か
｣
と
の
愚
見
が
州
さ
れ

畠中したが'こ
れ
に
刈
し
て
､
周
佃
L

t述
仙相
川か
ら
､
｢横
媒
対
偏
重
月
食

への歯苔粥の邸百に治って'
康魂

対訳奈川金とも用紙の上､扱いを

決
め
た
い
｣
と
の
岡
谷
が
l貰

ま
し

か
｢

荏

田
高

校

地
区
内
に
開
設
さ
れ
る

昨
年
1
月
に
'
僻
江
田
奔
高
等
学
校

の
一
部
に
間
倍
り
し
て
朋
探
し
た
搬
正

確
粗
布
市
坪
佼
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口
S
:佼
戊
)
は
'

か
勾
て
よ
り
a
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ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
灸

fB
窟

内
に
祉
収
が
迎
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
か
'
こ
の
た
び
柁
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鬼
読

L
t
1
月
7
E
Zに
は
t
で
き
た
ば
か
り

の
詳

し
い
紘
山
前
州で
入
噛
太
的
か
行

わ
れ
'
l]百
六
十
1名
の
ビ
カ
ビ
カ
の

一
年
蓋

蔓

こ
れ
に
よ

り
'
す
で
に
在
校
の
二
年
生
と
合
せ
て

生
絶
総
数
は
尤
'a
四
十
二
名
に
な
り
ま

L
t
r

川
快
は
'
公
団
施
行
加
区
内
に
か
肘

さ
れ
て
い
る
も
の
の
･つも
で
､
捕
朝
の

も
の
左

生

ず
.
瓜
任
ま
で
に
'
叔

轟
柵
'
朋
料
伸
'
経
口
鯉
及
蓮

嘉

で
き
あ
が
り
'
今
憤
､
グ
ラ
ン

ド
の
肺
仰
tl･tと
の
書け
空

甲
が
迎
担
り

れ
る
蔓

に
な
っ
て
い
ま
す
.

入
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式

典

金
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日
本
蓑

田
廿だ
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赤

岡
銭

要

義
は
'
昭
和
49
年
8
月
に
知
靴
大

臣
の
旺
可
蔓

け
'

造成丁事に着
手

し
て
以
来
'
悪

工
事
も
菅

と
沈
め

ら
れ
'
滋
北
ニ
rr

タ
ウ
ン
全
体
に
面

的
な
芯
が
り
が
出
て
葦

し
た
｡

造成工市の
進
捗
(し
ん
も
ょ
く
)

状
況
は
諏
l
'
琴

両
地
区
あ
わ
せ
て

四
七
カ
所
の
工
区
'
約
五
八
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
(金
筏
の
四
四
%
)
に
わ
た
っ
て

l
次
蔑

衰

め
ら
れ
て
お
り
'

二
次
蔑

エ
ム
も

1
部
の地
警

手

克

て
お
り
き
丁
.

1
方
関

連街路'農
苦

川蟹

河
川
､
公
共
下
歪

の
申
北
-L
rT

タ

ウ
ン
関
連
愛

染や
公
共
端
役
挺
仰
裏

(学
校
､
清
掃
丁
項
な
ど
)
も
'
公
団

の
宅
地
蔑

工
事
の
進
仙琵
仏
況
に
あ
わ

せ
て
懇
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

そこ
で

今

回は
造
成
工
串
や
関
連

公
共
帯
群
が
'
曽

ン
に
准
ん
で
い

る
の
か
､
鼠
や
考
古
に
姦

し
て

み
る
こ
と
に
し
長

池
成
状
況

(
第
二
地
区
-
工

区
)
=
投
区
在
日
町
付
近
=

昭和55年3月31El現在

一 一一一一＼ 第 - 地 区 第二 地区 全 休

施 行 面 稚 くha) 548_3 769.6

吹追成工 事 中面f*(ha) 62,2一一.370

終 了 面 稚(ha) 44,3% 一27_332.4飾

Eわ
れ

て
い
ると
こ
ろ
芋
･ 第l地区･牛久保10工区(3･6加)

このT区は53叩3日に1ii捕成
工やが抵了Lt豪州三･丘ヘ
クタール(中川小学牧水)P.蘇
男仙巌のための等WmM冠づく
りの薦工帝が行われています.
写井は'恵にあわせた亀虫rh,

り

が行われているところですが'

この

轡
.

宅地として使用できるよ

うに'擁

嘩道路等のエ帝が行わ

れます.

芦 ---JTL=T.=i;
関連街

路
粘北ニュ-タウン

関
迎
の昨
投
滋

粍地肌肌は'新棚沢元石川線色はじ
g月歩屯免川蟹の那僻か碓め
られていますが'旧舶55年3日に
は新横内一語m川鞍辻田地鑑(豊
七八〇㍍'昭川二五㍍)かt議1レ

完成した新横浜元石川強荏田地区
611地斑

と国道24
6ゆ投との漣

柏

が確

保され､煉立梓田高校の迎

単指

として利用できるきつになり

ました.この他へ同約税のRLl地比から

斯偶現駅万血についてはtla金

除いて川地p収もはは終わり'川

崎町田itW三池ぽ芳血(折本 地は)への約六二0
㍍
か
贋

レ
'

まLY小机地区
の
･3
山
川
S8
(仮

称)も54年度にエ
誓

開
始
し
､
弱

年鑑にはt読する
予
定
に
な
っ
て
い

寺T.1万'日吉元石
川
良
に
つ
い
て
は

珪出･牛久保
地区(田
沼
2
4
6
号

sEから郡1地宴
席
ぷ
部
分
)
が
横

成しており､毒
翌

方
血
へ
の

加山田･帯出他緊
用
地
廿
取
中
で

あり)部宵はUの輔弼工
申
P
t読

し

てい羊丁.

河川改修
湖北ニュータウン養護
工事に歩けして'唱Ⅶ46年から早
粥川及rr夫相川の河川改滋が夷施
され､両河川の改伴は折葡53年度
までに完了しています.
なおtS指川及び芯EEgから下
流の申開川については､現在､懲
放竹が大葦(しゅんせつ)
エ甲鳩派のかけ押え工串晋沈
めています.

胴和仏T48年碇にかけて壷
知

旅伽悪笈び農薬用瀬別の較洲が
実施され､-辺農期姻区(Sヘク
タール)では､土地基盤軽仰市井
(45ヘクタール)鹿共用題汲黙仰
歪符(畑地かんがい'輿葦1
紳'阜221叫方㍍)が旧仙4
呼政から爽漉され､52年鑑末篭
って粁還冒し朽
折詰炭州地区(4(タタール)
については'現在'轟仰
申媒(16ヘクタール)か爽鹿中で
∫.その他の地区については'現在
#元調尾の段階であS/調乾かつ
羨Rr各棟竪淵申英が爽施され

る是ですP公共下水道

噂北ニュータウン鵬哩の公穴下

歪は油北下水処即瀦'壁下水処

老及川薪羽ポンプ畑と耶水'押

水の下水丑併殺です.粘地下水処

署は脳府47年12月､投下訳処艶

瀬は腰細52年5月､新羽ポンプ地

は旧和53年3月にそれぞれ灘伝が

開始されています｡また'下水道

幹線も汚水節絵については､市ヶ

尾幹線が完了しており'一背川新

羽肺魚も別嚢中等ノ.雨水幹

投については'新田谷田
氷解驚

か沸垂Tやず.

.
F
m

-



r

公
共
施
設
整
備

.
T
=4
.雪

?
.,
i.二
㌦

::.;

_.
t.帆
;:

4
月
か
b
斬
墓

嘉

ま
し

た
｡華

甲
単
校
川
和
方
両
校
(仮

称)按古田荏立県

他
脇
に
顎

中
)
は
､
9
月
か
毎

入

る
虚

し
で
す
｡

中
川
中
学
横
井
ケ
輪
方
面
校
(収

林
)
d

昭
和
56
年
肝
簡
警

遠
に

中
洲
が
准
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

清

掃

工

場

嘩北
ニ
ュータウン地域
及
び隣接

す
る
地
域
の
ご
み
処
理
の
た
め
の
丁
魂

で
'
昭
和
別
年
皮
に
甘
工
さ
れ
､
昭

和

eR
年
度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
.
こ

の
工
場
で
は
'
ご
み
を
仇
却
す
る
帝
の

余
熱
を
利
用
す
る
髄
蓋

設
さ
れ
ま

公

園

緑

地

部在'葉

とモデル鮫
肌の

攻
撃

ず
.

整

附
に
は
'地
相
蔑

､移
肌
工

串
等
が
あ
り
'現
在
蓋

8
曙
肌
､

婆

威

8
桝
析
'
戚
ガ
の

1郎
2
脚

慧

ヲ
し
て
い
手

.
他
に
陳
有
線

地の手
入れが5
附
研
約
一
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
｡

モデ
ル
耶
州

とし
て
は
t
p
も
､
研

究
内
管

的
と
し
て
琴

兎
区
盟
工

区
の
中

(将
来
の
近
隣
公
園
操
道
の
1

邸
)
に
'
｢池
｣
や
｢流
れ
｣
そ
中
心

と
し
た
せ
せ
ら
ぎ
公
園
が
で
き
'
す
で弗ケq捜並の捗は工事

請枠工qI工事現4 (右上は完成予憩図)

に
風
路
や
広
場
が
弊
僻
さ
れ
へ
保
存
窃

林
の
活
用
と
拙
土
田
の
移
植
か
行
わ
れ

ま
し
た
｡
合
せ
て
現
在
'
古
民
家
の
援

元
移
熊
も

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
.

せ せ ら ぎ 公 雨
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昭和岱年5月

■第

一地

区■

土
地
区
画
整
理
蕃
沈
金

〔第
四
十
八
回
〕

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十

四
日
的
催

一
小
歪

の
胡
卓
に
つ
い
て
は
へ

弟
l小
委

'
那
こ
小
春
日
金
及
び

工
区
別
琴
l小
責

金
の
冊
瀧
状
況
の

鯛
皆
か
行
わ
れ
iJb

二

q:然
化
の
石
債
に
つ
い
て
は
､
公

園
や

狐合住宅川恕
吋に
頂
す
る
糊
粕

に
対
し
て
石
横
工
串
を
行
う
に
当
st､

こ
れ
に
揮
す
る
宅
地
の
洪
地
上
の
細
花

が必賓で
あり'小
春
日
会
に
お
い
て

検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

〔第
四
十
九
回
〕

昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十

七
日
朋
催

卵
1
期
の
炭
牌
の
燕
空

に
あ
た
り

公
宅

北
開
発
局
長
及
び
肺
璽
芸
の

挨
拶
が
行
わ
れ
た
｡
そ
し
て
旧
刊
五
十

年
四
月
二
十
1日

那1回雲
か
ら

現
在
ま
で
の
燕
読
経
排
に
つ
い
て
年
度

別
に
歪

申
項
の
説
明
が
な
さ
れ

'感

ii状
の
細
見
及
作飽
食
ぢ
井
の
舶
形
が

行
わ
れ
LP〔第

五
十
回
〕

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十

五
日
粥
催

R
二
者

仇の
糞

の
た
g

金

重

代
響

増
任
す
嘉

か

行
わ
れ
'
会
長
に
那
村
良
芸

か
'

裏

付
切
に
筒
川売
1秦
山
猫

ば
れ

L
J.

田

第

二

地

区

i3

土
地
区
画
整
理
審
議
会

〔第
四
十
七
回
〕

昭
和
五
十
五
年
一
月
二
十

五
日
開
催

一
炊
洪
他
析
従

については､軸物

移振替
必班とする吐江Lの五十二

四
和
に
つ
い
て
仮
換
地
相
疋
(那
e]

固
)
の
柿
間
が
〃芸
-れ
'
豊
爪に
舶
鼓

t･tい
日
の
答
申
か
行
わ
れ
LJ.

〔罪
四
十
八
回
〕

昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十

六
日)開
催

那
t
肌
の
侃
終
義

金
に
あ
た
り

公
団
雌
北
伽
苑
局
位
裏

技
の

挨
拶
が
行
わ
れ
LJu
そ
し
て
M
伽
五
十

年
四
r
十
九
日
苅
1同

薫
か
ら
別

荘
ま
で

の神威練れについて坪鑑別

に
滞
旗
印
叫
の
脱
制
か
な
京

'
慣
州

状
の
卿
掃
及
甘
心念
琴
料
の
伽
配
謹
行

わ
れ
か.rJ

〔妨
El十
九
回
〕

昭
和
五
十
五
年
三
月
二
十

七
日
開
催

那
二
盟
叩桝
の
墓

の
た
g

企

及
豊

代
剤
華

盛

か

行
わ
れ
'
企
及
に
金
す
保
霞

が
､
余

技
岱
刷
に
山
本
光
棚
番
3
Eか
遇
ば
れ

た
P.

Jなるとこ八は
粥川m始か57年堤に

事

実

対

策

要

具

会

4
月
8
日
､
完

封
熊責

会

は
t

H
54
年
度
壊
成
工
砂
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
'
口
55
年
度
蔑

工
荊
新
国
に
つ

い
て
'
日
仲
宿
関
過
施
政
に
つ
い
て
､

等
を
テ
ー
マ
と
し
て
'
罪
5
回
の
看

金
管
伽
催
し

た).

;
54
年
政
道
成
工
串
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

公
田
か
ら
54
年
度
の

池瑳
況
に
つ

い
て
T
戻
ご
と
に
脱
朋
か
あ

った.

口
55
年
収
遭
成
工
州
新
旧
に
つ
い
て

蕪

乙
祐
年
度
茂

エ
瓜
か
脚
に

つ
い
て
税
別
か
あ
っ
袈

1耶
A
S
C).

こ
れ
た
う
け
て
'
塑
蛮

月から

r55
坪
鮮

脚
P
大
串
が
56
年
3
月
と

な
っ
て
い
る
が
t
も
入ノダ
し
早

い肺州

に
警

亜
な
い
の
か
h
n

y｢新

頁

丁直

(10
且

の
地
工
公

用地と
予娃さ
れ
て
い
る
の
に
'

底地地相七

の
枚
他
の
眺
川
棚
始
か
62
叫
収
と
な
っ

て
い
る
'
底
地
仙

椎凸の粥川榊的そ

も
っ
と
=iく
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
｣
顎
の
鞍
山
が
あ
っ
ち

こ
か
に
対
し
'
公
印
か
ら
｢工
申
碓

狂
す
る
ま
で
に
は
'
物
件
の
禰
･=
'
工

事
施
工
に
か
か
わ
る
地
元
現
胴
金
及
び

工
帝
の
熊
施
政
計

など
の
手
朋
を
ふ
ま

t･tけ
九
は
な
ら
す
t
と
っ
し
て
も
年
度

牧
羊
に
な
っ
て
し
ま
う
｣

'ま
た
新
吉

田
の
弘
工
の
件
に
つ
い
て
は
｢12
号
ダ

ム
や
新
出
谷
間
水
幹
税
､
そ
れ
に
軸
比

川
改
性
と
の
絡
み
や
紹
年
度
岐
成
と
い

･孟

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
上
か
ら
も
'
底

地
地
他
省
の
供
用
側
始
を
串
砂
の
こ
と

は
む
ず
か
し
い
'
ま
た
'
新
責

丁
直

を
代
ら

せると､
穿
鵬
移
修
訂
脚
に
立

脚
を
き
た
す
こ
と
に
1･1り
'
ひ
い
て
は

鮎
年
蛋
成
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
轟

で

惹

く
な
る
｣
!,..の
回
答
か
あ
っ
tr

な
虫
'
叫
工
蓋

の
仰
山
に
つ
い

て
は
'竣
臼
､地
元
･公
甲
門
の
1tTS
LP

群性
節
を
盟

す
る
こ
と
に
14
つ
LP

u
止講
雌
雄
禰
此
の
照
伽
に
つ
い
て

型
葉

Hか
ら
r揮
h符

冶
成
地

に
は
､
か
な
st窟

揮
移
転
が
行
わ
れ

て
い
る
が
'
場
所
に
よ
っ
て
は
'
ま
だ

十
分
に
屯
錨
の
供
給
が
さ
れ
て
い
t･+い

処
も
あ
り
'
家
を
挙
し
る
に
も
支
脈
を

卓

たしてきてい
る
災
堺
も
あ
る
の

で
､
巾
処
さ
れ
た
い
｣
と
の
忠
比
か
出

さ
れ
た
.
ま
た
こ
れ

と脚逃して
､
tP

朋
の
畑
=
い
ぼ
に
つ
い
て
は
へ
荘
将
門

の
′
の
は
mに
弛
れ
し

たは
入ノか
良
い

の

か'例えば埜心付農
相の地

4]､
E3
ふ
杓
訂
仙触
.tが
良
い
の
か
､

蟹
心安
叫氾
帆
が
良
い
の
か
'
史
に
､

店
･比
辞
州
の
地
金
に
は
t
tg
･川
端

押
い
っ
ぱ
い
の
処
が
良
い
の
か
､
篤

の
中
屯
川
の
働
金
に
は
t
L
剖
榊
珊
の

ど
の
部
分
か
良
い
の
か
､
ま
た
へ
嫉
泡

の
な
い
氾
仰
の
山背
】に
は
と
こ
に
す
る

の
か
'
符
も
っ
と
州
ゆ
C
必
班
が
あ
る

と
い
晶

純
に
立
ち
'
四
他
は
爪
塵
対

苅
露

金
莞
H波
及
び
凹
地
は
宴

会
止
､
公
B
r
M
荊
男

山
の
田
巾

的
俄
に
よ
り
'
串
怨
に
楢
加
奈
mす
こ

と
に
な
っ
た
.

交

通

閤

好

委
qt
会

…

2
T
6
日
'
交
池
貸

川虫
は
､

r
人
口
定
耶
予
測
に
つ
い
て
.
口
交
池

田
糊
に
つ
い
て
の
他
は
外
地
服
月
か
ら

の
改
良
機
収
に
つ
い
て
､
甲
ハ
T<輸
送

に
折
る
田
_胡
瓜
iE隼

州
都
少
の
交
通

牒
儲
及
び
駅
例
佑
巧

パ
ス
タ
I
,､[ナ

ル
の
対
称
に
つ
い
て
､
等
牽
7
-
T,と

し
て
邦
3
回
の
秀
村
会
を
開
催
し
た
.

r
人
口
定
常
予
カーU
に
つ
い
て

公
EElか
ら
｢aj北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
㈹

茂

町
内
の
人
口
新
例
q
方
人
に
つ
い

て
は
'
公
団
の
畑
苗
住
宅
に
お
け
る
人

口
聾

洲
は
あ
る
和
此
は
っ
責
ソし

て
い
る
が
､
=ii'何
他
部
分
に

ついては

交
池
機
側
の
流
刑状
況
と
土
人ハき
な
3

3
(開
帳
が
沓
旬の
で
か
な
ら
チ
L
も感

爽
な
も
の
で

はないが'旧知帥年判

に
は
従
軍

み
る
の
で
は
な
い
か
と
旭

わ
れ
る
｣
と
の
脱
明
か
あ
っ
た
.

臼
交
池
叫
雌
に
つ
い
て
の
抄
此れ
地

禁

ら
の
息
見
雌
Ⅶ

今
後
の
交
地
相
租
か
痕
即
す
る
上
V

他
阿
外
地
紬
邪
の
交
油
川
雌
に
対
す
る

思
姓
吋を
雌
収
し
'
参
3thに
す
る
必
班

か
あ
る
と
し
て
､
新
叫
旭
丘
代
衣
老

(新
制

㌍
奨
uHr
内
(1位
)

から
の

意
地

収
か
行
わ
れ
tJ.

仰

七
間
代
ぷ
名
は
｢地
下
鉄
の
秋

中
脳
は
新
羽
地
は
に
で
は
な
く
'
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
他
比
内
の
慧

滋
所
に
遭

ってもらいた
い
tJ
と
と
薪
榔
痢
･宮

内
秘
は
､

布
田
町
の
fSi'ま
違

伸
し
3

急
に
盃

毒

て
も
ら
う

こしあ二点

密
集
件
･′じ
て
地
下
鉄
粗
放
に
つ
い
て

は
'
全

血t.,に升成
し
た
い
｣
と
の
患

兄
の
ペ
朋
が
あ
っ
た
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臼
バ
ス
梱
汚
しSEる
柑
柵

E3川繋ヤ

a;布
･･L
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横
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帆
瓜
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対
応
に
つ
い
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ス
ル
ー
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謹
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作
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仝
油
横
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は
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仰
山
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火㈹税の愉
送
陀
力
及
び
そ
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ぞ
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虹
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附
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雌
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現
状
で
可
確
で
あ
る
｣
と
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洲

乃
桁
3(の
胡
皆
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あ
っ
た
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農
業
対
策
拡
大
要
具
会

3
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収
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垂
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拡
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地
利
叫
勘
定
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演
革
附
香
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帆
催
し
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空
屋
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の
土
溝
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宍
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滋
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患
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交
供
さ
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磨
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膿
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烈
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地

元

で

は

開

校

準

備

委

員

会

発

足

警

菓

と
な
っ
て
い
た
中

川
中
学
穿

ケ
帳
方
面
径

そ
の
藍

が
決
ま
り
'
い
よ
い
ト
i

エ
の
は
こ
び

と
な
り
ま
し
た
.

同
方
面
枚
の
汲
姓
に
つ
い
て
は
塑
冗

か
p
の
弛
い
誓

あ
り
､
早
く
か
ら

中
川
中
学
校
の
生
稚
魚
相
対
熊
と
し
て

窮

蝕
め
ら
Tれ
て
い
た
も
の
P
.
昭

和
班
年
度
州
収
量

に
葱

が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
｡<完成gt型>

公
団
で
人
事
異
動

EZ]太任岳広田では'4月から6

月にかけて人事典動がありまし

た.前局長である木村俊一氏が､5

月1日付で甫多#撃た転任

Lt後任の鳥長として､同日付で

野々村や蛋氏(爪研究･出血都田

署毒

一部Qr)筆

書C
か｢

こ
れ
に
対
応
し
て
地
元
蕪

川
地

区
慧

折
内
金
t
p
T
<
'
中
川
仕
度

仇窟

金
夢

を
中
心
に
中
川
中
学
抑
夢

ケ
晦
方
面
伐
開
肋革

仰
蕃
山
会
重

責

同
坤
仰
垂
加
金
で
は
こ

の
方
面
収
の
学
蚤

間
姫
､
油
単
格
間

威
'
校
名
常

な
γ
を
鞭
打
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
'
10
月
上
旬
ま
で
に
は

地
元
と
し
て
の
見
解
を
ま
と
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
享

.

な
お
'
同

方面校の赦他面横は約
1
･
9
血
で
'
等

は
盛

て
で
､

当
初

一
般
救
寮
l

(将
来
訪
)
､

特
別

政
策
8
が
つ
く
ら
れ
'
犀
円
体
育
姫
や

プ
ー
ル
も
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

い
草

.
ま
た
'
私
物
の
足
桝
は
切
掛
一

員
棚
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
､
川

和
中
学
搾
h統
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
秒
軒

と
な
っ
て
い
手

.

梅

雨

シ

ー

ズ

ン

を

前

に

防

災

パ

ト

ロ

ー

ル

-

自

然

ガ

ケ

の
点

検

-

6
月
6
日
'
桃
内
冊
渦
防
居
と
都

円

転
仰
席
は
､
En
嚢

同
相
北
鯛

苑

息
の
奮

い
の
も
と
に
公
田
蛋

内
の
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
警

し

氏
.こ

れ
は
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
自
然

ガ
ケ
を
点
検
し
､
そ
の
崩
書
に
よ
る
災

苧
空
未
然
に
防
止
し
き
っ
,′じ
て
実
施

されたものです｡
LJの括果､16愉所パトロールし

まちづ--協定案検討

会行われる

-新田地区-

6月16日夜'貿北辰協新田支

所で'新田地区対策議会のrま

もつくり協定果し放射金が行われ

声と1.これはかねてより｢稚拙協｣の

藷対熊蛋全土甲心に旭射管.g

めてきたrまもつくり協建策｣に

ついて､さbに各撃の浜村を

行い協定実についての別解を深

め

'

よ

り

良

い協定案を作今ンとし

て

行

わ

れ

た

も

の

や
ず

｡

当

日

は

薪

E
E]
地

区

の

役

鼻

を

中

心と

す

る

検

討

会

と

し

て

行

わ

れ

r
ま

も

づ

く

り

協

定

案

｣

の

ス

ラ

イ

ド

の

上

映

と

新

田

地

区

鳶

対

熊

素

月

長

か

ら

r
ま

も

つ

く

S
t協

定

実

J

の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

旺

っ
岳

が

行

わ

れ

L
P

蔚

-
粕

区

対

先

攻

金

で

は

'

今

牧

さらに地貫けて､この検討会

を3;けていくことになっていま

チ.1中川地区でも
行われる-
6月21日雫墾
協中川支

所で'中川箆協族会のrまもつ

くり協定窯｣曇が行われまL

Lr

た･鼻等のおそれがあり.災害の苑生の防止のための耶止の必好があると沈砂P九た7廓所については､帝壷をとろさっ白太

蓋に蔓

-防災ダムも点検-
6月∽甘'槻浜而都市軽仰局は

日
本
薫

別跳
仰北
胆
粕
漬
の
蓋

い

の
も
と
に
防
災
ダ
ム
の
貞
横

を爽押
レ

ま
.上
J'

こ
れ

は方格的堤
何問シーズンを

前に'防災ダム群
での撃
充分

にはたしているか争点
摂Lt下流

域への影平を未然に防止しさっと

行われたものやず
｡

その葉
､罰要
田神
官
家
内

にある幻術所余stの防災ダムは'

界常が套

かっLP

LJお'ユ毛
の蓋
帖等安全

対照については'必歪

菅と

るさ2日本庄毎公望

m発見に

辞貰

事業計
画
変
更
(罪
二
回
)

認可される
公悪行の横浜包際招

都窪
事

典御所誠新都朽節l静
笈

川尚

琴1地蓋区幽轟歪
の
蔓

針姐の亦軍(琴1回)につ
い
て
､

旧葡
55

年4月dEE]悪大鮭
か
ら
耽

可され声した.
41glの萎訂歯の革は､昭和
別学3月､茶け箇稚池協合同協巌
会に誕集された馳年概成スケジュ
ールの法事親として認可を受けた
ものでありtRYこの草葉背
期間の空文に伴う資金計旭の客人

についても併せて聡可を受けたも

ので'その莞茨のとおりで

∫.I■兼九行頼帆の変N
第
1地庁笈
び野
元
区

昭和49年8月㌘日-顧和飢年

3
月
勤
日
管

四
面
49
年
8
多

目
～
昭
和
68年

3
月
む
日
に
寄

｢

(工
事
尭
7
時
朋
は
'
従
帆
の
昭
和

55年度を､今回昭和62年鑑と

Lt洩る5年の週間は従前と同

様河井期間としている.
)

･†金計園の変Ii

第1地区
挽亭賛
些旦ハ十1催<千

五百五円を千円冒十四健二千五

夏
Hにg甲｢

KI1旭bI
椅茎
五
百
三
･六
並
一宇

1

造成工事現場･防災ダム に は いらないで.′

もうす ぐ子 どもたちは夏休みをむかえます｡

造成工事現場 ･防災ダムで遊ぶことは大変危険です｡

子どもたちが中にはいって遊ばないよう注意をお願い

します｡



○
は
じ
め
に

噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ンは
'
57
年
度
末
土
地
の
控
用
収
益
開
始
､
住
宅
公

団
の
熊
合
住
宅
の
初

入
居
に
向
け
て
恕
々
と
工
事
か
進
め
ら
れ
へ
ま
も
づ

く
り
が
歪

に
向
っ
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
｡

そ
こ
で
油
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
と
っ
て
比
較
的
身
近
に
位
促
し
て
お

り
'
港
北
よ
り
】
足
先
に
ま
ち
づ
く
S
lを
手
掛
け
て
い
る
多
寧

一
ユ
ー
タ

ウ
ン
に
つ
い
て
近
況
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
し
た
.

今
回
は
'
特
に
泉
近
オ
ー
プ
ン
し
た
多
摩
セ
ン
タ
I
と
'
住
宅
公
E
]が

新
し
い
拭
み
と
し
て
迅
設
し
て
い
る
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
｡な

お
､
今
回
紹
介
す
る
多
琴

l
ユ
ー
タ
ウ
ン
の
日
吉
住
宅
公
EEl態だ
曲

分
は
新
住
宅
市
街
地
朗
苑
法
に
よ
る
全
面
尺
収
と
い
う
手
法
で
行
わ
れ
て

い
章
す
｡

多

摩

セ
ン
タ
ー

多
摩
セ
ン
タ
ー
は
'

噂北ニュータ当ずるセンターで'攻京西邦の立

ク
ン
で
い

えばタウンセンターに相川､八王子､町田といった既W:の

園 芸 芸…芸 ､

大喪商業核からとり祝された帝

多摩地域1帯にサービスする繭 業
･
英
誘
･
行
政
･
文
化
･
医
守

と

の
禦

【桁
な
広
域
中
心

(将
東
商
既
人

口
即
万
人
)
と
な
る
よ
.っ
計
画
さ
れ
た

セ
ン
タ
I
で
す
｡

こ
の
セ
ン
タ
I
は
既
に
開
通
し
て
い

る
小
田
急
･
京
王
の
多
摩
セ
ン
タ
⊥
駅

の
南
北
約
70
3
に
も
及
ぶ
も
の
で
'

新
宿
副
都
心
に
も
匹
取
す
る
鉱
が
り
を

持
っ
て
い
ま
す
b

(罰
琴
で
の
1
部
が

完
成
)
多
寧

L
ユ
ー
タ
ウ
ン
に
現
在
居

住
し
て
い
る
人
口
は
'
約
7
万
人
で
'

周
辺
地
域
を
含
め
て
迫
筋
･
通
学
･
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
･
レ
ク
リ
エ
ー
シ
rn
ン
符

の
様
々
i･t
恩
恩
に
浴
し
て
い
る
人
t

は
'
約
扮
万
人
に
も
逮
し
て
い
ま
す
｡

<
セ
ン
タ
ー
の
骨
格
>

このセンタ
ー
は
'
日
本
住
宅
公
EEl

の手で空が進めbれ
て
い
ま
す

が'住宅公団ではここを21世紀の

都市多gニュータウンの究玄牌に

ふさわしいセンターとして待てる

ために､センタI地区の約美の
大プロムナードとショッピングビル

土
地
を
使
っ
て
帯
水
野
の
駅
前
広
場
'

道
路
､
歩
行
者
等
用
造
粒
､
公
準

鑑

故
地
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
の
S
蕗
と
な
る

施
穀
を
匹
仰
し
て
い
享

｡

①
鉄
道

･
道
路

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
は
'
昭
和
49
年
､

50
年
以
来
京
王
･
小
田
急
の
両
私
鉄
が

乗
り
入
れ
'
新
橋
と
は
約
35
分
-
40
分

で
結
ば
れ
て
い
ま
す
.
1
万
道
路
は
､

既
に
周
辺
の
主
野
t･t幹
線
と
結
ば
れ
て

お
り
.
立
川
'
八
王
子
'
町
EB
等
の
周

辺
の
都
市
と
は
約
功
労
は
と
で
結
ば
れ

て
い
ま
す
｡

②
駅
前
広
場

･
大
プ

ロ
ム
ナ
ー

ド多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
の
乗
降
客
数
は
'

将
来
的
に
は
平
日
で
も
19
万
<
に
も
な

る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
同
駅
に
爪蒜
す

る
バ
ス
'
タ
ク
シ
ー
'
自
動
中
等
の
交

通流は相当
な
も
の
と
な
る
も
の
と
予

想されています｡そ
こ
で
､
こ
れ
ら

の交通を円滑に処理するため1
厨

にパスタIJ,[ナルを有Lt二倍に

歩行者広場を有する地上二Ei罠の

駅前広場が用意されてい手.こ

の上gLの広場から帝に向って樹4

㍍の大プロムナードが約300㍍

にわたって延びており､その宵側

のつ鳶ヨ少には‥面績約10加の中

央公園が配されています.

肋㍍の大プロムナードは､両側

にクスノキが列伍され'路面には

レンガタイルが貼られ'立派なも

のとなっています.又'バス停'

その他省醜案内琴不振の
デザイ

ン､P桔ボックスのデザイン等も

かなり工夫をこらされています-

このプロムナードの滞抑符鮭持

管理はセンタIへ出店しているテ

ナントが行うことになっていま

す｡③自転車東塔
･駐車場

洗在どこの廉でも匿っているの

か'駅の周辺に大足に放鑑されて

いる自転串の問頃です｡この多摩
センター駅でも既に大息の自転車

が枚鑑されていきすが'この対熊

として自転中位樹を別在処奴中で

す｡多摩センターの計矧では'鉄

血の有架下を使って'屠根付の自

走式の自転中足些
事
五百台分を

鞍仰することになって
い
ま
す｡

(この内現在愁段中のものは千二

百色分)駅の乗降客に対するもの

は以上ですが'円物答に
対
し
て

は'各部的物に投鮭を残務付けて

一多
選

域
に
〝慧

の
男

〟
宅

た

一ら
す
こ
と
を
め
ざ
L)
て
デ
パ
ー
ト
2

店
､
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
3
店
等
の

大
型
店
を
は
じ
め
'
各
社
の
宴
門
店
'

小
売
店
飲
食
店
な
ど
の
爾
来
蜜

と
映

圃
館
､
ボ
ー
リ
ン
グ
場
'
パ
チ
ン
コ

店
､
麻
雀
荘
や
各
嶺
の
文
化
教
室
､
学

校
な
ど
の
施
雛
も
計
圃
貫
流
て
い
ま

す
｡こ

れ
ら
の
施
設
は
､
大
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
を
中
心
と
し
て
縦
横
に
延
び
る
歩
行

者
胃

道
給
田
に
配
赦
さ
れ
安
全
に
快

適
に
買
物
へ
レ
ジ
ャ
I
が
出
来
る
き
っ

に
計
圃
さ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
内
､
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
の
駅
勢

圏
内
に
居
住
し
て
い
る
人
々
を
対
象
と

し
た

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
が
こ
の
1
月

に
オ
ー
プ
ン
し
て
お
り
套
す
.
こ
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
ビ
ル
は
'
〝
丘
の
上
プ
ラ

ザ
〟
と
呼
ば
れ
へ
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

を
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
レ
た
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
瓢
店
余
り
の
璽
門
店
と
銀

行
2
店
で
構
成
さ
れ
て
お
り
'
床
面
積

約
二
万
二
千
平
方
㍍
と
な
っ
て
お
shま

す
｡<

文
化敦
兼

･
健

康

>

このセンタ
ー

は

､

南

多

摩

地

区

の

広域中心とし
て

の
役

割

を

は

た

す

よ

う計画され'
中

央

公

民

館

な

ど

各

魂

の文化教養蜜
が

計

回

さ

れ

て

い

ま

す｡又'医姫一畳
と
し

て

は

へ
中

央

郁

院､地区病
院
と
い

っ
た

医

療

機

関

の

他'持革す
べ
き
こ
と

は

'

厚

生

省

に

よ
って計圃
さ
れ
て
い

る

国

立

の
雌

康

センターの
進
出
が
決
っ
て

い

る

こ

と

です.これ
は
厚
生
S
]の
モ

デ
ル

為
義

として計画
さ
れ
た
も
の

P

.

運

営

は'財団法
人
に
よ
っ
て
行

わ

れ

る

と

のことやず.

<集
積
こ
け
政
サ
ー
ビ
ス

>

これら
の笹
も
こ
の
セ
ン
タ

ー

が

広域中心とし
て
の
役
割
を
は

たす
た

めにぜひ必群
な
放
散
で
す
が
､
既

に

郵便局'屯々
公
社
サ
ー
ビ
ス

セン貞

上

.…
…

7/‥!
季
夏
rm.巨
つ
,.M

T
岩

賢

U.
If這
.つ買

U.､
ス
b
イ

ドb
I
.

｣



｢11日日相川
七一月

ニュー99ンコーナー.一一一一T

I
､
嘩
｣
金
即
､
射
tE水

力
及r-取
戻

ガ
ス
の
各
碁

別
に
つ
い

ては
'旧
和

56
相
秋
叫
に
は
伽
放
さ
れ
る
是

に
な

っ
て
い
手

.

こ
の
他
､
半
群
鮮
'
仰
稔
4]
申
拝

所
'
港
叩日脚出
欝

と
い
っ
た
公
各
節

i･施
政
の
他
､
店

の
典
群
施
政
に
つ

い
て
も
計
附
さ
れ
て
い
享

.

タウ
ン
ハウスは
'低
3!
(2
-･-

肝
畑て)
の
此
付
真

田
荒
壁
U住

宅
で
､
各
戸
は
2
1
(例
え
ば
､
一筋

は
'
府

･脚
肘
等
'
二
野
は
､
喋
護

符
)
を
使
っ
て
l
戸
と
な
っ
て
い
る
い

わ
ゆ
る
メ
ソ
A
y
･L
タ
イ
プ
と
な
っ
て

お
り
手

.
(中
に
は
'
3
雌
を
使
っ

て
い
る
も
の

も

あ
り
享

｡
)

こ
の
仰芸
産
毛
が
'
二
戸知
て
住
宅

や
但
な
る
長
屋
と
舛
な
る
点
は
'
コ
モ

ン
と
称
す
る
井
池
の
艦
が
'
任
輔
と
庄

唾
の廟
に
畠

れ
て
い
る
こ
と
で
､
各

戸
に
畠

れ
て
い
る
埠
用
度
と
1体
に

なって筆

頭塀がつくられて

いることで､こ
の蓋
のある空

タウンハウスーJAk図-

問は
'脚
かで
刺しA点す
い
空伽と

t･+つ
て
お
sh手

.

こ
れ
ま
で

の
中
芯
膚
住
宅
に
も
い
ろ

い
嘉

は
あ
り
表
す
が
､
と
か
く

回
l的
に1･1り
や
す
い
こ
と
'
土
地
の

利
用
効
率
字
上
げ
る
こ
と
か
出
光
る
の

か
長
所
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日

照
'
風
EV
市
政
阻
害
な
ど
の
公
P
]対

熊
の
た
め
に
こ
の
妓
所
を
隼
か
し
切
れ

な
い
こ
と
へ
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て

も
高
月
の
篭

が
'
地
面
か
ら
供
れ
て

い
る
こ
克

ち
光
る
不
安
守

の
間
雌

<

タ

ウ

ン

ハ

こ

の田粕は､旧札軸管
月に入

厨
し
た
も
の
で
'
釜

や
付議
川艦
の

戒
が
一年
た
っ
て
か
t･4豊

か
鳶

と
t･t
つ
て
お
sht
落
書
い
た
た
た
ず
ま

い
タ
見
せ
て
お
り
､
中
有
価
住
宅
と
は

興
った
和
し
み
や
す
い
環
境
と
な
っ
て

お
や
手
す
.

捻
戸
軟
は
53
戸
､
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
肝
経
て
(
一撃
-師
郊
て
)
P
J

金
モ
8
L
D
K
､
好
む
床
面
桝
は
約
八

二
平
方
㍍
(約
祖
坪
)
～
約
八
金

力

㍍
(約
㌘
坪
)
'
群
剛
度
の
響
応

t

的
〓
一平
方
㍍
(約
1
坪
)
-
約
四
二

平
方
㍍
(約
13
坪
)
で
す
.
又
賑
売
価

い
る
自
転
中
の
間
脳
や
ず
.
こ
の
多
雌
"は
'
各
班
根
物
に
放
け
菅
捕
群
付
け
て
l

1･1桝冶処艶施政に加
え
て
､
新
し
い
lの
シ
Plリ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ

ーとして堅
班
雌
鳥
へ
屯
々

公社サービスセ
ン
タ

L

な
最

も
と
･′な
っ
て
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス

は
'
序
火
に
足
早
レ
つ
つ
あ
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
手

.

〓
戸
当
り
の
韓
面
塀
も
こ
れ
ま
で
の

公
団
の
雑
食
住
宅
に
比
べ
八
〇
平
方
㍍

～
百
平
方
㍍
(約
24
坪
～
約
詑
坪
)
と

か
な
s
t広
く
と
ら
れ
て
お
り
'
分
訴
価

格
が
､
中
帯

型に比
べ
て
高
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
'
大
変
人
穴
が
あ

るよ
う

で
'
多
挙
l
ユ
ー
タ
ウ
ン
の
例
で
は
'

柁
墓

が
､
千

倍位
にもtJ･1つ
て
い
る

そ
う
で
す
.

こ
雷

っな
こ
を

'
今
後
､
多

ザ
ニ

ュータウンでは､
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
の
祉

粒
戸叔
GPqめ
る
割
合
は
へ
か

LJ
s
y+
入
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
.

ここでは
､
鹿
に
入
居
し
て
い
る
､

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
取
折
と
､
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
永
山
に
つ
い
て
横
桁
を
､
紹
介
し
ま

す
｡

ウ

ス
諏
訪
>

略は'二千五百二十五万円～二
千

七
百
四
十
裏

門
と
な
っ
て
い
ます
｡タウンハウス瀬妨

<

タ

ウ

ン

ハ

ウ

ス

永

山

･
-

>

こ
ち
ら
は
､
こ
の
春
(tE!年
3
8

人
買

は
か
り
の
団
地
芋

.
田
地

面
群
は
､
約
]
･
九
.B
で
'
稔
戸
坂

冒

声
､
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
･J
･挙

1貯

Ⅶ
て
で
丁
.

住
宅
の
タ
イ
プ
は
'
壷

と
4

L
D
K
で
構
成
さ
れ
て
お
り
､
取
芦
ル

比
べ
て
3
L
p
K
で
一軌
藩
､
面
坪
が

相
加
し
て
お
り
､
4
L
D
K
で
は
白
平

方
㍍
を
こ
え
る
任
官

由
即
し
て
虫
s
t

ま
す
.
芸

格
は
'
蔓

で
二

千
五
百
一l*
下
的
～
二
王
ハ百
五
十
万

多

摩

ニ

ュ
ー
タ
ウ

ン
の
視
察

に
参
加

し

て港
北
区
中
川
町

大
久
保

太
市

嘩北lld-タ
ウ
ン
区
剛
辰
聖
菜

の幽迎団体
として'中川慧

金
萎

以

米l年にな
つ
っと
し
て

い
る
時
､
郡
一
の
こ
こ

一(丘
として
多

琴
(
rtI
タ
ウ
ン
の
視
察
が

実施され

声
レ
た
｡
出
奉
も
昭
和
四
十
七
年
頃
多

円
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
fEl粕
は
､
ま
だ
入
居
し
て
間
も

な
い
の
で
襟
が
度

し
て
い
な
い
た
め

も
あ
る
品

行
れ
ま
す
が
'
任
輔
に
匹

化
か
少
く
､
会

に
伽
い
即
答

さ
し
た
'

タウンハウス永山

響
t
ユ
ー
タウ
ン
に
野
火
繍
姦

指

令
血
笹

に止っ
て
懲
た
都
も
あ
っ
て
､

そ
の
後
の
些
托
仏
況を
非
柄
に
興
し
み

に
企
加
さ
せ
て
双
責

天
蚊
に
潜

れた
五
月
二
十
日
午
帆
九

時
'
茅
ヶ
崎
新
道
に
バ
ス
5
台
に
分
乗

し
た
中
に
ニ
ュ
ー
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難
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務
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仙
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迎
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木下港北区長 梅 田線 区長

先行使用宅地 (先行造成地)

に換地を指定される皆様へ/

公団では､先行使用宅地に換地を指定される方 に対 し

て､公団が施行する達成工事着手の飢捉作業として､宅地

の石積み部の出入口及び排水桝 (雨水,汚水)の位齢 こつ

いて､各工事工区南に通知を行っております｡

皆様の中で､石研みを宅盤まで横み上げる 1-糊耕み"を
考えておられる方は､通知を受けられたときに､その旨､

公臥 こお申し出下さい｡公田では､先行使用宅地について

は公EZlのエーJtと合わせて同時に施工ができるよう便宜をお

計 りします｡

詳細は､in知と併せて､期限を設定し,ご相鉄の森口を

設けますので､その時窓口でおたずね下さい｡

なお､石凍みについて､ご自分で増績みをされる沸合,
建築用軽丑ブロック符で研み上げますと､転臥 倒せ,災
事の危険があるだけでなく.法律に触れる幼合もあります

のでご注意下さい｡

El本住宅公EZl港北開発局

口都市整備局港北ニュータウン建没却ロ

※は新任 専任主幹

港北ニュータウン建設部長

事務取扱

河 合 菊 雄
[

口日本住宅公Ell港北M発局□

※は新任 (4月-7月)

Ⅰ
建
設
課
長

開発局長
※ 野々村 宗 逸

田

代

哲

雄

-
副

主

幹

※

高

見

沢

佑

介

J
鴫
ン
タ
佃
開
票

霊

長

E
3詔

醒
屈

※

戸

塚

玄

三

-
港
北

二
rt
-

タ
ウ
ン

㌔

掌

榔
所
鯛

-
副

主

幹板

垣

無

明

l l
事業部長 補併部長

清水 港 ※ 柿 木 玉 串

去主よ ふ ふ ふ 立 志 ふ ふ ふ ふ
門 門照査x.歪 宗※芸遥 霊霊苧 ※ pl1 円※栗･x蔑 霊汰叢 譲

悪役暴投諸 鰭 崇議 議 案雷雲宗漂漂 尖付議付'it讐 役尖議 遺 業資長易長

二 一 浸 長 長 二袈一兵 国正 五長正長敏長兼 正
要 領 謂 宅鮎 等 霞 讐業慧過 快 正 司夫 雄 碓 正 光 彦



出
席
者

(敬
称
略
)

<
空
対
滞
薫

豊
丘
茂

保
正

ク

iiu
秀
八
鹿

大
矢

知
立

琴
Fe
T
作

F
田

■
冶

雅
量

利
用
鞄
紀
男
口

世
仰
重
用
余
歪

使
方
S

虎
雄

ク

副
責

長
長

沢定
智

正
辺
書
代
治

神
奈
川
県
横
浜
農
業
改
良
普
及
所

大
山

宋
較

桝
浜
市
北
部
康
政
事
琴
所

5
本
昭
夫

(同
曲
)

噸
北
ニ
rr

タ
ウ
ン
独
政
彦

所

社

中
乗

切41すでにLlユー
タ

クンニ

ユー

スでも紹介しきレたが､墓

利用協定
笑
為

き
ん
の
徴
尽
窒

年
7
月
に
ま
と
ま
り
'
い
よ
い
よ
]
体

的
な
郁
括
庶
兼
に
は
い
る
こ
と
に
な
り

ました.

次の段野とし
て
は
併
用
的

始
牧
の
架
台
農
地
を
い
か
に
豪

利
用

す
る
か
､
鹿
善
の
成
果
を
い
か
に
し
て

あ
げ
て
い
く
か
と
SJフ
こ
と
が
大
切

な 間
皿
に
な
っ
て
若

妻
す
.

そ
こ
で
'
今
日
は
槻
棚
番
の
方
々
に

粟
金
箱
の
廷
押な
蔓

は
返
わ
な
が

ら
､
こ
れ
や､
抄
の
知
合
仇
塗

の
侶

誓

お
指
し
警

た
い
と
低
い
'

お
始
り
如
責

<
な

ぜ
'
集
合
農
地
が
設
け
ら
れ
た
か

>

可
曲

筆

鷹

の
抜
群
に
つ
い
て
は

ご
出
席
の
貫

は
肝
し
く
ご
u:知
だ

患いま
す
が
'
昭

和48年幻に地区

内
の
鹿
家
の
人
た
ち
が
島

転
邸
横
の

｣由
利
用
を
と
の
･LLっ
に
孝

久ている

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
'
意
向
調
丑

を
し
た
こ
と
が
あ
り
章
す
｡
そ
の
時
の

数
字
で
は
'
弟
一地
区
で
I〇
四
戸
'

琴
1地
区
で
1
四
三
戸
､
合
せ
て
二
四

ら
い
は
､
農
薬
を
触
排
し
た
い
と
i
･つ

頼
撃

て
お

里ず.

<

当
甲

横
糸
対

粥とい
う
の
は

共
収
以
耶
企
雌
和
43
･44
年
に
か
け
て

塵

対
熊
霞

会
の
中
で
ニ

rT
タウ

ン
内
の
農
米
の
あ
り
方
が
盛
ん
に

巌め

さ
れ
ま
し
舟
｢
そ
の
中
で
は
'
農
学

当
あ
り
ま
し
た
.
そ
う
い
之
仙泌

郡あ

り
'

息業をやりたいといーフ
人たち

の
こ
と
を
考
尽
し
な
く
て
は
い

けない

と

いう
Hg
雌
が
出
て
葦

し
た
.

そこ

で屯アも
は
鹿
W

区だりが農薬対

熊
で
は
な
い
と
軟
く
打

出し'架台
農

地
の
考
え
方
の
も
と
に

昭和幼
年
'
公

団
の
同
郡
総
符
に
奨
合
農
地
勘
定
に
つ

い
て
申
入
れ
を
し
た
わ
け
で
す
｡

司
会

今
'
お
括
し
光
い
た
こ
と
な
ど

畠

き
れ
て
公
出
で
は
｢セ
ン
タ
I
地

区｣などと
と
も
に
｢特
別
な
山川伽
こ

と
し
て
誉

農
地
姦

足
し
た
わ
け
で

すF
そ
し
て
'
旧
和
監
T2
月
か
ら

5月にか
け
て
知
命
水
胸
に
恵

を
頼

挙
る人の申出
仙
術著
し

ました'

そ
の
賭
山爪'
瓢
W

郊
t

慧
ハ

六
名
'
換
地
乱
域
で

は粥l･LE,加.

R
二
地
区
で
は
九
〇
名
'

約16･9

血
'
合

せて'1五六
名
的
知
･4

加
tの
方
々
か
讐

農
地
と
し
て
の
洪

地
学
っ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.

金
側
確
も
出
て
来
る
だ
ろ
う
L
t
そ
の

た
め
に
は
生

窪
地

制度や農業
党

制
度
に
対
処
で
き
る
だ
け
の
面
横
に
み

ん
な
で
経
っ
て
い
く

必野がある
とい

う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
｡

司
会

何
カ
所
か
に
分
地
は
し
ま
し
た

が
今
お

拓のあsiCた制拷kの
れ

る
背

は
ま

量
レ
た
F

u

瀧
粕
が
ま
と
ま
る

と利点
が
あ

皇

ず
ら

お

互いに肋け由った

pt索の
撒
布
に
し
て
も
比
兼
が
ま

わ
り
に
あ
る
と
息
難
の
嘗
と
か
背
の
3
)

<
集
合
農
地

に
つ
い
て
の
考

え
方

>

Å

そ
の
当
時
へ
架
台
鷹

問
瓶
も

い
ろ
い
ろ
広
折
頭
に
わ
た
り
'
架
台
<

池
の
周
辺
に
誓

<
許
の
篭

を
お

く
'
あ
る
い
は
地
域
墨

以
外
の
人

た
ち
と
の
幽
湾
で
､
地
域
の
公
爵

な

空
間
と
か
'
防
火上
の
空
間
と
か
t
t

耗
サ
イ
ド
ば
か
shで
な
く
､
い
ろ
い
ろ

な
撃

か
ら
孝
一へて
い
く
必
好
が
あ
る

誓

ノと
い
､品
苓
い
も
あ
s
tま
し

た
.い

っ
ぺ
ん
に
戊
祭

や
声
Pれ
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
し
､
あ
る
短
波
の
年
齢
の

人
た
ち
で

､どっして
も
他
に
転
業
で

き
な
い
人
た
ち
'

農薬に
薫

い
を

感
じ
て
い
た
人
た
ち

が
新

し
い
都
市
化

に
対
応
す
る
た
め
の
1つ
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
自
分
)代
は
農
業
考
珪
印し
て

い
く
の
だ
と
ヒ
壷
ノえ
が
非
常
に
強
か

っ
た
で
T
q

d

何
で
戊
他
を
雑
書

せ
た
か
と

ゞ
〆
市
電

の
中
で
こ
れ
か
b

集合Jt地位aE図

D

こ
こ
の
+
砧
は
従
来
か
ら
軒
tX

生
荒

神
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
.
号

い
入る
P
.

此兆従瓜義
に
と
っ
て
市

蛎
化
と
い
う
こ
と
蛙
義
広
巣
の
仙
恥

に
つ
な

がるわけで
す
が
'
転
革
こ
い

っ
て
も
仰
心
に
は
い
き
ま
せ
<

そ
れ

から､今ま
巾
虚
業
蟹
続
け
て
き
て
'

将来も
､
や
は
st溌
雑
を
続
け
た
い
と

い
う
患
者
の
八
も
い
ま
す
.
こ
れ
ら
を

う
け
て
農
的
利
用
地
の
罪
深
が
出
た
と

い
う
こ
と
が
あ
り
蕃
す
.

L
LJう
ち
の
方
で
は
新
羽
･大
熊
の

鹿
野
地
区
が
は
や
く
に
で
き
た
の
で
す

が
'
す
ま
い
か
ら
違
い
こ
と
や
面
漢
的

t･1制
約
も
あ
り
き
し
た
L
t
農
薬
菅
や

･L･我々は
農
家
fJb
か
ら
農
地
が

はしいという
こ
と
を
好
弊
レて
い
ま

し
た
｡し
か
し
､先
の
帆
皮
と
の
鵬
迎
で

まとまら
なくて
は
い
け
な
い
と
い
う

ことで1畑中肺した
トち
な
形
に
な

s
t声
し
た
が
'
だ
ん
だ
ん
ニ
rlI
タ
ウ

ンが池むに
つ

れて'紫色戊他とい

う
こ
と
が
浮
び
上
っ
て

きました.

公瓦
か
ら
班
会
農
地
の

そばに
宅
地

を
お
い
た
ら
と
プ
か
と
い
.n
由
が
あ
り

ま
し
て
'
そ
れ
な
ら
い
い
の
lP
は
な
い

か
と
#
元
で
い
ろ
い
ろ
岳
を
し
た
鍾
過

が
あ
り
手

｡
今
に
な
っ
て
み
れ
娃

<集
合
農
地
利
用
協
定
案
作
成

へ
>

司
女

鹿
地
と
し
て
深
色
化
考
は
か
っ

た
わ
け
す
ず
が
'
仙
a
ut
他
と
は
い
え

いつでも宅
地
と
し
て
旺
え
る
車

も
あ
る
わ
け
で
す
.
ま
た
将
来
'
相
続

tはと
い
ろ
い
一(な
こ
と
か
点
る
LJ
と
も

予
讐

れ
手

.

そ
こ
で
'
難
色
t
地
･′
じて
毛

を

･n
け
る
人
た
ち
の
間
で

供用押
胎
玲

D

皆

窯
は
聖

地
か
h最

掌

も

っ･′もEふな

8集ぐ
ら
い
の
蚕

に
ま

と
買

裏

書

毒

著

の
代
茨
に
よ
る
拡
天
真

会
の
中
で
協

定
笑
の
検
討
が
行
わ
れ
て

撃

什T

の
書
に
架
台
重

義
鵬

真

金
が
稀
欣
毒

拡
大
香
拭
会
で

作
成
曇

放
射
が
行
わ
t
r
本
年
7
月
に
墨

が
要

した
と
い
っ
壱

ま

す
.

<

沖
洲
費
川
魚
で
掌

作
る

こ
と
に
つ
い
萱

に
つ
い
盃

に
尊

い
葦

そ
れ

の
讐

ん
の
意
向
も
何
い
に
行
っ
て
艶

葦

か
ら
､
数
回
に
わ
た
s
t'
那

覇

襲

う
こ
と
き
し

畏

ま
iy
正
義

金

という形
蔓

こ

いう形で

意
見
の
雅
的
な
k

養
蚕

て

る
と
い
う
こ
と
も
行
い
ntPW

そ
う
い
っ
た

いろい重

ね

の
中
で
'
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で
来
た
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

○
作
成
段
秤
で
の
隅
庄

将
に
琶

り<
は
い
けt
･,

い
状
況

警

た
こ
と
で
す
.

印
璽

Lは
､
一悪
の

大
き

.

萱

L恩
わ
れ
て
い
た
の
や
Lh
が
'
収
沃
地
集
が

襲

荒

で
み
る
と
､
一団
地
の
雀

は
大
小
ま
ち
ま
ち
で
'
軟
カ
所
に
分
か

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
u

Jt

そ
れ
か
わ
､
l冊
他
の
榊
成
人
片
J
)

多
い
と
こ
ろ
と
少
な
い
と
こ
ろ
が
あ

S
(
中
に
は
2
-
3
人
し
か
い
な
い
と

こ
ろ

もありましたJB

ま
た
へ
恨

臭
主な間
将
は
'
使
用

収
益
脈
拍
時
脱
が
55
年
か
ら
62
丘
ま
で

長
期
に
Lq
っ
て
い
る
こ
と
や
ず
.

そ
れ
か
ら
'
他
の
研
喜

会
で
行
わ

れ
て
い
る
施
策

協定との朗菅はっ

主
ち
さ
せ
Jl治
りれ
ば
な
ら
'd
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
｡

ま
た
'
架

台農地の阻
血
を
ど
う
い

う
形
態
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
.1応､そ

の
よ
美

女ki･t撃
中

.心
に
根
附

してきた
わ
け
で
丁
.

○
今
後

の挿絵作業

A

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
は
今

､公

団
で
地
目
の
入
れ
李
久
作
業
を
し
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
が
'
こ
れ
も
9
月
の

下
旬
ま
で
に
は
終
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
享

.
そ
う
し
た
ら
､
肝
号

と

の
稚
舷
作
貫

､
畔
芸

の
漕

手
ル万
に
幕

皿省
か
ら
♯
名
捺
印
を

p
P
Aノ作
娘
に
は
い
っ
て
い
た
だ
考

年
内
に
は
藁

を
替
入た
い
息

.I.幸
T
F

<
市
街
地

で
の
よ
兼
経
営

>

司
会

昭
和
53
年
12
月
に
世
田
谷
の
大

平
博
四
号
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て
r市

街
化
区
城
内
で
の
農
董

啓
-
有
様
農

業
と
会
員
制
販
売
制
度
そ
中
心
に
し
て

I
｣
と
い
う
こ
と
で
お
警

し
て
い
た

だ
い
た
わ
け
で
す
が
'
こ
れ
は
'
こ
こ

よ
り
早
く
朗
苑
の
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
'

1
加
近
い
面
額
の
ユ
ニ
ー
ク
な
虎
某

匡巳ているということ…る
,
柁

撃
,覆
る､といっ.箆
親書
軒買主

が
鷺

e

い
の
…

馨
妄言
貰っ

た
こ
曇

る
の
P
ILl

重
曹の毒い

か
と
息

膏てい-には･一<itb･蒜
一■■
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昭和55年 '月IllI'%ぎン

-

録
音
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
､
こ

れ
か
ら
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
架
台
農
地

の
横
車
に
何
ら
か
の
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
お
煩
い
し
た

わ
け
ず
ず
.

そ
こ
で
､
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
､
い

い
か
入
ま
す
と
'
協
定
も
楢
ば
れ
､
土

貰

っ
て
く
る
と
い
う
中
で
'
と
ん

生

等

し
て
い
く
の
か
'
そ
し

て
'
そ
の
梓
学
に
ど
ん
な
問
雌
が
あ
る

の
か
､
そ
れ
蓋

決
し
て
い
く
の

か
'
な
タ
た
つ
い
て
お
菅

い
た
だ
き

た
い
と

胤
い享
.

北
部
一
故

撃

た
中
や
鹿
菅

笠

rし
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
な
ら

は
､
農
業
に
つ

い
て
の
考
九
万
を
蜜
見

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
わ
け
で

す
｡
と
い
う
の
は
'
開
発
さ
れ
た
中
で

の
農
薬
と
い
う
の
は
鹿
警

官
び
こ
と

自
律
に
社
会
附
に
大
き
な
価
E
lが
雪

と
い
う
こ
と
で
す
｡
そ
し
て
'
こ
の
価

瓜
を
加
え
た
替
地
と
し
て
生
易

を
貨

っ
て
も
■曽
ノと
い
･f1こ壷

だ
と

思
い
手

.

拙
著
お
ろ
し
て
'
牙
吹
く
､
成
長
す

集 合 JL地 関 係 経 過 蓑

47･LI 地紋研究会モ鬼

4818 地政研死金の ｢̂ 兼的土地利用について｣のテ-1のLflで､A他
の兆tLl化と点薬払超がZi訳されることになる

5L･3 畑牧Of死金の rA的土地利用と座1枚林の保存｣のテーマについて

の搬併心の中で.兆合Bt旭の遊本的な考えカ (①JL策他仇に食欲
ある血'G.②71欺屯欝による点地の兆合化､③ 1日地 で何事A折庄】lL
仏 日0年+nq)利用期rLq)と利用協定案 (1次翁)姓果される

51･5 r特別なln他｣のFpuln査
51I12 相浦協A兼対帝卒fl会で兆合点他の生魚はじまる

52lLI Jt兼対井野nと地合A地申出者による拡大串良会でAL合Jt他のA

d (tt区J(木舞のJtS合Jk他視察､A秦換地制度 ･生鹿は地利産の
比牧牧村)

5218 JtJはI帯拡大香代会で兆合A地利用協定果(2改案)玖村はじまる
52･10 Jt我利鞭隼山金主稚､典合Jt地利用協定藁税明会rM悩

52･12 兆合A地利朋協定運営qI絹香艮会発足 (2次案をもとに且抹牧村
にはいる)

918 悪悪宗柑 fl会､公配 対し､娘細 他の批 恥 ついての野鼠

53I12 1■満会 rfI了折化庄城内での鉄芙経営一有鞭A薬と金fl版雅佃瓜を
rP心にして-｣ll廊大平滞四氏

5517 兆倉A地利FFHa定収柊秦札案砧定
耕土閃租小春fL会発足

る
､
花
か
咲
く
'
実
か
L<
る
､
と
い
っ

た
サ
イ
ク
ル
を
見
せ
る
､
触
れ
さ
せ
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
価
値
は
売
分
に
あ
る

は
す
や
ず
.
そ
し
て
'
住
宅
地
の
す
ぐ

鮮
少
で
'
そ
う
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
自
体
が
自
助
蕃

段
の

わ
鳶
ル
普

一
冊
化
朗
粥
の
｢モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
｣
と
同
い}
.義

考は
た
す
こ
と
に
な
る
わ
け
で
､
環
流

の

書
館伸
し
て
い
る
わ
け
fJb
.

土
を
使
っ
て
肌
物
最

長
看

る
'

そ
の
く

委
し
は
'
瀬
端
を
伽
つ
た

め
の
等

もある
わ
け
で
､
街
を
繋

心
し
て
住
め
る
t
や
す
ら
ざ
あ
る
も
の

に
す
る
こ
と
に
も
な
豊

す
｡

こ
う
等
見
て
く
れ

は'宅地並みiS

現
の
狭
都
の
間
胤
も
1
つ
の
櫨
私
を

得

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

さ
T
.

以
上
萎

え
て
琴
t(る
と
開
発
さ

れ
た
中
で
期
待
さ
れ
て
い
る
横
宵
は
土

責

に
便
っ
義

政
塩
を
禁

に

お
く
も
の
と

い,nこ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
他

いま
す
.

暮
及
斯

千

草芯
的
な
楢
が
ル仙
伽
農

政
莞
箭
の

は量

っ
た
わ
け
で

す

が
'
や
は

基
の
萱

と
な
る
の

は
帝
地
裁
塩
で
敬
弔
野
菜
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
他
い
ま
す
.

そ
れ
か
ら
'
版
元
方
法
で
す
が
'
市

街
地
の
中
で
の
推
挙
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
､
正
光
と
い
う
こ
と
も
い
い
の
で

は
LJ
い
で
し
ょ
う
か
｡
す
で
に
ク
マ
ブ

ラ
I
サー
や
虻
田
で
も
皿
死
を
始
め
て
い

幸
丁
.
毒

筆
葺

い
て
'

旺
砕
件
環
に
新
鮮
な
那
熊
を
安
く
糎
粥

す
る
'
安
く
と
い
う
の
は
胎
称
か
あ
る

か
も
し
九
ま
せ
ん
か

.

し
か
し
'
正
犯
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
'
菅

を
あ
ま
り
絞
る
と
マ
イ
ナ
ス

面
が
出
て
葦

す
の
で
孝
入
る
必
姫
が

あ
り
手
T
.

司
会

好
粕
も
の
で
､
収
益
性
の
帯
い

i
)の
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す

か
.

gI及
所

時
㈹
当
為

価
で
出
し
ま
す

と
一十由
以
ト
た
な
る
も
の
は
'
イ
ン
ゲ

ン
､
キ
ャ
ベ
ツ
'
そ
れ
か
ら
比
標
的
に

高
い
も
の
に
､
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
､
レ
タ

ス
な
h最

あ

呈
丁
｡
時
a
叫す
事由

と
い
う
こ
と
は
t臼
8
肺
仙皿
叩け
ば
1

万
円
ぐ
ら
い
に
はな
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
D
､
作
物
題

択
轟

で
す
｡

<

集

合
農

地

で

ど

ん

な

経

営

を
す
る

か

>

司
亜
今'
市
街地
で
菱

杷
啓
に

つ
い

て
春本
的
L
Jお
乾
草
し
て
い
た
だ

い
た
わ
け
で
す
が
'
招
き
ん
は
ど
ん
な

庶
菅

し
て
行
こ
う
と
等
九
で
お
ら
れ

る
の
か
'
お
昏
し
そ
お
細
い
し
ま
す
t

～

i;患

域
に

大
部
洗
っ
て

い
る

LJ
L.も
あ
り
'
は
っ
き
p
わ
か
り
ま
せ

ん
が
'
耕
地
も
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
る
こ

皇

ノえ
'
軽
満
肺
荻
窪

に
軌
範
の

よ
い
や
臭

を
撃

へ
て
い
き
た
い
患

い
ま
す
.

▲

私
の
と
こ
ろ
は

肝
罷

業

鹿
家

だ
っ
た
の
宅

小
売

甜

朝
議

tX
だ
け
で
収
益
を
あ
げ
て
い

く
の
は
q

T
か
し
い
患

い

ま

す

の

で
､
価
六
や
斬
罪
の
正
光
を
や
ろ
六
ノ
か

妻

て
い
ま
す
｡

L･

市
街
化
区
域
だ
け
に
し
か
｣轟

か
な
い
の
で
､
農某
等

は
と
て
も

や
っ
て
い
け
t･{
い
の
下
値
か
ら
の
収
入

を
入
れ
て
や
り
た
い
と
い
う
考
え
で

す
｡
今

の
等
え
で
す
と
払
不
義

粟
の

二
五
立
て
で
行
き

た
い
.
旺
禿
は
帥
け

て
孟

点
で
必
好
だ
と
孝
凡
て
い
ま

す
｡

U

初

め
は
締娘
中
心で'
おい
お

い
と
正
光も虎ノえ
一･措
き
た
い
.
旺
雅

で
は
､
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
少
し
此
っ
て
い

て
l)味
は
芦

nな

い
患

う
の
で
'

洞
井
者
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
い
'
そ
の

日
富

に
光
る
と
い
う
'曾
ン
に
し
た

い
.
と
こ
の
皿
先
も
晶
衛
か
洩
る
こ
と

が
あ
る
ら
し
い

ので
､そ
の
辺
を
工
夫

し
な
く
て
は
と

考
えてい
上手
ノ｡

そ
れ
か
ら
､
作
る
物

も近
所の皆さ

ん
と
相
映
し
て
作
っ
た
ら
'
品
物
の
唖

所
も
多
く
t
lJつ
て
い
い
と
い
う
負
か
し

手

相
.

D

j
(合
<
地
の
申
出
者

l
人
当
り

芸

的
劫
t3
ぐ
ら
い
の
換
地
菅
う
け

る
と
い

うことで
'
乱
瀕
的
に
は
従
帆

と
帳
ペ
'

だいぶ
滞
ち
て
い
る
の
け
で

す｡
そ
っ
い
っ
た
中
で
､
収
菅

上
げ

享
ず
る
に
は
'
や
は
り
'
約
8
署

長

格
す
る
こ
義

に響

準

えて
い
か
措
け
九
は
な
ら
LJ
い
と
払
い

辛

.
1例
を
昏

手
ノと
'
洞
や
者

と
の
品
目
を
限
っ
て
の
契
約
栽
培
へ
果

菜
穀
の
い
ち
ご
な
ど
は
管
理
ば
す
べ
て

鹿
家
が
や
り
､
収
確
時
に
消
費
者
に
売

り
渡
す
観
光
的
な
畝
売
り
の
姓
善
も
考

え
ら
れ
ま
す
V
い
ず
れ
に
し
て
も
'
且

売
方
等

収
益

を
あ
げ
る
方
淡
を
写
九

た
ら
い
い
の
で
は
な
い
で
し
.{う
か
.

そ
れ
か
ら
'
作
物
に
戊
兆
荒

け
る

と
き
に
､
マ
ス
ク
な
ど
を
か
け
て
や
っ

て
い
る
と
､
正
光
の
時
､
霞

か
b
敬

誉

れ
て
し
事
(ノと
い
う
こ
と
も
あ
る

そ
ンで
す
よ
.
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
な

く
す
た
め
に
は
'
勅
倍
の
時
点
か
ら
冊

民
に
救
埠
中
の
背
労
や
ど
っ
L
tJ<
苑

を
か
け
な
け
れ
ば
い
け
t･+い
の
か
と
い

っ
た
と
こ
ろ
ま
で
別
解
し
て
も
ら
う
LJ

と
が
必
¥
だ
と
思
い
ま
す
｡

そ
の
意
味
で
生
誕
著
と
市
民
と
の
交

流
を
凶
る
必
好
が
あ
s
Tま
す
唱

U

い
ろ
い
ろ
と
皆
で
顕
し
合
っ
た

時
に
粗
末
を
や
る
人
が
あ
る
L
t
花
井

米
策
'
野
琴

な
か
に
は
蛋

化
も

の
と
か
'
り
ん
ご
な
ど
炎
し
め
る
も
の

替
地
え
て
'
そ
の
中
萱

誓

.

洞
井
者
を
淋
し
ま
せ
な
が
ら
売
る
と
い

う

ア
イ
デ
ィ
ア
か
も
っ
た
人
も
い
ま

チ
.
だ

か
ら
'
畑
有
横
地
は
横
で
ま
と

ま
っ
た
ら
非

常
に
き
れ
い
な
'
弊
し
い

生
血
簡
酒
に
な
る

と
瓜
い
草

よ
.

d

私
は
7
メ
リ
カ

の
ニ
rt-
ク
ク

ソ
を
視
蕪
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
､
我
々
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
雑
合

農
地
の
1
団
地
に
相
当
す
る

弟硬のと

こ
ろ
で
一人
の

経営
者

が旭木
の
生

産
'
野
熊
の
生
年

TLlら
に
果
腎

と

を
つ
く
っ
て
い
て
､
そ
の
中
に
売
店
を

つ
く
り
'
自
分
た
ち
の
生
琴

で
な
い

も
の
ま
で
光
っ
た
少
し
て
い
る
の
で

す
.
我
々
の
ニ
ュ

ータウンで
は
こ
れ

か
重
合
農
地
に
雄

った金串で
や
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
か
と
払
う
わ
け
で

チ
.

書
及
所

今
'
お
も
し
ろ
い
伝
を
佃
っ

た
の
.γず
が
､
藤
沢
の
机
を
紹
介
し
た

い
と
胤
い
ま
す
｡

西
部
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
あ
り
ま
し
て

そ
の
近
く
で
北
軸
蛸
尭
と
い
う
の
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
'
ち
ょ
.召
乏
し

の
嘩
C=に
.q
嫌
と
い
I晶

落
が
あ
り
ま

∫
.
舶
旅
者
は
10
人
ば
か
り
で

4
･

6
j!ぐ
ら
い
に
農
地
を
如
会
さ
せ
て

い
草

.
こ
こ
で
は
､
梨
が
あ
り
､
崩

仙薗
芸
あ
り
､
冠

肘
弊
あ
s
t､
細
末

も
あ
る
畠

喜

ノに
+
菊
利
用
を
工

夫
し
て
お
り
､
愉
仙
な
促
光
軸
J
)作
っ

て
い
草

.
仮
定

光
だ
け
で
な

く
､
血聖
一
の
約
才
者
と
の
弊
附
親
墳
な

宅

や
っ
た
り
し
て
い
手

｡

そ
れ
か
ら
､
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

′
蘇
す
る
IO
d
租
皮
の
而
氏
が
自
由

に
作
付
け
で
き
る
区
幽
轟

け
た
り
､

学
蕎

な
宅

あ
s
lま
す
｡

北
部
t
政

自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
っ

て
窯
性
の
知
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
t
か

な
り
販
路
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
｡都
田
地
区
の
中
で
'憲

ク
ラ

ブ
生
協
と
契
約
親
筆

し
て
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
｡
椴
細
の
万
で
は
完
郡
ト

マ
ト
を
両
胸
出
荷
で
な
く
'
個
人
と
の

間
で
契
約
激
増
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で

す
が
､
価
樽
は
冊
牌
仙
崎
蓋

い

そ
う
で
丁
が
苦
情
は
な
い
そ
う
で
す
.

d

い
ろ
い
ろ
と
お
晦
が
あ
り
声
レ

た
が
t
g
(合
札
他
の
一
見

の
中

違
申
し
て
い
く

には
､
]
<
だ
け
へ
茄
畑

に
し
て
し

亭っき
っな
こ
と
が
]
蕃
こ

わ
い

わけ
で
､
共
同
化
や
共
同
摺
神
と

い
う
よ
入ノな
こ
と
が
必
妙
だ
と
凪
い
ま

す
よ
｡
も
し
'
あ
る
人
が
rお
れ
は
作

れ
な
く
な
つ
も
ゃ
っ
た
か
ら
'
お
菜

の
と
こ
ろ
で
や
っ
て
く
れ
よ
｣
と
t
.フ

16･つな
恥
し
食
い
が
出
来
る
しや
っな
祈

り薪
で
な
け
れ
ば
い
け
i･_い
の
じ
(I

t･8いか
な
と
塩
い
幸
丁
よ
.

<

こ
れ

か

ら

の
経

営

上

の
問

題

と
解

決

策

>

司
会

今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
は
'
い

ろ
い
ろ
と
群
が
を
金
と
旭
い
書

か
へ

[方
で
は
予
怨
さ
れ
る
嘘
他
点
も
多
々

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
､
そ
れ
に

つ
い
てお
転
が
あ
り
土C
た
ら
お
顔
い

し
辛
す
｡
た
と
え
ば

､
耕
土
の
こ
と
と

か
､
嘉

が
足
り
な
い
と
か

｡

6

新
羽
･大
鵬
の
康
3
地
区
で
も
'

当
S
'
有
機
物
の
旭
保
に
苦
労
し
ま
し

て
へ
近
く
の
康
款
か
ら
竿
t

や親Xを

も
ら
っ
て
き
た
の
､
ビ
ー
ル

のホップ

柏
や
､
版
木
勅
堵
川
場
で
は

冊からの

コ
ン
ポ
ス
ト
LJ
義

川し
た

りしま

L
i
P
い
ず
れ
に
し
て
も
土
つ

くりの

た
蓋

の
有
機
物
肥
料

峯

の

で
い
霊

的
に
染
め
る

工夫か

い
の
ま
す
唱

書
及
席

恨
時

雨
の
珊
瑞
空

夢で

作
っ
て
い
る
Tlr,Fか
ら
作
っ
た

怠
肥

料
は
非
常
に
よ
い
も
の
か
で
き
て

いる

と
鵬
い
て
い
ま
す
が
'
ガ
ラ
ス
の

砺iE

が
分
別
で
主
な
い
と
い
う
こ
と
が

ある

J+
っ
で
､
そ
の
間
胤
が
解
決
す
れ

ば､

蓋

の
心
配
の
t･(い
有
機
製
科

とし

て
実
用
的
に
で
き
る
段
階
ま
で
き
て
い

る
よ
う
芋

｡

U

点
呼
山背
也で
も
や
っ
て
い
草

が
'
牛
K
姦

淋
定
利
用
し
た
り
'

合
は
ツ
ル
ゴ
と
い
う
の
が
あ
り
手

.

そ
れ
量

り
の
も
一
つ
の
方
乾
で

す
勾

そ
れ
か
ら
'
雄
京
の
⊥金
Tさ
ん

が
や
っ
て
い
る
他
曹

川か
h由
る

故
や
兼
字

句

あ
れ
嘗

ま
く
利
用

し
た
ら
非
稀
に
い
い
輔
肥
か
で
き
る
よ

･つな
気
が
す
る
の
で
す
け
れ
ど
ね
.
紘

大
岸
さ
ん
と
契
約
で
も
し
た
ら
と
患
い

ま
す
.

<

私
は
こ
の
剛
､
諌
只
吐
苛
で
公

園
の
狂
刈
を
や
っ
た
の
で
す
が
'
そ
れ

が
JiL,.蕪
に
い
い
堆
肥
に
な
り
そ
っな
の

で
'
そ
JP
レ
た
い
と
言
っ
た
ら
'
市
の

仕
申
t･t
の
lで
澱
塊
柑
轟
居
の
努

袖
へ

も
っ
て
い
っ
て
確
牧
草
っ
け
な
け
れ
ば

お
金
が
山最

汚
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

だ
め
に
な
り
ま
し
舟
｢
こ
の
辺
､
工
夫

か
ず
れ
笠

と
凪
い
ま
す
.

･

今
､
私
､
凪
っ
た
の
で
す
け
れ
く

利
用
協
定
が
紹
は
れ
'
凪
什
化
さ
れ
て

く
れ
は
'
田
と
輿
約
な
り
な
ん
itp
L

で
､
街
蛸
硯
の
軸
足
し
た
も
の
や
(W虚

の
稚
斑
L<
蓄

え
れ
ば
'
畑
肥
は

相
当
胤
に
あ
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

束
が
し
蒙
す
.
そ
し
て
'
各
プ
ロ
タ
ク

ご
と
に
あ
の
K
平
さ
ん
の
よ
,(丘
損
被

を
そ
な
え
れ
呼

｡

司
会

公
園
の
顎
だ
と
か
､
街
蜂
塔
の

射
足
し
た
枝
だ
と
か
を
有
効
に
利
用
し

て
有
横
肥
料
化
で
き
れ
ず
A
ダ
が
な
く

な
っ
て
い
い
で
す
tn
.

そ
ね
で
は
'
ま
だ
ま
だ
お
鈷
い
た
だ

き
た
い
の
や
す
が
姉
別
妾

し
た
の

で
'
こ
れ
で
終
わ
た
い
と
胤
い
草

.

膏

は
尭
忙
し
い
と
こ
ろ
お
q
す
い
た

だ
き
ま
し
て
､
取
に
あ
わ
か
LJn
ご
ざ

い
ま
し
た
｡



｢ ~市

審
議
会
委
員

仙
台
と
山
形
の

⑳

ま

ち

づ

-

り

を

視

察

∴

㍉

.

r‥

∵

｡

.

‥

泊
3
日
を

利用して､
第
1地
区

と講

二
地
区
の
土
地
区
固
提
督
歪

会
重
昂

の
祝
辞
旅
行
が
'
合
同
で
行
わ
れ
ま
し

た
｡最

知
し
た
黍
貝
は
'
第
1地
区
2

1各

軍

1地
区
16
名
'
撃
砕
蛙
政
委
員
(両

地
打畳
ハg
)
1
名
､合
計
38
名
で
し
た
｡

視
察
の
ポ
イ
ン
ト
は
'
仙
台
市
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
I
ト
r東
1番
T
J
の
シ

Jq
ツ
ビ
ン
グ
バ
ー
ク
と
言
衆
駅
｣
と

呼
ば
れ
る
山
形
駅
の
駅
舶
都
市
再
別
沌

後
の
状
況
を
'
荷
北
ニ
rJI
タ
ウ
ン
の

見学すること
で

した｡

視
察
の
あ
と
'
宿
泊
所
で
報
告
会
が

行
わ
れ
'
邦
一
地
区
の
大
久
保
､
鎌

EB

t佐藤
の
二
責

と
'
琴

兎
区
の

山
本
番
兵
が
そ
れ
ぞ
れ
感
想
[)Y調
止
し

た
積
兜
な
ど
を
報
告
し
ま

した｡

な
お
'
次
の
と
お
り
'
鎌
Efl黍
月
と

山
方
責

に
甥
告
会
で
の
判
H
]内
容
を

鼎
ま
え
て
視
察
の
感
想
を
ま
と
め
て
政

孝
ま
し
た
.

(山
太
香
田
の
賂
憩
は
次
号
砧
収
差

.()+

.)

_ 昭和55年

東

北

二
都
市

の
荷

づ
く
り

を
視
察

し

て
第

1
地
区
審
議
会
委
員

様
田

美
代
子

夜
来
か
ら降
sh続
い
て
い
た
雨
も
'

朋
け
方
近く
に
は
あ
が
s
tt
私
通
1
行

を
ii
埋する
か
の
･LO
つ
に
心
地
よ
い
日

和
り
と
なり
ま
し
た
.

こ
の
度の
歪

会
視
察
旅
行
の
晶

は
'
今
まで
と
は
銅
な
S
1.
未
来
の
ま

ち
づ
く
りの
室

に
た
っ
て
と
の
･LS
っ

な
街
著
形
成す
べ
き
か
な
と
先
延
都
市

の
街
並
み
を
参
考
に
し
な
が
色

ん
な

で
考
える
こと
と
さ
れ
て
い
ま
す
.

ま
た
'
これ
か
ら
い
よ
い
よ
茶
格
的

な
麺
穀
工
事と
云
当
の
意
味
で
の
街
つ

く
り
の
段
階に
入
っ
て
来
た
の
で
両
地

区
が
1体
とな
り
二

日
も
早
い
出歳

に
む
か
ってー遷
ず
る
た
g

一段
と

親
睦
を
深
g
墓

解
の
ト
苛
燕
諏

し
て
ゆ
<
こ
と
が
婁

し
い
と
の

意
向
も
含
ま
れ
て

の計闇と伺いま
し

た
.

◇
杜
の
郁
仙
台
､
そ
の
緑
と
こ

こ
ろ

E]茶
1
の
七
夕
祭
で
奴
放
さ
れ
る
仙

台
で
は
'
杜
の
部
の
禄
の
街
づ
く
り

を
'
市
行
政
の
1
耳
と
し
て
腎
葉
城
を

中
心
に
市
域
の
二
Kj
パ
ー
セ
ン
ト
緑
化

を
晶

と
L
t
禄
に
み
ち
た
郡
縮
集
俄

と
慨
招
あ
る
環
境
を
保
毒

か
ら
雌
段

で
文
化
的
な
市
民
生
楢
を
百
<
み
'
個

性
盤
か
な
｢杜
の
都
｣
と
'
市
民
を
あ

げ
て
轍
の
保
襟
と
帝
政
に
努
め
'
伝
統

あ
る
風
土
を
守
り
続
け
て
い
る
姿
を
見

て
gす
ま
し
た
｡

碁
盤
の
白
の
き
っ
に
黙
然
と
し
た
断

割
sl'
細
土
を
こ
轟

く
盟
す
る
市
民

の
心
が
汲
み
と
れ
る
き
っな
深
い
戒
の

木
立
'
そ
れ
に
よ
く
餌
和
し
た
街
並
み

や
満
都
感
か
溢
れ
て
い
る
霞

気
は
t

B
め
て
訪
れ
た
私
達
に
も
研
し
み
と
や

す
ら
ぎ
と
を
感
じ
m
せ
'
学
芸
都
市
の

落ちつ嘉見せており'雁刀ある一匙殆物の高膚
不

燃化による郡市環

まもとしての印象を1段と深める

ことが出来ました｡

牡
の
邦
の
現
塊
を
つ
く
る

市条例
の

一節に次のr
Lb

つなことかうたって

あります.

｢禄
は
'
人
旧
に
と
っ
て
心
の
ふ
る

さ
と
で
あ
り
'
生
命
の
源
で
あ
る
.
揺

にみちた明や
く'
庄ムよく､弊し

い都市漁場は
､郷土を愛する相良

す
べ
て
の
切
な
る
脚
い
で
あ
り
'
そ
の

未
来
へ
の
継
承
こ
そ
わ
れ
わ
れ
に
汲
せ

ら
れ
た
大
い
な
る
iコ
曲
で
あ
る
.Jと
｡

◇
モ
ダ
ン
で
快
適
な
街
'
東

一

番
丁

メ
ー
ン
ス
ト
リ
I
ト
｢班
1番
r
｣

は
'
街
指
坊
と
'
レ
ン
ガ
赦
辞
退
'
そ

れ
に
晒
落
た
E;門
店
が
そ
れ
ぞ
れ
に
個

性
的
な
訳
出
を
し
て
私
通
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
街
の
オ
ア
シ
ス
で
す
.

戊
近
'
よ
く
耳
に
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン

の
到
り
ル
朴
そ
れ
で
,
歩
く
だ
け
で
な

く
'
休
ん
だ
り
'
陪
り
合
っ
た
り
す
る

繊
維
を
も
つ
道
路

のことで
日
誌
に
始

め
て
夢

し
た
の
は
e]十
四
年
琵
'
北

海
道
旭
川
市
で
実
験
的
に
試
み
た
と
の

こ
と
を
記
事
で
飛
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
.

こ

.っ

し
た
恒
久
的
な
歩
行
華
で虚
-

出

物公隣-は
各
地
に
鶴
を
広
げ
t

の
甜
1系
丁
も
'
特
色
菅
活
か
し
､

適
な
コ
ト
と
の
出
合
い
の
劫
と
し
て
市

民
の
人
気
を
細
め
て
い
る
と
云
わ
れ
へ

1
万
'
近
代
的
摘
店
街
の
形
成
と
雛
符

の
た
め
の
各
摘
店
主
の
方
々
の
ご
苦
労

も
お
伺
い
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
｡

◇
再
拓
途
上
の
山
形
駅
前
商
店

街
､
心
待
た
れ
る
そ
の
近
代

ヒ山
形
而
で
は
'
山
形
民
盤
駅
を
中
核

と
し
た
都
田
改
嘩

長
期
的
視
点
に
た

っ
て
の
正
路
網
の
耶
肺
'
駅
肌
広
場
の

拡
野
'
公
園
の
糖
尿
､
地
下
辺
の
非
道

な
ど
､
近
代
都
市
に
ふ
さ
e
し
い
布
薬

事

す
め
て
お
り
､
特
に
こ
こ
で
は
'

境の整僻と'
大型店舗を導入して

のショッピン
グセンタ～の形成な

ど'駅前再
開
鞄
に
つ
い
て
祝
祭
し
た

わけですが'
防災に邸見ての
道雌

の帆が少しせまいのではと感じら

れ
ま
し
た
｡
な
お
､
風
土
や
'
市
民
性

の
筋
管
な
ど
も
あ
っ
て
同
じ
蛸
北
/.Jも

仙台とは凡そへ鈍音が姫なり､ま

た'民胤依存型の丙跳苑
でも
あ

り
'
ま
だ
ま
だ
蝕
激
途
上
に
あ
る
た
め

一概
に
云
い
切
れ
な
い
面
が
多
々
班
YU

れ
て
い
ま
す
が
'
高
旭
処
熊
に
よ
る
､

琴
鵬
庁
舎
に
は
ひ
と
き
わ
百
を
引

く
も

のがありました｡この山形関

は
､
完
放
し
た
敬
に
も
う
1
嵯
訪
れ
て

み
た
い
も
の
で
す
く

◇
取
り
戻
そ
う
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ

イ
フ

私
通
は
今
､
道
管
歩
い
て
感
じ
る
の

は､中の腰酋､排ガス､或いは利

絹しにくい歩道鳩などですが'人

心潜血が何よりも大切なことであ

り
､
私
達
の
住
む

新しいまもの逃出

は'広い圧出参加の上に立った入

念な針回によることが必深である

と
亭
っ
こ
と
を
今
回
の
祝
祭
で
1屈
教

<
感
じ
ま
し
た
｡

私漣も､治北ニュータウンの蝕

没にあたっては'先
延都伯の街づ

く
り
を
参
考
と
L
t
後
世
に
悔
い
を
放

さ
な
い
よ
っ
な
t
Btに
は
､
泊
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ソ
t･6ら
で
は
の
魅
刀
あ
る
も
の

と
し
｢ふ
る
YUと
替
地
ば
せ
'

緑の頒

崩
を
雌
犬
収
に
保
存

し'安全で
維
も

が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
菅
｣
と
い
う
当

初
か
ら
の
笹
本
方
針
に
従
っ
て
姓
非
そ

の
計
凶
を
爽
現
さ
せ
て
ゆ
き

たい
も
の

と
温
い
蒙
す
.

合

同

協

積

金

湘
催
さ
れ
た
｡

知
串
に
先
立
ち
､
桝
浜
iE及
川日
本

住
宅
公
団
の
人
申
炎
加
に
伴
う
桝
浜
巾

姻
係
の
合
同
協
浪
余
香
EIの
如
畑
紹
介

が
梅
田
訓
令
Ⅸよ
り
､
日
歪

等
が
且

の
合
同
協
漉
全
委
員
の
城
取
柑
介
が
脈

々
村
公
嶺
招
北
洲
苑
局
長
よ
り
'
ま
た

市
城
尾
風
月
の
舛
加
紹
介
が
群
が
局
堤

で
あ
る
河
合
専
任
主
幹
よ
9
そ
れ
そ
れ

tliさ
れ
た
べ
内
容
は
別
掲
記
串
恵

)

統
い
て
､
今
画
の
人
増
減
勅
に
伴
い

振
出
さ
れ
た
竹
内
酌
量

よ
り
挨
拶
が

あ
っ
た
｡

温
帯
の
概
班
は
次
の
始
り
で
あ
る
.

日
比
･別
会
長
の
適
任
に
つ
い
て

河
合
申
務
局
長
よ
的痴
呆
が
な
さ

九
､
余
技
に
は
相
田
探
覧

が
'
別
余

技
に
は
木
下ぬ
北
区
長
が
全
会
一致
で

同

意され'遇
任
さ
れ
た
｡

O
e]地
区
会
良
と
惹

対
熊
委
日
長

と
の
打
合
わ
せ
会
(鎚
触
相
淡
等
に
姻

す
る
件
)
の
紹
火
に
つ
い
て

耶
回
の
誹
15
回
合
同
協
漉
会
で
拙
策

の
あ
っ
た
r今
後
家
睡
移
転
等
に
よ
り

増
凡
て
く
る
住
宅
雄
飴
に
つ
い
て
)
.

こ
れ
を
ス
ム
ー
ス
に
進
め
る
た
め
'
あ

る
い
は
移
艦
対
顕
著
等
の
不
安
'
心
配

を
解
消
す
る
た
め
の
研
究
機
胸
の
よ
う

な
も
の
を
戯
け
て
は
ど
う
か
と
の
a
集

を
受
け
て
'
7
月
11
日
打
会
わ
せ
会
が

行
わ
れ
た
兵

､
低
廉
な
加
算

材
､

膿
良
な
証
票

者
の
過
足
寄
に
つ
い
て

は
'
か
な
り
雷
門
的
知
瓢
を
必
穿
と

し
､
合
同
協
議
会
あ
る
い
は
生
浩
対
熊

黍
月
余
で
は
対
応
し
き
れ
ぬ
と
の
苛
兄

昭
和
55
年
8
月
ま
で
に
工
串
整
ナ

し
た
工
比
は
次
の
工
区
で
す
｡

《
第

一
地
区
》

O
Be山
田
2
工
区
(1
･-
也
)

(場
所
)
沼
北
区
浦
山
田
町

(施
工
内
吾

先
行
造
成
工
事

(工
捌
)
56
年
1
月
末
ま
で

(施
工
英
名
)
日
那
加
盤
梯

《
第

二
地

区
》

◎
t
H
区
(o
･45
血
)

(場
所
)
校
区
荏
田
町

(殖
け内
容)
先
行
濃

工
申

(工
期
)
55
年
9
月
ま
で

(施
工
巽
老
)
肘
松
沢
土
木

次
の
工
区
は
脳
和
55
年
8
月
に
工
(

甲
が
完
了
し
ま
し
た
.

(

《
第

1
地
区
》

)

◎
中
川
-
･
2
･
-
･
I
H
区

(1
･6
血
)

(場
所
)
楢
北
庇
中
川
町

(施
工
内
容
)
先
行
濃

工
事

も
あ
り
'
と
り
参
入
で
勉
l遍

柏
者
の

生
活
対
邦
を
目
的
に
穀
立
孟

た
r北

都
八東
｣
と
r粕
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
･

サ
ー
ビ
ス
｣
に
各
馳
聾

材
等
の
カ
タ

ロ
グ
と
か
パ
ン
フ
レ

ットとかの無料

を
収
排
し
て
も
ら
い
'
そ
の
短
小で
t

と
の
架
遥
か
良
い
の
か
､
ど
こ
の
独
品

が
良
い
の
か
等
を
枚
射
し
て
も
ら
う
と

の
繕
漸
と
な
っ
た
旨
､
卓
説
局
よ
り
報

告
が
あ
っ
た
｡

U
..'Jの
g

①
罪
三
凶
総
会
を
1U
H
中
～
下
旬
に
開

催
す
る
こ
と
を
斗重
し
'
沢
屈
邦
17
回

合
同
協
放
念
を
9
月
10
日
に
開
催
す
る

こ
と
ご
また
各
地
区
か
ら
の
改
渦
萎
凶

の
名
梢
は
9
月
5
LZ]蛸
ま
で
に
辞
が
局

へ
掘
出
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
.

②
郡
EE地
区
会
長
よ
り
枯
揃
丁場
処
虚

に
隣
る
余
熱利
用
施
激
等
の
単
朋
実
況

に
つ
義

理
が
tt･tさ
れ
た
｡

貸
議
対
熊委
員
長
よ
り
'
ま
も
づ
く

り
協
定
に
つ
い
て
の
各
地
区
検
討
会
実

施
の
㌍
請
が
あ
っ
た
.

①
都
田
地
区
呑
貝
よ
り
'
監
江
戸
先
行

造
成
地
に
隣
揺
す
る
公
凶
の
完
成
時
期

の
確
認
と
造
成
工
車
上
の
抄
朗
公
営
に

つ
藁

盟
が
あ
っ
た
｡

撃
て
の
他
所
EEl地
区
会
良
よ
り
計
国
人

ロ
(2
万
人
)
等
に
つ
い
て
の
確
認
が

あ
っ
た
｡

.
文
化
財
田
査
推
進
委
qt
会

…

7
月
18
日
､
文
化
財
訓
点
推
進
呑
民

会
は
'
チ
-
2
(三
の
丸
)
過
跡
(池

辺
肘
)
の
窒

見
学
を
中
心
に
邦
6
底

香
良
会
を
朋
催
し
た
｡

現
魁
見
学
を
行
う
に
先
立
ち
'
公
団

よ
旦
二の
丸
遺
跡
の
借
地
に
つ
い
て
は

過
跡
面
頓
約
6
･↑
血
の
ほ
と
ん
ど

の
借
地
交
渉
が
成
立
し
た
旨
の
報
告
が

あ
っ
た
亡
な
お
へ
茶
過
跡
の
始
期
調
査

は
､
節
一期
(55
年
度
)
琴
一期
(5

年q)に分けて行われるがへ物g:

(立毛･低木)移乾については'

第1脚荷辛
労については55年1

月
'
琴

廟
堂
十分
に
つ
い
て
は
55
年

1
2

月それぞれ
完了予定である｡

次いで朽九百番国会より良雄状

況
､
邪
恋
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
を
受

け
た
後
､
現
地
就
姐
狭
場
の
見
学
を
行

いへ太逝跡がEl真
H
)年～五CO

O年前の拙文中湖尻の漣跡である

と
推
定
さ
れ
る
こ
と
及
び
拙
文
中
洞
の

遺
跡
の
特
徴
そ
れ
に
今
年
度
の
蒐
拙
姻

孜
が
是

通
り
進
行
し
て
い
る
旨
､
況

明
が
あ
っ
た
｡

耕
土
問
題
小

委
見
会

7
月
10
日
､
第

1回
耕土間粒小春

良
会
が
朋
催
さ
れ
た
.

内
容
は
次
の
と
お
り
で

テ
ー
マ
に
先
立
っ
て
'
小
委
国
会
奉

伺
長
か
ら
耕
土
儲
鞄
小
春
且
会
の
改
正

の
擢
過
及
び
役
割

につい
て
鋭
明
が
あ

っ
た
｡
(小
委
艮
会
の
役
判
は
宙
号
推

進
協
だ
よ
り
､
農
薬
対
策
春
国
会
の
項

萎
棉
)

1
兆
合
農
地
予
定
地
の
視
察

1次
造
成
の
終
了
し
て
い
る
邦
合
農

地
是

地
を
視
許
し
､
土
銘
に
つ
い
て

委
員
相
互
で
意
見
を

交
換
レ
た
｡

二

今
後
の
委
員
会
避
宮
に
つ
い
て

一次
達
成
完
了
後
､
利
用
協
定
締
結

単
位
で
耕
土
に
つ
い
て
換
射
し
､
そ
れ

で
も
問
湖
が
あ
る
碁
石

地
金
に
耕
土

闘
将
小
委
員
会
が
臓
稗
田
判
断
を
下
す

と
い
う
形
で
'
香
田
金
を
迎
嘗
し
て
い

く
こ
と
が
確
放
さ
れ
た
｡

な
お
'
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
I
は
釈

ハ
血
小..

綴
茂
床
止
､
信
田
隆
治
､
大
矢
邦
題

秋
元
苛
作
(以
上
牒
邦
対
熊
委
員
会
)

高
歯
良
雄
'
中
山
継
明
'
傑
出
百
代

準

良
沢
定
吉
(以
上
堆
仰
委
員
会
)

択
桝
痢
農
水
改
良
昏
及
所
･横
沢
北
農

協
･市
北
部
腰
政
市
務
所
･日
iq
ttl宅

公
B
等
職
角

_

_

言
村
日
本
色
著

聞
港
北
開
発
宴

か
一｢

-
I
.日日
1=

"
..LIH
"
I"-
.:L

. ..｣ _



r
t

.

昭 和 55年 11月 No.帥
指炎 ･発行-横浜市林市長伸局削 ヒエ1-タウン捷故事秩所

叫浜巾港北区席田Fr760TEL592-7327

, ---

8
月
㌘
日
'
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
串

井
誓

協
満
会
瓜
H｡温
州姦
低
が
ii

間
で
芸

北
･凝
富

の
淋
･

冊
瓶
怠

世
及
び
符
牒
助
役
き

め

と
す
る
棚
沢
相
聖

者
'
日
本
住
蒙

冊
脱
係
毛
の
出
席
の
も
と
に
閥
棚
き
れ

ま
し
た
'

は
じ
め
に
稚
准
協
会

で
あ
る
掘
EEZ

頼
蚤

の
朋
会
の
挟
撃

の
p
t
引
き

等

市
･公
団
に
お
け
各
人串
娘
恥

に
伴
う
経
巡
協
所
員

の
紹
介
が
行
わ

れ
m

J'
堺
に
質

の
連
出
か

行わ
ガ間民会fA(55
.
827)

細郷市長'空から視察

10易
日

'榊郷村
長は作
肝
助
役

涼
郡
市
塁

'
河
色
町
任
十轟

梅
田
涼
蚤

､
六
下
軸
北
覧

と
と
も

に
消
防
届
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
便
い
'

空
か
ら
'
お
孟

分
に
わ
た
り
､
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
丑

詔
秦
の
進
捗
状

況
を
批
察
し
ヰC
た
.-･

8
'

fノ
九
､
裳

に
綬
畠

の
沢
市
瀧
A宅

月
菖

き
れ
ま
し
た
.

作
嫌
助
役
の

挨拶の牧
､
蔽
串
に
入

s
h､
革

'
梅
EB急

か
ら
r棚

北ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
群
発
州艦
荏

成
金
の

括
弧
状
況
に
つ
い
て
｣
'
藩

柑
拡

壁

か
ら
｢鮎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関

墓

の
光
捗
状
況
に
つ
い
て
｣
'
野

々

対
日
歪

署

同
相
北
開
苑
髪

か

ら

r垂

凹
厳
刑
墓

の
光
捗
状
況

に
つ
い
て
｣
､
河
合
専
任
轟

か
ら

｢竃

円
知
対
熊
に
つ
い
て
｣
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
.

こ
れ
ら
草
っ
け
て
行
わ
れ
た
藁

応

答
の
中
で
｢地
下

鉄3
号
投
延
伸
に
つ

い
て
は
55
年
促
に
免
許
申
辞
し
'
雅
年

度
に
免
許
が
お
り

れ
は
､
甲
年
理
に

は
'
盟

す
る
予
増
で
資

｣

'
｢冊

揃
工
加
の
余
熱
雄
秋
は
霊

の
凍

軌
岬
ルー
に
あ
わ
せ
て
､
弱
年
9
月
劉
'

同
脚
オ
ー
ブ
ン
す
る
軒
凹
で
あ
る
｣
符

が
即
日
か
に
LJ
量

先
行
使

用
宅
地

に

建
物

を
建
築
す

る

皆
様

に
お
願

い

毒

内
に
整

さ
れ
て
い
る
下

水
道
の
排
水
桝
(雨
水
･
汚
水
)は

点
検
･
掃
除
に
必
弊
で
す
の
で
'

排
水
桝
の
上
銘
に
厨
段
や
へ
い
等

を
遡
っ
た
り
､
血
い
フ
ラ
ワ
ー
･

ポ
ッ
ト
叫
か
慮
い
た
長

い
で

か
な
い
王
トさ
い
.

L<
お

､
この
件につい
て
の
御

柏
餅
拓

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
馳
投

票

所
へ5
9
2
-
7
3
2
7
)

用途
地
域
･地
区

指定
案
'
再
提
案
さ
れ
る

-
合

同

協

議

会

-

9
指

首
に
開
徹
さ
れ
た
色
刷
唐

金
に
お
い
て

桝
内
円
か
ら
､
壷

監

闇
斎

藷
兵
の
十
確
烈
川
計
岨
に
あ
わ

せ
た
mm遠
地
域
I地
区
洞
定
業
が
即
実

さ
れ
ま
し
た
.

LJ

の指定案
は
､
昨
年

1
0
月
へ
藁

対
照
轟

金
に
授
業

され､保
留
と
な

っ
て
い
た
も
の
で
す
か
､
エ
姐
移
転
を

貴
U
SS
お蒜
墓
鹿
部
姐
に
対
処
す
る
と

と
もに
'
追

セ
ン
タ
:

ア
パ
ー

ト
･マ
ン
シ
P
ン
'
公
田
の
…芸
在
宅

等
の
難
靴
藁

U
57
年
度
粥
川
開
始
に

仰
え
る
た
め
に
は
川
途
地
域
･地
蛙
の

相
定
鮮
朋
に
き
て
い
る
と
の
判
断
に
も

と
っ
さ
'
投
策
さ
れ
た
も
の
で
す
｡

こ
の
誕
案
に
対
し
､
也
冗
蒼
白
か
ら

既
に
工
船
移
坂
や
番

セ
ン
タ
I
等
の

謙

菅
か
か
凡
て
い
る
地
政
も
あ
り
'

用
萎

･地
区
の
相
定
を
曲
ぞ
べ
き

で
は
な
い
か
と
す
桑

か
出
さ
れ
ま

し
た
か
仙
方
で
､も
う
少
し
'
迦
R
P

供
血
に
娩
附
し
て
中
ロ

にすべ畠
だ
と

す
る
意
見
畠

さ
れ
た
た
め
'
梓
朗
を

み
る
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡

合
間
溢
議
会
と
し
て
は
､今
扱
'各
地

区
の
意
見
を
調
匹
し
な
か
ら
'
方
針
を

決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

【注
】

粥遼頓については､2･

erlM
の
節
税
を
歩
朋
し
て
く
だ
さ
い
｡

昭
和
55
丘TIO
月
ま
で
に
エ
研
少
草
し

た
工
区
は
次
の
工
区
で
す
｡

《
第

二
地

区
》

⑳
川
璽

区
誉

絹

T
S
HB
T

O
勝
田
工
区
(T3
･3
血
)

(場
所
)
緑
搭
川
和
町

(地
所
)
招
北
打像
EEl町

⑳
3
H
区
切
街
区
先
行
丑
成
工

事

(施
工
内
容
)
]
次
讃

工
申

(1
･
g
b
)

01
桝
)
57
年
1
月
ま
で

(喝
飢
)
紹
北
区
大

熊町

(施
工
∬
著
)
奈
良
鎌
取
㈱

○
折
本
工
区
(3
･-
也
)

(甥
所
)
沿
北
区
折
本
町

(諏
工
内
零
〕二

釈
義

二
歩

(エ
胴
)
56
年
3
月
ま
で

(施
工
漣
著
)
輔
芦
沢
凪

次
の
H
邑

和
55
年
10
月
に
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
｡

《
第

一
地

区

》

◎
中
山
E
B
H
区
暮
地
エ
T
(
11
･o
k
)

(瓜
覇
)
鮎
北
区
南
幽
田
町

《
第

二
地
区
》

O
I
H
吊

計
区
先
行
溝
庇
H
事

(o
･
45
山
)

(場
所
)
禄
区
搾
田
町

市

営

地

下

鉄

3

号

線

の

延

伸

年
内

に却
英
免

許
申
雅

の
準
備

潜
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
琴
小
鉢
を
結

ぶ
市
営
地
下
鉄
3
号
掛
の
延
伸
(新
城

浜
択
～
あ
ざ
み
の
駅
朋
n
キ
ロ
)
に
つ

い
て
'
市
交
通
局
は
9
月
26
日
の
稚
会

常
圧
資

金
で
'
年
内
に
迎
輪
省
へ
の

嘉

免
許
申
滑
に
必
弊
な
鑑

脚
を
行

う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
､

そ
の
中
で
滞

米の馨

柵
雷

と
の

朋
僻
で
必
弊
と
な
る
屯
中
中
畑
を
荷
北

区
新
羽
町
に
約
8
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

崇

で
針
固
し
て
い
る
こ
と
も
閉
り
か

に
し
き
し
た
｡

なお､掩工
井
は
約
二
千
二
百
倍
円

であり
､
朝
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
昭
和

62
年
儀

成
に
あ
わ
せ
て
砂
皿
か
予
定

克

て
い
享

.

横浜市からのお願い
土地を処分される万へ

地相者の皆様の中で土地区画雅理区域

内の300平方メート/レ以上の土地をご都

合で処分される方がおられましたら下甘己
まで､
赴非ご連絡下さるようお願いいた
します｡
なお
､
横浜市が只取る勘合にはr公有

地拡大に関する法律｣が適用されますの

で
､
租税特別措置法の1,5
00万円控除の

対銀となります｡
d連絡先■

都市整備局
港北ニュータウン建投事
務所

1559217

3
27



潜北ニrrタウンで
は
別
在
'
土

伽箇

書

につ
い
て
'
用
途

地
域
･地
区
碧

の
姑
が
出
て
い
ま

チ
.
み
望
見
の
町
で
も
､
砥
札
に
な

っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
.

そ
こ
で
'
こ
れ
か
ら
の
み
な
さ
ん
の

苦

い

の参考にして頂くた
め
に
用

途
地
域
･
地
区

につS.で轟茶的な解

脱
最

少
上
げ
責

LJお'毒は用途耶域のみ
に
つ

い
最

少
トけ
'
布
菟

W

防
火
地

域
､
革
肪
火
顎

符
に
つ
い
て
は
'
次

回以降
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い

手

.

は
じ
め
に

博
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ンの土
地
島

を

凝
革
空
芹

地区内は､昭
和
48
年
度

の
新
用
途
地
域
･
地
区
指
定
の
時
､
串

薬
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
全

域
第
1琶

専
用
櫓
項
(硬
べ
い
革

40
%
､
毒

革
00
%
)
に
指
定
さ
れ
ま

し
ち

し
か
し
'
こ
の
担
正は
虫
垂
が

進
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
灯
定

的垂

あ
り
､
将
来
'
+
頬
利
用

苗

に
専

て
事

を
す
る
こ
と
が
耶

韓
左

っ
て
お
り
車
丁
.

訴
状
蓋

郊
1
種
壁
層
専
用

地
域
で
丁
と
セ
ン
タ
I
粕
区
P
は
商

業
･#
務
を
禁
じ
た
め
の
麓

が
麺
燕

出
来
な
い
と
か
'
工
姐
地
質
｣は
t
H

場
が
丑
策
出
来
な
い
と
か
い
っ
た
間
期

が
起
り
'
訂
固
迫
り
喝
つ
く
畳

め

る
こ
轟

レ
くな
豊

ず
.
そ
こ
で

+
庖
利
用
針
岨
に
合
義

･

粕
蔓
り
監

里馨

り
き
丁
.

こ
の
坪
≠こ
善

い
つ
れ
軸
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
董

･
塾
区
が
変

更
さ
れ
る
こ
と
に
な
呈

丁
が
'
今
画

曝
そ
の
苦

だ
つ
い
て
お
砥
L
L
ま

す
.【

用

途
地
域

･
地
区
と
は
】

今
日
へ
都
市
に
は
'
い
ろ
い
呑

横

網
が
弊
申
し
､
人
や
中
で
争
ふ
れ
て
い

辛

.
こ
の
しそ
っな
都
市
に
お
い
て
知

物
の
赴
夷

義
序に

行
い
手

と
'

住
宅
･
マ
ン
シ
℡
ン
･弼
巽
ビ
ル
･
エ

畑中が
人草

雑
然
と
､
Ⅶ
送

む
こ
と
去

り
､
そ
れ
ぞ
れ
の
幾

が

警

はた
せ
な
い
ば
か
り
P
な

く
､
日
照
の
問
題
と
か
､
教
育
の
問
髄

と
か
い
っ
た
地
々
の
間
確
を
引
嘉

す

原
因
と
な
り
ま
す
｡

そ
こ
で
'
用
途
地
域

･地
区
の
指
定

は
'
あ
ら
地
区
で
地
物
を

稚
て
る
場
合

に
お
互
に
守
ら
な

け
れ
ば
p

b
な
い
損

低
の
ル
ー
ル
是

め
'
雑
多

な
恥
帝
が

溌
宇

る
こ
最

止
し
､
そ
れ
ぞ
れ

の
軸
物
む
て
の
淋
絹
を
十
分
は
た
す
こ

と
が
出
来
享

ノに
'
毒

そ
の
地

区
の
+
璃
利
用
留

的
に
掩
っ
た
現
状

を
形
成
出
来
る
去
ノに
す
る
の
か
ね
ら

い
で
す
.港北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お

け塵

地
域
･地
区
の
ね
ら
い
は
'
以
上
の
基

太
的

なもの烹
まえて
t

M人口
計

固

義
針凪

の
バ
ラ
ン
ス
'
似
良
好

な
親
枕
の
形
成
へ
畑
柄
邦
･心
穎
議
場

の
毒

を
任
と
し
て
い
ま

チ
.用

書

に
は
､
空

挺
仲居
讃
川

地域､野

1畑
住
居
専

用粕頓'住
居

地
域
､
折
伊
南
岩

城
'
望

爪仙
域
､

準
工
業
粕
塀
'
工
業
地
域
'
工
業
m滴

地
域
の
8
つ
が
あ
り
善
す
が
'
帝
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

では､エ
晃
地
域
と

H

菜専用地
城
に
つ
い
て
は
指
定
し
な

い
蔓

で
す
.
ま
た
､
地
区
指
定
と
し

て
は
､
布
蛮

区
､
防
火
地
域
､

恥防

火
地
硬
､
風
致
地
区
噂
が
あ
り
ま
す

が
'
風
致
欝

に
つ
い
森

羅
を
予

定
し
て
い
ま
せ
ん
.
な
お
､
聯
北
ニ
rt

-
タ
ウ
ン
地
区
皇

地
域
･
地
区
の

嬰
予定実は
へ
卯
-
横
位
屠
専
用
地

域
安
除
轟

Tに
行
わ
れ
た
｢特
別
な

用
地
｣
申
し
込
み
の
際
に
条
件
と
し
て

]爪き
れ
た
も
の

と'申
し
出
後
の
グ
ル

ー
プ
肘
弘
の
喝
で
の
管

受
け
て
ま
と

め
わ
れ
た
も
の
で
す
.

【第

一
社
住
居
専
用
地
域
】

こ
の
他
城
は
収
用
任
冠

と
し
て
の

蓉
現塊を倣碓するための地域

で
す
.
噂
北
ニ
r]I
タ
ウ
ン
で
は
'
一

般
住
宅
地
が
こ
の

地域とな
豊

す
.

ま
た
､
1
鮮
比
宅
地
の
中
に
点
在
す

る
姫
戯
(特
に
小
学
校
'
中
学
校
､
保

育
所
等
)
に
つ
い
て
は
､
1般
住
宅
地

の
頂
端
を
柵
睡
的
に
口
成
し
て
行
く
た

め
に
第
1
鮒
琶
屠
苦
川
地
域
と
す
る
予

M
.･ず
.

こ
の
地
域
で
出
来
る
榊
帝
は
液
1
'

邦
ペ
い
学

名
課
に
つ
い
て
は
､
孜

2
の
迫
り
や
す
が
'
軸
北
ニ
ュ

ータウ

ン
嘉

在
の
ま
ま
(叫
へ
い

革4

%'専横
革
餌
%
)
の
暮

す
.

【井
ニ
#
住
居
専
用
地
城
】

昇
一軸
住
居
等
用
賀

と
同
様
に
庄

窯
塊
の
保
称
貫
目
的
と
し
た
住

辱

す
が
'
計
園
的
蓋

月共同住宅が

響
,ら
れ
る
と
同
時
に
､
都
市
的
な
生

穂
の
動
州毎
曹
漂

す
る
た
め
に
店
f
i

や
霧

所
､
響

萄
てら
れ
る
馨

で
丁
.

博
雅
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
'
圃
的
に

+
璃
利
用
町

岨かたてられ
て
い
る
雅

量

と
折
軒
の住
宅地
に
サ
ー
ビ

ス
す
る
近
隣
セ
ン
Q
yI
お
よ
甚

幹
奴

沿
い
に
設
け
ら
れ
て
い
る
ア
パ
ー
ト
･

マ
ン
シ
Fn
ン地区
が
対
象
と
な
り
ま

チ
.
ア
パ
ー
ト
･
マ
ン
シ
ョ
ン
地
区
の

R
Ll稚
住
居
群
用
蔓

に
つ
い
て

は
へ
庄
歯
地
敬
と
b

'
幹

患
路
の

1
宅
地
水
仙
の
重

野
の品
で心身
ま

で
柑
挙

る
章

丁
が
'
正
路
の
な

い
と
こ
ろ
で
は
'
警

舛
tt･4

っ
垂

段
の
側
軸
か
b
訪
れ
の

巾
で婚
定
す
る
暮

す
.
こ
の
他
､

投
合
公
E
'
地
区
公
開
の
各
1
ヶ
所
に

つ
い
て
は
､
重

義
所
等
の
施
政
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
R
二
籍
庁
后
専
用

地
城
島

掌

る
予
宅
で
す
.

LJ
の
地
域
で
軸
索
出
来
る
姓
物
は
'

群
1
'
髄
べ
い
畔
'
啓
捕
革
に
つ
い
て

は
糞
2
の
池
り
や
ず
.

【住

居

地

域
】

任
軍

殖
敵
の
他
に
パ
チ
ン
コ

展
､
ボ
ー
リ
ン
グ
S
.
旅
州
'
小
規
供

で
住
店
の
領
地
を
串
す
る
恐
れ
の
t･tい

工
勘
な
ど
比
較
的
川
讃

在
が
沈
め
ら

れ
る
地
域
で
す
が
'
同
時
に
庄
頂
塊
も

床
印
し
よ
っ
と
i
Jつ
地
域
で
す
P
特
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
'
郡
絹
針
盟

抱

沿
い
に
汲
監

し
い
る
ア
パ
ー
ト
･

マ
ン
シ
P
ン
塊
隆
が
対
奴
と
L4
り
ま

チ
.
任
牒
地
域
の
葺

掩
か
ら
の
相
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尾
剛
は
1
般
的
に
は
50
桝
が
越
野
と

な
っ
て
お
墓

丁
が
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

馨

は
幹

SE血相
の

l宅地熊川に

6
れ
ま
た
は
､
9
れ
の
区
出

精
が

止ってい
手

の苫ての氾純
の
中
心

鍬
ま
で
と
す
る
こ

とになっていま

す
｡
ま
た
､
区
幽
q
指
が
な
い
と
こ
ろ

が
'
何
ヶ
所
か
あ
峯

が
'
そ
っ
い

う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
'
幹
線
道
指
の

側
鮎
か
ら
知
れ
の
巾
で
指
定
す
る
こ

と
に
な
り
妻
す
.
こ
の
ア
パ
ー
ト
･
マ

ン
シ
rn
ン
地
区
の
他
に
幹
薦

雌
に
蛭

し
て
い
る
施
政
の
内
'
高
夢

校
(5

脚
戦
7番
が
予
租
き
れ
る
)
､
配
布
所

蓋

'
莞

+
宋
霧

所
蓋

､

配
水
軸
(配
水
池
は
勧
刀

の
蛸
協
で
庄
川抗
域
以
･壱

t･tけ
九
は

革

ま
せ
ん
が
旧
株
的
に
4
枚
で

は
山荒
梅
城
と
す
る
こ
と
が
出
光
ま

せ
ん
･⊥
比川
畑
収
の
励
む
毒

は

お
お
む
ね
5
B
以
上
し

そ
こ
や
藤

井
血
相
に
指
延
され
るは店

地
域
を
埴

簸
し
て
野

ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
.
こ
の
た
め
第
2
地
区
の
T.配
水
池
に

つ
い
て
は
'
雄
魚
住
冠

も
住
居
地
域

と
な
豊

す
｡
)
'
そ
の
ほ
か
'
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
I
の
調
-
柏
区
の
北
端
の
節

男

嘩

那
2
地
区
の
南
掬
の
纂

路
に
つ
い
て
は
'
鉦
附
針
等

は

あ
s
yま
せ
ん
か
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
を

支
え
る
道
路
と
i
･つ
こ
と
で
住
居
地
域

と
す
る
こ
と
と
し
て
い
享

.
さ
ら
に

各
駅
舶

センタIは折防㈹
邦

貨と

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
手

が
､
そ
の

場伸部
に
つ
い
て
は
任
憶

硬
を
相
僅

す
る
蔓

で
す
.
(那
-
他
鑑
の
甲
川

駅
刑
セ
ン
タ
I
の
嘘
仙

曲に
つ
い
て

は
､
セ
ン
タ
ー
護

だ
け
で
は
指
定

血
税
に
群
た
LJ
い
た
め
隣
佃
の
Tq
壷

朔
虚
と
班
会
住
宅
地
を
L揃
に
住
居
地

域
と
す
る
暮

す
.
)
ま
た
､
罪
3

京
痢
道
路
と
盟

紬
琴
似
の
船
中
を

受
け
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
同
じ
く
住

僧
馨

相
挙

る
萎

ず
.
こ
の

地
域
で
出
来
る
軸
物
は
牧
-
､
蝕
へ
い

峯
へ
延
嶺
蜂
に
つ
い
て
は
虎
2
の
止
り

で
丁
｡

【近
所
商
業
地
域
】

妬
外
鉄
血
肌
の
畑
辺
お
よ
川
聴
心
機

井
地
区
の
脚
辺
で
､
日
用
消
鼓

の

中
心
地
区
が
刈
奴
と
な
掌

.
こ
の

他
城
は
'
周
辺
の
旺
斜
端
菅
守
り
な
が

ら
'
周
辺
の
珪
民
に
対
し
て
日
朋
輿
仏

と
菅
供
給
す
る
紐
粟
括
卿
の
利
便
を
増

す
た
姦

堺
で
す
｡

招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
蔭

鞠
邦
地
域
の
対
奴
と
な
る
地
区
は
'
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
I
の
下
血
は
き
マ
ン
シ
Bl

ン
撃

し
て
上地
利
用
が
考
え
ら
れ

て
い
る
と
LJろ
と
､
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
lや
か
に
な
っ
て
い
ま
す
.

lな
雪

嶺
詮

が
対
奴
左

少
r

の

不
築

｣

.
]
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て
い
る
と
こ
ろ
と
'
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

以
外
の
4
つ
の
駅
を
中
心
と
し
た
摘
発

丑
岳
地
区
と
し
て
の
惑

絹
が
孝
入

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
モ

こ
の
地
域
で
施
薬
可
憐
な
態

物
は
薮

l
t
稚
へ
い
率
'
整
枇
翠
に
つ
い
て
は

髭
2
の
通
り
で
す
｡
変
2
の
内
へ
泊
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
､
延
べ
い
率
8

%
'
響
耕
軍
畑
%
そ
指
定
す
る
是

で

チ
.
指
定
面
積
の
轟

は
お
お
む
ね
1

血
で
す
｡

【商

業

地

域
】

デ
パ
ー
ト
'
店
嘩

事
務
所
､
料
理

店
と
い
っ
た
商
業
･責

機
腿
を
日
成

す
る
地
域
で
都
心
部
や
嚢

鉄
濯
駅

周
辺
尋
が
対
象
と
な
り
手

ノ｡
こ
こ
で

は
､
璽

海
域
と
し
て
塀
塊
を
そ
こ
な

'TV.6.っな
工
場
等
は
証
熊
が
盈
制
さ
れ

ま
す
が
､
そ
の
他
の
用
途
制
限
は
ゆ
る

や
か
に
な
っ
て
い
草

｡

確
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お

い
て
聾
山爪

地
域
の
対
故
と
な
る
地
区
は
'
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
I
で
主
に
南
井
鵡
務
括
弧
を
行

う
東

川計
凶
が
た
て
ら
九
て
い
る

地
区
で
す
.

こ
の
地
域
で
出
来
る
誰
物
は
託
し

並
べ
い
率
'
零
統
率
に
つ
い
左
蓑

2

の
通
り
で
す
.
な
お
へ
特
化
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
で
は
薙
ペ
い
率
帥
%
'
専
横
率

脚
%
'
畑
%
'
仰
%
を
指
定
す
る
予

定
で
す
.
指
定
面
秘
の

基
部
は
お
お
む

ね
2
加
で
す
｡

【準

工
業

地

域
】

家
内
工
菜
や
防
災
上
の
危
険
の
皮
合

い
の
少
な･6い
'
あ
る
い
は
衛
生
上
の
有

宮
の
度
合
が
低
い
二
億
･食
畑
な
ど
が

立

地ずる地区が
対
象
と
な
り
手

｡

噂
北
ニ
ュ
I
衣
ウ
ン
で
は
､
既
存
工
場

○建ぺい率とは.建物の建築面積 (通常あ場合､いわゆる建て坪と同じです)の敷地面跡 こ対する割

合 (普通,Toで表わします)のことをいいます｡同じ敷地で建て坪が同じであれば階数に関係なく錘
ペい科 ま同じです｡ /

○奪 耕 率とは､建築物の各階の床面積の合計の敷地面称 こ対する割合 (普通roで衷わします)のこ
とをいいます｡

○斜線制限は､敷地の境界に接して高い建物が雄たないようにするための制限で､弊接地の境界や､

敷地が接している道路の反対側の境界から､建物までの水平距離との割合で.捷てられる高さの限
度が決ま9ます｡このため建物も敷地の境界から離せば一定の割合で高く建てられることになりま
す｡

を
仙
術
し
た
工
地
地
区
が
対
象
と
な
り

ま
す
｡
確
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
耶
工
荻

地
域
で
は
､
隣
接
地
へ
の
配
慮
と
し
て

周
辺
を
斡
赫
道
路
墓

園
串
で
甲
フ
と

か
､
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
施
散
で
圏
入

な
い
と
こ
ろ
に
は
肌
樹
術
を
髭
す
る
と

か
い
っ
た
群
鮭
を
と
っ
て
い
ま
す
.

こ
の
地
域
で
出
来
る
知
物
は
衣
I

t

丑
へ
い
革
'
毒

翠
に
つ
い
て
は
茨
2

の
通
り
で
す
｡
指
定
両
様
の
毒

は
お

お
む
ね
5
血
で
す
が
'
換
地
上
の
理

由
で
こ
れ
に
満
た
な
い
地
区
も
あ
り
ま

す
｡

上図の繁字の示すところは用途地域の指定に あるところまでとしています. ここでは管理事務所の施設が考えられますの
ついて､先の説明の中でもふれていますが､指 ②は東京電力変屯所予定地 で､帝2種住居専用地域としています｡
定の原則的規準からはずれているもの で もあ 第 1種住居専用地域では偲庄12万V以下､容 ⑤は71,,-- ト･マンション用地ですので･
り､若干の補足をする必要があるとおもわれま 虫20万KVA未満のものは可能ですが､それ以 第 2種住居専用地域としていますa
ナので､以下､説明を加えます ｡ 上のものはできませんので､第 2種住居専用地 ⑥⑦脚 は高校予定地
①は一般住宅地ですが,第三京浜道路沿いで 城とし､指定面積規準を満たすため隣接する雅 高校については5階建が通常であ

あるため (幹線道路沿いは路親的住居地域を指 合住宅用地を含めて指定しています｡ 適格とならないように幹碗道路沿に
定する原則となっています)､住居地域として ③はア/i- ト マンション予定地ですが､西 ついては､路線住居地域を延長して
います｡また､油常は道路端から50,Rの幅で指 側の一部に医療施設が予定されているため､こ としていますoただし､⑦の高校予定地につ

霊芸58.至芸訪 雷と三?=禁 琵讐 蓬慧芸転慧 九,S認 諾 富豊 島していますO て雌 屠地域の指定醐 規で.:監 芸詣 晋

るため､不
ある高校に
､住居地域
宕地につい

1



双方からの路線住居地域がかか?､淡地が変形
な形となるため､全部住居地域としています.

鉄道q東漸 こついては､鹿地で鉄道のt,I.<ルよ
り上にあるために環境が担保されるのIC路銀住
居地域は指定しません｡

⑳は港北配水池予定地
⑨と同様の甥由で住居地域としていますが､

これだけでは指定面gr規準に沸たないので､集
合住宅用地も含め住居地域としています.

⑳その他
路巣の住居地域,第2稚住居専用地軌 ま原則

として､一宅地裏側の区画道路まで､または､
住居地域で道路端から30m,邦 2稚住居呼用地
域で25ntですが (捲北ニュータウンの規準)こ
の線で切ると残 りが不都合とILる術区について
は,そQ)街区を含めましたた｡

タウンセンタ-の苅1地区の北端の道路､弟
2地区の南端の道路は準幹娘道路沿ですが､タ
ウンセンターを支えるi正路であるため住B:･地域
としました｡

考北 ニ ュー タウン

いため､住居地域としています｡

⑩は工場地区
ここは､ 地区内に散在する工glを東山田地

区に全て･拠約することが難しいため､申工業地
域としています｡

⑬は駅前センターの一部予定地⑳の駅前センターのはみ出し部分と同様住居地域としています｡㊥は小学校予定地一般的に小学校については低層化することになっていますが.この地区は想定人口が多く､3階建以上が想定されるため､住居地域としています｡⑬は両々公社屯結局予圧地ここは,指定韮卿 (幹線iE路からの指定桁)を越えていますが､住居地域としています｡⑳は繰合公園予定他店)の地区公園と同様な理由により.邦 2積住居専用地城としています｡

_~q和55年11月

(3両下段より)
夢1着住居専用地域としています｡@は牛久保配水池配水池はポンプ施設等の可伐性があるため､用途不適格とならないように初校の住居地域を
延長して､住居地域としています｡
⑬は一般住宅予定地ですが､これに接する地

区外が住居地域であり､この部分と明細に区分
できる地形.地物がないため､地区内の道特ま
で住居地域としています｡
⑳は駅前センターの一部予定地

1 ここは駅前センターのはみ出し部分で｢特別
な用地｣に関するグルーブ耐難の掛こ住居地域
とすることで了解されていますが､指定面耕親
準を満たすため,兆合住宅用他と運動妙を含め
て指定しています｡

⑳は地下鉄変局所予定地
(参の東京句力変屯所と同様な理由で住居地域

としています｡
⑬は土木事坊所予定地
第1種住居専用地城では､括牧雄投ができな ⑳は幹線道路と鉄道にはさまれた三角地で､

審
議
会
委
員

視
察
報
告

(そ
の
2
)

去
5
7
月
3
日
か
ら
'
5
日
ま
で
の

W
t
郡

I地
区
及
川
弗
二
地
区
の
+
地

区
凹
桁
郎
蛮

余
震

の
祝
祭
(仙
台

而
及
び
山
形
巾
)
が
a
同
吉

日わ
れ
ま

し
た
｡
こ
の

内啓につ
い
て
は
'
馨

の
無
B
で
お
伝
え
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
'
今
由
は
前
回
の
鎌
田
垂
良
に

引
轟

き
'
山
木
由
良
に
こ
の
祝
祭
に

伴
う
撃

ま
と
め
て
旧
さ
ま
し
た
｡

見

学

会

と

緑

に

つ

い

て

第
二
地
区
称

満
会

金
塊
代
理

山
本
光
杜

罪
-地
区
､
R
I蛋

余
の
今
伐

の
缶
切
に
辛
す
る
と
と
も
に
責

劫
且

の
琴

載
槻
之
か
粕
て
仙
台
叩
､
山

形
桐
の
視
界
が
行
わ
れ
た
.
そ
し
て
別

地
で
の
蕪
旧
来
機
会
が
開
か
れ
､

仙白

市
の
擬
の
町
つ
く
Sh.
特
に
耕
1燕
丁

の
シ
n
プ
ビ

ング
モー
ル並び
に
山
形

而
の
訳
耶
再
開
苑
に
つ
い
て
'
そ
れ
ぞ

れ意及r
r

愚見桑がなされた｡

ここでは'雷の都合もありこ

の見学会を通して抱いた｢滋｣に

ついての璽
べてみたい.

確

では郡相間組
に
rみ
ど
り
｣

な
く
し
て

は放れない
搾
iJ褒

さ

れ
'
投
の

問和が取り
上
げ
ら
Tれ
て
い

ら
.
信
放

鵬では'そ
の
郵
税
の
車

(形
)
の

みによって
守
ら
れ
る
と
胤

っ
て
い
る

禁ある.み
嘉

に
よ
る
洋

平窮で
あ
s
t､
倒
木
に

よ
る
村
は

草
T､珊

郡
帆
の
容
梢

は
+
確
利
川

の融税に
比
し
て
膨
大
で

あ
り
'
空
側

利用がな
さ
れ
'
そ
れ
が

共
と
な
り
自

然の姿と
な
り
'
我
々
の

薫
'特
に

臼玉人的
情
錨
に
む
す
ぴ

つ
い
て
い
る
｡し

かし
'ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
場
合
は
､
土
地
の
都市
的
利
用
空
母

大
阪
に
野
次
さ
れ
旅
附
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
'
し
た
が
っ
て
1
時
的
に
は
松も

奉

兵
わ
れ
る
.
し
か
し
大
地
か
あ

る
か
ぎ
轟

指
揮
rレ

人劫的にも造

ら
れ
る
.そ
れ
豊

駈
す
る
も
の
の
机

が
､
あ
の
い
ま
e
し
い
広
島
'
農

の

飢
3
警

見
れ
ば
一日
慨
然
で
あ

そ

ノ.
当
畔
学
話
の
脱
で
は
1
六
1
北

も
隼
九
ね
で
あ
嘉

さ
れ
た

.

溌
策
は
数
年
に
し
て
み
ど
れノは
復
活
し

て
い
る
.
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
も
l
岬
に

は
日
然
と
付
足
ハわ
れ
て
も
都
市
的
j

琉
州さ
れ
た
叫
で
'
そ
こ
に
生
楢
す
る

方
々
に
よ
り
駕
枯
す
る
で
あ
争
ン.

こ
れ
は
日
本
人
相
巾
な
旧
描
出
か

な
､
同
然
に
判
じ
的
出
世
が
苑
響
tJれ

る
こ
と
と
惜
じ
る
と
邦
に
'
坪
は
'
あ

た
見
ら
れ
る
も
の
で
な
く
#
う
も
の
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
凪

い
ま
す
.

■

第

l

地

区
t

A
耶
S:回
'
5
H
3t
n
榊
服
>

一t
r
井
出
抄
状
況
に
つ

いて

琴

加
糖
戚
金
か
狗
化
し
三
ニ
ケ
H

に
な
り
'
現
地
の
郁
児
皿
芸

も
良

く
訟
即す
嘉

が
あ
る
と
い
う
LJ
と

で
'
小

関供蛾の
申
､
研
一旭
は
及
び

那
二
地
比
肺
依
(i(:州
で
加
盟

金

が
行
わ
れ
iP

A
弟
54
回
へ
6
月
21
u
m
他
V

Lr
小
委
qr会
の
報
告

について

東山EEI
.

準工等小委料金の歪

状況の朝管が行われた.

二'牛久保配水池について

58年峡肌用湘始に向けて'配水

池
の
エ
晋

早
く
蓋

が
あ
り
'

こ
れ
に
邸
九
'
鋭
意
､
南

東
陪

賓

れ
て
い
る
日
の
浬
ロ
か

な
さ
れ
た
.

A
那
55
凹
'
7
月
3
-
5
日
脚
Ⅷ
V

t
､
仙
台
巾
の
K
E‡
丁
及
び
山
形
f:

の
山
形
駅
前
耶
E
再
的
尭
杜
の
状
況
を

t
I地
区
及
び
t
llB
B
i
k
女
合
間

で
訣
辞
し
た
.

<
邦
56
回
'
8
月
訪
日
㈹
㈹
Y

Er
小
芋
4
会
の
租
昔
に
つ
い
て

H
区
別
琴

1小
真

金
の
歪

状
況

の
此繋
コ
が
行
わ
れ
た
｡

二
へ
先
行
使
用
宅
地
の
仮
換
地
指
定
に

ついて
こ
れ
に

ついては'戊に雅此され

て
い
る
が
'
そ
の
唆
'

恥持
ちの拙

利地
に
刈
す
る
'
関
脇
叔
企
対
称
が
出

て
き
た
た
め
｢
改
め
て
々
え
力
の
戊
肌

が
行
わ
れ
た
.

ま
た
'
雅
称
持
ち
の
柑

刺巻
に
対し

て
琵

川
宅
地
へ

収政他を拍
肝ず

る
朗
nJに
は
'
収
伸
粕
を
〓
rlJ
M
は
川

と
し
て
班
川
す
る
こ
と
巧
の
何
ら
か
の

織
的
を
と
る
ぺ
き
だ
と
の
恵
鬼
が
出
さ

れ
'
小
乗
舛
会
を
出
け
て
故
附
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
LP

三
へ
侶
換
地
指
正
の
事

前は
明
に

つい

て
次
回
収
頼
他
州
姓
が
市
史
さ
れ
て
い

る

中川地区､
班
山
岨
地
政
に
つ
い
て

位
比
､鱗
捗
輝
符
の
脱
朗
が
行
C
れ
た
.

Elt
換
地
の
分
別
及
び
宅
地
排
水
桝
の

取
扱
い
に

ついて

ア
パ
ー
ト
･
マ
ン

シTqン
用
地
､
工

場
･倉
此
用
地
'
1
般
宅
地
･
讐
□農

地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
利
用
に
合
わ
せ

て
洪
地
の
分
割
を
行
い
'
分
割
さ
れ
た

画
地
伝
に
冠

排
水
桝
を
盛

す
る
と

の
現
明
が
行
わ
れ
た
.

ま
た
､
仙叫
収
が
雌
の
北
樫
山対
応
し

て
㈹
利
補

へ送付する歩々
淡
料
の
脱

朋

が行3Jれた
P
そ
し

て'発の分

洲
に
お
け
る
l
触
呼
山
9
脚
心
血
g
tlP

に
つ
い
義

山
が
山
さ
れ
た
.

附

第

二

地

区

EZ

A
邦
51
岨
'
5
月
31
∪
榊
催
>

那
1
地
比
A
邦
出
回
Y
に
_
し
'

<
窮
5
Z
T'
6
T
26
日
㈹
他
∀

t
､
偵
攻
地
相
淀
に
つ
い
て

地
物
移
帳
か
決
定
し
t
X
は
稚
溢
血

会
に
お
い
て
細
物
の
祉
欝

了
車
亡
れ

t
Y
煤
叫
､
性
比
L
の
19
山
地
に
つ
い

て

収
戊
地
相
従
(邦
5
岨
)
の
肺
心

が
LJ
さ
れ
､
即
某
に
舛
漉
か
な
い
lh
の

答
申
が
行
わ
れ
た
.

ニ
'
換
地
の
分
別
及
び
宅
地
排
水
桝
の

投
N
の
取
扱
い
に
つ
い
て

57
年
洗

用
㈹
始
箇
所
の
二
次
遭
欣

工
串
を
行
う
た
g

換
地
の
分
割
等
の

公
用
策
を
舶
旅
権
利
者
に
通
知
す
る
と

の
脱
的
が
な
さ
れ
た
｡

<
邦
53
嘩

7
月
3
･､各
日
開
催
>

邦
一地
区
A

郡55画>に同じ.

A
邦
訳
蜘
'
8
月
功
日
脚
髄
>

1
'
偵
洪
地
相

正について

空
ハ_d
脱
炭
地
相
起
･′じ
て
拷
出
即

の
11凹
地
に
つ
い
て
糾
問
が

なさ
れ
'

肺
尖
に
襲

い
]L
の
等
a
が
行
わ
九

た
.

I-.
先
行
使
用
宅
地
の
偵
瀬
地
相
正
に

つ
い
て

こ
れ
に
つ
い
て
は
'
既
に
郡
漉
さ
れ

て
い
る
が
､
そ
の
竣
'
施
策
持
ち
の
稚

刺
巻
に
対
す
る
花
脇
政
会
対
応
が
出
で

き
た
た
g

改
め
て
与
え
方
の
脱
朋
が

IT
n
<
1)'

ま
た
､
勉
強
け
ち
9
柏
刺
省
に
対
し

て
先
行
故
川
冠

へ
快
漢
地
を
相
定
す

る
舶
白
に
は
､
仮
換
地
を
自
己
舶
僅
糊

と
し
て
政
川
す
る
こ
と
符
の
何
ら
か
の

経
机
を
と
る
べ
き
L)と
の
息
兄
か
出
さ

れ
'
沢
回
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
.

三
､
倍
淡
地
指
定
の
事
前
悦
明
に
つ
い

て
次
回
仮
換
地
指
定
が
予
定
YUれ
て
い

る
六
順
町
に
つ
い
て
の
重

税
肋
が
な

さ
れ
た
.四'宅地排水桝

事の
位
■
に
つ
い
て

別
々
回
の
祁
虚
脱
明
と
し
て
'
稚
刺

者
へ
送
付
す
る

力知らせ等の汝斜の

脱
朋
が
な
さ
れ
た
.

ま
LY
57
坪
山鉄

山
的
始
喝
机
に
つ

い
て
は
'
閑
縮
柵
利
名
へ
今
年
中
に
収

次
池
知
を
け
い
'
園
地
の
分
利
'
開
水

･押
水
桝
の
塵

'
歪

み
の
あ
る
宅

地
の
出
入
口
に
つ
い
て
の
羽
撃

行
う

こ
と
と
な
っ
た
.

合
同
協
銭
金

<
節

17固､9月108㈹他
V

It
蕪

エ

Ⅶ関連施投につ
い
て

研
鳩
零

山

から'漉瀧
は
芸

祉
セ
ン
タ
I
氾
水

プール
'
併
搾
横
深

W
H
地
政
へ
の
然
只
の
桝
冶
W

髭

は
雌
批
の
納
戸
芸

'
蓋

に
桝

放
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
ば
佃
確
瓜
を

学
へて
い
る
と
の
貌
朗
が
あ
っ
た
t

ま
た
都
桐
作
卿
届
か
ら
は
'
現
在
地

区
セ
ン
タ
ー
や
祁
祉
誠
靴
の
鮮
政
も
'

考
え
て
い
る
旨
の
書

が
あ
っ
iJ'

こ
の
ほ
か
都
田
他
Ⅳ纂
良
か
ら
酒
綿

工
場
拠
選
で
出
さ
れ
て
い
る
野
望
廿
に

ついての史間があ
り
'
都
桶

屋

か
ら
'
｢中
畔
牧
の
畑
放
｣
の
J+

っに

す
で
に
兆
祝
し
た
も
の
も
あ
る
が

'

｢グ
ラ
ン
ド
の
北
此
｣
な
ど
3tつ
か

の

m
百
に
つ
い
て
は
'
人
口
定
書
の
状
況

な
妄

働
策
し
な
か
ら
､
退
次
如
拙
し

て
い
く
宵
の
相
客
が
あ
っ
た
'

ニ
'
押
出
曲
事
3
E
]稔
4
tの
粥
g!に
つ

い
てg

]池
尻
叫放
血
か
畠

さ
れ
た
垂

EI
名
神
に
基
TW

C
]伺
協
汲
金
責

及
川
鞄
門
盃

会
条
例
の
定
政
等
の
鯉

故
が
行
わ
れ
了
永
さ
れ
た
｡

ま
た
'
捨
金
巡
句
に
つ
い
て
は
'
総

会
遡
営
嘩
仰
奔
料
金
を
敷
け
て
軸
部
廿

項
を
取
決
め
て
いく
こ
と
にな
った

三
へ

用途地域の指定について

(1面の記申参照)

事業対策委Å会

A窮6喝8畠日開催V

I.誰北二r]Iタウン加速飴色の

血抄状況と4.牡の還しについて

屯掩向から山叢
と今快の見

過しについて税別か1bCれた.

これに対し幽盃
から頼光計

脚
に

ついてのスケジュールを出し

て
ほ

しい]Bの少胡荊あり沢山以降

の
牧
村

の願には､スケジュールを

出
し
て
行

うことになった｡

二
､
t
珪

*珪同地について

支
任
･
支

瓜tt)の比地既
望ナ桃に

つ
い
て
群
務

局から規朋があった｡

三
､
地
下
室

†叫に関する耳同書 の
国軍
に
つ
い
て

新羽地区避仝折内会
長か
ら推
進

船会長あて税出されていた､新羽

地区の秋着
に係る只間書に対
す

る回答廿の内容について事務局
か

ら報皆があった.

四､土地使用料について

比鎧虚垂
川4(耕作畑)に
つ

いて神事Lm
't当り免円で

ある旨の噸霊
からあっち

五､用地地地の指正について

中川地区脳放棄
や､り'室牡鹿

道東エポエ比内に弊移亡霊
が

あるが､町工期地域の指定がされ

ない畠
弧茶がスムースに進ま

ず困っているので､早急に四地区

の意見朋地雷凶ってほしい旨の拙

策があり､でき令ゲ拝畠くに代表

真金を開催することになった｡

∴思

川
m

狛

胤

脳

一

一
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_
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l i J>

悌
ん
で
新
帝
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
｡

皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
本
年
も
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
廠

い
申
し
上
げ
ま
す
｡

昭
和
五
持

月

如
伸
度

l

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
み
な
さ
ま
'
新
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
｡

本
年
も

｢推
進
脇
｣
の
活
動
を
漉
し
て
み
な
さ
ま
と
共
に

行
動
し
､

l
EZ1
も
早
い
本
葉
完
成
を
め
ざ
し
て
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
｡

昭
和
五
十
六
年

一
月

;
L
･.
I

.
,

～
;

'J什
‥

･t･
i･1.

離
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
粗
放
事
業

も

'
昨
年
4
月
に
は
62
年
度
概
成

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
も
決
り
'
第

二

地
区

の

一
部
で
は
'
58
年

の
春

に

は
'
使
用

収

益

が

は

じ

ま

り

ま

す
｡そ

の
よ
う
な
中

で
'最
近
で
は
'

あ
ち
こ
ち
に

｢
新
し
い
ま
ち

へ
の

胎
動
｣
が
み
ら
れ
ま
す
｡

そ

の

1
部
を
紹
介
し
ま
す
｡
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.
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① 川和中学校 55年9月新校舎で茂兼開始､欺地面恥 92hz牧舎3階建

川 和 暮 士 近gI公印内に移汚された

⑳ モデル公市 政乱 せせらぎ､池を配旺

⑳ 3'ミ焼却iA 58年ま完成予定.処理Jt800日 日.虫地面gF64AD､
漣物地上5秒地下3肝.運実の高さ 130R

④ 早 iq 川 53年度改件先T､改廿題長約 9 6h
⑤ 先行使用宅地 (池辺､佐江戸) 50戸あまりの移Cが予定されている
@ 叔市打育il持 (斬N浜 ･元石川*) 57年度完成予定

① ⑳



油
光
二
r]I
タ
ウ
ン
藁

遼
遠
描

協
恥
棄

3
回
縫
合
が
u
月
-
a
(土
)

中
川
小
学
雀

帝
花
で
槻
催
さ
れ
ち

絶
食
に
は
稲
田
余
年

大
下
副
会
長

考
は
じ
め
'
中
川

一照
四
･
都
EE]
山

内
の
4
旭
蔓

れ
た
地
元
番

4
'
周

つで
あ
る
鵬
北
･殺
閃
霞
碍
出

の
搬
･
冊
合
筆

､
ま
た
'
市
か
ら
は

和
椎
市
長
'
窟

助
役
､
阿
休
曇

'

公
団
か
ら
は
沢
Efl鹿
波
､
桃
谷
本
社
宅

地
B
表

草

野
力
材
泊
北
豊

科
の
出
席
が
あ
っ
た
J+

は
じ
め
に
嚢

t
fE
Lt(.
揺
世
の
あ

い
さ
つ
が
あ
S
(
次
に
敵
兵
EElに
会

長
'
副
隻

重

し
'
汲
串
に
は
い

っtJJb堀
田
空

協
会

か
L品
南
北

二rrタ
ウ
ン
莞
兼
稚
進
通
望

金

の
鏡
意

昔
が
あ
sh､
近
伊
都
冊
柿
榊

隻

か
轟

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
札
軒

蛋

経
過
溺罵
貢
ぎ

線
量

TL
に

つ
い
て
'
貯
<
材
軸
北
豊

か
ら

蓋

軒
期
中
荘

重

及
び

今
後
の
達

し
に
つ
い
て
'
そ
れ
ぞ
れ

現
明
が
あ
り
.
毒

雲

に
移
り
'
揺
招
愚

'
開
運
異
聞
が
行

わ
れ
'
土
石
に
牢
粥
の
1
都
政
止
が
行

わ
れ
t
Jr

俵
陛
L
､
沢
の
と
お
り
の
決
k
文
が

碧

も
っ
丁
療
択
さ
れ
'
開
会
と
な

っ
た
.

【決ヰ文
】

私

沖は'帝北ニュータウン

殊
脱
墓

が
'
21
世
紀
奉

る
新
し
い
蛎
づ
く
り
で
あ
る
こ
と

を
賢

し
'
内
外
姦

し
い
価

雪

あ
る
が
'
木
霊

の
蓋

に
鑑
み
､
Eg
和
62
遠

戚
に
向

っ
て
､
也
冗
他
ー
#
.
切
痕
而
及

び
日
歪

宅
公
田
が
こ
老

l体
と

仁
多
'
墓

推
延
に
帆男

を
称
げ

る
こ
と
之
こ
こ
に
決
鼓
す
る
.

昭
和
tR
年
u
月
1
日

横
浜
市
鮎
北
一L
rT
タ
ウ

ン
事
薬
毒

dX

FS3
山
一盲

港

北
二
rt
I

タウ
ン
事

業
推進
連

梅
協

津

金

の
桂
過

(

要旨
)

牢

5
月
か
ら
u
月
に
か
け

て
‖
回
に
わ

た

り
.
各
地
区
か
畠

さ
れ
+
･5
義

名
の
ブ
ロ
ッ
ク
リ
～
ダ
ー
盗
刈
a
iに
勉

換
金
を
蓋

rL
t
T
血
雫

LJ
の
勉
強

会

ま

と
め
b
Tれ
た
げ
正
業
菅
含
め
た

協
定
架
に
つ
い
て
'
各
地
啄
伽
蔽
企
､

h
EL
タ
ク
リ
ー
ダ
ー
の
秘
刀
の
下
に
各

地
区
で
地
維
新
の
お
加
か
乗
g

根
町

会
を
篭

rし
て
い
句

｢特
別
〃姑
川地
｣
地
『
育
ち
づ
く
り

協
定
業
の
群
友
に
つ
い
て
は
'
別
年
1

月
か
b
12
月
に
か
け
盲

回
に
わ
た
s
t

曇

華

今
暁
も
'
地
相

前
の
警

中
旬
た
g

横
肘
金
を

蓋

す
る
LJ
と
に
し
て
い
る
.

き
た
'
款
犀
伊
伝
に
川管
ン済
金
野

な
ど
に
宝

ず
る
た
め
､
公
的
東
金

入
集
内
の
賢

を
鷲

六
､
■
寒
対
策
委
<
会

架
裏

梅
利
的
協
薙
浬
等

刑
責

会
を
放
け
'
班
奉

利
用
に
つ
い

て
的
附
を
行
っ
た
.

琴

は
月
に
は
､
哨
光
の
箸

鹿
畑

漣
句
の
歩
増
と
す
争
た
g

｢巾
瞬
化

『
項
内
で
の
遷

叫芸

農
業
と

金舛胞雅制讐
中
心
に
し
て
-
｣
を

一r
I
マ
に
し
た
決
別
金
を

警

｢班
義

川協
定
｣
笑
に
つ
い

て
は
52
年
1
月
に
前

章

以

来
00
凹
管

の
金
色
老
巧

本
年
7

月
に
放
肺
尖
が
ま
と
ま
っ
た
.
引
古
魚

嘉

稲
生
冗了
す
る
た
め
の
神
州
孟

め
て
い
る
.

港
北
ニ
rT
タウ
ン
雑
役

誓
推

進
ず
る
た
め
､
恕
冗
関
係
者
･
漂

市

日
本
正
妻

団
の
ll素
で
姐
称
す
る
鵬

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
裏

稚
選

抜
協
議

会
菖

佃
協
議
盛
を
ほ
じ
g

各
市

門
賓
A
点
お
よ
び
轟

立

会
に
お
い

て
種
々
の
間
切
に
つ
い
て
の
協
V

枚

肘
'
意
地
的
考

が
行
わ
れ
て
い
る
.

m
回
の
抱
負
以
降
の
稚
巡
協
議
貧

恥
状
担
L
つ
い
て
は
次
の
止
り
で
あ

J)'
｢

合
同
g
托
会

食
周
瑚
放
念
は
8
回
開
催
さ
れ
て
お

り
'
そ
こ
姦

sa上
げ
ら
れ
溢
W

横

町
等
が
行
わ
れ
た
十二な
神
明
は
訳
の
迎

蓋
ってい
る
.

川
専
門
真

金
(墨

対
巧

遠

対
巧

戊
双
対
等

各
責

命
)
の
浬

冒
し
つ
い
て

は
62
年
健
横
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て甜

悪

鉄
氾
【阜

鞍
の
北
砂
状
況
お

よ
蓋

し
に
つ

い
で

川
蛮

金
の
聴
正
に
つ
い

て
刷
雇

萱

の
辞

表

爪

浬
ロ
し′前
癌
い
方
針
に
つ
い
て

仙
各
年
度
の
挙

事
並
肇

こ

年
産

明

川
棚
誠
文
化
財苑
規
的
社
の
進
捗
状

況
と
榊
稚
軒
回
申

桝
谷
群
門
真

金
満
Ⅶ
状
況
の
爪音

壁

書

墓

背
と
計

囲
規
的

㈹
屯
藁

つ
い
て

㈹
慧

の
閲
迎
施
設
に
つ
い
て

は
用
途
地
域
相
定
の
g
史
に
つ
い
て

二
'
文
化
財
Ⅶ
壬
推
進
委
<

会

仲
裁
文
化

阿
苑
舶
弱
震

岳
の
造

爵

岨
に
色
せ
て
器
瓜
さ
れ
て
い
る
が

所
定
の
桐
Ⅶ
内
に
雌
鹿
文
化
財
比
香
の

賓

な
虎
姫
留

ら
れ
る
し史
ノ'
き
た

護

工
事
が
瓜
田
ル
誓

る
･卓
ノ

に
文
化
峯

隅
脅
し
解
る
問
禦

爪に

つ
い
姦

喝

娩
肘
寡

っ
て
い
る
.

三
､
交
通
制
圧
K
K<
会

早
抑
海

北
ニ
rr

タ
ウ
ン
の
屈
の

普

叩
嘉

ず
る
た
め
'
特
に
悪

妖

力
量

の
一計
u

T
JR

蓋

の

が
出
孟

てい
を
中
で

況
在
席
工
中

曾

付
設

の迦
嘗

況
あ
る
い
は
新
桝

粥
か
ら
の
蓄

刀
に
つ
い
て
'
冊
の

即
脚
等
の
説
明
を
受
け
'
そ
れ
に
別
す

る
恕
花
の
患
比
が
述
べ
ら
れ
ム
な
ど
し

て
､
冷
温
色
行
っ
て
い
る
.

ま
た
へ
こ
の
っ止サ
辞
が
入
る
ま
で
の

交
池
肘
粥
と
し
て
の
バ
ス
遷

つ
い
で
は
､
57
意

.
油
津
虚
の
入
居

対
応
を
は
じ
め
し‥ず
る
軒
妻

熊

お
よ
rr
落
果
が
個

について轟
し

て
い
る
t

四

事

井
対
策
委
Å
会

公
団
の
麓

工
事
の
促
延
を
十T田
に

沢
の
･今
な
汲
々
の
間
雌
に
つ
い
て
放

射
を
行
っ
て
い
る
.

川
各
年
虎
毎
の
蔑

工
事
の
進
捗
状

況
畠㈹

宅
地
の
照
僻
方
針
(輔
庶
'
加符

葛

)
仰
田
年
生

庶
ス
ケ
ジ
rT

ル
に
つ

い
て仙

恢
放
任
苦

窓

に
つ
い
て

糊
用
途
地
域
拍
定
の
撃

に
つ
い
て

脚
も
鐘
竜

に
つ
い
て

饗

宴

の
進
捗
沃
況
お
よ

び
私
淑
耶
歯
に
つ
い
て

以
上
の
内
､
聖

野
柑
謙
監
即蝉
に

つ
い
て
は
､
垂

川収
益
の
誓

る
い
は
へ
交
池
村
野
トも
立
野
醗
喝
で

あ
石
と
こ
ろ
か
b
t
早
期
玩
仰
の
塑
R

意
見
を
誓

え
'
異
体
的
a･_放
射
吏
打

っ
て
い
く
泣

去

っ
て
い
る
.

五
･
生
活
灯
乗
手
<
金

手
あ
イ
て
&

真
東
の
管
だ

つ
い

て
､
そ
の
丹
体
化
の
荘

妻

)

斤
っ
tT

T
一
髪

若

td
1
暮
r
p
づ

港

北

二

r]
-

タ

ウ

ン
建

設

事

業

の

経

過

お

よ

び

今

後

の
見

通

し

(
要

旨

)

田

地

H

M

姐

凪

-

胃

各
芽

の
現
況
お
よ
蓋

の
虚

し
は
､
次
の
通
り
で
あ
る
.

一
､
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日
本
住
宅
公
壁
瀬
行
+
滝
Ⅳ
画
題

申
等

伯
和
船
甲
8
月
の
中
井
比
叫

世
相
て
以
東
'
鋭
意
叢

工
甲
の
疋
出

品

り
t
等

あ
っ
た
能
年
隻

ス
ケ
ジ
rtI
ル
は
旧
仙
55
年
4
月
､
地

元
の
7奮

鮮
て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
た
.

今
後
は
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
せ

エ
誓

促
進
し
､
木
裏

の
油
成
定
M

p
た
い
.
聖

の
工
事
池
捗
状
況
は
1

次
慧

工
事
で
い
嘉

l
鞄
W

郊

l
r地
区
あ
わ
せ
て
杓
LL,9
7

3
血

(昭
和
誓

月
某
日
FS
在
)
約
1

5
･
4
%
で
あ
り
'
55
年
度
兼
に
は
約

8
1
9
加
'
約
62
%
の
霊

を
是

し
て
い
る
.
ま
た
'
二
釈
肇

一
も

52

年度
か
日
章
T
L
t
1
郎
先
行
】慣
川

宅
地
に
つ
い
首

ハ屠
塵

し
て
い
る

か
､
今
蜂
毒

1
次
迫
空

事
盗
犯7
し
蓋

に
対
し
て
二
次
造

成
工
要

賢

rし
､
EEZ細
57
年
度
兼
か

ら
途
次
鳳

誓

監

ず
る
薯

あ
る
.二

､
関
連
公
共
事
業

m
帥
悪
声

つ
い
て
は
'
邦
1
'

琴

一誓

舟
挙

る
日
吉

元

南
川
私
と
薪
翼

二
元
石
川
線
を
辰
t
l

溝
に
響

弧
め
て
i
る
.
こ
の
う
ち

日
吉
･
]召
mm川
舟
に
つ
い
て
は
'
牛
久

蔓

の
委

し
､
tGr欝

､

菖

仙

口

兄

補
作
か
遜
め
'
完
工
串
に
止星
TL
t

旧
相
聞
年
度
(花成
墓

に
皿
め
て
い

る
.
斬
棚
沢

元
石
川
SE
の
群
田
地
区

は
盟

2
4
畠

ま
で
エ
串
が
完
成

し
､
折
木
地
W

小
机
舶
落
し
つ
い
て

も
工
申
中
で
あ
り
､
E3
糾
57
窟

完
成

市
等

あ
る
.
ま
た
へ
閃
掩
蔽
を
樟
ぷ

大
熊
B
E山
臨
涼
に
つ
い
て
は
胸
和
弱
年

皮
に
筆

L
t
58牛
虎
t講

義

に

進
め
て
い
る
.

榔
河

川
に
つ
い
て
は
u
細
川
'
大
根

川
の
之
m
川
と
も
､
昭
和
53
年
度
秀
光

買

ま
た
'
特
化
川川
大
川
の
軟
性

弁
は
､
こ
こ
数
年
珊
EE的
に
増
加
し
'

改
姓
が
鍵
瓜
さ
れ
て
お
S
(
吋
延
歓
呼

(菅

は
粥
年
窮

と
さ
れ
て
い
る
が
'

今
坂
さ
ら
に
巧

公
団
嘉

め
'
些
九

m
伏
感
と
刀
要
の
わ
せ
､
強
刀
に
野
師

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
'な
い
｡

糊
下
水
q
に
つ
い
義

北
･
校
門

下
水
S
ri~-
瀦
'
所
胡
ポ
ン
プ
姐
と
も
収

に
凍
抑
し
て
お
り
'
幹
溢
下
水
管

雨

水
幹
涼
に
つ
い
て
は
1
部
を
除
き
､
公

雲

量

め
る
と
､
施
工
区
域
か

ら
河
川
ま
で
ほ
ぼ
賓

で
あ
り
､
汚

水
幹
投
に
つ
い
て
は
市
ヶ
尾
幹
投
は
53

孟

分
が
SSEr
L
t
元
石
川
･
新
羽
幹

確

抑
芥
幹
浪

費別室
や
中
で
あ
り

山
fEl幹
投
に
つ
い
で
は
川
地
変
抄
中
で

あ
る
｡

㈹
朽
窓

車
供
血
旦

涼
に
つ
い
て

は
細
沢
-
新
漂

Ⅷ
そ
読
取工
申
甲
で

あ
り
'
招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
の
WJ
伸

(新
横
浜
･重

野
胤
)
に
つ
い
て

は
､
別
荘
､
免
許
申
計
の
申
仰
そ
進
め

て
お
り
､
血
相
62
年
度
慨
収
に
あ
わ
せ

て
朋
漉
さ
せ
る
ペ
く
即
個
を
止
め
て
い

㈲
汚
珊
工
湖
に
つ
い
這

旧
刈
5
.守

度
完
成
空
目
鍵
に
工
申
中
で
あ
り
､
余

熱
刺
川
腰
秋
帝
に
つ
い
て
は
､
湧
叩工

地
閃
鋼
の
Ⅳ歯
是

朋
併
丙
に
苗

し

て
お
り
'
同
仲
オ
ー
プ
ン
の
藁

で
あ

ら
.州

叔
頂
振
放
に
つ
い
て
は
川
和
中
学

繋

胞
葡
55
年
9
月
1
日
に
現
地
即
佼

し
､
中
川
中
学
茅
ケ
峠
方
血
塀
が
tg
年

4
月
に
警

で
あ
る
.
他
の
学
校

渦
紋
に
つ
い

ては
人
口
室

に
あ
わ
せ

て
野

し
て
い
く
.

I[r

工
事
安
全
対
策

工
申
資
金
対
汚
し
つ
い
て
は
､
油
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
工
空

室
葦

蹄
は

瀧
6
(に
お
い
で
､
工
部
の
洲
y

妙
花

の
賓
山索

熊
叫
を
協
漉
し
'
き
り
に
､

工
区
出
に
側
脆
S
lと
協
潤
し
t･6が
ら
工

市
の
蓄

胸
し
て
い
る
.
今
俵
と
も

工
串
に
,L6る
災
4
).
申
散
の
肌
止
'
地

元
の
蕃

還

山りに
万
全
の
刈
茄

を
印
じ
て
い
く
.

四
.
埋
意
文
化
財
発
振
E
査

譲

工
事
に
あ
わ
せ
て
笹

し
て
お

り
､
55
年
3
月
ま
で
羽
苛
対
敵
池
跡
2

4
7
カ
耶
や
っも
'
2
1
1
カ
所
に
つ

い
て
刑
事

符
丁
し
た
(光
桃
源
R

形
)
B
Sる
3
6
カ
所
に
つ
い
て
も
'
エ

雷

に
あ
わ
せ
で
喜

怒
を

進
め
て
い
く
.
t･4お
'
出
土
湯

の
転

習

同
時
に
笹

し
て
い
る
.

五
'
生
活
再
建
対
策

薄

戦
利
熊
の
葦

を
凶
る
た
め

旧
利
別
年
12
月
3
日
｢軸
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
義

仲
繋
巴

か
放
立
さ
れ
､

蓮

ま

等
姦

し
､
議

決
刈
熊
の
円
材
t･6
稚
皿
を
凶
っ
て
い

る
.六

､
広
報

･
記
録
関
係

広
登

仙
｢拓
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
｣
は

要
Jt
第
3
集
1
号
の

改
正

【新
】

拙
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
革
円
の

S
)北
篤

丁川
､
所
EE
､
確
区
部

Eel.
山
内
の
1
地
政
(以
下
｢各

地
ぽ
こ
と
い
,h
.
)
協
読
会

【
旧
】

泊
北
ニ
rLI
タ
ウ
ン
g
)域
内
の

山
内
'
中
川
'
新
田
お
よ
rr
添
田

の
4
地
区
(以
下
｢笛
地
区
｣
と

I/
..
]
粕
浪
J..

【
提
案
理
由
】

1
地
覧

北
区
'
校
区
の
そ

れ
ぞ
れ
に
区
別
撃

L
t
わ
か
り

カ
ナ
<
L
eJ.

E等
､
日
付
の
苑
刊
を
み
て
い
る
.
令

管

内
宵
の
充
爽
と
'
情
報
の
舶

粥
孟

め
､
塑
tZ
旧
･
公
_
三
溝
の

簡
捷
な
ヰ
け
い
を
帆
る
.

未

た､配財政
凹
に
つ
い
て
も
地
域

内
の
狂
税
す
る
状
況
顎
に
つ
い
て
､
=j

毅
舶
蓋

辞
し
行
っ
て
い
く
E

七
､
歴
史

･民
俗
現
生

地
域
内
の
瀬
+
転
作
成
の
墳
料
と
出

R
の
保
お店
竹
の
た
め
'
歴
史
･民
俗
EZ

石
を
行
っ
て
m

J.
脇
舶
54

年度大
輔

町
を
調
鞍
し
'
昭
和
閏
年
庇
は
勝
田
町

牛
久
G
L
.について調
書

進
め
て
い

ら
.
今
津
は
､
こ
れ
ら
の
葛

の
保
存

汚

菅
測
っ
て
い
く
.

八

■
兼
専
用
地
区

既
に
駕

中
で
あ
る
新
羽

犬
鷲

現
地
鑑
(a
jZ)
の
は
か
'
池
辺
点
叩

地
区
(00
如
)
に
つ
い
て
も
'
昭
和
47

年
蝶
か
ら
較
州
を
進
め
'
ほ
ぼ
冗成
し

て
い
る
｡
ま
た
､
双
方

(i
.a
)
'
折

太

(4
B
)
地
区
の
1
郡
(lら
血
)
の

土
崇

盤
摂
仰
を
進
め
て
い
る
.

土

地

区

画

整

理

事

業

の

経

過

お

よ

び

今

後

の

見

通

し

に

つ

い

て

(
要

旨

)

細 野 市 長 の あ い さ つ

朔
北
地
区
の
+
滝
急

転
剖
墓

は

昭
和
49
年
8
月
㌘
日
｢施
行
弧
冶
お
よ

蓋

し
に
つ
い
て
鼓

大
臣
の

政
司
を
受
け
､
遁
空

事
に
ー呈
す
る

1
万
､
EB
札
52
年
か
畠

和
曽

Tに
か

け
て
収
洪
抱
の
供
先
を
行
っ
た
).
ま

た
'
粟

と
L]
つ
て
い
た
工
申
横
坑
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
､
衣
東
独
並

迎
格
段
畿
金
に
お
け
る
歪

の
糞

'

昭
和
62
違

蔵
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
要

へし
､
翌

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
沿
っ
て
倣
旅
名
の
男

老
樹
Lt
か
ら

串
邦
を
進
め
て
い
る
｡
1
方
､
岡
山
5

年
4
月
12
日
に
抄
訳
洲街
だ
つ
い
て
'

蕎

55
年
4
月
魂
臼
流
行
抑
Ⅶ
笹
に

つ
い
て
蓋

の
打
撃
粍
可
薫

り

た
.

行
っ
て
い
る
｡
こ
の
側
､
昭
和
55
年
2

月
に
は
砺
波
会
の
否

の
蓬

が
行
わ

れ
た
.
ま
た
､
収
沃
地
の
琴

は
エ
帯

の
北
砂
に
合
わ
せ
瓜
次
行
毒

あ

り
､
EE在
は
窪

川
宅
地
に
つ
い
て

1
群
似
是

の
据
定
を
行
っ
て
い
る
.

肇

申
年
の
皿
め
方
に
つ
い
て
は

公
鹿
の
作
成
壷

に
重
義

対
熊
裏

金
を
中
､L
に
豊

が
Ll
さ
れ

他
見
内
の
嚢
冨

た
す
呑
た
め
の
池

繁

の
中
断
移
転
荷

池
お
よ
茎

nり

轄
川
宅
地
の
投
網
を
組
で
と
と
も
に
'

象
巌
移
点
の
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
か
白
犬

況
供
Li
農

工
芙

施
し
て
い
る
.

こ
れ
ら
の
工

都
に
先
恥
け
て
､
家
出
砂

丘
交
渉
､
土
枇
移
用
交
捗
､
工
申
内
管

の
説
明
会
お
よ
汀
工
や
篭

絡
会
議

粥
兇
さ
れ
た
東
辞

3
]以
来
に
つ
い

て
､
,て
O
FFF
も
.lL
出
rLAJfJJZFL_
7-Te

串
が
決

裁
の
寧
刀
に
よ
.Ct准
め
ら
れ

ーJ
L
A
L.1､
｣事
)
空

lJ
つ
Ln
T泣■､

さ
れ
て
お
り
'
こ
れ
か
ら
Ll
お
こ
r

鵬
怖
者
の
協
刀
が
不
可
欠
と
Ll
つ
て
い

ら
.
別
荘
(旧
価
55
年
9
月
)
Q
H
や

光
芸

は
､
1
次
華

中
葦

TE]

鎖
が
邦
1
地
区
約
1
1
9
･
2
血
(鵜

吐
血
領
の
約
㌘
･
2
%
)
'
R
二
加
圧

約
4
4
8
･
1
血
(地
区
他
紙
の
約
3!

3
舛
)
､
両
地
区
合
計
で
は
約
5
9

7

3
加
(開
窓

蛸
の
約
45
･
1

%
)
と
t･t
つ
て
い
る
.

L･<お
､
額
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ

く
旧
和
57
年
皮
惰

川開
始
に
向
け
て
､

去
年
か
望
]次
肇

や
墓

軒

を
進
め
て
い
る
｡
こ
れ
に
先
立
ち
地
相

宅
と
の
老
冠

の
･甲
ハ口
中
の
i=
蛙
お

よ
び
tP
処
遇
成
年
凱
軌
法
L･1と
に
基
づ

い
た
市
と
の
抄
軒

精
良
を
行
っ
て
い

ち
.
壷

行
レ
て
白
太
悪

旧舌

公

社
へ
架
群
符
刀
株
式
会
社
お
よ
び
派
tE

ガ
ス
税
式
会
社
と
も
崖

孟

め
て
お

り
､
g
Z和
57
年
収
供
用
開
始
に
向
け
て

崇

兼

の
帯
刀
の
も
と
で
藁

産

め

て
い
る
.

が
'
ヰ
蔓

に
事
莞

肝
申
墨

丁

宅
で
､
■
空

夢
鹿
少
し
い
る
.
tR

甲
雄
中
に
こ
の
免
肝
蓄

レ
'
そ
の

L J



･M

83
)･l一袋
m
典
に
つ
い毒

牛
久

誉
要

レ､寿

.

和
か
Ⅷ

帆邪の心弱に嚢

川62
年
度
概
成
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
関
迎
に
つ
い

て

開

当
初
予
定
よ
り
､
-
年
即

も
こ
の
事
井
が
連
れ
て
お
り
'

こ
れ
以
上
の
連
れ
は
､
_
対
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
'
こ

の
点
に
つ
い
て
市

･
公
田
の
t

任
あ
る
方
に
沌
実
な
見
通
し
に

つ
い
て
E
)等
打
い
た
い
.

答

62
年
集

成
ス
ケ
ジ
r]1
ル
は
'

誓

ん
万
と
の
内
意
に
よ
る
も
の
で
あ

り
'
菅

的
に
は
平
成
安
野
p
れ
て
い

る
が
個
々
の
間
切
に
L4
る
と
閑
縄
の
万

･Y
の
い
ろ
い
ろ
Lt
事
蛸
も
あ
り
､
な
か

ご
出
価
の
哲
苧
ん
に
は
､
滞
日
申
'

噌
北
ニ
r1-
タ
ウ
ン
藁

に
対
し
､
ご

EZ!刀
を
い
た
だ
葉

し
て
句
t
う
ご
ざ

い
手

.

昭
北
ニ
rlI
q
Lク
ン
申
派
も
t
a
去

哀

し
い
銘
肝
竹
折
の
窮
化
S
t･1か
で

血
宍
な
萱

わ
れ
ま
し
た
か
､

貰
義
｢閃怖各
位
の

ご邦刀

に
よ
り
讐

軍

事
や
病
哨
形

の
北
署

て
お
わ
輩
丁
.

触
甘
'
私
は

光
一L
rr

タ
ウ
ン
地

y
垂

夢

-(
リ
コ
ブ
タ
I
で

つ
ぶ
さ
に
芸

嘉

'
伐

に
申
串
収
､
市
莞

夜
の
二
枚
が
脚
現

さ
れ
､
ま
た
'
地
区
内
外
の
谷
_
二
B

が
括
鵜
に
速
め
b
九
て
い
る
の
A
Jt
眼

の
当
り
に
挙

る
こ
と
が
で
ー琶

非

tEに
等

あ
少
ま
L
t
ir

太
t
で
は
'
21
肝
虫
を
当

丁
る
新

い
う
も
の
は
､
｢肯
う
は
以
く
'
1t
う

は
■
し
｣
の
ポ
粥
で
あ
り
ま
し
て
､
哲

子
九
の
(｣協
刀
か
な
く
て
は
で
き
ま
せ

㌔
さ
い
わ
い
に
も
'
こ
窮
叩
ルル
二
ユ
I

細

郷

市

長

あ

い

さ

つ

(
要

旨

)

し
い

富

の鞭冗生
りっておか

垂
Tか
､
U
の
粕
北
ニ
ュ
ー
タ
ク
ソ
中

井
は
ま
さ
し
く
､
21
貨

を
塩

ヂ
る

新
し
い
明
つ
く
わ
の
琴

-
あ
か
ま

チ
.L

を

､この
鴫
つ
く
わ
と

QLウソ玉
は'誓
ん

の
島刀な

い
た
だ
さ
'
こ
の
河
北
退
抑
悦
献
金
が

取
防
長

少
､
各
軸
の
州
封
に
対
応
し

な
が
ら
妄

り
促
止
を
以
っ
て
苦

れ

る
こ
畠

だ
串
刑
に
ー
丈
ま
せ
ん
.

い
ヂ
爪
に
い
た
し
詳
し
で
も
'
柑
北

lL
rlI
ク
ウ
ソ
功
果
の
決
め
手
は
'
予

定
さ
れ
て
い
る
期
間
に
串
井
文
題

す

る
蔓

て
お
り
手

.

塀
の
形
が
少
し
つ
つ
で
畠

兼
卜
盲

去
ノに
L<
九
は
'
噂
苧
ん
の
邦
楽
の
生

枯
幣

も
切
は
仁
王
て
ら
九
'
い
ろ
い

左

不
実
が
折
柄
重

く
S
に
t･+

与と胤い草丁.

約
収
の
㈹
功
か
大

群庶しいなかで

は
曲
集

丁
が
､
ia
九
の
冒

-ん
カ
と

M
･
公
凹
む
]Fy
l
は
左

っ
て
他
心

62
叩
嶺

に
刷
っ
て
H
g
Tの
弟

を

い
た
し
た
い
と
等

へて虫
c
L垂
丁
.

(
要

旨

)

Lt
む
IrL
い
淵
は
釣
る
が
'
よ
里

■

顔
刀
を
肘
Ll
か
ら
蓋

に
藩

し
て
い
き
た
い
.

(ハ仰団
)

誓

H
岳

及
荘
川
に
よ
p
は

許
し
'

-
咋
間
の
訳
*
車
し
て
今
年
め

1
月
に
竹
さ
ん
方
の
豊

が
p
b
,れ
た

わ
け
で
'
現
在
.
こ
の
雌
成
ス
ケ
ジ
r]

-
ル
に
よ
り
､
買

方
の
協
力
高

桑
仏
か
ら
'
毒

々
蓉

し
て

い
き
た
い
.

(冊
)

開

度
に
多
少
の
連
れ
が
生
じ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
'
今
後

1
年
E
に
ど
う
挽
回
し
､
62
年

洗
車
盛
を
速
成
す
る
の
か
.
万

が

l
に
も
'
速
成
さ
れ
な
か
っ

た
時
は
'
市

･
公
田
は
地
権
者

に
対
し
ど
の
様
な
暮
任
を
と
る

の
か
.

苔

62
年
度
甥
彼
は
'
5
.が
何
で
も
は

成
し
さ
フ
と
こ
葛
善

い
粥
刀
し
て

い
る
.
ま
た
､
剰
5
[瀬
此
顎
に
つ
い
て

も
針
山
に
会

りせ
て
独
此
し
て
い
く
予

覚
で
あ
る
.

(巾
)

謙
成
が
で
&
<

かっ
た
tp
と
い
う
ヰ

Ⅷ
だ
が
､
地
は
滋
の
誓

ん
と
和
島

良
の
)]覇
か
て
九
ぞ
九
頚

を
ほ
た
し

の
ス
ケ
ジ
rtl
ル
亭

れ
た

と
毎

そ
の
事
れ
空
■
伴
芥
<

と
い
う
の
は
質

し
く
Ll
い
.
)]串
が

一
丸
去

り
義

真

て
い
q

右

た
め
に
峠
､
萱

い
に
ル韻
川一野
-

つくっていく葦

.(車

間

先
行
並
成
地
F,
5

8年2月

に
牲
b
C可
舵
の
所
が
'判
仕
性
､

住
叶
塊
と
い
っ
た
か
ら
の
姓
い

両
不
井
か
移
転
予
定
書
か
ら
出

て
移
転
か
連
れ
､
年
次
t
NI
に

支
tt
を
き
た
す
お
そ
れ
が
出
て

い
る
｡
安
心
し
て
住
め
る
t
任

阻
止
の
佳
珊
枕
の
姓
仰
､
利
便

性
の
確
保
を
E5g
っ
て
ほ
し
い
.

苔

fE
と
し
て
は
'
什什冴
誓

E
珊
す

る
た
但
し
+
延
Ⅳ執
好
期
芸

か
行
わ

れ
て
い
る
の
で
､
蓮

講
読
地
苛
に
つ

い
て
も
'
そ
れ
u･+s
tの
蕪
伽
空
し
､
対

t9
し
て
い
<
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
.

先
け
漂

地
の
地
合
に
は
'
先
け
し
て

仔
哲
と
い
盛

も
あ
s
t'
多
芸

珊

t･_郡
も
あ
る
か
と
想
わ
れ
る
.

聞

存
正
街
区
に
は
現
在
の
建

築
制
限
を
こ
え
た
も
の
'
蛙
工

の
混
在
も
少
な
-
な
い
｡
住
み

良
い
佐
和
牧
を
つ
く
IO
と
い
っ

て
い
る
市

･
公
E
]Yは
ど
ん
な
事

え
の
も
と
に
存
■
術

区

を
放

け
､
今
後
い
か
な
る
洗
策
を
も

っ
て
こ
れ
に
望
も
う
と
し
て
い

る
の
か
｡

先行他用 宅 地 (牛 久 保)

茶
畔
1
月
上
旬
に
'
+
窟

腐

不
孝
の
胞
抑
62
年
重

電

肌
ス

ケ
ジ
rEI
ル
が
決
･B
rさ
れ
ま
し
た
こ
と

は
'
神
化
ニ
rT
タ
ウ
ン
妻

の

港

に
と
b
t
ま
こ
と
に
書
は
し
い
胤

少
で
'
毛

帽
北
lL.1
-
タ
ウ
ン

B
※

董

富

労
の
ご

尽
刀
の
仙
肋
し′疎
く
節

す
る
盗
叫で

ご
ざ
い
車
丁
.

伯
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
+
満
亀

丘

芸

は
'
壷

の
大
き

と
'

蛮

地
最

C
入
れ
た
内
容
と
に
お
き

≠
し
て
､
こ
れ
か
聖

c
t完
成
し

た
世
に
は
､
好
代
藍

史

的
主
人ハ串
g
i竃

で
は
な
い

か
奮

丁
か
､
そ
れ
だ
け
に
､
こ

の
一
血
叩の
歪

曲
トだ
は
夢

の
■
仰

が
ず
た
わ
っ
て
お
E
L.
夢

rL
ま
し

て
は
､
今
や
租
刀
を
畢

L
t
査

問
の
1
つ
一
つ
を
欠
c
L軍

事
等
り

窒

し
て
い
卓
と
こ
TO
P
ご
ざ

...書
丁
.

の
噛
つ
く
q
J
と
い
之

叫ぶ
桝
逼
り
LP

と
に
詔
北
ニ
rtI
タ
ウ
ン
蓮

蓮

如
-と
い
う
'蕗

な
削
れ
が

つ
く
ら
れ
'也
窟

甥

州
的
仰
及
び

任
著

血
金
一講
の
血
弱
体
肌
の
も
と

に
毒

か
止
め
b
れ
て
お
f
t､笥

た

沢

田
総
裁
あ
い

さ

つ

妻

旨

一

嘉

刈応し､5'北洲

永
和
に
著

し
tJ
Y

岨
菅

従
兄

L
t
亜
H
の
補
充
を

豊

重
り

れ
行
休
軌
の
勧
化
L
一日勇
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
未
丁
.

弔
い
に
し
て
､
噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

妾

に
つ
き
声
レ
て
は
t
T市
民
一
丸

いへんに心沖く魁っているところ

で
ご
声
い
諌
丁
.
地
冗
粕
川
爪
の
竹
城

万
に
は
､
こ
の
署

は
柿
的
に
宛
収

喜

郎
に
､
雷

芳
&
;
封
の
事
皿

思
汝
が
艮
き

れ
求
丁
の

で

今
牧
も

伯
14
の
ご
遍

'ご

協
力
を
叫
皇

す
さ
ン
'
改
め
て
お
励

い
印
し
ト官

等

で
ご
ざ
い
車
丁
.

な
お
､
こ
の
た
び
'
皿
の
行
政
刀
針

に
よ
呈

し
て

開
削
箆

め
柑
H
を

畠

に
'
日
詰
任
萱

胸
兇

変

研
改
札
さ
<
､

新し
い
公
地

と
し
轟

ず
る

こ
義

足
克

て

力
量

丁
.
爪
任
の
と
′
ろ
'
新
し
い

公
比
嘉

は

Tは
喝
･
瓜
州
毎

公

乱
し
左

る
蒜

で
ご
ざ
い
兼
丁
か
､

賓

博
J移
行
さ
れ
ま
し
た
の
も
に
お

葦

し
て
も
､
祝
作
の
曲
北
Ⅷ
殉
肋
が

旺
純
量

h
義

蓋

し
､
れ

行
す
る
こ
と
左

っ
て
お
豊

す
.
公

署

鞄
打
て
寡

収
に
カ
カ

砕
丁
所
得
で
あ
り
羊

の
下
t
L◆
ク
し

く
虫
戯
い
し
た
い
妻

す
.

筈

護

工
C
を
艦
め
て
い
く
上
に
於

て
む
は
質

非
揃
に
■
し
い
脚
確
も

あ
る
.
し
か
し
出
来
上
っ
～L協
約
に
は

,_
此
和
良
に
し
て
も
下
水
沼

q
路
の

転
州
､
そ
の
他
剃
牧
瀬
収
の
蚕

が

山
光
る
の
で
､
畦
収
用
の
護

れ

る
と
世
っヽ

榊

用
途
地
域
の
区
分
を
旺
け

て
も
､
あ
い
ま
い
で
は
食
味
か

な
く
な
る
.
市
は
SF
格
な
柑
斗

の
下
に
弟
気
を
も
っ
て
あ
た
ら

れ
､
用
途
稚
竣
指
定
の
本
来
の

β
的
速
成
と
姓
持
と
を
血
っ
て

ほ
し
い
.

首

就
任
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
墨

か

那
-
霞

横
川
i
J収
で
あ
わ
'
こ
一

色
6
胡
f;の
り
店
に
望

え
し
て
い

こ
う
と
丁
る
も
の
萎

.
モ
君

達

の
曲
技
晶

ぐ
こ
と
'
土
朋
利

川か蓋

に
a
っ
た
き

丁
る

晶

一､あ
る
.

ニ
r]-
タ
ウ
ン
内
に
t,け
る
坤
エ
月

山
城
と
そ
の
脱
帽
す
る
他
鎖
に
つ
い
て

は
､
杓
州
に
近
い
q
培

い
に
仙仙
川
を

此
け
る
蔓

壷

が
あ
る
.
全

店
で
は
な
い
が
一世
で
の
よ
っな
対
邦

も
ク
入
ら
れ
て
い
る
.

諾

化

の朗では仇
鳩
山
m
m
に

於
て
い
ろ
い
ろ
仙

粗か
算
し
て
い
る
.

規
q

妙
花
の
竹
さ
ん
カ
か
】プ
入ら
れ

て
い
る
rま
も
づ
く
少
協
嬉
し
は
こ
れ

を
眺
壮
丁
嘉

の
1つ
の
刀
蜂
と
考

え
′P
れ
る
.
今
喝
嘉

さ
れ
'突

姫
に
移
さ

れるこ
と
が
必
好
と
瞥
ノ.

㈹

地

下
鉄

建

設

関

連

に

つ
い
て

聞

換
地
軒
青
の
中
で
は
､
い

く
つ
か
の
駅
前
セ
ン
タ
ー
等
が

予
定
さ
れ
て
い
TO
O
も
L
t
市

営
･･
･
-
号
披
､
柿
曾
8
サ
*

が
E
通
し
な
け
れ
ば
､
私
と
も

協
力
地
壮
者
の
土
地
利
用
軒
書

に
も
大
き
な
狂
い
が
生
す
る
の

で
､
明
確
な
E
)等
を
頂
き
た
い
.

右

肘
何
畠

に
つ
い
て
は
へ
現
任

桝
折
-
析
鯛
桐
仰
の
仝
上
げ
署
工
事
兆

任
し
'
管

H
m
点
き

祝
せ

工
畳

め
て
い
を
'
引
拙
い
嘉

納

S;か
曽
t
ュ
-

タウ
ン
孟

隻

脚
鎖
で
の
漣

的
11
㌔
か
田
中
で
あ
る

工事
が
逝

む
地
下
鉄
3
号

紘
(神
斉
川
区
片
暮
町
付

近
)

翠

.
t
望

め
て
い
一句

が

呼
止
中
に
こ
の
琶

そ
の

害

M班
蛋

U
に
.
工

茅

H
m

の
相
中
親
が
あ
る
の

で
､
こ
れ
ら
豊

中
に
は
発
T

L
.
萱

択
土
工
し
た

い
着

て
い
る
.
H
詔

色

て

は
'
禁

の
等

｢･､舌
咋
か

かるも

の
と
浬

毒

62
年
窺

戊
坤
に
は

当
卜
葦

北
め

て
い
る
.

竹
富

に
つ
い
tJ
Y

泊
d
rの

要

一か
轟

と
P
臨
法
を

慧

て
い
島

野
で
'
別
真

相
が
煎

実
作
燕
を
北
め
て
い
る
歪

曲
か
唱
の

中
で
明
b
d､F
トし
て
い
き
た
い
.

郡
…

に

ついて
は
'
業

部

の
折
樹
で
t
E等
変
界
の
]]tEZせ~
b
西

の
方
'
高
島
平
ま
で
望

し
て
い
る
が

帝
の
万
班
に
つ
い
て
は
､
ま
だ
某
社
変

と
い
う
こ
と
に
t･+
つ
て
い
る
.
LJ
の
姓

血
に
つ
い
て
は
'
太
市
独
白
で
決
定
出

光
る
も
の
で
は
稚
く
'
攻
京
都
あ
る
い

tL=
S
絹
と
の
状
況
LJ
量

t･tか
ら

づ
え
で
い
き
た
い
.

㈲

市
営
1
号
様
は
lN
年
度
七

成
に
合
わ
せ
､
あ
ざ
み
好
ま
で

は
は
で
き
る
の
か
｡

市
営
-
号
■
､
林
官
-
号
*

に
つ
い
て
は
､
前
描
会
の
E
]首

よ
り
7'
ん
で
い
i
t
い
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
.

も
し
､
地
下
鉄
が
は
い
ら
な

か
っ
た
e
F合
は
､
土
地
辞
価
の

見
正
し
は
行
わ
れ
る
の
か
.

笛

あ
ま

軒
先
で
の
エ
琶

て
い

さ
た
い
と
い
う
こ
JJP
r
必
禁
.T4克

也
鮭
を
と
る
布
の
の
り
甲
肇

崖

真

て
い
る
.
今
案

か
ら
す
れ

ば
'
62
叢

収
に
は
費

W
に
食
う

と
モ
え
って
い
る
.

畠

に
つ
い
て
は
'
当
Ⅶ

Uの
折

田

の再岬が蔓

任
と

で
遠

の
蛮

ヽ
益

乾

し
て

皇ておか'墨
についてつ

め
て

い
る
.
今
t
v
力
持
ち
が
い
た

い
.6

り
鞍
に
つ
い
て
峠
､
賀

､
川
鵬

の
方
で

み
る
琵

仏
化
さ
れ
ぺ
け

九
は
今
の
は
形
で
は
対
義

TL
卜稚
け

ら
れ
q
u泣
叫で
畝
盲
.

(t
)

塾
卜
銭
が
人
ら
L･+い
と
小
一ノ事
廿
が

ES共
に
お
こ
っ
た
琵

竃

呈

壷

は
要

Jか
と
世
e

れ
q

(公
EEl)



｢ ｢

糊

都

市

計

画

芯

路

の
地

役

に

つ
い
て

問

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
什
EL
さ

れ
て
い
る
-
本
の
粁
EE
満
指
か

租
互
に
均

l
的
に
完
成
し
な
け

れ
ば
'
朽
戒
と
い
う
効
果
は
極

め
て
望
み
ヰ
い
も
の
で
あ
る
｡

そ
れ
ぞ
れ
の
正
路
毎
に
年
次
的

計
声
に
つ
い
て
回
答
を
お
k
い

し
た
い
｡

笛

伯
北
こ
r]
-
タ
ウ
ン
申
芦
に
盟

す
る
箭

阿
迎
貰

讃

二
光

石
川
K
官

省
こ
布
石
m川
V
e
村
内

･
斬
喝

◎
六
作
･
蝶
凹
田
巧

①
此
所

上
質

雪

山

北
山

E
W

電

鉄
P
･
北
山
臼
r
晋

ナ

･
中
山
･
詐
ケ
特
*
曾

漆
芸

る
.

折
袋

･
)一岩
m川
舟
に
つ
い
蒔

国
正
ウ1
且

リ投
か
ら
ニ
r4-
タ
ウ
ン

卯
ま
壷

7
8
0
㍍
を
3
,年
厚
生
R

成
し
'
規
空

事
用
五
指
と
し
て
使

わ

れ
て
い
る
.
ま
た
､
深
川
の
淋
出
川
拾

町
Efl投
(匹
]東
南
の
湖
北
1
･
C

付
紙
)
か
ら
ニ
ュ
ー
ク
ク
ン
押
し
向
か

っ
て
約
6
0
0
㍍
が
加
護

成
し

て
お

り
､蔓

書

等

工
一
基

め
て
い
る
.
川
崎
･
町
田
涼

義
光
仙
た
向
い
小
机
盆

に

つ
い
て
は
､
ま

的
{′石
∩8
㍍
あ

d

こ
の
間
の
川
池
且
収
は
は
ば
笥

亮

丁
し
て
い
る
+
&
匂
十
中
か
ら
小

机
へ

捗
りている娘古
詩

塁

か
島

涙

に
向
っ
て
の
旅

は
仙
山

川
に
触
る
SF姫
A
J撃

て
お

か
'
そ
れ
以
於
]
つ
い
て
は
北
軍

邪
に
か
か
る
芸

｢
57
1ド
虎
兼
に
は
､

新
川
粥
謎

の
Ⅳ
閉
環
州
柏
賢

慮
い

て

逝
拘
3
側
線
の
曲
分
は
仙
遵
丁
る

蔓

で
あ
る
.

EE高

二
冗
石
川
奴
に
つ
い
て
は
､
Eg

カ
2
4
6
号
井

から
ニ
ュ
ー

タウ
ン
界

ま
で
の
牛
久
保
地
内
ま
で
約
5
4
0
㍍

は
工
帯
紙
灰
し
て
い
る
.
燕
は
折
'
北

山
田
町
地
区
k
は約
2
2
2
0
墓

が
あ
少
､
税
溝
川
相
沢
畳

め
て
い

ら
.
布
田
町
の
1
5
に

つ
い
て
は
､
5

吐
血
か
ら
一
准
王
墓

王
し
て
お

ウ

ニ
rJ-
ク
ク
ン
藍

子

対口

萱

*毛で憂

米
に
啓
一へる

予

等

工
芸

め
て
い
る
.

昏
内

所
榊
折
井
に
つ
い
て
は
'
舟

山
の
新
漂

【責

川
鞍
か
ら
薪
城
内

に
向
晶

､
約
1
6
0
㍍
の
撃

､

別
年
皮
か
ら
凡
山
川
に
史
け
る
y
砦
工

弟
を
し
て
お
り
､
今
年
峻
中
に
～譲

す

る
蔓

泉
石
.

大
畑
･
群
山
日
没
に
つ
い
て
は
､
今

蔓

B

i

l]
二
一岩
川

舟
か
LP
一=
1

貞クン
控
L

向っtJ#

Q
(｡…
0
㍍
あ
h
由
稚
四
川若

の使

打
孟

め
て
い
て

星

状

し
た
い
.

城
内

上
…

に
つ
い
て
は
'
池

厨

か
b
一E
rtI
タ
巾
シ
響

で
の
間

だ
が
'
現
在
帥
遡
悪

所
の
先
ま
で
1

股
の
血
糊
完

と
し
て
M
H
.hiq

で
畷

掌

い
る
が
'
ガ
ン
;a
ン
ス
タ

ン
ド
付
葦

鞘
従
等

Jし
て
お

p
t
駆
叩
娼
k
は
､

1護

と
い

う

市延

と
なっ
て
い
q

こ
れ
LL榊
戎
い

て

お
m誠
虫
と
し
て
S
i甲
状
か
最
叫

に
入
り
'
川

灼HHkは
57
年
収
か
h
入

っ
てい
き

たいと写
れ
て
い
る
.

中
山
･
北
山
田
税

につ
い
て
は
'
横

沢
･
上
麻
生
線
か
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
界

ま
で
川
和
刑
丙
に
延
長
LLm

㍍
あ
る

が
'
ニ
rlI
タ
ウ
ン
仰
苑
地
比
内
が
6

叩
成
肢
は
と
で
ノス
ケ
ジ
rt且
ル
な
の

で
､
こ

竃

し
て
､碧

か

魯

畠

慧

TII
肘
の
中

で
要

りた
い
.

細
山
･
北
山
柑
4
と
仔
uJP
･北
山

E
Lや
の
荊
I
･
こ
藁

枕
辞

分
に
つ
い
て
'
中
山

北
山
は
g
E達

的
3
0
0
㍍
と
蛭
m
戸
･
北
山
田
蓬

長
約
4
5
0
㍍
が
あ
る
が
､
こ
の
岬
に

つ
い
て
は
､
器

と
護
持
'
机
抗
を

し
な
か
ら
搾
仰
針
脚
を
た
で
た
い
.

払
TT
･中
山

詐
t
&
奴
に
つ
い
て

は
'
托
光
か
ら
相
川
j
i肋
に
農

地

耶
粥
墓

の
収

監

に仰
げ

て
び
耕
Ⅶ
裾
墓

お
D
'
瓜
任

那
琴

海

略
取
で
エ
晋

庖

め
て

い
る
.
Ⅷ
氾
望

のと
こ
董

刑

油
丁
る
の
か
胸
和
飢
咋
嘘
と
い
う
こ
と

で
ま
i
Y
朝
コの
欄
間
姦

す
る
も

の

と
凪
わ
れ
る
.

間

全
然
手
か
つ
け
ら
れ
て
い

な
い
も
の
か
あ
る
か
r
こ
の
様

な
状
況
で
､
は
た
し
て
S;
年
戊

七
成
に
合
わ
せ
て

い
け

る

の

か
.

苔

Ⅷ
油
管

相
殺
免
il晶

畔
鏡

収
に
附
せ
桔
附
す
る
こ
と
は
大
鼓

し

い
こ
と
で
告

.
し
ぢ

那
丁

こ

警

62
冨

康
と
い

うこ
と
P

進
め
晃

て
い
る
岩

と
し
ナ
と
れ

に
食
わ
せ
止
め
て
い
か
打

て
てはな
b

t･6い
.
現
在
'
豊

曲
折
肘
変
哲
化中

で
あ
る
が
'
こ
の
中
に
拠
り
資

'
充

分
労
力
し
て
い
き
た
い
.

川

生
活

帆

迎

施

政

及

び

公

共

･
公

益

施

改

革

に
つ
い
て

糊

37
年
丘
に
は
肝
二
地
区
､

別
斥
丁度
に
は
帯

r
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
暮
含
住
宅
か
建
ち
'
入
居

か
始
ま
る
打
者
と
閃
い
て
い
る

か
'
こ
の
達
成
工
事
等
は
予
定

通
り
進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
.

入
居
に
伴
い
'
公
共

･
公
益
先

晩
か
先
行
的
に
B
tq
さ
れ
る
よ

う
お
f
い
す
N'

｡

ま
た
'
住
民
の
生Ttg
上
必
H
l

な
抜
群
的
サ
ー
ビ
ス
▲
投
'
は

f
浜
市
あ
る
い
は
住
宅
公
E
lか

建
て
る
の
か
､
Fr
書
で
充
分
SJ

T
さ
れ
て
い
る
の
か
E
)等
書
い

た
い
.

書
け
エ
牡
に
つ
い
て
は
､
工

事
か
F
叫
に
遵
ん
で
い
る
か
'

余
れ

鳥
投
や
周
辺
地
区
の
耳
珠

穀
寸
面
で
地
元
対
応
を
先
分
配

止
し
て
頂
き
た
い
｡

苔
等

住
宅
の
藍

は
桁
毎
虎

に
苅
1
宏

岬
と
い
う
こ
と
で
､
公
B

の
七令
点
天
的
霞

に
つ
い
て
止
め
b

れ
て
い
る
.

鳶

職
で
一♯
壷

とな

る
墨

岬
に
は
m川
和
巾

坤塀
が
肌

で

光

年に峠叫川
巾
畔

誹ケ
船

方
側
S
(の
野

砲
克

て

い
る
.

韓

ー
ビ
ス
九
秋
和
に
つ
い
で
は

損
川
の
嬰

的
る
と
い
う
脚
で
､
恥

部
槻
帆
功
の
㈹
で
歴
P
L
で
お
り
'
地

元
の
門
さ
ん
刀
と
も
抑
排
し
て
い
さ
た

い
.E

TJ
.
水
辺
串
宅
地
へ
の
帖

焔
禰
殻

に
つ
い

て
は
'
関
係
横
川
と
協
髭
誉
続

け
'
Ⅷ
に
合
う
Lせ
つ
に
し
て
い
き
た

ド
.慧

聖

に
つ
い
て
は
､
5
!咋

腫
譲

菖

挿
し
湘
年
上
寧

中
で

あ
り
'
¶
E
LL止
め
ら
れ
て
い
る
.
ま

た
魚
-
剰
川
孝

r'周
訓
Tの
頼
塊
転

仰
仙払

萎

て
お

fL､あ
る讐

っ
t
J島

さん万
に
響

て
い
典
た
い
.

間

汁
け
エ
叫
連
投
に
関
連
し

て
､
地
元
か
ら
k
p
tし
た
体
集

件
を
完
全
に
実
施

し
て

ほ
し

答

拘
研
工
冶
碧

強
み
で
の
郷
EEl他

事

b
の
変
班
に
つ
い
て
は
'
す
で
に

E
の
考
え
方
轟

し
て
告

が
'
飢

畠

中
辞
に
つ
い

ては
川
挟
し
て

い
争
し
､
箪

附
指
頂
叩
に
つ
い

て
は

耶
野

熊
番
月
金
の
中
で
耶
め
て
い

q

冠

差

し
て

い
く
.

川

河

川

改

修

'

下

水

道

関

連

に

つ
い
て

間

防
災
ダ
ム
*
圭
に
つ
い
て

は
､
E
見
川
本
川
の
改
任
が
非

fC
に
関
係
が
深
い
が
'
58
年
足

末
書
定
改
拝
は
と
う
な
の
か
｡

ま
た
､
関
連
す
る
下
水
道
的

休
の
工
事
や
内
水
5
時
の
た
め

の
ボ
ン
7
9
の
建
蛭
辞
の
什
■

は
充
分
並
め
ら
れ
て
い
TO
か
.

特
に
ホ
EEE地
区
に
お
け
る
下
水

正
閏
ZF

ポ

ン
プ
は
閉
止
で
'

用
達
地
域
に
迷
惑
か
か
か
ら
ぬ

よ
う
な
対
応
'
ZI
並
に
つ
い

て

充
分
b
l血
を
賜
わ
り
た
い
.

石

鯛
年
度
末
¶
妊
軟
げ
(9
LL)0
-

/
秒
対
応
)
工
群
は
昨
畔
稚
拙
等

犬

現
裸
沈
泥
や
空
知
適
し
別
在
は
加
地
に

沌
作
が
止
め
や
れ
て
い
る
と
㈹
い
て
い

る
.河

3
1

蓋

咋
漉
!X
.
盟

邦
仲

と
し
て
は
､
旧
抑
榊
畔
地
崖

だ
蛾

等

lF
<
都
祁
珊
管
理
Tハ春

日
諸

肌
に
卯
の

て

い
爵

'茶
M
P

に

r
■

仙
川
軟
げ
仙
北
……就
き
-
義

モ

射
光
の
望

ハ々
S
雲

呑

し
て
き
て
い
る
.

苗

五
m
水
砕

点
の
熊
相
川の
排
水

口
の
工
事
は
今
坪
雌
雄

S
.の
万
L
手

先
し
て
い
る
.U
九
が
出
光
上
れ
ば
'也

見
川
の
兼
持
し
よ
p
膨
ザ
蔓

け
る
1

5
0
0
㍍
の
桝
は
丁
ペ
ヱ
謀
す
る
.

新
羽
ボ
ン
一ノ棚
は
'
52
1だ
座
氏
判読

し
､
相
即
し
て
い
る
か
､
ニ
TT
ク
タ

ン
柿
み
の
下
水
打
払
姐
に
つ
い
で
は
'

49
1β
監

痢

昨
娘
を
下
北
の
薪

羽
打
.盲
排

し
て
智

'
粥
川叩山肌に

t
二
吐

td

T

タ

ウ
ン
･
セ
ン
タ
ー
J
S丑

は
川
内
苛

の
苦

し
て
い
O
.
新

羽
地
区
の
撃

は
'
新
高
時
点
に

挙

る
申
幹
S<で
あ
る
血
走
久
窪
押

捺
の
玩
洲
だ
苦

し
雀
g
iの
毘

叫
を
し
て
い
く
暮

い
る
.

閉

〓
r]
-
タ
ウ
ン
関
連
の
水

搾
23
本
の
内
一
本
だ
け
市
が
強

行
L
t
何
故

L
苛
葺
く
な
る
の

か
､
理
由
を
悦
明
さ
れ
た
い
.

下
水
廿
の
中
之
久
保
幹
*
は

何
を
ど
う
並
'
す
る
の
か
､
<

体
的
に
政
明
し
て
は
し
い
.

告

1
末
誓

し巾
が
寧

ろ
か
に
つ
い
て

は､成
収
和琴
L薪

-口
底

と
の
側
旅
が
あ
り
'
既
欣
門
限

輿
刀
の
蓋

の
旧
派
か
ら
希
の
歩
け

と
L<
つ
i
J+

中
之
久
保
幹
線
に
つ
い
て
は
'
川
向

幹
奴
に
中
之
久
藍

を
つ
き

も
っ

て
い
く
.
現
任
､
斬
首

幹
虫
に
つ
な

や
恥
抑
g
に
つ
い

ナ丘
､

毒

し
て
お
り
､
巾
之
久
保
斡
片
の
一
応
杜

川
向
筈

カ
か
ら
工
事

し
て
お
わ

萱

仰
し
て
い
女
た

ド
.
U
九
が
譲

萱

内
の
別
荘せせを終えた大冊川

附
そ
し
て
い
き
た
い
.

㈹

セ

ン
タ

ー
地

区

の
桝

罪

と
節

1

･
H
地

区

の

つ
な
ぎ

純

分

の
地

域

開

発

に

つ
い

て

開

魅
力
あ
る
Ir
r]
-
タ
ウ
ン

を
つ
く

る
に
は
､
舟
と
な
る
文

化
的
'
捷
藻
的
施
投
の
建
投
が

必
I#
で
あ
る
.
そ
の
た
め
に
は
'

セ
ン
タ
ー
地
区
は
先
行
的
に
開

発
促
並
か
E
ら
れ
る
べ
き
と
思

う
｡こ

れ
に
関
連
し
て
'
井

I
･

こ
地
区
に
は
さ
N
h
た
fE
街
化

F'
妓
区
城
に
は
二
本
の
け
FE
7_

和
と
鉄
7'
か
入
る
よ
う
に
什
FE

TU
h
て
い
る
か
'
こ
の
部
分
の

開
先
に
つ
い
て
<
休
的
に
ど
う

な
の
か
.

答

セ
ン
タ
ー
琵

'
巾
に
商
表

門
の
重

しい
う
こ
と
だ

Uで
な
く
粥

と
し
て
も
指
紋
的
益

警

含
め
た

索

針
相
を
根
附
し
て
いる
.
班

巧

ま
壷

章

に
つ
い

て

加
坊
か虚
め
て
い
重

み
D
t
d
.

皆

付かで
▲是
ら
53
花
の
岬
さ

ん
刀
の
霊

責

め

C･河
川
伯
仲
他
比
の
つ

基
刀
の

部
門
附
労

相あ
る
い
は

地
下秋
川
地

中
に
つ
い
て
は
､
加
蛸
の
皆
tJん
方
の

意
向
も
あ
曳
川
野

収
は
t

Lい
と
い

ぅ
こ
と
で
.
面
的

藷
そ
丁
る
中
で
そ

れ
ら
を
較
押
し
て
い
き
た
い
等
嘉

周
を
凍
っ
て
い
る
.

間

セ
ン
タ
ー
地
区
は
状
況
の

変
化
等
も
軸
木
し
､
盲
万
人
以

上
の
ホ
暮
EF
に
ふ
さ
わ
し
い
粥

尭
什
書
妄
こ
不
し
て
ほ
し
い
.

t

J
･
二
地
Eg
E
の
市
郎
化

J

t並区ヰ
は
､

粥
発
状
況
に
よ

っ
て
セ
ン
タ
ー
の
故
地
か
さ
ま

た
け
ら
れ
る
の
で
地
元
と
よ
見

F
丑
さ
れ
'
<
件
的
朋
尭
手
法

を
示
し
て
ほ
し
い
.

笛

将
来
的
だ
名
藁

誠
故
の
位
此

あ
る
い
は
警

世
も
等
九
'
き
た
､

屈

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
義

I甘
ハす
る

こ
し壷

と
学
へて
い
る

.

荊
1
こ
一農

の
塾

に
つ
い
て

は
､El野
菜
と¢
血
が
久
恵

と

a.tっ
て
い
弟

'
こ
れ
か
患

め
て

磁
叫
集

成
の
対
応
に
つ
い
て
葵

封

書

的
■
叫
毒

め
て
い

弁
た
い
.

川

市

民

参

加

の
理
念

に

つ
い
て

的

市
長
に
市
民
a
加
の
埋
◆
)

に
つ
い
て
伺
い
た
い
.

H
]
重

づ
く
り
を
T
る
に
は
'
土
舶

署

ノう
善
く
皮
っ
て
い
く
か
､
そ
れ

か
ら
､
そ
こ
に
箕

ま
た
'
頼
光
誓

わ
れ
る
方
t
の
ご
弊
誓

ノ
い
う
城

に
蛙
究
し
て

い
く
か
'
モ
甲
さ
っな
こ

左
上
な
か
ら
行
竪
ヨ
均
か
1輔

に
な

っ
て
窪

b

血
と
払
っ
て

い
る
.壷

抹て

こ
の泊
北
ニ
rt

I
タ
ウン
等

巾
長

町
か
b
盾

え

に
も
こ
▲ノし
て
震

い
て

い
る
.
今

快巧
岬

RFんと
一
州
に
S

邦
に
向
っ
て
い
ろ
い

ろ歌
曲
し
な
が

tD
.
良
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
.

㈹

住

窮

境

の

整
備
基

準

に

つ
い
て

問

推
戴
に
公
EE
[と
し
て
の
仕

町
境
の
亜
S
の
古
事
に
つ
い
て

所
見
を
伺
い
た
い
.

苔

ニ
r]-
タ
ウ
ン
の
量

つ
く
少
に

あ
た
り
､
1
つ
は
操
詞
一十ゐ
も
の
AJ鋭

く
す
る
こ
く

も
六
ノ
一
つ
は
旗

留
何

歩
の
府

を
丁
る
こ
と
､
従
っ
て
そ
こ

に
は
仕
丁
手
人
蛋

瓜
な
響

つ
く

っ
て
い
き
た
い
.
弛
北
ニ
r]I
タ
ウ
ン

の
簾

均
に
つ
い
轟

心
実

力
を

し
て
い
き
た
い
.

㈹

火

葬

場

の
計

画

に

つ

い
て

間

火
事
叫
の
什
H[
は
売
女
YLJ

れ
て
い
な
い
が
30
万
人
♯
市
か

出
来
よ
う
と
し
て
い
る
と
さ
に

い
っ
た
い
ど
う
す
る
の
か
.

苔

火
滋

の
件
に
つ
い
て
は
小
-
45

a

)つ
た
と
凡甘
ノ
か

'

芸

用
筆

辞

し
品

け
な
い
か
畠

の
対
群

博
し
6
っ
庄

t
が
費

が
､
一
*
の

兼
'
<

体的な
軒
博
し
声
P
tA
か
っ

L
P
F別
荘
､
用
曹

司
伽
で
蔓

b

は
'
あ
れ
か
た
い
と
…曾
ノか

.

㈹

速

反

建

築

に

つ
い

て

聞

t
近
'
市
街
化
E
r立
区
姓

の
中
に
t
l反
建
tK
か
且
立

っ
て

さ
て
い
る
が
'
市
は
ど
う
対

応

す
る
の
か
.
正
五
着
が
は
か
を

み
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
.

等

Il
1
-
タ
ク
ン
望

旺
門
に
も

要

地
冗
〇
万
g

揃
奮

､
M
と
し
て
は
む
皆
.
改
号

血
令
警
血
rしている
.
そ
の
筈

空

輸
等

必

好
垂

肌
じ
て
い
少
た
い
.

川

瀬

開

放

且

の
協

議

参

加

に

つ
い
て

間

稚
適
協
の
会
長
に
た
ず
ね

る
が
'
予
書
面
で
の
朋
床
等
∫

間
の
先
生
方
に
も
稚
EP
的
に
S
L

札
の
叫
に
入
っ
て
事
兼
を
進
め

る
こ
と
が
t
A
の
方
法

と
思

ラ
.
今
秋
そ
の
よ
う
な
*
え
は

あ
る
か
.

苔

当
州
地
表

∈

て
朝
川樹
姦

よ
そ
凶
作
L
t
そ
の

畔上
い
ろ
い
ろ
ご

軍

モ
九
に
対
す
怠

比

等
押
肝ず
る
早
発
は
叔
け

ら
九
て
い

ら
.

㈹

地

元

会

社

の
育

成

に

つ
い
て

閉

地
元
地
稚
者
の
生
活
対
策

を
目
的
に
二
つ
の
地
元
企
暮
が

役
立
さ
れ
'
現
在
､
大
*
の
地

元
の
人
達
が
せ
い
て
い
る
.
今

杜
､
事
暮
の
並
と
講
牡
で
は
失

暮
6
-0
着
､
伝
暮
す
る
書
等
多

く
出
て
く
る
こ

とに
書
み
､
長

期
に
わ
た
り
地
元
の
人
達
か
安

心
し
て
仕
事
が
で
き
う
N'
対
応

を
関
っ
て
ほ
し
い
.

苔

細
か

い
こ
と
に
つ
い
で
は
t
L今
ヽ

育
じ
て
い
な
い
が
'
お
尻
縛
は

粟
わ

か
り
ま
す
の
で
'
よ
く

閃
碧

と
打
会

わ
せ
し
た
い
.

+
戦
局
だ
よ
?

撃

て

お
め
で
主
｢ノ貰

い
手
T

今
嘗

1
足
の
掩
畑
の
充
n
L

弟

刀

し
て
い
草

丁
の
で
1
さ
ク
し
く

ご轟

い
手

.

t+お
'
今
年
も
肌
着
貿

き

ん
の

愚
見
文
挟
の
地
と
し
て
rみ
んな
の
ひ

る
は
J
を
相
戦
し
ま
す
の
で

'

ご
意

見
t
e
等

しん
ど
ん
'
お
古
せ
下

さ
い
.

<
連
晶

Y

〒2
2
3

欝

富

山野

生

ハC
W

都

t】屈
n
州消
化
ニ

rT

タ
ウ
ン
≠
椛
貢

へ
〓

ユ

ー
rrt
J

頂はjQ

tYl音
場
閥
憎

一憎
ほ
畑ほ
ほ
ほ
ほ
.TT
nlL1..
.
"
日

.;

.i
i
i

･i
k

･

.tL
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造

成

工

事

の

進

捗

状

況

'

用

途

仰

地

域

･

地

区

指

定

変

更

の
調

整

仙

経
過
報
告
さ
れ
る

2
月
3
U
､
昨
年
日
月
の
槌《
g

J

は
じ
め
て
の
山
川
‰
戚
余
が
㈹
催
さ
れ

i
.上
J.

《
版
で
は
､
公
団
か
ら
逝
成
工
郡
の

並

捗

状
況
に
つ
い
て
脱
朗
が
あ

り
ま
し

た
｡
そ
れ
に
よ
る
島

細
56
年
1
月
訪

日
現
在
､
1
次
沸
雇
の
菱
ナ
面
績
(累

計
)
は
約
6
2
LL品

､
革
で
約
47
%
と

t･1
つ
tJ
お
st､
現
任
で
の
tFi

年度末ま

で
の
蓋

し
は
曲
順
(

推計)で
約730血
'琳嘉
55%とな
っ
て

い
ま
す
.
(仙
ぽ
別
の
皿
抄
状
準

は

別
戊
参
照
)

また､
川
述
地
域
･
竃

疋
変
型

の
件
に
つ
い
て
は
前
回
の
白
岡
協
議
会

(
55
年
9
月
10
日
開
催
)
に
お
い
て
四

地
区
止
別
負
長
魚
最
に
そ
の
別
姓
を
重

ね
ら
れ
て
い

き
し

た
が
'
こ
れ
に
つ
い

て
稚
祁
協
会
兵
か
ら

｢
四
地
区
七
訓
点

技
へ
止
に
お
き
ざ
し
て
'
用
途
地
域
婚

2月 3日､合同協Z8会

薙
準

に
つ
い
て
の
各
地
区
の
語

か

胡
昏
さ
れ
'
こ
れ
に
対
し
て
和
･
公
15

の
孝
九
万
を
ご
悦
朋
放
し
長

谷

他
富

川
途
地
域
･
他
篭

集
件

が
帖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
申
茶
化
年
度
横

成
に
摂
鮮
LJ
地
嘗

占
中
旬
と
い
う
詑

把
を
深
掌

し
た
が
'
な
お
､
間
切
が

あ

りま
すので
'
本
日
の
ゐ
商
協
一
C
i

の

牧'早い仰
収
に
改
め
て
'
四
地
区

陀
別
金
悪

芯
を
朋
き
t
m
搾
レ
嘉

胤
決
定
を
別
る
と
い
う
こ
と
が
Ⅷ
隠
さ

れ
ま
し
た
｣
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し

た
.こ

の
ほ
か
金
芯
で
は
､
e
薪
合
同
協

芯
金
香
山
の
紹
介
へ
②
市
の
人
中
舛
勅

紹
介
へ
③
符
門
真

会
正
副
赤
見
長
の

適
任
括
鎚
の
叫
皆

(4
軸
椎
班
協
だ
よ

り
夜
朋
)
'
①
将
門
寮
月
余
の
今
嘘
の

娩
肘
申
朋
に
つ
い
て
各
港
只
庇
か
ら
の

報
告

(4
血
抑
沸
伽
だ
ト有

志

州)へ⑤

附
か
ら

㊦
榊
州
工

湖
の
顔
軌
胤
m川
瀬

批

(垂

爪
プ
ー
ル
'
老
人
柑
祉
セ
ン
タ

-
.
地
区
セ
ン
タ
I
及
び
細
祉
諏
蝉
)

は
13
5年
度
に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
軒
園
で

あ
る
こ
と
'⑦
い
C
ゆ
る

｢高
遠

分

地
｣

を利
用
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
雅
牧
を

各
ブ
ロ
ッ
ク
で

｢ま
ち
づ
く
り

協
定
案
検
討
会
｣
開
催
さ
れ
る

-
中

川

地

区

-

昨
年
11
月
8
日
の
牛
久
保
血
巾
色
か

わ
き
り
に
'
12
月
17
日
ま
で
中
川
地
区

の
芥
フ
ロ
ッ
ク
で
｢
ま
ち
づ
く
り
協
疋

蕎

町
会
｣
が
中
川
性
比
協
親
余
､
生

帖
対
爪
員

灸
､
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー

な
ど
の
協
力
で
18
回
に
わ
た
り
､
叩
Ⅶ

さ
れ
m

J.

こ
れ
は
'
州
准
協
の
琵

対
刑
務
川

魚
か
品
で
心
に
妓
い
Ⅷ
根
肘
を
正
和
て
き

た

｢ま
も
づ
く
り
協
疋
架
｣
に
つ
い

て
'
各
地
拙
話
の
方
々
に
他
附
し
て
も

ら
い
t
よ
り
良
い
現
塊
の
ま
も
づ

くり

へ
梯
庵
的

な参
加
を
深
め
J+
っ
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
.U
す
.

L̂
お
へ
ま
も
づ
く
り
協
椎
は
'
川
路

的
に
は
'
各
地
柑
歌
が
妖
地
先
で
l
淀

規
供
の
ま
と
ま
の
を
つ
く
り
'
桁
挙

る
と
い
う
こ
と
に
e･1る
わ
け
で
T
か
'

EZ;任
行
わ
れ
て
い
る貸
金
は
将
光
'

節
点
の
樹
液
を
テ
る
朗
色

に

た
た
き
台

と
LJ
tO
増
せ
的
だ
柔
を
つ
く
る
っ
と
し

て
す
す
め
て
い
る
も
の
で
す
｡

こ
れ
と
M
じ
検
肘
食
は
す
で
に
他
の

地
区
で
も
け
e
れ
て
い
幸
丁
.

浦
捕
工
瀬
の
兼
格
稚
軒
ま
で
に
完
成
さ

せ
恵

で
あ
一兎
日
の
軸
守

弟
あ

5
S
En

LJ.

造成工事進捗等状況轟 く昭和56年 1月25日現在)

地区名 施工両横 一 次 造 成
着手両横 奇 手 率 着手両横 着 手 串

荊 1地区 548.2/Ea 154.7hLZ 28.270 193.3/∽ 35.370

第2地区 768,6/La 470.4/∽ 6L270 536_9/∽ 69.8%

市

の

人

事

異

動

-

日

月

柑

日

付-

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
盤
加
部
で
は
'

次
の
と
お
り
部
滋
の
出
物
が
あ
聖
許
し

た
,

下
水
血
糊
q

(爪
印
作
轟

捉
田
尻
州

串

北
ニ
rT

タ
ウ
ン
鼓

妓
申
誹

取
扱
)

河
合

葡

故

都
市
妊
僻
局
港
北
ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

地

政

郡
長

(何
周
崩
御
共

析

盟

u

j

O

田

中

挿

天

Ir_i_5_･くらし-21.@紀_̂｣
TAMAフェア56.4.23-56.5.17

多弁フェ7の中心｢ファインコミュニティ血｣

｢まち･くらLT2t付
記
へ｣

をメインテーマにした77
イ
ン

コミュニティフェアTAMA

W(略称･E･AMAフェア)〟

4月乃日(罪)から5月17日(｡])

までの管Wt多gLlユータク

ソの中心部､小田息･京王㈹戊

の多煙センタI駅糊例の約10加

裳過に朋伸され享.

このフェアは都歩及び都市生

活のti朋胤を約年代に向けてと

のきっに拡搾して行くかを市
民･行蚊･葉
が共に参加し'

井に孝見る地として企幽された
ものです.王他は娼市郡や雌花を謂'

それに邦訳竹刀'e(tSガス､日

本は妻胤L･Sとで榊はする｢フ

ァインコヽ,ヽユティフェアでAM

<甘柵報㈹徴企｣で､然S:けな

との憤佃を受け'筒を超す印幡

や盛の参加が差されていま
す.余地には5つのパピリオノ
(77インコ(,(ユ]Lィ即､7

-

インエネルギー鮒､フ7イソリ

ビ

ング附､フ7インライフ爪､

インドアガーデンが)が祉朋さ
九

､これかb

の衝づくり'都市

計画のあり方

から<らしの緒間

鵬まで抱合

的t･t屡不が行われる

ことになって

い幸丁.
また余地

の炉には'七千人収

野の細外劇場

も椴けちれ､幽花

の細主

要根雪れるは

か'和則仕立

のTスによる多雌

ニュータウ

ン内の恐丁金'熱只

球飛行へロ

ードレース､オリエ

ンテーリン

グな畠されて

います｡偶期中に1

岐ご蛇になっては

いかがで

しょうか.
【開催日

時】
旧Mtf;年

4替(罪)～5月

打ロ(8

)午桐10佃～年機5仰

【y退去内】
抗王扱･小田

査'姦センタ

～駅下9(新

宿から約35-40分)

【聞合せ先】
ファインコ(
,(二ティフェア

でAMA.S

椎超脱蔽余市粥局

(開催前)曾

03-543--

(開催中

)曹0123-75-
41■叫2
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みなYUんの任所はどのように

衣示されていますかりたぷん'

COき
じ町R
裏地になって

いるとはい蒙す.これは住所を

土地の符号である｢仙鵡｣姦

l耶したものです.

ところが'この｢砦
｣は土

州の分水芯人口やLtとによって収

縮や欠布を芳し'刑苦
等レ

ることがあるため､隼叫がわか

りにくくt･1つたりし垂丁｡

確北ニュータウンではこれに

加えて'土地区固摂理安来に伴

う事情も加わる(叢
工串によ

って形状が1変Lt仮兎
の指

定により仙筒川収益ぞする場所が

描助するTこの頒白｢底地他

称｣で色小義
ホ)ため'ます

差
別がCか.aにくいものに

t･1るこ急

され手
.

旺巾がわかstにくくなると'

①瀞
や屯軸が過れたり､②班

間脅かとまとって､むだ
な
脚
間

を
押

した
り､佃煮忠叫や
消
防
岬

な
と
の
蛍

へ
Q
到
着
が
過
れ
る
LJ

とといったことが日稲生
湾
の
中

で過ってくるわけです｡

そこで､任所をわかり
や
す
い

ものにするために土地m飽
粥
理

芯典を度会に｢庄川琴不
㈲
Ig
｣

による吐I=の3'泰に

ついて考え

る必出があり手
.

今山は｢旺川畢不

棚状｣の恥

ら妄
棚沢網田民

成田戊邸の

庄川髭が拍当省に

零し
て
も
ら

いました.

は
じ
め
に

茶市の垂完兵の1つである沼

北こrtIタウンの知枇荊東は郡市

筏
の先非した'壁材附だ痴つく

りの盤前首
相して､冊氏参加に

よって拙め巨mています.

ニュータウン蚤
は2530血

で､この中心とt･1る日誌住宅公EEl の重
囲葦

頓は131

7如､計個人口銭
万人'ニュー

タウン曇
-体晶
万人が定掌

る糾他です.

聖
へ･議
区囲彬緋革非は耕一

辞
Tと琴
一触区とに分かれて池め

られておst.昭和62年樫
L
は
す
べ

ての冠
が鰐川開始
さ
れ
る
こ
と
に

Liつていますー

その胤､昭和57
年
度
末
か
ら
t
i(

規供な卸的供用pp
始
が
は
じ
ま
る
針

囲芋
.

そこで､ニュ
ー
タ
ウ
ン
区
域
に
旺

葦
の
伴
汚
し
肺
稗
t･lか
か
の

わのある
r哩
桝
｣
の
轡
郡
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
.

最

初

は

｢
土

地

の

符

号

｣

庄所とは各人の生活の太孤のことであわへ法人については主たる串折節又は茶店のLS在地が任所と

克てい草t

嘩即畔みな草んが各地の法体行や琵上の和利､荊妨畏捷すると卓､疎い舶塊菅もつものやず｡ですからrとこのだれ｣のrとこ｣がわかりやすいものでなけれ

ばなりません｡

弟在､任店寧ホ制度が英漉済みの地域を除いて'料逼私たちの住所哲媒わす幼Cj.行政佐蛾名の下に宕H柔軸と巾享.LJの町名崇はもともと仔前の寧那賀臼附として搬けちれたものでは巧く'朋治1畔の池井肌群の刑淑

の
際
'
主
と
し
て
徴
税
の
EZl的
で
土
胸

替
柑
足
さ
せ
る
た
め
の
符
号
と
し
て
枇

け
ら
れ
た
も
の
で
す
｡

祝
在
で
蛙
爪血
窒

法
に
そ
の
槻

粗
奮

'
土
地
の
署

長
旺
す
る

た
め
に
股
け
ら
れ
た
士
刑
の
番
号
で

す
.
さ
ら
に
'
明
治
31
年
の
戸
相
法
の

改
正
に
際
し
､
こ
の
土
池
の
琴

替
玉

痛
の
壁
印
し′じ
て
｢苛
a
J
と
い
う
呼

称
で
川
い
ら
れ
た
も
の
が
､
協
に
任
所

と
し
て
1
股
に
旺
わ
れ
る
よ
っ
に
な
っ

た
も
の
で
す
｡

そ
の
怯
約
1
世
紀
の
肺
の
抜
出
に
よ

乾

田
城
の
私
小人ハ'
人
口
の
Jq
加
'
交

油
梢
凶
の
苑
地
な
ど
に
伴
い
'
社
企
生

絹
の
内
容
の
牢
化
は
β
し
く
､
珊
郎
化

に
よ
る
人
口
､
班
盃
叩も
軌
和
し
一声
し

L
T
そ
の
た
め
'
+
冠
契
刀
革
'
e
雅

が
盛
ん
と
な
s
tt
柁
孫
･
失
点
･
刑
徴

が
生
じ
た
う
え
､
宅
地
辺
成
に
伴
い
町

卯
な
U′も
不
明
確
と
な
り
'
別
添
に
よ

る
旺
--=
の
挙
不
は
わ
か
り
に
く
い
も
の

と
な
っ
て
き

し
舟
｢

招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
こ
れ
に
加

え
て
､
土
地
尻
岨
鵬
軸
に
脱
出
す
る
わ

か
り
に
く
さ
か
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

･r･.

土

地

区

画

整

理

と

住

所

士心区岨照削叩薬は山終的には

町州附等州拓を脈離し､換地処分

をりい'流心違塀が終ってii

7し手.換地処分更けえは附州

州否も粁
然

と
さ

れ

る

の
で

､
輔

U
:

と
し

て

清

も

わ

か

り
や
す
く

な

り
ま

∫

.し
か
し
'
退
偶
へ
志

尻
凹
腰
那
研

茶
内
の
士
粕
は
換
地
処
分
の
朋
で
も
仮

故
地
の
指
定
が
あ
れ
ば
使
川
収
誉

行

う
こ
と
が
で
き
'
そ
こ
に
新
し
い
抗
区

墓

場
に
し
て
茎

葉

が
行
わ
れ
る

去
ノに
な
り
手

.

し
た
が
っ
て
､
促
牧
山
か
h最
I=
処

分
ま
で
の
仙
は
'
な
る
べ
く
鵬
洞
肌
で

あ
る
こ
と
が
珊
し
い
の
で
す
が
t
m
苑

爾
瓜
が
広
い
鳩
由
な
芸

か
L･tか
そ
う

も
い
か
な
い
の
が
泣
叫
で
す
.

同
じ
目
茶
庄
賓
が
団
が
施
行
し
て
い

る
梅
南
【亀

･阿
台
柑
区
の
1B
鶴
約
3
0

0
血
の
士
脳
最
凹
耶
理
署

恢
換
山

か
ら
換
地
処
分
ま
で
か
な
り
の
年
月
を

野
し
て
い
享

.

招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
地
雷

換
地

努

ま
P
に
は
長
胴
間
を
雫
丁
る
で
し

ょ
う
し
､
換
地
牛
刀
ま
で
の
側
に
相
当

数
の
人
Jrが
く
ら
し
は
じ
め
る
も
の
と

想
わ
れ
ま
す
.

牧
横
山
の
掴
定
に
よ
り
は
じ
ま
る
生

格
で
は
'
そ
こ
に
住
む
人
々
の
哩
桝
の

琴
郡
は
'
泣
仰
､
い
わ
ゆ
る
｢庶
畑
地

諏
｣
を
も
っ
て
す
る
こ
と
に
a･1
り
ま

す
ご
)の
｢確
仙
川
祐
｣
で
欝

を
戎

示
す
る
舶
凸
､
故
地
の
闇
以
(①
二
は

X
は
二
か
即
に
ま
た
が
る
秋
山
､
⑦
敬

邦
に
ま
た
が
る
挨
-2
､
①
t
印
に
ー
大

き
な
峰
山
丁
数
個
の
換
地

儀
式
凶
日

参佃)によstr恥物か占有する此

瓜が大きい州都'いちばん若い仙

林による代故山変び地物の詣た

る仙人u(おもに晶)の桝任す

る
仙
燕

鞘

を

拙
策

し
て
山
活

川を

相
.:S
lす

る

と
い
う

方
法

が

を

れ
て

い

手

｡

そ

の
た
め
に
住
所
は
わ
か
り
に
く
い
も

の
に
な
っ
て
い
享

｡

そ
こ
で
へ
襖
地
処
分
刷
に
わ
か
り
や

す
く
恒
久
的
t･違
桝
を
秋
定
す
る
た
め

に
は
｢
旺
叫
孝
不
に
鵬
す
る
法
川
｣
を

浦
川
し
て
r
佐
川
寧
耶制
服
｣
の
仙
虚

を
孝
入
る
よ
り
蚕

は
あ
り
ま
せ
ん
｡

㌔

留

稚浜市の住居表示制度の実施状況

56年1月1日現

在在の横浜市の

川人口約278万人､
世帯数約92万6千

世粁

脚市城面汁126･47

平方㌔㍍

住

居

表

示

制

度

の

実
施
に
は

町
区
域

の
合

理
化
が
前
提

鮎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ぽ
顎
此
経
の
う

ち
J
公
娼

け
h
7枚
と
公
過

行
の
耶

l
地
区
LJR
こ
血
圧
に
は
さ
まれ
て
い

る
｢そ
の
他
区
城
｣
及
川
益

M漉
け
地

区
に
桝
揺
す
る
r既
㈹
臣

城

(勝
山

I

そ
こ
て

こ
の
よ
っな
町
隻

の
一浪
逼

り
ま
す
の
P
'
こ
の
廿漁
it
に一

田
畑
巧
)
｣な〃
T7
00
山
余
は
2

比

18
ケ
附
に
ま
た
が
っ
て
お
り
､
庄
川

衣

示
叫
5
'を
山
盛
す
る
に
あ
た
っ
て
は
､

∪れ
ら
の町
慧

附
に
照
仰
す

る
∪と
か
巷
にi･_s
tま
す
｡

一

沸

合菅除いて､地寄付と谷戸のLと･jtJ.節レい正絹琴爪方
lT.
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な
く
､
脚
治
4
畔
の
地
弊
制
庇
の
別
型

に
よ
る
人
口
'
祉
笹

も
急
和
し
主小L

Iきな嘩舶-欺価の換地硬式山川一区に捕梓する｢既榊苑区域(勝_Iるこ
豪

に
t･.豊
す
｡

住
所
が
わ
か
り
に
く
く
て

お
困
り
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

住

居

表

示

制

度

の
概

要

地
番
か
ら
住
居
番

号
へ

｢仕嬉
寧
不

に姻する法5
｣
に
よ

っ
て
班
岬
心

での任は琴不の蚕
が

決
め

Pれています.
市街地で庚を批わす墓

は
､

現在の華等S.で'1
定
の

轟で定められた｢街区恭啓
｣
と

｢住居番号｣を嘩っことにL<つて
I,.ます.同時に町の鳩卯が牧雑に入りく
んだところや'頭株が広すぎたり
狭すぎたりする町についても､l
定の喪によっ三景と官回され
ることになっています.
住居表示の方法

任店

琴郡の万態にはr街区方

式｣と

r滋蜂方式｣の二つの方法
が
あ
り手
.本市では他の多

く

の都市と同様

に'街区方式を採用しています｡

町の名称･区域
及び境界の合理

ヒ循
区
方

式によって住尉琴爪を粥

施

するときには､関係圧出の意思
を十分祥申しLJから､町の名称･
区域等を次のきっに金額化しま
す.̂C新たに町名なつける賓は､
歴史上由描あるものや､わかり
やすく'買疾いものとし'
市域円蓋じて同l町名､斯似
町名はさけ'そして町名に醜字
を用いる地合には､当宿駅芋と
し暮す｡∽町の大きさは'その他攻の人
口･京風の衡馨を考尽して 究め手すが'本田竃で

はおよそ次のとおり芋.
弼紫旭6万6一十中万㍍(約2万
坪)～9万9千平方㍍(約3万

坪)住宅地13万2千平方㍍(約4万
坪)It6万5千平方㍍(約5万
坪)エ水仙33万平方㍍(P.1万坪以
上)この柔で聖丁かしい毒は隣

接地区の状況､将光の遷移を
考慮して定めます.
LJお'招北ニュータウンは公園
･掠他･奨金住宅地二般庄冠

･楢業旭等を即妙附に曜此辞し

て筒つくh呑行ってい手ので
'

これらの点晶尽して決める
こ
と

にLJ掌.
畑現在の町割りは'道路の

新
椴

や訂m川の改現により分裂し
て
'

住民のE]捕竃の英憩と1放し

なかった少､戊界が襟雑に入り
∴[]:
:+..㌫･..･1.JJ,..JJL..!.'∴㌦.シ;ト.-.

｣tr.1]]r
住居番号のつけ

方次
に
こ
の

分はられた粥此菅とり

ま

く道路とのは幽娘をおおむの1
㍍のⅦ冊で区切って'右触りに一
連の諌早をつけます. E]E]E]E]E]E]

'''1ti.''=.!
｣[｢LL そこで'このきっな町蛋堺の

不ぞらいや凹凸なものを改めて
公述や河川や鉄刀などの外塀上
はっ嘉形･他物を町塊
として町警製的なものに
します.叫町名に丁百なつける地金は､
丁目の軟はおおむ和四-五丁目
程度にし蒙す.街区符号のつけ

方(街区方式)
合御所に町側蓋しい町
ぽ頓の中を'さらに逝指や河川･
鉄道な蔓塊にして､いくつかの
街鑑(プロプク)に分けて'1定
の基部により順序よく彪然と1迎
の雅号をつけ享.
この雑考菅｢壁符号｣といい
ます.(供亀川叫杏

投を通りますので､この反固廉に
ついているホ号を取って'その家
のr住は感吟｣とし辛｡(環流
園側虫魚)X等及び佐川否の地点
は脱刷として'ともに巾の中心
(榊泊軸大棚g)に近いところ
から妄す｡MMMrI,

方け抑稚榊甜
㌫
∵
.‥-

8t式四(2)折区符号のつけカ〇〇一Tr111●Ej崇正確00-TE]lltの住僧fqrのつけカ三卜告告‡弓告=rlT声音諾:ヲ…

｣∃
｢

住居表示のしか
た約･区の名称北びに町名･街区

好け･庄川爪卑な倣って'次のよ
うに炊わします.たとえば､
誤両党区憎

｣

は
雷
名

儲蔑稚躍

また間取にSi
示

するときは､
繋ヨ.n耶
1･-し｣
査繋謙遜W一ti謝=田-T町LtJ.良講抑制 団

地

の

特

例

市
･収
EiLt
日
詰

住
宅
公
使
町
の
旺

高

畑
(

中芯牌)のある山
城
の
町

名
･町

側stについては'町の
加

悦

町の鳩榊串は莞的に配eりませ

んが'1､街区割りについては､
3fE]地役軒の柑誓考慮して
夙則として脚舛おおむね4㍍以
上の道路によっで画された区頓
を､一撃差す.
仰
団地の周辺において民有伯が
入hyvんで存在す晶合は'民
有地茎めて瞥著幽すること
が番コ一です｡
仰団地の状況から頚当と詑めわ

れる畠'各跡をそれぞれ1
額且とするこもさしつかえな
いとまれてい章す.
二'馨についてはt
M各讐それぞれ一騎区とする
表示板の設育
て街区些耶坂田は'住居寧誓舶施した蚤
の丸々すい場所(おもに垂の
四すみ)に'琴井のし差町名t
等霞城し森島示警
挙ることになってい享.
二､位架号琴不振
実施区域内の雑物の所有名､ahT
部署呼は'見やすい燭所(おもに
玄鵬)に'琴爪の去ノな旺川席や
琴ホ坂をつける去ノ抽紡づけbれ
てい手.新しい表示を用

いる義務
任地琴E制度が施行された区域
について'任所の車代をするとき
は､伺人も新しい任地軍事細い フェンスに取りつけた

街区来示板の例
るよう窮めなければなりません｡

四及び地方公共冊在の機関は'

住民票.淫甲人名滞その他の公簿

に任所を些不する轟の法令

に特別に定めLP九ている害は別 としで'新しい任虐琴が方法署用

いなければLtらLtいことにL･tつて

い手.なおtLJの旺舶琴不利皮は'あ

くまでも旺那智拭わすためのみに

用いられ丘ものですから､+厄や

安国の栄比'戸柵の太痛心の撃不

(本循兆の挙がは住姐表示Q街区

百号を使って琴がしてもよいこと

になってい漬す)等につい
て
は
'

今までとお姦冊
が
哩
の
れ
ま
す
.

門
柱
に
取
り
つ
け
た
住
居

番
号
表
示
板
の
例

ii
×××
木ニrrタウン肝額が立派室m

筋化として､生まれ変わる蔓

聖の町区域と池雅のきちでは'

肋ね先の庚がよくわからL<い
た

吟撃
とまとって多く

の
む

だな肺間を狩やしたり'救
急
申
､

消防ゆ'パトカIa･tと
の
帯
筋
到
着

が遅れたり'民Ⅷ企
共
の
推
済
活
版

指紋席順の印誹処
刑
に
美

女
な
支

陳が隼じるLJと
い
ろ
い
条

倣
､
不

整がきじま
す
.

新しいふ
る
さ
と
の
肘
生
に
嘉

しい､わか
り
や
す
く
､
住
み
よ
い
敦

示のため
撃
人ハLJ
ご
理
解
と
ご
‰
刀
を

お願いい
た
し
ま
す
｡市民

局
市
民
部
港
北
二
rT
タ
ウ

ン住
居
fiL不
現
当TE

L
(6
7
1
)
2
3
1
0
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第

l
地

区

転

A
邦
57
凶
'
10
月
18
日
㈹
他
V

lt小罪月余
の

招きについ
て

耶工及び地区外小森瓜《の瀧

S税の報告か行われた.
二､侶&地相正について
76蜘膿血において軸物の血祭が

差された東山田及び中川工が丙

聖ハ園地について'毛指定
(弟五回)の附問が行われ､駅東

に淋滋がない旨の答申が行われ

た｡三'先行浩成地に換地される和利

着へ送付するgtについて 先

行出城他に故地される純利iP

に

､先け意地の一畠を良く即解

してもらい､折プ＼品従(尖)

及g線の茂工郡に協力しても

ら壷
付するⅩ-Tの他山か

けわオ'武郎をl湖は付すること

で小米とお里丁畑されL
P

四､その他埴娼工岬の62平壌収

スケジュ

ールに対応して､lび小柳移虹と

なったことに伴い､32各の拙刺占

から供池砧出し公刊がだされた｡

このため'これら換地碓止の収り l'小誘<会のSF管について

耶工及志
朗申小秀舛余の水

脈状況の棚告か行われLJ.

二'仮換地指Hについて
先行蓬
へ漠化される権利葛

に送付する文辞が了凍され､これ

らを含めた奴倹地相鑑に作う手続

き｢日m梢汀の戊朋が行われLP

E[第
二地区別

条55川'12

HmU糊付Ii∀

L､偵換地

指定について
卯七回恢他粕相従として人絹即
の17幽他について耶Ⅷかなされ似
集に舛混ない胃答申が行われた'
ニ'偵洪地指定の_加担明につい
て次也仮定楕定が這されてい
る荏相即､川刺町について概弊規
明かなされLP三､先行頚成地の侶洪地指定につ
いて無法成他の脱塩相延にあた
り､関網棚刺戟へ帝する又廿に
ついての悦的が行寒

扱いについて'小春日穴を此mL1

Jて牧山することとちた･
J事業対
策委且会

竜 北 ニ ュー タ ウ ン

川和先行達成工事

昭
和
EFi坪
1
H
ま
で
に
エ申愛

すし

た
上
区
は
灰

の
エ
鑑
で
す
.

《
第

t
地

区

》

○
北
山
日
H
区
(1
･3
jO

(朋
榊
)
確
北
区
北
山
田
町

(施
工
内
容
)
1
次
准
欣
工
邸

(工
期
)
56
年
9
月
ま
で

(施
工
非
番
)
的
田
難
敵
蜘

《
第

二

地

区

》

◎

佐
江
戸
H
区
(2t
･2
B
)

(淑
桝
)
禄

昏
戸
町

(麺
卜
丙
啓
)
]
択
蔑

工
耶

(エ
抑
)
57
年
6
月
.委
し

(孝･索砦村本･州黙祉仙肌弗同塵帖
次のH尾
は旧和56甲1月までに

工茄か叩蔓
《第
二地区》

⑬荏田3工
区L次造成H■(7･2如)

0新書田工区一次頚成工B(135山)

◎川和2の2工区一次漂H'(l･1山)

e川和先行溝成H事その1(o･8血) A那1回､11月訪日㈹他Y
lr正則n(妻の潜出について
発H拷仙人久鎌久夫氏(中川他
は)'訓破瓜控ル召出帖雌氏(新
田他6'竹河口代准氏(瓜山地
氏)､旭江城治氏(山内地は)を
それぞれ連出し弁て
こ'今後の諮■功について
当_'次の耶誓枚糾していく
ことになった｡H工印加行工裾の門i.
口柁年W篠はスケ

ジュール州

迎仙北日憾迎桝略苧岨について

ニー.用逸豊は正のE
dBtについて

空∽以から川兎頓
指定の拓人

についての捉過怠の荘川蓋ナ統

スケジュールについて
脱Mがあっ

(1四､その他次のことか稚題された
).

H細泰対偶香日金へ
従
来
過
り

四地区比例余戊の参闇
を弊
珊

する.fI屯任地焦!皿諾封金を1

2
H

中に朋仰する. 生

活

対

策

委

<

会

.

A
r5
1
的
'
12
月
6
∪
㈹
他
V

L
､
正

副茶兵長の玉
出
に
つ
い
て

赤
良長に細目･鞍司氏(

山
内

地

区)､β
-1責鎧に金子三千朋氏(中

川粕区

)､蔀正治氏(新田地堅､e･]

川

金次氏(佃魁は)をそれぞれ
退化LjiJ'二､4枚の持■唄について
当伽､次のが警加即していく

こ

とになったrrt般珪肺伯はまちづく少脱
塩東根町衆の確証について
口｢相別.d川畑｣まもTVり
‰旭光についての今牧の止め
ガC税金E濁の他助穴のW施
叫クウンセ/タI土地刺日の
和E3■井対策委且全

麻

那-川'_2日16umWV

lr

正副軍■よの一出について
索

H樟ル雌花間作氏(新規
jr).

川香山位に重代懸氏(中

川他

gt=囚晩監(抑田地誓､

L

火邦1山氏(川内他は)をそれぞ
jL州mLた.ニ'今後の横肘事唄について
当山､次の桝蛸を頼附していく

こ

とになつiPH5(ハ僻犯の耶耕利川につい
て
口

一枚竜の雌的刺川につい

rし日

放他校の偵澄..tについて

三､

その他
次

のことが権能された.
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-計固
弧W
伴落
再迅対熊､
ニ
ュ
これは､鞄北
ニ
ュータウン地域
的
噂
北
ニュータウン閑迎
街路粒

嘩北ニュータウン迅監迎蔓-タウンニュース作成へニr
T
タ

の合計柄は'百11千八倍E]千二百ワン雄堅鉄腕岨製作､センタI

llH･三万円(前年度に較ぺ約引%地【亀巡閲党別W郷土陪胴さん

咽)で､その内訳は次のとおりで串並｢交通誠取塔耶鮒囲調否'指

す｡

北ニュータウン市罪経巻絡協話

r挺北ニュータウン開発別巧敷金過せ尋の黙用です｡

六千二百八十四万余
円

田
湖北
ニ
ュータウン住居挙
亦監

これは
'申欝
画湘
軍
センLh
仰野菜
焚
二百
五十九万余円

四

港

北

ニ
ュ
ー
タ

ウ

ン

建

設
関

連

予
算

(概

要
)

の住
居孝
Bに
つい
て
へ調
香する
賓

F
T.)す
.

臼
現
場革苑
局北
部工
場放
散
紫

七
十三
位
二千
△
白二十
二万
円

これは
tT東
署
の箪
用と
'余

熱
利
用施
浪放
散
のため
の嬰
葺
用

です｡軸噂北ニュータウン地域腰衣振

興於1億1千六百五十二万余円

これは､鞄北ニュータウン地攻

の横苑
専用船区政定に伴う上地
養

偲挺仰萎

び腰英鮭
】罰
世相碍

帯筋
の紫用です｡

仰井
四十
五
埋

ハ千
五
百
九
十
万
円

これ
は
'新横
浜
元
石
川
題
ほ
か
三

路
線
の
宅僻
と壌
り
ょ
う
梁
準
え
の
弊

用で
す
｡

郎
党
ニュ
ー
タ
ウ
ン
閑
迎
下
水
道

拓
仰歎
十六
億
五
千
五
m
]万
円

これ
は
､元
石
川
新
羽
幹
投
等
弛
靴

の封用です
｡肘油北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
財
調
で

紫1低
一千
二
十
E
]万
余
円

これは､埋
蔵
Ⅴ
花
財
苑
地
関
空
及

び北斎
軽部
の
た
め
の
井
用
で
す
｡

切妻屋根のユニークな校舎 (茅ヶ崎中)

1
月
3
tZ].
す
で
に
｢奪
ル
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
｣
札
52
(昭
和
55
年
7
月
菟

行
)
で
紹
介
し
き
し
た
'
中
川
中
学
茅

ヶ
崎
方
面
校
が
正
式
に
而
立
茅
ケ
輪
中

学
校
(牧
野
重
罪
横
長
)
と
し
て
開
校

し
ま
し
た
8

同
校
は
中
川
中
学
校
の
菱
念
伯
に

対
処
す
る
た
め
'
噂
北
ニ
ュー
タ
ウ
ン

用
竜

域
･
地

区
指
定
狩
野
集
に
つ

い
て
は
'
昨
年
来

'
椎
北
開
合
同
協
筋

金
や
串
兆
対
熊
怒
良
会
で
静
温
さ
九
㌧

そ
の後
'変更
案
の取扱
い
に
つ
い
て

の鯛
姓は
四地
区
正副
会
長余
儀
に
賓

ねら
れ
て
いまし
た
が
'2
月訪
日
に

開催
さ
れま
した
四地
区
正副
会長会

談
にお
いて大
筋
の合意
が
成
立し
ま

し
た
.

な
お
､
こ
の
正
副
会
長
会
芯
で
'
存

偉
地
区
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
聞
感
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
､
横
浜
市
は
今
後
の

法
定
手
簡
の
作
架
を
准
め
る
中
で
､
こ

れ
ら
の
解
釈
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
に

な
shま
し
た
｡

用

途

地

域

･
地

区

指

定

変

更

案

四

地

区

正
副

会

長

会
議

で

大

筋

の
合
意

公
団
施
行
地

区

内
に
'
川
和
中
学
校

(
昨
年
9
月
朗

粋
)
に
庶
き
'
先
取
り

開
校
さ
れ
た
も

の
で
す
｡

現
在
､
学
校
の
周
囲
は
漂

工
市
中

の
と
こ
ろ
も
あ
り
､
か
な
ら
首

十

分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
､
将
来
は
'
校

地
の
南
側
に
名

神
'
北
剛
に
は
縫
合

グ
ラ
ン
ド
等
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
'
虎
に
宙
み
'
閑
静
で
日
梢

に
も
警

れ
た
良
好
な
教
符
現
場
に
な

り
.手
T
..

な
お
､
学
校
に
つ
い
て
の
重
野
は
訳

の
通
り
で
す
｡

所
在
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横
浜
市
鞄
仙
区
茅
ケ
瞭
町
1
3
0
6

生
徒
数

･
学
級
数

(EP
和
雄
年
4
月
3
日
現
在
)

6
1
9
名
･
16
学
級

挙
区
域
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田
町
､
誹
ケ
崎
町
会
窺

薪
苫
田
町
5
8
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9
-
5
9
3
7

5
9
6
4
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∩}0
∩
)

6
1
2
6
′～
6
1
5
4

新
羽
町

1
5
2
9
-
4
5
8
2

4
6
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【U
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4
8
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学
校
施
設

宅

面
積

1
9
6
9
0
平
方
㍍

校
舎

鉄
筋
3
監

(
1
部
2
倍
)

排 ■星一 担』

チ ロリアン ･フォークミュージ ック

(出演着/ ドゥ･シュブルガー) 5月

ニチ イライフの創造のために｣のサブテーマの カレッジフ三一

風 示 十内 容

● 71インコミュニティ鹿

本 フェアのテーマ館とも膏える ｢新 しいコ

もとに快適な暮 らしの基礎 となる都市づ く州 ゝ クイズ大学 日本一 三男 ;冒謂 ;

妄言 這 表 ;三三三芸賃芸姦悪雷管票差蒜 冨毒章等軍 曇嘉子蓋£孟晶,3ン鵠 ｡,火,

が紹介 され ます｡ 5月 5EE(火)

舶 都 の ｢-イタウン鵬 .Jの展示 も見もので 諾 芸 号言三言三美芸ル 5月 3｡(｡,_5｡炊 )

LFnlO OO～午 鮎 ;00 io, ,イ ンエネルギ_鎗 貫 き票 ㌍ 讐 ンコ沖 _ ト …封 oo呂‡呂主

会 場 小 田急 ･京王多摩 セ ンタ-駅 前特柁 80年代の都市生活を支えるコネルギー間榎につ フェアウェルTAMA･81 5月17日(日)

地区 いて､その資源 ･生産 ･供給 ･利用など､子供 その他 期間中を油しての催 し物

入 場 料 大人 (中学生以上)300 円 か ら大人 までが楽 しみながら理解できる tエネ ･熱気球フライ ト (土 ･日 ･祝)

T A M A フ ェ ア

ま ち ･ す ま い ･ < ら し ･

ふ れ あ い を 探 る 博 覧 会

この フェアで臥 77イ ンコミュニテ ィ館 ､

フ ァイ ンエネルギー臥 フ ァイ ンリビング軌

フ ァイ ンライ フ館の四つの展示 館 を中心 に多彩

な催 しが企画 され ています｡

会 期 4月23日(木)- 5月 17日(日)

小 人 (小学生 ) 150円 ル ギー博物 館.です｡

問合せ先 71イ ンコ ミニテ ィフェアTAM A ● フ Tイ ン リビング症

'81推進 協涛 会二軒耕局

TE L 0423-71-8996

それぞれの ライ フスタイルが､それぞれの リビ

ングのあ 9方 を求 めます｡

生活のそれぞれの局面 に応 じて､それぞれの磯

雄空間があ ります｡

家族 の成長 に対応 して柔軟に変容 してい くリビ

ング.新 しい リビングのシステムは何か一一依

れ た実例 を通 じて考 えたいと思います｡

●77イ ンライ フ館

個性 的な生活 と健康- の関心の高ま りば､これ

か らの時 代の大 きな特長 です｡ この動向を基調

に､個性的で充実 したパ ーソナルライフのヒン

トを授供 します｡

最新型展望バスによるニュータウンバスツア

I (毎 日)
シンポジウム､カルチャー,映画会等

(ファインコミュニテ ィ館3F 多目的ホール)

美術.写共,手工芸､華道展など順次卵催

(′ト田急､多摩センター駅､高架下特-#市民

ギャラリー)

コミュニテ ィバザール (4月29日㊨-5月17

日⑧)堀出物でいっぱい/衣料品､アクヒサ
リーなどファッシ ョナブルなバザールです｡

江戸緑 Elバザール(4月23日⑳-5月17日⑧)

縁 日風景 を演出します｡金魚す くいや ヨー ヨ

ーな ど一足早い京集 りがやってきます｡



解 説 (卦

耐火建築物:主賓な柵迫を池館の火災に対し十分耐えうるよ
うにした趣築物をいい､鉄筋コンクリート造､ブpツタ進
等がある｡

佃易il火建築物.外壁を耐火柵並とするか､又は主要な耕進
を燃えない材料 く飲竹串)で造った建築物をいい､梅丘鉄
骨進等がある｡

防火gt遣:延焼を防止できる桝進の趣物をいい､木適モルタ
ル達等がある｡

〔古
庄
地
区
〕

髄
仙
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
内
で
倍
化

す
る
帯
皮
地

区は､住亀
に
良
が
t･A

白
州
を
確
保
す
る
杜
の
'
祉
坊
栃
の
布

さの3若鮎畔最他の
北
側
で
馳
焚

物
の
祉
て
ら
れ
る
猫
用
を
定
め
た
も
の

で
す
｡
都
田
化
か
光
む
に
つ
れ
て
今
ま

で
良
好
な
紙
胞
佐
冠

で
あ
っ
た

とこ

ろ
に
中
高
胤
住
宅
が
新
た
に
祉
て
ら
れ

周
辺
の
旺
屯
と
は
順

旧
札
で
ト
ラ
ブ
ル

を
製
品
デ
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し

ば
管

へ
蓋
旧
邸
化
し
ま
し
たど
の

譜

状
況
蔓

け
エ
旧制
5
坤
に
加
典

弘

瞥

一部
萌
化
し
て
臼
彬
配
肌
の

朱
桝
が
新
た
に
加

えら九き
し
た
か
､

こ
の
日
好
配
捌
は
き
C
め

てわかshに

く
く
'
迎
川
の

緬でも馴化があると

い
う
こ
と
で
械
浜
市
で
は
､
日
駁
敷
砺

㈹

旅の条
例
を
定
め
な
い
で
'
高
塩

広
の
.a.eL高
取
股
と
北
洲
斜
扱
と
に
よ
っ

て
臼
舶
朋
胤
に
対
処
し
て
お
り
幸
丁
.

切
折
m
の
蜘
合
'
川
鶴

城
と
捕
捉

他
姓
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ノン
ク
さ
れ
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お
s
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す
の
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収
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独
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従
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い
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菅
濫
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鵬
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ニ
ュ
ー
ク
ワ
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は
ク
ク
ン
セ

ン
タ
ー
全
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､
近
隣
嫡
苑

地
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地
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い
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防
火
地
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析
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地
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罷
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相
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セ
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ア
パ
ー
ト
･
マ
ン
シ

Fnソ
地
底
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畝
庄
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二
期
産
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地
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指
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い
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地
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､
工
肘
徳
佐
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抑
工

場
川
他
も
含
む
.
恥
工
宅

地
の
析
従
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予
妃

している地
は
)
､
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他
姓

桝
地
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い
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地
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符
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い
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垣
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柑
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予
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は
じ
め
に

党

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
は
'
胞
和

62
年
度
末
'
冠

冷
蔵
工
市
境
庇
を
日

項
に
辞
典
が
進
め
ら
れ
て
お
り
､
57
年

度
末
か
ら
1
空

包

の
供
用
か
開
始
さ

れ
る
蔓

で
す
｡
こ
れ
に
伴
っ
て
'
い

よ
い
し轟

L
短

区
の
節
15
7
ロ
ッ
ク
､

卵
16
ブ
ロ
ッ
ク
'
那
17
プ
t}
ブ
ク
で
荻

合
住
宅
難
牧
に
薪
隼
す
る
こ
と
に
な
り

声

t
T

そ
こ

で今回
は
'
讐

住
宅
の
密

計
凶
と
LJ
れ
短
叶
っ
て
巌
脚
が
塵

と

LJ
る
豊

牧
の
頻
繁
に
つ
い
高

明

_8
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l暫 章 毎 住 宅 建 設 軒 由 と

期 関 連 施 設 の 整 備 弓計 画 概 要

Lg

集
合
住
宅
建
設
計
画

E
]

港

北
ニ
ュータウン地区の張合住

宅
隷
批
蓋

は
'
土
舶
刺
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耶
さ
れ
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い
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と
お
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邦
一
地
区
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十
三
の
ブ
ロ
ッ
ク
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]
海
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二
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ク
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ブ
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蔓

U
O
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弘
坪
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旧
枇
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皮
に
殊
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さ
れ
る
断
固
で
す
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L
D
K
t
4
L
D
K
の

分
放
iil宅

0
難
敵
予
定

班
I
S
S年
鑑

咽邦17フロック
○粥冶主体械浜布佐藁公社･神
奈川県住宅供冶公社
O皿横約5･9血

0

針岨戸数約6DOP

O仰逝EP

申､花畑(3-1
防)卿火桝拙
Q旺戸3LDK､1LDXの
分的仙比喝
0批評是56-58年度
以よこつのブロックの恕針岨 の要墨朋しましたが'この三

つのフロックは雌北ニュータウン
における舶初のS(合住宅の稚拙と
なりますので'ニュータウンの街
づくりにふTtあしい'魅力ある任

冠亮現したいとや凡ていま

す.相に郡l･抑17ブロックは､

公関'紹泊に破顔して'楳9.かな
喝つくりを雑のるうえでポイント
となるブロックやずので川辺への
盈な急伸LLJからq出違

めたいと孝凡ています.

E]関連施設の整倫計画E]

公共住宅の触

政に伴って'これらの住宅に入居すやハ々が日僻生
活を賀U去し必K･6学校や商店等

の地殻を琴見なければt･tりませ

ん｡そこで'邦1桐の公共住宅の
祉靴に伴って拡仰誉斗走している
3つの施敬について脱卵レ手す.
日数訂地殻0小学校l校
〔苗蒜丁佼一校
いずれも慨和弘年股慧
糊付祉地役0伽m折1カ所
糊的濯批公共性冠の孤15hロックに耶

接して計岬されている折併セン

タ-内に入居即脚に合わせて店

輔を開放できるよっに別荘別軽

中です｡糾その他以上の他'重罪派出所･郵便

局･診竣所等について別荘朋係

横胸と朋挺中です.
刷血筋'漣学対荊
地下鉄の朋揃音では当山バス輸

送で対肌へすることにLJり来す.

これについては､仏茶在宅の入

屈にあわせて招仰される抑般瓜

蝉-所横柄･元石川税晶って

所貿方血およ化姑固都田SE方

面に迫勅､抑挙の足を唖畔する

零す.
奄気供給施設は

事業計画で十分

対応を/
港北ニュータウン

小規撲宅地所有者

の会会長代理
佐
耳
鉄

雄
鮎北郷l地区における矩h造

成地は'家出の3･州移艦を凶り

澄工即を他州ずる雲脚

されへ萎工庇のT辞は帖<仰机

に雌移して米で
おst手.

先h追成他に移住するに当す

曇は'壷椴について任

宏斑に警

抽出し､蒔し合

いの中で問雌の解決に当り､工

区によって多少の蓮炎は有ると

しても'水辺へ下水､ガス符の

北限は
他椎滋との砥合いの中で

遊ばに合せて姫
誓れて米てお

り'謂れ眺給については'予め

公地か臼
の呼びかけ

で'花刺激

性位此(マスター
プ
ラ
ン
)
の放

射伊東
F
柁<'北び転
用
必

とで'五十五畔十月し東リ+A+六

年l
月に

かけて
行.t=<い'牛久保

2壷'
10
工区
､BE山田2工

区については

肺･t(完了しまL

LJ.

光り追放他に拶仕する私i(

は'マスタープランが完了すれ
ば'叫扉9(咽か枇比内に先行批
判するもの妻しい森へ｢叱
只粥船｣に即して北署次の
税別が行なわれた.
1'票批船は個人印帥により
知れTlaShkr行なう｡
二'態fl紀鍬エ小による対日は
舛屯鮎疋工邸釣鐘刀な轡人

造合は佃<が井川を毒す

る.この軸合､先遠の両横

が小規模であれは､懇柾本管
少なく､エ申畑の負担は低敬で

すむが五十戸以上の移住街区で

は工ポ狩川の心拍金は嘩めて多

郁となり.移住者から不粥の意

向が徴く出され､公5.攻喝と

秋沢iL目す､先行鎚tEの促喝

狩川也担について即し入れを行

LJつLP先行迫成粕は始色叫肋に移

任す奪
っているので'

葬〔地位による空帆船の雌宜

を以ってもらいたいと拙免した

が'災爪は'乱妃にし魯噌北ニ

ュータウンといヌリーも対応はせ

す､個人申訓
による屯先供絵方

式の穀車を肋さなかった.
工市費凸坦金について公団は

後払いで補Ⅵすることになった

が'余裕のある坪金で恐野山取

掛っているのでは乍＼-肺的

にせよ支払いは地相串竹冠であ

り'藍が%軌の勘合は大き

なn氾となる｡
相に'成脱化柾から捲れたJB

民での3･肌仏独触発は抗辞によ

って数十Ⅵて鼓十万円の山岨

となることが見込まれている.
籍速成地に移住することは とりもなお嘉男ぷ凹の.a並

に協刀しているものと励解して

いるかへES在茨屯か示している

刈仏､空に公用の施術からは'
移住する他州眉への化膿は全く
うかがえない､こと岨3献船価
雌に生っては他州必他作方式と
云っても弛り串はない患う.
全盛'粥川撃てくる一

畳への伯山的相警ノ対拡

してゆくのか､地相新曲抱か机

守のか､郡舶計凶のあst方に

ついて､公竪びに決屯に再稚

姦いたい.<お答
え
>

ご架塁の背に
ついては
'

現

在叫石炭畠京
喝刀

との間で'

早急に挿齢を出すペく協洗中で
す｡この協版が挺い次那'別途お
箸せ放しますのでご丁款ドさ
ド.巳本位芸団港北開発満

投稿歓迎/
rみんt･tのひ(ばねみなさん
のひ(ほです.ご項ご格
讐とんとんお擬せ下さい.
<投稿される方へ>
四山等防め似稲川笹一悠十
以内▽住所､氏名､俄叢へ年
齢を朋虎▽〒223横沢而軸
北見燐脚町PiハC慈F納所
朽都祁暇即局郎北ニュータウ
ン弧此耶鎖桝rニュース｣脆
あナウIa収分については滞鞘
を罵りますC歯槽
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E)
第

一
地

区
g

A
罪
59
回
､
2
月
7
日
開
催
V

1
､
小
裏

金
の
報
告
に
つ

い
て

準
工
及
び
換
地
調
軽
小
香
川
会
の
審

議
状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
た
｡

二
､
月
増
し
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

小
幕

冠

の
出
梱
合
折
換
地
措
比

に
つ
い
て
の
処
ガ
方
針
が
示
さ
れ
'
で

き
る
げ
は
盟
咽
処
歴
が
可
能
と
な
る
よ

･n好塾が出さ
れ
た
.

三
'
収
毛

指
定
に
つ
い
て

先
行
造
成
地
の
う
ち
碇
山
田
及
び
中

川
工
区
内
の
82
園
地
に
つ
い
て
'
仮
換

地
碧

(窮
6
回
)
の
惜
問
が
行
わ

れ
､
原
案
に
界
隈
な
い
h
Tの
答
申
が
行

わ
れ
た
.

四
､
坂
浜
軸
指
定
の
事
前
配
明
に
つ
い

て次
回
仮
換
地
指
定
が
是

さ
れ
て
い

る
牛
久
保
2
工
区
･
l
H
区
内
の
仮
挨

地
に
つ
い
て
位
y

減
墓

等
の
説
明

が
行
わ
れ
た
｡

A
第
8
回
'
之
月
訪
日
開
催
V

1
.
小
薫
芸

の
墾
ロ
に
つ
い
て

畔
工
及
び
換
地
調
栗

真

金
の
寄

託
状
況
の
車
B
が
行
わ
れ
た
.

二
t
EI
欄
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

前
回
月
州
処
理
方
針
に
つ
い
て
出
さ

れ
た
亀

に
対
し
て
､
公
fElか
ら
造
成

工
串
に
間
に
合
っ
月
柚
に
つ
い
て
合
併

換
地
す
る
旨
の
既
定
方
針
が
再
確
認
さ

れ
た
｡

三
､
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て

先
行
造
成
地
の
う
ち
牛
久
保
2
工

区
･
10
工
区
内
の
‖
園
地
に
つ
い
て
'

仮
換
地
指
定

(節
7
回
)
の
解
問
が
行

わ
れ
､
1
部
継
親
軒
低
価
所
産

き
答

申
が
縛
ら
れ
た
｡

舎

'

3月11日囲鰐Y 1
.
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て

酌
回
'
仮
故
地
指
定

(第
7
回
)
の

野
間
の
中
で
'
一
部
継
続
歪

と
な
っ

た
所
に
つ
い
て
歪

を
行
い
'
即
実
に

巽
浪
な
い
旨
答
申
が
行
わ
れ
た
｡

二
'
そ
の
他

｢所
有
推
移
坂
と
仮
換
地
指
定
に
つ

い
て
｣
を
も
と
に
'
所
有
経
の
移
艦
と

仮
挨
他

指
定と
の
関
係
に
つ
い
て
の
脱

明
が
あ
り
､
別
途
学
問
義
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
｡

E
3
第

二

地

区

田

A
節
56
回
､
1
月
4
日
開
催
∀

1
､
仮
換
地
嬰

に
つ
い
て

荏
田
'
川
和
､
大
腰
の
㌘
_珂
粕
に
つ

い
て
仮
換
地
指
定
(節
s
回
)
の
僻
問

が
な
さ
れ
'
蜜

に
興
漉
な
い
旨
答
申

が
行
わ
れ
た
｡

二
､
存
出
測
姥
堂
ナ
に
つ
い
て

存
比
の
換
地
の
璃
界
を
確
定
す
る
測

圧
が
､
胸
係
純
利
名
の
文
金
の
も
と
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
'
そ
の
測
畑
作

茄
の
手
爪
'
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
串
の
脱
朋

が
行
わ
れ
た
.

仙
事

業
対

策
委

鼻

会

<
弟
2
y

2
月
16
日
開
催
>

招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
に
お
け
る

公
共
住
宅
課

罰
岨

(総
計
圃
戸
数
的

1
111'
五
∩
X
)
戸
で
部
数
是

年
度
は

56
年
度
か

ら63年度
)
の
う
ち
の
邦
1

期
公
共
住
宅
難
放
計
圃
及
び
朗
迎
施
設

の
整
仰
計
脚
に
つ
い
て
'
市
及
び
公
団

会
住
宅
楚

計
回
と
関
表

の
蕗
僻

計
画
の
概
歩
｣
参
順
)
が
あ
り
'
こ
れ

草
っ
け
て
'
小
学
窺

…篭
虐
政
､
診

税
所
の
朋
禦

保
持
所
迎
B
].
望

D住

宅
と
日
照
の
朋
係
等
々
に
つ
い
て
範

枇

応
答
が
行
わ
れ
た
｡

集
合
農
地
利

用

協
定
運

営
準
備
委
且
会

<
第
13
底
'
3
月
18
日
開
催
>

1
'
班
会
農
地
利
用
協
定
様
式
の
検

討様
式
に
つ
い
て
は
お
お
む
萎

れ
た
｡

また'生産紺
地
制
度
義

弟
宅

保
全
制
度
の
間
兇
'
冠

並
み
誹
税
と

特
効
朋
間
と
の
組
み
の
間
考

の
脚
旅

で
利
用
協
定
節
5
集
を
次
の
き
っ
に
修

正
す
る
こ
と
に
t･{
つ
た
.

(
蘇
)

策
L･,条

こ
の
協
定
の
有
効
胴
朋
は
仮

現
地
指
定
に
基
づ
く
使
用
収
益
榊
始

の
臼
か
ら
10
年
間
ナ
チ
る
勺
た
だ
し

10
年
を
経
過
し
た
日
に
お
い
て
生
産

叔舶
制
度
ま
た
は
腺
共
襟
地
保
全
制

艦
の
適
用
を
受
け
て
い
る
朗
色
に
は

そ
の
奴
有
期
刷
の
終
了
す
る
日
ま
で

と
す
る
｡
期
間
稲
7
枚
の
川
合
腰
地

の
利
州
に
幽
し
て
は
協
定
縦
指
名
全

角
の
協
瓜
に
よ
s
T釈
淀
す
る
.

(
旧
)

講
Ln
条

こ
の
脱
塩
は
仮
攻
魁
相
妃
に

基
づ
く
使
蛸
収
益
開
始
の
と
き
に
苑

勤
し
､
生
竜

区
に
幽
す
る
都

市
即
妙
の
等
不
の
日
か
ら
10
年
を
経

過
し
た
日
に
失
効
す
る
｡
期
間
満
了

後
の
廷
t]搬
鮎
の
利
用
に
関
し
て
は

協
駕
締
結
者
轟

の
髄
液
に
よ
り
溌

TjJィ.
･.rf

二
'
耕
土
に
圃
す
る
が
蓑

に
つ

い
て

各
地
は
邸
仰
泰
良

か
ら
胡
苗

が
あ

り
t
r3
1
地
区
で
3
回
地
'
詔
二
粕

蛋
"圃
地
に
つ
い
て
'
耕
土
朋
卑
小
萎

EE金に検
討
を
垂
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
｡

F
桂
建
桂
問
題
検
討
会

<
2
月
16
日
開
催
>

例
回
の
焼
酎
金

(
12
月
15
日
)
に
お

い
て
持
虚
し
の
瓢
胤
と
な
っ
て
い
た
支

店
'
支
投
の
改
姓
基
畔
に
つ
い
て
は
t

l
部
支
払
の
省
略
可
の
改
善

巧

迎

用
面
の
配
賓

項
が
､
頒
宗
男

及び

花
々
公
社
よ
り
著

'
現

明さ
れた｡

ま
た
'
支
線
下
部
の
共
用
工
法

につい

て
は
'
誠
京
屯
刀
と
花
々
公
社
の
両
名

で
板
附
中
で
あ
り
'
爽
川
化
の
見
過
し

が
つ
き
次
節
､
噛
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

は
藍
川辞
川
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

な
お
､
こ
れ
ま
で
の
炊
肘
を
姓
て
了

解
さ
れ
た
屯
毎

の
秋
鮭
基
饗
に
つ
い

て
は
'
紋
日
'
広
報
紙
｢
潜
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
｣に
粘
淑
す
る
こ
と
に
な
っ
た
.

生

活

対

策

委

且

会

<
節
2
回
､
4
月
11
日
開
催
>

換
酎
邸
項
の
取
扱
い
に
つ
い
て

r
l般住亮
区
ま
ち
づ
く
り
協
定

実検町会
の爽脂
に
つ
い
て

省
地
底
で
の
非
推
薦
火
の
胡
皆
が
あ

り
'
そ
の
中
で
'
｢
姐
猿
を
し
や
す
く

す
る
た
め
毛

先
の
街
区
ご
と
の
放
射

金
を
炎
施
し
た
ら
ど
っ
か
｣
と
の
患
兄

も
あ
り
'
今
綾
は
､
換
地
先
の
街
区
ご

と
の
検
即
金
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
｡
な
お
'
検
討
会
の
英
誰
に
あ

た
っ
て
は
'
｢
1
般
住
宅
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
疋
策
r･,
ン
フ
の
中
に
あ
る
'①

ゆ
っ
た
り
と
し
た
荘
冠

に
し
ま
.っ
'

②
子
供
の
飛
び
出
し
や
曲
別
な
ま
も

な
み
に
な
る
の
替
防
ご
う
､
③
誠
の
多

い
､う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
に
し
よ
う
'

④
純
粋
LJ住
宅
地
に
し
よ
っ
'
⑤
日
当

り
や
免
池
し
の
良
い
ま
も
に
L
Lも
つ
等

空
拳
茶
匙
芯
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

口
｢特
別
LJ
用
地
｣
地
写
宗
ち
づ
く

s
t協
定
案
の
舎
嘘
の
堆
め
万
に
つ
い

て当
血
'
57
年
贋
供
用
開
始
地
区
を
対

奴
に
検
討
会
を
沢
の
洩
り
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
｡

S
藷

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
､
現

在
'
す
で
に
地
椎
名
の
あ
つ
ま
り
が
あ

り
'
協
定
案
の
検
討
が
可
開
LJ
の
で
'

こ
の
単
位
で
牧
聖

を
爽
施
し
て
い

/
ヽ川

ア
パ
ー
ト
･
マ
ン
シ
ョ
ン
地

区に

つ
い
て
は
'
57
年

2
月
軌
か
ら
検
聖

を
ス
兵
I
ト

さ
せ
る
.

脚
工
場
･
余
雌
地
区
に
つ
い
て
は
i4

年
5
月
下
旬
か
ら
6
月
｣･苛
に
検
酎
会

を
ス
タ
-
卜
さ
せ
も
｡

臼
税
金
問
題
の
勉
強
会
の
契
裾
に
つ

い
て｢仮

換
地
指
定
後
の
固
定
群
産
税
に

つ
い
て
｣
と
い
う
こ
と
で
56
年
9
月
劉

勉
強
会
を
英
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

松
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
の
｣痕

利
用
の

研
究
に
つ
い
て

現
段
階
で
は
'
浄
料
も
充
分
で
な
く

冶
成
工
詔
も
進
ん
で
い
な
い
こ
､′も

あ

りへ
も
う
少
し
蒔
間
を

漣
た
のち
姶溢

す
る
こ
と
に
なっ
た

｡

ド

._
｢

一相
川相場
茨

=
.
=
山
I

一｢

-.rI
M

.
-n"
.

訓
1
.

/L｣



▲
雷

'
星

口開
催Y

また'生
琵
地
肌
嘉

t
二
､

耕
土に脚
す
る
鯛
雀
楢
知

につ
Lt?々
公社
｣も

朝
甲

良
買

｢

垂
の兆瓜について

少や血過しの良いまもにLL釜J

蟹スタートさせる.

nB杓 56年 7月 No.58
籍触 ･発行-秋沢市都市並蛸局刺 ヒニュータウン畑故事坊所

挑浜巾港北区肪EElrr760TEL592-7327

, -- -

度辛tJ'LL'
:.i:･*

鳳

芯
音

潮

恩

卦

意

思

≠

-

事

業

対

策

委

員

会

-

5月u
口に馳仰ざれた海北ニュ

ータウン菜
等
擾
伽璽
6]二

回貫
熊墨
だ
おいて
日太

圧
電

公印唱
本年度の造成王益軒

固
(山香

を琶

同着例会の7泉

を
侭
ま
し
た
.

なお'この宙
(莱)

に
つ
い
て
は
'
6
易

日開催の合同

協
帯
金
に
お
い
て
も
説
凹
き

れるまし

た
.班

年
度
者
手
蔓

工
区
は
次
の
と
お

い
,.t.Jす
.

■

一
次
造
成
工
事

<
第
1
地
区
>

①
牛
久
保
1

1
･

8B

②
牛
久
保
LL)

l
･
9
血

母
相
且
っダ
ム
盛
夫

牛
久
保
)

8･0
加
l

翠

川
･
牛
久
保

ほ
･
2
血
-

⑤中
川
･
牛
久
保
3

1
･
1
B

◎中川5
(そ
の
2
)

11

･8
血

6品丁川7

9

･0
血

①由山
･北山EEl投
丁
部

(中
川
)

l

･6
加

⑨北山田2

1

･0
加

①摘北山田1

8

･LL
)血

6帝北山田2

訪

･o
B

酎
131･9
加

<

琴
海区>

蕃

山6

(その1)
LLh
OB

②
独
仏
(そ
の
1
)

5
･8加

①
鞘
は
(そ
の
2
)

3
･4血

①
川
和
佐
江
戸

8･3
j!

⑤
佐
江
戸
2

1
･

8加

⑥
Y
T
ウ
卑
称
そ
の
他

(茅
ヶ
崎
)

3
･
1
血

弟

二
地

区

タ

ウ

ン

セ

ン

タ

I

予

定

地

で

も

造

成

工

事

は

じ

ま

る

第 1地 区 タウンセンター予想Bl

第 2地 区 タ ウ ン セ ン タ ー予 想 団

箪

刀

2

蛋

(そ
の
2
)

①

新

吉

田
2

⑳

大

場

新
吉
田

①

ぺ

柄

合
計

Lr)
･
6
b

LL'
･
8
山

3
･
LL)
加

5
･
9
IB

7
･
8
3

+-,
3
･
o
山

2
2
5
･
9
血

⑤
仰
山
m
殉
行
二
K

I
･1
加

重
W
仰山
EE
L｡

0

･9
3

-r,
1

･1
B

<
R
]
費

Uv

①
珪
田
4

Cr,
･0
血

⑦
持
田
坤
エ

･1
･8
j!

爪
牙
乞
耶

15
･o
B

①
双
方

5
･2
b

m
28
･0
.2

色
別
4
･4
血

こ
れ
ら
工
区
の
エ
捗
懲
工
に
よ
っ
て

工
串
の
池
捗
状
況
は
1匹
柄覆
工
串
で

耶

1地
区
約
3
0
7
血
(地
啄
耐
蛾
に

対
す
る
筆

画
頓
比
約
56
%
)
t
R
二

■
二
次
造
成
工
事

<
郡
1
他
は
>

の
年
久
保
旧
2
(そ
の
2
)
0
･
8
血

⑦
中
川
5

(そ
の
2
)

1
･
3
血

血
北
山
田
が

8
･
0
加

の
北
山
田
.;

･･7
･
0
血

地
区
約
6
0
6
加
(同
約
79
%
)
'
二

次
蔑

工
市
で
6
1地
区
約
3
･4
血

(同
約
6
%
)
､
琴
南
区
約
1
3
2

血
(同
約
17
%
)
と
な
る
見
込
み
で

す
｡

防

災

パ

ト

ロ

ー

ル

行

わ

れ

る

自

然

ガ

ケ

の

点

検

6
月
4
日
'
梢
折
田
湖
北

ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
私
淑
芸

所
と
日
本
庄
姦

北
開
碧

が
金
3
m

.
公
慧

区

内
の
防
災

ハ
ト
ロ
ー
ル
か
央
施
し
声
レ

L
rLJ

れ
は
梅

雨
シ
ー
ズ
ン
考
刑
に
自
然

ガ
ケ
争
点

伸
し
､
そ
の
肋
求
に
よ
る
災

菅

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
爽
押

レ

た
も
の
で
丁
.

こ
の
!F

.
e
e
l)の
楚

防

止
の
た

め
に
対
比
の
必
_瓜
茄

あ

る
と
搬
め
ら
れ

慈

所
に
つ
い
て
は
､
パ
ト
ロ
ー
ル
を

淑
i
]
P

適
切
な
馨

し
′る

LJ
と
と

し
き
レ
た
.

防

災

ダ

ム

も

点

検

こ
れ
か
ら
東
に
か
け
て
の
班
血
i

間

や
台

血
に
仰
t(
て

防
災
ダ
ム
が
秦

刀

な
蔑

基

挿

し
て
い
る
か
の
点
枚
を

貿

市
粒

仙
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
悪

申
潜

所
と
日
本
住
宅
公
団
雅

仙
㈹
吾

か
金

岡
で

梅
祇
シ
ー
ズ
ン
机
の
5
月
訪
日

と
6
月
9
日
の
2
也
に
分
け
て
舛
施
し

ま
r上

ヽ

点
検
の
枯
j
(

舎

J
の
嬰

ム
に

つ
い
碧

淵
が
な
い
と
判
従
し

ま
.上

ヽ

な
お
'
保
完

散
の
祁
仲
や
政
滋
野

の
瓜
持
蚊
班
に
つ
い
て
描
引
き
誉

】日

米
裏

方
全
を
州
し
エ

リ
う
こ

と
に
し

葺

市

･
公

田

で

人

事

異

動

桝

折田蒔

5月9日付で人事

界
恥

があり責
｢

軸

北ニュータウン靴独霞

で
は
､

潜北野の監
護
に山田苛

11蕗
氏

(堪
iJ,T反問
祉邸妓)､噂北

姦

架
に赤舞

曲氏
(帆

辺
路
尾
端炭
田雅出血m監良
川駅長)､油

北
ニ
TtI
タ
ウン凹蔓

政市滞

空
だ
長
島

持氏
(朋梅雨土木市部

鷲

)
が
そ

れぞれ就任しき
したq

l力
'
自
走

庄要
田増北朗鳶

違
､6月1日及
作向
…皆
母
で人

研搬梨
川あ
り､別相のとお重

し長考

6月1日付で嘉

分関

係鼻

先の廻
八に対処するため

祁竹部
に冠
m功1酢
が､同16日
付

蒜
肺葉

-瓢にさら
に如
供

の促池を図るための祁慣投及び申

炎針脚陳に公共公売
施故の黙仰

促並を図るための群門投かそれぞ

れ新放されさ
した｡

妨
課
長
耗本
戦正
t%

理
課
比
糾特
務光

En発AJ妓 If々 H77てiS

耶
市進
補木
玉梓

(わ
く
つ
)

t
l<

¶
･t
叶
山

作

一
L
I

(新醗)
地
管
理
旺
長

の
企
tE牧
丘

E
耶
lEf.Lf

(

新ti)

柿

tS

役

耶

rt
二

現

比

E=

役

;

#
仲

什

飾

付

P

=

TM
篠

山

へ
t
･7
)

書

M

役

榔
汎
用
郊

t
符
は

州
鵬
珊
rR
二
花
山

W

Tt=
閃

柁

托

;-
ri

一
r
:
.At

W

r;
二

恐

山

i
.P
t
r
I
L
t
k

*
鬼
賢

二
F
EZj

佐藤
安手
●f

丸汚

粛
●i:

熊木
J･.1椎

田井
近体
●f

小
川

止
仕

1;
T

北
大

八
特

英
夫

,
帆

作
曲

止

小
町

机

仰
.J.S

過

水
野

FI
焚

●
..i

竹
木
.S
鳩
火

･L
ト

:=
三

LE;
細

沢
叫

TJ
;

札
止

大
仙

lユ､.杓
IIJ 彬

柁
雌
八
州
姓

稚
辺

州
文

r
K

q
,
;

(良)●は新任と示し､T]ftIま発令rlを戟ナ

= 事 現 場 ･ 防 災 ダ ム に は い ら な い で .〟

もうす ぐ､子 どもたちは丈休みをむかえます｡工事中の場所{･遊ぶこと
は,たいへんあぶないのでみんなで注意して事故を防ぎましょう｡



新
た
な
豊
か
さ
を
求
め
て

横
浜
市
長

細

郷

道

一

定
し
た
勤
行
計
圃
菱

と
し
､

五
カ
年
相
模
に
よ
っ
て
緊
急
に
新

釈
な
せ
生
ら
れ
て
い
る
鮎
間
艦
に

対
処
し
て
き
蔓

LJ
の
た
び
'
本
市
が
新
し
い
総

合
計
画
プ
ヽ
s
tに
筆
ナ
し
た
の

1
寒
村
に
妄

な
か
っ
た
細
沢

は
､
金
塊
も
こ
告

の

階
間
胤
の

が
､
贋

に
よ
っ
て
自
走
の
近
代

解
決
な
は
か
る
こ
と
は
も
ち
争
ル

化
の
先
か
け
と
な
り
'
国
際
港
都

で
す
が
へ
ひ
と
つ
に
は
'
罪
行
計

の
役
割
考
は
た
し
て
き
声
レ
た
｡

国
を
つ
く
っ
た
当
時
と
は
墓

･

市
政
施
行
山義

人
ロ
二

万
人
で

経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
か

あ
っ
た
板
浜
が
､
二
七
七
万
人
を

ら
で
す
｡
と
く
に
'
那
1
次
オ
イ

溌
す
る
日
本
笹

1の
大
都
市
に
成

ル
シ
ョ
ッ
ク
以
後
の
市
民
生
活

長
し
た
の
は
先
人
の
英
知
と
努
力

は
､
1
牢
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で

に
や
っ
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の

し
ょ
う
｡
も
う
ひ
と
つ
は
人
口
の

で
す
.

高
齢
化
闇
讐

措
じ
め
と
し
て
､

し
か
し
'
輝
か
し
い
歴
史
に
い

新
た
に
告
し
た
市
民
的
淋
題
に
対

苦

れ恵

美
半
世
紀

応
し
こ
一区
に
､
二
十
年
牧
に
劉

の
間
に
い
ろ
い
ろ
な
拭
奴
に
並
い

釆

する二十1世
紀
の
時
代
を
巌

声
レ
た
｡
関
率
Tハ耳
災
'
昭
和
の

望
し
て
親
任
お
よ
び
将
来
の
横
沢

郡
め
の
楼
折
恐
慌
､
戦
時

中
の
大

市

民に
快
適
で
安
仝
な
市
民
件
講

堂
準

戦
後
の
長
期
に
わ
た
る
預

の
実
現
を
め
ざ
す
た
め
で
あ
り
ま

収
'
高
度
経
済
成
長
時
代
の
人
口

す
｡

急
増
な
ど
で
す
.
こ
う
し
豪

渓

誓

ん
の
英
知
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
'
枕
浜
の
都

市
づ
くh
重
囲
難

を
枯
野

レ
て
､
新
た
な
飛
組
を
め

に
L
へ
今
な
お
拷
問
瓜
が
山
額
し

ぎ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
｡
熱

て
い
ま
す
｡

心
な
弘
輪
を
朋
管
し
て
や
み
ま
せ

本
市
は
'
昭
和
四
十
八
年
に
顔

ん
｡

l

1

.

.
_

_
_

.

LI

.

:.:

泉
喝

算

や
蓋

の
情
勢
は
い
ち

じ
る
し
く
変
現
し
'
市
軟
膏
と
S
tま
く

結
条
件
や
圭

預
貰

ハ孝
ヽ
変
化
し

蒙
し
た
｡

そ
こ
で
械
訴
市
は
'
二
十
1
世
紀
の

時
代
を
轟

し
て
､
市
民
参
加
の
も
と

に
新
し
い
総
合
計
周
を
つ
く
る
こ
と
に

な
り
､
こ
の
た
び
こ
の
馴
圃
原
案
が
示

さ
れ
き
し
た
｡

こ
の
聖

で
は
､
拶

済､社会､環

境
､
文
化
等

の各分野を縫合化し､

今綾

の施声の鯉芯と星裏
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
'
自
治

体にお

け
る
縫
合
的
な
蓋

針
回

をめざすこ

と
と
し
て
い
草

｡

■

計

画

の

概
要
■

同

且

二
〔
X
X
)早

(昭

和七十五年)に

お

ける白襟を定
め'その
日
標
に
軌

逮するための壷
と考え
方
窒
不
す

とともに'主幹
供熊の悪
力
向
と

墳巣宙掌が
し
辛
｡一九
八
4
年

(昭
和
五
十
六
年
)
か
ら
二
C
Xn

年

(泡
雪

十
五
年
)
ヰ
苛
の
二
十
年
計

圃
と
し
ま
す
｡

耳

籍

.息

J

票

計
姐
の
う
ち
､
1
九
八

一
年

(昭
和
五
十
六
年
)
か
ら
一
九
八
五
年

(新
海
六
十
年
)
ま
で
の
五
年
間
に
爽

施
す
る
新
値
と
し
上手
ノ｡

丙

弧

芸

3

市
民
の
市
軟
参
加

をさらに
進
め
'

地
域
の
考
え
方
を
反
映
さ
せ
る
た
め

に
'
区
の
将
米
価
考
亦
L
圭
す
｡

■

計

画

の

基

本

目

標

■

太
市
は
､
市
民
と
し.も
に
歩
む
市
民

末
位
の
市
警

基
調
と
し
て
'
①
住
民

の
迎
蓋

に
よ
る
地
域
の
迎
帯
件
杏

市
民
仝
在
に
よ
る
市
域
の
1
体
性
00
首

都
圏
の
中
で
の
国
琶

都
税
浜
と
し
て

の
特
色
あ
る
壷

の
雫

昔
晶

と

し
た
三

世
紀
を
挙

る
街
づ
く
り

考
め
ざ
し
ま
す
｡
こ
の
た
め
'
沢
の
切

目
を
要

員
増
と
し
享

｡

○
ゆ
と
り
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ヒ
ュ
ー

マ
ン
な
市
民
件
蕗
を
爽
貌
す
る
｡

0
市
民
が
鮪
等

雫
心
し
て
潜
せ
る
福

祉
都
市
を
つ
く
る
｡

∩
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
に
僻
tet

老
人
が
昔

年
亨
と
碁
せ
る
蓋

の

実
現
を
は
か
る
｡

0
生
き
るこ
と
に
Lや
ぴ
か
見
い
出
し
､

み
ず
から
学
ぶ
こ
と
轟

く
力
を
易

に
つ
け
ら
れ
る
児
革

帯
少
年
の
育

成
を

はか
る
.

C
)甘
都
胤
の
中
核
部
絹

として
の
機
梢

を高
め
'
帯
刀
あ
る

柳窪
仙済を確

E
T
r
l.

〇
み
な
と
哲
中
心
と
し
て
'
市
民
･
市

域
の
1
体
化
を
は
か
り
､
横
浜
の
自

警

高
め
る
.

〇
幾
か
t･6自
然
と
都
市
の
魅
力
に
参
ふ

れ
た
住
み
よ
い
街
を
琴
＼
｡

○
桝
沢
の
伝
統
と
間
際
性
を
生
か
し
た

文
化
的
な
都
市
｢
よ
こ
は
ま
｣
を
創

る
.

港

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

事

業

の

位

置

づ

け

駅
東
に

l誓れ
Ly
沼北ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
難
敵
粟

な
ら
び
に
閑
迎
市
井
は

｢
都
市
の
基
家

例
の
活
性
化
｣
の
な

か
で
'
地
域
的
視
点
あ
る
い
は
古
典
の

性
格
か
ら
'
二
つ
の
方
向
に
そ
っ
て
位

瞳
づ
け
ら
れ
て
い
る
｡
ま
ず
1
つ
は
'

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
-
地
区
を
'
横
折
の
都

心
撃

祁
完
す
る
剛
野
心
と
し
て
'

｢
櫛
英
米
劫
機
臆
を
中
心
に
､
文
化
･

ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
･
医

舵
･
碍
祉
等
の
施
設
の
遍

を堆
め
'

都
市
遭
服
の
発
横
を
は
か
る
ご
ま
た
へ

招
蕗
'
鉄
芯
の
鞍
響

す
す
め
へ
周
辺

地
区
と
の
迷
路
を
強
化
す
る
｡
な
お
'

綾背地
北
天
の
た
め
の
広
域
的
施
放
'

センタI地
区
の
開
発
を
毒

す
る
開

先主体に
つ
い
て
は
舎
綾
も
引
き
続
き

嬰什併兜をす
す
め
る
｣
こ
と
と
し
て

いる｡訳に'帖北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
全

倭にかかる馳敏郎
娘
を
'
郊
外
地
域

の
縫
合
搾
仰
の
中
で
､
沢
の
き
つ
に
位

鹿
つ
け
て
い
る
｡
｢3

現
在
'日
本
住

宅
公
EElに
よ
っ
て
施
行
中
の
｣由

匿

抗
営

巣
に
つ
い
て
は
'
畠

､
鉄
q

等
的
埋
公
共
施
靴
の
挺
鵬
と
あ
わ
せ
､

申
業
の
早
籾
完
成
を
め
ざ
す
｡
ま
た
'

粟

の
進
誓

み
な
か
ら
'
住
宅
放
牧

を
促
進
し
､
人
口
の
針
雌
的
定
む
を
は

か
る
｡
吻

蓬

捌
迎
誰
数
の
拓
喝

自
然
珊
塊
の
良
好
な
市
街
地
を
形
成
す

る
.
ま
た
'
沸
教
等

地
域
文
化
の

か
成
に
対
し
､
圧
民
の
概
極
的
な
参
加

を
期
待
す
る
｡
糊

公
園
､斜
面
宅

､

絞
導

に
よ
っ
て

十
分
な
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
確
併
し
'
稼
丑
か
な
市
街

地
を
形
成
す
る
.
ま
た
'
席
菜
専
用
地

区
に
つ
い
て
は
､
土
地
養
盤
竪
叩

農

黙
近
代
化
施
政
整
腰
廿
'
膿
家
の
掻
奮

安
定
化
対
節
に
よ
っ
て
'
都
桁
腺
炎
の

碓
立
を
は
か
る
｡
川

早
剖
川
治
い
の

市
街
化
郎
薮
区
域
串
に
つ
い
て
は
'
レ

ク
リ
エ
ー
シ
rd
ン
施
殻
へ
文
化
誰
鰍
等

の
立
地
を
含
g

市
街
化
軸
竪
区
域
に

み
あ
っ
た
+
庖
利
用
を
検
射
し
'
新
回

的
な
跳
帝
を
行
う
｡
㈱

ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
に
ふ
さ
わ
し

い新たな都
市
施
激
と

し
て
'地
域
冷

帳5'cATV
(地
域

有
Sk
テ
レ
ビ
)

､共同鵜に
つ
い
て
､引

き
慧

在
･

研究を行っ
て
い
く
｣

と
し
て
お
り
'
進
行
中
の
鞄
北
ニ
ュ
ー

タウン牢
粥
が
計
岨
ど
お
り
馨

ら
れ

て
い
く
こ
と
が
一掌

れ
た
｡
以
上
の
は

か
､
特
に
幽

迎深い申
讐

み
る
と
'

地
下
鉄
か
回
に
つ
い
て
は
､
3
中
細
を

｢あ
ざ
み
野
｣
ま
で
撃
附
し
､挙
り
に
周

辺
都
市
と
の
別
段
の
も
と
に
市
外
へ
の

延
伸
を
は
か
る
こ
と
､
4
号
線
を
｢
鶴

見
か
ら
二
rr

タ
ウ
ン
を
経
て
中
山
ま

で
｣
拡
仰
す
る
こ
と
へ
そ
の
他
､
都
蛍

地
下
鉄
6
号
掛
の
延
伸
に
つ
い
て
｢
隣

控
都
市
等
と
の
孤
拡
箸
は
か
り
な
が
ら

検
討
を
す
す
め
る
｣
と
し
て
い
る
｡

以
上
の
は
か
､
ニ
rT

タ
ウ
ン
に
計

固
し
て
い
る
各
紙
の
公
殺
師
施
政

につ

い
て
も
'
例
え
は
｢娩
敢
文
銘
肝

等の

過
跡
の
保
存
や
考
古
資
料
虎
の

雅堅
'

｢
誠
桃
地
織
総
会
粥
院
の
地
殻

｣を手

は
じ
め
と
し
て
'
数
日
･
頂

祉･行

政
･
文
化
･
ス
ポ
ー
ツ
年
の

施設の彪

即
を
進
g

摩
れ
た
仲
宿
環

境の形成

や
､
繰
出
か
な
自
然
環
境
そ
そ
な
え
た

21
世
紀
を
め
ざ
し
た
ま
も
づ
く
り
の
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
｡

■

計

画

の

基

本

指

標

■

:
･-

i-

i

禁

計
底
の
白
襟
年
次
で
み
る
二
〇

∩
X
)
早

(昭
和
七
十
五
年
)
に
お
け
る

横浜市の
人
口
窒
二
二
八
万
人
と
し

て

こ
れ
を
基
確
に
計
他
事

す
め
て

い
き
ま
す
｡

計
固
期
間
中
の
人
口
胴
は
約
五
〇
万

人
で
す
が
､
こ
の
八
〇
%
が
自
然
増
加

に
よ
る
も
の
で
す
｡
年
々
の
人
口
増
加

も
次
第
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
｡な

お
へ
人
口
構
成
の
高
齢
化
が
ま
す

ま
す
進
行
し
､
全
人
口
に
占
め
る
六
十

五
歳
以
上
人
口
の
比
峯
は
'
胞
和
五
十

五
年
Q
六
二

%
か
ら
旧
軍

五
年

の
1
五
･
〇
%
へ
と
魚
汲
に
上
辞
し
ま

す
｡
こ
れ
に
対
し
て
､
十
四
歳

以下人

口
の
比
率
は
二
四
･
三
%
か
ら
1
四
･

九
%
へ
と
低
下
し
き
す
.

ま
た
､
郊
外
地
域
で
は
沿
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
霊

の
光
行
や
'
土
地
監
岨
彪

理
研
共
が
行
わ
れ
る
た
め
､
粘
北
'

琴

戸
坂
何
首
中
心
に
大
筋
な
人
口
地

加
と
な
shま
す
.

∵E

E

E

E

Z

二
C
XX
)年
(必
和
七
十
五
年
)
に

お
い
て
'
三
二
八
万
人
の
人
々
が
'
安

全
苛
快
適
な
市
民
蓄

還
れ
る
都
市

を
夢

し
て
い
く
毎

次
の
き
っな

+
海
利
用
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
｡

∩
森
井
の
碍
社
を
虫
供
し
た

上海
利
用

の
促
進
を
は
か
豊

す
｡

○
市
民
嵩

を
萌

し
た
取
璃
保
書

推
進
す
る
毎

引
き
続
き
新
規
開

発
の
抑
制
を
基
調
と
し
ま
す
｡

∩
森
井
用
地
の
碓
嘩

十泡
の
有
効
利

用
へ
緑
地
の
保
金
志
よ
び
良
好
な
市

街
地
の
形
成
な
は
か
る
た
め
'
地
域

地
区
制
の
活
用
を
萎
太
に
､
腐
合
的

墓

利
用
針
歯
の
確
立
を
は
か
り

ま
す
｡

○
市
街
化
榊
挺
区
域
で
は
'
農
業
的
土

地
利
用
の
促
進
を
は
か
り
'
自
然
的

跡
地
零
は
短
刀
保
全
し
辛
す
｡

○
市
街
化
区
域
で
は
'
恵

の
保
全
と

創
造
を
は
か
り
な
が
ら
'
嵩

汲
棟

の
較
朋
､
商
･
H
苑
地罷

の
保
全
と

卿
鑑
に
つ
と
め
ま
す
.

〔
吊
内
の
凍
収
地
に
つ
い
て
は
'
今
後

と
も
全
署

串
の
て
交
響

行

い
'
そ
の
跡
地
に
つ
い
て
は
'
公

共
･
公
茶
所
利
用
を
推
進
し
ま
す
｡

【以
上
､
斬
捲
全
計
画
原
案
を
B
(附
し

た
も
の
で
す
】

阿

u

囲

第57号
(昭和弱年5月苑行)

r用途地域･地区山芸
②しの配

車のなかで､｢高度地
区｣に
つ

いて誤りがありましたのでおわ

びして沢のよっに訂申し章す.

【挨】
住居地域･近隣粟地
砂
･
畔

H
荒

牧
･
霊

域
(郊
ペ
い
革

8
0
%
府議

革
4
00
%
を
指
定
す

る
地
区
)
を

指
定す
る
地
区
m

l]1

唖
帯
宅

W

篭

城
(知
ペ
い

率
8
0
%
､
叢

率
4
0
0
%
を
指

定
す
る
地
区
を
除
く
)
を
指
定
す
る

地
区
は
第
四
敏
高
度
地
区
が
'
担
疋

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

【
正
】

住
盾
地
域
を
指
定
す
る
他
区
は
､

窮
三
私
有
蒐

区
･
ii工
毛

域
･

近
隣
商
菜
地
域
･
商
売

域
の
1
部

に
つ
い
て
は
､
邦
四
耗
高
度
地
区
､

商
業
地
域
の
執
s
lに
つ
い
て
は
第
五

都
高
度
地
区
が
､
指
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
｡

な
お
'
掲
載
し
た
髭
1
に
つ
い
て

は
訂
正
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

L
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川
ほ
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=
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今
酸
の
姫
狩
の
摩
赤
と
警

附
I若

草
がし
ま
す

.

一九八
t呼
)塁

轟
に
つ
い
ては

､
宏

､鉄
か
き

ま

碓
･研
究
を
行
っ
て
い
く
｣

港
北
ニ
ュ
ー
タウ
ン
の
埋
聾

へ化
財

古
墳
時
代
①

□

は
じ

め

に

発

か
汗
の
頓
止
指
に
去
ソ讐

上

げ
'
皆
碑
に
･L6Sh孟

か
れ
て
盲

に
量
っ
た

地域の肝更の升容史
料

を
究
卵
し
､
こ
れ
霊

だ
伝

え
る
た
め
の
文
ル
肘
の
開
戦
と
そ
の
保

世
に
つ
き
ま
し
て
は
へ
深
い
ご
迎
撃

下
さ
れ
'

契な
お
刀
準
え
量

り

酵
L
有
稚
く
呼
ヽ
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
｡
お

かbt)まで､
銅
竜
の
万
も
約

80
パ
ー
セ
ン
ト
第
7
の
進
撃

み
､
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
ま
い
り
ま
し

た
.竜

て
'
当
ニ
ュ
ー
ス
の
札
.LY
8
･

10
に
お
さ
ま
し
て
､
日
本
列
島
が
今
日

の
も
の
に
形
つ

くら
れ
ま
し
て
よ
り
'

皇
び
し
い
自
然
物
採
収
伴
活
に
あ
れ
な

が
ら
も
､
日
本
人
軌
と
臼
玉
哲
の
脱
型

菅
塑
仇
し
'
兼
的
か
ら
議

へ
の
誓

管

聯
く
た
め
の
妓
い努
刀
の
沌
文

(
じ
ょ
う
ち
ん
)
時
代
(今
か
ら
約
1

万
年
前
か
ら
二
〔
XX
)年
前
)
.
更
に

自
然
の
法
則
を
人
Ⅷ
竃

に
申
き
(
れ

る
こ
と
に
成
功
し
て
'
た
ど
り
つ
い
た

要

務
姦

鮒
の
使
用
に
よ
h
免

域
の
朋
冶
に
っ
と
め
た
弥
生
(や
よ

い
)
時
代
(
約

l喜

虎
丁監

〓
ハ(=0
年
耶
)
の
当
確
蛾
の
警

ご鋭明いた
M

･Ie
全
面
は
'
こ

れ
に
続
く
古
娘
時
代
(約
1
六
()
U
年

嗣
か
ら
の
約
三
五
〇
年
間
t,ら
い
)の

様
子
N
.
粥
社
に
よ
る
成
果
薫

か

少
に
ご
紹
介
し
ま
す
｡

口
舌

墳
時

代

の
く

bヽ
L

今ま
で
に
判
明
い

たし墓
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン地
域
･日
本
圧
電
公
団

施
工
地
ほ丙
の古
廿
時
代
の
漬
跡
の
分

朽
状
況
を
1
先
に
し
て
み
毒

こ

の
媒
材
菅
葉

レてみて
い
ただき
ま

す
と
'
義

戦
の

古城
仲
代
の
過
跡
が

沖
鎌
低
地
･A
声
を
妃
え
る
色
相
上
に

あ
る
こ
と
に

見つかれ
る
こ
と
と
他
い

ま
す
｡
わ
が
Jilが
世
料
に
管

日
本
雌

古の敏S
(
｢万
葉
R
J
の
瀦
歌
(あ
づ

責
ノ池
)
に

小
山
田
の
油
の
姫
に
さ
す
や
な
ぎ

成
り
も
嘗

T
も
汝
と
二
人
は
も

(三
四
九
二
)

と
SJnの
が
あ

り
き
丁
.
古
叫
仲
代
に

入
っ
て
の
当
tg
)礎の撃

へ
谷
を

三
宅
正

吉

せ
き
と
め
紺
地
を
つ
く
S
tt谷
戸
田

(天
水
田
)
を
叩
V
こ
と
に
汗
し
た
こ

と
で
あ
り
蔓

し
よ
う

.鉄剣虎

穴
を
伸
用
す
る
と
は
い
え
､
盲

u
v

ら
ぶ
れ
替

(そ
よ
う
)
'
某

技

術
も
兼
熱
官

の
で
あ
ったで
あ
る
･つ

当
時
の
㈹
拓
者
Q
r
r

･成
れ
も
)

と
ひ
っ麻
潔
と
r成
ら
す
も

Jと

い
う
い
さ
込
み
の
う

ちにみせる
い
ぶ

き
に

勅
勉
を
世
ら
せ
ら
れ
ま
す
｡
エ
ジ

プ
ト
人
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
襲
き
'
日
本

人
は
み
ご
壷

爪
田
を
つ
く
っ
た
と
い

う
評
価
は
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
わ

た
く
し
た
ち
は

忘れて
は
な

りま
せ

ん
.

こ
の
開
票

た
ち
の

旺いぼとのよ

喜

の
で
あ
っ
た
の

でしょう.ひ

と
く
も
に
い
え
嘩

7
文
紳
代
･弥
生

仲代
と同じ蓋
Tq
h穴
式
(た
て

あ
な
し
き

)住僧｣
(毒
つ
く
り
の

娘
立
は
し
ら
の
家
)
に
莞

で

おりま

し
た
｡
し
か
し
､
大
き
LJ
群
化
か
み
ら

れ
ま
す
｡
こ
れ
ま
で
の
兜
穴
式
住
尾

は
'
中
央
の
群
面
(十
闇
)
で
､
じ
か

に
火
を
焚
(た
)
い
た
炉
(ら
)
が
あ

っ
て
'
炊

郡の舶箸
の
s
tま
L

LP
と
こ
ろ
が
､
古
琳
仲
代
に

なると

初
め
て
く
く
り
つ
け
の
｢か
幕

こ
｣
が

あ
ら

われ手
.
｢か
ま
ど
｣
睦

に

等

榊
私
ざ
れ
へ
竪
穴
の
外
凧
に
池

じ
る
便
労

掘
り
ぬ
か
れ
て
い
草

｢か
巷
こ
｣
の
上
皮
の
穴
に
'
土
雅

(任
が
め
)
の
下
半
部
を
さ
し
こ
み
'

火
床
(ひ
こ
こ
)
に
は
土
判
の
支
脚
を

吐
い
て

十
四
の
底
鮎
葦

え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
丁
.
こ
,フ
レ
た
rか

ま
と
｣
に
セ
ッ
ト
す

るために
､
胴
の

竪
穴
式
住
居

跡

(荏
田
井
_2
正
勝
)

長
い
■
(か
め
)

レヽそれ愛

せ
て
便
岬
す
る

然し雌｢5
[
(こ
し

き
).評
等

-れ苛
-九
着

と
と

食
篤

の
一過
の
警

な
さ
れ

たよ

う
で
す
.
庄
盾
の
平
面
形
に
つ
い
て
み

ま
す
と
止
方
形
に
近
い
き
ち
ん
と
し
た

も
の
と
な
り
ま
す
｡
そ
の
対
角
S

li上の

等
1m
鞍
の
藍

に
四
価
の
抜
穴
が
掘
ら

れ
て
い
ま
す
｡
畏

｢か
ま
ど
｣
の

左
ま
た
は
石
の
別
寄
り
に
多
く
み
ら
れ

る
肝

胡瓜妻ら
れ
る
糾
丸
力
形
あ

る
い
は
柑
円
形
の
葱

LPれ
て
い
ま

∫
.
そ
し
て
rか
毛
こ
｣
の
ま
P
p
や

貯
双
の
近
く

か藍
の
垂

さ
れ
る
･空
ロ

がしげしぼ
で
す
.
こ
の

竿
が甜封(ちゅう質
ノ)
の

投Q

D
苦

っ
た
所
か
と
払
わ

れるので

す
｡
ま
た
､
｢か
壱
こ
｣
に
む
か
っ
て

を
屯
の
方
向
の
壁
と
在
の
床
面
は
､
中

央
の
部
分
よ
hソや
わ
ら
か
い
脱
会
が
多

く
'
む
し
一(な
蔓

敷
い
て
現
所
′
き

れ
て

いたのPはな
い
で
し
ょ
う
か
.

Ⅷ
じ
き
り
菅
等
teさ
せ
る
拙
い
柵
の
あ

る
も
の
も
あ
り
手

.
そ
れ
に
対
し
中

垂

は
か
た
く
胸

付かを
れて

菅

'
蔓

もあったよ
う

葺
こ冨
ノに'任
日脚
の
題

が

窪

の】屈に即した
割
り
つ
け
宅
行

な
い
針
脚
田
に
誓

て
い
た
し虫
ノ

芋

.
轟

は
'
窪
田
那
12
逮
跡
で

浄
兄
さ
れ
森

六
庄
盾
と
し
て
は
大
き

く
1
辺
が
10
メ
ー
ト
ル

近くのも
の
も

あ
安
手

が
'
大
体
の
も
の
は
1
辺
が

平
均
し
て
み
る
と
5
メ
ー
ト
ル
～
6
メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
す
｡
大
体
-
軒
に
5

人
～
6
人
か
鑑
み
相
乗
し
ょ
う
｡

この

租
皮
の
裂

の
吐く若
八

か1--6軒ぐら

い
が
始
ま
っ
て
つ
く
ら

れる中位が雄

港
内
の
地
小
の
ま
と
土石
の
よ
う
で

す
.
中
川
管

雇

､
何
管

述
肝
'

州原
邦
貨

周
詑
窟
巧

茅
ケ

肺
墾

岸

t･さ
あ
天
瓜
藩

の
班
合

も
､

その
内
部
に
赦
軒
の
庄
店
蓋

とする小
グ
ル
ー
プ
が
み
鼻

Pれま

す
.
一茶
だ
葬
刀
調
書

料
の
分
析
放
射

が
付
さ
れ
て
お
里
巷

ん
の
で
'
崩
落

の
府
戊
へ
卯
落
島

落
の
舶
係
な
ど
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
か
､
今
牧
野
ロ
か

にす
べ
き
独
将
は
沢
山
耕
さ
れ
て
お
s
t

ま
す
.

(
つ
づ
く
)



昭和 58年 1月

審
機
会

だ
よ
り

d

第

一

地

区

甘

<
郡
62
回
､
4
月
相
日
印
催
V

)
'
恢
洪
舶
指
定
の
胡
音

耶
回
の
歪

金
か
ら
今
回
ま
で
の
胤

に
灰
皿完

指
定
通
知
が
行
わ
れ
た
一〇

三
件
に
つ
い
て
朝
哲
が
な
さ
れ
た
｡

二
'
仮
漢
粘
相
定
の
串
耶
配
朋

六
回
仮
毛

指
定
が
予
定
さ
れ
て
い

轟

山
田
1
･
2
工
区
､
中
川
6
工

区
へ
牛
久
保
10
エ
区
内
の
仮
換
地
に
つ

い
て
位
政
､
状
炉
輝
等
の
脱
朋
が
行
わ

れ
ち

ll)､
小
畿

山謁

の
収
扱
い
に
つ
い
て

小
梨

震

整

F

土

地
評
価
鼓
叫
で
別
足
さ
れ
て
い
る
か
へ

さ
ら
に
処
製
方
針
と
し
て
の
｢地
椴
が

小
讐

る
冠

の
枢
班
い
に
つ
い

て
｣
の
税
S
か
行
わ
れ
'
了
解
が
静
あ

れ
た
.Å卯63

回
'
5
月
9
日
開
催
Ⅴ

1
'
恢
換
粕
相
定
の
醤

岨
胤
の
邪
脹
会
か
ら
今
回
ま
で
の
朋

に
恢
奄

指
定
血
知
か
行
わ
れ
た
十
二

件
に
つ
い
て
軸
管
が
な
さ
れ
た
｡

二
'
仮

免

指
定
の
研
問

先
遠

の
う
姦

山
田
l
･
2

工
区
'
中
川
6
工
琶

及
び
牛
久
保

2
･
10
工
区
の
19
ハ
賦
地
に
つ
い
て

仮
換
地
碧

(碍
8
回
)
の
附
問
か
行

わ
れ
へ
節
米
に
遥

な
い
官
の
答
申
が

行
わ
れ
LP

A
郡
糾
回
､
tJ)月
叩甘
伽
仙
>

多
3
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
I
軸
比

で
甜

ざ
れ
た
T
A
M
A
フ
与
良
び

多
y
Jl11-
タ
ウ
ン
の
街
つ
く
少
の
状

況
を
'
卯
l池
尻
及
び
野

元
区
部
浪

金
色
脚
や
税
辞
し
i
P

由

第

二

地

区

E3

<
苅
57
回
'
5
月
叩首
側
祉
>

第
1
地
区
A
邦
64
回
V
に
同
じ
'

代

表

委

q<

金

■- 1■lll5B

<
6
月
3
日
朗
他
∀

那
旭
血
合
同

意
会
の
側
他
に
つ
い

萱

わ
れ
'
6
月
力
臼
(火
)
に

粕
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
童

顔
所
で
伽

く
こ
畠

足
さ
れ
た
.

な
お
､
繋

串
堺
と
し
て
は
'
血
而

･公
団
芸

申
舛
軌
'
薯

域
指

定

珊昏
人.
ま
た
､
協
畢

塀
と
し
て
は

血
胸
和
55
年
度
造
成
工
市
の
迩
捗
状
況

及
び
､
同
56
年
度
造
成
工
事
計
固
'
⑦

汚
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
延
穀
串
兼
(国
選

音

の
若

年
畜

rt
¢
T昏

店
琴
耶
藁

｣
(仮
称
)
の
他

姓
､
ナ
チ
る
こ
と
が
稚
服
さ
れ
L
P

事

業

対

策

委

Å

会

<
苅
3
回
'
LLl月
u
u
開
化
>

旧
和
弘
年
1
月
菅

EE在
の
造
成
工

事
の
迩
抄
状
況
及
び
旧
和
弘
年
度
造
成

丁
串
の
針
岨
が
公
団
J台
東

曽
さ
れ

LJO
迎
捗
状
況
及
び
昭
和
EB
年
度
の
鮒

園
は
別
許
の
と
お
り
で
あ
る
.

こ
れ
に
対
.)

述
成
工
群
の
促
進
に

つ
い
て

中
断
移
転
用
地
の
確
保
､
埋

武
文
枇
財
前
在
と
の
餌
群
等
の
田
鹿
か

よ
r費

】れ
た
.

そ
の
他
'
帆
同
の
那
2
凶
市
井
対
gE

責

金
で
棚
醤
さ
れ
た
邦
t
糊
雑
食
比

轟

繋

幽
及
び
そ
の
豊
秋

の拡

班

別
岨
に
つ
い
て
t
m
･
公
団
か

ら和

達 成 工 事 i生 捗 状 況

施工両研 一 次 造 成 二 次 造 成
甘辛-b胡 井 手 串 称手面研 着 手 率

548.2/I〟 132/LIZ(307/f〃) 24,1!To(56%) 16(344/∽4JzLZ) 3(6.Ore.3%

足
悦
Sj
が
さ
れ
'
収
税
応
答
か
た
り九

た
.

交

通

閉

店

委

<

会

r

L

冒

.

.

<
邦
5
凹
'
6
月
3
日
剛
槻
>

交
池
細
浦
遠
鉄

室
長や.Dt

地
下
鉄
3
埠
鍬
の
そ
の
後
の
悠

野
に

つ
い
て
湖
朗
か
あ
s
tt
泡
苑
な
意
見
交

萩
か
行
わ
れ
た
｡

<
表

明
瞥
E
>

地
下
鉄
3
埠
S蒜

浜
-
新
横
沢
問
は

全
工
区
着
工
し
'
野
利
59
年
4
月
完
成

を
目
桝
に
鋭
悉
H
串
を
稚
め
て
い
る
.

新
械
痢
⊥
め
ざ
吋
野
間
に
つ
い
て
は

今
年
収
末
ま
で
に
免
肝
を
掛
る
嘉

㍗
レて
い
き
た
い
｡
引
就
い
て
'
協
和

57
年
止
に
部
門
肘
他
決
疋
､
捗
け
他
可

中
の
和
平
続
き
空
行
い
'
同
地
年
鑑
に

丁
車
掌

'
同
62
球
皮
轟
歳

尊
の
ぎ

し
て
い
る
.母円･

所柳沢瓜
と
守

る
鑑
Ⅷ

に

ついては鍔
加重
LtT初耳

の
移
艦
仏
学

桝
決
し
て
い
き
た
い
.

鼠

都
相
投
と
の
礎
甥
に
つ
い
て

は
'
先
般
の
m
金
に
お
い
て
'
あ
ざ
み

卿
択
接
続
が
妥
当
と
の
楢
始
を
柑
た
と

こ
ろ
で
あ
り
､
さ
ら
に
舛
急
と
の
協
徴

を

粥
め
て
い
き
た
い
｡

地
下
鉄
4
号
線
に
つ
い
て
は
へ
新
縫

合
針
脚
脱
実
と
し
て
は
'
軸
比
-
ニ
r]

-
タ
ウ
ン
ー
由
山
ま
で
を
解
仰
臨

と

し
へ
相
殺
の
鬼
忙
し
が
LJ
さ
れ
て
い

る.今
坂
4
号
瓜
に
つ
い
て
J
)中
仙
用

地
か
必
弊
看

る
た
め
'
旨

の
協
力

を
お
肌
い
し
た
い
.
地
下
鉄
6
付
点
に

つ
い
tJY

5
東
都
の
針
肘
掛
奴
で
あ

薪

､
ま
だ
兼
細
管
で
あ
り
.
m寮
称

･
川
峨
的
の
今
椀
の
状
瞥

見
て
い
き

た
い
.

<
‡
な
芋

①
田
胤
都
祁
線
と
の
招
濁

他

②
馳
年
嵩

成
島

下
妖
3
埠
汲
串
胴

跳
波
に
か
け
る
関
節
名
の
次
息

①
新
羽
駅
の
位
此

窓

下
妖
与

Sdの
見
■
rL

l
以
上
に
対
し
'
｢62
年
度
横
坑
ス
ケ

㌻

,ll
ん
に
支
k
O
t.ti
J亨
に
･
茨

神
に
つ
い
て
御
心
14
舛
軸
か
行
わ
れ

iP…
文
化
財
相
生
推
進
委
<
会

‥

<
卯
7
回
t
LLl替

仰
W
>

政宗

公
文
街

で
参
'
昭
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
粕
城
内
州
税
Ⅹ
化
朋
刑

責

の
附
則
55
畔
雌
の
状
況
及
び
悶

56
年
牒
剖
幽
か
報
告
さ
れ
た
｡

そ
れ
に
よ
る
と
'
_日
和
55
年
虎
ま
で

に
調
ホ
き
れ
た
側
桁
は
'
2
1
5
･
5

血
で
'
進
捗
峯
は

_淵達
郎
奴
縫
瓜
破
2

7
8
･3
血
に
対
し
77
･
4
%
で
あ

ら
.
な
お
'
こ
の
中
に
は
'
｢三
の
丸

追
跡
｣
洲
紅
の
2
･
3
山
か
含
ま
れ
て

い
JI.

そ
の
他
'
旧
棚
55
比丁収
に
唱

旧
和

53
球
皮
か
ら
の
畔
次
か
_凶
に
鵡
つ
く
雌

綴
仕
皮
と
し
て
】宇
六
百
州
の
北
葡
軽

部
空
行
っ
ちなお'旧柵5

5
咋
鯉
細
魚
爪e(と
し
て

は'湖北ニュータウン
文
化
相

朋血

双
と
し
て
1t千
六
百
十
万
二
手
内
'

r三
の
丸
池
跡
｣
洲
靴
代
二
手
四
百
九

十
二
万
二
千
円
'
公
団
朋
粥
作
責

3

6
5
･5
人
を
仙憶
川し
た
｡

IMP
)'
昭
和
56
年
度
で
は
'
新
た
に

S
T
6
加
(,n
ち
｢三
の
丸
遺
跡
｣
2

･4
血
)
の
別
誓

希
い
､
野
利
EB
年

皮末の進捗減
は
､

8･9%と
な
る

薯

あ
る
.

な
お
へ
辿
跡
榊
恋
は
_唱
和
紬
年
度
で

す
べ
て
抵
-す
る
蔓

で
あ
る
.

旧
知
56
慧
品
喪
3
Eと
L
tJ
y

粘

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
文
化
財
制
袋

(≡

ヶ
年
針
山
の
勅
確
此
)
茎
丁
一合

冨
円

｢三
の
凡
退
跡
｣
㈹
飛
州H
(二
左

前

脚
の
td
拝
読

)
些
T
〃
円
'
公
雌
批

供
葬

1
6
6
･LO
<
毒

て
る
予

妃
で
あ
る
｡

R
Y
砦
科
樫
山
つ
い
て
は
'
新
線

4]針
脚
仙
架
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
内

定
し
て
い
る
曽
我
皆
が
あ
っ
た
.

土
軌
yJか
ら
静
HHm
嘉

御
重

り
っ

と
い
う
仙
川
等

る
去
ノ｣
巧
の
忠
j
t

が
藁.

*
含
*
地
利
用
協
定
荘

…

官
学
仲
春
▲
金
(

A
郡
山
岨
'
1
月
知
日
朋
惟
>

l
.
利
川
協
定
の
.S
解
に
つ
い
て

締
桓
化始
の
非
の
力
は
､
各
地
騒

仰
賓
山
の
代
突
破
が
鹿
北
対
熊
育
H
の

協
力
の
も
と
に
次
の
と
お
り
行
う
こ
と

に
な
っ
た
｡

8
6
月
中
に
締
結
を
終
え
る
.
②
止

木
へ
拓
雌
利
強
が
部
名
､
州
印
す
一r

①
締
栂
の
際
'
正
川
垂
Z:竿

会
計
を

迎
任
す
る
.
①
費
山
止
が
袋

の
各
つ

づ
れ
白
に
判
別
を
す
る
｡
⑤
棉
淡
が
苑

仰
｢
‥急

変
mX
違

え
て
い
な
い
切
言

に
は
､
祝
に
轟

し
て
い
る
Jgが
締
措

す
る
.

二
'
朋
土
他
心
小
斉
川
会
の
類

に
つ

い
て牛

帆
中
側
か
れ
た
余
儀
枯
淡
に
つ
い

て
'
松
冗
和
則
拳
Ll
か
ら
舶
茜
か
あ
っ

た
.
(叩
机
は
耕
土
心
神
小
委
出
会
の

項
を
夢
絹
)

耕
土
間
EEl
小

委q
t
会

A罪2回､4月R

白帆催∀

市
場
畔
仰
重
出
長
か
ら
岩

のあっ

た
卯
-地
比
二
ヶ
所
(3
固
池
)
､
罪

】
短
は
四
ヶ
所
(g3脚
聖

の
5
有
膿

旭
志

に
つ
い
て
'
憩

制
作
な
ど

空
行
い
､
桝
董

判
従
し
巧

そ
の
楢
粥

五
ヶ
所
の
う毛
四
ヶ
所

か
十
賀
的
に
耕
作
が
国
粋
と
払
わ
れ
､

一
ヶ
所
は
土
讃

皿め
ら
れ
て
い
る
た

め
叔
附
を
蝉
丁
る
′
き
れ
た
'

な
お
'
硬
土
･
ね
ん
と
に
つ
い
て
は

二
次
農

相
に
お

いて士の入れ換え

空
行
･つも
の
∈

肴
工
に
つ
い
て
は

公
団
と
小
泰
山
会や
連
絡
'
恥
持
し
て

行
う
.

磨
故

郷

/

港

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

東
京
都
立
川
市

吉

野

堆

二

〝
世
に
故
郷
は
と
こ
い
し
貴
も
の
は

あ

ら

じ
｡
花
に
も
月
に
も
苛
びに
も
悲

し
み
に
も
畳
｢息
い
曽

る
る
は
故
郷

a･tD.
故
郷
は
学
問
を
先
島

モ
広

く
す
る
他
に
は
あ
隻

さ
れ
と
放
郷

に
は
M
p
た
し

･
〝
.
買

支

F
比
岡
イ
脱
の
文
の
l加
重

.
令

か
ら
四
十
七
印
刷
､
救
肺
患

っ
か
ぽ

か
り
の
S
'
二
川
近
い
山
等

誹
ケ

崎
卜
川
棚
-
砧
ケ
嘩
･八
桝
と
抽
轟

け
白
虎
中
や
祉
炉
で
中
村
小
学
校
(罪

在
､
山
下
小
)
へ
迅
勤
し
ち

時
に
は

荏
田
へ
出
て

大
山
街
娼
(皿
些

l四

六
号
)
の
妓
谷
戸
(な
か
や
と
)
を
池

り
市
ヶ
尾
へ
抜
け
た
｡
ま
た
時
に
は
'

た
こ
£

あ
っ
ち

㍍
と
げ
の
山
刀
は

菜

や
窒

収
7
が
さあ
ら
な

く篭.

閃凪の

はげしい崎'
とく

に向い姐の坂村

は中が池K]い.

こ
の
人
産
の
少
な
い

広カとした滋地

へ
目
を
つ
け
ら
れ
た
の

が粘北ニュー

タ
ウ
ン
の
苑
止だ
っ
た).

政
経
を
粘
れ
て
四
十
年
'
泣
鹿
を
過

ぎ
'
い
よ
い
よ
盟
郷
の
註
や
み
が
た
く

停
年
退
徹
し
た
ら
'
故
郷
へ
家
を
延
て

て
住
み
た
い
と
い
う
の
が
私
の
益

だ

っ
たP
巻

は
旧
約
五
十
年
.
あ
れ
か

宅

年
め
'
待
蔓

く
な
っ
た
私

は
'
茅
ケ
臓
の
壷

を
急
け
逸
脱
軸
比

で
あ
る
祥
田
へ
兎

を
し
て
も
ら
い
'

云
る
五
月
十
九
日
'
そ
の
手
誓

丁

ま
せ
た
.
窮

に
は
扱
軒
の
新
住
宅
が

知
っ
て
い
る
.
同
じ
臼
'
隣
り
に
光
る

と
い
孟

欝朕
と
も
利
対
皿
を
し

ち

そ
の
岬
-
氏
は
す
ぐ
加
持
L
と

り
か
か
り
たい
が
'
管

色
う
の
で
伽

は
と
フ
レ

卓
ノ小
と
､
只
体
的
な
管

出
た
.

川
和
の
古土
と
お
拝
し毒
免
点
を
帝

に
ひ
な
た
ん
式
の
申
し
分
な
い
+
範
で

あ
る
｡
あ
た
り
に
知
っ
た
新
車
の
家
の

さ
れ
て
い
る
.
い
す
れ
'
地
下
鉄
か
入

る
と
い
う
｡
畿

ふ
白
瓜
州
免
成
す

れ

ば槻沢

の中心へも快利になるだ

今ン.係stに告げY
蒐
造成工

群
は
脚
型
ハ十
二
年
の兎
俵
か
自
さ
し

て
群
束
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
.
現

在
こ
こ
へ
住
ん
だ
ら
出
物
は
と
こ
で
'

孫
の
小
･中
学
校
は
(す
ぐ
そ
ば
に
啓

田
高
校
)
ど
こ
へ
､
節
気
にL<
つ
た
ら

等
'
今
い
る
所
が
使
剰
L･t所
が捗

に
心
配
が
t･6い
で
も
な
い
｡

態
珊
肝
可
励
い
も
挺
出
し
て
､

許可

に
な
る
ま
で
的

lヶ
月
か
か
る
と
い

う
'
さ
し
あ
た
っ
て
の
仕
事
は
'
と
ん

だ
変
を
袖
て
よ
う
か
と
'
あ
ち
ら
こ
ち

ら
の
些
諒

を
3
1っ
て
勉
卸
中
'
た
だ

し
'
棚
沢
の
マ
ン
シ
ゝ
ン
住
い
の
攻
的

寮
戯
と
刷
店
に
篭

ので
'
目
下
､
評

判
が
い
い
と
い
う
二
世
帯
旺
撃
て
デ
ル

ハ
ウ
ス
か
見
て
等

賓

を
研
究
し

て
い
る
と
こ
ろ
｡

旧
都
別
粥
が
'
棚
沢
･
川
階
へ
と
分

割
'
合
田
L
t
郊
外
へ
喪

､
8
太
一

の
指
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
荒

か

わ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア

を砂み
て'年かい

も
な
く
生
き
が
い

を馬じ
てい
る

J(
.

一…
摘

紺
的

摘

摘

銅

叩
一紺

緋

鮎

絹

㌍
毎

日L

tEE.
針

副

い
.射

+鋸

&
.&

酎

齢

射
自



善

の
田
富

'
①
T伊
tか
W

'

①
松
下
供
A
ワSt蓋

し

㌻
ユ
且
ル
に
産

の
i･.ト
ー写
に
･
BtJ萱

戸の
杜
-
川
和
へ
出

帆
に
は
､
袖
を
町
妻

[S
兼
･
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顧
問
団
会
議
開
催
さ
れ
る

7
uH16
日
､
帖
北
ニ
ュ
ー

タウン郡

塊
椎
蓮

終
協
雲

の
朋

国
会故か

噌
叫

緑
甜
区
逃
出
の
淋
･而
蔽
金
満

旦
及
び
作
虜
助
役
を
は
じ
め
と
す
る
横

浜
而
関
係
考

日
本
住
宅
公
団
側
係
者

の
出
価
の
も
と
に
等

亡れ
ま
し
た
.

は
じ
め
に
推
進
協
会
長
で
あ
る
梅
E

E

舞

且長から納会の挨
拶
が
あ
sy
引

き続き､市'公団の人申代勅に伴

う
推
仙態
新
香
以の
招
介
が
行
わ
れ
ま

した.次に響Ⅸの
苦

が
行
わ
れ
座

長
に
は
港
北
区
選
出
の
庶
出
布
施
金
銭

尽
か
漕
ぎ
九
ま
し
た
.

件
藤
助
役
の

挨拶の竣
'
駁
中
に
入

り
'
ま
す
､
梅
里

長
か
ら
r沼
北
こ

ユ
ータウン和轟
葦

m切
望

の

抜髄
状況につい
て
｣
､
近
雌
都
田
掩

働
n笈
か
ら
｢招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
弛

批
耶
邦
(脚
迎
即
超
)
に
つ
い
て
｣
及

び
｢用
途
磯
城
･地
区
相
克
爪静
1に
つ

い
て
｣
へ
日
本
住
宅
公
団
野
々
村
泊
北

嬰
か
LP
｢

雇
蓑

田

邦則州廉について｣まただ鮎川

民
燭
蚊
か
ら

｢｢雌
北
ニ
r4-
タ
ウ
ン

任
川
琴
が肌
賓

】
に
つ
い
て
｣
そ
れ

ぞ
れ
選

と
脱
朋
が
行
わ
れ
葺

胸
糞

の
弧
牡
冶
ぽ
l

甘袋のと

お
り
で
す
.
(冷
硬
工
即
の
池
覧

況

及
川池
葡
56
年
新

旭
に
つ
い
て
は
､

札
58
を
薦
州)

こ
れ
ら
字
っけ
て
､
｢市
の
新
総
合

計
岨
似
窯
に
お
け

るニュータクン
の

ク
ウ
ノ
セ
ン

タIの
位正｢つ
け
L
T.地

下鉄3せ舟の碓
必
肌
と
A
サ
浪
'

6

号
Stの
見
池し
｣
｢
ニュータウ
ン
馴

回
に
お
け
る
･#

'
水
の
傑
存
｣
｢文

化
財
の
保
存
｣
｢畑答
庄
q
Q
ia岨
｣

｢蟹
u荊
院
の
肘
岨
｣
r都
市
軒
岨
街

路
｣
｢常
闇
､
斎
場
の
計
岨
｣
｢保
田

所
'
絹
祉
地
殻
の
独
秋
が
岨
L
r研
邦

所
の

切放｣｢その他地
区
の
計
脚
｣

等
に
つ
い
て

熱
心
な
惹

応
等
が
行

わ
れ
さ
し

た.

港
北

ニ
ュ
ー

タ

ウ

ン

住

居

表

示
の検

討

は

じ

ま

る

招
北
ニ
ュ

ータウン知散票
は'

62
年
豊
虎

を白襟に進め
ら
れ
て
い

ま
す
が
'
蔑

工
野
鼠
区
愉
柄
の
11

分
の
1を
超
入
る
讃
手
率
と
な
り
'
5

年
に
は
､
約
t四

8戸の畑答住宅

関連事業進捗状況一失表

切 口 jI 抄 状 況
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の入居開始も針岨されてい喜
ノ.

こ
の
た
め
白
将
嵩
Tこか
か
わ
り
の

深
い
位
牌
琴
不符
の
検
附
が
必
警

な

り

'横顔市
で
は
市
民
局

が申誹
屈
と

な
っ
て
t
r棚
内
相
伯
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
鑑
は
寧
16m
-基
｣
を
批
他
し
ま
L

tJ+

一夏h
tこれと
前縁して'筈

の
高

畠
と
し
て
｢箆

寧
亦換
肘
委

艮
会
｣
も
放
托
さ
れ
さC
た
｡

こ
れ
ら
二
つ
の
会

の)併載を
油
して

閃
倭
什民
の
想
見
が
じ
ゅ
う
ぷ
ん
反
映

さ
れ
た
町
押
'
町
各
や
任
は
牢
番
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
手

.

推

進

協

と

し

て

検
討
委
員
会を

設

置

さる
6
=昆
日
脚
化
の
金
川
盟
卿金

に
お
い
て
｢
r慌
川
琴
耶枚
肘
呑
nH

金
｣
の
慨
世
h
つ
い
て
｣
拙
策
か
あ

り
'
兼
悦
ざ
れ
葺

こ
の
墓

喝

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
他
項
の
侍
爪革
郡

の
舛
神
に
あ
た
り
､悩
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
董

協
禁

と
し
て
の
意

見
か皮
映
し
て
い
く
ため
'
町

卯
･町

名
や
筏
川
琴
恋
Wに
つ
い
て
必
琴

耶

耶
轟

す
る
単

機化されまし

た
.責

念
は
'
各
地
区
(中
川
･新

田
･都
田
･山
内
)
の
脇
間
余
念

'

同
刑
余
y

墓

対
熊
歪

缶包
皮

及
び
鎧
対
邦
重

秀
舛
長
と
絹
､

公
団

の
他項
で
榊
成
さ
れ
て
い
ま
す
.

卯
丁回
の
斉
川
金
は

7月24日に別

邸
亡れ
'
系

長
に
は

用量

戊

の
甲
山
缶
1団
氏
'
賀

長
に
中
川

墓

の
金
子
寧
Eir
竜

区
会

長
の
山
本
費

'
山
内
地
区
会
長
の

於
沢
虹
]民
か
'
そ
れ
ぞ
れ
漕
ぎ
丁れ

用途地域･
地
区
指
定
変
更
に
伴
う
津

定
縦
某
の
お
し
ら
せ

湖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
留
口本
住
宅

公
団
が
廼
行

する土地忠
節

耶

避
止
城
の
川
満

城
及
び
芯
脱
氾
区

印
の
相
足
準

に
つ
い
て
'
昨
呼
水

本
紙
印
を
仙
じ
て
､

おしらせして

き
ま
し
た
か
､
こ
の
た
び
'細
田
か

土
仙

9岬112岬頒刀

(た
だ
し

臼州~'明日は除く)

【場

所】

袋

朽
役
所

都
祁
旅
仰
局
〃
脚
部
洲
蕪

村

駄
(本
庁
豊
ハ階
)

圃
法

に恭Tqt)図心の耗党
か行わ
TEL
671-2▲p
〇7

れ
る
こ
と
に
t･1り
ま
し
た
.
こ
の
朋

A荘∀

間
中
､
ご
戟
鬼
の
あ
る
義

足
の

縦
覧
日
時

については､申訪

七法
に
去
｡意
見
山嘗
如
出
す
る
こ

手
耗
き
の
都
合
上
変
史
さ
れ
る

と
か
で
き
ま
す
.

こ
と
も
あ
り
ま
す
.

【縦
覧
日
時

】

儲
和
56
年
9
月
11
日
(金
)か
ら

耶
和
56
年
9
月
25
旦
金
)ま
で

X
平
日

9
時
～
17
肺

『住
宅
･都
市

整
備
公
団
』
の
発
足
に

つ
い
て

一

惜
北
二
rT
タ
ウ
ン
の
｣由
区
幽

J
m鍬
碧
だ
つ
き
ま
し
て
は
,
日
射

:から富
方のご男
晶
sh蔚

【致しており隻丁.

;

さ
て

こ
Q
y

日
蓮

宏

団

;
.J
i
.
Zt.f
～

j
r
:･㍉

i
て

来
た
石
十
月
盲
か
ら

曽
ず

!
ること
に
な
St辞
し
た
.

まー上し｢

r住
宅
･都
市
拡
州
公
Eこ
に
移

行
し
た
蜂
に
書

ま
し
て
も
'
当
扱

裏
についでは
日本住
宅公知の

雑務をそのまま引き捕菅野っこ

量

っ
て
お
り
事

の
で
'
卑
怯

と
も
よ
ろ
し
く
お
節
い
申
し
占
りま

チ.日本
任守公団許北
開尭局

横

浜

市

で

は

住

居

表

示

調

査

会

を

設

置

棚
沢
田
下
は
､
帖
北
ニ
rT
タ
ウ
ン

粕
域
･u
て
の
糊
兎

城
の
｡丘
18
カ
町

の
嘩
化
な
即卯
'
町
名
､
任
胎
琴
即題
り

の
英
誠
に
つ
いて
m
W

蛮

す
る
た

め
｢械
折
田
軸
北ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
任
店

琴
が
御
背
負
｣
を軟
性
L
t
邦
-由
の

別
表

を
7
月
り
白
に
開
催
し
ま
L

LP榊
小芸
は
､
迎

愈
町
内
会
轟

地
元

岳

瓜
の
代
次
S
.
藍

最

近
即金
､
越

協
､

鷺

川和
出
盛

所
'
招
北
･瓜
閃
区
の
平
準

消
防

畢
粥曲･†拝金のE郵他局'相

公
葛

で
舶成
さ
れ
､
世
冗代
沢
芸

界
の
中
に
は
'
嬰

の
協
比芸
人蓑

か
秀
舛
に
溜
はれ
で
い
ま
す
.

な
お
'
湘
霊

室

､
訓
金
並
に

掩
北
ニ
r[-
タ
ウ
ン
益虫
望

協

満会の姦妓(梅
田
北
壁

)
と

別
会
長
(木
下
古
壷

纂
)
〟

そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
声
し
た
.

【住
居
声
不
の
粥
脱
に
つ
い
て
は
札

5
(〃望
T3
月
井
行
)
を
こ
k
く
だ
さ

い
】
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① 川+市41から北山田 .神山日 ･兼山日方面をELLl.

⑧ 南山田工区は一次達成工事が尭7したところです｡

⑨ せせらぎ公Eq付近.22工区がひろかっています.

巨‡T タウン

粘
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
土
地
区
画
並
理

事
串
は
'
昭
和
49
年
8
月
に
祉
設
大
臣
の

認
可
を
受
け
て
造
成

工
非
に
懸
手
し
､
み

な
さ
ま
の
ご
魅
力
を
糾
な
が
ら
62
年
度
概

成

へ
と
机
地
し
て
い
ま
す
｡

今
月
は

｢
臼
で
み
る
港
北

ニ

ュ
ー
タ
ウ

ン
叫
Ⅵ
｣
と

.g
し
て
､
退
城
工
叫
の
進
み

ぐ
あ
い
を
ご
it
い
た
だ
き
た
い
と
想
い
ま

す
｡

【
抵
面
に
抽
粧
し
た
写
六
は
昭
和
55
年

日

月
に
撫
形
し
た
も
の
で
す
｡
】

弓

1

.･

頚工事状況図

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
秋
円
の
農

工
P･

は
'
1択
護

が
【一チ
し
た
帳
'
土
の

筈
を

岨
る
た
め
糾
佃
に

芝
な
ど
の
は

ま

印
を
L

t

兼
高

佃
毒

て
二

iS道
は
が
行
わ
れ
A'すc

R

恩

m

櫓
は
U

仙
董

土
か前
っ

LIv･,娼
っ
iJ豊

し
娼
略
赦
t
や
婚

y

の
り
州
印
の
柑

l大
を
t;え
瀬
畑
の

ペ
喜

郎
せ
つ
く
る
は

耶
考
い
い
ま

す
'

こ
次
.g
成
胤
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第
一
地
区
r

A
邦
65
回

､6日折目開催V

1
､
評
価
貝
の

適任について

人
事
興
野
ルよ

って横
遍

万
法
務

局
川
和
出
菱

が
高
書

1
邸
氏
か

ら
江
口
霞

に
'
ヰ
是

､
桝
浜
市
帝
北

区
鼠
定
汝
産
額
捉

度

が

伊

琴

1
窮

民

か

ら
台
帳
武
氏
に

そ

れ

ぞ

れ

替

っ

た

の

に

伴
う
後
任
の

評

価

用

の

適

任

に

つ

い

て
､
糞

の

同

葬

だ
き

れ

た

｡

二
'
小

善

爪
会

の

署

地

区

外

小

萎

び

毛

調

車

小

童

の

蛮

状

況

の

筈

が

行われ

た

'

三

'

仮

毛

指

定の報告

六

月
盲
付毒
力発生した12件

及r-七月一日付で効力発生する1

件の仮換柏指定について'通知し

左目の頚管が行われた.

四㌧仮換地指定の折闇

先行醤
梅
のうち'牛久保2工

区'牛久保10工区及び､中川2工

区の8回地について仮換地指定

(第

9回)の簡閲が行われ'原案

に皿鶴ない旨答申が行われた｡

五

㌧方面別小委月余について

在
姓
区
域
に
陶
す

る署鬼書等の間

期
薪
警

方
面
別
小
嚢
例
会

(血
二

小

裏

金
は
'
中
川
町
へ
牛
久
保
町
､
大

槻
町
､
琴

示

委
白
金
は
'
碇
山
田

町
､
北
山
田
町
'
南
山
田
町
)
で
蜜

を
行
っ
に
あ
た
S
(
従
来
の
甑
確
を
整

理
す
る
た
め
に
旧
空

･
琴

ホ
委
員

会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡

な
お
､
今
ま
で
に
宅
地
実
測
の
行
わ

れ
て
い
な
い
存
出
回
地
に
つ
い
て
.
秩

地
投
を
牽
疋
す
る
た
め
の
測
雷

行
っ

と
の
墾
コ
が
あ
り
､
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

の
窮

が
き

れ
た
｡

l
L

I
k

r･

.
_

窃

第

二

地

区
昏

A
弟
開
国
'
7
月
9

日
開
催
V

l
t
評

価用の退
任に
つ
い
て

人
申

輿
動
に
よ
って
繊
毛

方
法
講

掃

川和

出費
が高
塀
背

1
郎

氏か
第
9
向

日
の
仮
奄

指
定
と
し
て
先

墓

の
う
ち
､
荏
田
工
区
'
川
和

工
区
及
び
､
大
柵
工
区
の
4
回
地
に
つ

い
て
仮
換
地
指
定
(卵
9
回
)
の
耶
問

が
行
わ
れ
､
空

だ
只
狭
な
い
旨
答
申

が
行
わ
れ
た
P

l]r
小
真
金
開
催
に
つ
い
て

仮
換
地
供
米
に
伴
う
患
見
宙
の
処
理

状
況
の
祝
明
が
行
わ
れ
'毛
等

(集

等を浜町するため'罪1小義会

(荏田)'琴
1小壷日金(茅

ケ

琴一ホ垂民会(煎

B)'弟

の

評

価

卓の適任
虹

つ

いて'雲

の

同

意

が

｣哲

亡
れ

R

J.

二

'

仮

漠

屯

指

定

に

つ

い

て

四小裏
金(初田)

の開催日零

が決められた｡

推
進

協
だ
よ
り

合
同
協
横
会

A第

19回､6月お目開催∀

).人事娘動等の州琶

而'公団姿見の異動墾ロか行わ

れ'合わせ去
団における宅

地管

折節新殻等の筈
があった.

二､階和55年度農
工市の進捗状

況及び胞和56年度造成計画

公団から造成工串の替字面硫及

び璽
虫について朝菖'脱明があ

り､今琴
地元･市･公団の三者

が1体となり62年蓑
を達成し

ていくことを唯欝した｡

(
進
捗
状
況
及

び
指
扇
計

画に
つい

て
は
札
縄
'
四
面
参

府)

三
へ
関
迎
市
井
の

僻
和
56年
度計
幡

市
の
各
局
か
ら

呪
明
があ
りへ
関連

街
路
日
吉
こ
冗
石
川
窄

地

下鉄
3
号

瓜
の
平
皿
及
rF
薪
羽
駅

の問
考

に
つ

い
て
農

応
答
が
あ
っ
た.

四
'
住
居
琴
が

換
肘
喬
月余
の
駁促

事
務
局
か
ら

市
の
｢住店
琴

郡関
杏

金
｣
の
歌
姫
を

受
け
て
推進協
の費

を
反
映
さ
せ
て

い
く
ため
'
撫
臣賓

全役艦に

ついて提案があ
り

了雪

れた｡
五､用途地

域･地区指定蛮男につ

いて
推進協会長

から2月訪日の四地

区正副会長金満

の桔巣について明

哲があった｡ま

た都市乾朋品濃か

らその後の楼過に

ついて報告があ

り'できるだけ早

い時糊の都市計

圃兼衝余にはかりた

い旨茸宵があ

った｡その後'琴
l租住居

皆用地域の

変曲率の間確について

弊疑応答が

行われた｡

六
'そ
の

他

市
の
警

計
回
航
塞
及
び
特
北
､

滋
両
区
の
区
別
耶
圃
案
に
つ
い
て

そ

れ
ぞ
れ
説
明
が
行
わ
れ
た
｡
な
お
､
周

計
固
髪

に
圃
浬
し
た
地
下
鉄
4
号
段

及
び
6
号
投
の
見
通
し
に
つ
い
て
半
間

が
あ
り
'
交
通
局
か
ら
4
号
符
は
最
舶

路
投
と
し
て
警

計
岨
脱
集
に
管

込
ま
れ
て
い
る
旨
'
ま
た
6
サ
鵜
に
つ

い
て
は
換
酎
路
線
と
し
て
今
後
'
川
崎

市
､
攻
京
都
と
閃
警

関
っ
て
い
ノ畠
日

回等が尋つた.生活対策委qt会
Å邦畠'7月18日開催V

ltまもつくS協定について
①r特別な用地｣のうち'57年

宏用開始となる｢H場･食雄地

区｣から説明会を閲樫していくこ

とになった).②｢1般任窮婚区｣まもプ＼幻

協定については'地権者が金淋開

催の招望チ親等を市･公団と遅給

のうえ､街区ごとに堆めていくこ

とになった.
二､許認可英都について
今篤稚者が営業をする際に'

関係宣汀の許認可を必鍵とする窮

地(米穀､僧琴かほこ等販売

潔)について'甑震災の説朋が

行われた｡住居表示検討委Å
会

A邦1回､
7
月
24
日
開
催
V

推
准
協の
阻紐
の
な
か
に
新
し
く

｢
圧
接
琴
ホ検酎
葬
月
余
｣
が
汲
臆
さ

れ
席
上､
香炭塵
､
別
蚕
角
皮
の
堪
出

が
行
わ
れたF

ま
た
'金満で
は
横
浜
市
市
民
局
か

ら

住宴
示制度
の
横
町
義
明
が
あ
り

引

き続
蓋
の
検
肘
重

の
堆
め

力

につ
い義
弟
な
破
船が
t･1
さ
れ

た
｡

四
地
区正
副
会

長会
議

用
蛮

域
･地
区
指
定
医
史
実
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
､
合
同
協
芯
会
か
ら

四
地
区
鑑
別
会
長
会
朕
に
委
ね
百
れ
'

既
報
の
き
っ
に
2
月
訪
日
の
四
地
区
正

副
会
長
会
誌
で
大
筋
の
合
ヰ邦

成
立
し

て
い
た
が
､
そ
の
際
宿
粕
と
な
っ
た
問

鹿
に
つ
い
て

市
及
び
公
fE]
か
ら
報

告
'
現
朋
か
あ
っ
た
｡
ま
た
'
浪
論
の

中
で
皆

-れ
た
琴

廟
任
居
留
内
地
域

の
繋
額
革

【喜

に
つ
い

ては
'

｢全

市的な間期でもあ
り

､ニュータウ

ン地区も含めて今喝全市的な

都市計画の中で取翰し､選択の揃

を拡げることが出来るきっ努力す

る｣との都市軽暫灯藁の答弁と公

的住宅の昏横罫については､地元

の借料を茶切ることのt･6いさっ相

済されたい旨の発音があ
り

へ稚託

された｡以上の結栄'都市軒園を決定す

るための法定縦覧等の手管が准
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
.

【注
】K
Ji

篤

■
用
地
靖
の
昏
研
中

日
太
住
宅
公
団
が
昭
和
五
十
1
年
二

月
に
特
別
な
毛

(セ
ン
タ
ー
地
区
､

ア
パ
ー
ト
･
マ
ン
シ
rnン
地
区
'土
地

倉
堪

区
､
唖
首
席
聖

の
申
し
出
閑

要

行
っ
た
時
点
で
の
琴

l笹
仕
届
専

用
地
域
の
智
税
率
は
】
8
二
(
古
%
で

し
た
が
'
昭
和
五
十
1
年
十
l月
の
建

委細法の
1
部
車
止
に
伴
い
t
EEZ和

五十11]年四
月
全
市
1
厚
1
五
〇
%
に

都市計岨とし
ナ兵
定
さ
れ
､
湖
北
ニ

ュータウンにつ
い
て
も
こ
れ
が
画
用

されます｡なお'都市別凶
で
教
義
翠
肇

10

0%から1五〇%にし
た
雫
田
と
し

ては'良好な届比汝瑞の形成
を
主

な口晶としておstt成嘉の爽

億調香Vを行い'高度期区とも関

連つけLJがら'その適正化考はか

ったものです｡

公団で人事異動

日歪宅公団伯北開発局では'

8月16日付で人帯鋼勅があ幻まし

た｡観工事計歯駅長の浜畑辰雄氏

が本社宅地串邦部卵在役に転任

Lt後任の工事計幽牒銭として女野郡司氏(帆工中節1醗妓)が､

孟任の工事卵1恢痕には'滞

EE良明氏(前方社葬嫡革述部工事

壁代理)が'それぞれ成年しま

.JjJ+

｢みんなのひろば｣

｢み
ん
な

のひるは｣はみなさん

の
蕃
見
交
換
の

地です｡尚北ニュー

タ
ウ
ン
中
英
に
対

する､ご意見､ご

撃

ど
ん
ど
ん
お

寄廿てださい.

<
投
抹
さ
れ
る
方

へ>

四
〇
U
字
暗
め
尉
稲
用
紙
二

枚以内

▼
任
所
､
氏
名
を
明
記
▼
〒
2
2
3

横

浜
而
梅
北
区
勝
田
町
7
6
0
都
市
庭

瀬
｢好
個北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
捷
政
事
塩
析

投稿歓迎/
｢ニュース｣係あて▼抱親分につ

いでは沖鮒を空しあげ上手ノ｡
Q暮故人

は
権

力

者

だ
った?･これらの人々の葬送儀礼に係
る遺跡についてですが'荏EB第
62漣跡の円W荏田弟Pr川和
邦4'茅ケ蛤第6'薪TE)田節
7､大棚第は溝跡の横穴蕪称が
莞され調壱いたし

一

貫しLP略
歴にねんごろに頚られた汝骸'
その故人か身につけていたであ
0っ義貞幣へ常銅に耕金(め
っき)された金の耳飾り'水晶
の留丁玉､ガラス玉の首飾り'
なつめ玉'管玉'勾丁弄芝の王
軒､直刀や鉄巌などの鉄製武田
などが出土しました｡この故

人高杯 (盛り付け用器)

は
'
1
定
の
武
力
を
床
持
し
た
推
力

考

指
導
香
しあ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
｡
朝
鮮
や
中
由
の
手
工
業

ほ

じ
の
た
須
薫

系
統
の
煮
(つ
ぼ
)

や
尭
(か
め
)や
杯
(つ
き
)な
ど
も
出

土
し
ま
す
.
は
て
さ
て
'
こ
れ
ら
の

古
坊
や
横
穴
差
付は
､
い
ず
れ
の
媒

落
と
の
関
野
ルあ
っ
た
も
の
か
､
ま

た
'
大
場
や
市
ヶ
尾
の
古
叶
に
祭
ら

れ
た
勢
力
者
と
の
関
係
は
な
く

当

地
域
の
古
斗
時
代
の
蓋

の
様
子
を

貯
炭
す
る
に
は
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
井
血
な
東
料
で
あ
り
ま
す
｡

こ
を

の
醐
蓋

も
や
か
て

は'大和の
朝
廷
の
勢
力
傘
下
に
吸

収され樺令の
民
と
し
て
'
中
央
政

権の支配の下
に
租
t
調
の
完
済
に

つくわけで
す
｡
と
く
に

〝
た
く
ま

しい〟窮屈
の
民
は
､
す
ぐ
れ
た
防

人(さき
もり
)
と
し
て
筑
紫

(
つ

くし=
九
州
)に
勅
尽
さ
れ
る
者
が

多か
った
こ
とは
｢
万
葉
邦
)
の
索

敵
に

多
く
み
るこ
と
が
で
き
享

｡

コ
カ

葉
R
J華
1+
に
お
さ
め
4h
あ

て

い

る
防
人
とその
牙
の
欧
を
ご
用

介

し

て
t
と
易
見
ず
こ
の
誓

閉

じ

▲

上t.

象

る
に
は
琴火撃

も

住

み
一斉
を
東熊に到
り
て

密

し
けも
はも

7=
t

枕
旅
の丸寝
の
孤番
え
は

我

が
手
を
つけろ
こ
れ
の
針
持

し

住居跡から出土した く小皿)

｢

1
帽

は

い
ぼ

ほ

ほ

博

一ほ
ほ

川
相

川
ほ

5:石
.
相
律

lL

J
ト
罰
.

.
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P
1
十
釘
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10
H
19
日
'
紹
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
邸

ぷ
推
選

抜
協
泌
会
の
都
留

4
]周
‰

砦

が
洲
か
九
一一介し
た
｡

会
長
の
あ
い
さ
つ
の
牧
へ
慮
邸
に
入

る
帆
に

｢
住
宅
･
俳
巾
輔
仰
公
団
｣
の

苑
山
に
つ
い
て
'
公
5
博
Ⅸ
か
.り
払
い

さ
つ
が
あ
り
､
川
棚
幌
邸
比
よ
お
そ
れ

に
畔
っ
入
部
刈
軌
か
招
介
さ
れ
さ
し

た
.
ま
た
田
下
水
沼
伽
の
河
川
ヱ
竹
耶

折
所
長
し東
リ
81
拐
所
移
伝
に
つ
い
て
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
圭
rレ
た
.

厳
封
に
入
り
､
題
告
部
項
と
し
て

は
t
の
桑
園
･
諒
泊

Tl脚の都
市Jr幽

決
定
に
つ
い
て
'
申

戯局から
'②用

途
地
域
･
地
区
指
定

の藁
について

会
良
､
孤
巾
煎
仙川后

正
へ公iEi局戊か

ら
'
①
+
満
は
他
作

加
地祁相集に
従

め
ら
れ
て
い
る
北
発

行h<4P
の∬叫㈱

朋
の
移
行
に
伴
う
瓜

から朋
への即
朗

移
軒
に
つ
い
て
'
即

急
から
'そ
れ

ぞ
れ
腰
コ
か
あ
11
､
S

r鎚が行わ
れ
ま

し
た
｡

就
い
て
SS
漉
申
項
と
し
て
'
芥
山門

泰
山
会
の
快
が
推
過
に
つ
い
て
'
ま
す

各
仰
門
香
山
会
黍
由
良
よ
り
'
ま
た
住

は
孝
不
測
付
会
に
つ
い
て
は
市
民
局
市

民
郎
止
よ
り
湖
西
が
あ

っ
た
嘩

雌
糠

に
入
り
､す
べ
て
の
各
巻
以
長
期
哲
､以

東
が
√
蕃
亡九
漢
し
た
.
相
に
.
び
邦

刈
m
否
山
へ
.B
旅
で
は
､
腰
仙弱
年
此

+
滴
損

料
(別
叩
)
の
葉

､

孟

ぷ
対
流
香
山
へ威

旅
で
は
'
新

た
に
琵

す
る
S(金

利
川
腰
仙遜

皆
迎
相
似
協
会
急

発
刈
珊
香
何
か
の

即
死
邦
ftと
し
て
位
姓
づ
け
る
こ
と
が

永
成
さ
れ
き
し
た
｡

住

宅

･
都

市

整

備

公

団

の

発
足
に
あた
っ
て

港北朋発局長
野々
村
宗
逸

.'
･
･
.
･.

.:..

.

.

.

I

荊公団の苑址にあたか.ごあい

さつ申し上げ手
.

S2北こrlIタウンの上地は脚叫‖

朝川菜につきましては､門腿には

管
Sからご悦刀を附貰】'帰く出

札申し上げ津す.

さて'鰭様にも久しく親しんで

頂き声した臼本
庄
等
公団
は
'
こ
の

十
月
1日
付
を
も
ち
ま
し
て
､
宅
地
問

蒐
公
団
と
の
茂
免
に
よ
り
新
た
に
ij

鳴
･部
稲
作
仰
公
血
と
し
て
汚
し
､

川
公
EEiの
総
俄
に
志
村
珊
1が
放
け
い

た
し
辞
し
た
.

‖<旺宅公甜及び亀他聞費
団

は､此番
爪今日までに'約百三

万JPにのはるitl宅供給と約三万ヘ

クタールに及ぶ宅地朋苑を行って

まいり栗したが'出
の脳には鑑

ル店の向上
独尊に対する必盛が

必<'また今披仰i=化の1旭の池

鵬が曇
れるところから'以如

LJ住宝及び冠
の帆船と仰山の爪

附とか点由的二仏的に州兆して

いく山広い横細管‖する災鹿横側

の此立か励まれてきたところであ

り'今魁'此肘の川
北
す
る
り
枚
此

範
を
央
雌
と
い
た
し
ま
し
て
､
山
公
血

の
銃
合
か
桔
熊
す
る
に
軍
っL)わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
｡

こ
の
新
公
矧
の
苑
山
に
け
い
t
は
火

‖
ie任
P
公
脚
及
び
宅
地
跳
梁
雌
で

碓
め
て
ま
い
日
東
し
た
が
ぶ
は
､
そ
の

ン
の
十
粕
尾
州
職
州
抑
月
に
つ
き
ま
し

て
も
'
従
来
と
お
り
'
厨

公
団の帖北

川
費

に
お
い
て
引

就きけうことと

なっており手.

新公知の茂にあたりまして､

Btに以持を引締め'公団峨出
1九

となって部崩の1屈の碓光を凶
っ

てまいる所存でございますので､

旺火にも1円して､博班のご柑哨'

ご協力を帖i1手
よ
っお扱い申し

上げヰず.

盟

帝
北
ニ
ュ
ー
タ
ク
ン
知
汲
申
せ
折

そ
の
筆

は
'
新
公
凶
の
沌
山
に
作

い
t
iq
稚
北
華

の
山鑑
tm及
び
凪
故

国
の
う
ち

r
日
米
旺
繁
公
艮
｣
と
あ
る

と
こ
ろ
を
r
住
宅

部
市
野
仰
公
団
｣

に
奄
止
す
る
こ
と
及
び
雌
北
が
蔑
ぷ
重

用
台
と
以
区
腰
菜
香
山
会
の
白
餅
に
･Li

る
桝
粥
川
北
濃

Ⅶ
蕃

山<Lの神山に

作
い
.r金
山
協
威
令
が

秘めるも
の｣

と
し
て
の
食
倒
紛
地

金泰山
と
し
て

は
'
鯛
浜
村
北
血
塊

戎香山金4･芸
と

す
る
旨
､
御
許
后

より別業があり了

東
さ
れ
ま
し
た

｡

｢
集

合

農

地

利

用

協
定
｣

締

結

さ

れ

る

3
(金

利
川
柳
延
は
旧
仙
52
叫
4

出
払
爪､
5
(鷹

相
川
占
義

男

弗
素
山
余
の
代
決
蓋

挿
し
た

俄

封
香
山
会
に
お
い
て
舶
泌
ざ
れ
て

き
ま

し
た
が
'
昨
年
5
日
に
は
山
路

業の推

定
が
な
さ
れ

(札
J;参
蛸
)
､

その協

統
括
作
並
が
雌
め
ら
れ
て
き

ました｡

そ
の
括
j
r
去
る
9
日

3Uの邦_

鼠
5
答
膿
胸
刺
川
磨
化

迦餌仰仰香山

会
に
お
い
て
､
加

αまでに叫山必
一

六
〇
名

Qうち約洲%の山が_伽止を

抑琶

口の拙北がなさ
れ
よ
し

た.旧札㍊坪1日に刺川蜘延の仰山

が雑のられてから､尖に凶年とい

ラ.Eい辺Hと二丁鞘凶に
ぶる全日

を経て､ようやく
1段塔
ついたと

いうことになります｡

今後'刺川脇足の迎
hi]により効

.je的t･t班会債他の縫taが肋持され

ますが､桝鑑定料帖杓に迦
甘して

いく粗放としては､各地区迎嘗

山金
(今のとこ轟
叫笹
還
され

ている)とこれらの4日C1雲
仙

として蔓

げでいく迎相似淑

金との二つの姐軌が
_此け一りれるこ

とにt･{つてい草
.

この過納秘
_脱会は鹿北対流香出

会と衝描な∬脈にあるため'止別

の腰並対荊香3亮
が特別泰山とし

て'各旭丘迎留香は会の代家老と

ともに迎抑似戚余の妾出に加わる

ことにt･tり'叫誓
い会に代わり

5(ハ僻地の細心租について㍍兜'

椴肘を碓めることにな
っ
て
い
ま

す.

河川

工

事

事

務

所

が

移

転

雌北ニュ
ー
タ
ウ
ン
脚
迎
河
川

(早

捌
川
･人絹
川
)
収
修
工
串
は
初
朋
の

目
的
を
はば
終
了
し
ま
し
た
｡

今
年
から
⊥
廿
を
担
当
し
た
下
水
滋

はh州
川
上小
B
席
所
で
は
'
新
た
に
鳩

は丙
の
鵬
｢
川
と
1
埋
ぽ
内
の
桝
久
仙

川
の
河
川此
畔
上
邸
を
舶
挙

る
こ
と

に
t･6む
､t
;
-
日
か
ら
次
の
と
IJ
ろ

に
伊
が
所
姦

貰

し
た
.

t･芸

､
移
賑
先
に
お
い
て
は
'
引
き

続
最

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
偶
速
の
人
完

了
菜
猫
も
行
い
ま
す
.

【移
転
先
】

肋
浜
旧
鳩
防
戦
ケ
師
本
町
1
3
5
-

曾

(9
5
5
)
0
2
6
1
-
･t,

公
園

･緑
地
計
画
が
県
都
計

著
で
了
承
さ
れ
る

さる9T3Ut糾黙川舶iS巾J

脚他力溶血会が捌かれ､ESiE計幽

決定案件として鮎北
ニュータウノ

ぴ滋新
川に姥められている公園
･

魅
批カ所(I22
･57血)につ

いて舶矧Sから付仙き
れ鼓し
LJ.

その椅火'仙撫とおり丁誓
れ

tT.挽'加と山の告示にし蕃
'正式胡めき

lbせせ

公
団
施
行
地
区
内

建
築
行
為
等
の
許
可
が

県
か
ら
市
へ

..B北
ニュータウン処此節水のう

ち'住唱
･加L=班仰公団の脆符
す

る重

刑
凝
WS尾
行他は内で

祉独物の新改'此gJ.州耕や
を行

う脱色には'いままで
｢抑邦
川侃

矧仰の肝可｣暴
けるtJとにLJつ

て
い
よ
し
た
.

し
か
し
､
巾
比
サ
ー
ビ
ス
の
向
｣
を

は
か
る
た
め
'
保
の
許
兇
可
串
崩
の
-

ぷ
移
訳
が
行
わ
れ
'
僻
榔
56
年
10
H
l

H
か
LN
蛸
沢
山
蛙
の
&
:可
｣と
な
り
ま

し
た
.
こ
の
び
税
の
処
即
は
雌
北
ニ
J

-
ク
リ
/
祉
他
や
拐
桝
で
行
い
ヰ
ず
｡

な
虫
'
｢S=
叫
岬
珊
･.:｣
の
p
日
光

は
従
Sで
しお
り
旺
屯
･
仙
川
作
仰
公
凶

Si9北側苑9133滋湖
は州都
狐
1朗

です.

に郡i=
_汁_叫釈淀された施瀧となり

ます｡なお'内訳は沢のとおりです.

総合公岨

1カ所
ー
･9
.2!

他併茶
園

4カ所
gi･6
血

-3脈公側

15カ所
3
･9
山

児氾公_期

65カ所
n
･66
b

u

r?
.J'm3
n
･S
山

瓜相似舶

2カ所
o
･7~
血

公
団
で

人

事異
動

住宅･都市軒桁公国拙北捌き加

では'10月1日付で入部州勅があ

りました｡刑工事部エ¢約二m戊の内EB椛

氏が口和脱都市堤本都市讃一

郎工申眺捜し振放し'後任の工郡

那二瓢蛙に田中光地氏(別田油_

伽粥uH苑木部冬木冠仇苑串魂所

工邸弧長)が就托し章した.
I.<1:J

用
途
地
域

･
地
区
指
定
変
更

原
案
ど
お
-
了
承
さ
れ
る

10日22日'抑爺川
僻郡山山川
って今性申塑
ナ桃が所み次
.E3.

地
力
轟
儲
か
が
叩
か
れ
'
捲
北
ニ
ユ

決
定
の
等
不
か
さ
れ
る
是

で
す
.

I
タ
ウ
/
十
海
且
幽
塁

申
題
払
拭

の
目
盛

雌
お
よ
び
高
度
地
は
符
の

指
従
y
5
4兆
か
'
如
拙
邸
か
ら
付
威

さ
れ
'
ヨ
墓

壷

と
お
り
了

止
吉
山
声
レ
た
.

t･1お
､
こ
れ
に
よ

(
二
二
二
両
拳
照
】

証J
･

.



la
草

凡
例

建
ぺ
い
率

容
手J

率
外

監
後
退

高
度

地
p区

(J
L

ホ
眼

)
防

火
地

域
串

防
火

地
域

[二
重
コ

第
1
種

住
居

専
用

地
域

40
%

60
%

前
面

】暮
路

か
ら

1
M

第
1
種

-

⊂
垂
コ

第
1
種

住
居

専
用

地
域

50
80

前
面

遠
路

か
ら

t
M

第
1
種

-

⊂
=

コ
秦
2
種

住
居

専
用

地
域

60
15
0

第
2

種
準

防
ガ

1'

⊂
=

二コ
住

居
地

域
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0

第
3

種
華

防
火

⊂
三
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近

隣
商

業
地
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80
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第
4

種
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防
火

防
火

t

⊂
三

コ
商

業
地

域
80

40
0

-
第

5
種

防
火

【:=
亘コ

商
業

地
域

80
5
00

第
5

種
防

火

⊂
瓦

コ
商

業
地

域
80

6
00

-
第

5
種

防
火





昭和 51年 11月

蕃
鰻

｡

盛

…
l.

E)
第

一
地

区

I

【筋
66
回
'
9
月
2
日
榊
胤
】

1
.
小
壷
崩
会
の
望
口

地
底
外
等
の
小
零
墨

の
悪

状
況

の
撃
B
が
行
わ
れ
た
.

二
､
仮
携
犯
指
定
の
報
告

8
月
1
EP付
で
執
刀
が
発
生
し
た
l

件
及
び
9
月
1
日
付
で
効
刀
が
弗
仕亡

た
瓢

件の収戊地相妃に
ついて地

利

也
に
池
知
し
た
野
の
盛
ロが
け
わ
山

L
r'

三
､
収
故
地
槽
従
の

肋間

先行蔑
他
の
う
ち
'
牛
久
保
2
上

は
'
牛
久
保
10
工
且
'
及
び
娼
山
田
2

工
区
の
6
畑
地
に
つ
い
て
恢
挟
地
指
定

(第
10
回
)
の
肺
旧
が
行
わ
れ
.
隻

に
舛
漉
な
い
旨
答
申
が
行
わ
れ
tt.

I

..･

I;Ttl.

.

事
業
対
策
垂
<

金

【郡
A
皿
'
9
H
u
U
朋
他
】

蔑

工
群
の
池
抄
状
況
に
つ
い
て
､

6
1地
区
の
各
先
行
茂

机
笈
び
毒

等
の
芯
地
移
搬
鞘
の
状
況
'
又
琴

1他

広
の
脳
札
57
年
鑑
火
供
州
別
始
と
な
る

エ
リ
ア
の
工
革
の
佼
t.i.
紙
加
工

働及

び
茅
ヶ
崎
中
学
柑
帝
の
硯
邪
が
行
な
わ

れ
た
B

視
黙
依
､
エ勉
緒
川
斜
の

此

妃
に
つ

い
て
'
公
EE]か
ら
悦
明
か
だ
き
れ
'
似

機
応
答
の
陵
'
懲
未が
了
誉

れ
た
.

,√JQ
他
､
肝
絶
叫
炎
胤
の
牧
川
収
武

州
胸
･:,
州
の
池
い
に
よ
る
心
地
に
つ
い

て
へ
今
陵
t
.i
体
刑
が
出
て
き
た
仲
点

で
椴
肘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
.

住
居
表
示
検
肘
委
<
会

【勿
'
血
'
8
月
24
日
側
盟

城
内
和
和
民
局
卜官
シ
｢池
北
ニ
ュ
ー

･タ
ウ
ン
任
は
些

事

式
に
伴
う

軒数

蛋

総
色
別
幽

(
鮎

#
)
｣
に
つ

いて

甥
肥
患

明
か
あ
り
'
川
如
実
と
今

紋の て
｢即
冊
の及
び
即
急
轟
HL
の
也
冗

塁

な
行
っ
こ
と
に
な
っ
た
.

■
兼
対
策
拡

大

垂

▲

会

【
郡
2
1当

10
H
I日
脚
胤
】

1
.
5苗
膿
粘
刺
川
柳
旭
の
折
柄
に
つ

い
て

望
]牌
地
利
川
払
推
称
㈹
香
山
戊
か

ら
刺
川
SS定
の
締
結
に
つ
い
て
朝
筈
が

あ
り
(
1
血
参
照
)
'
塑
廿
を
受
け
た

膿
罪
対
苅
重
出
戊
か
′n凧
川
秘
定
秒
の

別
<
を
公
35に
子
醍
し
た
｡

Ll.
今
協
の
迎
蛸
に
つ
い
て

排
日
膿
地
利
川
柳
m蓮

抑
盤
芸
に

は
'
俵
ぷ
対
響

山
会
か
ら
止
別
懸
‖

蛙
が
盤
面
L
t
仰
山
し
て
的
助
産

の

て
い
く
こ
と
が
鵬
此
さ
れ
た
｡

暮
合
よ
地
利
用
協
定
連

‥

曾
年
伸
葬
<
会

【珊

_
5
回
へ
9
日
3
日
㈹
仙
】

1､利別仙姓の榊将につ
い
て

亀鑑から純金膿胸刺川蟹の

抑括状況の胡缶が
あ

.少､3南が行

われた｡この長-iについては贋選対a杏 盲

1⊥T
一丁
一ユ
丁一

IJM
◆
■
t
L一r一丁一r一
一
Jr■
七
十
▲

f
苗

代
の
池
跡
義

朗
鞍
し

て

お
り
手

と
､
日
々
の
蓮

に
必
野

川
凡
で
あ
る
宵
鵬
と
し
て
の
｢+
諏
｣

や
刺
雅
と
し
て

の｢石彬
｣
の
は
か
に

小
売

相中の
蓋

晶
や
輔
柁

〓皆や粘牧山
A
H･声
を
ひ
じ
.tう
に
､

川
忠
に
個
い
て
作
っ
た

刃のt･1い刀ti･_

〃
爽
川
風
畠

凪

われL<い湯が出

土
し
た
り
し
ま
す
｡

･g
物

班料から
脱
的
･
a
代
人
の
他

惣
･
日義

軌
を
完

全
に
虻
明
す
る
こ
と

は
不
TF
熊
仏
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

全
曲
は
､
こ
の
さ
フ
な
出
土
品
に
つ
い

て
ご
拙
介
し
た
い
と
悠
い
ま
す
.

孟リノ
､
写
<1
.
逃
し
文
の
あ
る
小

さ
な
相
中
の
J+
っな
十硬

景

'

こ冨
ものを班山

野
ノ
ジ
7

のボ

ル
ネ
オ
や
安
納
山
脈
に
韓

民
族
の
な

かには
'

耳炎(

じだ)へ響ハ(
せ

ん
に
ゅ
う
)
さ
せ
て
飾
る
と
い
う
姐
世

蜘
金
島

団
に
朔
皆
す
争
｣と
か
健
児

さ
れ
た
｡二､今幌

の
迎
湖
に
つ
い
て

牌杜を辿即して
い
く
K
]利
別
腕
足

爺曽位(鋭α相7ロック
)
の
代

炎
心
が過
川
さ
れ
た
｡

今
後
､R
-j贋
地
利
川
私
宅
迎
紛
協

成
金
が仰
山
瓜
租
を
引
継
い
で
葦

す

る
こ
とに
伴
い
､
即
響

山
会
は
解
散

す
令こと
に
な
っ
た
.

か
あ
っ
て
t
Lr
相
が
破
け
て
､
噂
に
な

っ
た
打
梨
が
只
の
ヒ
モ
等

ノに
g

p
b
と
揃
に
と
ど
い
た
り
し
て
い

る老

い垂
(し
ゅ
う
ち
よ
う
)

かいたり

す
書

ノで
丁
.

T瓜の
｢〃
飾
り
｣

与

〃てよい患
い
ま
す
｡
7
文
人
た

ち
が
減
肺
品
と
し
て
川
い
巻

あ
ろ
う

耳
飾
り
に
は
､

このほか肘石(か
っ

音

)
製
の
も
の
垂

(こ
う
ぎ
よ

く
)
製
の
も
の
な
ど
色
々
な
材
勅
の
色

々
な
形
を
し
た
も
の
が
出
土
し
ま
す
｡

し
か
し
'
こ
れ
ら
耳
飾
り
新
の
遺
物

が
､

件講爽朋
品
と
し
て
の
土
雑
や
石

帆.岬な
ど
の
よ
っ
に
t
と
の
過
跡
か
ら
も

古
池

にみられる
と
S/フ
も
の
で
は
な

い
の
で
す
.
ほ
と
ん
ど
が
､
特
定
の
過

跡

の特蛇の地点に
瞥

れ
て
い
る
低

が
な
い
の
す
ず
｡
そ
れ
は
特
&
･1和
則

の
人
た
ち
か

封につ蓋
皿穴のt

唖
だ
と
軸
わ
れ
る
の
や
す
.

フ
7
ブ
シ
r.ン
は
､
人
仰
の
等

万

の
琶

で
す
が
'
現
代
人
の
漉
飾
軌
の

よ
う
に
'
た
誓

苫
た
め

と

い
う
仕
訳
他
と
側
蓋

秋
成

か
ら

･蛋禦 喝 琴芦 ･矧 警 琴 琴璽

印税
に
比
又
人
も
お
し
S,ね
で
あ
っ
た

と
､
か
た
す
げ
て
し
ま
っ
て
よ
い
懲
こ

う
か
'
大
き
な
側
軸
か
そ
こ
に
秘
め
ら

れ
て
い
る
も
の
と
々
久
〃は
りれ
ば
t･1り

ま
せ
ん
.写K

2は
､
ひ
じ
よ
う
に
升
念
に
形

づ
そ
ら
れ
雌
か
れ
て
つ
く
ら
れ
た
投
花

ir告
の
石
搬
為
で
す
.
殴
る
武
鮒
､
こ

ん
緋
に
し
て
は
短
か
い
L
t
刃
部
は
多

少
諦
い
が
閉
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な

く
'
た
た
く
と
い
う
も
の
で
も
な
さ
そ

う
で
す
｡
｢刃
の
t･tい
石
の
刀
｣
と
で

も
い
え
ま
し
ょ
う
｡

奇
怪
LJ
だ
け
で
S
九
な
い
武
群
と
い

･1も
の
は
'
恢
世
に
お
い
て
例
え
は
王

た
ち
が
持
つ

訟代のよう
に
あ
る
棚
の

V
潔

にある省のシンボルとしてよ

く
み
る
と
こ
ろ
芋

.
こ
の

｢石の

〃
｣
も
1
柵
の
成
俄i

で
あ
る
と
い
え

る
の
で
す
｡

華

自
然
に
対
し

て
'
あ
香

に

も
払
い
･E
然
物
採
収
夢

し
て
の

7
文
人
た
ち
は
､
∩
然
と
の
た
た
か
い

に
液
面
し
て
の
耕
刀
噂

あ
る
い
は
恐

怖
か

一hあ蛍
は
'
必
然
g
lJ
即
始
的

な
宗
教
仙
牽

く
み
､
人
の
男
な

超
え
た
密

の
力
を
借
り
て
岡
か
を
赴

え
る
た
め
の
呪
術
(じ
ゅ
じ
っ
=
マ
ジ

ッ
ク
)
に
嘉

さ
を
カ
バ
ー
す
る
.

r耳流れこやr石の刀｣は'g文

人
た
ち
の
1
血
の
呪
術
的
漬
物
怠

る

こ
と
は
で
き
LJ
い
P
L
･Ltう
か
｡

こ
の
地
の
呪
術
的
な
進
物
与
〃
ら
れ

る
も
の
と
し
て
､
他
に
'
｢
土
で
つく

っ
た
人

形｣'
｢石
で
つ
く
ら
れ
た
凍

飾
り
｣
Lj
と
も
出
土
し
て
い
享

.
釈

回
に
は
こ

れらに
つ
い
て
ご
招
介
し
ま

し
ょ
う
｡

∴
㌻

先
般
'
｢佐
相
茨
巴

の
薫

か
巾

る
こ
と
か
'
将
帥
､
甘
&
.
救
付
'
保

す
さ
っな
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
.
あ

大
利
は
和
名
が
よ
い
が
小
軌
は
何
丁
目

か
ら
壁
誓

れ
'
日
下
､
各
町
ご
と
に

山鹿
叩生
'
郵
政
'
法
S
t･1と
を
は
じ
め

る
い
は
'
そ
の
町
の
仏軍
と
し
て
親
し

と
い
う
方
が
よ
i
.
ま
た
六
割
の
和
名

そ
の
脱
明
会
か
行
わ
れ
て
い
る
.
粥
は

と
す
る
各
祭

政
活
動
の
的
雅
'
迅
油

管

も
の
が
良
い
.
そ
し
て
'
新
し
い
も
会
商
と
し
て
あ
る
萄
既
刊
和
の
と
れ

そ
の
恵
向
を
汲
み
入
れ
て
栗
東
の
再
検

化
の
う
え
か
急

募
し
い
こ
と
は
‥Uう

E:I.1の
塊
沖
は
市
の
菱

に
あ
る
J号

に

た
語
呂
の
良
い
も
の
に
し
た
い

と

封
を
行
い
'
や
が
て
粥
讐
出で
決
定
さ

ま
で
も
な
い
と
こ

ろであって､
轡
郡
主
壁
心
嘩

河
川
'
妖
カ
な
ど
わ
か
り

な
っ
て
い
る
.

九
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
｡

さ
れ
て
い
る
絹
の
実
業
も
こ
れ
に
則
っ

や
す
い
明
確
な
地
形
･地
物
に
よ
る
万

t･芸
､
町
内
会
ご
と
の
規
胴
金
や
換

｢任
は
畢
E
J
は
従
来
の
町
句

字

て
つ
く
ら
れ
て
い
る
.

が
よ
い

と
孝
入
る
人
も
多
い
.

別
に
加
え
て
1
股
に
公
芦
し
て
見
て
は

名
へ
他
藩
に
代
え
て
'
新
し
い
乃
法
に

し
か
し
､
凱
帝
の
m
U

守
も
や
で

磐
に
色
々
の
声
が
此
LJ
え
る
.
セ
ン

ど
フ
か
と
の
意
見
も
あ
る
.
桝
間
是

よ
り
各
戸
宗

作
を
不
す

も
の
で
あ
る
が
､
今
次
の

桁
の
窮
策
は
､
こ
れ
に
S

せ
て
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区

的
折
儒
得
度
硬
及
び
そ

れ
に
収
ま
れ
る
地
域
に
つ

め
義

蔓

め
'
参
考

住

居

表

示

の

新

町

名

与

る
G
hP
t
つ
努

法

未

来

都

市

に

ふ

さ

わ

し

い

も

の

を

や
は
な
い
か
と
胤
わ
れ

一･rJ'

緑
区
蕪
-

野

村

良

博

款
…
調

銅

弧
銅

い
て
'
捉
米
の
附
の
比
域
や
外
線
晶

の
他
は
卯
LJ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
雌
仙南

ク
ー
他
比
は
絹
兆
の
似
や
か
畠

を
そ
の
ゼ
え
刀
は
地
力
雪

が
'
妙
は
こ

止
し
て
､
新
た
に
生
ま
れ
0
1一H
･力
祁

背
舟
や
､
弧
先
の
仙講

の
包
み
か
鳥

軌
っ
義

明

帖
北
鎚
挫
'
放
熱
だ
わ
る
こ
と
な
く
'
偏
る
LJ
と
な
く
､

州
に
磨

し
た
新
し
い
山
糾
鳩
を
kh
プ
し
た
も
の
W

v
J
往
古
空
地
ぶ
ほ

似
雌
な
ど
は
宅

ノか
､
中
川

1丁
目
は

そ
れ
ぞ
れ
の
塊
所
を
と
り
O
C
せ
て
､

巌

で
作
収
さ
れ
て
い
る
.

(よ
丁
が
)
と
し
て
'
地
元
圧
出
に
と

鳩
いも

良
い
が
山
中
琴

宇

目
は
ど
っ

新
た
に
生
ま
れ
る
近
代
部
門
の
中
P
水

S
に
は
｢itm
.考
郡
に
洲
す
る
法

っ
壷

膚
の
祝
い
も
の
が
少
な
く
LJ
も
､
越
跡
に
凶
ん
で
血
ガ
竺
了
目
'
帝

く
丸
ま
れ
る
も
の
を
つ
く
のあ
げ
て
行

印
｣
及
び
｢tD
IK
J
に
基
づ
い
て
純
浜

い
.

舶
E
]T
q

白
然
定
収
少
入
れ
て
専
制

く
よ
っ
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
｡

巾
全
体
と
し
て
の
1
定
の
成
定
芸

か

そ
の
蚊
叫

即
の
各
称
は
肋
yq
い
爽

五
L,早

油
北
垂
ハ
丁
目
な
ど
は
い
か

決
め
ら
れ
て
お
り
､
そ
れ
に
よ
り
雀
め

や
か
な
も
の
ぶ
米
へ
の
火
か
t･t歩
を
経

か
等
々
で
あ
る
｡
そ
し
て
和
の
多
く
は

あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
こ
ざ
い
.許
す
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
長
就
任
以
来
元
朱
に
四
度
日
の
新
郷
を
迎
え
ま
し
た

｢
21
世
紀
を
展
馳
す
る
術
づ
-
り
｣
ブ
ラ
ン
の
作
成
に
あ
た

り
井
皿
な
御
懲
兄
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
て

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

皆
さ
ん
と
と
も
に
こ
の
実
現
に
放
り
組
み
ま
し
ょ
う

昭
和
五
十
七
年
元
旦

･
･･
･
･

わ

笠
一

班
ん
で
新
帝
の
お
並
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
椎
北
ニ
▲
-
タ
ウ
ン
ホ
井
の
昭
和
六
十
二
年
此
概
戊

に
向
け
て

皆
様
と
井
に
朝
張
る
所
存
で
す

今
後
と
も
･.t
P
1
層
の
御
指
導
を
お
願
い
教
し
ま
ナ

昭
和
五
十
七
年
元
且

;
.
.
1
･
,
I

.1A
:

一.i.
.･

･+･･J･
'

富

士

山
川
和
小
石

井

成

久

け
さ
､

ベ
ラ
ン
ダ

に
立

っ
た
ら
'

富
士
山
が
見
え
た
｡

雪

で
ま

っ
白

の
富
士
山
が
見

え
た
｡

大

山

や
丹
沢
山

の
後

ろ

に
､

ゆ
う
ゆ
う
と
そ
び
え
て
い
る
｡

そ
の
日

の
富
士
山

は
'

今
ま

で
見

た
と
き
よ
り
､

力
強

く
そ
び
え
て

い
た
.

大
挫
波
が
さ

て
も
へ

大
地

し
ん
が
さ

て
も
､

大
雨
が
降

っ
て
も
､

び
く
と
も

し
な

い
よ
う
な
力
強

さ
だ

っ
た
｡

そ

の
と
き

ぱ
く
は
'

力
強

い
富
士
山

に

登
り

た

い
と
思

っ
た
｡

･-
-
文

*
よ
こ
は
ま
よ
り



lT

築 協 定 【 = よ る

七
は
じ
め
に

招北
ニ
ュー
タウ
ンの造成工
群
に
よ
る
土毛

の
竹
楕
プ
､
り
は
着
々

と
沈
ん
で
い
ま
す
｡

エ
串
が
終
わ
る
と
次
は

〝
き
ち
の
戯
プ
＼
り
〟
で

す
｡そ

れ
ぞ
れ
の
｣勉

の
利
用
の
仕
方
や
愁
物
の
放
て
方
に
よ
っ
て

〝まも

の
既
″
は
大
き
く
か
わ
り
ま
す
｡
み
な
き
ん
方
の
話
k

u
い
に
よ
っ
て
快

適
な
よ

り
よ
い
ま
も
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
.

求
荏
'
表

住
宅
地
区
で
い
ち
は
や
く
赴
無

協

定
の
締
結
を
唯
め
た
牛

久
保
10
工
区
で
の
〝
ま
も
づ
く
り
″
に
つ
い
て
'
地
元
で
は
野
心
が
高
ま

り
'
蕗
雌
に
な
っ
て

い
章

す｡

今
月
は
'
惰
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

のま
も
づ
く
り
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し

く
､

｢年
付
良
い
ま
ち
プ
＼
h
こ
と
屯
し
て
ご
紹
介
し
蒙
し
ょ
う
｡
〝
ま

も
づ
く
り
協
定
″
を
こ

れか
産

め
よ
っ
と
し
て
い
る

みなさ
ん
の
参

考

に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
特
班
を
組
み
土宅

-

3
美
都

建
築
協
定
が
で
き
る
ま
で

惜北ニュータウンの
一般庄毒

のまちづくり協定は､嵩
対流凄

出会がまとめた耶案をもとに､旧

畑54年の東から秋にかけて'各地

区から入らばれた代衣の方々
が中

心となりへまもづくり協定の放射

を行い修止案として]菅｣められま

した.その唆へこの修正案をもと

に各地区で勉強金串がもたれ理解

を深めてまい望
声した｡

この様な状況の中で､このほど

耕
一地区の牛久保10工区
(中川小

学校の西側の街区)で'恐染協定

が折栢されました｡そこで統括さ

れ

た碧
の内琴についてお知らせ

し
蒙
す
.

今
画
締
緯
さ
れ
た

証

雅
協定地

区

は
､
先
行
避
成
他
と
し
て
蔑

さ

れ

た

執
区
で
､
著

の
対
簸
と
な
っ
て

い

る

の
は
､
R9
回
粕
で
す
｡
こ
の
地
区

で

は
､
牛
久
保
10
工
底
部
粂
協
定
那
仰

委

料
金
で
案
文
の
倹
封
を
正
犯
節
足
文
が

作
放
さ
れ
ま
し
た
｡
10
月
18
日
に
締

結

総
会
が
開
か
れ
､
和
利
名
の
方
々
の
山

息
を
称
て

各
椎
刺
巻
の
哲
石
持
即
が

ちょっとした空地で安全やうるおいを-

に認可申辞し'縦振､公聴会を姓

て許可の迎びとな
ります.

日 当り､風通 しもよく快適な生活を

協
定
を
結
ん
だ
ま
も
の
声

舶
班
邸
で
は
'
宅

へ
出
か
け
て

ご
患
比
･
ご
感
想
草
っ
か
が
っ
て
み
ま

し
ち

▼
み
ん
なで
努
力
し
た
か
い
が
あ
っ
て

良
い
ま
も
に
す
る
こ
と
が
で
き
漢
し

た
｡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宴

区
域
の
那

1
号
と
し
て
役
職
に
な
る

ものをつく

る
っ
と
思
い
ま
し
た
｡
磨
化
耶
仰
委
員

会

をつく
り
'

毎週の
き
っ
に
金
台
を

も
ち
一声
し
た).
そ
ん
な
こ
と
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
成
に
も
役
立
ち
ま
し
た
｡

▼
協
定
の
締
結
総
会
は
97
%
と
高
い
出

席
客
で
し
た
｡
こ
れ
は
協
定
が
訴
え
る

刀
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
'
鹿
家
の

人
も
地
区
外
に
住
ん
で
い
る
人
も
関
心

を
も
っ
て
出
府
し
た
の
だ

と
思
い
ま

た
と
思
い
ま
す
｡
た
と
え
ば
､
ブ
ロ
ッ

ク
堺
な
ど
を
黙
止
し
た
の
で
日
当
り
が

良
く
樹
木
が
TE
も
蒙
す
.
冬
の
傾
国
故

も
額

的
で
す
し
､
他
所
に
比
べ
て
っ

る
お
い
が
あ

り
ます
屯

▼
ま
も
プ
ヽ
り
は
､
現
場
づ
く
り
と
も

いえ土
手
ノわ
く
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
ま

竜

の
で
'
月
に
一
度
の
稲
村
日
に
は

既に住ん
で
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
､
こ

れ
か
ら
焦
り
人
も
収
日
が
参
加
し
ま

す
｡
今
坂
も
き
れ
い
な
手
ち
に
し
た

ド
.

▼
協
定
の
内
容
が
き
び
し
す
ぎ
る
と
い

･つ意比
も
あ
り
土
手

が'土
去

嵩
の

こ
と
や
追
い
間
住
み
挽
け
る
こ
と
を
想

う
と
協
寛
は
必
野
で

す
勾

他
人
を
思

う
心
'
思
い
や
り
が
〃捻
り
れ
ば
協
定
は

折
桔
で
き
な
い
で
し
ょ
う
｡
で
も
思
い

や
り
を
持
っ
て
す
れ
ば
､
自
分
に
と
っ

て
住
み
良
い
ま
も
が
で
き
あ
が
る
の
で

は
t･<い
で
し
ょ
う
か
ー

緑の多いやすらぎのあるくらし

一三'伽藍襲財か形5..,州1



三

'

建

築

物

の

形

態

一'
建
築
の

敷

地

‖敷
地

の

最

小

面

稚

拙北
ニ
rt
I
ク
ク
ン
は
t
m
幽
人
口

乃
芳
▲P
見
由
っ
小
誌
J
'
公
益
盟

の
黙
朋
が

針州
ざ
れ
て
い
ま
す
.
し
た

が
っ
て
計
_脚
人
目
カ
万
人
を
轡
へ
る
人

口
か
疋
む
し
晶

出
に
は
'
公
ペ

公

益
施
蚊
が
不
止
す
る
は
か
り
で
な
く
､

敷
地
か
細
分
化
L
t
過
黙
化
鞘
に
よ
Q

日
照
の
妨
げ
や
プ
ラ
イ
バ
シ
I
の
俊
皆

が
お
こ
少
'
あ
わ
せ
丁
他
宗
わ
火
災
な

ど
の
災
宮
に
弱
い
ま
も
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
.

そ
こ
で
敷
地
の
は
小
知
純
を
協
定
し

て
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
紡
ぎ
安

金
苛
､
快
適
な
村
税
の
庄
竃

を
つ
く

る
こ
と
吉

相
さ
描
け
九
は
t･+り
ま
せ

へ

牛
久
供
10
丁
度
の
協
宅
で
は
'
こ

の
州
小
鮒
蛸
を

一八
〇
叫
お
肌
と
し
て

い
ま
す
.
た
だ
し
へ
収操
魁
軸
椎
か
'

1
八
冨

米
桝
の
欺
他
に
つ
い
て

は
'
仮
免

軸
組
菅
山
小
盟

ア
チ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
.

脚

敷

地

の

主

な

出

入

口

敷
地
の
滋
絡
洩
誓

り
ぎ
S
tに
門
を

つ
く
る
と
'
子
供
が
い
き
な
り
滋
路
に

飛
び
出
す
危
険
が
あ
る
こ
と
や

'
ま
ち

な
み
が
¢
卵
に
な
っ
て
し
ま
い
上手
ノ.

そこで門の
.S
に
一
斑
の
叫
損
な
空

地
を
別
け
､子
桝
の
州
び
出
し
防
止
や
､

責

に
誓

も
た
せ
る
LJ
と
を

白
掴
し
て
い
ま
す
'
こ
の
等

は
空

地
の
広
さ
は
一
八
〇
=-
力
㍍
火
桝
の
故

地
で
は
1
叫
詔
へ

1八〇
叫
カ
㍍
～

二
六
〇
畔
刀
㍍
の
敷
地
で
は
二
二

五

平
方
㍍
､
二
六

〇
叩
方
㍍
以
上
の
敷
地

で
は
､
E
]叩
方
L･と
な
っ
て
い
ま
す
.

榊

敷

地

の

緑

化

ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
は
'
奴
の
あ
る
d･t

L
で
は
大
き
く
群
s
lま
す
｡
敷

地
の
中

に
滋
が
な
く
､
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
冷

た
い
伽
節
的
な
桝
で
岨
ま
れ
た
量

は
､
耶
く
杓
た
い
灼
伐
と
し
た
感
じ
の

裏

み
と
LJ
豊

す
｡
そ
こ
で
敷
地

内
に
は
t
疋
塀
上

(
こ
の

雌
妃
で
は
'

汲
地
恥
税
の
甜
舛
以
上
以
化
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
J
の
以
を
噂
九
､

堺

は
岩

や
フ
ェ
ン
ス
符
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
'
う
る
お
い
の
あ
る
蔓

つ
く

りをす
る
こ
と
を
日
野
し
て
い
ま

tJ
穎
化
は
'
自
ら
の
兵

端
を
良
く

す
る
ば
か
り
で
な
く
､
ま
も
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
'
一書
Q

の
品
嘗

高
め
る
も
の
で
す
｡

二

'

建

築

物

の

用

途

l
般
住
宅
は
'
良
好
な
頂
端
の
独
立

庄
冠

を
つ
く
る
こ
と
富

野
レ
て
お

り
､
こ
こ
に
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ

Pソ

が
入
り
珍

と
t
R
は
岬
留
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
俊
W

和
独
抑
円
町
の
W
Ⅶ
な

蓋

す
こ
と
に
な
り
'
拙
文
仔
宅
地

と
し
て
題

額
が
つ
く
り
に

く･く
Lj
り

葺

そ
こ
で

独
立
圧
屯
姫
に
ふ
さ

わ
し
く
t･1い
桐
速
の
蝕
蕗
栃
は
'
施
策

を
警

ノ
と
す
る
も
の
で
す
.

こ
の
貨
篤
し峠
､
共
同
庄
軍

兵
畏

ま
た
は
符
捕
食
を
黙
止
し
て
い
草

し
か
し
､
日
柄
量

を
独
り

扱
う
色
讃

川
の
尋

は
'
那
-
価

住
は
卯
油
川地
学

砂
の
ら
れ
る
肺
噂
で

迎
撃

る
LJ
と
は
で
き
手

.

独
立
住
宅
に
′言

わ
し
い
効
塊
を
つ

く
る
た
め
に
'
先
租
の
祉
娘
物
の
柑
速

と
伽
迎
し
て
､
ア
パ
ー
ト

や
マ
ン
シ
P]

ン
の
池
内
を
肌
削
す
る
た
め
に
'
祉
始

物
の
高
さ
を
楓
臥
し
た
も
の
で
す

｡
こ

の
協
妃
で
は
'
地
上
の
階
数
を
2

野
水

T
と
し
て
い
ま
す
｡

四

､

建

築

物

の

位

置

H
竹
の
軟
地
の
内
だ
か
･賢

い
っ
て
.･:W

4
'
欺
地
の
論

方
向
や
拭
北
力

あ
轟

rJ
鼻

面
に
地
物
を
地
て

る
と
'
阿
他
か
ら
の
H
順
似
皆

更
け

ため'
逆
に
は
粕
に
臼
相
聞
凹
を
及
は

す
こ
と
に
な
り
ま
す
.
そ
こ
で
こ
の
他

向の欺
他
励
州
(又
は
娼
m
焔
州
)
か

ら
1
従
の
批
雌
菅
あ
け
る
よ
う
仙姫
す

る
こ
と
に
L<
つ
tJ
い
ま

す
.

ゆったりとした､II和のあるまちに-



1
｢
㈱

]
日

射

両

｢
当

櫛

仰
山

.

刈

~
訂

叫

か

射

詔

門

射

ノ

｢
み
ん
な
の
ひ
ろ
は
｣
は
み

ださん

の
患
鬼
芸

の
喝
で
す
.
伯
北

llrT

タ
ウ
ン
市
井
に
対
す
る
ご
意
地
'
ご
店

規
を
と
ん
と
ん
お
耳
ぞ

だ
さ
い
.

<
投
瑞
さ
れ
る
方

へ
>

四
R

字
纂

用
唾

1枚
以
内

▼
仲薪

､
氏

各
を
明
紀
▼
一丁
2
2
3
鯛

折
門
鵬
北
区
勝
指
節
7
6
0
'
郡
E
雌

仰
の拓

北
ニ
ュ
ー
ク
ク
ノ
如
拙
群
捕
所

｢
二
rT

ス
｣
碗
あ
て
▼
拘
禁
刀
に
つ

い
て
は
耕
桝
を
学
.=あ
げ
ま
す
.

｢み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
｣

投

稿

歓

迎
/

考北 ニ ュー タウ ン

鵬
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
群
雄
針
他
の
公

胤
､
辞
伯
九
二
カ
所
は
九
出
1官
神
奈

川
脹
郡
相
計
樹
海
方
肇

で
即
実
と

お
り
妄

き
れ
き
し
た
が
､
そ
の
後
'

法

定
串務
季
節
が
埋
め
ら
れ
'
十
1
月

十
三
cz]
(神
奈
川
県
声
不
煎
九
円

卑

=
公
唄

約
九i
E
]
l
呼
止

地

<
掠

皿>
)
と
十
H
十
五
日
(
横
沢
小
管
が

琴

1二
八
吋
=
延

t
R
]
≡
也

=

公
幽
)
に
皆
Jmき
れ
'
そ
れ
ぞ
れ
都
相

計
脚
釈
定
さ
れ
土
か
し
た
.

公
園

･
緑
地
計
画
の
決
定

告
示
さ
れ
る

昭 和 51年 1月 ___

泊
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
土
地
区
固
壷

串
轟
且
域
の
用
毛

域
お
よ
び
有
名

区
等
の
指
定
5
9
4に
つ
い
て
は
'
琴

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
神
奈
川
県
払

川
塵

方
雨
量

ど
お
り
了

誉

れ
一茶
し
た
か
'
そ
の
筈

疋
申
出

手
桝
が
行
わ
れ
､
用
毛

歓
指
定
に
つ

い
で
は
十
一
月
十
七
日
(
神
奔
川
鼎
舌

示
調
九
六
六
号
)'有
名

区
等
に
つ
い

て
は
十
l
月
十
九
日

(桝
痢
而
tP
示
弟

l
豆
五
埠
･
琴

五
六
号
)
に
昏
荒
さ

れ
'
そ
れ
ぞ
れ
都
市
計
樹
決
定
さ
れ
蓋

し
ち

今
後
は
こ
の
b
Catさ
れ
た
目
迎

地
域
'
他
蚤

に
そ
っ
て
｣由

利
用
か

だ
さ
九
る
こ
と
に
ti･t妙
手

.

14
お
､
釈
穫
さ
れ
た
u
川名

峨
'
地

区
叫
に
つ
い
轟

市
庁
舎
六
刑
部

市
原

机
歪

p
側
k
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
.

T
E
L

六
七

一
-
二
六
五
七

用
途
地
域

･
地
区
指
定
変

更
決
定
告
示
さ
れ
る

港北ニュータウン第1地区
まえかき
私達は､接豊かで.安全で､他力あるまちづく

りの基盤をつくろうと土地区画妊理事業をおこな
ってきました｡
しかし,まちはそこに住んでいる人々のひとり

ひとりの活動の耕み並ねでできあがって行 きま
す.さらに､住み良いまちにもなっていきます.そ
ういう意味で土地区画並理事栗は.あくまでも基
alづくDで､まちづくDは､土地区軒並71事業が終
ったところから,本格的に始まるのだと甘えます.
そのために用途地域地区の指定,あるいは拙策

基神法等の規制に上り秩序ある速牧をおこなうこ
とはもちろんのこと.さらに辿んで枚を上?丑か
にし.上?良い頚境.住み良い市姥.子供が穿心
して育てられる藻境を作り育て,守っていくたわ
には､私達､自らルールを定め耕擁的に活171して
いくことが大切になってきます.

これを.英行していくことは上紀のEl的を達成
していくばかりでなく､ひいてはここに生活基盤
とも,,ている人々.あるいは新たに生活誠盤を集
こうとしている人々の基盤を安定させることにも
役立つことになります｡

そこで.私達のまちづくDに対する*志の統一
をはかり,gI和ある発展をEI的として. ｢建策協
定書Jを定めます.
(B 的)
F l集 この協定は､本払定区域内における姓熊

物の敷地､用途,形岱及び位虻に1姓け る韮ZIを
協定し､一般住宅の東城を高齢 こJt持し.増進
することをB的とする.

(用廿の定■)
■2集 この笹定における用相の定社は､建策基

準法および建築基準法施行令の例に上る.
(名 称)
群3条 この協定は､港北ニュータウン弟1地区

牛久保10工区槌築協定と称する｡
(tB定の締結)
*4集 この協定は.鮮7条に定める区域内の土

地所有者および連年物の所有を目的とする地上
fLまたは貸借権を有する者(以下叫に｢土地の所
有者等｣という｡)の全員の合意に上?緒措する｡
(tB定の変更およU点止)
弗5集 この協定にかかる協定区域の姓熊掛 こ関

する基準,有効卿 qおよび協定速反があったgi
合の稚世を変空しようとする敏合.土地の所有
肴可の全JIの合意に上ら/Lければならない｡

2 この協定書を廃止しようとするgl合は.土地
の所有者等の過半数の合意に上らなければlLら
ない｡

(協定のFE可)
群6集 群4条に上り協定を締措LLうとする歩
合.および第5粂により協定を変yIまたは虎止
しようとする場合､土地の所有都 まその旨を定
めこれを横浜市長に隈可中神しそのTf可を受け
/Lければならない.

(tB定の区域)
x7集 この協定の区域は次の通りとする｡

i仮換地駆寄可底地地番l
(建姓物の制限)
■8集 前条に定める協定区域内の姓 集物 の赦
胤 用途.形憩及び任せは次に定める盗ZIlこ上
るものとする.
川 建策物の敷地

イ 姓集物の敷地の最小両肌 も-戸当り180
平方メートル (約54坪)とする｡ただし､

別添Eglに示す所有地等の来示両横 (仮換地
面耕)が180平方メー トル兼油の歩合にIi,

LD

の面桝を建熊物の欺地の最小面功とする
とができる.
建物 の故地の主出入口には.次の基準
上る平租IL空地を斗保する.
面11180平方メー トル兼ir(約54坪)の故
地の空地は1平方メー トルを紙保する｡
両所180平方メートル以上で264平方メー
トル兼沸 (80坪)の欺地の空地は225平
方メー トルを稚促する｡
両横26JI平方メー トル以上 (80坪)の取
地の空地は4平方メート/L,を稚保する.
唖集物の放地の投化
XB掛 の放地内は､原則として欺地面

球の20%以上特化する. (この半合.坐
垣の掻化柿分も20%のJa化lこ含める｡)

(参 捷張物の敷地の用皿は.フェンスか生
垣符で施行しプpI/ク耕,万年塀等を禁
止する｡

/Lお.フェンスを牧杜する半合は､基礎
栃分となるプロ･Jク耕(化せ遭?)または
レンP伊の高さ基坤を次の通クとする｡
《) 供創立掛 こ面している故地の基礎細

分は.宅盤面から40センチメ-トル以
内とする.

㊥ 平地fL並掛 こ面し､且つ段墓の少な
い取地の益雄柵分はSH路面から60セン
チメートル以内とする｡

㊦ 門塀を牧ERする牛舎の形瀬は下回に
上るものとする.

Fl■

:LS■以れ :1州

(2) 建集物の用途
共同住宅.長座または寄宿舎を禁止する｡

(3) 嘘苑物の形他
建築物の地上階款は2以下とする｡

(I) 建張物の位QL
外壁または.これに代る桂の面から欺地盤

界までの経書
イ 大南方向の欺他姓界までの経書は,短辺

が11メートル以上の矩形の失地については
4メートル以上とし.姫辺が11メー いレ兼
瀬の矩形の欺地､矩形でない欺地.または
180平方メ-ト/L,未満 の敷地については､
相Pt関係を考dLL.llきるだけ広くするよ
う努めるものとする｡

P X北方向のPt地境外および道路凍界まll
の距書は.両8t264平方メートル以上の敢
地にあっては15メートル以上とし､面耕
264平方メートル未井 の敢地にあってfil
メー トル以上とする｡

ノ､ 物fLその他これに軌する用途に供し.fF
の高さが23メートル以下11､かつ床の南
朝の合計が5平方メー トル以内であるもの
については､帆2号の規定はi用しない.

この協定先行の酔､すでに榔 済または工事
中の建築物でこの協定にiB合しない半合 当世
建築物にはこの協定の巾萌の基中を適用 しな

i;:窒蒜品扇 宗讐 警 琶監禁荒莞王墓筆書

暮用する.
(協定の事効XqrLq事)

井9集 この協定は,窮6灸に定める市長の拓可
の公皆のFlから効力を発生する｡

2 この協定の有効期rNlは､肝6典に定める市長
のTE可公皆の日から市長の廃止の】監可公舎の日
までとする.

3 有効期間内に韮革に連反した者の稚■に関し
ては.期Pfl淋7枚もなお効力を有する｡

(tB定の効力の兼推)
ホ10集 この協定は,市長の認可公告のEl以掛 こ

おいて,弟7森に定める協定区域の土地の所村
有とlLった肴に対しても,その効力があるもの
とナる.

(il長手のけt)
Xll集 群8条に定める建築物の基軌 こ連反した
者の半合､弟14灸に定める卒A長Fま,粛13集に
定める卒Jl合の決定に基づき､当棋土地の所有
56時に対して､工事施行停止を紳求し.かつ文
書をもって相当の猶予期rLqをつけて当性行為を
是正するための必畢IL稚世をとることをf#求す
るものとする.

2 nTl萌のf一炊があった牛舎においては､当tA土
地の所有者符はこれに従わなければならない.

(鼓判所への也折)
ホ12集 Tm集群1項の所求のあった沸合で.当咲
土地の所打者符がその柵求に従わ/Lいときは､
粥14灸に虐める垂月掛ま荊13集に定める畢且金
の決定に益づき,その強制履行または当tk土地
の所有宥和の井用をもって第三者にこれを行な
わせることを叔判所に汁求するものとする.

2 州項の兼併手洗帝に事する共用は､当tk土地
の所有者符の負担とする｡

(手JL金)
井13集 この協定を運営するため,建策協定運営

率艮金 (以下 ｢香El会｣という.)を牧EEする｡
2 重Å金は.土地の所有者等の互選によ9連出
された手且若干名をもって組熊する｡

3 手Aの任期は2年とする｡ただし､補欠の畢
且の任期は.前任者の戎存期間とする.

4 季長は再任されることができる｡
(a JL)
井14集 葬具会に次の役jlを置く.

事 且 及 l名
辞J手且凍 2名
会 ft･ 1名

2 重且長は葬Aの互iBによりiE出する.手EL長
は萎A会を代来し､協定運営の事務をJ8括する.

3 pJ*月長および会計は.葬具の互SSに上りZB
LtIする.

4 P倭 且舟 ま､奔Å長を補佐し,重点長に事故
あるときこれを代行する｡

5 合計は垂且合の捷卦 こ帆する集群 を処理 す
る｡

6 串且長の変7!を行なった尊台において､新た
に季長長となったものは､速やかにその旨をdt
浜市-届け出るものとする.
(A PJ)
#15集 爪2灸に娩定するほか香且金の組*､運

営､JA決の方法に肌して必要な事項朋 IJに定め
る.

(附 則)
このta定事は3紡作成し､2称を市長-推出

し.1林は協定者が保管する｡市長のfR可があ
った後､市&に捷出した2軒のうち1軒を事A
長が保甘する｡
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定
の
報
告

十
H
l
月
付
で
効
刀
が
先
年
レ
た
十

八
件
及
び
十
t
;
1
日
付
で
効
力

か
発

生
し
た
十
六
件
の
蚊
換
地
指
定
に
つ
い

て
､通
知
し
た
旨
の
報
告
か
け
わ
れ
た
.

三
'
蚊
換
地
指
定
の
m
m

先
行
通
解
和
の
う
ち
牛
久
傑
2
上

丘
'
牛
久
保
10
エ
丘
､
中
川
6
⊥
丘
及

び
奴
山
田
1
工
比
内
の
8
幽

地
につ
い

て
蚊
現
地
婚
嬉
(講
11
血
)
の
猶
周
が

行
わ
れ
､
脱
策
に
炎
巌
LJ
い
旨
､
答
申

が行われ
L
Y

A
邦
鵬
回
'
11
H
訪
日
即
性
V

1
､
小
委
E
会
の
報
告

力
血
別
耕
一
及
び
周
琴

ホ
委
日
金

の
苛
鼓
状
況
の
浬
口
が
行
わ
れ
た
｡

二
､
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て

脱
毛

指
定
の
旭
知
が
行
わ
れ
た
幽

地
の
う
ち
純
山
田
1
工
比
内
の
3
幽
地

に
つ
い
て

佃
煮
屯
刀
滞
圧
投
下
の
刺

川
制
限
の
園
係
で
挨
地
変
史
を
行
い
た

い
旨
の
鋭
明
が
行
わ
れ
た
r

A
節
甜
凶
､
12
月
9
日
跳
催
V

1
'
仮
奄

指
定
の
幾
日

十
二
月
1
日
付
で
執
刀
が
蒐
仕
丁
た

二
十
二
q
:の
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
'

油
矧
し
た
旨
の
報
告
が
行
わ
れ
た
｡

二
'
小
委
凶
会
の
報
昏

地
区
外
小
委
例
会
､
力
血
別
璽

及

び
岡
野

1小
委
例
会
の
合
同
に
よ
る
光

軸
祝
祭
の
状
況
判
H
]が
行
わ
れ
た
U

三
'
恢
宅

碧

の
胴
旧

先
行
供
用
宅
地
の
う
ち
が
山
田
l
エ

れた5
幽
地
に
つ
い
て
収
換
地
指
娃

(第12岨
)
の
邪
山
が
行
わ
れ
､
賢

に
舛

_
故
は
い
肯
答
申
が
行
わ
れ
た
.

E
3
第

二

地

区

臼

A
邦
59
1司
'
11
H
7
日
洲
催
V

一
､
枚
換
地
指
定
の
約
m

荏
EEl地
域
の
契
り庄
宅
川
地
3
取
払

に
つ
い
て
蚊
換
地
指
定
(
荊
10
回
)
の

耶
旧
が
行
わ
れ
､
脈
策
に
拭
戯
な
い
旨

の
答
申
が
行
わ
れ
た
.

二
㌧
小
委
出
金
の
報
昏

収
漢
偶
の
供
覧
に
伴
っ
て
批
出
さ
れ

た
故
見
宙
の
処
理
'
及
び
幻
幽
蚊
S
(等

に
伴
う
換
地
塗

に
つ
い
て
へ
指
小
春

出
金
の
容
慮
状
況
9
測
色
が
行
わ
れ

た
.

三
､
帝
政
宅
地
に
つ
い
て

存
鮭
遍

に
脆
る
慨
雌
を
横
馴
す
る

の
に
先
だ
っ
て
'

曲
蛙
の
し
か
た
の
申

肌
が
規
明
さ
れ
た
｡
存
鹿
宅
地
に
対
す

る
朋
空

か
で
き
し
だ
い
､
個
別
に
小

春
は
金
で
椴
附
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

t
Tな

お
拝

出
宅
地

の脚
換
地
分
は
似
州

と
し
て
泊
井
金
で
処
理
す
る
と
の
カ
針

が
印
さ
れ
た
.

A謂bO個'12
日
17
日
伽
催
V

1
t
j芸

北
捗
状
況
に
つ
い
て

遊
ば
⊥
が
の
兆
歩
状
況
に
つ
い
て
'

一
次
退
城

(詰
tJh7
分
)
が
5
1
8
仙

(67
舛
)
に
及
び
､
二
次
巡
航
(含
完

了
分
)
が
1
0
4
血
(
13
%
)
に
及
ん

で
い
る
と
の
山讐
口
が
行
わ
れ
た
｡

ま
た
'
妹
が
新
羽
的
に
処
曲
者
予
妃

し
て
い
る
高
校
=
柳
沢
北
部
力
血
税

(仮
称
)
は
弱
年
4
H
に
朋
校
を
予
妃

し
て
お
り
.
こ
の
gt
幽
･
工
が
ス
ケ
ジ

ユ
～
ル
苛
の
脱
肌
が
行
わ
れ
た
｡

推

進

協
だ
よ
り

汀

比

川

川

川

棚

持

･
代

表

委
q<
会

【1
月
訪
日
馴

催】

1
､
旧
札
57
年

の推進伽活軌につい

て
郡
凹
凶
総
会
を

10日下旬から11月

初
旬
に
鵬
催
す
る

こと'その他の番

凶
会
に
つ
い
て
も
大

旨の朋他日鎧が

検
討
･
催
放
さ
れ
た

.

ま
た
'
各
地
民
会

戊から'地rL鉄

3
増
税
の
早
期
純
血

'旧札62年蛙横

戊
へ
向
け
て
'
地
元

としての次点が

そ
れ
ぞ
れ
発
明
さ
れ
'

公岨･山から

今
年
虻
は
知
物
移
艦
輔

帆は目機を止

成
で
き
そ
う
で
あ
り
､

鵬迎邸iaにつ

い
て
も
は
ば
仙
斜
に
進

んでいる｡今

枚
と
も
些
刃
の
樹
刀
を

得て鈍感が雛

を
進
め
て
い
′
さヽ
じ資

があった｢
llr地下鉄3号毅についての
潜
包

むについて
｢桝準E地下鉄3号掛なら
び
に

新城抗告内線新T7T･辿総脇並会
｣
か

ら推進仙あての輿望3]
が
挺
出
さ

れ､その淑扱いについて枚如
が
行

わ
れ
た
.

推
進
勘
と
し
て
は
t
W
塾
の
撃

を

充
分
半
申
し
L<
か
ら
､
鮎
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
丑
故
事
荻
の
推
進
に
努
力
し
て
い

く
こ
と
に
t･t
つ
た
P

住
居
表
示
検
討

委
見
会

【

那3凶

､10月か日脚催】

一
､
絹
民
局
拙
策
の
脱
業
に
つ
い
て
'

急

且
の
放
射
経
過
の
湖
筈
と
胤
地
点

の倣封が行われ
た
｡

二
､
町
制
脱
案
に
つ
い
て
は
'
型
花
で

金
八Uを
十
分
に
行
い
､
各
地
域
ご
と
に

仙
地
点
を
枚
射
し
'
は
ま
っ
た
案
菅
沢

の
枚
射
香
田
会
で
鈷
し
合
う
こ
と
に
な

っ
L
P
そ
の
汝
､
他
地
区
と
の
卵
警

行
う
こ
と
に
な
っ
た
.

【耕
1
5
1
12
月
8
EZ]洲
催
】

1
､
各
地
区
か
ら
即
実
に
対
す
る
町

剖
･
;Ll
名
に
つ
い
て
の
倹
肘
農
巣
の
胡

台
が
あ
っ
た
く

二
､
2
地
区
以
上

の
フ
ロ
ッ
ク
に
幽
係

す
る
町
地
区
に
つ
い
て
は

'脚線地底

で
そ
れ
ぞ
れ
別
荘
す
る
こ
と
に
な
り
'

次
回
レh疑
休
的
な
括
合
い
を
行
プ
こ
と

に
な
っ
た
や

三
へ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区

のzL.名に

つ
い
て
は
へ
全
仏
で
さ
ら
に

触感する

こ
と
に
な
っ
た
｡

四
㌧
各
地
区
等
の
那
捌
･
仙

名につい

て
の
検
肘
を
各
地
鑑
で
桝
刀
的

に准め

て
い
く
旨
稚
児
さ
れ
た
.

集合農地利用協定運

営連絡協議会

【諦131.11月5日伽鮮】

去る10日19日の節訊514]同鮎
淑

金において厳戒対爪委日金の研
兇

混金としての位慨つけが承艶さ
れ

た雄缶膿地利川協妃池畔迎終脳
凪

金の利金由が捌かれtg3名の垂
臼

の紹介及びTEI迎縫似流会洪群の
碓

Ijiの暖､挺出の連山を行っち
そ

の
結
果
､
余
技
に
は
満
場
良
碓

氏､副

会
長
に
は
店
戸
革
次
､
正
口

約助'大

矢
邦
題
の
二
民
が
泌
ば
れ
た
｡

土是l

H
11
日
に
苑
会
式
を
行
う
こ
と

が決め

ら
れ
L
J.

【発
会
式
､
11
H
11
日
剛
他
】

仙
台
贋
瀬
利
明
協
定
迎
撃
堪
冶
協
蔽

金
の
発
会
式
が
桝
浜
北
雌
協
を
会
場
に

し
て
､
利
用
協
定
軒
店
i
F
.
迎
絡
協
淑

金
枚
Zi
t
そ
れ
に
来
演
と
し
て
推
進
協

議
会
の
止
山即
急
妓
'
脈
浜
北
故
山鼠

色

･+
+
･サ
JT▲T●
▲T+
･P
+
･P
･7･+
一丁.I

I●
◆
◆
■
+
+
七
十◆
+
■
◆
●
◆
■

装

飾

と

は

常
代
人
の
装
飾
軌
は
'
〝
襲
し
く
見

せ
る
た
め
に
飾
る
″
と
奮
い
き
れ
る
で

し
ょ
う
｡
ひ
た
す
ら

自
然
の
み
に
依
存

し
て
食
投
首
取
得
す
る
は
か
な
か
っ
た

脱
胎
･
掘
文
人
の
生
活
観
に
お
け
る

〝
装
飾
の
意
識
″
は
'
果
し
て
と
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
｡

こ
の
き
っ
な
間
他
意
取
か
ら
'
朋
同

は
､
す
は
ら
し
い
達
し
彫
り
紋
様
の
土

軌
の
｢耳
釣
り
｣
と
た
ん
ね
ん
に
磨
い

た
刃
部
の
な
い
右
列
の
｢
石
刀
｣
を
紹

介
い
た
し
ま
L
Ly
仝
由
は
'
新
吉
田

荊
1
･
二
遡
跡
(新
意
出
御
臆
丸
山
過

跡
)
出
土
の
｢
貝
軌
の
腕
輪
｣
(写
暮

L
)
と

｢
石
製
の
腰
飾
り
X
写
t
ニ
)

を
油
し
て
へ
机
文
社
会
の
収
底
を
幸
久

た
生
冶
観
と
し
て
の
呪
術
に
過
っ
て
み

た
い
と
他
い
ま
す
｡

身

を

守

る

拙
文
人
過
跡
の
苑
批
汎
ボ
尻

から'

概
し
て
､
以
鵜
を
着
用
し

た人骨の大

部
分
は
女
性
の
も
の
で
あ
り
'
し
か
も

1
人
で
多
軟
を
寄
用
し
た
こ
と
を
教
え

る
も
の
も
あ
り
ま
す
｡
雌
飾
り
は
的
性

の
人
骨
に
伴
う
場
合
が
多
い
よ
っ
で

す
｡
机
文
人
の
払
帯

を
支
え

た
も
の

は
､
革
っ
ま
で
も
な
く
狩
猟
･
獅
耕
な

ら
び
に
椀
物
採
班
な
ど
の
甜
活
動
で
す

が
､
男
性
と
女
性
と
の
朋
に
は
､
相
応

の
分
荻
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
'
托
Jr
の
所
免
か
ら
は
ば
確
輿
で
あ

っ
た
と
岨
わ
れ
ま
す
｡
粥
性
は
狩
猟
･

派
所
や
採
邸
な
ど
の
轡
し
い
労
劫
を
分

担
し
､
女
性
は
出
方ー
や
SEl物
の
採
y

あ
る
い
は
家
帝
な
ど
の
比
仮
的
鮮
労
な

作
戒
に
繁

っ
た
も
の
と
孝
見
ら
れ
ま

す
｡し

か
し
､
女
性
が
い
か
に
努

L･t
作

茄
に
携
わ
っ
た
と
い
っ
て
も
'
両
腕
に

壊
れ
や
す
い
白
熱
の
恥
稲
を
多
数
は
め

て
い
た
の
で
は
十
分
に
括
押
し
見
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
.
そ
こ

で
沢
の
よ
う
に
孝
入
た
い
の
で
す
｡
つ

手
写
､
女
性
は
､
あ
る
い
は
幼
い
時
に

族
式
的
な
愚
昧
を
含
め
て
大
部
分
の
も

の
は
貝
SF
を
着
用
し
た
の
で
し
ょ
う

が
､
長
い
間
の
悟
必
に
よ
り
殴

(
こ

わ
)
れ
て
し
ま
っ
た
で
し
ょ
う
｡
し
た

が
っ
て

多数の貝
<&
を
善
川
し
た
女
性

は
'
1
股
の
女
性
と
は
区
別
掌
れ
る
部

門
の
役
割
皇
何
負
っ
た
も
の
'
す
な
わ

ち
､
き
び
し
い
自
然
の
ち
ょ
.っ宛
で
あ

っ
た
拙
文
人
の
世
界
は
呪
術
が
支
配
的

な
刀
を
持
っ
て
い
て
､
そ
の
呪
術
を
司

(
つ
か
さ
)
と
る
特
別
な
女
性
〝
狂
女

(み
こ
)
的
な
女
性
で
は
な
か
っ
た
の

で
し

ょう
か
や

土かた
'
入
念

だ
t華

加
工
を
押
し

た
石
製
の
腰
師
S
な
ど
は
､
危
険
の
伴

う
狩
猟
･
漁
功
な
と
の
軸
活
動
が
安
全

に
成
功
裡
に
拐
め
ら
れ
る
こ
と
を
斬
い

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
悪
霊
を
払
う
呪
術
的

な
役
割
を
も
っ
た
装
身
具
で
は
な
か
(

た
の
で
し
ょ
う
か
｡
人
々
の
快
刀
を
超

え
た
神
秘
の
刀
を
借
り
る
こ
と
に
起
鼠

す
る
呪
術
的
行
為
は
'
射
撃
的
･
合
理

的
に
考
え
れ
ば
棚
番
味
な
こ
と
で
し
ょ

う
が

.

こ
の
よ
っ
に
し
て
脱
始
礼
金
の
人
々

は
自
然
に
立
ち
向
う
知
滋
と
し
て
'
自

分
た
ち
の
生
癌
を
守
り
'
姓
持
発
展
に

努
め
た
も
の
と
魁
わ
れ
る
の
で
す
｡

長
､
市
都
市
鰐
仰
后

妓'周縁政
局

戊
､
公
国
は

北洲菱
へE]地区正

副
余
技
な
晶

係禁
教敷地仰のも

と
に
開
讐

九
た
｡

式
は
'
磨
双
対
邦
委
員
会
委
員

長あ

い
さ
つ
の
後
､
様
週
報
皆
'
迎
組
協
儲

会
葬
C1
･
投
出
の
紹
介
､
過
給
均
液
金

余
技
あ
い
さ
つ
が
あ
り
､
火
宅
各
位
よ

り
碁

が
あ
っ
た
｡

ま
た
式
終
了
陵
へ
搬
幼
浜
腰
非
改
良

替
及
要

の
i<
川
見

氏
か
ら
Ei3
柑

編

集

後

記

春
機
の
供
'
五
十
六
年
鑑
の
発
行
を

終
了
し
羊毛

1
年
間
の
ご
度
況
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

さ
て
'
来
年
匹
で
す
が
､
皆
様

に軌

し
ん
で
い
た
だ
く
に
は

?.毎発

行
月
考
心
待
ち
に
し
て

いただけるよ

う
な
広
報
紙
に
し
た
い

と思います.

新
し
い
企
闇
と
し
て
t

rまもの転

.e
J
O
l1
-
ナ
ー
を斥

りL,いと息い
J 一㍍

鴇

絹

関

雛

"

広

報担当
ま
で
情
報
挺
供
を

お
敵
い
し

ます｡い蔓
ま
で
の
｢み
ん
な
の

ひ
る
は
｣

への投柏
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
｡

連絡先
▽
招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
放
牧

¢
ボ
所
▽
頓
訴
相

磯
北
区
勝

田
肘
七
六
〇

号

0
4
5

へ
5
9
2
)
-
3
2

7

一頂

門
憎

水

場

Wほほ
.メ
円

輝

叩

岬
｢

｣ ⊥



蔓で久
要

-名誉/ぞ尊のでいく旨めさがあゥた･1.<の9i'墓
Q･行った.一てl益金の止蛸負妓'畿
此れ山仙風白-甘及所所正の大川島別氏から瓜前

心
J
の
コ
ー
ナ
I
AJ作
り
た
い
と
払
い
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-
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
初
め
て
-

頑
北
ニ
r
T
タウ
ン二十二万
人
の

街
づ
く
り
は
蔑

工
甲
も
着
々
と
池

み
､
R
]海
区
の
禁

圧
宅
地
取
還

地
で
鱗

め
て
の
鎌
合
住
宅
の
赴
徽
工

事
が
2
月
中
旬
か
ら
筆
丁さ
れ
ま
し

I
,,

i

..

.

.
,.
.･

.

L
L.I.

紺

.‥
㍉

'
汁

楳
田
町
)
で
'
住
宅
･
E3
田
鶴
仰
公

団
'
絹
･
鼎
の
庄

蓋

公
社
の
三
宅

t

(位
1
回
宰
相
)

こ
の
う
ち
住
喝
･
郡
佃
暇
仰
公
団
は

3
-
LL)断
地
表

仰
約
8
2
0
戸
を
'

市
住
宅
供
絵
公
社
は
11
監

て
と
3
-

Ll)宅

て
計
8
塀
約
3
1
0
戸
を
'
脈

圧
岳
戚
給
公
社
は
態

て
と
4
-
5

酢
愁
て
計
7
瓜
約
2
7
0
戸
を
祉
触
す

る
是

で
す
｡

な
お
､
住
宅
の
タ
イ
プ
は
3
L
U
K

で
約
9
0
0
戸
'
1
L
D
K
で
約
5
0

0
芦
知
甲
レ'
完
成
管

月
以
降

の
鬼
仏
み
で
て

蚕

導
く
わ
し
い
研
堺
は
光
年

溝
助
釈
ま
る
肇

芳川県内広域水道企鍵田から送ら

れた水を当配水池で受けて地盤

の芯い所はポンプで加
圧Lt地盤

の低い所は自然流下で
お水します

が'この時の給水舟は
､1日当り

32tL･DO立方朋の
男があ妙

辛
.RYこの配水池は'災川【痔の

対熊として米食Lや断井を整

Lt漉靴の繋轟著
Cg)っていま

す.毒災…記岬や川蟹爪廿を朽

現して'他等の災粥時には､飲

料水の初球をEgl少､皆様のいざと

iプ縛の'
お役にも

立ちます.

(位1皿幸田)

牛
久
保
配
水
池
の
工
事
進
む

牛

久保配
水池
は鯛折
而水
沼局

が
'
協
和
56
年
9
月
か
ら
エ
fB
に
手
工

L
t
L
ゆ
ん
功
は
船
舶
59
年
3
月
tKtz]

を
目
標
に
現
在
統
息
工
串
を
稚
め
て
い

ま
す
.
欝

は
川
崎
田
と
の
塊
の
出
北

区
牛
久
保
M
l
八
八
五
等

噌
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
hI打
登

の
雌
北

鮒
に
付
置

して
い
尊
す
.

鵬
北
ニ
rLI
タ
ウ
ン
地
底
の
水
宗

田
に
よ
る
と
､
郡
1
蟹

壮
丁久
保
乾

水
池
か
ら
､
嬰

一地
区
は
伯
北
配
水
池

か
一山溢

水
が
行
わ
れ
ま
す
｡

牛
久
保
配
水
池
の
総
血
塊
2
4
､
1

7
0
平
方
㍍
の
敷
地
に
布
類

する
半在

姫
股
は
'
配
水
池
と
ポ
ン
プ

零しす.

裾
吸
の
撃

す
が
､
配
水
洋
品

捷

県
立
高
校
着
工
へ

神
斉
昭

では
'
噂
北
こ
r]
-
タ
ウ

ン
の
招
篤

郎
に
坦
桝
北
部
方
血

高
塀
(仮
称
)
の
米
作
讐

さ
し

嘉

l朋の仏独工
都
に
要

し

L
l
葱

融
税
は
2
9
､
4
0
0

平
方

メ
ー
ト
ル
P
'
仲
南
榊
が
鉄
肪
コ
ン
ク

リ
ー
ト
近
め
脚
僻
地
て
･
語

軌
9
'

∩
2
5
平
方
メ
ー
ト
ル
､
仏
付
和
は
軟

爪
コ
ン
ク
リ
ー
ト
迫
り
ニ
ー爾
祉
て
･

讃

朋
3
'
1
3
2
叫
万
メ
ー
ト
ル
で

約
6

､7
50
平方㍍
で

'貯蛮
丘

3
0
､
0
0
0
五
万
㍍
の
弛
と
な
り
ま

す
.
ポ
ン
プ
場
は
'
鉄
竹
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
地
下
2
時
､
地
上
1
衝

撃

･で

延
師
田

畑
2'
1
7
0
平
方

㍍
の
愁
物
と
な
り
ま
す
.

こ
れ
ら
の
裾
警

賓

す

るため今

手
写

は､聾

串
を
壬
に
行
っ
て
い

声
レ
ち

工
事
の
池
も
よ
く
牢
は
'
昭

和等

月
末
で
16
宛
で
す
.

牛
久
保
配
水
的
邦
尭
成
す
る
と
､
神

牛久保E水油工事現幼

集門並.生活棚 .広報妃舟等作成.港北ニュ

ータウン槻 経過連絡仏法会運営卒の兼用

58北ニュータウン住居ホ示赴け桝 * 551万乗円

継北ニュータウン地域の住居袈示についての調蓑

等の兼用

北和工叫蛙I2才 96IL5,355万余円

=甘地牧のための兼用

余輸利用九枚軸 性* 31仕2.115万円

北飾=牡の余熊を利用する複合脚 の井用

新

横

浜

･

元

石

川
練
が

一
部
通

行
閑
始

新横浜 ･元石川秩 (小机町)

都
市
計
固
血
路
の
新
横
内
二
九
石
川

鞍
は
'
1
般
血
迫
2
4
6
号
奴
と
の
交

連
点
か
ら
宮
内
･
新
柄
折
投
の
交
差
点

ま
で
の
全
逓
9
1
7
0
㍍
(揃
艮
g
T

S!㍍
)
を
祉
批
す
る
洲
崎
で

'侶粕4

坤
に
墓

地
吋
を
杜
て
向
S
S上
･か
ら
工

串
に
望
ナ
し
て
い
ま
す
｡

こ

のたび'店
内
･
新
篭

町と
の

交
鐘
点
か
ら
小
机
大
場
(別
任
触
湘
工

岬
中
)
の
手
刷
の
交
遊
点
蔓

1

580㍍･
二
申
搬

(針
岨
四
租
税
)

か
本
年
4
月
I白
に
伽
池
し
蔓

さ
ら
に
ニ
ユ

～タウン地区界から

川
崎
･
町
EB
線

との交董点土毛しの延

長
1
0
6
8
㍍
二
14
Sk
(針
些
ハ
中

蘇
)
と
川
崎
･
町
田
廉
と
の
交
蓮
点
か

ら
卯
二
肩
癖
氾
鞘
憎
北
イ
ン
タ
ー
毛
で

の
延
妓
2
↑
0
㍍
･
六
中
SE
が
5
月
1

日
に
uH
血
予
妃
で
tf

(位
世
同
車
P=.)

な
お
､
新
例
痢
･
元
石
川iEの
合
評

9
1
↑
0
㍍
に
つ
い
て
は
旧
和
57
年
成

季

で
に
へ
金
森

(
I
郎
蒜

山
)
鵬

挙

る
署

で
す
.

兼北ニュータウン地域Jutat**8.280万円JL兼称用地区のJI兼用施放牧旺符の井用
港北=ユ-タウンBEl連街路並t*168仕1,355万円
新横浜･元石川鰍まか五輪娘の並絹と捕りよう架

換えの兼用

港北ニュータウン関連下水iI載叫Jt15tk2,208万円

山田幹Jk等の建12の兼用
港北ニュ-タウン文化A*hjEt7,500万円
埋没文化財究婦切妻及び出土品立件のための*用

昭 和 5 7年 度

港 北 二ユ 1 タ ウ ン 建 設 関 連 予 算

(あ らま し)
港北ニュータウン姓校閲連子井の合計額は,213

4E4.367万金円(帆年度に比べ約54%増)で.その内

釈は次のとおりです.

港北ニュータウン開発* 6.790万余円

gF兼相対連絡tq並.椎北ニュータウン建設関連事



∩ ~

は
じ
め
に

招北
ニ
ュータウンの懲
役
は
､昭
和
49
年
8
月
に
蔑

H
串
に
弟
手
L
t

み
な
さ
ま
の
ご
簡
刀
を
得
な
が
ら
62
年
概
成
に
向
っ
て
前
進
し
て
い
ま
す
｡

そ
こ
で
'
今
月
は
'
昭
和
9.0
年
3
月
完
成
､
周
年
9
月
に
古
格
操
加
を
目

指
し
て
鮎
在
処
牧
中
の
北
部
丁
意

概
野
と
'
ご
み
勲
却
に
よ
っ
て
苑
生
す
る

1
日
ド
ラ
ム
仲
6
0
嘉

相
当
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す
る
余
熱

利
用
地殻
の
計
画
を
ご
紹
介
し
ま
b
.

-

編集

部
-

招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
域
内
に
稚
堅

中
の
北
部
丁
意
は
'
確
の
環
境
と
の恥

和
の
と
れ
た
新
し
い
一書

づ
く
り
菅
め

ざ
し
た
近
代
的
郡
部
丁
東

で
す
.

そ
の
特
長
と
し
て
'
①
公
等
防
止
股

仰
望
冗
叩

②
発
花
穂
刀
の
ア
ッ
プ
'

③
公
共
施
般
等
へ
の
熱
供
給
の
抑
天
'

④
丁由

内
の
緑
粕
面
班
を
杷
L
t
地
域

に
歓
声
レ
た
エ
封
嘉

ぎ
し
ま
す
｡

工
場
が
d読

し
ま
す
と
琴

I
rT

タ

ウ
ン
長

じ
め
と
し

て関苑が
堆
め
ら

れ
て
い
る
市
域
北
部
方
面
の
ご
み
処
理

体
制
が
必
鯛
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま

す
｡

敷
地
面
研

六
四
､
二
二
モ
平
方
㍍

搬
事
兼
宍

約
二
九
四
億
円

肌
理
惟
刀

標
準
鳩
刀
八
C
X3
.A
/
日

(取
舵
随
刀
1
.
二
(=X
)
.A
/
日
)

(
四
C
Xj
Ĵ
/
日

三
畢
)

施

設

の

あ

ら
ま

し

公
舛
防
止
に
つ
い
て
は
'
特
に
餌
思

し
て
励
新
技
術
を
籍
架
し
､
有
性
硝
化

を
凶
り
蒙
す
.
①
｢ば
い
じ
ん
｣
の
陰

蓋
に
つ
い
て
は
'
大
気
汚
染
防
止
法
に

よ
る
養
唯
を
大
崎
に
上
ま
わ
る
非
常
に

き
び
し
い
養
邸
で
取
訂
し
た
霞

式
屯

累
辞
し
ん
誰
を
沿
匪
し
ま
す
.
②
｢
有

田
ガ
ス
｣は
'再
加
熱
型
ガ
ス
処
理
装
鹿

に
よ
り
無
害
･
安
全
花
を
回
り
ま
す
｡

①
｢
ご
み
の
崇
巴

は
､
工
地
と
外
部

を
沈
断
L
t
焼
却
炉
内
に
送
入
し
て
約

さ

じ
度
の
熱
で
分
解
さ
せ
願
誓
･
無

窮
化
を因
か
り
葺

④

｢灰
｣
は
自

動
的
に
適
度
の
水
分
を
加
え
て
か
ら
室

内
で
ト
ラ
ッ
ク
に
額
込
み
ま
す
の
で
励

関
に
消
散
し
て
不
衛
生
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
<

⑤
｢工
射
排
水
｣
は
､

完
封
tJれ
た
排
水
慧

豪
放
で
前
処
理

し
て
か
ら
公
共
下
水
滋
を
経
て
下
水
処

署

に
放
流
し
ま
す
｡
⑥
｢
ご
み
収
集

中
｣
は
､
絹
に
白
筋
仇
中
猿
鑑
で
き
れ

い
に
笹

L
P
か
ら
工
場
を
出
ま
す
｡

①
坑
却
炉
内
の
犯
歴
は
､
八
(H
)皮
-

九
Q
U
虚
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
て
果
菜
酸
化
物
の
発
生

を
抑
止
し
ま
す
｡

又
'
操
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
工
場
潮

境づく豊
する為'周囲は
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
を
殻
け
､
地
域
に
融
合
で
き

(
.上
,∵
寧

]JiJ幸
丁
.

建
築
F
近
況
項

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壷
及
び
鉄
付
近
'
地
上
五
階
へ
地
王
二

昭

弘
熊
面
額
1
六
､
八
八
五
平
方
㍍

延
血
*
三
二
'
〓
1宍
平
方
㍍

(串
許

所
掌

U
)

崖
葵
和
恵
規
堺

外
筒

-
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
道
､
内
筋
⊥
御
坂
撃

二
本
奨

金
､
和
郎
ノ
ス
ル
付
.
地
上
高
二
一〇

㍍焼
却
炉
i]式

迎
続
燃
焼
式
切
却
炉

発
t
投
Ⅶ

二

'
五
(=X3
㌔
ワ
ッ
ト

ご
み
坑
却
に
よ
っ
て
発
生
す
る
熱
エ

ス
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
し
､
市
民
の
皆

さ
ん
が
余
暇
時
間
を
雌
伽
で
充
英
し
た

も
の
と
で
き
る
よ
っ
に
文
化
･
ス
ポ
ー

ツ
･
レ
ク
リ
エー

シ
n
ン
活
動
の
場
と

し
て

'北
部
工
場
西
川
に
'
崇

プ
ー

ル
'
考
<
碍
祉
セ
ン
LS
L

屋
内
体
背

琴

も
っ
窺

区
セ
ン
タ
I
'
雄
等
葛

研
修
芸

セ
ン
タ
I
の
四
姫
殻
を
約
1

･
<
B
の
故
地
に
拾
色
的
に
祉
扱
す
る

こ
と
に
な
り
)戸
)
んへ

各
期
散
の
概
群
は
'
沢
に
説
明
い
た

し
ー享
ノが
'
塩
水
プ
ー
ル
は
僻
等
茎
研

岱
保
頭
セ
ン
タ
ー
と
の
開
溝
も
考
え
て

山
酵
者
へ
の
利
用
を
配
尽
した
り
､

老

人
碍
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
地
域
の
老
人
が

地
区
セ
ン
タ
I
を
お
与

れ
る
人
達
と

の
交
流
が
は
か
れ
る
よ
っ
'
迅

物

を
7

体
化
し
た
り
し
t
tE
広
い
億
誓

っ

た
藩
政
と

t･_つてi
至

一川
用

い
相

川
川
:iJAjELNb
lj
"
TI
,
t』

■

日
｣

卜

ごみ計I装荘 (保土ヶ谷) ごみクレーン操作室 (保土ヶ谷) 管制妻 (保土ヶ谷) t気集じん器 (保土ヶ谷) □tも■じ人8- ごみクレーン 鮎 だヨン ⑯ 工 九つンナン' o
rtb 1主人Jr ･ A z f～Ⅰ

".fPFM J､ 糊 hJh- - 器⊃ンベア鞘

｣ ⊥



施
設
の
あ
ら
ま
し

温水プール
地域の皆亡んが､いつP姦し
く利用できることを志に冊首'
同時に△白人か利用できる稚拙で
す.又､周訊津城と朗和を保ちつ
つ地区のシンボルとなるよ.つ㌧知
物は円錐状の特故的なデザインに
なる暮す｡

㊥氾水プー

ル
1

椴柑訪メートル6コー
ス

肋旭川円形･托6メートル

児缶川l･5メートル3
コ
ー

ス
㊥別姦衣実山脈甥仲川量り)
シャワI茎(封仲店Wg:せ含
む)･帯温室･父母徴集傭･医

務
救
硬

筆･監視室･レストラン

老
人
福
祉

セン
タ
ー

地
域
の
老
人
の
誓
ん
に
'
各
錘
の

相
談
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
雌
放

<
jt蛋

他
に
持
合
的
け短

R
f
も
lた

誓

ってい
▲墨
丁
.

の
村
上
｢
<
T
の
向
J･一及
び
レ
ク
リ
エ

ー
シ
P
ン
な
は
か
重
油

嘗
して
い
た

だ
く
撃

.

利
用
人
月

約
二
1m

地
政
･
護

棚
状
壬
･
横
倍

役
印

秋
空
･
大
広
佃

･
和
杢
･
套

･
S

女
浴
室
･
金
璽

･
図
書
室
･
解
補

益
･
工
作

董

地

区

セ

ン

タ
ー

軸
圧
の
皆
eん
の
白
雪
交
靴
と
泊

肋の抱点とし
て
､

いつでも剤
で

号令班会施滋とはCE砺欣かもっ
た

漉故でh.利用人日延べe]〔X=老/日

体軒肥(ヽ､'-ティングルーム･

トレーニングルーム･男女更衣

室･金山･シャワ-重量U)
空室兼金堂･和室･風琴

室･国書コーナ-･余暇コーナ
地区センター (日書)

余熱施設利用計画

I
･退
此
室

陣
害
者
研
修
保
葺
セ

ン
タ
ー

砕
3
苦
そ
の
家
族
が
､

累燈に宿

泊及び休載ができ'一一毘'各細の

相故に応するとし′もにレクリエー

ション等による相互の別使空はか

ることができる広域的姫故です.

利用人El宿泊五〔毛
研修会#二八(目名

宿泊室13室(和室1.洋室2)

浴室･脈運動望･gn併逝収室･

淋信管
役

馴排釜･相放笠
屋外施設･その
他

壁皿ぬ･自伝血痕･中央奄

･ゲートボール働･呼仏兜風琴 Eg

拙

5
7

年3月兼までに工申窒ナ

し

た工区は次の工区です｡
《第一地区》
①叩工区(お)街区(13･7血)

○鵜北区牛久保附
01次速成工革
057年12月中旬まで
〇日竃批㈱◎雨北山田IH区(8･4血)
○湖北区北山田町
〇一訳述成工群
058年2月上旬まで
○閥佑工罪鵬③HH区(その1)(7･6加)
○昭北区北山田町
○先行蔑工申
(〕弟等2月中旬まで

0

串良･賎空ハ周企兆体

④

ー

HE(その2)(
そ
の
3
)(1･

6
B
)

0類静花山田町
0先行造成工や
(=訂年10月上旬まで
O帆花村凪昏丁久保SHtg(その2)(9･
4如)

○
空

足
牛
久
保
町

O
l
次
蔑

工
申

∩涛
年
1
月
上
旬
ま
で

0
爪
蓑

工
都
城

⑥中川･h工
区

(
そ
の
2
)

(8
･5
加
)

○
港
壁

丁川
町

01盗山成工申
03i年3月中旬まで
0襲雅敵組⑦雨北山田2H区

(そ
の
1
)

(7
･
5
3
)

○噂北区桐山田
町01沢渡二歩

058年1月中旬ま
でOトーア工邦帥

⑧中川-H区(
2
･7
加
)

○湖北区中川町
Ol沢造成工研
058年9月下旬まで
0此蛋･林基周企成体
⑨沖山田H区(その1

)
(
3

･0
盤

(=蒋
静

南山
田
町

0
先
行
濃

工
申

Q
竣
什丁占

下
旬
ま
で

0
不
勅
独
牧
㈱

《
第

二

地

区
》

⑬

池
辺
工
区
丑
成
(そ
の
1
)

へ.I)
･1
3
)

O
宅

灯

0
]
次
農

工
邸

∩訂由す
月
上
旬
亀
で

()
日
鋼

地
政
帥

①
川和
袖
FS
H
区

(
1

.･･N加
)

∩
意
藍

鞘
貯

O
l次
茂

工
申

0
58
年
3
月
中
旬
ま
で

0
丸

霊

軸

⑫
昏
江
戸
2
H
区

(8
･5
j
!)

0
滋
区
圧
江
芦
肘

O
L
次
農

工申

Oa!年1
月
中
旬
ま
で

○
安
藤
建
設
梯

⑬
I苗

t
H
区
(
7
)
街
区
(そ
の
4
)

(3
･
6
加
)

0
磁
区
荏
田
町

〇
二次
冶
成
工
串

0
班
年
1
月
中
旬
ま
で

〇
二
弄
不
動
産
矩
投
輔

⑳
k
ケ
埼
10
工
区
(怒
)
街
区

(
そ
の
l
)

(
15
･
6
血
)

0
線
且
蕉

口
町

〇
二
次
農

工
申

0
鎚
年
9
月
中
旬
亀
で

0
ニ
弄

り
ん
か
い
頼
栗

岡
企
兆
体

⑬
兼
万
‖
H
区

(ほ
)
市
区

(そ
の
2
)

(1
･
3
山
)

0
整

方
町

〇二監
歳

三
串

○
卵
年
6
月
中
旬
ま
で

0
旺
甘
藍
･
日
蛋

貰
同
企
炎
体

×

×

×

×

次の轟

57年3
月
蚕

で

に
工
芸

冒

し
た
.

《
第

一地
区
》

⑳

牛
久
保
川
工
区
(そ
の
2
)

先
行
農

工

申

(4

･-
加
)

《
第

二

地

区
》

㊥

B
EE折
廿
日
H
tg甘
地
エ
■

(
15
･
4
品

)



日 11-

蕃
競
会

だ
よ
り

4

第

J
地

区

T

A
辺
川川固
､
3
日id
日
等

y

1
.
収
毛

碧
化
の
報
告

二
月
1日
付
P
効
力
発
生

した十E]

件
及
び
三
月
1日
付
で
効
刀

発生した

五
件
の
仮
操
粘
指
定
に
つ
い
て

通知

し
た
旨
の
報
告
が
行
わ
れ
LP

二
､
小
香
再
会
の
報
告

方
面
別
竺

及
び
同
軍
ホ
萎
損
金

等
に
お
け
る

百般区域の間糊
点
等
に

つ
い

ての離懲仏況の報告
か
行
わ
れ

tPl]r
収
換
粕
桐
姥
の
耶
Ⅷ

汚

什境川鶴泊冨
東
山
EET
エ

W

墓

､
牛
久
搭

壱

牛
久

葺

中
川
1
T
区
及
び
中
川
LO

T
区
内
の
題

に
つい
て
仮
換
地
指

定
の
肘
悦
(邦
川u
B
)
か
行
わ
れ
､

賢

に
粥
巌
な
い

や華甲か行わ
れ

Lr四
､
旋
毛

指
定
の
事
前
規
朗

今
後
'
仮
換
地
指
定
の
相
聞
が
予
定

さ
れ
て
い
る
牛
久
保
10
工
区
(そ
の

2
)
及
び
牛
久
管

丁直

(そ
の
2
)

の
併
売

に
つ
い
て
位
虻
へ
狭
歩
革
等

の現朋が行
わ
れ
LP

■

第

二

地

区

E
)

A
折
61
回
'
2
指
す
開
催
V

lJ
蓋

総

括群について

仮
毛

の
概
括
に
つ
い
て

仮
洪
他

揺
括
荻
を
も
と
に
'
民
有
地

益田等

用
瀬
･地
区
毒

そ
れ
ぞ
れ
の
減
歩
峯

及
川地
境
の
規
朋
が
行
わ
れ
'
合
せ
て

床
宅

公
共
用
地
の
地
焔
帝
に
つ
い

て
の
脱
明
が
行
わ
れ
LP

二
'
促
妃

の決従につい又
耶
問
)

保
擢

蛙
m顔
此
肘
a
に
定
め
ら
れ

た
粕
畑
と
L
t
吉
山公
益
禰
此
川
畑
に

当
て
る

との鋭
朋
が
行
わ
れ
iP

こ
の
保
冊
他
の
決
定

について
m
W

が
行
わ
れ
､
髪

に
川
底
の
な
い
]L
の

慧
甲が
行
わ
れ
LP

ニ
r
菟

網
妃
の
肋
間

新羽町に
襲

す
る
j
E轟

北
部

方
面
高
校
(塀
称
)
が
保
加温
で
当
て

ら
れ
る
た
め
'
そ
の
底
地
所
有
者
に
対

す
る
仮
換
地

指定の隅
間
(第
11
回
)

が
行
わ
れ
'
原
案
に
興
菅

い
旨
答
申

が
行
わ
れ
RJ.

事

g
E
対
策
委
入
会

I- 昭和51年 5月

<
亦
晶

へ
3
月
管

等

一
､
叫
塀
北
部
盃

嵩
校
(
新
羽
町
)

の
欝

即
凹
に
つ
い
て

県
政
符
庁
か

ら
脱
朗
が
あ
り
､
迎
撃
対
顔
､

エ串用

意

及
び
下
水
の
汎
養

老の貰

応
答
が
行
わ
れ
ち

二
へ
北
芸

余
熱

剰用瀬穀の雑役 計
雌
に
つ
い
て
冊
か
′品
肌嬰

のり
､

碧

の
処
別区
堺
及
作為
鮒
の顔

的
利
用
等
に
つ
い
岳

が
行
わ
れ

LP二r
新
城
痢
･元
石
川
瓜
の
1鎌
油
行

開始について'和か
ら
況
朋
が
あ

り､他の街路の溢捗状況等につ
い

て窟応答が行われち

四'その他として今蜂の群雄対卵 見

直

し

た

い

存

置

街

区

節
1
地
区
聴
鞍
会
香
山

稲

葉

満

二
rtI
タ
ウ
ン
諺
顔
も
脱
兎

碧
化
ら

お
う
と
す
る
も
の
毒

っ
LP
合
成

か
t
と
い
っ
た
･用
で
あ
っ
た
'

つ
い
て
は
､
い
っ
さ
い
鵬
掌

る
こ
と

太
光
'
区
州
暇
馴
丙
に
お
け
る
帝
は

の
な
か
っ
た
慾
に
と
っ
て

状
捗
減
が

燭
且
と
は
す
で
に
乾
山
塵

後
の
内
有
機
和
さ
れ
た
と
は
い
え
砿
歩
な
ど
も
っ

蓉
も
っ
た
撃

な
け
れ
哲

LK
J
い
て
の
は
か
と
暫
わ
言

を
柑
LJ
い.

はすである｡つまり
'
区
岨撃

が
仰
山
に
兆
め
ら
れ
'
重
り農

地
へ

の
止
搾
移
薯

､
新
し
い
強
い

の
街
且
が

ボツボ
ツ
射
生
し
は
じ
め
て

菟

LJ

のさっな暫】とは別に､

長
い
間
移
振
邪
の汝
掴
閉
場
の
カ
ケ
で

と
St致
さ
れ
て
き
た
感

じの窟街区

が
'
大
手
V

クロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

djLJ.
空

地
区
部
聯
余
で
は
'
裏

側
雌

に
対
処
す
る
た
め
の
小
委
山芸
の
巧
SZ

に
よ
っ
て

責

区の即粕祝
群
か

昨
年
の
士
肩
五
日
に
行
わ
れ
tf
今

回
は
'
塵

だ
け
に
し
は
っ

て

そ
れ
ぞ
れ
の

質
一品
嘗れ
て
い
る

間
叫
巧

四
朝
川叫
に
つ
い
て

地
元
の

淋
触
U
や

昏
と
か
′昌
仙朋
が
行
わ

ハ
t.r

今
回
の
桃
茄
の
臼
的
は
､
塵

か
畠

多
く
出
さ
れ
て
い
真

砂
や

弊
皿
の
内
育
ち
い
て

こ
れ
か
ら
海

鼠
草
深
め
て
い
こ
ラ

こする砺
放
出
を

は
じ
め
'
公
団
収凶にも
垂

の

爽僧に
つ
い
て

充分潮解を深めても
の
視
群
に
よ
っ
て

所
期
の
白
琵

ハ
す
る
必
艇
の
な
い
憲

且で

せ
た
も
の
と
御
っ
か､
苅
T地
区
会
蔽

あ
る
が
ゆ
九
に
'
移
せ
警

し
て
位

廿
づ
け
ら
れ
る
も
の
で

山注リれほなら

な

i.も
し
'
手
の
つ
け
よ
っ
の
な
い

街区だか象
したナチるならへニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
思
砂
か
ら

して'大き

な
娯
ま
り
と
し
か
宵
い

ようかなi
.

そこには区
幽
耶

朝区域
内
に
と
ど

め
て
お
く
意
味
が
､
個
人
に
と
っ
て
も

婚
行
刑
に
と
っ
て
も
な
ん
の
メ
リ
ッ
ト

章

ら
の笠
も
､
そ
の
は

と
ん
リ反
周
辺
の
逝
戊
に
よ
る
淑
州
感

化
(壁

心白
ー附
な
と
)
に
よ
る

も
の
で

芯
遺
せ
ば
､
寧

し
て
区

圃
彬
匙
牧
の
状
僧
に
Ll

いことを憩昧

してい
る
.
ま
し
て
や
区
幽
塁

に
よ

る
沼
措
勾
山訳
読
遍
を
雌
え
た
警

郷
し
た
少
､
大
き
な
茂

の
り
を
も
た

らす問雌などは､朋6か
に
針
仙
窃

取
で
の
手
管
で
は
L<
い
か
と
世
わ
れ

ら
.ニ

r4-
タ
ウ
ン
榊
鰍
か
､
懲

S
LJ

街
づ
く
り
富

等

ノと
す
る
な
ら

は
､
香

は
も
う
1
鼓

州
智

恵

か
ら
見
正
し
を
必
野
と
し
て
い
る

の
で
は
t･6い
だ
ろ
う
か
.

川

手
先

生

か

ら

の

お
便
り

川
手
野
元
生
か
ら
お
便
り
を
い
た
き
続
晶

和

51年5月
か
ら

5
3

年3月

だ
妻
戸
.ち

先
生
は
日
本
住
宅
公
団
ま
で
は
梅
北
開

浄伽の申
媒
部

長とし 井
の
も
の
で
す
.
と
こ
ろ
が
応
t
に
し

て
｢私
の
敷
地
は
勝
学
に
利
用
す
る
け

れ
く

周
り
の
欺
地
は
市
が
軒
止
し
て

く
れ
｣
と
冨

ンL<
考
え
方
か
チ

る

人
か
多
い
も
の
で
す
.牛
久
保
10
T
区

の
横
様
は
越

宇
LJ
人
増
で
は
な
か
っ

LP
御
丸
帯
葺

そ
こ
で
私
の
お
雌
い
な
の
で
丁か

｢瓜
等
｣
に

よればr町名｣をつく

る
撃

が
あ
る

･LOっです
が
今
度
は
お

互
い
を
葡

す
る
の
で
は
な
く
､
証
兼

協
定
を
作
る
と
き
お
互
い
に
と
ん
t･1

〝ま
ち
〟
に
し
た
か
っ
た
の
か
を
思
い

出

し
こ

れから作り
上
げ
る

〝まち〟

がどんな
〝ま
ち

〟に行ってほ
し
い

も
tllい
｡
こ
の
舶

q暫うまでもなロES此冠朋苑
茶
部
の
松
北
朋
苑
申

姦

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
鵬
汚

ルご尽かの〝名付け〟をし
て
下
さ
i
e
例

く
上
下
水
幻

姦じめと
し
た
公
共
放
訪
斯
(旧
和
む
議
北

㈹苑局に界刀されiNA
J.ESt
tLは
現
故
大
串
軟

に
わ

たって壷

だけを見てき

て

歌
の
てい
く
つ
か

の軸心
を
州
さ

す
に
は
毎

か
っ
LP

①

t･6轟
か
で
き
た
の
か
､

貫

首
し
て
放
す
こ
と
か
妾
当

な
の
か
､
③

存浩
区
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
区
幽
郡
即
俄
区
内
と
す
べ
き
LJ
の

仰はなに
も
比
州
縦
軸
の
み
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

念
を
印
し
て
お
く
.

#
他
的
鑑
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は

周
辺
の
茂

と
大
貴

仏アン
バ
ラ
ン
ス

を
き
た
し
て
い
る
こ
と
'
懲
娘
地
や
地

形
が
Ⅷ
雑

であ
っ
た
り
'
谷
贋
と

いっ

た
所
に
あ
り
'
周
朋
の
逝
成
に
よ
っ
て

か
え
っ
て
瀬
端
懇
化
に
な
sh
か
ね
な

い
｡
ま
し
て
や
､
存
柵
琶
区
を
決
め
た

り
'

ニュータ
ウ
ン
地
域
の
殺
引
き
に

格
)
蔓

掌

れ
た
万
で
す
｡
引

溌
と
し

垂
れ
て
い
ま
て

筑
波
桜
村

川

手

昭

二

湖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
独
爽
協
疋
那
]

号
州器
封
さ
も

葱

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
菅
札
れ

て

管
細しく悠ったlつです｡
私
の

印
奴
と
し
て

牛
久
保
tO
T
E
先
行
造

成
地区は､自分
通
の
相
利
を
義

す

る
上
で
'
き
e
め
て
軌
的
的
で
あ
っ
た

よ
う
に
思
っ
て
お
り
き
し
だ
モ

独
額
伽
定
と
は
'
わ
か
sh劫
く
書
え

は
r燐少
に
帯
虐
マ
ン
シ
P
ン
が
出
来

た
ら
凶
る
と
触
っ
た
人
は
'
そ
の
こ
と

を
駆
り
の
人
に
野
栄
す
る
桝
に
'
ま
す

自
分
の
欺
池
に
は
帯
届
邦
炎
を
祉
て
な

い
こ
と
を
約
束
し
'
限
り
の
人
を
宰
心

さ
せ
た
上
で
関
り
の
人
に
も
向
じ
如
来

を
す
る
よ
っ
に
好
釆
す
る
｣
と
SJっ
性

えはおじいち+
ん
の
名
刑

若ロ
っ

て
牛
久
保
と
L
t

それに知恵協定
つ

く
Shで
菅

野した胤
い
出
の
首
K
を
た

し
て
〝牛
久
保
(H
)″
と
か
日
管
大

賢
ノという免持ち菅沢わし

て
″牛
久
保
小
日
向
(LJ
ひ
な
た

)即〟

という
トち
に

.
そ
し
て
町
名
の

由
来
晶

工
区
の
と
こ
か
に
茨
札
の
よ

う
に
柑
げ
て
み

一･は
どっで
し
ょ
う

か
.何

は
も

あ
れ
薙
熊
協
定
弟
1号
お

め
で
と
う
ご
さ
い
蒙
し
た
｡

垂
日
金
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
封

鹿を

行
,つな
か
で
'
昭
和
62
年
鑑
成
ス
ケ

ジ

ュールの附
等
と
な
る
柿
間
確
を
朗

ら

かにして
解
釈
を
凪
っ
て
い
く
こ

と
と

なっLP
(北郎
刀
此
応
挙

脚
及
び新

明
折
･元
石
川
娘
の
l郎
油
行
開
始

の内
骨は
一曲
'
余
熱
利
川
裾
瀧の

円
留は
二
･ErB
琶

住
居表
示
検
討
垂

<
会

A郡5回'
2
パ
6
日
朋磯
Y

lt
"屯
はか
ら
脚
光
に
対
す
る
町

制
･町
名
につ
い
て
の
椴
封
積
載と
糊

噂見に
ついて報
告
が
あ
っLP

lI
.

地元劉鮫の
方
法
と
地
元
案
に
対

する取扱
い
及
び
行
政
区
に
つ
い
て
鮭

合
い
が
行
わ
れ
た
.

1]r
今

後'この轟内
金
を
構
頓
的

に

開催
し

てい

くことが
稚
放
さ

れiJ.

入管

凹､3H組員朋稚Y

lr

費
壷
に対する
町

側
･町

名についての愉肘萎
び

噌
冗舶
雌

について朝生吊あった.

二'

妻
ら朋輩ざれた他
罪町

州
策に
つい

て脈拍が

行われ十｢

ニr
市の脱

尖につい
て

一
献
菜
脚

落
川芽
に
つ
い
て
は
､
さ
ら
に
故
肘
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

四
'
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

市
か
′【良
明
が
あ
っ
LJ.

か
わ
い
い
稚
児
行
列

-
長
徳
寺
清
泉

-

∴

㍉

∴

ホ

ト

∵

¶

4
月
2
日
'
噂
壁

丁久
保
町
に
あ

る
轟

等
の
｢格
丘
並
び
に
畑
収
悪

感
L
の
一
つ
と
し
て
､
稚
担
u列
が
行

わ
れ
声
レち

あい
けり
ヽ
の
一
望
で
花

冷
え
の
臼
で
し
た
か
t
l行
は
牢
刑
十

的
す

み
れ
ケ
丘
の
公
民
讐

出
苑
し
､

長
篠
等
へ
向
か
い
蔓

お
そ
ろ
い
の
お
化
粧
と
衣
装
を
つ
け

た
那
児
た
ち
は
'
お
か
き

ん
方
に
手

ユ
ー
タ
ウ
ン
の
区
回
転
型
の
た
め
移
伝

し
､
こ
の
た
び
常
夜
し
き
し
た
｡
新
し

L
住
職
は
平
簸
大寛

です
.

一.
5
5
)P

,.A
.ー.きし
的
招

持

.L

iIと
L.hL
｢

引

酎
舶
イ7
ーし
っト

㌦

J ー
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囲
工
事
計
畑
ほ

ほ
鰻

5月26日に開催された
招
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ

ン事業推進
迎
縫
協
帯
金
邦
六

回
串
粟

対

照奉良
会
に

お
い
て
'
住

宅

･
都
市
最
仰
公
印
柑
北
醤

何
は
'

誰
年
虻
の
農

工
申
計
興

業
)を
3
(出

し
'
同
責

会
の
豪

相
手
L
L
r

57
年
度
に
井
草

署

の
丁
度

は
沢
の

と
お
り
で
す
.

O

F
次

速
成

工

事

<
罪

1
地
区
>

北
山
田
2
工
区
'
同
3
工
区
'
丙
北

山
田
2
工

区

(そ
の
2
)
､

同
3
工

区
'
中
川

牛
久
保
3
T
匿

､
同
1
工

区'
奴
山
田
6
竜

中
川
8
T
匠

'

岡北山臼･
牛
久
保
工

比
及
び
河

北
醗

山甲･匠の針
10
T
鑑

で

藍

樋

は計約160
.g
で
す
｡

<琴一地区
>

匠江戸3工

区
､
大
姥
2
工
区
(そ

昭和57年JZii成工事tf育 の
2
)
'
同
2
工
区

(
その3)､双

方
2
工
区
'
同
3
工
区

'Ⅹ12
号
扱

1
都
道
成
'
勝

田工区(その2)'

新
竜
田
2
T
g

'冊四･新ん自丁区

地区名 施工iE)叫 - 次 造 成 二 次 '達 成
書手iE)甜 *+* 書手 iE研 書f-TP

珊一地区 548.2 160(LuOb 299;(75界 5(39h(7k%荊二地区 768.6 (遥 6h'd67;(76界 27(156IL4 4%(20界

及び末梢
所望

の鮒10工区

で

工

区曲横は㍍約46血です.

な
お
'

両地区合計して工区痢桁

は
約
2
0
6
B

となります｡

〇
二
次
達
成
工
事

<荊1地区
>

中川5工区

(そ
の
2
)
及
び
圃
山

田先行(その3
)
の
2
工
区
で
'
工

区地坪は針約5山
で
す
.

<Fi]両区>

琵
工
区
(12)
街
区

(そ
の

5)'野田先行
誹ケ峨
13
工
区
､

珪田13工区
(その3)'川
和
17
工

区
(その2)へ川和18ブロッ
ク
二

次

､折本5
ブロック
二次
､大熊

3
･1工堅
1次及び新吉田3工区

こ訳の針9重

義
崩は計

こ
の
農

工
申
芯

は
､
62
年
蔑

戊
に
向
け
て

去

ソ
l
Et
の
芯
虫
の
経

巡
を
削
る
も
の
で

と
く
に
那
1
地
区

に
お
い
て
笑

肺
に
工
串
か
迩
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
土手
一｡
こ
れ
ら
の
T
直

が
工
申
射
幸
さ
れ
ま
す
と
､
啓
字
面
琉

及
び
空

面
頓
に
対
す
る
墾
ナ
面
破
比

(帝
宇
串
)
は
､
上
の
訳
の
と
お
shと

な
り
ま
す
1

牛

久

保

川

工

区
建
築
協
定
認
可

昨
年
10
月
18
日
に
締
楢
さ
れ
た
鵬
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
節
1
地
区
牛
久
保
10
工

区
雄
無
協
定
は
､
そ
の
柊
併
癖
前
便
に

縄
叫
申
野
亡
れ
'
弘
也
盛
弘
法
那
七
十

一
条
の
舶
妃
に
感
づ
き
3
月
6
日
-
3

尋

ま
で
の
叫

閑
脈
地
へ
の
様
党

に
粥
さ
れ
A
j
L
P

粍
兇
掛
側
鎖
丁
の

俄
､
1
月
17
日
に
鮎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

祉
散
歩
妨
所
会
鼓
室
に
お
い
左

裾
金

が
行
わ
れ
ま
し
た
.

公

聴会では､九人の方が公述人

と
し
て
'
①

おもいやり､迷啓をか

け
t･6い
柄
神
で
お
互
い

の守れる唯圏

の
垂

を
警

っ
と
蜘
定
を

作収し

た
冨

よ
い
如
偶
を
つ
く
責

め
に

横
紙
触
守
れ
る
ル
ー
ル
は
必
紫
で
あ
る

e
k凡
例
誘

比
の
た
g

み
ん
な
で
じ

っ
く
Shと
括
し
合
っ
て
協
定
を
作
成
し

た
①
栴
側
四
メ
ー
ト
ル
の
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
に
よ
り
日
照
は
健
保
さ
れ
る
昏

秋
序

防災

パ

ト

ロ

ー

ル

行

わ

れ

る

<自然かけ

の

点

検

>

5月節目'械東和
油
北
消
防
甥
と

噂北ニュータウン郊
散
布
妨
所
は
'

住宅･都市軒仰公団粕
北
開
発
局
の

立ち会いのもとに'公
団
だ

地

区

内の防災ハトCLIル姦
漉
し
ま
し

た.これは相関シーズンを刑に自
然

ガケか点検しへその朋瀬による災

a)を､未然に肪止するために突施

したものです.
この結窄点検の必窄な簡所は

11開所でした｡昨年に挙ると

4ヶ所
の
紙
少
に
な
り
蔓

そ
の

町
田
は
､
蔑

工
SI

の
北

もよ
く
'
欝

用
の
移
転
郡
に
よ
る

も
の

です
.

災
苔
の
先
年
防

止
の

た
め

に
'
粥
放

つ
い
て
は
今
後
と
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
激

化
す
る
帝
洞
脚
立

m
雌
を
と
る
こ
と
に

し
蔓

<

防

災

ダ

ム

も

点

検

>

毎
年
行
っ
て
い
る
肪
災
ダ
ム
の
点
検

の
必
嬰
が
あ
る
と
認
め

ら
れ

た
冊
所
に

を
今
年
も
LL)月
2
E
]に
'
泊
北
二
ユ
I

自然 ガケ パ トロー ル

タ
ウ
ン
申
誹
戊
は
'
住
宅

･
都
市
軒
桁

公
団
軸
北
側
苑
n也
の
立
基

い
の
も
と

に
行
い
一覧

防
災
ダ
ム
は
､
こ
れ
か
ら
の
梅
耶
脱

窒

嵐

_相
の
慧

朋
に
お
い
て
､
土

砂
の
流
出
や
吸
水
な
肪
止
す
る
も
の
で

治
水
対
飛
上
大
変
警

も
の
で
モ

し
た
が
っ
て
点
肋
は
､
ダ
ム
施
鮎
に

欠
脈
は
な
い
か
'
機
梢
が
正
絹
に
艦
持

さ
れ
て
い
る
か
t
に
主
脈
を
放
い
て
行

い
ま
し
た
｡

防災 ダムパ トロール

義 軍 蓋 蔓 蛋 垂 室

琵 Fi.蓮 雷 撃 鳶

葺 奮 曇 垂 姦 塵

あ
る
知
恭
'
隣
近
例
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
に
ル
ー
ル
は
必
辞
で
あ
る
①
思

想
と
秩
序
あ
る
街
な
み
を
つ
く
ろ
っ
と

患
っ
た
①
他
の
街
を
視
界
し
た
が
'
処

は

い

ら
な

い

で

〃

‥

も
う
す
ぐ
､
子
ど
も
た
ち

は
夏
休
み
を
む
か
え
ま
す
｡

工
事
中
の
租
所
で
遊
ぶ
こ
と

は
'
た
い
へ
ん
あ
ぶ
な

い
の

で
み
ん
な
で
注
意
し
て
ホ
故

を
防
ぎ
ま
し
上
う
｡

牛久保18工区まちなみ

｢
都

市

計

画

局

｣
が

軒

た

に

発

足

横
痢
市
で
は
'
旧
菊

5
7
年
6
月
5
日

付
で
機
朋
改
革
者
行
い
ま
し
た
｡
都
市

群
仰
局
は
'
企
幽
剖
艶
届
と
の
再
規
統

合
に
よ
り
新
た
屯

都
市
計
個
届
｣
と
し

て
苑
足
し
､
同
局
底
に
耶
企
幽
弧
軒
価

長
の
鑑
櫛
比最

良
が
就
任
し
晃

都
内
針
州
切
に
移
行
し
た
牧
に
お
き

声

し
て
も
'
鮎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
甲
状

に
つ
い
て
は
部
門
桁
獅
届
の
炎
が
空
そ

の
ま
ま

引
き
細
嘗
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
'
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
疎
い
申
し
上
げ
一三
㌔

な
お
､
同
日
付
で
入
野
舛
勅
が
あ

S
(
雌
輩

に
江
口
旧
情
民

(机
企

慣
例
堺
は
留
任
轟

)
'
月
払
長
に
械

塚
薗
氏

(例
総
裁
席
Et任
轟

)
が
そ

れ
ぞ
れ
威
圧
し
ま
L
L
P

尚
北
･
擬
両
区
銭
の
難
敵
に
伴
い
､

岡
区
長
か
就
任
丁
る
U
と
に
な
っ
て
い

る
招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
申
典
雅
池
迎
枯

協
空

の
金
銭
'
机
金
成
も
交
野
す
る

こ
と
に
tiJsh
ま
す
が
､
↑
月
9
日
に
朋

拙
予
定
の
､
白
岡
協
禁

の
同
意
を
絶

て
'
そ
れ
ぞ
れ
親
任
す
る
こ
と
に
な
り

蒙
す
.

診

療

所

用

地

の

蝕

受

入

募

集

に

つ

い

て

住
宅
･
都
的
焔
仰
瓜
鹿
沼
北
洲
端
局

は
､
確
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
琴

1地
区
に

お
い
毒

税
所
用
地
の
雄
受
入
を
夢
S
(

し
一隻

芳
雄
す
る
珍
醗
掛
目
は
､
内

科
･
小
児
料
､
環
形
外
科

(小
外
科
可

的
)
及
び
歯
料
で
'
各
-
畔
地
の
計
3

田
地
で
す
｡
案
内
抄
及
び
は
受
申
込
宙

の
皮
相
は
7
月
1
白
か
ら
7
月
22
日
ま

で
､
ま
た
申
染

付
捌
M
は
7
月
15
日

か
ら
7
月
出
自
ま
で
で
す
.

な
お
畔
縄
に
つ
い
て
は
'
屯
話
で
向

開
雷

神
併
都
電
鵜
管
理
淡

(O
E
rd

I
九
二

⊥
1六

二

内
S5
11)1
七
)

へ
お
問
い
色
せ
下
さ
i
d



は

じ

め

に

招北
ニェIタウン弛放耶鍔
旧
糾
仙
年
代
の
礼
側
苑
か
報

じ中
P
他
の
㈹
浄
化
先
か
け

て
｢
投
の
東
端

を
は
大
胞
に
保
得
す
る
重

つ
く
S
tJ
t
r
″
ふ
る
さ
と
〟
な
し
の
ば
せ
る
祭
も
っ
く
且

も畠

茶方針
の
一
つ
と

し
て
和
げ
21
什
抱
考
の
さ
し
た
ま
も
つ
く
盈

薙

め
つ
つ
あ

り

ま
す
｡
こ
の
小
罪
で
は
志

刺
川
や
逝
蛸
エ
S
の
申

p
'
維
良

雌林
(竹
林
や
雑
六
林
)
や
蛸
i(を
伽
辞
し
､
伽
畔
し
て
い
ま
す
.

こ
れ
ま
で
伽
辞
し
で
東
レに
｢
聖

を
新
し
い
重

の
叫
に
r
案

な
自
S
J
と
し
て
生
か
し
て
い
く
た
め
に
'

突
撃

邪
拍
て
｢
せ
せ
ら
ぎ
モ
デ
ル
公
E
J
の
よ
う
に
'
池
や
配
れ
葱
つ
く
り
'

ヤマサクラ
や
ケ
ヤ
キ
の
よ
っな

ふ
る
さ
と
の
樹
木
の
移
管

行
っ

て
き
て
い
ま
す
.

磯
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
伽
存
さ
れ

た自然
が
､
新
し
い
ま
も
プ

､ia
の
甲
で
す
ば
ら
し
い
財
撃
しな
る
た
め
に
は

地
域
や
住
民
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
刀
か
不
可
欠
と
な
空
手

.
少
し
で
も
皆
亡
ん
の
ご
理
解
が
終
ら
れ
る
き
っ

〝
自
然
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
″
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
こ
に
ご
紹
介
い
た
し
辛

.

-

編

集
部

-

莞

=叫朝
日潜
-

驚

け小瑚凡ハ･･竜
け写
胡亀川岬弘治だ剤Vr藁
山川切り山村哉-.A守
･引

原

風

景

後
退
す
る
自
然

硬
水
灰
や
緑
地
甜
税
の
整

と
と

も

に
心
が
折
り
の
ば
､
嬰
見

た
稚
木

杯

や
竹
林
の
撃

手
入
れ
の
池
島

)と
と
いた
雑
木
林
に

は
エ
ビ
ネ
､
ヤ
プ
ラ
ン
'
山
ゆ
n
な
ど

が
淡
っ
て
い
ま
す
が
､
撃

れ
た
雑

木
林
で
は
竹
や
ア
ズ
マ
ふ
ザ
サ

が
投
入

し
'
柄
六
や
倒
木
が
目
立
っ
て
き
声
し

た
｡
と
く
に
雑
兼
林
の
中
心
で
あ

っ
た

コ
ナ
ラ
が
伯
横
的
状
況
に
あ
り
事

｡

そ
の
た
め
虫
苔
に
触
い
エ
ゴ
の
兼
か
中

生
Tだ
な
り
モ
ク
は
祭

あ
り
手

｡

芸

く
な
s
tt
竹
林
の

鼠皆
朱

い
つ
つ
あ
り
暮
す
｡

と
は
い
え
､
ま
だ
ま
だ
冶
て
か
た
い

自
然
で
あ
り
'
横
顔
の
中
で
は
比
較
的

貰

た
自
然
の
弊
tK
を
も
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
.

せせらぎモデル/i..1両

緑
陰
の
生
き
も
の

冊
円
で
は
'
な

かなか見一毎
く

な
っ
た
斬
山
で
､

キジ･カワセJ,(･

ト
ラ
ッ
ク
J,(
･
ジ

Plウ冨
キ･カ
ケ

ス
･
マ
ガ
モ
･
カ
ル
ガ
モ
･
カ
イ

ツプ
日などがこ皐
且でみかけ′Pれ

ま

t(冬の机出では､中汎川にイ
ソ

シ
ギ
･
ク
サ
シ
ギ
や
イ
カ
ル
チ
ド
日
も

挙

れ
蔓

チ
ョ
ウ
は
､
今
で
は
珍
▲P
}く
な
っ

た
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
･
T1マ

ダ
ラ
チ
pl

ク
･
オ
オ
rtrド
リ
シ
ジ
ミ
を
暗
じ
め
細

管

いたこ
と
が
伽過

さ
れ
て
い
ま
す

か
'
雑
木
林
の
紙
少
に
比
別
し
て
少
な

v
t･1
つ
て

います.

加
地竿
は
､
ウ
サ
ギ

がいます
.

｣ ⊥
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都

市
の
中
に
身
近

な

.自

然

塩

./

ふ
れ
合
え
る
自
然

｢空

と樹木に成畔す
る
た
め
に

は
'
都

会のコンクリー
ト
の
中
で
生

帖していなけれ
ば
な
ら
a･+い
｣
と
首

われます.

｢同
然
｣
と
い
之
日興
も
､
い
に
し

え
よ
り
あ
っ
た
と
胤
わ
れ
が
ち

です

が'近代
の
古
楽
で
す
.
都
会
か
ら
磁

除
と
水
辺
が
な
く
な
り
'
生
活
の
斑
瑞

と
し
て
自
然
か
意

訊するき
つ
に
な
っ

て生
れたも
ので
す
.
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン

や
ア
マ
ゾ
ン
の
森
の

インディア
ン
に

は
｢自

然｣と
い
う
汚
粥
は
あ
り
ま
せ

St
ん
L
t
日
米
で
も

S胎に外光蛤とL

yLx

て
入
っ
て
く
る
ま
で
あ
り
ま
せ
ん

でし

LPとこ
ろで

都

田の
瀬

端とし
ての

自

然
に
は
､
大
円
然
と
小
円

然の二つ
か

雷串す
.

駅生林のよ
っ
に
人
為Pの
加
わ
っ
て

い
L]
い
人
口
林
は
､
下
卯
か
忘
れ
巷

椛
廿ハt･1災
分
に
さ
せ
て
く
れ
景

'

人
肖
然
に
坪
す
る
に
は
体
力
と
馴
排
が

必
讐都

市
の中の脱
っ
ば
や
社
寺
林
や
小

川
'
都
市

をと堂等く担禦仏と
の
小

自
然
は
'
｢人
胤
と
白
然
と
の
共
同
作

品
｣
で
あ
り
'
あ
り
ふ
れ
た
自
然
と
し

義

的
地
肌

は快い
も
の
で
す
か
'

逆
に
そ
っ
で
あ
る
が
た
め
に
子
鵬
か
ら

老人まで
恥
も
が

兆杓し､ふれ今ン

こ
と
の
で
き
る
同
然
で
す
.
小
自
然
は

大
屋

の
よ
う
に
準
入ハさ
ば
も
っ
て
い

ま
せ
ん
が
､
そ
れ
が
崇

に
あ
る
と
き

に
は
'
子
供
の
雌
4育
成
長
を
助
け
'

大
人
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
･ジ
ャ
ン
グ

ル
の
ス
ト
レ

スを解消させ'都会
生

酒
に
潤
い
と
敬
い
菅
も
た
塞

りが

えのない放端です.頓刀の淵.3:を

引き出す

こ
と
の
で
き
る
〝縦

行刑

企〟とい
う
人
も
い
ま
す
.

I廿舶東で
は
'
都
市
の
甲
の
△
｣

化
が
す
す
ん
で
J)'
重

く
に
閏
胤

は
畑
さ
れ
て
い
ま
し
た
.
朗
凶
を
飲
み

込
ん
だ
巨
大
都

市にあっ
て
は
'
自
分

の
ま
ち
の
中
に
ふ
れ
合
う
こ
と
の
で
き

る
蕃

小
自
然
衆
意
軌
的
に
求
め
て

い
く
ほ
か
は
t･tい
と
L.A
.入
る
で
し
.i

n
.
そ
れ
は
ア
ル
プ
ス
重

義

く
の
南
郷
で
は
代
署

な
い
拙速

の
も
の
や
ず
｡

生

き

た
自

然

セ
(,[も
恥
か
ず
'
野
･2
の
叱

りもt･6

く
､
ク
ワ
ガ
タ
も
い
な
い
木
立
'

水は

き
れ
い
で
も
瓜
も
ザ
リ
ガ
ニ
も
い
な
い

水
成
は
'
た
だ
の
｢(,(ド
リ
｣
や
｢(,(

ズ
｣
で
あ
っ
て

｢円
触
｣と
は
い
え

ま
せ
<

rn
蝕
が
あ
る
｣
と
感
じ
ら

れ
'
州
る

帖
郡を
子
供
止
に
忘
れ
TUせ

る
寿

円
然
P
あ

るためには
､
現

し
み
ね
す
い
爪
や
見
出
や
野
付
な
ど
の

小
動
物
が
軸
8
し
て
い
る
こ
と
が
必
罰

の
条
件
で
す
｡
自
然
が
生
き
て
い
る
と

き
'
は
じ
め
て
搬
か
な
自
然
と
9
才れ

合
い
も
生
れ
ま
す
.

大
き
な
摂
鳩
で
あ
れ
ば
人
劫
を
加
え

t･t<
て
も
止痛
は
自
ず
か
ら
捷
み
つ
い

て
ゆ
げ
ろ
の
で
す
が
､
書

和
地
管

掌

た
∩
鉄
と
L
tJe
く
た
め
に
は
､

そ
の
現
場
の
井
に
見
合
っ
た
生
物
を
遇

び
'
そ
の
年
病
に
合
わ
せ
て
現
場
空
挺

即
し
推

持門型
し
て
ゆ
く
こ
と
が
鼻

で
す
｡

こ
の
よ
うな
写
久
万
か
ら
'
郎
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
公
周
作
仰
で
は
ま
っ
た

く

新しい拭み
や
ず
が
､
そ
の
日
然
を

蕎

す
る
と
と
も
に
黙
即
と
那
抑
門
地

の
物
質

な
る
生
物
･･拍
塀
生
物
I

の
中
人
晶

る
こ
と
と
L
u

J.

こ
の
指
標
生
物
は
'

川現在量
叫は

準
茶
に
秒
息
の
雁
託

されている親
し

み
や
す
い
小
動
喝

榊各公園宅
の

自
然
生
噸
系
を
代
来

しシンボルと
t･6

る
も
の
.
畑
生
展

杓の儲
や舶柑

門
別
に
特
段
の
技
術

的槻稚差
伴わ

な
い
も
の
'
と
い
っ
た

条件を榊たす

ヘイケボタル ゲンジボ タ ル

I_-/ I-- -

も
の
か
ら
逃
ぶ
こ
と

にしてい葺

戊
終
的
に
は
､
そ

の公岨題他を
封

近
な
自
然
と
さ
れ
る
人
々
に
定
め

ても

ら

いたいものですがtと易九
す

日
管

し
て
い
る
相
模
生
物
は
'
次
の

蓋

茜

で
す
｡

ホタル
･(,[ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
･ギ
ソ
ヤ

ノ
マ
･カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
で
す
｡
肘
･3

は
へ
人
品
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
っ
と

む
き
か
な
い
生
物
で
す
が
'
カ
イ
ツ
ブ

リ
･ウ
グ
イ
ス
･メ
ジ
ロ
･ジ
コ
クビ

タ
キ
声

め
約
仙
也
は
並
み
た
い
と

胤
っ
て
い
草

恐
山
の
約
㍍
他
で

は
､
多
く
垂

す
.

ホ

タ

ル

と

,､､
ヤ
コ

タ
ナ
ゴ

招北ニ
ュ
ー
タ
ウ

ンのシンボルと

し
た
い
の
は
'
ホ
タ
ル
と
(,(ヤ
コ
ク
ナ

Tlです
.

rホ
ブ
ホ
ッ
ホ
ォ
タ
ル
こ
い
'
そ
っ

ち
の
水
は
に
が
い
ぞ
､
こ
っ
ち
の
水
は

あ
ま
い
ぞ

ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
･,Tヌ
ル
こ

い
｣
と
班
に
t･Sる
と
子
供
誠

にう
た
わ

れ
毒

た
ホ
タ
ル
.
い
ま
の
子
供
止
の

中
に
は
'
ホ
タ
ル
を
3%昧
懸
か
り
水
に

の
せ
一覆

い
子
､
出
の

噴き声をホ

タ
ル
が
鳴
い
て
い
る
と
讐

Tも
い
ま

す
.
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
日
義

と
し
て
有

名
と
な
っ
た
柳
沢
市
｢こ
と
も
自
然
公

園
｣
に
は
､
群
京
や
埼
玉
か
▲hも
鬼
に

来
て
い
ま
す
.
そ
の
鮒
玄
LJ
光
は
'
都

会
の
人
を
匙
丁
し
て
や
阜在
い
も
の
が

あ
る
し史
ノや
ず
｡
都
田
に
ホ
タ
ル
は
紙

&
･･蕗
L
と
心
い
込
ん
で
い
る
人
も
い

ますが
､もともとへ
イケ･ケ
ンジ

の
ホ
タ
ル
は
人
男
の
生
き
物
で
､
鶴
見

に
も
別
に
向
生
し
て
い
ま
す
｡
夕
振
み

が
て
ら
に
ホ
タ
ル
か
見
に
行
け
る
と
し

た
ら
'
す
ぼ
一P
レい
ま
も
で
は
な

いで

しょ～-･.
こ
の
｢憎
北

ニュー
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー

ス
｣
の
41
時
(53

9)には
t
I,[

ヤ

コ
タ
ナ
ゴ
が
棚
田
池
か
ら
引
っ
越
し
せ

ざ
る
空
相
な
く
な
sh､
｢自
分
た
ち
の

土富
と
し
て
詣
9
つ
る
地
域
財
撃

が

な
く

なること
に
つ
い
て

放
念
が
る

巴
ひ

が減って
い
暮
す
｡
只
の
中
に
産

卵
す

るという
珪
′P
レ
い
生
讐

も
つ

弊
し

い淡水魚
の
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
は
'

地
内

では雌一
の
天
然
配
怠
物
で
す

か
'

いま朗
唱
で
は
安
は
の
他
か
あ
り

ま
せ

<し
か
し

､
軌
水
と
管

棚
伽

削
銅

闘

い
摘

雛

銅

銅

ノ∧

ホ
タ
ル
の
魂
細
技
術
は
す
す
ん
で
お

り
､
ビ
ル
の
田
上
で
も
で
き
葺

し

か
し
洩
雅
ホ
タ
ル
を
放
し
て
も
あ
一宏
リ

忠朕はありま
せ

<ホ
タ
ル
を
知
ら

な
い
精

に

､
ホ
タ
ル
の
大
き
麦

か
称
く
な
い
こ
と
を
救
え
る
こ
と
は
で

き
圭
丁か
､
ベ
ッ
ト
の
秋
定
で
ま
せ

ん
.ホ

タ
ル
の
ぶ
卯
や
ギ
ン
ヤ
ン
マ
の
脚

洞
に
誓

増
え
る
の
は
､
そ
こ
に
ホ

タ
ル
や
ヤ
ン
マ
だ
け
で
な
く
'
い
ろ
い

ろ
な
誓

物のすむ水と獄のすぐ
れ

た
自

然かあるからにはか

L
t
stま
せ

<

ヤ
ソ
マ
に
は
'
ヤ
Ttの
仲
代
に
す

ご
す
弛
.
成
aiに
は4
つ
て
か
ら
朋
を
休

雪

禁

T

E
:び
岨
る
以
っ
ば
が
必

警

ま
た
ヤ
T]は
内
血
性
で
オ
ク

マ
ジ
ャ
ク
シ
心
ふ
莞

ぺ
る
た
め
'

遠

地
に
は
ヤ
ン
マ
の
ほ
か
に
カ
エ
ル

やフナや
ドジュクもHtBにいな
け

ればなりませ<
もちうん雑木
林

に
は
ク
ワ
ガ
タ
や
セ
ミ
も
'
尿
っ
ば
に

は
バ
ッ
タ
も
屈
る
こ
と
で
し
ょ
う
.

自
然
を
寿

も
の
と
し
へ
自
然
と

と
も
に
き

る
よ
る
こ
び
を
捗
っ
た
め

に
は
､
秋
し

みやすい生物が
自
然
と

釘
?
号
な
糊
菅

野
へ
拙
持
し
て

ゆ
く
必妹

が
あ
り
ま
す
.

こ
れ
ま
で
は
倣
款
の
人
漣
が
鹿
央
の

噛
み
の
LJ
か
で
つ
く
S
tg
与
しき
た
雑

木
林

や
池
や
小
川
を
都
会
人
は
射
場
と

し
て
苧
受
す
る
だ
け
で
L
LP
考
え
て

み
れ
ば
虫
の
よ
い
話
だ
っ
た
と
も
富
え

ま
す
｡

し
か
し
'
儀
式
生
産
の
姐
で
な
く
な

っ
た
水
辺
や
成
定
等

自
然
と
し
代

て
付
す由
汚
し
で
ゆ
く
に
は
､
旗
姪
に

っ
て
そ
の
知
貰

昔
ぬ
ぐ
新
し
い
掴

い
手
が
必
弊
と
な
聖
等
す
.
小
自
然
は

∵

..[J

.･(

...
∴

f

仙

∫
.

新しい
ぬ
い

手は
､
蕃

自
警

兆

申し
'
非

寧
癌ばれ

た
地
域

貨

以列

にはありませ
<

都
門
生

誓

質
U都
会
人
が
'
自
然
菅
田
て
新

し
い
ル
ー
ル
を
つ
く
り
維
持
す
る
こ
と

-これ
は
都
市
の
歴
史
の
新
し
い
実
数

と
い
え
る
で
し
ょ
う
｡
こ
の
こ
こ
う
み

は
'
架
空
応
ぶ
ま
で
に

は戊いけ寺慨が

かかる
と
狙
わ
れ
ま
す
が
'
鵬
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
に
は
伽
智
亡れ
た
触
地
や
水

辺刀川あり'
知
響

も
っ
た
腰
款
の
人

油
も
姐
て

必
でノや
成
功
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
.

郡
市
の
中
の
山
道
な
自
然
の

側
近

は
､
〝自
然
と
と
も
に
生
き
る
〟
新
し

いまちづくりとなるのではないで

しょうか｡

-
軌
範
考
-横浜

市公
叩甘研
究
所

畏

r
和
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取川回､5ES冒仙椎>
1.

促換地相定の朝曽四月一日で効刀苑隼した十五
代及び五月1日付で効力苑きし
たこ件の仮称地相定について池 知し

た旨の5g]が行われた｡

二へ

仮倹粕相定の桐畑
先行仰和義の勺も､牛久保l

O･
政Q大恩について脱兎の

形

側が行われ'柴に舛漉Llいth

答

申か行われた｡
た(紋日'朗僻地稚者の皆さん

へ､開催日時符をお知ら掌る予

冠です).
二'｢肘a法<･軸北ニュータウ

ン生枯対熊協会｣葬りの篭対熊
パンフレットについて'拍≠内容
帝の紹介か行われた｡
1tr肋那胤の品地券群山つい
て公EEiか泰y手管額
の脱朗が行われた.四､
牛久保10工区独禁m蔚へについ

て

締満か′尾可に
至る壮池と碩

野
の

要
れた.

代表委dt会

考北ニュータウン
叫恵山の蛋稚光迎掻協芸係
の各望鼓の捌催日W検附帯琳
等について警甘われ'その中で
六回合榊協聖については'7月
9日(金)に開仰きれることが決
定された｡なお､忘粗としては､
①階和56年度農工串の進捗状況
及び昭和57年良計歯について'②
招北ニュータウン閃盛事罪の阻和
57年度計回について'瓜その他'
であることか合わせて確乾され
た｡また､稽北区長･奇邦11素顔滋
段のインタI相似について'地元
苧あstt今披増進比Tこしても
陳等迎卸していく串になるの
で治北ニュータウンの凶係の皆
様にも穿してほしい旨第あ
った.

A郡6回'5月26日断髄Ⅴ
公団姦56年鑑農工中

の

進捗状況及び旧札57年既成工
申

計博について幽蕃･脱朗が行わ
れ

た｡関和56年鑑蔑工称光琵
況

は下衆のとおりである｡(57年度造

成工串計凶については1面参胸)
また'特に連れていた第1地区
の都田交響阻和56年度に血点的

に准めた｡しかし'囲耗なものが

執っ
ているという状況もあり'今

堺とも1屑の地元の協刀を樹た
い

旨公団卜祭り酵榊があった｡
そのg県蓋方血高校(
仮

柿)の校名退定についtJj:救市庁

よ足元の聯刀射管り'今牧

亀
鑑で倹附していくこととな

った｡A那A皿へ5月29日髄V

l'雄工爽地域(エ触･■山
地

氏)の董づくり齢冠について
僻和義川帥神となる二か断
の工射･窺区の仙椎訳を対5'
に欝の讐ノことになり

事業対策委<会
生活対策委Å会 昭和56年度造成工事進捗状況

地区名施工両横一次造成 二次 造 成若手両所中手率 懸手而研奇手

第1地区548.2ha250ha 46界 34ha67も
第2地区768.6ha537ha7070129ha1770

<菓対策委qt拡大会

A警固'4月15
日
開
催
>

昭
和57慧鞄方税法改正

に

伴

い､相野ル皮蛋

の山疋舛改

税の触税･刑現下式が萎--A

･乃悪に写新たに∩島地

(3･3叫カ㍍当官の伴他部が3

霞ポがのもの轟く)が置化 描艦(冠汲み取税)の対奴とな

るとともに'従来の葡鑑が廃

什きれ､徴収慧庇か新触ざれ

る-

されるという状況の中で'

特に

区側真淵工中の区域内

債屯

の取扱い及び今峻望ナ常に
ついて別桝を軟める毒腺炎対

内奔

出金野.3'班0億地利用協定

迎村

迎枯勘禁霞の万々に対し

脱m

義が鵬かれ'市財軟局からの

鞭皆
･税別に対して舛塀が行われ

iJ'文化財細萱推冶委<会

A

那8回､5H21日朋Ⅷ∀

冊

数m索仙金文化財駅J患ソ伽覗

文化

財苑州肌血についての脳細56

年度

び瓜軸管及苗和好吐血即求

即凶

について軸管かあり'それに

つ

いて舛瀧が行われた｡
それによると､旧札56年皮の沈

砂

状況は､別血流班的23･6

a.

旧和46年度からの3i針虎撹P

約2

39･1jT氾捗解86･1

形(

関空対故絶面鎖277･
6

加)

である.また､これに琴した

布衣

幹としては'惜北ニュータウ

ン文

化財別荘淵五千九百万円及び

三
の
丸

過跡別売か四千万円であ
っ

()I次
に
'

昭和57年鑑榊発義損

は
､
2
5

血でこれが通成されると

巡
地袋
は

95･1%となる｡旧和

57年

度御衣児としては'粘北ニ
ュ

ータ

ウン文侶川的折里ハ王ハ百万

円へ

三の蓮跡調和封(薪拳柴

草

毒
であり､その他考

古や料

館弧汲刑銃火百万円であ

ら.なお'耶出に当す山麓三部に文

相のないよう公団と肌銭がはから

れている曽卯等があった.
86LY甥諒料爪の祉批促

池を

はかることか偲掌れた. ∩
居表示

検討
進

む

一

粘北ニュータウン地域の仕
放牧

桑の爽胸については'地元の意見
を放映させていく毎
昨年6月

稚拙協内軸にWH砦としてr住
用琴藁m垂3負)を恨世し辛C
た.以米一年が着へ町排町名叫に
つ

いて

称心な肘始か行われてきて

い
草
ので
その内野や轍過につ

い
て拙介し津す.住居表示についての考

え方

II～
.
㍉

｣

軸北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
城
山
屯
の
文

化の
毎
爪
t
m
耶
'
魚

礁
を
噂
皿

し､｢
相
血
生
泊
に
即
し
た
重

づ
く

り｣孟
要

し
て
い
さ
テ
.

｢副い
,
引

l

佐川琴耶Ⅷ瓜の恭
班
晶

辞
し
､

地蛾の分捌山歯となる
氾
柑
'
河

川'綴弧農地形の匹
化
LJ
蓋

抑られる
コ
l,(ユ
ニ
テ
ィ
I
と
し
て
の

まとー宏ソを持つブロックを1つの

町中位とします.(札R.昭和5

年3室
川)

H対義
直

義太的には且脚長
即覚
区内

を対穀とし章丁か'否神に幽埋す

る佃蛋
をも含め轟
します.

臼
町
軟

質

か
町
､
葉

7
か
肘

と
'
勝
田
即
か
畠

是

の
冒

他
を
余

所
か
即
憂

と
し
嘉

協
猿
し
て
い
ま
す
.

[
宮

口

且

常

は
脱
州
と
し
て
聖

､
字

名
を
叢

し
､
地
域
に
な
じ
み
の
深
い

町
名
蓋

附
し
卓
ず
｡
地
区

外
は
底
小節

名
を
寧

せ
蒙
す
.

巨 ∃ rtnB J 享∃ 型 庄 司 _｣三∃

港北ニュータウン住 居 表 示 枝折要具会 開 催 経 過 及 び討議内容

回 (網 代 日 主な 討 放 内 容

荊1回 昭和56年7月2日

舛2回 昭和56年8月24日

那3回

苅4回 昭和56年12月8日

第5回 昭和57年2月16日

茶6回 昭和57年3月23日

港北ニュータウン住居表示決定の手続き

健 筆Z) (護諸 芸日 野 ) 佳奈として) 州̀ ' (洪 決' (描 )

56
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に夢
の良明為を
行うことにな
り
一

万円兼Rのものモ除く)が適正化
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7月9
日'港北
ニュータウン事

業馨

絶協空
の顔21回合同協

空
が附かれました
.

初めに'俊雄郡市升軸
裳
から.

同居の横柵改峯
の趣
】H義
明とあ
い

さ
っが行われ､引構
音'
この6月

に行
われた市'公団
の人称舛動
の

胡舌
･頼
介が行
われました
｡

雫
に入
st'市の人中興
野ルよ

れ大
月とな
っていた推進協議会
の

正
･別舎
Ⅸの適
任の件に
ついて限

ら
れ'全
欠に江
口欝

貢
'別
金

蔓

が就任することに

な
りま
した.

次に'
｢限和tf還
虚
農
工帯の

班捗状髪
び旧知57年虚
農
工群

別岨)に
つい基
団
か鳥
肌が
行

Llわれ鼓
した.
(進
捗状況は
二
･

三甲
工
串計画は
ニュータウン
ニ

ュース札
飢喜

涜いて≠農
工
串

の促池について申
心Lt藁
が行
な

わ
れま
した
.

a(に､｢油北
ニュータウン関連

申盛の魁和57年第
回｣に
ついて

唾
沢田各局か畠
朋か行わ
れ､地

下Br
薦
牢についで癌
苑LJ籍
5'

が
ありました
｡

また､市
･公団の裁柵改革なら

びに稚池協堺朋
の
啓
止
(都市軒岨

届
への名称
寧
'公冊葡
礁部次長

の新#)が行われ'鏡
検に､今秋

W罪
き
れる邦四回捨金
へ向けたス

ケジ
ュールが7
苦
れ例会しまL

tJ'

折

本

農

尊

で

竣

工

式

新明
I犬鷲
邦噂用地区'弛
SZ

は典専用地区
につづいて
折米農

業騨用地区で
克
基
盤
怒
m工事

(16血)空
苧
し､7月9日､角

田文手
掌
共
ほか'関係名
昂
名

の事加のもと､竣
工式か実
に行

われ来
した.

蓋
m置
ほ
'阻和54年
度に排
水侍

叫
の哲

行
い'そ
の吹上殖
改良

区を設立
(柳沢朽収監
折本
粥万土

地
改良区
･理
事長
･角田文夫､鼠

桑

名
)
｡55年度ItR年だ
岡

地
誓

って
今風
竿
式
免
じ

かえたものです
.

都
市
計
画
局

の
発
足
に

あ
た

っ
て

都
市
計
画
局
長

佐

藤

安

平

さる6
月5
日の頒榊改
革
に
伴

い､都市計固
局長を命せられ一貫し

たのP'就任にあたり
l宮
Ⅷ
換拶

申

しあげます.
都田計阿胤は'これ毛で博蛾に

親しん

で誓
した旧都而摂仰局

と旧企馴別野
付の
一芸

肌合

さ
れ要
したも
のでございま
す.

当扇は
泥而
芯
に幽す
る総合
的

な
企噛'菓廼及び調最を担
ヨする

初市プ
＼shの中核的な変
部門と

し
て
｢よ
こはま21世耗
プラ
ン｣

の枕塩的な稚拙を図るものであ
り

ます
.

港北
ニュータウ
ン護
串英に
つ

いては'｢よ
こはま
21世萄
ノラン｣

においてd
タウンセン

タ

-地区

を棚沢の｢副都心｣とし
て

や成す

るの蔓
レめ'串遊金珠
を
｢郊外

地
域の抱合
群仰｣の
1帯として
位

近づけ
'1地
区岨
塾
や琴
丑

侍へ公園'悪
鉄率
の轟
幹加
批

黙州や和泉
川地紋等の
斬脚基

め'快適
感

腐食琴

くり

を行うこととし
ておりき
す.

今攻
も地
軸若
皆故'
住宅
･部

門携
仰公Er
太
市の関備各組との

警

藩
別席菅田少､警
れた

都市萎盤髭
mt住宅故惑
'交油輸

送対熊
･公共公恵
投の鞍仰等に

署

川でま
S.Sた
いと学
へてお

墓
丁.

都
市計凶局の
費

にあたり
､皆

枝の居所にお応えでき
るき
っ'全

刀を餌ける所存であ
りますので'

扱い榔姦'
御協力をお併いいた

し辛す
.

工事帆は盃
川も狭く
'長

池
J戸も
股冊ざ
れており､今
後'禦

区
の
甲央か義

にかけ
て坪
くい

syv
んだ谷戸があ
stt非帝に糧伏

の
捗
しい地
形

で､贋作英
にも大

き
な藁
葺
た
し
ていきレたが'

噂
北
ニュータウン
閑静且城内
よ

り､義

万t萱
1革
にわた
っ

て教入L
tg
水路t
m佃の煎
州

等
を行
っ

て'当初には予租もでき

な
い位の

立派畠
が蔑されま

した
｡撃

は
'畑地か
んが
い用の井

碍

配g
スプリンクラ-符
の

畑地かんがい触範
東
には､ガラス

温
室の響

差
され

て

います
.

工
事
現
場
･防
災
タ
ム
に

は
い
ら
な
い
で
〃
‥

工
事
中
の
秘
所
で
遊
ぶ

こ
と
は
'
た
い
へん
あ
ぶ

な
い
の
で
み
ん
な
で
注
意

し
て
亦
故
を
防
ぎ
ま
し
上

■フ○建
築
相
談
所
の
移

転に
ついて

港北
ニ
ュータウン区域内の懇

蕪行為に脚する串肌の相族
･相

称生
けってお義

弟

は'8
月2日に篭
･都冊防御

公琴

仙開巻
周か最
北
ニ
ュー

タウン悪
夢許所
(港北区磨
田

町760)
へ移転し
ました
.

i･_お'移丘陵
においても'引

き
研ぎ
同様の柏餅等

萱
行い

ま
す.相談汝
仙等
は次のとおり

藻
に夢
亡れた耶-甲
更
には

壷

廿き
れる施股学習熱に利
用

し
て
出題
がます享
向｣･ず
るよ

う
大いに
洞待
さ

れます
｡

推
進
協
議
会
､
正
副
会
長
か
あ
る

会
長
に
江
口
港
北
区
長
'
副
会
長
に

横
塚
緑
区
長

-タウン串茶葉

絶協協会第2

回合同協碑
会において
金屋

北隻
の江
口限恰氏､机
会及に叔

隻
の桝蓄
氏がそれぞれ就
任す

るこ壷

き
れま
した
.

これは'6月

5
日付で行われた

横顔市の人串興野
h伴-つも
ので'

肋芸
長の堀田琵
(帆輔区Q()

箆
壷
だ
'刑肌念
の基
下女

+功
氏
(翌

卓
は
保土ヶ谷

区
長に新たに七讐
九ま
した.

住
居
表
示

の
地
区
間
調
整
始
ま
る

指
北
ニュータウン地
域の住居衣

示の英姫については'庄盾孝
耶枚

聖
良
負.t'Jt
心t･t肘現
川･JEけら
れ

ており'金嘘
抑制案の地区側印鑑

を笥蟻的に行
っていく
ことが確托

されて
いま
すが'さ
る
6品
日

に'住宅･甥m藍
僧北洲鵜

野ルて超田･山内閑地区間の脚

長金串が行われました.

当日は'住居墾
不に伴乍
っ新
し

か
町名に
ついて恕
未がLJされる等

活守
襲

行われ'いく
つか
の

点で命寮
が得られま
したが'な
お

引き研き
検討
を
酵
す
る
間胤もあ

sh'今晩
空に地
元で検肘を丘
ねて

いくことにL<め
きした.

これをかわき
Shに'愚直の帆

で刑軽余韻が開か
れる零

す
.



関 連 事 業 進 捗 状 況 - 発 表

項 目 進 捗 状 況

追路 日吉元 石 川般 什LrTL

Tj;析川3監匿 ,20れ 完成､塊 ho.4nOれエ野
′ト′トヒ実 Fi(L36r.m) 1.814れエ野

宮 内薪 柵 浜維 ･L J節
大 熊二敗luu搬 AEllJ目地 は 工事中

池 '

河川 早 淵 川 7.5b 完丁
大 冊 川 2.3Al 発丁

他 見 川 兄 質 等 脚 牧だ響 溌鮎

下水道 雨 水 幹 扱 斯 rtl谷 節 税 エー■申

汚 水 幹 搬 害春 雷幹墓 (関連粉 , 工窒喜

農 業 呼 用 地 区 新羽 大 冊地区 完成池 辺 地 区 完成

文 化 財 羽 衣
教 育 施 設
地 下 鉄 3 号 さ良
焼 却 工 Jh il! 股 工 事 工】■中

姫 君=J,VL苧適 鎧 産品妄センター 細 股朴中

住 居 教 示 雛 許諾 ヂ鴇 詔 過払鯛 表示検討葬胎 において ｢新町改印

教

育

施

設

ニ

ュー
タ
ウ
ン
地
区
は
､中

学
校
区
を
叫
位
と
す
る
13
の
住

区
で
構
成
さ
れ
て
お
り
､
教
育

施
設
と
し
て
は
､
満
等
学
校
6

枚
'
中
学
校
13
校
'
小
学
校
か

校
へ
雑
合
運
動
場
13
か
所
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
｡

既
に
中
川
小
学
校
'
山
田
小

学
校
を
は
じ
め
と
し
て
､
荏
田

高
等
学
校

(
55
年
4
月
)
'
川

和
中
学
校

(
55
年
9
月
)
茅
ヶ

崎
中
学
校

(
56
年
4
月
)
が
併

設
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ま
た
港
北
区
新
羽
町
で
は
横

浜
北
部
方
両
前
枚

(倣
称
)
の

来
春
恥
校
を
め
ざ
し
て
縫
紋
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

な
お
'
節

一
次
供
用
開
始
地

区
内
で
も
､
小
学
校
2
校
と
中

学
校
1
校
が
t
S
!年
9
月
開
校

を
め
ざ
し
て
近
-
放
牧
に
着
手

す
る
予
定
で
す
｡

枚挙辛崎北帯方面高校完成予想図 茅 ケ

上

水

道

土
地
区画
並
理地
区
の
給
水

は
'
牛
久
保
配
水
池
及
び
踏
北

配
水
池
に
よ
-
ま
か
な
わ
れ
'

第

7
地
区
は
牛
久
保
配
水
池
か

ら
'
第
二
地
区
は
港
北
配
水
池

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
給

水

さ
れ
ま

す
｡牛

久
保
配
水
池
は
､
川
崎
市

の
神
奈
川
県
広
域
水
道
企
業
団

西
長
沢
浄
水
場
か
ら
送
水
さ
れ

た
水
を
貯
水
容
盤
3
万
ト
ン
の

施
設
で
受
け
ま
す
｡

港
北
配
水
池
は
'
同
酋
長
浄

水
轡
と
横
浜
市
の
小
我
浄
水
勘

か
ら
送
水
さ
れ
た
水
を
13

･
6

万
ト
ン
の
施
設
で
受
け
ま
す
｡

両
配
水
池
井
'
地
盤
の
揃
い

地
区
に
は
ポ
ン
プ
で
加
圧
し
､

低
い
地
区
に
は
自
然
学

で
送

一

水
し
ま
す
｡

地
区
内
の
水
道
管
は
総
延
長

約
4
0
0
血
を
増
設
す
る
計
画

で
供
用
開
始
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

に
合
わ
せ
工
事
を
行
い
ま
す
｡

官7kf取扱工事 牛久保配水池工事現叫

港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
土
地
区
画
整
理

事
業
は
'
昭
和
49
年
8
月
に
建
設
大
臣
の

乾
可
を
受
け
て

准成
工
称
に
着
手
し
､
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
62
年
度
概

成
を
め
ざ
し
て
前
進
し
て
お
り
､
58
年
辞

に
は
節
二
地
区
の

1
部
で
供
用
開
始
が
行

わ
れ
る
予
定
で
も
あ
り
ま
す
｡

一
方
､

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連
部
兼
も
宅

地
造
成
の
進
捗
状
況
に
あ
わ
せ
常
々
と
進

め
ら
れ
て
お
-
ま
す
の
で
'
今
月
号
は
造

成
工
事
や
関
連
の
公
共
施
設
整
備
却
菜
の

状
況
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

虎工事状況図

Jrl Li lll

集
合
住
宅
地

公
的

兆
合
住
宅
用
地
は
'
34の
比
較

的
小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
な
り
'
現
況

の
斜
面
緑
地
を
含
ん
だ
地
形

で
'
主
と

し
て
繰
道
沿
い
に
配
旧
さ
れ
'
各
ブ
ロ

ッ
ク
の
鹿
度
構
成
は
'
ニ
r]
-
タ
ウ
ン

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
､
周
辺
の
土

地
利
用
の
状
況
に
応
じ
て
変
化
を
持
た

せ
ま
す
｡

な
お
'
第

一
次
供
用
朋
始
区
域

(緑

区
荏
EE
町
)
の
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
t

fg
年
8
月
の
入
唐
開
始
を
日
榛
LJ
､
住

宅

･
蔀
｣巾
軽
侮
公
｣団
t
も叩
､
県
の
住
宅

毒

L.i(LH
O
JJJ･昔
L.,.
JP
X

.叫
･
･4



公

園

･
緑

道

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
.
公
園

･
広
場
の
緑
地
な
ど
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
や
屋
敷
林
な
ど
､

現
存
す
る
弁
証
な
緑
を
緑
道
で

結
び
な
が
ら
体
系
化
し
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
｡

公
図
は
'
緑
を
叔
大
隈
保
存

す
る
よ
う
に
現
況
の
地
形
や
縦

生
を
生
か
す
と
と
も
に
'
多
様

な
広
坊
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
｡ま

た
繰
道
は
'
各
種
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
結
び

｢
せ
せ

ら
ぎ
｣
を
計
画
し
'

｢緑
｣
と

｢
水
｣
が

l
体
と
な
っ
た
憩
い

や
散
策
'
自
然
戟
森
な
ど
が
で

き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
｡な

お
'
公
固

･
緑
地
92
ヶ
所

(捨
合
公
園
1
'
地
区
公
開
4
､

近
隣
公
園
は
､
児
並
公
国
65
'

緑
道
5
'都
市
緑
地
2
)
1
2
2

･
5
7
加
に
つ
い
て
は

'
昨
年

都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
お
-
漢

す
｡

駄
虫

叩公

杜

の

＼
lJ
有

が

'
面

5

_4

｢
･
･J>
(

兼合性宅建投現場

せせらぎモテリL'公取

道

路

地
区
内
の
交
通
は

'
広
域交

通
を
受
け
持
つ
幹
線
道
路
'
住

区
内
の
サ
ー
ビ
ス
を
目
的
と
し

た
区
画
道
路
及
び
歩
行
者
噂
用

道
籍
を
放
け
て
'
各
々
の
機
能

が
効
率
的
に
果
せ
る
よ
う
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
｡

幹
搬
道
路
の
う
ち
､
特
に
新

横
浜
二
R
石
川
娘
の
鮭
僻
が
進

ん
で
お
-
'
全
線
9
1
7
0
メ

ー
ト
ル
が
昭
和
57
年
度
兼
ま
で

に
開
通

(
1
部
半
幅
貝
)
す
る

予
定
で
す
｡

区
画
道
路
は
通
過
交
通
が
入

り
込
ま
な
い
道
路
バ
タ
ー
ン
と

L
t
歩
行
者
専
用
道
路
は
'
自

動
車
交
通
か
ら
分
離
し
た
安
全

で
快
適
な
空
間
を
確
保

し
ま

す
｡ま

た
'
新
し
い
拭
み
と
し

て
'
独
立
住
宅
地
の
一
部
に
人

と
斑
の
共
存
空
間
=
コ
ミ
.t
ニ

テ
ィ
道
路
=
を
導

入
する
計
画

も
持
た
れ
て
い
ま
す
｡

新枕浜元石川繰 (折本町)コミュニティ道路

下

水

道

下

水
道
牌

係
事業
は

､
河
川

改
修

･
下
水
処
理
場

･
ポ
ン
プ

壌
及
び
下
水
管
き
ょ
の
築
造
が

あ
り
ま
す
｡

早
洲
川
と
大
代
川
は
昭
和
5

年
度
に
改
修
が
済
み
へ
私
見
川

本
川
の
大
規
模
液
溌
工
事
も
昭

和
朗
年
度
末
に
は
他
の
子
柿
ま

で
を
完
了
す
る
予
定
で
す
｡

土
地
区
画
義
理
群
集
地
区
内

22
万
人
の
内
の
19
万
人
の
汚
水

を処
理
す
る
港
北
処
理
場
は
昭

和
47
年
に
'
残
り
3
万
人
の
処

理
を
行
う
緑
処
理
場
は
昭
和
5

年
に
'
ま
た
新
羽
ポ
ン
プ
場
は

昭
和
53
年
に
そ
れ
ぞ
れ
稼
動
を

開
始
し
て
い
ま
す
｡

下
水
道
は
分
流
式
の
た
め
'

雨
水
と
汚
水
の
管
き
よ
柊
延
長

約
6
0
0
.5
を
布
設
す
る
計
画

で
あ
り
'
昭
和
訂
年
度
末
に
は

南
山
田
雨
水
幹
般
や
汚
水
の
元

Y
l

石
川
新
羽
幹
線
を
含
め
約
3
9

･
8
血
が
完
了
し
ま
す
｡

港北下水処理場

今
後
は
供
用
桝
始
ス
ケ
ジ
rt

-
ル
に
合
わ
せ
､
面
羨
伸
を
主

に
行
い
ま
す
｡



'

第

一
地

区
E
]

<
雷

'
6
月
12
日
朝
V

J
'
収
換
期
婚

定の朝百

六
月
一日
で
効
垂

し
た
四
件
の

墓

相
定
に
つ
い
て

通
知
し
た
旨

の
朝
丘ロが
行
わ
れ
た
.

二
'
小
霞

金
の
禦
口

地区外小
委
以
負
の
野
臨
状
況
の
報

宙
が
行
わ
れ
た
｡

三
､
収
凍
地
相
定
の
耶
間

先
行
班
柑
竜

蓋

田
1
工

区
'
〃
丁
零

牛
久
保
10
垂

牛
久

保
｡
千度
の
12
胴
鞄
に
つ
い
て
収
藻
軸

指
定
の
冊
憾

(郡
代団
)
が
行
わ
れ
'

堕
だ
舛
満
な
い
fE]等
甲
が
行
わ
れ

た
.

推

進

協

だ

よ

り

交
通
間
任
委
▲
金

I - 昭和51年 9月

<
冨

'
7
月
6
日
開
催
∀

金
島
の
田
部
､
市
の
莞
仰輩

､
及

b
人
中
婦
野
に
よ
る
誓

良
が
招
介
さ

れ
た
｡

渡
歩
は
'
金
子
赤
貝
長
欠
席
の
た

め
'
副
葬
貝
長
の
山
本
光
雄
氏
に
よ
り

准
め
ら
れ
た
.

1'
地
下
鉄
畠

の
そ
の
後
の
境
遇

牢
に
つ
い
て

交
通
EZか
ら
'
免
許
敬
称
の
た
め
の

E8と
の
折
書
状
況
'
接
続
駅
に
つ
い
て

の
翠

こ
の
調
繋

喝

及
び
新
羽
地

区
と
の
協
旗
状
況
に
つ
い
て
の
曲者
が

あ
っ
た
.

免
許
収
得
に
つ
い
て
は
'
今
年
度
中

取
持
に
向
け
て
労
力
す
る
と
と
も
に
'

次
息
と
は
基
本
方
針
と
お
り
｢あ
貴

野
脈
｣
放
言

叫鮮
決
定

か
る
よ

う
協
島
嚢

工
事
G
Q歳
は
､
6

年
菖

華

甲
横
俄
に
胤
に
合
わ

甘
薯

ノ強
め
て
い
く
こ
と
が

覆さ

れ
た
.

4
･
6
号
滋
に
つ
い
t

J4枚粕
上

の
望

和
ぎ
れ
'

藩j安否亡
れ
た
.

二
'
賓
4]庄
宅
入
居
に
伴
う
バ
ス
曲
遠

に
つ
い
て

交
池
位
か
ら
t
fA
年
の
誉

圧
電
入

居
に
対
し
て
は
'
新
桝
折
駅
､
市
ヶ
尾

駅
'
江
田
駅
の
3
駅
に
対
し
て
､
幹
投

産

の
新
税
浜
こ
冗
石
川
iF
横
浜
･

上
席
生
畝
に
よ
り
'
バ
ス
輸
送
す
る
計

園
が
況
明
さ
れ
た
｡

ま
た
路
巌
に
つ
い
て
は
'
今
故
'
礁

急
と
の
調
旦
空
行
う
1R
.
59
年
度
以

後
に
つ
い
て
も
､
街
路
の
彪
脚
と
入
居

計
世
に
あ
わ
せ
て
'
逐
次
'
路
題
を
軽

解
し
て
い
く
t
と
の
脱
明
が
あ
っ
た
｡

三
'
そ
の
他

新
羽
地
区
迎
色
町
内
金
巧

褒
沢
茂

氏
考
.
新
た
に
套
刷
と
す
る
こ
と
を
了

解
し
た
｡

黄

氏
か
ら
'
新
明
地
区
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
'
同

将に'56年

12
月
に
市
･公
団
･雅
弘

轡
のてに舶

曹

れ
た
16
晋

の
塑
花
の塾
に対

し
'
早
魚
に
文
恵

笹
し

てもらいた

い
と
の
恵
山
が
掌

れ
た
.

これに対

し
巾
側
か
良

'7
月
中

島

に文

♯
幽
学

る

こと
が
的

苦

た.

住
居
表
示
検
討
委
q
t
会

人
界
7
回
'
6
月
1
日
朋
他
∀

1
.
聖

に
対
す
る
亀

区
の
附
都
･

町
名
等
に
つ
い
て
の
換
附
薯

び
地

元
肌
坑
の
状
但
し
つ
い
て
舶
宙
か
あ
っ

た
.

二
'
義

正
に
お
け
る
間
墓

Ⅶ
刑
霊

だ
つ
い
て
協
儲
さ
れ

た
.

ニ
r
今
唆
､
喬

に
お
い
て

iS

…

勇

的
に
行
っ
て
い
こ
う
と

い
ち点
紀
が
さ
れ
た

.

E]､
和
か
畠

へ
向
け
て
の
今
嘘
の

ス
ケ
ジ
rtIル
に
つ
い
て
の
脱
朗
が
あ

っ
た
｡市

･
公

田

で

人

事

異

動

横
浜
市
で
は
､
6
月
5
日
及
び
同
l

日
付
で
人
串
婦
廿
が
あ
空
事
し
た
｡

粘
北
二
r]I
タ
ウ
ン
議

事
苗

係

で
は
'
凝
土
木
串
許
所
長
に
基

軸
11

部
氏
(現
下永
正
屈
祖
煎
部
南
部
放
計

裸吾
'
港
北
区
区
政
部
樫
山
帯
本
和

民
氏
(芸

区
区
政
部
長
)
'
校
区

区
堺
部
長
に
平
野
正
真

(前
線
区
福

祉
部
妓
)
へ
晦
北
ニ
rT
タ
ウ
ン
祁
啓

部
セ
ン
タ
I
開
寿

熊
W

に
越
山
満

意
氏
(耶
各
市
針
固
局
別
十轟
)
が
そ

れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
.

1万
住
宅
都
市
森
川公
団
泊
北
里

局
で
は
､
6
月
t6
日
付
で
人
申
娘
軌
が

あ
り
き
し
た
.
耐
和
什
郎
妓
の
柿
木
五

管
用
が
太
杜
に
¢
任
し
､
後
任
h井
口

覇
甥
民
(禦

征
圧
欝

脚
醗
妓
)
が

就
圧
し
'
又
祁
竹
田
旅
の
空

の
増

大
に
対
処
し
1月
の
促
池
を
図
る
た
め

祁
笹

L
鉱
煙
及
び
祁
供
企
側
臥
に
嫡

笹

が
鷲

そ
れ
ぞ
れ北
村
正

平
氏
(耶
茶
悪

政
)
及
び
伊
嫌

開
明
氏
(帆
耕
作
企
州
跳
長
代
型

が

威
圧
し
東
レ
た
.
こ
Q
ほ
か
'
柵
原

四
月
L盲
､
戊
等

落
慶
と
し

て行
成
す
る
皮
に
'
行
甲
が
造
り
出
さ
れ
､

か
一読
ぎ
継
い
だ
1勉
N
.
た
苗

に

た
も
の
だ
け

で
も
1
社
寺
あ
り
ま
す
｡

わ

れ
た
抑
児
行
列
の
紀
軒
と
琴
井

を挿
そ
れ
が
年
中
行
串
化
さ
れ
る
｡
そ
ん
な

地
価
赤

さ
見
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
等
九

濃
工
中

が
姓
む
に
従
っ
て

そ
れ

見
し
き
し
た
.

と
て
も
可
袋
LQN

な
ご
や
か
L<

琴
六
を
見
な
か
ら
､
こ
rtI
タ
ウ
ン
も

歳

の
傑
野
か
ら
､
人
か
件
落
し
利
用

す
る
段
階
へ
入
っ
妄

た
の
だ
Lt
と

伸
しヰC
た
｡

畠

等
菅
山
く
移
粧
し
蓋

で

抵
し
由
っ
た
の
か
､
つ
い
如
月
の
L史
ノ

に
胤
わ
れ
ま
す
｡
儀

･何
県
､
そ
し

て印､公EEl
の
僻
山
が
共
に
〟雪
へ
協

力
し
食
っ
た
成
規
が
や
っ
と
鞭
の
､
あ

の
叫
就
学
_ノた
チ
i
も
や
ん
通
が
､
今

そ
の
お
胡
い
の
主
人
公
に
な
る
｡
ま
も

つ
く
り
と
は
本
当
に
よ
い
も
の
だ
と
'

つ
く
づ
く

感じまし
た
.

きっと'四月二日は､
垂

の

串
が
横
み
止
っ
て
いく
う
ち
に
､
自
分

る
の
で
は
な
く
､
放
っ
て
お
い
て
も
而

ら
の
社
寺
に
治
っ
た
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

溝
が
創
り
印
し
た
'
こ
の
地
域
がげ
の

街
化
し
て
し
ま写
こ
の
上由
を
､
少
し
も
､
部
分
的
に
ヂ
)づ
つ
e萌

し
て
ゆ

で
も
油
い
の

ある
〝ま
も
〟
と
し

て子き
事

.

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
9
㌔
㍍
に
も
,q
L
t

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
釘
と
町
と
牽
し
っ

か
り
つ
蓋

わ
せ
る
〝き
召

〟
と

し
三
R成
し
享

.
も
し
'
こ
の
Sii荘

沿
い
に
'
年
中
行
事
貨

嬉
し
が
点

孫
に
放
し
て
署

っと
お
等
九
に
な
る

当
確

等

はグリー
ン
ベ
ル
ト
と

点
と
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
し
た
ら
t
I

方
漣
が
多
か
った
と
記
憶
し
て
い
ま

一体
の
も
の
と
し
て
放
軒
し
て
い
る
わ

年
中
へ
ど
こか
で
套

り
が
行
わ
れ
て

チ
.

け
で
す
か
ら
､
社
寺
の
叫
か
ゑ

れ
は

い
る
LJと
に
L<
豊

丁
.

今
正
の
耶
柑
缶
列
は
'
書
ノし
た
累

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
1部
完
成
は
､｢A

そ
し
て
架
に
､
年
1回
-

花
見
の

川

手

先

生

か

ら

の

お

便

り

筑
波

桜
村

川

手

昭

二

糟
で
つ
く
ら
れ
た
円
分
油
の
成
紫
晶

S
lの
放
血
工
事
望
R成
｣
と
書
う
LJと

甲
か
'
は
た
ま
た
虻
蕪
の
現
に
で
も
I

I
〝叙
撃

つ
s
t〟
i･1る
も
の
蓋

等
が
善

し

萎
ノとかへ全小学校

の
大

迎恥会と登
P
し
春

ノと
か
t

と
い
う
こ
と
も
辞
で
は

琶
無
印す

.N
'
貸
し愛
で
､
門
で
笹

し
合
っ
た

に
も
な
る
の
で
す
.

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
.

行
事
で
あ
っ
た
と
脱
い
草

.

こ
の
こ
と
は
絹
芦
に
と
っ
て

充
分

私
議

は
牽
什野
地
叢

め
て

ニ
ュ
ー
タ
ク
ン
で
は
'
ま
だ
ま
だ
沢

お
祝
い
に
町
す
る
で
き
串
だ
と

払いま
地
班
去

来
知
の
垂

帥
挿
し
て
き

山
の
沓
R
の
成
礎
芸
が
従
挙

るはすす｡

ですか
ら
'
こ
忽
読
曇

に

さ
し
た
.
し
か
し
､
架

は私.qのすt'

常
客
山香
と
な
っ
て

毎
堅
慧
言

文
銘
が
形
づ
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と

で
す
｡

し
い
三
人
公
を
迎
え
た行
砂
が
行
わ
れ

思
い
享

.

例
え
ば
神
仏
に
触
っ
て
み
て
も
､
神

ること
P
L
itう
｡

も

とも
と
､
泊
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

社
が
4
社
､
寺
が
12
等
あ
り

'その
う

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
何
か
が
造
ら
れ
完

参
加
し
た
地
拙
者
の
方
々
に
は
､
先
祖

も
'
主
窄

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
沿
っ

祝
っ
て
み
て
は
ど
っ
で
し
･.+ラ
.
そ
し

足
下
に
､

白書

等

逝
G6
)
め

て
'
そ
の
祝
い
の
E]な
年
中
行
事
化
し

出
す
こ
と
の
で
き
る
安
住
の
地

がある

て
L
N

･つの
で
す
.

こ
と
琶

こ
の
稚
児
行
列
は
教
え
て
く

造
成
工
串
が
金言
R
了
す
る
と
､
グ
九
た
よ
う
に
卑
見
て
な
り
ま
せ
ん
｡

で
は
､
藻

盛
に
鎌
田
牧
夫
氏
(帆

九
州
支
社
蔓

)
'
読

替
拙
醗

厚
i山
下
正
夫
氏
(酌
卸
駁
部
専
門

役
)
､
部
門
樫
山
鈴
木
威
嚇
氏
(耶
甘

菰
幽
都
市
兇
太

群
油
南
朋
先
帝
務
所

庶
務
班
長
)
及
び

部
付
参
帝
に
矢
口
加

氏
(飢
研
究
学
園

都
市
朋
墓

冴
部

付
)
が
そ
れ
ぞ
れ
就

任
し
ま
し
た
.

つ
ぎ
に
申
式
部
で

は
､
串
累
計
固
瓢

長
に

両
角
呼
氏
(耶
甘
都
圏
在
所
即
亮

太
部
千
葉
北
盤
洲
菟
宙
拓
所
帯
薬
計
画

駅
長
)
が
成
年
レ
'
工
手
渉
で
は
'
土

木
施
設
R
二
駅
長
に
大
谷
1男
氏
(那

世
著

都
市
開
票

部
串
英
&
二
部
土

木
施
設
汲
長
)
､
工
市
部
専
門
役
に
6

月
17
日
付
で
町
井
光
吉
氏
(助
横
顔
帯

下
水
道
局
副
主
幹
)
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
ま
し
た
｡

電

柱

等

位

置

閲

覧

の

お

知

ら

せ

日
本

t
借
t
括
公
社

横

浜

林

市

管

理

部

東

京

t
力
株
式
会
社

神
奈
川
支
店
中
山
営
業
所

公
田
婚
打地
区
内
の
屯
毎

秋
草
方

針
に
つ
き
き
し
て
は
'
旧
和
57
年
C,l月

早
(礼
節
)
に
お
い
て

そ
の
概
好
を

粥屈
に
御
脱
朋
し
まユrし
た
が
'
毒

下
血
の
区
域
に
つ
い
て
屯
柾
等
の
位
旺

回
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
の
P
お
知
ら

せ
し
蒙
す
.

【Ⅷ
兇
日
脚
】

昭
和
57
年
10
月
12
日

か
ら
向
年
IO
HM弘
日

(休
日
長

く
)

正
白

10
肺
～
17
時

土
凪
日
10
時
～
12
時

【関
先
輩
即
】

住
宅
･都
市
煎
仰
公

EB
確
北
開
き
榔

【脚
光
W
御
中
の
間
色
せ
先
】

芸

Y山
(9
1
1
)
6
つ才

2

至

(9
1
1)
6
∩一-

9
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日

'

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
事
菜
推
蓋

協
満
会
の
顎
間
頭
金

鞍
が
t
i
問
で
あ
る
蒋
北
･
禄
両
区
選

出
の
j
:
･
市
払
会
温
良
及
び
市
'
公
団

関
係
者
の
出
席
の
も
と
に
開
か
れ
ま
し

ち
金
雷

琴
ル
推
嚢

の
江
口

会
長

(港
北
区
長
)
の
あ
い
さ
つ
の

竣
'
藁

が
行
わ
れ
へ
芦

は

掃
区
の
宏
田
市
苛
金
華

が
漂

き
れ

ま
L
L
J.佐疎横浜市助

役
の
あ
い
さ
つ
の
竣

議
事
に
入
S
(
は
じ
め
に
江
口
会
長
か

ら
｢
轡
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

申
兼
推
蓮

絡
協
荒
金
の
活
恥
状
況
に
つ
い
て
｣
'

裁
い
て
B
j藤
都
市
計
同
局
長
か
ら
｢港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
護

事
業

(関
葉

菜
)
に
つ
い
て
｣
'
ま
た
野
々
村
公
団

港
北
莞

后
最
か
ら
｢
住
宅
･
都
市
軽

伽
公
募

行
の
十
海
区
萎

薬に

つ
い
て
｣
そ
れ
ぞ
れ
署

と
規
野

の

わ
ま
し
た
.

(閑
輩

琴
L
つ
い
て
は

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ニ
r1
1
ス
札
65
､
土
地

区
園
悪

夢
巣
に
つ
い
て
は
札
糾
､
6

老
参
照
)

以
上
の
銀
葛
'
鋭
明
き

た
険
､

a
(姓
に
入
り
'

関
並
事
業
計
画
､
公
色

住
宅
の
計
喝

文
ル
餅
甜
屈
､
地
下
鉄

量

の
免
許
噸
再
や
群
居
択
'
地
下

ま
ち
づ
く
り
協
定
説
明
会
肝
催

荏

田

･
新

吉

田

の

工
場

倉

庫

地

区

を

対

象

さ
る
8
月
怨
日
に
､
拝
閏
と
新
吉
田

芝

の
準
工
粟
地
域
(工
場
･
4
府
地

区
)
の
地
権
者
誉
対
象
と
し
た
″
ま
も

T
V
り
協
定
〟
の
説
明
会

が
､蓬
対

兼垂
月
余
の
主

催
に
よ
り
'
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
建
設
事
務
所
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
ち

説
明
会
で
は
'
最
初
に
嘉

対
屯
萎

月
金
呑
兵
長
か
ら
､
金
魚
開
催
の
主

旨
'
生
活
対
照
番
兵
会
と
し
て
の
〃
ま

ち
づ
く
わ
協
定
″
の
検
討
慧

り

阻
み
方
な
ど
に
つ
い
て
鋭
明
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
'
そ
の
後
'
篭

･
都
市
甚

傭
公
団
か
ら
荏
田
と
新
吉
田
の
工
場
･

土
放
地
区
の
蔑

工
事
に
つ
い
て
説
況

説
明
が
行
わ
れ
毒

引
き
等

義

解
萎
貝
か
畠

定
の
兼
業
(
パ
ン
フ
レ
ク
ト
を
配
布
)

の
成
立
に
至
る
堤
通
や
研
究
舎
描
動
の

墾
コ
が
あ
s
t'
協
定
の
持
つ
意
義
や
必

粟
性
に
つ
い
て
'
用
護

在
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
な
垂

に
お
け
る
I
体
的

な
帯
列
を
通
し
で
曲
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
.
つ
づ
い
て

碧

に
よ
る
応

召

る
萄
つ
く
り
'
碧

の
E
襟
や
制
度
'

ま
た
同
を
取
り
誓

も
の
な
の
か
な

義

足
の
内

容

や
締
結
手
続
と
運
営
の

方
法
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
脱
明

が
あ
sh妄

｢

筒
定
の
内
容
に
つ
い
て
の
藁

･
応

答
の
俊
､
協
定
の
今
綾
の
取
晶

み
方

法
や
'
準

万
に
つ
い
て

さ
知
者
の

穂
先
な
肘
幹
が
あ
り
'
｢荏
田
と
新
吉

田
で
は
地
域
串
官

昇
る
の
で
'
二
つ

の
地
区
に
別
れ
て

放
射
を
欝

て
い

こ
う
｣
と
ぐ
っ
意
見
が
掌

れ
'
開
地

区
の
グ
ル
ー
プ
別
の
意
見
交
換
が
都
塵

を
移
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
射
姐

の
中
で
'
両
地
区
と
も
'
そ
れ
ぞ
れ
街

区
毎
の
代
未
着
が
浮

れ
'
今
後
も
換

肘
を
丘
ね
て
い
く
こ
と
か
確
粧
さ
れ
て

鋭
明
会
を
範
丁
レ
ま
し
た
｡

そ
の
汝
へ
井
田
と
新
吉
田
同
地
区
の

グ
ル
ー
プ
別
の
検
附
会
が
､
9
月
9
日

に
､
W
L,T
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
串
拝
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
｡

荏
田
詮

の
検
討
会
は
'
地
権
者
全

角
を
対
象
と
し
た
も

の
で
'
会
院
で

は
､
用
護

在
に
碧

し
た
ト
ラ
ブ
ル

の
体
放
談
や
､
協
定
の
特
有
な
ど
に
つ

い
て
活
沌
な
議
胎
が
行
わ
れ
'
今
後

は
､
因
他
の
視
察
を
1
緒
に
行
1ノな
ど

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ヽ
り
を
通

して
検

附
し
て
い
く

ことにLJ豊
rレ
た
.

dR
.
新
吉
田
地
区
の
検
即
金
で
は

代
兼
葛
の
集
り
に
よ
る
も
の
で

こ
の

金
満
で
は
'
〝ま
も
つ
く
り
協
定

″の

締
将
を
め
ざ
し
て
検
附
を
丘
ね
て
い
く

こ
と
が
確
認
さ

れ主菜

そ
し
て
協

定
の
主
た
る
内
琴

である
#
水
面

の敢

g

用
確
､
形
態
や
叔
化
半
な
ど
に
つ

い
て
'
豊
頃
対
策
義

金
か
示
し
た
罪

業

只

ン
フ
レ
ッ
ト
)
菅
も
と
に
､
地

区
の
写

入室
と
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
表
し
た｡

鉄1萎
び部首6号叙間瓜､｢よ

こはま21世光一ノラン｣における沿

北ニュータウンの位鑑つけ'児迎

街路の
馳感
状
況
'
百
七
年
匪
劫
の
計

甲

架
台
連
動
場
の
利
用
計
喝

構
見

川
の
改
修
そ
の
他
渠

対
策
へ
架
台
住

宅
と
バ
ス
輸
送
計
喝

存
欝

熊
'
公

E
r
掠
他
軒
喝

第
1
地
区
&
二
地
区

の
地
区
閉
環
術
計
零

に
つ
い
て
へ
熱

心
な
羨

応
答
が
行
わ
れ
葺

学

校

建

設

同
時
着

工へ

-

二
小
学
校
'
r中
学
校
-

来
年
の
使
用
収
益

開始によって'

い
よ
い
よ
新
し
い
住
民
を
む
か
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
｡
そ
れ
に
対
応
し
'(吹

称
)
荏
田
小
学
校
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

8
]
兎
区
界
十
方
面
項

部

EEl小学校

油
化
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
琴

1地
区
第
十
二

方
面
校
､

山内中学横
棒
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
琴

1地
区
璽
ハ
方
面
塀
が
'
来
年

の
秋
の
朋
校
を
め
ざ
し
て
考
上
さ
れ
ま

し
ー
ヽ

琴

1地
区
の
第
十
方
面
牧
は
､
荏
田

近
隣
セ
ン
タ
ー
及
び
第
十
六
雄
合
住
宅

地
に
防
挿
し
'
同
じ
く
節
十
二
方
面
校

及
び

聖
(
方
面
だ
似
､
第
十
七
架
台
任

遍

に
阿
接
し
て
い
ま
宅

こ
れ

ら
の
学
校
喝

年
付
よ
い
魅
刀まちづくり協定悦明会

あ
る
萄
つく
り
の
血
寄
役
割
の
1担

蒙
に
な
つ
も
の
と
し
て
'
周
辺
地
域
と

田
和
し
､
地
域
の
人
々
に
瓢
し
ま
れ
広

く
利
用
さ
れ
る
去
ノ'
①
地

区の
シ
ン

ボ
ル
に
嘉

し
い
個
性
此荒
な
デ
ザ

イ
ン
'
②
歩
行
者
専
用
述
指
と
の
調
和

及
び
活
用
を
は
か
り
'
供
血
に
放
計
さ

れ
て
い
ま
す
｡

各
学
校
に
は
欝

の
他
に
ス
ロ
ー
プ

が
設
誉

れ
'
屋
内
浬
賓

と
水
泳
プ

ー
ル
も
普

き
れ
ま
す
｡

志村
糸

裁

'

港

北

ェ

ユ

ー

タウ
ン

を

視

察

9日細目'志
村
圧
電
･都
市
塔
仰

公団粘経は'
吉
岡

珊夢
､
野
村々
泊

北脚蓉
㈲
長
と
と
も

に､
噂
北
ニ
ュー

タ
ウ
ン
建
設
申
菜
の
進

捗状況
を視
察

し
ま
し
た
｡
琴

1詮

で

は､
第
1次

供
用
朗
姶
地
区
､
新
横
浜

･

元
石川
般

コ
/,(ユ
ニ
テ
ィ
道
路
及
び
せ
せ
ら
ぎ
公

園
を
辛あ
り
'
節
1地
区
は
'
序
盤
地

区
'
センタ
I
壁

牛
久
保
10
工
直

な
γを
約
2時間

にわたslつぶきに

視
W

P

(小) (小) (辛)

弟 2地区碧 南 提 第2地区努 面 蒜 弟2地区芳 面 長

尭 床面 耕4,862Jt5.139d 5.109J

教室歎 17 17 15

ま
た
'
小
学
校
の
屋
内
運
動

控
中

学
校
な
み
の
ス
'(
-
ス
が
と
ら
れ
る

等
'
新
た
な
誠
教
養
狸
に
よ
る
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
｡

tS戟揺

な
お
'
こ
れ
ら
の
学
校
の
開
校
に
合

わ
せ
て
恕
九
の
帯
刀
に
よ
り
､
学
校
開

放
準
必
萎
貝
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
.

建
築
工
事
が
進
む
l方
で

下
水
管
'
道
路
等
が
こ
わ

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
大
切

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
｡

先
日
'
入
居
G
M
T
し
た
先
行
苗
成

瀬
の
下
水
管
を
調
菅
し
ま
し
た
と
こ
ろ

書
天
な
こ
と
を
警

部
夷

に
賃

す
る
し
っ
く
い

やモルタ
ル
で

下
水
管
(雨
水
管
が
ほ
と
ん
ど
)
の
断

面
溝
の
細
%
ま
で
か
つ
ま
っ
て
い
ま

す
｡
つ
ま

っている部分
の
上
市
付
近

の
桝
を
調
べ
三

ま
す
と
桝
の
底
に
は

腎

か
に
そ
れ
ら
の
沈
澱
物
が
固
ま
っ

て
お
り
'
下
水
本
管
に
流
入
す
る
取
付

菅
に
も
流
れ
た
跡
が
み
ら
れ
ま
す
｡
こ

れ
ら
の
モ
ル
タ
ル
革
は
流
す
時
に
は
水

の
き
っ
で
も
管
を
流
れ
る
う
ち
に
水
と

分
社
し
て
放
牧
に
は
臨
ま
っ
て
し
ま
い

ます
.
こ
の
よ
う
に
モ
ル
タ
ル
等
は
固

ま
り
妻
丁
と
除
云
す
る
こ
と
が
非
常
に

酢
し
く
'

人の入
れ
な
い
皆
の
中
で
は

除
去
で
き
ま
せ
<

姐
り
お
こ
し
て
取

汲
警

す
る
し
か
方
法
は
な
く
､
雨
水

管
を
掘
り
お
こ
す
と
汚
水
管
に
も
形
中

量

ば
し
近
頃
仝
在
嘉

り
お
こ
す
大

へ
ん
i･t工
事
と
な
り
'
又

この
た
め
エ

華
甲
に
は
上
豊

1
帯
の
件
富

雑排
水

か
二
時
的
に
い
っ
せ
い
に
停
止
す
る
必

挙
も
で
て
蔓

ま
た

､雅
空

事
窄
す
る
に
降
し
'

注
意
モ
す
る
こ
と
に
よ
鼻

面
の
よ

ご
九
や
投
石
ブ
ロ
ッ
ク
の
揖
演
を
防

ぎ
'
住
宅
の
実
戦
か
専
る
こ
と
が
で
き

ま
す
｡

態
弟
工
事
の
虎
工
に
お
い
て
モ
ル
タ

ル
等
を
下
水
に
押
し
た
り
'
或
い
は
生

コ
ン
を
招
卜
弓
抗
っ
た
り
L
L<
い
よ
う

に
お
互
い
に
荘意
誉
し
て
く
だ
さい
.

昭
和
57
年
度
兼
に
は
､
約
1
C
Xj
加

が
供
用
触
汝
き
れ
'
甫
商
00
㌔

㍍'下

水
管
40
㌔
㍍
'
萄
架
桝
2
'

り石0

個
､
宗

桝
3
'
6
0
0
個
が
管
理
卵

管

れ
'
懇
親
可
能
宅
地
は
2
'
0
0

0
圃
地
瀬
度
と
推
定
さ
れ
ま
す
.
こ
れ

ら
の
藁

は
皆
様
方
の
協
刀
な
し
に
は

行
な
い
得
ま
せ
<

お
互
い
に
洋
意
し

合
っ
て
文
字
と
お
ゎ
粂
し
い
二
r]
I
タ

ウ
ン
を
造
り
ま
し
ょ
う
｡

な
お
'
住
宅
･
撃
m
彬
葡
公
団
の
管

空

域
の
中
で
前
述
の
さ
っな
行
為
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
諾

くだ
さ
い
｡

住
苧

都
市
甚
仰
公
団
埼
北
開
悪

補
濃

宅
地
管
諜
舛

T
E
L
(9
1
1
)
〈､音
1
1

円
St

3
1
7



は

じ

め

に

繋

仙ニュー
タ
ウ
ン
誰放串
英
は

'来
年
弟
1
沢
使
用
収
益
の
朋
始
を
む
か
え
､
街
プ

､
りも
い
よ
い
ト薪

た
な

段
厨

に入
う
っ
と
し
て
いま
す
.
土
静
止
圃
藍
等

業
に
よ
り
つ
く
ら
れ
た
ま
も
の
骨
格
を
肉
付
け
し
'
ま
も
金
津

を
健
金だ
萄

股させ
､
年
林
良
い
転
召

ふ
れ
る
禦
く

り
を
行
う
為
に
'
①
寂
の
環
境
を
艮
大
阪
に
保
存
す
る
ま

ち
づ
く
り

t

や
ふ
る
さ
と
を
し
の
ば
せ
る
ま
ち
づ
く
り
､
③
安
全
な
ま
も
プ
＼
り
'
①
高
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
が
得

ら
れ
る
き
ち
づ
くり
と
i
lつ
4
つ
の
基
本
方
針
の
他
に
､
通
解
化
か
臨
止
し
ゆ
と
り
あ
る
街
プ
ヽ
り
､
土
劫
利
用
を

純
化
し
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地

利
用
の
目
的
に
応
じ
た
萄
つ
く
り
'
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
地
域
性
菅
生
か
し
た
萄
つ
く
り
を

め
ざ

して
苦

る
必
辞
が
あ
り
ま
す
.
こ
の
際
'
こ

れか
急

設
が
讐

る
各
種
の
丑
熊
物
か
血
緊
仏
役
割
を
担
っ

て
9
V

こと
に
な
り
妻
す
｡

そ
こ
で
'
窺
在
住
民
の
方
々
が
主
体
と
な
っ
て
放
射
が
堆
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
｢
特
別
な
用
地
｣
の
｢
街
づ
ヽ
り
協

定

(集
)
｣
の
概
要
と
'
都
市
空
間
プ
ヽ
shの
中
で
､
中
核
と
な
る
公
的
建
熊
物
な
ど
に
対
し
先
韮
繭
に
計
固
汲
計

調
杭
署
行
う
｢港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
設
計
閃
轟
套
儲
｣
の
役
割
の
概
要
を
紹
介
し
'
よ
St良
い
萄
つ
く
S
lの
参
考
に

し
て
誓

た
い
と
思
い
ま
モ

-
編

集

部
-

.
j
j
㍉

.

j
J

:

r

･.

.

.
∵

=
'

｢
特
別
な
用
地
)
:セ
ン
タ
ー
静
止
､
共

同
圧
電
担
凶
'
工
場
･
倉
粒
等
地
区
､

架
台
農
地
琴

と
)
を
放
け
て
お
り

蒙
す
｡
こ
れ
は
昭
和
51
年
に
行
な
わ
れ

た
申
し
出
田
杏
に
轟
い
て
投
げ
ら
れ
た

も
の
で
､
そ
の
牧
土
地
利
用

白
的に
4
]

わ
せ
て
､
都
市
計
国
法
に
定
め
ら
れ
て

い
る
用
意
地
域
･
抄
且
の
指
定
変
更
が

唱
和
56
年
11
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡

焚
物
を
態
て
る
時
に
は
､
法
律
の
基

準
に
よ
る
こ
と
に
な
s
tま
す
が
'
法
坪

は
全
国
1
e
tの
も
の
で
あ
り
'
ま
た
最

低
限
の
蔓

で
あ
る
た
め
'
こ
れ
げ
は

で
は
必
亀
7
L
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

特
性
老
生
か
L

t嘉

か
い
街
づ
く

り
を
行
う

為には'
充
分
対
応
で
き
LJ

い
な
と
の
限
界
が
あ
り
ま
す
｡
例
え
ば

淋
工
典
地
域
の
工
場
が
'
故
か
ら
進
出

し
で
き
た
マ
ン
シ
1.ty
集

の
苦
情
に

よ
り
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
工
滑
は
宮

に
支
畔
が
出
て
'
そ
の
他
区
か
ら
外
へ

世
な
く
て
ほ
な
ら
な
く
な
っ
た
き
っな

事
例
も
費

だ見受け
ら
れ
ま

す
｡

そ
こ
で
油
北
ニ
ュ

ータウン
で
は
'

そ
こ
に
集
u
h什民
'
地
権
者
の
仝
良
の

合
意
に
よ
っ
て
お
互
い
に
守
り
あ
っ
て

良
い
街
官
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
菅
約
束

す
る
処
等

定
を
中
心
と
し
た
新
し
い

ル
ー
ル
を
｢
確
つ
く
り
協
定
｣
と
呼
ぶ

こ
と
と
L
t
生
活
対
策
義
兵
会
が
中
心

と
な

ってこれ
ら
の
案
菅
つ
く
り
'
説

明
会
､
勉
強
会

が
行
な
わ
れ
て
き
て

い
ま
す
｡

｢
小
娘
住
宅
｣
の
｢ま
ち
づ
く
り
協

定
｣
に
つ
い
て
は
､
牛
久
保
10
工
区
の

Jiう
に
す
で
に
蘇
臆
さ
れ
た
と
こ
ろ
も

あ
り
'
今
管

｢
ま
ち
づ
く
り
協
定
｣

に
よ
る
〝
住
み
易
い
由
叩瑞
の
よ
い
ま
ち

T
h
/
p
が

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
他
の
地
区

に
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
戯
っ
て
お

り
妻
す
｡

来
年
度
用
収
益
の
開
始
が
予
定
さ
れ

る
地
区
内
に
は
｢
1
般
住
宅
地
区
｣
の

他
に
､
｢
近
隣
セ
ン
タ
1
秒
巳

､
｢
工

学

食
皿
等
地
区
｣
'

｢
共
同
住
宅
地

区
｣
等
の
特
別
な
用
地
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
.

r
荏
田
近
隣
セ
ン
タ
ー
地
区
｣
で
は

昭
和
55
年
以
来
'
関
係
地
権
者
全
市
の

相
有
理
誓

深
め
な
が
ら
'
活
雷

ふ

れ
る
魅
力
あ
る
疎
店
街
づ
く
り
そ
の
ぎ

し
､
菜
租
･
朋
茄
時
期

な

ど
の
四
乾
が

行
な
わ
れ
で
き
て
い
葺

具
体
的
に

は
t
E
E共
時
に
商
店
街
が
歯
技
官

な

ら
な
い
蓋

の
餌
鎧
を
行
っ
た
少
､

用
い
物
事
が
店
輔
に
入
り
や
す
く
す
る

為
､
1
覧

分
を
あ
る

1定
臓
歩
行
老

中
用
意

川か
ら
換
退
さ
せ
た
り
'
1
般

住
宅
地
に
対
す
る
影
響
を
考
慮
し
'

サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
の
目
隠
し
を
楽
ね

た
奴
地
雷

区
画
宏

蘭
に
と
る
な
ど

の
工
夫
が
た
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
.一

面
で
御
紹
介
し
た
き
つ
に
'
｢工

場
･
弁
皿
等
地
区
｣
で
は
｢
萄
つ
く
り

協
定
案
｣
の
脱
明
金
管
き
っ
か
け
に
'

地
権
者
相
互
の
革
し
会
い
が
も
た
れ
'

只
休
化
の
方
熊
が
検
射
さ
れ
つ
つ
あ
Sh

ま
す
｡｢

共
同
住
宅
地
区
｣
に
お
い
て
も
､

(財
)
招
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
生
括
対
熊

協
会
で
現
在
研
究
が
准
め
ら
れ
て
い
る

成
果
票

ま
え
て

近
く
説
明
会
等
が

開
か
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
.

こ
れ
ら
の
｢
特
別
な
用
地
｣
は
相
互

に
朋
連
署
も
つ
ば
か
幻
で
な
く
､

1
般

住
宅
鳩
の
現
場
か
守
る
｣竜
も
琉
賓
仏

間
喝
で
す
｡

そ
こ
で
関
係
名
の
問
で
伝
合
わ
れ
て

お
り
尊
す
協
定
内
容
の
主
な
点
を
招
介

し
ま
す
｡

な
お
1
般
ttl慧
お
ま
ち
づ
く
り
協

定
に
つ
い
て
は
､
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
Ll
ユ

ー
ス
札
61
号
で
特
弊
し
て
い
表

す
の
で

省
略
い
た
し
ま
す
｡

工場 .倉庫等地区 共 同 住 宅 地 区 近隣センター地区

特

悼 ○場所によってはまわりの住宅地との卦 こ縦

役 i 7' 様ヽ刺

る現著歪の基準のちに 盛 撃 ,A_. ら :_i .I軽● ■乃I- 3 ',.al - I丁

よ (準 工 業 地 域) 催2腎盾J81hjn鞄違) I3.. 骨 鄭重

I ■L

○敷地のおかれた条件に合った建物の用途に

して # # しよう

の琴 ,ボ止 ,"止

つく
り の指定

協定 画道路側に設ける

秦 つ･-植樹帯の設鑑等

_

.-I..｡い.I"..JA"I,,,…
ノ‥､三
.…
‥…
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i

L妄
た
マソyDtソ俵
の苦博
し一にも広がってiくことを腐
ってお
一省Liいたし
ま
す
.

萌

つくあ
中芸
山野

免
乗
物
は

そ
の
折

の研となpシ
ン
ボ
ル
と
な
る

も
の
と
誉
入
ら
れ
葺

せ
っ
か
く
街

づ
く
り
協
定
な
ど
に
よ
っ
て
良
好
な
転

並
み
が
で
き
て
も
'
こ
れ
ら
公
的
丑
恭

助
だ
け
が
調

和を
欠
く
も
の
と
な
る
こ

と
は
苦

れ
ば
LJ
的
ま
せ
･へ

む

し
▼(森
的
沌
l蒜

そ
の

もの
か
錨

並
み

桑

レ
高

く

重

な
れ
免

透

葡

碁
はた毒
け
れ
ば
な
り

ま
せ
<

そ
こ
で
市
で
は
､
市
や
県
等

が
建
策
す
る
公
共
延
顛
物
'
公
共
的
性

格
の
淑
い
赴
零

とについ
て
そ

の
地
殻
轟

の
聯

刀を相姦
兼物の

股
か
幽
卿
か
ら
､
脚
和
あ
る
軍

の

形
式
毒

し
て
い
く
こ
と
奮
日射
と

し
て
海
北
二
rT

タ
ウ
ン
世
計
田
孝
余

儀
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
き
し
た
｡

こ
の
股
か
軸
車
台
喜

市
と
圧

電
･
都
田
燕
W
公
団
の
収
t
に
よ
り
柵

成
し
て
い
景

'
具
体
冨

丁牧

等
の
政
郡
元
臥
晶

め
を

ノる
各
地
の

公
益
花
数
､
公
EE)や
公
社
の
行
っ
公
的

爪苔
直
撃
仏
と
密
着

対
象
と
し
て
い

葺

こ
の
ほ
か
､
申
し
出
か
あ
れ
は

大
乱
頼
塵

零

あ
っ
て
も
放

計
測
鼓
の
蓋

い
牽
し
た
い
と
考
え

て
お
り
妻
す
.

以
上

改
訂
関
空

芯
の
横
解
に
つ

い
嘉

べ
ま
し
た
か
'
次
の
写
共
架
は

こ
れ
ま
で
色
々
な
拘
藍

軽
し
て

き
た
一
つ
の
成

9
P
+
+
今
汝
､
榊
き

ん
か
行
う
免
秦
の
脇
の
歩
駕
に
し
て
い

た

り
れ
げ
率
い
妻

す
.

空 間 の 演 出

校舎の屋根の形を工夫することに

ょる変化に有んだスカイラインの塀

出｡

校舎の高さを押えることにより周

辺宅鞄-のEl鳳､書波拝啓等の排除

と､周辺宅地とのスケールの統一｡

緑道側重点緑化

緑道側の浄化を補足し ､森.的な

ふんい気の沸出｡

壁面の後退と前面

緑化

視界を広げることにより､歩行者

への圧迫感の排除と開放的なふんい

気の演出｡

･l
i

◆
●
T

i
i
▲丁●▲TIYlq

下書
Jで
FJF
Jr
+
+
書
等

IJF
Jr
Jr
一

女
の
ネ
ゐ
バ
ッ
グ
や
伯
に
歩
h
き

け
ら
れ
L
Y
専
管

た
ら
テ
お
守

り
の
さ
っな
可
東
ら
し
い
人
形
｡
立

派
な
ケ
ー
ス
に
収
まり'部
室
に
飾

ら
れ
た
人
形
｡
ま
だ
'
祖
父
母
か
ら

珠
の
初
節
句
に
､
事
せ
け
成
共
晶

っ
て
贈
ら
れ
る
撫
人
形
や
五
月
人

喝
私
た
ち
の
日
常
に
お
い
晶

共
用

あ
る
い
は
畢
加
用
と
し
て
の
人
形
は

ま
こ
と
に
強
い
か

かわり合
い
を
も

っ
て
い
草

と
こ
ろ
で

夙
始
･古
代
人
と
人

形
と
の
か
か
わ
h
占
い
は
と
入ノで
あ

か
か
わ
れ
あ
い
が

あ
っ
た
こ
と
誉
旺

明
し
て
い
ま
す
｡

この欝土
で
作
ら
れ
た
人
形
を

｢
轟

】
(ど
ぐ
う
)
と
い
い
ま
す
.

さ
て
'
机
文
人
た
ち
は
'
こ
の

｢義

｣と
と
の
よ
･つ
な
ふ
れ
あ
い

を
も
っ
た
の
で
し

ょうか｡

こ
の
こ
と
妻

l
つ
の
手
が

か
わ
と
し
て

｢土
偶
の
出
+
香
し

万

｣に荘
F
レ
た
い
と
息
い
ま
耳

窪
田
節
cr,
･
4
草

は
6
個
見

つ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
､
脚
の
つ

け
租
か
ら
足
先
(
つ
壬
き
き
)
ま
で

の
部
分
で
す
｡
他
の
蒙
の

網

香
例

か
宴

し
て
も
'
ど
う
い
う
わ
け

か'足や軍】が

箪
した状態

①

で
の
出
+
例
が
多
い
よ
う
葺

こ
の
.今
な
こ
と
か
ら
'
魚
価
や

琴

と
の
災
い
を
こ
の
｢
十
滴
｣

に
転
じ
る
た
め
の
呪
妨
共
で
は
な
か

っ
た
か
と
早
見
ま
モ

ま
た
､
専
売
)
の
｢
+
碗
｣
で
も

わ
か
曇

ノに
､
脚
姦

し

套

ガ
か
あ
ら
わ
し
た
も
の
や
､
と

く
に
服
部

烹
くら
ま
せ
て
岳

菅

変
わ
し
た
と
息
わ
れ
る
形
の
も
の
が

鼻
い
さ
､
.I.JT
.

こ

のこ
と
は
'
新
し
い
生
命
を
生

み
…甲
良
苑
の
神
秘
性
か
ら
'
多

車
､

嘉'
さ
h
に
は
禁

な
る
血

霊

と
し
た
可

鯛
性
も
あ
蔓

い
す
九

にい存
し
ま
L
で
も
'
縄

文
人
た
ち
は
入
野

岳
な

る玩
巧

た
ん
な
る
痴

れも
のと
い
長

け
で

な
く
'
心
に

潔いか
か
わ
ゎ
あ
い
を

も
つ
零

呪
壁

用
井
と
し

て
の
曇

い
も
り
と
し
て

のふ

れ
あ
い
を
匂
っ
た
と
い

える
でし
ょ

,つ
.
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書
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だ
よ
り

准=化ニュータウン_二-昭和57年11月
十第

一
地

区

T
A苑回'8

月
7
日
開
催
V

Jr費
用音
七月l日付で効力苑生

し
た
l

代及び八月l日付で効刀禿筆し
た1件の収垂について池
印しエ白日の著が行われLP
二､小套月余の墾口
方面別那1及び琴茄葬早卓の
審議状況の報皆が行われた.
三へ仮漢地相定の常闇
先行使用遍のうち牛久保10工
区'吉田1TW中川5工区の
垂蓑田1TM中川2
'卑隣eS壁､中川5丁区の7
回神仙ついて慣沃地指定の肺心
(雷･節17回)が行われ､成
果に等い居答申が行われた｡
四'恢鞍耶婚定の申耶脱朋
今後恢茨地雷の予定されてい
る宵山田(その))H区内の仮換
地について藩･逆夢蕊尋の説
明が行われちW牛久保4丁度の取扱いについ
て先行蔑軸亡し憂されてい
た牛久保4童謡か過れ
るため'早期に姓専守他の換
地への投書のて潜血外小葬
月余で娩附していくことになっ
LP暮第二地区暮
A邦の薗､8月19日開催V
I.評価tの遇任について(耶
間)人砂宗によって讃他方法
汐桶川仰崇江口変声から

堀田貞

崇に'また凝区固定*壷

曳
班
長
が

珊臥功一氏から耕田911)

郎
氏
に
替

わったのに伴い､映任の

評
価

tの退任について客帯金の
同意か行われた.
二'小乗H金の報告
香に対する争小売会則
奮件赦'奮人草
赤貝点者払状況の報告が行われ
たP税刺巻に対する再供先を'で
きるだけ畠Tく行っていくこととな
X.iIJ･三'保留地の変更について(補
間)前回傑伸粕の決定かなされた
が'57年贋用開始に挑漢してl
部学校用芽の琴､】現耶工沸 の余勲利用補批用地の決蛋脱肌

が行われた｡保見変声hついての耶悦が行

われ'肇に頻繁い号の答申が

行われLP四'仮責指定について(簡閲)

57年度供用即始に関連する学校

用g余怒爪用瀬股用地の庶幽及

びスーパーマIケク･L用地'並b

に先行州憧川蕎うち琶丁匿'

大棚丁直の71蛸他について収充

誓桁他(那12岨)が行われ'

変に等い旨牛車が行われ

LP五､芸逆夢串について
｢変革拭*髭｣をもとに狭歩

革の規明が行われ､各自検討のう

えへ次回寄苧ることとなった｡
王
T--1一

■推絹｡
■aIE

合同協斗会
<那2嘩9HHIO日開催>
那掴回想W惑芸金の脚蝕に
ついて解放が行われ､11月68
(上古年後1琴1嘩冊立
｢茅ヶ崎中学校｣において耶棚き
れることが決っLPまた冶金の出
席定を及び合同協浪会･中門萎月
会萎貞定数について柾托された.
そのほか､純金の迎声iついて
声し合われ､意山交浜の方法､そ
の他畔潤については､E]劫且正副
金座及び冊･公団では成する冶金
7#伴奏耕金品牡し､そこで解放
するこ畠蔓

代表垂■会
A9月6日開催>
那B]岨葺の開催につい

変われ'日確定赦､運営

委の牧草につい一･岳同協鼓

金に限るLJAか決定された.
また'住居畢不問和の今塊の進

め方について市民尾市民部長よ

り説明があった.
ニュータウンニr4-ス札鮎にう
れしい琴六が戦ってい菜
箸佳境間両の聖です.
写井を比ていると､fEl柏の沌物は
現題林かm菅とSh込ん蓋と
1体となり､脚和よく掌れて
いるよっに見えました｡
現況樹林は軸北ニュータウンの
宝物です.これらの木立は'関係
相刺者の方々が永い佃野くみ､大
仰にし真相であって水久
保存地帯として欝きれてお少ま
∫.水久保W:といい声レてdそ
れらは菅のですから'風で倒
れもすれは枯れもするPL.<う.
そしたらそれを噂入管te'下輩

を刈るなどして先祖から受けつ

いだ宝物緯隼して永久に保存
されるわけです｡
永久床誓軒仕'公共用地
で尋る雪面の一部として市
に仲舟ざれるものもあれば'誉
住宅用埋り斜虎に保守亡れて新
しく入居してくる武智治負の手
によっ一･虎掌れるものもありま
チ.これらの木正邪は王に'ニュー

タウンの骨格であるグリーンベル

トを犀してい章すのP'新しい

ニュータウン市民意の宝とし

て永久保戻軒画になっている

のです.冊氏全体のための%]ら､市の 軒別ずる公憎川地にすべきだった

ともいえますが'次の二つのこと

蓋して団地の1都として保

守することとなったものです.
ひとつは'公共狭歩を妙入る必

好があったことですやその分が掠

団地Tハ居者は市民全体のための用

地を垣入込んだことになり妻す｡

▲聖ノひとつは､用地が樫Lとけ 間肌は団地楢任地によ嘉
の稚符と仲秋撃れてい書ノ

に胤います.子供の本当の性芹はSZてた親で

なくては判らぬよっに'市大も生

きものですから'木立群の守り万

も､守り百てできた迩花の人々に

しか判らないのではないのでしょ

うか.その息陳でグリーンベルト

や'保存地林周辺の取軒はSE迦訂

圃芸めて'佃･公団･公社と地

元の人々との協力hよっ吉われ

るのか恋だと瓜います.
たとえ耶拠即脚がたてられてい

たとしてもへ幼顔の転として'都 ｢ニュー
タ
ウ
ン
葡
靴
研
究
会
｣
と
い

う勉執金
が
あ
っ
て

グ
‖了
ン
サ
ー

ビスセン
タ
-
粟

挙

れ
て
お

りました
.
そ
の
枕
矧
に
よ
る
と
'
地

元農家が
爽
っ
基

益
茂
人
を
作
り
､

中央公且
の
-角
に
串
演
所
を
も
ち
'

ニュータ
ウ
ン
入
居
名
の
度
末
に
関
す

る1切の相
好
や
'
蓋
B
兎
に
お
け

る貸轟の
サ
ー
ビ
ス
等
を
拙
助
す
る

とい入ノもので
し
た
.
あ
の
駅
の
純
私

宅嘉移
し
て
み
て
も

良い頃ではない
で
し
ょ
う
か
.
米
年

度末には'木正
肝
の
幣
魁
に
事
故
や

く団地居住夢入
居
し
て
く
る
の
で

すから.

川手先生からのお便り

茨波･桜村川手昭I
]

込んだようにつくるには'公卿と

団地轟るLJと乍＼一体のも

のとし益軒する葉あったこ

とです｡これによって団地居住名

は精に滋に閉ま克て年商をするこ

とができることにな里ます｡
二r]Iス札63の様寧写井は'そ

のJ卑な散恕芯凹を慕してくれ

た･L6rnに見えて申しくなstまし

た.

金何もの団世人ハ店者にとって保守

竹林の蜜郡です｡
何とかして歪の¶理Ar

も上之鹿宋姦しび一戸加の越

警ノに､炎Lm黄海はない

ものでしょうか.
E]本人は田い串が好曹LJ寛で

あると言われているのですから'

誰かがお師挿きんになってEl地居

住者を弟子入りさせ'保u:樹林地

へ出撃ロに行ってやる､というよ

うなシステムはないものでしょう

か｡在レか川川年は£肌にt=q安手丁が 団地奴計にまつわる息い
出
と
し

てニュータウン基本肘姐が
出
来

上って也T鎧明金華した′善の
こ

とかあります.憲に婆口住宅の予冠

もMl]爪きれておりましたから'そ

の北側にあたる〓ロ加地術に日影

ができる等の公芦3品する懸芯か

示されました｡そのし′き公団としてはt
E
l地
設

計に当って間瓜の超
き
Lt
い
さ
プ
供

持し計噛ぞする
杓
菜
を
し
た
わ
け
で

すが'この
間
荏

有
他
の
マ
ン
シ

nン知政
に
つ
い
ても
書
わ
れ
て
し
か

る
ペ
卓
も
の
だ
と
思
い
ま
す
.

し
か
し
な
が
ら
私
沌首
本
人
は
'
お

互
い
に
防
人
同
志
キ
ス
ギ
ス
す
る
こ
と

を
妖
い
ま
す
の
で
'
桝
の
マ
ン
シ
呈
ン

難
役
に
赫
慧
か
も
っ
て
て
も
'
ガ
ヤ
ガ

ヤ
亭
っ
の
を
避
け
る
よ
っ
に
す
る
で
し

ょ
う
｡

し
か
し
'
琴

)お
魚

が
曹

た
stす
る
と
'
心
の
中
で
･0
6
み
菅
耕

す
と
い
う
こ
と
に
L<
暮

｡

そ
の
意
味
で

本
当
ほ
桝
人
同
志
が

誓

っ
た
方
か
政
柄
餌
に
は
良
い

愈

猟
菅
伽
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で

チ
.
か
､
仲
々
お
互
い
に
拝
承
し
合
う

と
い
う
の
は
'
宮
う
べ
く
し
て
む
つ
か

し
い
も
の
で
す
.

と
こ
ろ
が
'
相
手
が
法
人
で
あ
る
公

E
l芸

社
だ
と
蒋
博
聞
旬
か
按
に
の
こ

stま
せ
ん
か
ら
､
比
革
的
自
由
に
間
此

指
摘
か
で
き
る
雪
で
す
.

そ
こ
で
今
後
の
公
缶
公
社
の
E
l地
批

計
に
は
'
拝
見
f
R
の
形
で
推
進
船
が

背
加
苧
と
り
'
欝

余
放
置
開
い
て
み

て
は
抑
何
で
し
.{う
.
他
人
を
批
判
し

てみ
る
と
'
次
に
自
分
が
マ
ン
シ
rqソ

奉

る
.′善
に
隣
人
の
束
痔
を
欝

す
る
刀
も
つ
き
'
そ
の
心

で

マ

ン

シ

Tn

ン
を
作
れ
ば
'
後
に
な
っ

て

隣

人

か

ら

･rd
よ
れ
る
こ
と
も
な
く

長

打

の

で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
.

鳥
局
､
ま
も
づ
く
り
は

'

思

い

や

s
l

の
群
み
血
相
に
よ
っ
て
の

み

'

よ

い

も

の
と
Lt
る
に
も
が
い
な
い

の

で

す
.

攻山田町の天倉蒜肪山へ観音
寺の萩山に横穴があります.
｢新月篇風土妃｣にも繋き
れているこの横穴は､ニュータウ
ンの濃に伴義
のため

に伸一亡九るtBになったため､約一ヶ月をかけて裏調香が始まりま

した｡九月十九日にはお等の什麗人の

Rr公団収3rEE社の人並の見守

る申､四雀の蓋って薫
が行われ▲事レたつ

同r風+配｣によれば〝者穴を

二丁(約218㍍)内った所
に
碑

が1枚あS(護四年と妃
す
が
他

は#挿して定かでない
〟
と
い
った

内容の雲が雷ま
す
.

十四世尼当痔の
碑
が
眠
って
い
る

か否か.十月1E
Zlに
再
度
'
位
賞寺

毒蔓し
た
が
､
訪
㍍
近
く
ま

で払蛸が終っ
た
別
存
､
ま
だ
伺
も

帝九されて
い
な
いネ
ギ
ノで
す
.

中世の
ロ
マ
ン
嚢

も
今

♭
す
..lL
r
β
.C.亡
と
.乙

を

ハ
生
す

_

ノ
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中世
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マ
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･.lA

･

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

市
長
就
任
二
期
目
の
新
春
を
迎
え
ま
し
た

新
た
な
蛙
か
さ
を
求
め
｢
21
世
紀
を
展
丑
す
る
街
づ
く
り
｣

爽
現
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
金
力
を
投
入
し

て
ま
い
り
ま
す

皆
さ
ん

の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
五
十
八
年
元
旦

･
･･
･
･

.wt
>
.
押

且
一

位
し
ん
で
新
帝
の
お
喜
び
を
申
し
あ
げ
ま

す

本
年
は
港
北
ニ
1
-
タ
ウ
ン
も
い
よ
い
よ
術
と
し
て
の
活
動

が
始
ま
り
ま
す

今
後
と
も
皆
様
と
共
に
良
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
し
て

行
く
所
存
で
す

昭
和
五
十
八
年
元
旦

I,
･
L.
1

:･1

.
:

江

D

獅

子

舞

中
川小

栗

原

由
美
子

1
月
の
二
日

･
三
日
と

い
え

ば
獅
子
舞
は
つ
き
物
で
す
｡

私
達

子
供
十
三
人
を
ふ
く
む
二
十
八
人
の
南
山
田
は
や
し
連

は
'
二
組
に
分
か
れ
獅
子
舞
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

(
略
)

新
年
を
迎
え
ま
し
た
｡

や
が
て
ふ
し
も
狂

え
終
わ
り
'

そ
し
て
当
日
'
並
で
南
山
田
の
九
班
の
方

へ
行

き

ま

し

た
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
い
る
時
関
よ
り
歩
い
て
い
る
時
問
の

方
が
長
く
感
じ
ま
す
｡
私
達
子
供
も
半
分
に
分
か
れ
そ
の
中

で
大
人
と
交
代
で
や
り
､

一
日
目
は
終
わ
り
ま
し
た
｡

二
日
目
は
四
班
か
ら
で
し
た
｡
と
に
か
く
朝
は
寒
-
て
'

相
が
ぜ
ん
ぜ
ん
動
き
ま
せ
ん
｡
昼
食
の
あ
と
七
け
ん
連
続
で

ふ
く
と
'
の
ど
が
か
ら
か
ら
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡

あ
と
か
ら
仰
い
た
階
で
す
が
'
二
日
で

l
五
〇
け
ん
も
ま
わ

っ
た
ん
だ
そ
う
で
す
｡
で
も
そ
ん
な
こ
と
は

私
達
に
は
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
と
て
も
た
い
へ
ん
な
二
日
間
で
し
た
が

私
に
は
そ
の
苦
労
以
上
の
な
に
か
を
得
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
｡
そ
し
て
'
こ
の
獅
子
舞
を
や
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
'

私
の
.
今
年
の
行
い
が
良
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
｡

-

中
川
小
文
暮
r兼
｣
よ
り
-



粍
北
LL
ユ
ー
タ
ウ
ン
本
W
椎
推
適
格
協
粥
会
館
1
包
捨
金
が
1t
月
6

日

(土
)
茅
ヶ
崎
中
学

校
体
育
館
で
耶
仰
さ
れ
ま
し
た
｡

捨
金
に
は
江
口
会
長
'
横
塚

副会長
を
は
じ
め
と
し
て
､
中
川
･新

田
･
都
田
･
山
内
の
各

地
元
重
出
'
横
浜
市
か
ら
は
細
郷
市
長
'
佐
藤
助
役
､
関
係
局
長
へ
住
宅

･
都
市
髄
偏
公

田か

ら
は
志
村
捨
裁
'
吉
岡
理
都
'
港
北
開
発
局
過
等
の
出
席
が
あ
り
'
金
華

市
長
'
捨
曲
の
あ

い
さ
つ
の
喝

救
混
用
に
会
長
､
別
会
滋
を
遇
出
し
抜
叫
に
入
り
ま
し
た
｡

は
じ
め
に
江
口
会
長
か
ら
①
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
都
薬
推
豊

終
協
耕
金
の
活
動
鋲
過
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
'
佐
藤
都
市
朴
画
局
亜
上
品

海
北
三

1
タ
ウ
ン
地
役
林
業
趣
過
報
告
お

よ
び
今
後
の
見
池
L
に
つ
い
て
､
野
々
村
継
北
洲
発
局
長
よ
り
③
土
地
区
画
並
理
水
薬
経
過
報

告
お
よ
び
今
彼
の
見
過
し
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
悦
明
が
あ
り
'

親いて賓
細
の
f
和
改
正
の
堆

祭
が
行
わ
れ
た
後
恵
九
交
換
に
移
り
'
代
穀
常
例
､

一
般
深
間
が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

赦
後
に
'
准
来
さ
れ
た
決
耕
文
が
柏
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
'
開
会
と
な
り
ま
し
た
･

港

北

ニ

ュ
ー
タ

ウ

ン
事

業

推

進

連

絡

協

議

会
の

活

動

経

過

.
I.･J
.
f
f
[5
.
5..い･
''..
...'
!

.
･.S
.1.:
,'･.
_
.
+
.
..

s
tt
こ
の
間
協
耽
･
姶
射
さ
れ
て
き
た

主
な
が
瓜
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
.

①
各
年
瓜
の
濃

工
研
進
捗
状
況
と
年

度
粁
岨

②
各
年
度
の
架
仙
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
朋
迎

市
崩
の
,q
捗
状
況
及
び
計
固

③
各
叩門
番
E=
A守
の
清
心
造

及
び

換
即
応
央

旬
そ
の
㈹
T
用
途
地
域
地
区
指
定
変

5
1､
任
13]琴
不
問
雌
等
.

二
､
事
業
対
策
委
且
金

串
胡
対
熊
呑
例
会
で
は
'
壬
に
濃

工
郡
及
び
蛸
迎
甲
荻
の
迩
捗
u冶
並
び

に
計
岨
智
中
心
に
協
態
･
検
肘
が
行
わ

れ
て
い
る
.
そ
の
他
ぷ
虫
和
光
卜
亮
生

す
る
抑
制
他
に
つ
い
て
､
こ
の
問
､
胞

和
地
年
供
用
関
知
に
伴
う
免
靴
の
雅
取

引
喝

姦

Wm川料
の
改
唱

柳
沢
北

野
方
此
芯
校
(恢
称
)
の
馳
批
即
唄

肌
却
工
協
不
和

仙川姫
瀧
の
識

即
岨

等
が
協
低
･
管

れ
菖

た
.

ま
た
'
太
秦
山
金
の
桝
仰
謝
金
で
あ

る
還

酎
金
で
は
､
屯
株
甲
殻
霊

叫
董

と
と
も
に
'
広
報
紙

｢形
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
札
65
｣
を
迎
じ

て
軸
面

綿
省
に
塵

哲
也
っ
喜

た
.

三
､
生
活
対
策
垂
▲
金

義

邦
泰
山
金
で
は
'
引
き
拙
嘗

ま

もつくり協定の稚兆
せ
中
心
に
協

識
･
検
肘
が
行
わ
れ
て
お
st､
そ
の
成

只
と
し
て

一般
住
宅
如
且
で
は
'
節

1

仇区牛久保
10
工
は
に
お
い
て
出
初

の
ま
ち
づ
く
り
協
定
が
挿
点
さ
れ
､
5

年
5
月
桝
痢
朽
長
よ
り
妃
可
さ
れ
て
い

る.
ま
た

､Eg和
弘
年
茨

用
押
掛
予
定

の
迦
工
地
区
の
ま
ち
つ
く
St協
定
に
つ

い
て
'
地
神
名
誉
中
心
に
節
楢
に
向
け

て
投
銭
･検
肘
が
行
わ
れ
て
い
る
.

四
'
農
業
対
策
委
qt
会

膿
非
対
幻
垂
日
金
で
は
'
昭
和
52
年

以
来
准
め
て
き
た
架
台
鹿
粕
利
用
協
定

に
つ
い
て
､
そ
の
転
相
作
興
そ
胆
和
ER

年
秋
ま
で
に
終
え
､
全
体
で

1四
七

名
､
警

面
頓
で
約
詔
.B
が
節
籍

さ
れ
て
い
る
.

葺

合
嘘
の
…宗
廉
地
利
川
協定

の
円
桝
な
迎
喋
ybJは
る
た
め
､
節
指
名

を
中
心
に
旧
札
56
年
11
叫

5
(愈
億
地

利
川
鱒
Ⅶ遜
倍
達

協
空

が
'
そ
れ

ヰ
弓
師
粘
作
炎
を
雅
の
で
き
た
鞍
仰
委

何
会
基

体
に
､
腺
炎
対
煎
薬
料
金
の

研
親
抄
会
と
し
て
思

し
た
.
な
お
'

同
津
村
蜂
芸

m等
も
仙盟
隼
亡れ
て

い
る
.

畏

耕
意

小
薮
岩

で
唱

張
合
鹿
他
の
耕
土
の
判
毎

が
行
わ
れ

て
き
た
｡

五'文
化
財
鞠
壬
推
進
委
<
金

文
化
旧
観
祁
稚
装

.3
会
は
'
榔
戒

文
化
財
の
品
抑
制
類
が
聾

串
に
支

騨
暮

な
い
し晶

帯
す
る
と
.′も

に
'
肌
班
が
侶

内
に
要

成

城を

掛
ら
れ
妾

ノ雅
の
る
LJと
な
目
的
に

汲
肝
ざ
れ
て
お
り
'
苑
利
別
訳
の
都
典

筈

､
畔
帆
が
顛
肘
州
等
が
協
軌
･娩

肘
さ
れ
て
い
る
.

な
お
'
昭
和
58
岸

は
､
鞘
粥
川

琵

冗丁
す
る
蔓

あ
る
.

六
'
交
通
間
何

重<金

吾

金は'粘北ニr
T

タ
ウ
ン
の
足
藻

す

るため
にへ冊

墓

下
鉄
急

の
免
肝
収
相
か
中
心

に
中
仙
喝

そ
の
他
に
つ
い
て
溢

汲
･管

行
う
と
と
も
に
'
那
一肌

純
色
停
電
入
店
字

甲心とする鵬
用
開

始
に
食
わ
せ
て
の
村
定
バ
ス
瓜
遠
に
つ

い

ても協戦
を
行
っ
て
い
る
.

七
､
住
居
表
示
検
討
委
<
会

住
虐
撃
が
枚
附
香
月
余
は
'
昭
和
訴

年
7
月
に
汲
付
き
九
㌧
桃
浜
田
の
W
,T

御
出
席
の
腎

-ん
に
は
､
柿
日
g

う

ございます
.

粕
北
ニ
rT
タ
ウ
ン
申
邦
に
対
し
'
御

昨年､新たな
せ
か
さ
を
球
め
て

協
力
N
'
い
た
著

し
て
あ
れか
と

柳
沢
絹
の
将
北
方
向
変
警

｢よ
LJ

細ヰ市長のあいさつ

誓

n
仰
招
プ
ラ
ン
｣
蕉
m氏
の
梢
き

んの仰
企
及
を
い
た
蓋

妃
し
ま
L

iJJi4
円
は
'
こ
れ
に
ト6S
(
抑
圧

と共

に
賀

m民
茶
け
西
田
軟
義

と
し

て
'
節
一に
､
陸

の
迎
蓋

によ

る
地
域

の迎祁g琴一
に

粥
氏
金
棒

に
よ
る
相
磯
の
l休
戦

笹
1E
El那

他
の
中
で
の
間
際
帖
榔
横
内

としての

特
昏
のる
義

政
の
細
江
か

白的と
し

た
21
什
庇
を
嶺

す
る
輯
つ
く
り

究巳 ぎ
し
て
お
り
ま
す
.

こ
の
噂
北
ニ
rl-
タ
ウ
ンも
市
域
の

均
衡
あ
る
苑
展
を
回
る
た
め
'
郊
外
地

域
の
総
4]醗
附
の
止
点
串
邦
と
し
て
位

唯
つ
け
'
ま
た
､
タ
ウ
ン

センター

は
､
朽
北
甜
芳
EB
の
申
礎
と
し

て蕃網

の
別
や
小
の
一つ
に
位
喝
つ
け
て
お
り

事

.
こ
の
rよ
裏

付招
一ノ
ラ

ン
｣

の缶
に
向
け
て

太
冊
の
効
率

的
な
執
行
は

制牽
ノるため
､
大

乱
野

市
の
〟
席
馨

を
警

し

氏
.
こ
れ
に
よ
り
'
部
門
つ
く
S
t晶

畠

に
行
う
中
収
的
稚
拙
"哉
円
と
し

て'榔絹
針
川
畑
を
汲
世
し
'
こ

の局

に
松
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
哲
也
当
事

LJ

と
と
い
た
し
き
し
た

.

鮎
北

ニュータウン群発は

'箸

か
い
の

ある'ゆとりとTふれ
あ
い
の

ある側
跳
な
轡
と
し
て

方
に
21
付
招

へ
向
け
た
都
市
づ
く
り
と
な
る
去
ノに

准
め
て
行
か
ね
は
な
shま
せ
ん
｡

こ
の
た
め
に
も
､
ハ
ー
ド
LJ
都
田
づ

くりとソフトな他
斌
コ
(,(ユ
ニ
テ
T

I

づくりとの
二
つ
の
大
き
な
秋
期
を

争わ
せ

て解釈し
な
か
ら
'
噂
刀
と
魅

力
に
慧

れ
る
21
仲
兄
の
よ
こ
は
ま
の

]川を
垂

し
て

苑
戯

さ
せ
て
行
く
歩

が
あ
り
ま

す.

今
晩
も
'
こ
の
研
邦

和迩に
拳
た
っ

て
は
'
仇
近
の内外の
社
会
藁

の鍛
し
い
血
塊
の
お
り
､
穀
多
の
阿
3
3

歳

ず
る
こ
量

ろ
う
か
と
胤
い

ますが､情棚方と共に英S]定
例

け
､
閤
紺
に
た
ち
向
い
'
中
期
経
巡
に

努
力
す
る
所
存
で
あ
s
tま
す
の
で
､
引

き
響

執
聯
刀
な
勝
り
幸
丁
去
ノお
頗

い
い
た
レ
事
す
｡

ニ

ュータウ
ン隻
旧孝恋
枯色
計
脚
収

集
菅
も
と
に
'町
制
･町
名
菅
中
心
に

協
議
･故
肘
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
'

各
地
区
ご
と
の
前

金
の
礎
施
､
各
地

区
仰の
関
守

も
行
わ
れ
て
い
る
｡

港

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン
建

設

事

業

の

経

過

及

び
今

後

の

見

通

し

各
市
超
の
現
況
及
び
今
後

の見通
し

に
つ
い
て
は
､
次
の
と
お

りである
｡新枕浜元石川披 (折本町)

住
宅
･都
田
紫
僻
公
EEl施
行
の
±
地

区
固
政知
者
式
は
'
_召
和
58
年
に
は
'

1部
他
枚
の
使
用
収
益
が
開
始
苦
れ
る

蔓

で
あ
り
､
ま
た
'
揮
田
か
且
の
非

合
佐
賀
川畑
に
は
'
住
宅
･却
絹
&
t仰

公
団
､
神
市
川
県
住
宅
粥
<JZ公
社
､
棚

沢
和
佐
読

給
公
社
に
よ
り
1
4
0
4

戸
の
公
的
北t
谷
圧
電
の
課

が
雑
の
ら

れ
て
い
る
.

今
伐
も
阻
細
62
年
護

のDl嶺に

向
け
て

蔑
工耶聖書

伊-

か

一h速決惰
収益が押野亡九てい

く蔓
ある.

-､関連公共事暮

mIJZ

自
古
刀石川腺
に
ついて
は
､
蓬
田

牛
久
保
控

が
贋

L
t
架
山
田
布
田

空

は
一部
工
郡
が
完
了
し
て
お
り
'

引
研
き
用
地
出
収
を
埠
の
､
昭
和
3!年

度
完
成
を
目
標
に
し
て
い
る
｡

襲

元
石
川
奴
は
､
域
る
小
机
大

著

の
工
申
LLJ堆
め
､
新
械
浜
か
ら
荏

田
ま
で
1部
半
断
面
に
な
る
が
､
EB和

fR年
番
に
供
用
朋
姫
す
る
予
定
で
あ

る
.大

順
Ⅶ
山
田
操
の
決
山
田
整

､

娼
り
ょ
う
の
護

を
今
の
､
脇
和
57
年

度
末
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
｡

宮
室

の
新
羽
出
払
へ
桝
浜

上
麻
生
腺
の
讃

別
区
は
'
そ
れ
ぞ
れ

野
沢
批
叫
藁

け
る
ペ
<
第
力
中
P
あ

ち
.

引
司
‖

堺
剖
川
･大
鵬
川
は
完
成
し
て
お

りへ硯抽川は浜
野が雌併し､他

の子収よめ下沢の個所町はtm諸肌

S:の施行により､旧和58年残光戊

を円通に耶竃
品Tである.

川下水止
軸椎､撹m凹Tエ爪処型
､新羽ホ ン

プ
鳩
は､
灰
に埠
卸

し
てお

s

t.幹

娘
下
水
誠
も
市
ヶ
尾
幹

等'架
幹

sF
元
石
川
新
羽
幹
奴
の
凹
渡
御
分
は

完
了
し
て
い
る
.
蓉
田
谷
雨
水
幹
溢
'

山
田
汚
水
幹
投
は
'
田
和
知
年
度
末
完

成
蛋
口述
に
工
申
空
進
め
て
い
る
｡

川
教
育
施
牧

川
和
中
学
校
'
茅
ケ
帖
中
学
校
へ
荏

EEl高
校
が
開
平
レ､
新
田
地
区
に
僻
和

58
年
4
月
欝

を
目
途
と
し
て
鼎
立
帯

攻
が
袖意
中
で
あ
る
ご
また
､
昭
和
弱

年
供
用
帥
姫
す
る
抄
且
に
対
応
す
る
小

学
校
2
校
､
中
学
校
-
収
を
昭
和
班
年

9
月
に
別
棟
す
る
是

で
野
脚
を
堆
め

て
い
る
'

脚
裏

鉄
]

和
g
]蒜
遠
鉄
誠
畠

は
'
畿

駅

～
新
切
屯
mW伽
を
阻
札
59
年
収
朗
油
日

雌
に
エ
申
中
P
あ
る
.
こ
の
延
伸
で
あ

る賀
1あ
ざ
み
軒
胤
は
'
現
在
免

肝申訳
車
仰
せ
堆
め
て
お
s
t､
工
都

概成に合
わ
せ
て
別
等

ペ
く
即

咽を弛め
て
い
る
.

脚艮却工
叫

唱和3
竃

工
事
に
ー圭
一L
t
喝

粕
59
年
3
月
完
成
首

途
に
工
事
を
淀

め
て
い
る
P
tF硬
後
は
職
蚊
の
馴
疎
等

を
行
い
､
同
年
秋
的
本
格
振
廻
虹
入
る

予
妃
で
あ
る
.

川
魚
i
:利
用
確
恨
*

工
率
り
捕
柵
箆

他
に
､
配
水
ブ
ー

ル
'
考
人
間
批
セ
ン
タ
ー
､
抄
且
セ
ン

タ
I
､
牌
加炭
引
払
併
載
セ
ン
タ
I
の

四
施
政
惣
部
秋
し
､
工
場
の
本
格
頓
肋

に
合
わ
せ
オ
ー
ブ
ン
す
る
予
乾
で
あ

ち
.
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二
､
f
兼
専
用

地

区
新羽大熊出払､軸遠且が完成
している｡折本粕区の)邸は'土
地基盤摂仰が完了し､今坂は畑地
かんがい'ガラス批雅等の施此惑
仰考する予覚である.放る撫苑岬

川
仙

潜也については
'

今鞍部仰内容

F/.盛花と油紙しなから郡並の推進

を図る蔓である.
三､工事安全対策
エぴの安金対熊については､粘

北ニ1-タウンエ甲緊急法

顧 醤重責転
て√二二___:_t=_-i-_--I:_-::-::--I-

享-ii･''.-i･:牢志岩i二:ヨ暮全住宅連投現場(15プElック)

協法会において'工夢の軒店'地
元の安全料節等を協漉し'さらに
工区毎に胤旅省と協淋しL
Jからエ

即の安全な州している.今坂とも
工抄による災当即故の防娃h万
金の対熊を甲レていく.
四'生活再建対策
告桝弼祉対爪の拡充を

阿るた

め'昭和56坪2月rM田法
人棚北

ニュータウン藷況刈爪協会｣志
正しへ生消日蝕対6'nr,(

ユニテ

ィIの申成の稚拙な図って
いる｡

五'広報肥ゆ広報紙｢機北ニュータウン｣は
現在鋸早め汚行笈でいる｡今班
も内容の充窮と情報の批供を班
め､恕R.絹､公田1H名の畏な
述鏡を図っていく｡
また紀赦朕凶についてq地域
内の蛋する状況等について紀鮎
瓜影考継親しておst､57任地

にP

R用の映個を辞した.
六'郵土蛙の5Fさん
地域内の細1虎作故のM殻と比
只の保等の転質比仰刑瓜
宏行っ盲たが'旧和錨年波から
3カ年で｢髄北ニュータウン紳士 虻瓜さん垂rTd金｣に賓軒し作井を

堆め
ている｡
七'埋麓文化

財萌査

伯
和58年皮に全て別Xj終了する

蔓'エ研計脚に食わせて軸丑

を堆めてお幻､約鵬%の附正党R

Tしている.
八'住居表示旧知56年雌から

｢酢放莞

A軒岨米｣につい
て'住僧琴耶仇

代金血びに抑北伽の任偵撃不倹肘

泰

山金において機中である.

庄

苧都市軽仰公団は昨年の10公団が､統合して放正された公EE)

月
に
旧

日本圧雪公団と旧宅他聞晃であります｡

フン■tqLu ■■●k4■●●

州.IIL㌦t.L･:..."
の向LなどによSh大きく変化して
おり､住宅のみでなく住宅なとり
まく良好な現瑞すなの董づく
hか国民的醗瓜となっておりま
す.耽々は大都冊聾とにおい
て良井LJ任露及び他仕虎瑞を
有する篭･宅地の供給'空電
朽街地の較叩熱帯の神聖｢税 幹的LJES川公胤の照Mt･4とか色合

的に稚拙Lt閉比の快適t･講らし
をつくっていきたいと準えており
ます.昭和四十九年八月から研罪に着
手してお里等すこの時北ニュータ
ウン碓世市茄は､｢市民参加のま
もづくり｣とS/基本理志のもと
に幽Rの皆様方のご協力奇相て
劫F桝浜田及蓋が1体とな
って仲代英昭少した新しい土喜
づくり晶逃し盲たわけでござ
います.このよ裏方は､こ
れからも叢していかなければな
らないと〟菅へてお里デ.
当海区の垂脚蛮W糸は'
堅型ハ十二年蔑替めざして事 粥が迎抄しており表す.この去ノ

な土地且蜘折詰虫は'我国では
大現株のもので肺更的な
大辞典
であshます｡こ

の申輿

望邦成する
ためには､舶多の困難な問
称呼あ
ると思e九幸すが'これらをのり
こえて二十1世紀考めざし新し
い
まもづくStを堆めてまいりたいと
孝凡ておstます｡公団としましては'地軸者の皆
様七へ桃内絹及び即棚田の万tと
あいたぎ九て金男な奉げて色
な々難しい間胤を打即し､1日も
早くこの甲荻生.i:成するL嘉刀
する所等あの車丁のでなおl

月のご文政'ご協力なお扱い甲し

上げます.

聾仙妙且の土地区
朗軌塾串英

は'昭和49年8月27日施行規程お

よび申荻針
凶につい

て靴惑大塩の

陀可蔓
け'

蔑工邸に奇手する

一考

旧札52年か患53年にか

けて仮充の桝粍空行った.近

成エSの努については'雌北

ニュータウン那加稚拙迎終脳帯金
における沸慨の相加､脇机62年瓜
深溝スケジr4-ルとしで協定

Lt別征このスケジ
ュールに治っ

晶綿朝の協力な糾
Llから群雄を

非のている｡研

災針凶について

は'阿

礼別年4月12日に放針変父
および荒旧勅55年4月細目に施行 期間符の変望乾可を受けた.仮換

地計国東に対する患兄および墨
については'退城工那智進める手
順の此脈で櫨にt･tつている仔壮地
区甘除いては､おおむね朋班が終
了し､現在､当放窺い且につい
て榊較中である.

土地区画整理事業の経過お

よ
び
今

後の見通しについて

58年書供用開始地区(177Jlック)

意

見交 申

盛の進捗状況(値和57年9月

菜

洗在)について'仮換地の指定
は､農工串の進捗に合わせて
順次行っており'卯1地区約l
加､琴1別区約出F同船且再訂
約44血の相兜か待った｡またへ逝
盛TI砂等ノための附加条件であ
る祁原綿とくに款姐の移転につ
いては'約10礼U戸の発的宅行
っており'これは弊移船戸軟の約
73%となっている｡ついで逝成
工事は'〓監歳工耶番手両班
が､郡l静煎り等2仙(地区血

沈
の杓仙%)へ琴1払且約53↑
j!(壁皿班の約m%)､前地区

合
計で約799加(両地区rB鳩の

約
bL%)となっており､仕上工事

で
ある二次道成工串では'同ih,
慧班が聖地区約34血(掛且

両横の約6%)､邦二地区約14

2加(払阻血損の約18%)'両地

区由か約176加(蜜榊の
約13%)となっている｡
今牧､邦l秒顎｣は､liS濃 工事のthL7苧触幽かより一腰班犬

し､一駅農工申完了広域では'
節一秒且'夢前区とも'二次造
成工申替稚堆する.眉和57年鑑兼
には､R二地区の二次濃完了区
域､約100加の節l次鴨川朋始
か棄ている.この区域に
は'5(竃川地3ブロックが含
まれ'住宅･都㈹越州公Er梢択
悶住宅粥給公社及び抑苅川爪篭
肌給公社の手にL令'約l四8
戸の仙答は]繁り憩が堆められて
おり､唱和別件蚕には､ニュータ
ウン地利の新住民が入店すること
となる-新鋭人膚に伴い必好とさ
れる公益附粘施政についても､合
わせて軽僻されるペく準胸が埠の
られており'小･中学校もすでに
工が密工している｡
このきつに研薮は､笑に進出
しており'今牧も'旧和62年壌
成退城スケジュールなめざして別
係功の愉刀をML<がらtB(に群雄
の和迩AJ以ってまいりたい.

換(要旨)

(1162年度横成スケジュール
について間62年座板成スケジュー
ルについて.この機会にも
うE度当局からt任ある発

音

をいただきたい｡

答

限和62年窺成スケジュール
については'出花の楢きん方と4]

意Lu)拶軒もあり､この日襟を達
成するために舶冗･竹重凹の三
者が1体となって労力していきた

い.(巾)62年嶺は'也R･絹･公El

が井に警L疎めたことな
ので今まで以痘にご出肋
いただ者)'この日蝶に遷したい と世っ.(公団)

㈹地下鉄51枚関連について
間我々地権者は､地下鉄
市営3･-号､市営三下の
斗人を前程として区画整理
事業に参加しているので'
各々の対応策について明確
に態度を表明してほしい｡
答市営畠については､一つ
は苓この按続旧雌がある.これ
につい壷軸の芸である
｢姦続｣という方雫｢
墓潮力的に交沙してい
ら.早岬短耶決晶っていきた
いと貢ているので､ご妄いた LJ▲王JL.;これと空行して仏鮮牧村悦服に

ついては､ES在朗と鴛折紙草し
ている.Eaに於てもこの相良が必
群であることは十分稚めている
が､現在の確のてさびしい団の財
政状況畠して申机の審正が
極めて憐tlにt･1つている｡
しかし肖北ニュータウン

の
基
幹

交通であるので､早期に
免
許
取
持

をできるJ+つに今晩と
も
努
力
を
挽

けていく｡そして岨
成
望
亦
丁
ま
で

im行する方向で
全
刀
か
奉
げ
て
行

きたいと姐って
い
る
の
で
丁
患

い

たい.1号森につ
い
て
は
'
今
年
政
か
ら

肌中耶夏
場
耶
晶
析
匠
入
り
た

ド.(閃)㈱センタ
ー
E
間
且
に
つ
い
て

問罪J
地
区

･
第
二
地
区
の



_-昭和58年 1月

各センター地区にはさまれ

た奇分の開発は具休的にど

うなのか｡
答申軌川沿いの市街化肌彪区域

に'鉄沼3叙tか門苗沼抱2瓜

患してい手が､我々の考えと

しては､Pきれば悶供3山鹿と都

田針固蕃山北山EEl瓜について

は､先行串菜として進めていきた

ド.奴少の鉄血2擦'計些山路I

S

Liについては'間的な針岨朋苑の

検肘を行うなかで.野洲の伸州と

か'土地利用即凶に会せて糾燃

し､稚拙hJ回っていきたい.(附)

仙分区間児について
聞行政区の再*について

市は行政宰領会を投書し協

残しようとしているか'地

元住民はそこに参加してお

らずないがしろにされてお

り'強い不満を感じる｡

各行藁
は'粥における

行政区のあり方及び雅仙喝ぷ

区'芦穎区のニt2SEの鑑過貯望及び

幽学る触問他について書簡する

目的で先般放世したものである｡

稚北ニュータウンの問職につい

ても'この布隅毒で浜野すると胤

い

ている｡解版金の看黙知名

と

いう群で'その中でも舶意比

を

反映量るとい入点陳で'甥抑

区

の迎即金樫山義になっても

ら

っている｡それぞれの崇意

見

そこの審警にとの様に反撃

せるか｡この手だてについては､ 発揮の隻手んも十分柏

餅した上で恕刃の意見反鉄が周れ

るよう等九ていきたい.(市)

㈲存t開溝について
聞推もが住み良い爺とい

うキャッチフレーズで港北

二r1-タウンが並行してい

る中で存■街区をスラム化

させないような存t街区の

見直しと共に､次の-点を

要望する｡①特qt-爪の曲

折道路をできるだけ6m暗

に拡けること｡②間引き移

転による又坤の実施｡③住

工混在の5E消｡①工事費全

対策をきめ細かに｡以上の

点について基本的な回答を

いただきたい｡
等伯北ニュータウン地区内に住

んでいる万々に対して'跳箱によ

るインパクトをーd小敵にする､と
SJっ方針に基づいて申深針岨菅熊
疋Lt旧鮒J;坤に区岨爪別杯雲
に慨mった上PJ仔蛙と移転のⅣ芥
klJ欄刺Sの山々に池糾し岬邦を迎

めてきた.存代区域の黙棚については､技
術的Li放射官印見る必紫があり'
仝由個々の的血を行った結果を密
朕金に況朋してきた｡11月中旬か

らは'毛の相似党として棚刺巻

の戸福肌明していきたい.好艶の

任温ハ昏内か笥しあるか'都協

会の中でも意見を朋いている.令

駿とも布法会の中で公Elの苧九万

を規明していきたい.個別の串柄

については再供覧の中で説明し理
解を得ていきたい.
旺工舶在の件については'Ⅷか
に､l股に垂Tに即工鋤が

あって､長引沈潜襲かかる

というのは解るが'それだか一pと

宮っ孟凹撃非才を使って新

釈すべきLJとではない.
海北鶴区の区圃患者罪の中で は将来そのまか害いト告ノ

に
申

出毛で耕決してきた鍾卯が

あり'

やはりそのままやっていき

たい｡工市中の

件は十分配慮をして温

めてい

きたい.(公団)
㈲河川改仕その他について

間f見川の本格的改任の
時期はいつ頃になるのか､

地区外汚水幹線の利用はい
つ頃から可能なのか､E般
宅地における営農と長等地
区の関係はどうなのか'地
下鉄車オ用地か地区内に確
保出来ないか｡これらにつ
いて後日文書で回答をいた
だきたい､答竣8文叩_功等いたします.
(市)地下鉄新横浜駅工事現甥

例住宅都市並伸公団に対す
る耳聞及び字号
開t近､公EE3的尭局の特
定の坪ではTうだけで実行
が伴なわないことが多い｡
次に文間者の主観かも知れ
ないが公EElが第二の国鉄に
なるのではないかと世上い
われていることについてど
う考えるか.t後に｢事業
は人なり｣という教えがあ
るか'この軟か~を事実推過
にさいして配血されたい｡

笹船Rの万力との応符について
は'日蟹悪社もって当っている
がこれか′pD徹底したい.琴1の 四鉄齢については､公5は伽哉空

等のm拙著かかえているがその
対熊についてはtE=g)の努刀をし
ているところである.限故に｢布
衣は人LJのこについては正にその
洩りであり'肝に命じて即淡を抑
兆したい.開閉連道路等について､
ここに井関趣意書を用意し

てきた｡後日文書回答をい

ただきたい｡
答佐白文耶_司答klレさす.
㈱耕土の深耕について
問-般換地の長的利用は

宅地達成のため土がかたい

ので､個人持ちの機械では

中排もできないので､深耕

のため大型機雑の手記をお

頃いしたい｡
筈大封横紙の手当は､横内山脇

選定化センタIの横根kl刺川し

ていただければ襲いである｡(州)

㈱官<指串について
間集群､竹林等の10アー
ル当りの適正な植栽本数等
の指辞を軒いたい｡
笛麓相野は､立地や人の技術
的間断革があるので､今晩十分駈

し合い誉雅めて附項戯嬉相対を

行っていきたい｡(iE)
弄BE改正案
(棚番笛)
-旧射56坤相月1日付P体萄･

郡胴粁耐公等したことに

伴い､｢日本住宅公武｣を｢住

宅･都市彪僻公団｣に改める｡

2協和57年4月-日付の住宅･

花柄照即公団郎北洲悪におけ
る推祁改革にし忠yt祁旧邸に次
長が撃れたことに伴い､新
たに太協協会葬但し榔併輔仙達
を加えるとともにへ各賢員
体的に等する.
3昭和57年6月5日付の横所論 における雌㈹批准に作い､｢械

沢山仰山粍剛い仙｣を｢桝折胴部相

計桝は｣に改める.
(琴化策)1堺朋郡1兆､邦2兼へ卯3

条'那6朱及び邪10未申tr日

jqは唱公_)宅｢件宅･糾m

-m洲公5｣に改望.
2第6兼郡2相郡4卑
｢住宅･郎川桁仰公冊鞄北洲苑

[山茎､部妓｣を'
｢住宅･都心鉄邸がEtJJAa:]北開菟

后戊へ柿堺が巧申毒妓'工

W伽嘩耕耶部次長)に誓｡

3盗れ節6炎那2明邦鼻及び

r717谷印､｢iS小作脚3｣qt･Jt｢郡山針岨

EBLに畔のる｡決議文
21旺札を撃るまもつ

くの産

め孟北ニュー
タウ

ン稚収伊井

は､いよいよ的坤'邦-次粥川洲

析するとこ六まで刑はした.
(薩'私たちは'茂工仰の脳

刷飴畔腔雌収のみならデへ総缶的

なまちづくり蟹めざして'さbに

出刃側旅V揃痢市､住宅･都市

部舶公康の三省が1体とLdり'新

たな決¢かもって巾進すること

を､ここに耽版する.
旧舶57坪11日6日
欄内巾糊北ニュータウン
81如拙蓮m桝芯全卵4回粗金

I:

･+』一

■
第

l
地

区
■

<
那
加
回
､
11
月
11
日
朋
他
V

lt

収墨叩定
の

州琶
九月1日付で効力発生した1
件へ及び十月1日付で新刀苑隼し
た1件の炊換軸指定について通知
し一岳の切替が行われた｡
tl.小泰山余の理コ
カ此別那1小委川虫'万'e別卯
]ホ究H余及び肌区外小轟日金の
怒肌状況の沖田が行われた.
三'仮称軸相妃の研削説明
今後仮山局指定の署されてい
る北山EEr;工区tJt;(その二)工
区､仰(その三)工区円の恢兎
について付庶･減少濫尋の悦肌が
行われた.Elt牧草の附佃元行脚m川宅地の畠山血(そ

の一)工嘩牛久保10工区(その 1)､牛久搾MT直(その二)め

36固地について脱毛野花の絹悦

(籍回)か行われ'鷲に釣蔽

ない旨答申が行われた.
五､評佃賓貝の適任について(隅

問)人事児勅によって桶両地方蔑折

居川和出菱が江口宏氏から免

田且渦氏に懲ったのに伴晶丘の

評鵬委3の適任について聖
の間愚かだきれた.IL第二地区暮

A節64回､10月14日～10月16日

開催∀飯田朽及川義山雨を視野した｡

視群内野は､1a田耶雇ハ災によ

尋災夢
伴う恵山郁新

薬の防火対粥W有山門では櫛比

の併存につい蓋った｡

推進協
′

雲
｡
.･･紺野.

事業対策委<会
入部7回､10月26日訓催V
昭和57年度の土地硬用料につい

て
､

公団より
凝集があり'篭応

答

の括jr次
の･島垂価を

相

見低くLJと
萎れた. 休

桝
棚

け
円

芯
地
･
塊
内
地

訪
円

続
兼
仙
(地
区
内
移
植
)
0
-
12
円

嬰

川畑
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外
移
9
)

g
3円

収
横
環
椎

12
円

竹
林

(
A
)

12
円

竹
林
(
fq

･
C

)

1
円

(
各
々
'

一t
菅

の
月
零
しあ
る
)

i･{お
'
水
田
に
つ

い
て
は
'
今
年
度

撃

てろ
っ
た

時
毒

-れ
る

こ
と
と
な
っ
た
.

電 柱 等 位 置 閲 覧 の

お 知 らせ

日 本 t 什 t 括 公 社

株 漢 和 市 f ･巴 帝

東 京 t 力 株 式 会 社

神射 り支店中山営業所

公

団狩地区内の屯毎奴旋方

針につきましては'唱和57年3月

早(札6)において'その甥班を

題だ御脱附しきしたが'今嘩

茄L区の七歯の区敬について屯塩

等の番ができ参がりましたの

で'お知らせ
します

｡
【閲覧日時】昭和粥

年1月31日

から

同年2月5日
平日10仲～17将
士旭日10肺-12相

【盟-出所】住宅･将門摂仰公
田湖北開港屈(田
園都市巌･江田駅

下叫

)
【関東期間

中の問合せ

先】
Tぎ山

(

911)6342
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-

名

称

は

新

米

高

校

-

E
]月
五

日'噂北ニュータウンで

二
つ
員
の

県立高校である新柴高校

宋

下
康

笠
)が'新
1年管

ク

ラ
ス

(
11宍
(=

宅
)墨
一へ

新羽町
に四

押き
れます.当攻は､8間

際

理解軟帝の推並

②特別活動の漁祝誉めさ丁辱ユニ

ークだ革額づく菱きれ去ノと
しています.又'裾股は､周

讃

塊との甜

和をはかるため､できる だけ低月化し'広川誓監所に投げ

てお墓丁｡それとともに'地区

のシンボルとして皆亡んに親しま

れ貫高さ二十軟メートルの
畑

¶塔には､オランダから収DIEzせ

墓
ノヤイムが汲けられ甲レい

メロディーが流されるa･1く噂北

ニュータウンにJheわしい色々な

工夫がなされています｡
なお'当硬は引き讐今年J)畑

兼工事が行われ'将来36学級とな

る耳舟へです.補批金筏の概だ帖赦軸m巧2

9､100平方メートルで､望R

坤が鉄筋コンク‖7ト造り四四愁

て'蛮血稗9'025平方メート

ル'体育館は鉄筋コンクリート造

旦1蘭遜て'延由額3'132平

方メートルです｡

余
熱
利
用
施
設
の
公
聴
会
開
催

現

在
諏
耽中の
ごみ軌跡
輔
の西帆

に
ご
み
袋

に
よ
り
轟
生
す
る
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
空
利
用
し
て
､
市
民
の
触
放
梱

粥

神
社
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

最

と
し
て
余
熱
利
用
放
牧
を
即
せ
中

で
あ
呈

丁
.
施
牧
の
夢

に
つ
い
て

は
版
に
お
知
ら
せ
し
き
レ
た
が
'
こ
の

た
び
愈
軒
が
ほ

嘗
'
竜

野
博
し
考
つ
く
】著

群
可
宜

行
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
.
こ
れ
に
先
だ
も
､

本
流故
にか
かわ
る剰
沓舶
偵薪
の
万

力
の
加
岩
見
を
伺
是

め
の
Ⅶ
霊

即

法

に
基
T
V
公
聴
会
が
'
12
月
16
日
横

浜
北
農
協
本
所
で
馳
舶
き
れ
ま
し
た
｡

こ
の
施
取
は
'
①
型
爪
プ
-ん

①

老

人
珊
祉
セ
ン
タ
ー
①
地
区
セ
ン
タ
ー
①

仲
鞘
垂
研
従
僕
我
セ
ン
タ
I
の
誉

体

と
し
て
針
脚
き
れ
て
い
ま
す
が
'
計
個

粕
の
実

刑
頓
が
'
琴

1地
底

援
用

輩

で
あ
り
'
1
部
の
も
の
が
用
途
胤

余熱利用施投 公 帯 金

限
岳

す
る
な
ど
の
た
め
こ
の
公
1時

金
が
∬

ざ
れ
ま
し
た
.

公
漉
き
は
､
莞

川
名
'
服
飾
町

内
会
長
管
主
と
し
た
歩
y
人
7
名
の
出

稀
を
柑
て
'
各
公
述
人
､
参
考
人
か
ら

硫
川
と
し
て
宗

で
あ
る
旨
の
意
見
陳

述
が
行
わ
れ
塞
了
い
た
し
ま
し
た
｡

こ
の
後
'
本
件
は
､
懲
蛮

蓋

に

野
P
爪
､
阿
兼
禿
会
の
同
意
老
婦
て
懲

套
可がt
lさ
れ
さ
し
た
.

な
お
施
政
の
内
奴
等
に
つ
い
て
唱

本
聾

に
和
警

れ
て
お
り
妻
す
の

で
御
参
照
下
さ
い
.

お

知

ら

せ

発
仙
ニ
rtI
タ
ウ
ン
内
に
土地
を

お
持
ち
V

保
安
所
整

蓋

ぎ

れ
る
万
昭

次
の
条
件
に
よ
史
比
生

属
児
蒸

W
朴
蔀
保
宗

一
取

(諺

六
七
1
エ

≡
充
八
)
で

ご
相
淡

に
応
じ
て
お
り
麦
す
.

太
市

民間
保
男
所
要

廿
尋

の
補

助
を
受
け
る
こ
と
も
可
鴨
で
す
.

)
'
牧
止
考
は
'
社
壷

準
人
を

改
正
す
る
.

二
､
革
器
か
岨
作
成
の
良
質

｢
木

冊
(窓
口
民
仲
店
兇
変

施

行

規

程

･
事

業

計

画

変

更

の

縦

先

行

わ

れ

る

胞
和
五
十
八
年
一
月
二
十
五
日
か
ら

二
月
七
日
ま
で
'
住
宅
･
都
市
蕪
仰
公

団
懲
北
開
祐
局
に
お
い
て
､
讃

Ⅷ
際

悩
郡
悪

事
米
桝
盗

新
都
市
井
1

机
区
及
び
R
L
l地
区
の
施
行
善

変

更

(珊
l
固
)と
事
媒
計
画
の
変
里
(前

l一tg
)
の
粍
先
が
行
わ
れ
ヰ
C
た
｡

こ
の
耗
書
は
'
住
宅
･
都
市
防
衛
公

団
法
第
E
]十
1
条
に
基
づ
き
楚
故
大
臣

が
行
っ
た
も
の
で
す
が
'
今
回
施
行
者

で
雪

住
宅
･
都
市
粟

国
が
行
な

お
う
と
し
て
い
る
監
児
の
う
ち
'
施
行

亀

戸施す
る
監
実
時

甲
和
五
十
七

年
十
月
二
日
の
士
抄
且
別
杯
製
法
の
一

部
番
什F
揮
っ
て
､
施
行
零

梁

区 役 JL 名 氏 名

小川也L左 中川住民器軍書蓋奉 it 金 子 保LIT 九 政 治性 ○ 書 JL井 手 足 音

空 Jg 蛋 芙

宅 諾 実 実朋 u ?_休ト Lb # 治長 次 超 音大 久 保 正 治小 一コRL) 企 三内 iJ 廿 +

◆u]也tS 新田地区対策仏議会会端岡 副 会長 lLJ Jt 光 雄df rEl 畔 姓森 L = 沖秋 元 耳 作

柿mJb旺 悪晋賢基惣一司 PJ全 土主事 山 IJl王佐一書A甘★良 谷 惜 三 体D .J_ 二王R iI搾 油金 次7F ft 連盟 蓬

専 門 委 A 会 委 A 名 簿

役 七 名 rt. (. 地 Li

呼集対+ill企 SLl&p一重凸良畢 l1大久保久夫宵 Ftl咋J*芙 裂妄代芙iI O +芸 志罵空相 沢甘地斉 弥p-～il茶 菓高空 中 川瀬 皿柿 u]山 内中 川■ Bl柿 Efl山 内

坐描.対■軍Jl会 番 L1長潮車Jl長野 11 宮 川a +義 吹 林 田中 川新 EZl山 内中 川薪 EZl鹿 田山 内

拍

lllEf)井川西山島村沼rI1藁谷望せ盟普知金L*X tI肪火付

■A那+8ll台 賓fl長pJ*且兵卒11大矢知述叢書蓋琵要語産前'ELrltilタJ 山 内中 川+ ttl市 Efl中 川* udLH1山 内

18台以練J8円垂A卓がrMかれ歩 A 長､PJ串n
井が頚出されましたのでお知ら せ しまナ.

金
に
轡
①
条
項
を
ま
空
す
る
こ
と
と
､

公
共
満
配
蓋

金
の
専
人
に
よ

曇

る
l
部
の
条
項
の
打
撃
を

行
う
LJ
♪
尊
が
内
申
こ
な
つ
て
い
ま

チ
.u

Y
芸

計
廻
.嫡
す
る
g
兄
は

防
衛
五
十
五
年
四
月
二
十
八
日
に
Ⅷ
批

大
臣
の
b
華
寵
可
塞

け
た
事
業
計
画

を
､
公
共
施
設
に
つ
い
て
の
権
利
者
と

の
閃
蜜

の
頼
光
に
基
づ
き
放
射
の
l

部
を
要

し
卓
ノ
と
す
る
も
の
と
'
‡

地
の
肇

新
た
に
放
言

ノ
と
す

る
も
の
串
が
そ
の
寺

内
等

す
.



生

活

利

入
居

に
伴
い
日
常
生

括
に
必

賓
な
サ
ー
ビ
ス
は
'
近
熊
セ
ン

タ
ー
で
得
ら
れ
ま
す
｡
地
権
者

が
生
活
再
建
対
策
と
し
て
進
め

て
い
る
商
業
業
務
施
設
の
他
.

診
療
所
と
し
て
内
科
小
児
科
'

環
形
外
科

(小
外
科
可
能
)
､

便

施

設

歯
科
が

入
居
に

合
わせ
開
放
で

き
る
よ
う
串
傭
さ
れ
て
い
ま

す
｡
な
お
'
こ
れ
ら
の
施
牧
に

つ
い
て
は
人
口
の
定
肴
状
況
に

伴
っ
て
よ
り
充
実
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

公

園

･

公
園

や繰
道

は

ま
ちづ

くり

の
薮
伽
に
合
わ
せ
'
故
地
達

成
'
同
地
姫
仰
､
施
牧
姫
櫛
と

段
階
的
に
工
事
が
進
め
ら
れ
ま

す
｡今

回
の
供
用
開
始
地
区
内
に

も
'
地
区
公
園
1
ヶ
所

(南
半

緑

道

等

分
両
研

約
2
9
､
0
0
0
.F)'

児
丑
公
国
8
ヶ
所

(姥
両
所
約

1
3
'
8
0
0
.k
)'
操
道

(延

長
約
1
0
0
れ
)
が
爪
次
並
備

さ
れ
る
予
定
で
す
｡

集

合

荏
田

地
区
の
つ
の
ブ
B
y
ク

で
'
住
宅
･
都
市
並
傭
公
田
､

市
'
爪
の
住
宅
供
給
公
社
の
三

者
が
雑
食
住
宅
1
㌧
1
0
4
戸

を
建
設
し
て
お
り
ま
す
.
い
ず

れ
も
分
辞
住
宅
で
'
3
L
D
X

(約
80
J
)
'
1
L
D
K

(節

住

宅

90

J
)
と
な
っ

て
お
り
ま
す
｡

入
居
開
始
は
8
月
以
降
の
予
定

で
'
叔
初
の
姉
娘
は
'
5
月
明

に
な
る
予
定
で
す
｡

15ブロック♯含住宅

は

じ

め

に

港
北
ニ
rt-
タ
ウ
ン土地
区
画
並
理
本
業
は
'
昭
和
E)十

九
年
に
本
業

の
欝
可
を
え
て
事
業
に
好
守
し
て
以
来
'
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
着
々
と
前
進
を
し
て
お
り
ま
す

が
'
い
よ
い
よ
第
二
地
区
の
図
示
の
部
分
約

一
〇
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
地
域
が
3
月
兼
か
ら
栃
次
供
用
を
開
始
す
る
は
こ
び

と
な
り
ま
し
た
｡
今
月
号
は
､
こ
の
節

一
次
供
用
朋
始
地
区

の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

-

編

集

部

-

荏田地区供用開始区域図

ijiji等宅BE
BF投
投
放

任住暮
JJl
暮
暮

放せT
It暮書
化
汝

I■_
<l__
t
r

圏囲□
圏内山田
Ⅶ
皿

供
用
的
始
に
あ
た
り

お
額
い

擁
丑
の
新

設
･
改
造
･
増
棟
を

さ
れ
る
方
へ

嚢

笛
川考
は
か
る
た

め
に
､
L
#
の
賓

や
改
海
･相

S
墓

､
竃

mJノEZッ

ク
iJM

M

tJ.

Att

.
～
V
k腺
肘掛輯
㌢

転

Y

2

哨
邦
イノt1タ
嚢

の
上
〆



土

地

供
用

開
始地
区
に
は

'土
地

区
画
並
理
事
業
で
並
儲
さ
れ
る

正
路
､
公
国
帝
の
ほ
か
､
入
居

に
伴
い
必
葬
と
な
る
生
活
利
便

施
設
の
た
め
の
近
隣

セ

ン
タ

ー
'
小
'
中
学
校
等
の
公
益
的

施
設
用
地
が
あ
り
ま
す
｡

又
'
住
宅
用
地
と
し
て
は
'
計

利

用

画

的
に建
放
さ

れ
る雑
合
住
宅

用
地
'
斡
般
道
路
沿
い
の
共
同

住
宅
等
用
地
､
戸
ie
lが
主
体
と

な
る
1
般
住
宅
用
地
が
あ
り
'

そ
の
ほ
か
こ
れ
ら
の
用
地
と
は

幹
廉
道
路
な
ど
に
よ
り
分
推
さ

れ
た
工
場

･
弁
座
等
用
地
が
あ

り
ま
す
｡

教

育

施

設

等

ま

も

づ

く

り

の
目
標

ま
ち

.つ
く-
も
い

よ
い
よ
基

盤
並
偏
の
段
階
か
ら
'
建
物
づ

く
り
等
を
通
じ
新
た
な
生
活
の

敏
を
集
い
て
行
く
段
階
へ
入
っ

て
行
く
こ
と
と
な
り
ま
す
｡
そ

こ
で
'
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
を
良
好
な
環
境
の
魅
力
あ
る

ま
ち
と
し
て
実
り
豊
か
な
も
の

と
す
る
た
め
'
①
緑
の
環
境
を

叔
大
隈
に
保
存
す
る
ま
ち
づ
く

h
′②

.
ふ
る
さ
と
4.
を
し
の
ば

せ
る
ま
ち
づ
-
&

安
全
な
ま

ち
づ
く
り
◎
揃
い
水
準
の
サ
ー

ビ
ス
が
終
ら
れ
る
ま
ち
.つ
く
り

と
い
う
基
本
方
針
を
ふ
ま
え

'

研
和
の
あ
る
美
し
い街
づ
く

り
'
歴
史

･
風
土
を
継
承
す
る

街
づ
く
り
'
捨
土
か
な
街
づ
く

り
な
ど
を
め
ざ
し
て
'
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

こ
の
た
め
'
公
的
な
都
業
者
が

建
設
す
る
雑
食
住
宅
や
公
益
施

設
'
利
便
施
設
な
ど
に
つ
い
て

は
'
設
計
の
段
階
で
調
整
を
行

い
'
ま
ち
づ
く
り
の
日
棟
に
沿

っ
た
施
設
づ
く
り
を
実
現
す
る

方
針
で
す
｡

一
方
'
民
有
地

に
お

い
て

は
'
建
築
協
定
等
の
締
結
等
に

よ
っ
て
'
過
液
化
と
用
途
の
混

教
育

施
設
と
し

て
は
､
中

学

校

一
校
､
小
学
校
二
枚
が
本
年

9
月
の
桝
校
に
向
け
'
地
紋
が

埴
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡
そ
の
ほ

か
保

育
所
1
ヶ

所
が来
年
の
卵

殻
を
め
ざ
し
て
串
仰
さ
れ
て
お

り
ま
す
｡

左 .軒12小学牧 石 ･第6中学校

在
等
を
未
然
に
防
止
し
'
ま
ち

づ
く
り
の
長

を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
'
皆

様
方
の
よ
り

T
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
｡

道

路

及

び

交

通

手

段

地
区

内
の交
通
は
幹
線
道
路

区
画
道
路
'
及
び
渉
行
者
呼
用

並
終
に
よ
り
'
各
々
の
鞍
花
が

効
率
的
に
果
せ
る
よ
う
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
｡
こ
の
う
ち
特
叔

道
路
は
新
横
浜
元
石
川
娘
が
も

っ
と
も
整
備
が
進
ん
で
お
り
'

一
部
半
幅
且
で
す
が
へ
国
道

2
4
6
号
娘
か
ら
新
横
浜
ま
で

の
全
銀
が
開
池
す
る
の
を
は
じ

め
'
横
浜
上
麻
生
親
､
中
山
北

山
田
g
iの
F
柾
が
開
通
す
る
予

定
で
す
｡

ま
た
新
し
い
拭
み
で
あ
る
人

と
珠
の
共
存
空
E
I
n
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
道
路
が
独
立
住

宅
地
の
一

部
に
帝
人
さ
れ
て
い
ま
す
｡

交
通
手
段
と
し
て
は
､
既
存

の
バ
ス
路
線
に
加
え
'
典
合
住

宅
入
居
に
合
わ
せ
て
田
園
都
市

穀
の
市
が
尾
駅
､
江
田
釈
'
国

鉄
新
秋
浜
駅
へ
連
絡
す
る
バ
ス

路
穀
が
新
設
さ
れ
､迎
勤
･通
学

の
足
を
確
保
す
る
予
定
で
す
｡

コミュ二イチイif緒



審
議
会

だ
よ
り

℡第

一地
区

付

A
郡
75
回
'
12
月
8
日
開
催
∀

3'
仮
換
地
指
定
の
萄
5

12
月
1
日
付
で
効
力
発
生
し
た
加
件

の
仮
換
籍

定
に
つ
い
て
､
通
知
し
た

旨
の
朝
百
が
行
わ
れ
た
｡

二
㌧
仮
称
軸
指
定
の
事
前
説
明

今
後
仮
毛

指
定
の
予
定
さ
れ
て
い

る
帝
山
田
(そ
の
1)
､
(そ
の
二
)

工
区
内
の
仮
払
鵜
に
つ
い
て
'
鮭

･

減
歩
率
串
の
規
明
が
行
わ

れた勺

三
'
仮
寒

指
定
の
野
間

先
行
既
用
宅
地
の
う
ち
､
北
山
EE11

(そ
の
2
)
I
(そ
の
3
)
工
区
､
牛

久
保
10
干上庄
(そ
の
2
)
'
及
び
牛
久

保2壷
(その2)の50回
他
に
つ

い
て
へ
仮
換
地
相
程
の
照
問

(邦
1

回
)
が
行
わ
れ
へ
駅
東
に
興
凝
な
い
旨

答
申
が
行
わ
れ
た
｡

,
]
.
.>
･

.

-

I
..
.

EI.
先
行
使
用
冠

の
工
革
ス
ケ
ジ
r]

.-軽
は
'
小
春
例
会
を
汲
博
し
て
横
町
す

る
こ
と
の
了
解
が
得
ら
れ
'
10
名
の
垂

貝
が
讃

き
れ
た
.

六
'
串
累
計
凶
夢

(
邦晶
)

氾
路
の
新
蚊
･廃
j
'
及
び
悪

域
の
決
定
を
三
品

と
し
た
節
晶

串

韮
針
凶
変
望
に
つ
い
て
､
そ
の
概
容
の

胡筈
が
行
わ
れ
た
.

ま
た
'
公
団
名
称
変
更
並
び
に
区
画

を

法
の
1部
改
正
に
伴
う
施
行
規
程

の
匹
見
に
つ
い
て
撃
古
が
行
わ
れ
た
｡

事
業

対
策

委
4(
会

Jlll-
昭和58年3月

A卯1画'12月10日開催)･

虎初に叫委員会の正副委員長の
選任が行われた｡(1面参照)

裁いて新妻角立及び市･公団からのあいさつの扱'串英対熊秦月余の放射事変及び浩加方針についての枚肘に入り'ます従来の検討tB現である①工事進行行程の管嘩②62嘉辰スケジュールに岨差して箸樹瓜'①その他

(土
地
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
等
)

を
継
続
す
る
こ
と
が
確
托
さ
れ
た
｡
ま

た
新
た
に
､
粥
用
朗
始
の
年
度
計
画
等

が
撃

れ
た
｡

な
お
､
次
回
か
ら
従
前
ど
お
り
'
串

非
対
無
香
料
金
に
は
'
各
地
区
旺
副
会

長
に
も
由
席
し
て
も
を
フ
こ
と
と
な
っ

た
｡

生

活

対

策

委

Å
会

A
節
1
回
'
12
月
18
日
開
催

5,

戊
都
に
妻

の
正
副
葦

の
lは
'
一般
宅
地
の
t
;抑
刺
用
の
取
扱

選
任
が
行
わ

れ
(

1両
参
照
)
'
垂
tE

長か

ら
の
あ
い

さつ
が
あ
っ
た.

続
い
て
重
用
金
は
叫責
､
次
の
事
項

老
視
附
し
て
い
く
こ
と
に
な
った
｡

の
ま
ち
づ

くり
協
定
に
つ
い
て

②
税
金

に
つ
い
て

③
財
団
法
人
･海
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
生

活
対
策
協
会
の
活
動
状
況
に
つ

いて

A
節
2
回
'
1
月
2
E]開
催
>･

Cf初
に
財
団
法
人
･軸
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
違

対
席
協
会
か
ら
､
協
会
の
日

的
･活
動
攻
寄

に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
｡

続
い
て
新
十日
田
'
荏
田
'
両
工
過
･

食
皿
等
地
区
の
ま
も
TV
り
協
定
に
つ

い
て
横
地
朝
告
が
行
わ
れ
た
｡

‖
兼

業
対
策

委
Å
会

…

A
郡
1
回
'
12
月
24
日
開
催
>･

頗
初
に
当
番
月
余
の
正
副
黍
周
長
の

適
任
が
行
わ
れ
た
｡
(
1面
容
旅
)

続
い
て
新
香
艮
良
か
ら
の
あ
い
さ
つ

の
綾
､
鹿
苑
対
熊
委
員
会
の
検
討
帝
切

及
び
活
動
方
針
に
つ
い
て
の
検
討
に
入

り
'
ま
す
窮
余
農
地
関
係
で
は
'
耕
土

の
間
期
､
供
用
開
始
に
伴
う
正
機
中
人

に
よ
る
深
耕
の
問
親
へ
供
用
開
始
予
定

年
度
の
避
九
の
哲

萄
が
､
そ
の
他
で

1
月
14
日
､
荏
田
町
の
柚
木
谷
戸

糾
未
墾
P
で
は
'
こ
の
行
邸
を
引
き

で
も
'
と
ん
と
嘉

行
わ
れ
ま
し

継
い
で
ゆ
く
人
､
世
蕗
を
す
る
人
'
蜘

た
｡

所
を
確
保
す
る
こ
♪
導
が
'
む
づ
か
し

地
域
に
よ
っ
て
多
少
の
ち
か
い
は
あ

く
な
っ
て
い
る
よ
っ
で
す
｡

幻
ま
す
が
'
こ
の
行
申
は
'
お
正
H
の

｢来
年
は
'
ど
こ
で
や
れ
る
か
な
｣

門
松
や
お
飾
り

物
へ
開
眼
を
入

れ
た
m

'
書

可

荏

田
町
柚
木

の

ど

ん

ど

や

き

^
荏
EE
町
軸
木
に
て

い
'
市
街
化
且
域
内
農
地
へ
の
市
の
補

助
串
謀
の
制
度
化
等
に
つ
い
て
据
超
が

あ
り
､
親
船
さ
れ
た
｡

ま
た
'
純
金
農
地
の
蔑

呼
に
つ
い

て
は
､
必
腎
ル応
じ
て
北
腰
協
'
市
北

部
健
政
申
務
所
'
県
康
胡
改
良
茸

所

串
に
も
､
金
巌
へ
の
出
席
を
世
知
叩す
る

こ
と
と
Lj
つ
た
｡

t･{お
次
回
は
'
蛸
島
僻
地
利
用
協
定

運
営
連
絡
協
議
会
と
の
合
同
金
蔵
を
珊

き
'
節
1次
供
用
開
始
を
ひ
か
え
て
､

嫌
合
農
地
の
只
体
的
琴

今
嘘
の
迎

世
零
に
つ
い
て
協
瀧
す
る
是

で
あ

る
｡

住
居
表
示
検
打
委
且
会

A
邦
8
回
､
1
月
17
日
開
催
V

1.
駅
案
に
対
す
る
町
矧
等
の
地
区
別

御
荘
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
｡

二
'
昭
和
58
年
度
の
住
居
寧
不
契
施
区

域
及
び
町
制
へ
新
町
名
の
設
定
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
'
了
承
さ
れ
た
｡

三
'
ニ
ユ
～
タ
ウ
ン
劫
区
の
住
居
琴
不

の
基
本
的
な
琴
T(方
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
｡

四
'
型
孟
肌き
加
区
脱
調
警

進
め
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
'
仕法
琴
不
爽

瀬
の
工
讃

明
が
あ
っ
た
.

交

通
問
題
妻

qt
会

A節7回'
12月21日開催Ⅴ

]'
地
下
鉄
3
号
掛
の
そ
の
後
の
縫
避

に
つ
い
て

現
在
､
横
浜
-
新
税
訴
問
は
59
年
度

完
成
菅
め
ざ
し
'
約
80
%
の
進
捗
を
み

て
い
る
が
､
新
柿炭
-
あ
ざ
み
笛

の

免
許
に
つ
い
て
は
'
遵
柵
S]に
折
衝
中

で
あ
る
が
'
財
軟
状
況
が
悪
化
の
中

で
'
新
線
に
つ
い
て
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
と
胡
告
さ
れ
た
｡

二
'
蛸
合
住
宅
入
店
に
伴
う
バ
ス
輸
送

の
そ
の
奴
の
帯
渦に
つ
い
て

架
台
住
宅
入
居
者
へ
の
対
応
と
し

て
'
新
横
浜
駅
-
江
田
駅
'
江
田
駅
-

市
ヶ
尾
駅
の
2
相
巌
を
計
回
し
て
お

り
'
関
係
名
と
汎
軽
に
入
っ
て
る
｡

三
'
糞
株
の
概
要

地
下
鉄
且
つ巌
間
胤
に
つ
い
て
は
'

速
急
と
の
折
衝
､
な
顎
地
区
の
好
垂
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
質
問
が
付
さ

れ
'
1膚
の
努
力
が
確
認
さ
れ
た
.

バ
ス
柵
送
閉
局
に
幽
し
て
は
､
新
路

恩
が
引
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
現
踏

段
が
間
引
か
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

と
の
芸

が
な
さ
れ
た
.

〝オ
ッビ
キ
ど
し

ど
し

オ
ッ
ビ

キ
ビ
ー
〟
何
や
ら
恐
昧
不
明
の
呪
文

み
た
い
だ
豆
勾
取
が
立
っ
て
い
た
こ
と

は
'
ご
記
憶
の
方
々
も
多
数
あ
る
こ
と

と
存
じ
暮
す
｡
(符
に
都
田
地
域
の
方

々
に
)
と
､
申
し
上
げま
し
て
も
あ
ま

slに
も
店
突
の
晦
で
'
さ
っ
ぱ
り
分
ら

な
い
こ
と
で
し
ょ
.フ
が

｡

去
る
陥
和
00
年
初
め
の
頃
と
記
憶
し

て
お
堂
等
す
｡
当
時
'
公
民
が
四
割
の

土
発

行
月
収
時
点
に
遡
る
蕗
で
す
.

そ
の
頃

都
田
農
協
の
入
E]に
立
っ
て

い
た
雷

の
中
の
1句
で
あ
り
'
表
現

の
童

は
わ
す
れ
ま
し
た
が
'
そ
の
磯

野
は
次
の
よ
う
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
お

I
,～

,'
〝協
力
農
民
票

よ
､
今
は
お

百姓

様
で々
す
が
'
や
が
て
百
姓
様
に
t･{

st､
次
は
百
姓
に
な
S(
つ
い
に
は
'

偶
成
を
み
る
の
は
協
刀
名
で
あ
り
ま
す

よ

〟
と
い
う
愚
昧
の
文
で
し
た
.

当
時
の
世
相
に
噴
か
れ
た
宮
酸
に
'

｢正
旺
も
の
に
は
偶
成
を
み
さ
せ
ぬ
｣

と
市
長
が
善
っ
た
と
か
?

｡

し
か
し
私
は
消
す
こ
と
の
で
き
ぬ
に

か
い
思
い
定
休
換
し
て
い
る
一人
で

す
｡
そ
れ
は
､
あ
の
文
書

の
互
首
の

意

が
爽
警

し
て
じ
わ
じ
わ
と
肌
に

感
じ
ら
れ
て
く
る
昨
今
で
あ
slま
す
.

そ
の
舛
休
的
な
帯
は
次
回
に
紀
逃
し
ま

す
勺さ

て
､
削
回
に
ひ
き
続
き
ま
し
て
､

｢警

り
協
定
｣
に
つ
い
て
似
考
菅

申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
'
よ
ろ
し
く
ご
軒
郡
を
お
願
い
梁
し

ま
す
｡

増
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
革
荻
推
進
爪諾

協
混
会
の
誕
案
す
る
｢
一般
住
宅
地
区

街
つ
く
り
協
定
集
｣
な
る
資
料
(こ
の

集
は
'
英
は
内
容
が
も
sh
だ
く
さ
ん

で
､
串
欝
の
意
味
を
ど
フ
把
握
す
る
の

か
難
解
な
記
述
や
埋
爵

な
解
説
､
権

利
関
係
に
抵
触
す
る
の
で
は
L<
か
ら
っ

か
と
現
タ
と
れ
る
点
が
明
紀
さ
れ
て
あ

呈

丁
)
の
只
体
刑
を
引
用
し
ま
ナ

と
'
そ
の
I
と
し
て
｢駅
集
へ
純
粋
な

住
宅
地
に
し
き
ヱ

u
.(
I
ジ
の
写
共

の
引
用
は
､
明ら
か
に
釈
用
で
は
な
い

か
と
感
じ
ら
れ
ま
す
.

そ
の
琴
田
と
琴
レ
ま
し
て

川
惣
菜

基
準
怯
琴
二田
'
用
途
地
域
､
節四
十

八
条
よ
り
瓦
十
九
条
ま
で
に
定
め
ら
れ

て
妻
す
き
っ
に
'
土
地
利
用
の
範
囲
は

明
文
化
さ
れ
て
あ
聖
ます
.

切
区
威

解
誕
迂
及
び
宅
造
法
に
も
恨
低
4
･5

米
以
下
の
道
路
肘
の
旭
松
は
あ
り
ま
せ

ん
.
等
<,の
野
田
に
よ
り
､
写
共
の
よ

う
な
祉
物
の
混
在
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
も

っ
と
も
例
外
は
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

か
｡
そ
の
引
用
例
の
2
と
し
ま
し
て
ー

す
る
省
の
1人
で
す
が
｡
何
か
先
晩
的

揮
舶
'
観
高

祖
奴
漁
と
で
も
茨
現
さ

れ
ま
し
ょ
.っか
､
そ
ん
な
感
じ
を
強
く

持

つ名であ
り
ま
す
｡
他
の
性
姐
に
幻

揃
き
れ
､
抜
目
'
聯
誉
か
む
､
轍
字
か

む
脚
を
二
度
と
拙
り
か
え
し
た
く
t･{

い
と
強
く
考
え
て
い
る
著
の
1人
で
あ

り
ま
す
｡

そ
の
異
体
的
蓋

と
し
て
次
の
J+
っ

t･{或
る
人
の
問
い
が
あ
り
暮
す
.

｢現
行
法
で
苔
見
守
れ
な
い
の
に
'

何
が
故
に
そ
れ
以
上
の
も
の
(規
制
的

な
協
定
)
を
野
入
る
必
嬰
が
あ
る
の

か
｣
と
｡
こ
の
間
に
対
し
､
今
だ
に
解

答
の
宮

粟もあり
ま
せ
ん
｡

港北ニュータ
ウン雑感

経区川和町宮川金次

rt愁典物の制限串八条3郊薬物の故地うんぬん｢その面鏡を碍小面額とする｣と明記されてる処の意味'内容を推理的に欝致しますと'仮説ですが'その住宅地(土地は､分率も合筆も禁止されてはいませんが)は'仮に分難して所有権移垢､あるいは転売した場合に協定が締持されてますと'愁物が苦られないとi･つよ･つな例が為生する司祭内包しているのではないかとの疑念が在

ry手丁.

金津にソフトムードのⅤ命で熊取されているttの男重く屯

祉
染
物
に
朗
す
る
独
立
的
だ
意
味
あ
い

の
深
い
立
法
で
あ
り
'
そ
の
方
東
は
'

原
則
的
に
は
土
地
と
は
切
り
札
さ
れ
て

い
る
の
が
'
行
政
当
局
の
姿
勢
の
よ
っ

で
あ
り
ま
す
｡

以
上
の
き
つ
に
こ
の
協
定
案
の
院
案

に
は
'
充
分
に
照
応
っ
て
い
な
い
点
が

内
包
き
れ
て
い
るよ
.っ
LJ
感
じ
が
放
し

ま
す
｡
故
に
､
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て

も
熊
野
玩
味
'
自主
通
釈
へ
そ
の
も
の

が
何
で
あ
る
の
か
'

ご
検
肘
の
必
辞
が

あ
る
の
で
は
な
か
ら

フ
か
と
(私
が
そ

の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
の
か
も
存
じ
ま

せ
ん
か
.
ご
容
赦ね
が
い
ます
.)牽
っ

る
⊥窮
粟
で
亡
き
いま
す
.

F焚
)
に
毒
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で

L

t脚
か
れ
'
同
会
札等
出
孟

た
∬寛
や
一

川
畑
岬

e

q
畑

ノ



丁 ~

壁
rして
箸

箪

①
そ
の
他
一
霧

L妻

の
一は'
一浪
弓
形
の
t
的

刺川の取
扱

…呈

丁
)
の
zf体
刑
AJ削
用
し
ま
す
b
き
れ
て
い
点

の
封
皇

く
馬
も
次
茶
で
1l貰
い
圭
丁
.

~

l
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去
る
3
月
16
日
'
57
藁

用
朗
始

区
域
の
蔑

H
碧
空丁
に
伴
い
､
旦
好

な
蔑

工
事
を
稚
肱
す
る
た
め
合
同
検

達
が
行
わ
れ
き
し
た
｡
対
象
区
域
は
節

二
資

丙の約8(ク貞Iル
P
'
倹

禿
内
容
は
､
毒

､
捕
W

排
水
施

設
､
区
岨
東

川の
棉
準

Si凶
及
川漁

火
蛭
へ
肪
火
水
刑
の
位
喝

柵
-苛
に

つ
い
て
藷
的
基
準
に
適
合
し
て
い
る

か
ど
っふ
最

終
し
た
も

のPr検
証

i秩局令

の
招
桃
'
識
苔
と
秘
め
ら
れ
ま

した｡

由
同
根
丑
は
､
都
田
か
脚
句

題叫

后
'
下
水
)山局
､
潜
北
･月
の
土
木
申

務
所
及
び
消
防
局
の
各
晩
発
部
局
の
枚

歪

に
よ
曳
け
わ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
合

同
検
証
が
掃
わ
れ
る
以
肌
に
各
局
で
は

嘉

竹
串
羽
の
枚
禿
き

行
っ

ており'金歯
の苗
圃
枚
丑
が
佃
柿
的

牽

く
く
わ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す
.

仝由
の

合同検茸は
､
宅
地
遭
成
符

規
制
法
那
十
二
条
(エ
串
完
了
の
検

士
)
に
善
づ
いて
行
わ
れ
た
も
の
P
､

3
月
謝
日
に
坂
詰

附証
が
工
事
の
施
行

者
で
あ
る
住
宅
･都
市
･摂
仰
公
団
に

交
付さ
れ
諌
し
た
｡

【宅地正

成ヰ規制法
】

弟
一条

こ
の
薙

喝

璽
成

に
伴
い
か
け

くすれ又は轟の流出

掌

る
お
そ
れ
か
野
し
い
市
街
舶
又

は

而宅となそっと
す
る
土
瀬
の
区

域
内
に
お
い
で
へ
宅
地
農

に
幽
す
る

エ
申
年
に
つ
い
て
災
苔
の
防
止
の
た
め

必
k
･1割
制
審

ンこ
と
に
よ
り
'
恩

民
の
纂
及
び
肘
甜苛
触
F
も漁
す
'

も
っ
て
公
共
の
柑
祉
に
等
掌

る
こ
と

農

ナ
チ
る
｡

郡
十
二

条
譲吉
は
､
工
申
豊
北

了
し
た
場
合
に
お
い
て
は
(中
略
)
検

K]塞
け
な
け
れ
ば
な
短

い
｡

｢
工

場

倉

庫

地

区

｣

で協定
調

印
へ

去
る

3月13日
に
新

慧舟
山

抄d
蔓
の

金
耳
金
鵜
島

託

が
行
わ
れ
き
し
た
｡
金
脈で
は
'
護

対
席
重

秀舛長の
あ
い
さ
つ
に
親

き
'
検
討
経
過
の
胡筈
と
協
定
の
内
容

現
朋
か
行
わ
れ
､
協
定
文
が
確
放
さ
れ

る
と
と
も
広
川式
協
定
迎
墨

の

秀
月

が淵謂きれ
草
レ
た
.

新
吉
田
の
初
恋

伊は
'①謎
物

の
州
小
欺
粘
E3機
を
つる
0
貰

(約
00
坪
)
①
幹
Sti
宏
川に接す
る
放

他
流
卯
に
は

中の
…甲
ハロ
を
朔
化止
血牡

血
塊
･荷
嘉

は
敷
地
内
に
他
姓

①
叔
袋

は
10
豊

m富
川住
宅
の

蕪
止
な
ど
蛮
額
に
つ
い
て
一定
の
用

途
制
限
の
隣
地
塊
界
か
ら
の
セ
ッ
ト
バ

ッ
ク
は
1
㍍
以
上
①
併
用
itl宅
の
住
居

努

の
両
横
は
1
つ石
器

肌以
下
と

す
る
こ
と
な
ど

が寿内容にt･+つて

い
ま
す
｡

R
y
圧
出
地
区
に
お
い
て
も
'
去

る
3
月
24
日
に
壷

合
川
野
地
比
和惑

協
定
の
義

朗
会
が

行われ､根附

縫
池
の
都留
と
祉
撃

の内野現肌

が
あ
り
'
協
定
案
が
丁
兼
さ
れ
ま
し

た｡
今
後
は
､
運
葦

の
細
則
由適

用
美
神
農

射
し
た
唆
､
近
く
刑
印
式

が
行
わ
れ
る
蔓

で
す
｡

阿
劫
且
の
凄

定
は
'
去
年
8
月

に
轟

兇
亮

金
の
十藤
に
よ
る
析

青田岳
の
妙
義

地
域
(T茄
■

山
等
舶
旺
)
対
歓
と
し
た
〝ま
ち
づ
く

息

定
″
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
､

(ニュー
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
札
66
1面

戻

)

その後'地
区
別
に
そ
れ
ぞ

れ
牧
肘
が
正
ね
ら
れ
て
き
た
も
の
で

チ
.所

論由
地
区
で
は
'
15
人
の

塁
一

向
重

し
'
9
月
か

ら4画の俄附

孟

氾
た
喝

11
月
に

嘉
例会か 園

か
れ
'
蔓

凶
荒

た
費

や

様
正
集
を
も
と
に
12
月
か
492
月
に
か

け
て
髪

の
成
東
つ
く
Stが
准
め
ら
れ

御
伽式
の
迎
貰

り
ま
し
た
.

一方
'
祥

由地区蒔
抄且内管

三
つ
の
グ
ル
ー
ブ
に
分
け
､
9
月
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の

グル

ープ別
に

延べ8回

に
わ
た
る
枚
肘
の
扱
､
三
班
合
同
の
役

員
に
よ
る
罫
兇
調
薮
が
2
月
か
ら
a
月

に
か
け
て
行
わ
れ
'
金津
脱
明
会

に至

り
ま
し
た
｡

懲
肇

の
節
籍
に
.ち
'
閃
抄
且

義

､
よ
h虎
化
さ
れ
'

隼
･由
等

生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
の未
然

防止や税煤けとの勿璃傑
蓋

ら

れ
t
等

全
体
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た

良
好
な
声
にな
る
こ
し′か
期
待
さ
れ
ま

す
｡

お
傍
杖
で
､
E]月
五
日
'
璽

同人護
甲
佐
W
･都
市
群
仰
公
fE]の
皆

こ
れ
か
畠

刀
し
て
行
き
た
い
と
魅
っ

挙
式
を
無
事
行
っ
こ
と
が
で
き
ま
し
故
の
ご
相
中
ご
支
援
P
r
誉

れ
た
現
て
い
享

.

た
.
珂
よ
hも
ま
ず
'
也
刃
の
皆
様
の
塊
の
中
で
学
校
嵩

を
始
め
る
こ
と
が

敦
官

僚
に
｢心
山都
で

'たくま

芸
)た
垂
せ
轟

申
し
ト汗
た
い
と
し
い
人
伽
藁

U｣
轟

け

ました｡

薪

栄

高

校

開

校

に

あ

た

っ

て

校

長

木

下

康

か
.知
育
･体
百
･徳
育
蓋

し
'
百

が
蓋

き
'
心
の
但
か
な
'
辛

い
LJと
も
樹
久
抜
い
て
行
け
る
qt...大
の

等
覇
業

て
る
こ
島

で
曹
た
ら
と

い
う
の
か
､
私
の
仰
い
で
す
.

件額
肺
封
に
は
､
那
Iに
｢丑

し

ろ
｣
量

っ
て
い
手

.
r裏

勉

強
空
しろ
｣
と
｡
偶
楚
忙
し.か
暇
位
と

思
い
ま
す
｡

臭
気
の
停
滞
哲
の
っ
て
も
'
日
本
は
か
S/っ
.
他
人
と
比
べ
た
蒜

刀
で
は

ご尽力
の
臓
物
と
､
取
4L･墓

に
代

まして心か
ら
御
礼
申
し
｣･げ
ま
す
.

また'横顔和郎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

荏
田
帯
塀
に
沢
t,ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
物
書
的
に
す
こ
ぶ
る
掌

れ
た
状
況
で
な
く
'
学
ぶ
こ
と
が
炎
し
く
な
る
き
っ

二
菅

の
石
塀
と
し
て
'
地
域
の
皆
様
す
.
そ
れ
に
立
あ
え
'
心
の
牢
レさ
e･追
葡
首

相
し
て
ほ
し
い
'
と
.
そ

♪
共
に
讃

す
る
学
校
畠

し
て
t
を
牢
e
す
串
牧
が
な
ん
と
多
い
こ
と
九
導

は
私
め
ま
せ
ん
｡
苧
し
い
こ

と
の
方
が
多
い
で
し
ょ
う
｡
だ
が
苦
し

い
こ
と
か
ら
逃
げ
出
す
･Liう
で
は
'
若

者
と
は
害
え
ま
せ
ん
｡

知
和
だ
け
で
は
即
､
知
性
か
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
.
Ⅷ罪
の
判

断
が
で
き
'
持
久を
和
し
､他
へ
の
心

い
や
り
や
将
来
毒

す
は
な
持
つ
t･6

と
が
伴
っ
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
｡
そ
の
た
め
'
生
徒
相
辞
に
並
点
を

旺
こ
う
と
'
先
生
方
と
決
め
垂
rし
た
｡

そ
の
他
に
､
習

時
胤
の
英
哲
の
時

Ⅶ
､
ク
ラ
ス
肇
1つ
に
分
け
た
閏
整
ハ

のW
r数学
に
小
型
の
コ
ン
ピ
ュー

タ
I
の
菅
ハな
ど
'
先
生
方
が
各
軟
斜

で
さ
ま
葺

工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま

チ
.ま

た
'
_<
の
｢文
化
の
た
め
の
一

%
｣
と
し
て
'
オ
ラ
ン
ダ
の
綿
か
厄
日

二面
利
八
肺
半
'
屋
の
一y

夕
方
五

将
に
警
か
な
や
色
轟

か
せ
ま
す
｡

EE陵
に
､
今
ま
で
の
由
か
い
お
刀
掠

え
に
正
妃
々

御々
礼
申
し
妻

す
と

共
に
'
唇

変
ら
ぬ
ご
支
接
の
桜
を

お
廠
い
申
し
上
げま
す
.

用

港北ニュータウン地域関連街緒並仲井 87q
l.33B万円 新横浜元石川鮫時限迎街路の泉源
井用,阜湘川河川改修に伴う価リよう架換兼用
港北ニュータウン朋連下水立並柵* 17dF

1.000万円 山田幹線等の地紋兼用
港北ニュ-タウン文化財tq玉井 5.950万円棚栽文化財発掘調査及び出土品並仰のための兼用

港北=ユータウン住居兼示生休事案* 5I2万
余円 弟一次供用開始に伴う一郎地域の住居表
示の爽施狭用
北部工場建設ヰ85せ3,887万余円 工場建牧

のための兼用

余熱利用施投等連投* 15dl.7TO万余円北
部工場の余熱を利用する複合施政等の費用

港北=ユータウン地域JL半頒興♯ 1億1,158
万余円 良薬専用地区の蝕薬用施設設置 等 の井

昭和58年度

港 北 ニ ュー タ ウ ン建 設 関 連 予 算

(あらまし)

港北ニュータウンM発A 7,181万余円 コJf薬

用尊連絡網艶.港北ニュータウン雄設関連群集

御衣､生活再捷対鞭､広報稚魚等作成,港北ニ

ュータウン中英推漣連絡協敷金運営等の兼用



は

じ

め

に

港北
ニ
ュー
タ
ウ
ン土地
区
画
並
理
事
菜
も
､
第
二
地

区
の
一
部
の
地
域
に
つ
い
て
'
三
月
東
か
ら
煩
次
供
用
が

開
始
さ
れ
'
新
し
い

｢
ま
ち
｣
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
｡

今
月
号
は
'
既
に
先
行
造
成
地
へ
住
ま
わ
れ
て
い
る
方

や
'
新
し
く
供
用
開
始
と
な
る
区
域
に
住
ま
わ
れ
る
方
に

現
在
の
心
境
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
｡

(
3
月
下
旬
取
材
)

-

篇

H

E
E3
-

質
問
項
目

①

土
地
の
用
途

③

現
在
の
心
境
に
つ
い
て

③

今
ま
で
ど
ん
な
点
に
つ
い
て
苦
労
し
ま
し
た
か

④

将
来
ど
ん
な

｢
ま
ち
｣
に
し
た
い
で
す
か

ぎ

一-･!

lll･-･-2

11-1_
･{一l.I一l.
言

小
島

均さん

.
.

I

.

.
茅
ヶ
崎
町

(
48
歳
)

①荏田
準丁重地

域

②掛意
先が新羽

町
と
新
十男

で
あ
り

日
に
二
､
三
成
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
現
在
地
よ
り
拒
農

に
遠

く
な

り
時
間
ロ
ス
が
若
〒
多
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
と
'
今
近
所
の
人

に
パ
ー
ト
で
来
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

す
が
移
広
先
で
う
ま
く
人
が
見
つ
か
る

か
と
S
Jっ
こ
と
が
気
に
な
り
妻
す
｡
何

と
か
六
ケ
月
で
仕
市
の
水
準
皇
冗
に
戻

し
た
い
し患

っ
て
い
ま
す
.

③
荏
田
輝
丁重
地
域
に
は
撃

)+
名
の

地
相
著
が
い
ま
す
が
､
敷
地
の
大
き
い

人
キ
小
さ
い
人
'
軽
作
其
の
人
と
そ
っ

で
な
い
人
､
土
粕
利
用
に
つ
い
て
も
H

場
一
F誠
で
t･tい
人
等
色
の々

立

地

の

人
か
い
ま
す
が
'
幸
い
響
亡ん
が

自

分

だ
け
の
こ
と
菅
等
入
な
い
で
T
東

地

区

で
あ
る
と
S/っ
こ
と
を
伯
苑
さ

せ

る

と

SJプ
こ
と
で
ま
ち
つ
く
り
協
定

も

ま

と

ま
り
つ
つ
あ
り
き
す
｡
こ
の
間

の

野

し

原

田

和

子
さ
ん

大
棚
町

(
SO
歳
)

①
一
般
住
宅
地
完
行
蔑

)

②
地
下
鉄
が
早
く
果
て
ほ
し
い
と
患
い

蒙
す
｡

③
私
共
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
し
た
の
で

定
年
と
ひ
っ
間
燭
か
押
え
て
お
り
､
移

転
す
る
な
ら
は
'
条
件
が
会
い
沢
節
'

借
等
諾
い
で
は
な
く
'
先
行
農

地
へ

若
い
う
ち
に
移
転
L
t
早
く
落
ち
警

た
い
と
思
っ
て
い
声
レ
た
の
で
'
こ
こ

へ
決
ま
る
ま
で
の
時

間がより瀬血で

し
た
｡

1
万
で
｢住
み
良
い
ま
ち
つ
く
S
tJ

と
革
っ
LJ
と
で
'
雅
灸
協
定

の節指等

合
い
孟

じ
､
荏
田
地
区
外
の
私
も
他

所
宅
扱
い
さ
れ
る
の
で
は
な
く
甲
符
に

考
凡
て
も
ら
見
た
の
で
ほ
っ
と
等
心
し

て
い
ま
す
｡

④
常
道
'
準
工
業
地
域
と
い
う
と
中
が

背
空
位
申
さ
れ
､
住
居
と
エ
地
が
入
り

乱
れ
半
ば
ス
ラ
ム
化
し
て
い
る
こ
と
を

思
い
浮
べ
ま
す
が
へ
今
回
の
ま
も
づ
く

り
協
定
を
守
幻
へ
緑
を
冒
しるこ
と
に

よ
っ
て
､
う
る
お
い
の
あ
る
姫工
業
地

域
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
と思
い
ま

す
｡
又
､
豊

を
つ
く
る
際
も､
皆
で

軌
蓋

せ
心
が
池
じ
あ
ってい
る
の

で
プ
ま
く
行
く
と
胤
って
ます
｡

の
会
合
も
苑
ね
て
き
ざC
た
の
で
'
男

の
人
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

④
今
は
ま
だ
街
つ
く
り
の
途
中
の
段
階

だ
と
倣
い
暮
す
｡
新
し
い
町
名
等
が
決

ま
り
､
次
第
に
変
わ
っ
て
uh
/と
凪
い

ま
す
｡

焦
り人
1人
1
人
が
'
長
い
百
で
見

な
が
な
こん
な
街
に
し
た
ら
良
い

かを

孝
見
て
ほ
し
い
患

い
ま
す
｡

井

上

利

光
さ
ん

同

日

勝

よ
さ
ん

東
方
町

(
41
歳
)

荏
田
町

(
67
歳
)

①

荏田
什蔽
セン
タ
I

②
い
よ
い
よ
近
燐
セ
ン
タ
I
も
開
店
を

枠
え
ま
と
め
の
段
潜
に
な
り
'
関
野
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同
席
な
佃
価
も
あ

り
壬
す
が
､
ま
が
h
な
り
に
も
開
店
開

基する
ま
で
頑
取
る
っ
と
思
っ
て
い
ま

す
｡
も

か
く
何
と
か
お
客
苧
ル
に
来

て

もらっよ
っ
に
し
た
い
と
い
う
気
持

で
す
勺
自
分
の

店は'息
子
が
長
年
の

計
画
で
'
レ
ス
ト
ラ
ン
を
伽

く
た
め
に

脈
を
腰
い
て
き
て

いますが､扶'
親

切
'
洞
野
iJ質
草
＼
は
s
tや
っ
て
い
き

た
い
♪
奮
っ
て
い
る
の
で
地
域
の
岱
き

ん
に
愛
さ
れ
る
き
っ
に
な
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
.

③
こ
の
土
地

の者で年
世
だ
と

SJっこ

と
で
､
金
成

(荏田蔭
セ
ン

タ-放

立
野
朋
余
)

をやらき
れ
た
わ

けです
①
荏
田
弛
工
業
地
域

e
建
白
の
班
工
地
区
へ
移
り
表
す
が
､

移
っ
た
後
で
労
申
刀
を
今
ま
で
去

り

確
保
で
き
る
か
ど
フ
か
が
心
配
で
す
｡

今
は
近
所
の
奥
手
ん
退
色
ハ
ー
ト
タ

イ
ム
で
お
扱
い
し
て
い
る
の
で
すが
､

今
度
移
る
所
は
人
家
も
少
な
い
の
で
'

今
ま
で
と
お
s
t人
手
を
奨
め
ら
れ
る
か

ど
っ
か
完
に
な
り
暮
す
｡

他に
は
'
地
rL
鉄
の
帥
泣
か
い
つ
朝

に
t･<る
の
か
で
す
ね
｡

③
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
中
で
は
､
土

地
区
国
政
紺
等
邦
の
た
め
､
地
域
内
で

は
土
地
が
確
保
で
糞
な
い
た
め
t
T虚

の
拡
礎
等
か
き

'
十
年
こ
の
か
た

周
じ
宅

で
鎌
黙
し
て
き
た
の
が
等
し

か
っ
た
で
す
ね
.

①
今
住
ん
で
い
る
所
は
､
子
供
達
の
学

校
に
も
速
く
､
交
池
が
不
便
な
た
め
､

日
韓
の
巧
い
物
に
も
苦
労
し
声
レた
が

移
っ
た
後
は
便
利
に
な
る
と

思い
ま

す
｡

ま

た

今
度
移
る
所
は
畔
工
地
域
で
す

が
'
態
的
協
定
が
節
括
さ
れ
れ
喝

安

心
し
て
勧
業
で
き
ま
す
｡

と
に
か
く
等
心
し
て
操
業
の
で
き
る

邸
工
地
域
に
し
た
い
で
す
ね
.

が
'
こ
こ
に
奄
墨
け
た
人
は
地
区

外
の
人
も
君

各
地
区
の
人
の
寄
合
い

な
の
で

は
じ
め
は
気
心
が
お
互
い
に

知
ら
な
か
っ
た
が
'
二
年
半
括
し
合
い

を
丘
出
石
中
で
'
浸
近
は
｢ヤ
ー
｣
､

｢オ

ー｣とiプ鵬係
に
tt･6つ
て
き
た

の
で
や
り
や
す
く
な
っ
た
と
尽
っ
.

①
出
初
は
糊
辺
の
人
が
少
な
い
の
で
南

光
も
大

変だと息うが､何とか細々

と
で
も
や
っ
て
ゆ

き'やが
て
ま
わ
り

の
家
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
仙貰
商
店
街

が
襲
え
｢オ
ジ
イ
チ
ャ
ン
､
色
々
と
世

話
に
t･tつ
た
け
と
'
お
茶
で
も
1杯
飲

ん
で
ゆ
き
LJ
ヨ
｣
と
い
わ
れ
る
き
っ
に

な
れ
た
ら
と
思
い
蒙
す
｡

角

田

妹
さ
ん

①

折太雌非辞用
地
区

②
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
方
か
ら
見
る
と
外

苑
に
響

な
い
の
ぢ
や
っ
が
'
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
と
鹿
町

との倣和を凶る必翠

が
あ
る
｡
1
万
で
世
界
の
都
市
に
負
け

な
い
超
の
酢
仰
が
な
さ
れ
､
他
方

で鹿

野
は
滋
l
つ
塊
で
雑
丑
と
水
た
ま
り
の

茄
で
は
由
る
｡

土
プ
＼り
は
大
鹿
に
有
機
実
字
ハ

九
､
今
は
里

も
3
倍
程
入
れ
な
い
と

作
物
が
K=た
な
い
.
こ
れ
は
我
々
で
バ

e

茅
ヶ

崎町
(
3

rJ)

①
新
十T日
野
工
邦
地
域

②
T
惑

･
倉
皿
抄
比
の
他
､
ア
パ
ー

ト

･
マ
ン
シ
rn
ン
静

革
に
も
土
地

を持

っ
て
い
る
が
､
供
用
開
始
後
､
そ
れ

ぞ

れ
の
用
途
に
適
し
た
使
い
方
が
す
ぐ

に

可
細
か
と
フ
か
'
そ
れ
と
供
用
押

掛に 伴
い
価
定
額
蟹
税
が
上
が
る
が
'
そ
れ

が
ど
の
く
ら
い
に
t･{る
の
か
が
ま
で
気

に
か
か
り
蒙
す
ね
｡

ま
た
自
分
の
代
は
鹿
菜
箸
や
っ
て
行

き
た
い
ケ
患
っ
て
い
る
の
で
す
が
'
こ

れだけ大きな
開
苑
と
な
る
と
膿
非
が

やりにくくt･6る
の
で
は
t･1い
か
と
思

ってい蒙す
｡

他に'エ地
･食
皿
地
区
に
ど
ん
な

薬憩を酢泣
す

るかt
と
い
う
こ
と
も

気にかか
り
ま

すね
｡

③
例
に
も
奮
い
声
レ
た
が
'
自
分
自
身

は
農
業
に
従
申
し
た
い
と
凪
っ
て
い
ま

し
た
の
で
'
そ
の
時
々
の
意

是

持

し
て
行
く
こ
と
と
'
将
来
の
毛

後
と

の
様
な
方
式
で
僕
非
を
や
り
'
ど
ん
な

作
物
を
埠
凡
て
行
こ
う
か
と
革
っ
現
実

の
特
別
が
並
な
め
ま
し
た
の
で

そ
の

時
点
で
の
年
富
と
'
将
来
の
群
と
の
卵

匙
に
苦
労
し
ま
し
た
.

①
奴
が
あ
S
(
人
と
人
と
の
ふ
れ
合
い

井

上

一

夫
さ
ん

荏
田
町

(
65
歳
)

①
荏
田
近
隣
セ
ン
タ
I

②
M
嘩

心
配
な
こ
と
は
初
期
に
焦
り

周
辺
の
人
口
に
比
べ
､
思
っ
た
よ
り
店

舗
の
軟
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
｡
弟
が
勝
田
で
商
売
を
や
っ

て
い
る
の
で
様
子
を
拙
い
て
い
る
の
で

す
が
簾

の
団
地
の
省
は
仝
在
の
約
七

側
で
'
周
梁

ら
j)約
三
割
は
や
っ
て

く
る
と
苫
っ
て
い
ま
し
た
.
自
分
は
お

茶
'
琴
T
t
バ
ン
を

禿る店と
袋
店
輔

を
や
る
つ
も
s
tで
す
が
､
母
初
の
1
'

二
年
は
商
売
も
苦
し
い
と
思
い
享

が

何
と
か
儲
基

い
し
は
っ
て
や
ら
ね
ば

な
ら
LJ
い
と
思
っ
て
い
蒙
す
｡

③余盛と
は
近
所
だ
し
､
柏
餅
し
な
か

ら
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
､
最
初
の

心配
串
は
大
手
ス

ーパIの洗出
の
件

で
し
た
｡
ま
あ
色
々
と
拓

し会って
く

る
中
で
'
太
当
に
荏
EB近
隣
セ
ン
タ
I

毒

さ
せ
る
為
に
は
､
大
手
ス
ー
パ

ー
を
八の
森

々
も
刺
激
さ
れ
る
串
に
よ

って
孝
九
万
も
逸

っ
て
く
る
だ
ろ
う

し
､
商
店
街
と
し
て
も
魅
力
が
増
すこ

と
に
よ
り
共
存
共

栄
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
横
近
は
考
え
る
き
っ
に
な
り
ま

し
た
｡

①
だ
ま
っ
て
い
て
は
お
客
さ
ん
は
来
て

く
れ
な
い
｡
団
他
の
人
も
ど
ん
な
商
店

街
が
で
き
る
か
庄
冒
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
な
の
で
'
戊
郡
に
荏
田
近
隣
セ
ン

ター
の
良
さ
を
1
つ
で
も
二
つ
で
も
印

象
づ
け
た
い
.
何
し

ろ店の帆
が
九
メ

ー
ト

ルの歩行者
等
用
蓋

に
加
え
各

店
が
2
メ
ー
ト
ル
も
後
退
し
て
出
来
て

い
る
商
店
街
は
こ
の
辺
め
で
も
な
い
の

だ
か
ら
'
子
供
づ
れ
で
来
て
も
早
の
心

配
を
せ
ず
に
放
っ
て
お
い
て
も
等
心
し

て
兄
い
物
が
で
き
､
の
ん
び
り
気
蕪
に

や
れ
る
と
い
う
点
を
ま
苦
ノ
ビ
ー
ル
し

て
め
き
た
い
｡

ブ
チ
リ
や
る
が
へ
基
盤
握
朋
が
38
蓋

で

別々と
や
つ
役
所
の
考
え
方
は
お
か

し
い

｡

③
私
の
と

ころは
屋
僻
肌
は
ほ
と
ん
ど

山
だ
っ
た
ご
く
れ
で
も
山
の
上
の
畑
に

行
ヽ
の
に
梅
雨
時
は
中
が
入
ら
ず
'
自

分
で
砂
利
や
生
コ
ン
姦

ん
で
逼
ぶ
し

ん
を
し
た
も
の
だ
｡

今
で
は
10
ト
ン
中
で
も
入
る
し
､
便

利
に
な
っ
た
｡

の
あ
れ
だ
け
の
頗
地
を
フ
ル
回
転
さ
せ

れ
ば
､
相
当
丘
の
野
菜
を
供
給
で
き

る
｡
や
は
り
軟
弱
野
菜
は
収
準
し
て
2

-3時胤で消顕
著
に
汝
る
位
新
府
な

物
毒

し
て
い
き
た
い
｡
こ
れ
は
遠

く
か
丘
の
輸
諸
国
芸
で
は
ま
瓜
が
で
き

な
い
こ
と
だ
.
我
々
が
扱
っ
て
い
る
も

の
も
'
大
手
ス
ー
パ
I
と
契
約
生
産
し

て
い
る
｡

市
と
し
て
も
､
生
産
触
地
と
し
て
'

ま
た
災
寿

の
追
加芸
所
等
と
し
て
l

石
l
福
を
ね
ら
っ
て
い
る
よ
う
だ
し
｡

か
あ
る
ま
も
ド
レ
た
い
と
也
い
ま
す
.
I

施
行
規
程
変
更

(第

一
回
)
と
事
業
計
画
変
更

(第
三

回
)
認
可

公
団
施
行
の
横
浜
国
際
軸
部
奴
敵
弟
轟
横
浜
北
部
新
都
市
第
1
静
笈
び

琴

1地
区
士
地
区
回
折塾
申
菜
の
Ⅷ
行
貌
転
の
欝

人
(璽

回
)
と
'
串
其

計
回
の
変
望
(琴
二
回
)
に
つ
い
て
'
昭
和
五
十
八
年
三
月
十
七
日
稚
改
大

臣
か
ら
鹿
可
さ
れ
ま
し
た
｡

今
回
の
匪
里
は
'

昭和五十八
年
一月
二
十
五
日
か
ら
二
月
七

日
ま
で
粍

jP
に
供
さ
れ
た
LJ
と
に
つ
い
て
監
可
を
受
け
た
も
の
で
す
.

大

矢

JdE
JJZさ
ん

IL
IJL監

m
p

つ畠
W
,フ世
相
か
L
II

寺

も

■

作
さ
ん
_

【
旭川山-かhm
司か陳LiB
中
t(白

く]
ユ
ク
リ
'
ト
マ
ト
昧

取
柄

をし.dいl窮が
茶
な
面
も
あ
る
の
で
こ
.#

者
や
t化
区
項
)
V
す
の
セ
蔓



②
今
1
番
気
に
か
か
っ
て
い
る

こ
と
は

卑
丁
が
軒
め
に
出
て
い
る

の
で
､
や
は

姦

ぎ
の
問
鞄
で
す
｡

で
も
､
お
じ

いちゃ
ん
の
柏
凍
牽

し
た
此
翳
しす
し

先祖の車
す

か
ら
が
ん
ば
っ
て
い

葦
す｡

領収移申して↑年にt:
q
里
芋
｡
私

の女は墓
守
ので自分の
畑
か

嬰
へなくなっても他の所に農地
を

借りて璽
しき声
左
.加早く

お弁当をつくって列の人といっし

ょに出か提
げればならないので

大軍
した.女にはいろいろ仕事

荏

田
可

(31
歳
)

血
共
同
住
宅
地
区
､
皿苔
康
q

近
隣

セ
ン
タ
ー
殴
他

⑦
今
か
争

ぐ
に

不敵琵誉
1太や

少
や
噴
く
と

か'関目から一纂
叩

に
崇
を
中
豊
す
と
い
う
粕
耶
仙
な

も
の
で
は
な
いので
区幽牽
無

毒
の
池
捗
状
況
が
一市
Uだ
な
り
ま

チ
.
そ
の
浴
だ
あ
わ
せ
て
誉
八
てゆ

<
のかベタ
ー
で
は
な
い
か
と
魁
って

い
ま
す
.

①
用
筆
収
に
応
じ
る
1年
程
前
に
父

か
な
く
な
り麦
し
た
｡
そ
の
頃
､
自
分

は
ま

だ学仕事あったので
母
が
中
心

と
な
り
や
って
い
さC
た
｡
大
矢
家
は

代
々
農
家
で
し
て
へ

自分が
は
じ
め
て

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
が
'
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
串兼について
臆
る
こ
あ
く

rこ
･長
泉
刊の
うちは
lやっ世
升
のこ

と
と
い
う
偶
じ
でした
｡
昨
年
､
共同

住
宅
地
区
の
調
所
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

の
一人
と
し
て
参
加
し
た
の
で
すか
'

勇
の

ためには
大
変
勉
め
に
な
っ
た

患
い
ま
す
｡

①
+類
別
川
顎
に
つ
い
て
へ
諜
だ
け

で
も
映
収
し
て
お
い
た
力
か
良
い
の
P

は
Llい
か
患
い
ま
す
｡

qJ小耳な

こ
と
だ

怠
っても位にt･*つ
て
窃

に
な
る
こ
嘉

る
L
t
魚
に
何
か
や

そ
っと
し
て
姦

し
い
横
が沢
山
あ
る

患
い
ま
す
の
で

共
同
住
宅
詮
の
国
分
の
去

猫用

は
t
hJQ
熱
度
人
が
呼
べ
る
の
か
､
公

田
等
の
嬰
口住
宅
の
入
居
状
況
菅
み
て

写
凡て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
が
'
軸
物
を

撃

しる場
合
で
も
計
雌
沢
罪
で
周
辺
の

方
♪共
存
共
栄
で
き
る
よ
っな
か
た
ち

で
字
幕
化
で
孝
匂
か
も
し
れ
な
い
の

P
r
こ
れ
か
ら
は
､
自
分
1人
だ
け
が

良
い息
い
を
す
れ
ば
と
い
う
だ
け
で
は

逆に困#妻
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
也
って
い
ま
す
.

が
あ
り
ま
す
し
､
違
い畑
か
ら
い
ち
い

ち
射
る
時
制
が
も
った
い
な
い
の
4..J

∫
.

⑥
鹿
地
が
近
く
t･tる
の
P
f
お
箸

C,ん
も
叢
り
す
る
と
は
り
S
って
い

辛
.
本
移
転
も
で
き
○L
t
J史
ノや

く
落
覚
りる
と
胤
い
諌
す
.
で
q
牧

庄
店
に
米
る
坤
は
と
て
も
抵
抗
邦
あ
っ

たの
で
Tか
､
長
く
焦
り与
は
こ
こ

の万か滞書
け
書

っな
気
も
し
て
い

辛
.

①

1般任冠
(先
行
遭
成
)

雷

地
へ移
振
し
て
き
て
か
ら

二
年
を
哩
兄
事
が
'
現
在
胤
地
と
な

って
い
る
の
は
'
通
過
交
通
の
問
禦
し

す
｡
街
区
内
東
和が
抜
道
と
し
て
使
わ

れ
て
お
り
'
甘
薯

も
発
生
し
t
q]

rL親
制
対
象
外
加
圧
だ
け
に
'
当
分
救

急
Tの
サ
イ
レ
ン
に
弟
の
拒
む
池
い
を

し
な
け
れ
ば
LJ少
ま
せ
ん
.

①
･①
当
丁区
の
9
割
が
小
等

勅
形
が
北
韻
斜
の
た
g
北
仙
宅
地

が
不
利
と
付着
こ
と
が
予
納き
れ
へ
造

成
針
雌
の
佼
肝
か
畠

象

に
わ

た
玖
打
4]せ
空
行
い
ま
し
た
.

ま
た
如
何
に
r塁

の
件東
端
を

荏
田
町

(5!歳
)

①
蟹
u点
地

⑦
LJの
キ
ュ
ウ

リの挑音場(温空で

袋
血痕

材)にし勺こういった

技
術
を
封

につける看
い
人が也
て
く

る
か
日

長ノか.私
の
と
こ
八
は
日
吋
は

t･+い
.

"洞
川山か
,招
川向
の
様
に
畑
中
井
白
く

な
る
程
ハウ
ス
菅
や
って
い
る
と
こ
ろ

は
哲
技
術
を
持
って
お
少
､
共
同
的
に

作
付
し
て
い
る
の
で
挽
継
者
も
育
つ
と

尽
つ
が
｡ふよノl点

'
誉
住
宅
か
で
き
る
と

子
旅
が
棚
に
入
った
り
す
る
こ
島
あ

る
か
も
知
れ
な
い
｡
今
ま
で
も
那
犬
が

仰
毒
す
の
で
そ
の
防潮に
事

し
て

い
る
.
バ
ラ鞍は作兆J)や
stに
く
い

の
で
や
ら
LJい
か
'
い
ず
れ
に
せ
よ
キ

r]
クリ
'
ー
マ
ト
は
防
見
荊字
し
.六･tい

と
打たな
い
.

②
来
合
農
相
は
拷き
ん
響
労

し
て
ま

と
め
て
卓
た
し
'
意
罪
込
み
は
持
って

い
る
.
た
だ
'
今
ま
ず鹿
作
兼
か
ら
*

れ
て
い
た
万
も
い
る
の
P
J
体
が
吉
う

こ
と
あ
く
か
ノ
ラ
か
｡

私は畑か伍抄
て
薦
米を
や
って
い

る

が'野菜ではお手te
f代
ポ
痛
sa

だ
と
宮
わ
れ
る
か
も
知
れ
t･tい
.
も
っ

と
泉
坪
作
物
の
出
範
は
比
か荷
作

茶
が
遵
な
面
も
あ
る
の
で
'
題
象
や

る
万
は
1代
で
祈
り
と
い
う
串
は
な
い

と
腎
,.

①.答
鹿
瀬
の
浬嫌
秦
で
共
同
し
て
耕

う
ん
と
か
き

ま
P
行
っ
た
がへ

捉
啓
皿
は
ま
芸
榊だ
け
五
体
化
し

て
い
な
い
.
皿
売
薯

しい
る
人
も

い
れ
喝

近くに北部門地が富)氏

の
V
そ
こ
へ鶴
川す
る
人
と

かいろ

い
ろ
等

ノ.

片
山
圭男
さ
ん

①荏田近
隣
セ
ン
タ
ー
診
群
所

②
住
宅
･公
共
施
汲
･お蕗
･公
園
等

広
大
な
新
都
市
計
姐
が
換
々
に
迩
み
､

将
来
を
尽
つと
胴
ふ
く
ゑ
U
思
い
で

す
｡

しかし'
財
政
串
伸

の濃紫ヽ

机
下

軟のニュー
タ
ウ
ン
乗
入
れ
工
串

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
晶
卓及
び
ま

佐

井

鉄

蛾
さ
ん

一良
く
す
る
｣
と
い
晶
瓜
に
つ
い
て
､

㊨

大
棚
町

へ鵡
71
)

地
軸
者
の
間
で
余
色
な
止
g

n還
留

定
へ
の
足
掛
S桑
作
り
声
レた
か
'
遠

雷

詣
者
へ
の

萎
14か
Ltか

大
変
で
し
た
.

こ
う
し
て
払
妃
が
節
博
さ
れた
沢
卯

で
す
が
､
協
定
の
禁
は
｢他
人
の
稚

利
を
牛
正
す
る
｣
と
い
う
こ
と
で
す

か
'
茶
を
返
せ
ば
｢お
も
い
や
り
の
頼

神
｣
に
つ
き
る
訳
で
'
こ
の
粕
神
か見

失
わ
な
い
嘩
A薩
と
も
弊
刀
し
て
ゆ

き
に
い
も
の
で
す
｡

①
こ
れ
か
最
阻
む
問
将
は
'
他
街
区

で
の
｢萎

定
｣
の
壷
ナ伝
い
'
中

断
し
て
い
る
佐
世
孝
不倒
雌
の
m
W

こ
れ
か
馨

る
偶
辺
麓
の
工
事
管

全
'
藍
出の
保
金対
等
やず
が
､
落

ち
つ
い
た
蓬
に
搾
れ
る
の
峰
､
生き

に
馳
慧
色
成
に
か
か
って
い
る
と
瓜

い
幸
丁
.

チ
.
非
輔
に
放
念
で
す
.

交
泣
顔
は
圧
比
が
よ
り
良
く
仕落

す
る
た
め
の
大
動
脈

ともいうべ
き
J)

め.大きな明るい
中
央
駅
か
畠
中

す
る
き
れ
い
な
血
級
の
流
れ
か
ス
ト
ッ

プ
す
る
と
､
油
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
全身

が
発
に
教
す
る
息
い
かし
蒙
す
｡
こ
の

妖
滋
の
完
成
を
卯
に
倣
う
も
の
で
あり

享
｡

①
･液
肥和
利
年
大
学
底
学
部
を
再
来

以
北
'
大
串
桝
腕
に
て
外
科
系
の
研
¢

か丘
氾
て
媒ま
し
たか
､
今
回
軸
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
Tag嫉
用
地
の
収
相
に
め

i,
り会えま
し
た
.

瀦在
朝

床のクリ
ニ
ッ
クを独欝

国
中
で
す
｡
開
院奴
は
､
墓

罪
の

他
､
医
潔
相
牢
番
鼠受
診
等
門
戸
を

閃
き
'
地
域
住
民
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
t
シ
｡
ン
空
保
ち
'
気
軽
に
来
院

で
き
仝様
な
明
る
い
施
故
に
LJ少
将
た

ら
と
等
入
て
い
ま
す
｡

また'大学
桝
院
や
総
合
粥
院
と
衡

斉

書

文

夫
さ
ん

新
羽
町

(45
栽
)

①
新
羽森
蕃

用
鮎
且

雪
初
ガ
ラ
ス
温
室
と
'
ビ
ニ
ー
ル
血

案
の
並
い
が
わ
か
ら
r
､
ビ
ニ
ー
ル
は

失
敗
だ
っ
た
.
光
線
の
透
過
が
悪
い
の

で
収
足
に
ひ
ず
㌔
ボ
イ
ラ
ー
等
も
1

楳
1枚
別
の
た
め
逓
伝
が
大
変
に
な

る
.
ま
た
重
出
乾
仰
の
水
坤
も
'
疾
僻

桝
に
比
べ
る
と
良
く
な
って
い
る
の
だ

が
'
土
止
め
恕
も
う
グ
し
き
ち
ん
と
で

き
LJい
も
の
か
と
htT
ノ｡
<
正
も
#蕪

か
進
み
U
字
雑
が
入
って
い
る
の
V

桝
工
が
派
出
し
て
や庫
喜
た
し
て
い

ら
.私

は
水
研
げ
の
で
側
少
の
人
声
L迷

惑
を

心
配
は
i･1い
が
'
他
の
人

は
耕
楽
せ
つ壷

の
で

は
な
い
か
与
心即
事､あ
る
と
督
ノ.
近

く
に
高
校
か
で
苧
旬か
､
畑
官
軍
じれ

る
と
い
う
よ
め
､
作
物
そ
浴盲
れ
る
心

賢
る.今
ま
で
も
ガ

ラスなせさ

れ
て
1つ
耕′蓋
られた仲
間
も
い

る
将
来
は
此
い
な
作
ら
だげ
れ
ば
な
ら

な
い
か
も
知
れ
な
い
｡

①
1U
年
帆
基
戯
黙
仰
せ
行
った
か
'
畑

の
人
は
土
の
問
胤
か
あ
っ
た
し
､
私
は

初
め
か
′畠
実
で
水
耕
す
る
つ
も
り
だ

っ
た
の
で
､
井
戸
を
触
って
水
が
出
る

か
'
出
て
も
水
舛
は
ど
っ
か
苦
労
し

た
｡
な
に
し
ろ
出
血等
'
水
耕
も
初
め

て
の
姓
牧
だ
った
の
で
今
孝
各
しみ

る
と
も
っ
義

して
か
息
の
か
か

れ
ば
良
か
った
と
心
う
.

①
い
い
も
の
菅
た
く
苧
ル作
っ
て
い
き

た
い
.
汲
州
も
加
代
的
な
も
の
最
り

入
れ
て
い
き
た
い
.
ま
た
蔓

継
い
で
く
れ
る
専

の
で
一一あ
点

も
耶
符
し
て
い
る
.

守
迎
状
を
行
な
い
tuか
ら
､
安
心
し

て
受
診
で
き
○那
一般
の
EZI床
直
之
め

ざ
し
て

行こうと旭
い
ま
す

.

愁苑規野等のため'
ス
+(
-

スに

限
り
が
あ
stま
す
が
'
徐
々
に
廃
放
内

容
を
充
契
さ
せ
へ
地
域
医
虎
に
答
え
ら

れ
る
蟻
努
刀
し
て
行
く
所
存
で
す
｡

イ
ン
タ
ビ
r]-
を
終
え
て

い
よ
い
よ
太
柊
的
既
川
収
益
が
'
一

部
地
場
で
卵
管
亡れ
､
新
し
い
蓬
が

営
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
.

こ
こ
ま
でくるには
'
誓
ん
の
御

苦
労
も
並
蓋

の
こ
と

ではなかっ

た
こ
と
で
し
ょう

.

ま
た
戊
に
鰭
州的
肋嘗

れてい
る
先

行
造
成
地
､
鹿
期
中
用
妙
且中
P
仲店

L
t
仕
事
に
就
い
て
い
る
万
々
も
鼓

の
盛
上
に
あ
る
こ
と
か
生

じる
様
々

な
間
也
な
か
か
.ら
しい
る
こ
と
そ
知
り

ま
し
た
｡

し
か
し
'
苦
労
を
共
に
し
て
き
た
人

達
が
今
媒
ま
り
､
新
た
な
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
生
れ
'
新
し
い
｢ま
ち
｣

を
勅
か
し
て
い
く
｢な
に
か
｣
が
確
架

に
琵
哲
へて
い
る
の
晶
じ
き
した
.

供
用
開
始
地
区
の
宅
地
内

の
排
水
に
つ
い
て
お
知
ら

せ供
用
脚
胎
登

城
(水
洗

化
区
承
)
で
す
の
W
萎

便
所
に
し
て
下
さ
い
｡
ま
た
既
存
の
碓

札覇

の所有名
に
は
次
のこ
と
が
親
溢

づ
け
ら
爪享

｡

I.くみ取
免
状
所

は3年以内
に
水

哉
W所
に
改
挙
る
こ
と
.

二
t
L
M神
化
朋は
3
年
以
内
に
児
止

す
る
こ
と
.

Lir
汚
水
と
開
水
は
別

の々排
水句で

″汚
水
手
島

爪革

〟
へ
繋
ぐ

こ

と
.

こ
れ
ら
の
排
水
施
政
を
〝
排

水
取

仰
″
と
呼
び
'
こ
の
工
事

を管ソには

｢排
水
放
洲
稚
批
申
諦
｣
を
内
容
に
よ

り
下
水
道
届
も
し
く
は
圭
金
拝
所
に

投
出
す
る
こ
と
が
必
野
で
す
し
､
市
の

指
定
工
事
店
で
な
い
と
施
工
で
き
ま
せ

ん
.ま

た
水
洗
状
所
の
改
端尋
で

は'下

水
道
屈
に
お
い
て
助
成
金
･貸
付
金
の

制
肝邦
あ
り
享
の
で
相
誉
れ
た
い

万
は

'粕北ニr
LI
タ
ク
ン
憩
事
務

所
へお
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
.

潰
蓋

(5
9
2
)
7
3
2
7

よ
的
利
EEEさ
れ
る
皆
様
へ

お
知
ら
せ

供
用
pp
瀞
且蛾
で
朕
墨

爪定
さ
れ

た
志
に
つ
い
て
.
皆
様
方
が
t定
胴

Ⅷ
'
農
耕
嘉

と
し
た
土
地
利
用
を

行
垂

は
'
で
き
○だ
け
､
冠
造

成
工
市
の
検
否
に
適
合
し
た
現
状
地
盤

の
ま
ま
'
農
耕
hJ行
っよ
う
に
し
て
下

さ
い
｡
や
む
菅
得
ず
'
現
状
地
盤
誉
変

え
る
嘉

合
は
'
周
辺
に
迷
惑
の

か
か
ら
ぬ
よ
う
に
へ
災
淫
S
止
の
た
め

の
招
鑑
を
申
して
下
さ
い
｡
ま
た
'
だ

れ
が
'
と
こ
で
と
の
去
ノな
内
申
で

麓
き

って
いる
か
'
防
災
i
r

撃

る必
好
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
の

旨
の
届
出
字
.ぞ
い
た
だ
く
こ
と
に
Ll

暮

.
あ
あ
か
毎

逝
成
羽
に
'

桝
萌
窃

ルル
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
稚
拙
中
古

所
へ
格
辞
し
て
下
さ
い
.

達

意

(5
9
2
)
7
0室
q>



蕃
撫
金

だ
よ
り

J- 昭和i8年 5月

t

第

J
地

区

+

<
究

回
､
3
月
5
日
開
催
>

一
､
振
舞
耶指
定
の
空
コ

二
月
一E]付
で
効
刀
晃
年
に
た
14
件

及
び
'
三
月
1日
付
で
効
力
苑
隼
し
た

12
件
の
仮
委

妃
に
つ
い
て
'
通
知

し
ん』
日
の
墾
ロが
行
わ
れ
た
.

二
'
小
童

の
墾
口

方
面
別
卵
二
小
委
良
金
'
抄
且
外
小

委

作診
整
定
丁小
垂
月
余
の
春

巌
状
況
の
撃

が
行
わ
れ
た
｡

JLr竃

定について

缶卜使用宅地のうも班山田
-工

区､南山EB(その1)I(その

2

)童
､北山田〃壱
北山田

.:
(そ
の
2
)
･
(そ
の
3
)
T丘
､

牛

久

俸
10
T
E
(そ
の
2
)
及
び

丘-久

保
孟

(そ
の
1
)
の
1八
五
画
地

について､竃

定
の
帝
問
(罪

si回
)
が
行
わ
れ
､
原
策
に
m蛋
な
い

旨
答
申
が
行
わ
れ
た
｡

暮

第

二

地

区

暮

<弟糾回､
12
月
16
日
加
催
Y

1
.
噂
北
琴
1藍

森
計
固
欝
尋

に
つ
い
て

益
田の
新
政
･府
叫

及
川i
他
地

域
の
決
定
嘉

と
し
た
琴

百
事

雷

監
史
に
つ
い
て
'
そ
の
葬

の

孝

が
"富
Tれ
た
.

R
Y
公
署

g
兇
並
び
に
区
岨

聾

の
一
雷

轟

醜
態

の
撃

に
つ
い
て
明
竜
が
行
わ
れ
た
.

二
'
収

毛婚
姥
に
つ
い
て
(昭
@
)

屯
々
公
社
用
確

ガ
ス
ガ
バ
ナ
ー
用

用
g

莞

セ
ン
タ
I
用
地
並

び

に
先
雇

用
宅
地
の
う
ち
'
搾
馬
丁直

及
び
大
牢
直
の
l部
に
つ
い
て
'
政

義

岬定
の
府
牌
(節
十
三
回
)
が
]行

わ
れ
'
梁

の
如
徽
な
い
iE呈
申
が
行

行
わ
れ
た
.

ニ
r
五
十
七
年
催
促
換
地
の
蛇
用
他
車

に
つ
い
て

五
十
七
年
度
兼
供
用
開
始
に
係
る
仮

換
地
相
定
に
つ
い
て
､
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
及
び
指
定
歪

､
並
び
に
引
準
し

方
汝
辱
の
況
明
か
行
わ
れ
る
･兵

に
'

仮
換
地
恥
書
に
よ
晶

定
の
申
例
規
明

か
だ
き
れ
'
合
せ
て
'
公
共
･公
蓋

投
の
転
州
等

の
現
朋
が
な
さ
れ

氏
.

四
'
還

襲

群
に
つ
い
て

民
蕩

芸

空

に
つ
い
て
'

こ
れ
ま
ず
虎
朋
き
れ
て
き
会

田
の
考

え
方
に
対
し
て
窟

応
答
が
行
わ
れ

た
.

五
､
そ
の
他

①
小
委
阜
余
の
筈

11次
桝
妻

胤
に
係
る
小
裏

金
の

箭
猿
状
況
の
撃
胃
が
行
わ
れ
た
｡

②
保
留
地
の
処
分
に
つ
い
て

学
校
用
g

珍
姫
所
用
地
と
し
て
処

分
し
た
保
留
地
の
面
錘等
に

ついて朝

u]が
行
わ
れ
た
.

推

進

協
だ
よ

り

代

表

委

■

会

<
3
月
14
日
開
催
∀

筋力回4]同協朕会
の
関
髄

につい

て
は
'

川
造
成
工
事
の
昭
和
57
年
度
進
捗
状

況
晶

和
的
年
度
計
画

脚
関
釜

苑
の
軒
和
57
年
度
進
捗
状

況
晶

和
知
年
度
針
阿

川
各
中
門
薫
舛
会
の
娩
附
帯
境

川
そ
の
他

急

場
と
し
て
5
月
上
旬
に
捌
く
こ
と

li
l_
つ
LJ'

そ
の
他
､
垂

仙Ⅷ
胤
に
つ
い
て
枚

附
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
｡
8k
Y

地
下
鉄
の
飴
肝
収
柑
側
瓜
に
つ
い
て
は

早
息
に
交
地
業

会
を
閑
考

捷

考

に
つ
い
て
禁
池
尉
卜畠

朋
蔓

け
る
こ
と
に

なっ
た
.

事

業

対

策

委

<

会

<弗2回､
2
月14
日
開
催

>

蔑

工
事
の
田
細
57
年
度
進
捗
状

牢

年
度
董

込
み
及
び
卯
一
K
供
用

棚始について公田から肇
があct

かた
冠
筈
が
行
わ
れ
た
.

また､
昭
和
57
年
度
の
土
地
使
用
斜

の
う
ち
丞
田
に
つ
い
て
現
行
助
成
替
地

･轟

く
と
の
公
E
lか
ら
の
投
集
'
良
明

が
あ
り
へ
丁
誉

れ
た
(1
平
方
㍍
当

り
月
新
で

耕
作
田
8
円
､
休
耕
田
4

円
)
｡
銑
い
て
､
窪
田
折
防
セ
ン
タ
I

へ
の
出
店
野
仰
状
況
に
つ
い
て
の
公
fEl

か
ら
報
告
が
あ
っ
た
｡
そ
の
他
へ
地
下

鉄
長
骨
投
の
免
肝
の
早
期
取
相
に
つ
い

て
巷

が
あ
っ
た
.

な
お
'
金
瓶
経
丁
唆
'
護

丁
串
の

慧
沃
況
に
つ
い
て
区
固
欝

丙

視
界
が
行
わ
れ
た
｡

,,._~'-
.+.1
′-
.ヽ
′
...

｢ま
も
の
転
心
｣
コー
ナ

I

に
康
も
の
自
慢

行
事
な
ど
の

情
讐

お
寄
廿て
だ
さ
い
.

｢み
ん
な
の
ひ
ろ
は
｣に
も
/

達

再

婚
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

賛

辞
務
所
▽
明
浜
市
党

区

隣
国
町
立
八〇
号
0
4
L｡
(5

9
2
)
7
3
2
7

尊

で
架
台
住
宅
の
笹

に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
斗C
た
か
'
祥
成
地

区
の
三
ツ
の
プ
tt
ッ
ク
に
辞

し
て

お
里

ず
1
1
0
1
戸
の
誉

篭

の
入ノち
､
約
1
ウ吊
XU
P
が
8
月
に

琶

い
よ
い
よ
入
偶
の
は
こ
び

と
な
り
､
5
月
の
中
旬
か
象

供
絵

キ
確
に
お
い
て
粟

モ
は
じ
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
.

今月は'
これ
ら
の
井
弊
円
容
に

つ
い
て
招
介
しま
す
.

川
位
N
･
-毒

･利
用
施
政
事

書
架
す
る
架
台
庄
蔓

二
如
区

集合 住 宅

入 居 の 募 集につ い て

の
1

･59ブ
ロ
ッ
ク
は
住
宅
･
都
田

摂
仰
公
田､
17
ブ
ロ
ッ
ク
は
冊
･g
:

の
住
宅
公
給
公
社
が
知
放
し
て
お

り
､
蓋

甥
は
約
l
･5
血
､
今

回
行
轟

総
戸
数
は
1
18
4

戸
や
ず
.

入
唇
時
点
の
放
笠
駅
怯

廃
部
相

殺
江
田
駅
'
及
び
桝
折
投
斬
横
沢
駅

で

団
地
か
一鼓
谷
へ
は
汁‖由
ま
で

バ
ス
そ
利
用
し
て
35
分
(是

)
'

崇

へ
は
新
轡
粥
ま
で
バ
ス
モ
利
用

し
て
41
分
(蔓

)
で
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
.
(な
お
'
こ
の
所
露

帆
に
は
漁
港
仰
仙
'
持
ち
時
胤
喜

ん
で
お
stま
せ
ん
)

沢
に
､
入
店
に
必
弊
誌

秋
に
つ

い
て
で
す
か
小
学
校
2
枚
､
中
学
校

1
校
が
9
肖
に
㈹
枚
是

さ
れ
て
い

る
は
か
'
弼
炎
施
批
'
医
か
初
秋
が

祥
四
折隣
セ
ン
タ
I
の
中
に
桝
警

I.-主
7..

㈹
住
宅
の
坂
下

1部
に
11
等

L
の
高
値
住
宅
が

あ
り
責

､
大
部
分
は
3
-
5
厨

愁
て
の
中
腰
住
宅
で
'
住
宅
の
タ
イ

プ
は
3
L
D
X
と
4
L
D
K
の
2
故

耕
【別
図
の
例
争
冊
】
で
'
全
て
労

政
住
宅
で
す
.
ま
た
'
こ
れ
ら
の

庄

亀
は
多
晋

プ
ラ
ン
と
な
っ
て
お

S
(
篭

･都
田
燕
W茶
団
の
l
部

に嘩
蓋
募
り万にも不便

蔓

差

した任

冨呈丁.
㈱

事
T

F放､
及
び
時

期

篭

･
孤
相
粍
州器
面
の
事
地
声

軟
は
､
(ず
山p
K
5
9
2
戸
'
1
L

D
K
l
1
2
戸
､
計
7
0
4
戸
や
ヽ

5
月
下
旬
と
6
月
の
2
回
に
分
け
て

蛮

す
る
予
定
で
す
.
次
に
雨
の
公

社
は
'
3
L
D
X
1
6
8
戸
'
1
L

D
K
1
4
2
戸
､
計
3
1
0
戸
.
県

の
公
社
は
3
L
D
X
(.｣D
戸
'
4
L

D
K
1
5
0
戸
､
計
1
8
0
戸
で
'

い
ず
れ
も
5
月
中
旬
の
事
雄
と
筈

委

しす
.

な
お
､X雛に
つ
い
て
の
く
わ
し

い
内
野
は
'
竣
此
の
と
こ
ろ
へ
そ
れ

ぞ
れ
お
問
い
合
わ
せ
く
が
き
い
.

同
い
合
わ
せ
先

★
住
宅
･都
田
抗
仰
公
団

纂

セ
ン
タ
ー

亨
0
3
(3
4
7
)
4
3
7
5

慈

雨
佐
売

給
公
社

芽

瓢

号
0
4
5
(6
5
1
)
1
4
6
1

★
神
奈
川
腹
圧
墓

公
社

薬
払
部
並
蕗
汲

育
U1
5
(6
5
-
)
-
亀
3
1

神奈川県住宅供給公社 横浜市住宅供給公社 住宅 ･都市整備公民

三

tt;宗

E
許

才

.爪
払
夢

女
/
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6
日
1
日
(土
)
年
唆
2
肺
に
､
雌

縮
省
か
畠

き
れ
て
い
ま
し
た
新
綱

車
R
石川

操
が
開
通
し
ま
し
た
｡

こ
の
姫
路
は
､
紹
北
ニ
ュー
タ
ウ
ン

轟

く
仇
初
の
都
市
針
岨
苅
蕗
で
'
新

坦
Mか
畠

一房
択
盟
約
負

っ
て

北
トJL
t
郎
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
舶
且
を

棚
妨
し
て
奴
急
田
矧
皿
的
搬
江
田
駅
の

例
で
国

道2
4
6
号
鍬
に
持
続
L
t
横

浜
佃
の
中
心
部
と
朋
辺
雌
鳥

ぷ
新
帝

綴
藍

川
と
し
て
の
役
割
を
管

も
の

P
'
朽

北助の交藍
川の
組
細

そ
ば

か
る
と
と
も
に
､
治
奴
区
域
の
悪

と

日
類
比
議
の
利
他
に
寄
掌

る
賛

辞
鋭
東

川と
な
る
も
の
で
す
.

.･畠

の
積
弊
に
つ
い
て
み
ま
す
AJ.I

金
茶
9
･
2
8
1
㍍
で
'
横
取
横
断
榊

債
は
4
㍍
の
搾
油
が
粥
側
に
あ
り
へ
¢マーチングJtンド

蓮

は
片
珊
3
中
巌
､
在
役
6
中
井
と

な
り
ま
す
.

ま
た
歩
辺
島

丁滋
の
抽
妙
及
び
中
央

分
秘
術
に
は
､
カ
ツ
ラ
や
サ
ツ
キ
t･tと

が
仙
北
さ
れ
ま
す
.

朋
池
に
先
き
だ
も
当
日
甲
帆
姑

か

ら
岩

の
金
地
に
お
い
て
心
公
式
興
が

朋
俄
さ
れ
､
細
郷
棚
浜

市政
､
志
村
住

宅
･
都
市
部
仰
公
EB
総
鍵
'
血
･保
･

相
余
の
谷
汲
宙
及
び
幽
冗
帆
臓
者
の
は

か
多
数
の
万
々
が
出
傭
し
ま
し
た
.

市
良
及
川島
地
の
式
辞
､
田
辺
持
田

戊
に
よ
る
中
塗

軸
管

米
ひ
ん
に

よ
る
祝
僻
の
あ
と
､
憐
旅
hiに
ト盲
テ

ー
プ
カ
ブ
ト
が
行
わ
れ
ま

した.LJの

式
典
に
は
(,(ス
柳
沢
も

芝仙し､
骨
こ

-1
を
モ
ス
ま
し
た
｡

つづい
て
折
太
小
学
校
生
徒
の
マ
ー

チングバ
ン
ド
に
･Liる
元
気
な
ド

リル

坑

b･qがあ
stt
ひ
き
つ
義

ま

P
中
に
よ
る
パ

レードを行いま
し

た
｡

合
同

協
議
会
開
か
れ
る

去
る

5月
98
㌧油北ニュー
タウ

ン
串
茶
推
進
津
柑
協
議
妻
の
郡
S3回
合

同
協
空

が
開
か
れ
ま
し
た
.

江
口
経
巡
協
会
展
の
挨
拶
に
就
い

て
､
卯
4
塁

唆
'
付
利
の
金
岡
協

触

毒であるため
､
泰
山
の
地
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
.

次

に芯帝
に入
り

'出
初
に
申
英
対

節
'
篭

対
顔
､
腰
非
対
熊
の
三
つ
の

出
門り畢
川
合
の
新
香
向
丘
'
捌
香
山
戊

の
拙
介
の
峻
'
各
々
の
墓

の
枚
肘

掛
屯
に
つ
い
て
､
墓

山
妓
よ
め
湖
皆

が
あ
り
'
そ
れ
に

もとついて
帯

が

行われま
し
た
｡

(
顧
問
)
新
し
い
顔
ぶ
れ

跳
北

こrtIタ
ウン
耶出
稚

祉迎
絡

塞

喝

刈
泥
･
繰
由
且
巡
出
の

凧
･
桁
莞

13
に
倒

管
お
倣
い
し

て
お
景

'
1
月
10
日
に
粥
施
さ

れ
ま
し
た
統
二
男
蛍

の
蒜
災
に
よ

め
.
沢
の
議
崩
の
万
力
に
委
嘱
し
ま
し

た
｡今

牧
も
申
水
足
H
榊
に
推
誉

た

め

の知放
胆は
肋魯
晶
怖
一
関
へ
の

働
き
か
け
な
〃
多
方
面
に
わ
た
っ
て
の

膳
焔
が
州
指
さ
れ手
.(敬

称

iE)

確
北
区
藁

余

儀jE

僻
村
尚
突

成
島
敏
行

神野和子

飯
EE
助
九

禄
区
逮
聖

脱
出

三
好
舌
沸

石
脱

守

盆

重
用

渡
辺

帝

は
村
利
江

鞍
仰山区
退
出
市
会
凪
拘

中
村
重
義

蛋

苫
似
良
治

依
田
什芙

糊
照
桝
久

田
口
良
作

古
市
場
丁
鈴
木
弟
久

木
内

博

岸
且

退出市会
儀
以

石
井
議
了

安
田
且
全

馳
EE
l二
郎

牧
村
勝
夫
沢
智
哲
ナ

矢
島
誠
沿

大
農

鍾
1

本
田
所
生

丹
野
良
子

就
い
て
公
団
ト
ゑ

旧
卿
57
年
度
農

工
砂
の
池
抄
状
況
亀

甲
藍

に
つ
い
て
報
告
(概
幣
は
荻
の
と
お

り
)
が
あ
り
､
欝
松
の
中
P
.
62
年
鹿

横
成
の
見
通
し
に
つ
い
て
'
称
心

な態

漁
が
さ
れ
ま
し
た

｡

次
に
､
袋

田
の
開
帳
各
局
長
よ
S
l

嘩

北ニrII
タ
ウ
ン
朋
潜

水
の
個
和

57
年
収
北
砂
状
況
及
虞

利
58
望
許

朗
に
つ
い
て
雌
皆
･
脱
朋
が
あ
り
ま

し

た
｡
(護

仏況
の
夢

に
つ
い

ては

4
乱
歩
㈹
)

特に交過局
長から
は
､
地
下
鉄

3

号
務
の
免
許
収
得
問
胤
の
状
況
に
つ
い

て
群
細
な
鋭
朋
が
行
わ
れ
ま
し
た
-

藁

の
中
で
は
'
焼
却

工地祉秋
に

M
挙

る
蓄

羽

前
蕗
喝

公

鳶

秋
の
中
州
凄

､
地
下
妖
仲
間
蒸

態

鞘
に
つ
い
て
第

出
さ
れ
､

閉
会
と
な
り
ま
し
た
.

r#
雨
劉
剤
糾
捌
災
パ
目

口
=
山
7

こ
れ
歩

癖
に
円
然
ガ
ケ
窄

<
自
然
ガ
ケ
の
点
検
>

琶

壷

に
よ
る
兇
富
来

然
｢
防
砦

た
め
に
警

も
の

6
月
I
R

華

北
二

で
す
｡

ユ
ー
タ
ウ
ン
葦

篭

･

巡
毒

意

の
墓

禁

童

の
立
ち台

の
移
転
に
よ
墓

所
減
少

い
の
も
と
仁

公
葺

の
疏

墓

所
に
な

災
ハ
ト
ロ
ー
ル
盃

rhま
し
た
.

隻

で
は
'
今
険
と
も
パ
ト
ロ
ー
ル
姦

化

し
て
い
く
こ
と
を
確
詑
し
柔
し
た
｡

<
防

災

ダ

ム
も
点

検

>

今
年
も
5
月
24
日
と
同
月
31
日
に
防

災
ダ
ム
の
煮
検
姦

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

祉
池
野
謬
所
と
住
宅
･
都
市
格
仰
盃
El

合
同
で
英
押
しま
し
た
｡

災
笹
か
柔
然
に
防
t
,に
は
目
尻
の
例

え
が
必
密
で
あ
り
､
梅
雨
抑
帆
に
点
検

空
行
っ
た
も
の
で
す
.

昨
年
の
台

風
に
よ
る
紫
中
老
雫

は

市
内
各
所
で
穀
水
被
串
が
誓

し
た

が
'
槌
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
加
区
で
は
ダ

ム
の
貯
水
判
明
が充
分
に
辞

さ
れ
た

こ
と
も
あ
n
象
藁

に
近
い
も
の

I.Jし
た
.

現
在
劫
比
内
に
31
筋
即
あ
る
防
災
ダ

ム
の
各
項

堤
体
の
状
況
､
推
功
土

砂
泉
は
正
鞘
で
あ
り
'
竃

的
雑
中
穀

雨
の
柴
n
蒔
に
お
い
て
対
応
が
充
分
で

あ
る
こ
と
定
価
駆
し
き
し
た
.

市
と
公

団

で

人

事

異

動

横

浜
市で
は6
月
1日及
び6
月8

日
付
で
人
串
興
勅
が
あ
り
き
し
た
｡
招

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
藍

で
は
'
祉
枇

部
長
に
窪
軍
旧
(前
部
市
町
脚
届
主

幹
･み
t･tと
み
ら
い
21
場
コ一)
が
就
任

し
､
粕
北
こ
r]I
タ
ウ
ン
蓮

蒜
所

墓

肝
葬

祭
m針
脚
店
轟

と
し
て

所
長
の
蓑

菅

扱
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
｡
ま
た
'
同
部
で
は
農
耕
改
革

が

行われ'確
政
次
と
セ
ン
タ
ー
的
菟

対
席
葦
が
市
ポ
節
理
放
鳥

英
田
折
瓢

に
な
り
.
中
止
軒
軌
m翼

に
…

(帆
セ
ン
タ
ー
閃
沌
対
葦

'
革

悲
附
坑
鷲

に
露

訳
佑
介
(机
孤
的

即
博
旭
m
‡
酔
)
が
放
任
い
tC
ま
し

た
｡

一方'
篭

･
都
市
較
仰公
団
雌
北

開
奉
加
で
も
5
月
1
日
及
び
6
月
1
日

付
で
<
再
興
動

が
あ
sy
辞
書

益
に

山
口
宏
(耶
甘
邦
血
都
市
開
発
太
郎
申

茄
R
二
部
妓
)
'
エ
霞

邸
門
世
]
牧

由
岱
俊
(
爪鵬
痢
冊
水
辺
以
心も雅
仙丁
事

抑
妨
害

が
そ
れ
ぞ
れ
就
吐
い
た
し

ま
し
た
.

S



は

じ

め

に

港
北
ニ
ュー
タ
ウ
ン地
役嘉
は
'

｢投
の
凍
姥
を
叔
大

隈

に保
有
す
る
ま
ち
.つ
-
り
｣
'

｢
ふ
る
さ
と
を
し
の
ば
せ

る
ま
ち
づ
く
り
｣
を
基
本
方
針
の
1
つ
と
し
た
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
｡

.
自
然
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
″

(
]L
ユ
ー
ス
札

糾
特
典
)
の
一
乗
と
し
て
､
地
区
内
の
学
校
の
先
生
方
を
中

心
と
し
た
港
北
ニ
rt
-
タ
ウ
ン
地
区
の
白
銀
萩
城
保
全
に
関

す
る
租
摂
会
が
去
る
五
月
二
十
四
EZI
に
隅
催
さ
れ
ま
し
た
｡

そ
こ
で
今
月
号
は
､
こ
の
私
散
会
で
循
甥
と
な
り
ま
し
た

.
小
自
顔

と
の
ふ
れ
あ
い
″
に
つ
い
て
御
紹
介
い
た
し
ま
す
｡

-

書

集

部

-

公

di
は

地

の

韮

t

の

方

針

麓

計
団
の
中
で
み
γ
ち
姦

し
更
に
み
ど
り
晶

っ
て
い
く
た

め
沢
の
方
針
を
ま
と
め
て
い
ま
す

C
*
土
の
自
然
♪
支
化
の
保
全

盲

端
の
保
金
言
創
造

0
多
守

レ
ク
リ
エ
ー
シ
P
ン

括
軌
の
架
溺

(

朽
)

直
ぐ
で
き
る
こ
と
か
ら

▲
たとK'ば弟についてで丁がt

とっい喜
っにすればよいか9わ

からt･6い苦
がある｡

-
〝ツバメの巣を準えてみよ

うとか
〝鳥の冶轟
いてみさっ″

とか皿t,でき○ことから
驚
て

は｡また学窓
の中で放くやる

ことが効媒R
J妻
ています.

■
その時に
呼門奈が
いれば生

徒

菅
感化轟
けて､よゎ凧蛇を

もつのでばt･1いでし上うか.

d
これか皇
休みが釆ますが､

いつも休み前に音
ハ禁止のお知ら

せが来ます｡そこで
外陣のある

壷
凶変持って刑正に立入る舗

合は'何らかの肝可をⅢける万茂

がある島
か掌
が..

公団
金細事
ハ淋止では,nまく

Llいことはわかり幸丁.具体的に

間Ⅶとなったy
検附させて下さ

ド.

-
牙
■

(
石
阪
氏
)I

この
他
区
は
非
常
に
広
く
､
嗣

正
が
大
b
iP
ま
蛋

銃
的
釜

例

は
t･tい
が
食
物
迎
弧
の
E3点
に
い

る
サ
ン
バ
や
旅
他
の
キ
ア
シ
シ
ギ

山
鳥
の
ト
ラ
ッ
ク
(,Fな
ど
途
し
い

野
鳥
が
轡
P
九
､
今
後
多
く
の
人

に
m
正
秋
野
し
て
も
ら
い
へ
ま
ち

の
中
で
肘
偽
と
と
入ノつ
ま
ロ
っ
て

い
く
か
菅
今
か
亀

即
し
て
い
き

た
い
.

TB



■ i

竺 二三 .1,ヱ T tやウy

昭
和
5t
年
旗
色
野
の
相
田
鞄
で

再
見
轟

EB
筆

頭
園
へ
B
E

蜜

さ
れ
た
こ
の
魚
は
'
天
然

記
念
物
に
指
定
星

し
い
る
.
良

に
ー粛

す
毒

そ
の
貝
が
書

か
薪
で
な
い
と
こ
の
魚
も
書
息
で

卓
な
い
｡
洩
在
､
県
の
淡
水
魚
瑚

琵

政
所
に
河
床
焔
き

れ
て
い

る
Q
f
息
蓋

塊
が

警

九
ま
た
フ
ヽ
ら
れ
て
い
く
LJ

と
が
苦

畠

し
い
る
.

｢ _･S i --I,--i :空 重

ホタル(森氏)

ま
ち
づ
く
り
の
面
か
ら
自
然
を

学
兄
て
い
く
と
ホ
タ
ル
が
浮
か
び

あ
が
る
.
も
と
も
と
人
用
の
仕
板

で
人
と
井
に
生
き
て
来
た
.
田
内

で
も
7
チ
コ
チ
で

稚旭
さ
れ
弊
し

ま
れ
て
い
る
.
山
口
市
の
よ
っ
に

街
中
で
夕
群
小
が
て
ら
に
見
ら
れ

る
ト
ミ
ノに
し
た

い
も
の
｡

し
.{う
.
迎
ぶ
に
し
て

も
机
や
ク
ワ
ガ

タ
が
い
る
み
ど
り
が
讐

し
い
し
､
そ

の
妄
フ
な
生
物
の
世
代
交
再
を
可
閑
と

し
っ
つ
嘉

と
ふ
れ
争
え
る
こ
と
が
必

群
だ
患

い
手

.
手
た
こ
の
別
区
は

竹
林
や
栗

林
が
多
い
こ
と
か
ら
'
何

章

長

竹
胸
や
竹
ト
ン
ボ
皇
作
る

あ
る
い
は
E
研
き
菅
や
っ
て
み
る
な
ど

体
政
的
tIlこ
と
で
自
然
与
かれ
参
っ
こ

真

申
で
は
な
い
で
し
ょ
入ノか
.
過

び
方
な
少
'
歓
呼
の
l
界
と
し
て
入
っ

て
い
け
噂

み
と
hyの
血

相常
軌
と
の

結
び
(妄
も
等

く
る
の
で
は
な
い

で
し
.+.つか
｡

司
会

今
回
の
恐
山芸

は
初
め
て
の

拭
み
で
も
あ
sa
.
8
租
別
守

義

な
卒
冊
が
妻

か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
r
t
6
搾
山
名
も
の
先
生
が
初
出
席

に
な
め
や
心
な
意
見
交
換
草
し
て
旧
官

有
&.フ
ご
ざ
い
声
レた
.

今
後
と
も

これ畠

毒

て
い

く
た
め
備
卜
田
さ
れ
た
珊
掘
苛

と
を

滞
ま
え
み
γ
ち
の
額
明
つ
く
S
t奮

て
参
り
た
い
と
存
じ
手

.
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鞍
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
軍

区
圃
藍

屋
広
東
の
工
串
に
整
ナし
て
以
来
10
年

を
慧

L
t
遺
戒
工
串
だ
け
で
な
く
､

奨
合
住
宅や学
校
な
ど
の
撃

甲
も

准
み
'
い
よ
い
よ
l般
住
宅
革

め
J と

し
て
奨
金
住
宅
に
も
'
入
居
が
始
ま

る
な
ど
'
新
し
い
街
と
し
て
撃

だ
し

ま｢)た
｡

こ
の
新
し
い
脱
の
臼
得
撫
苗
に
必
中

な
サ
ー
ビ
ス
は
'
祈
隣
セ
ン
タ
I
で
柑

ー小 ･中 学 校 も開 校 -

る
こ
と
が
で
き
享

が
､
そ
の
節
1号

と
し
て
荏
田
近
併
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ

ン
し
き
し
た
.

セ
ン
タ
I
の
施
政
は
'
篭

徴
の

他
に
鳥
肌
(内
科
･小
畑
掛
･彬
形
外

料
=
小
外
科
可
臓
･歯
科
)
へ
鹿

機

関軌祉
屈
鞘
が
あ
星

丁
.
描
仰
は

件
折
萄

米
嘩

督庇
悪

'
准

嘩

飲
重

言

月
末
に
一部
の
田

村が桝田し'旧訳開店の暮

す
.ま

た
入
居
に
合

わせて'荏田陶中

学校､荏田南小学校畠田洪節1

小学横
の

二項が
9
月

1日に陛押ぎ 九
ま
し
た
.
こ
れ
ら
の
年
収
は
'
紹
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
耶
児
の
畠

の
]
つ
で

あ
る
｢隻

よ
い
魅
加
勢
ふ
れ
る
頓
づ

く
り
｣
の
露
な
拙
淵
の
I損
な
に
な

I(も
の
と
し
て
'
糊
訊
満
城
と
湘
和

し
'
地
域
の
人
力
に
親
し
ま
れ
､
広
く

利
用
さ
れ
る
き
つ
'
采

区
の
シ
ン
ボ

ル
に
ふ
さ
わ
し
い
個
性
洗
か
な
デ
ザ
イ

ン
㈹
黍
再
話
即
日
氾
雌
と
の
恥
和
及
び

括
川
な
は
か
る
さ
っ
此
即
さ
れ
て
お

り
'
歩
行
h;印
刷
盟
叩肌
の
各

署
戦

か
LJ
も
の
と
す
る
た
め
､
十
分
な
也
必

至

仙≠
か
な
霊

宝
州
道

し
て
い
蒙
す
｡
①
桝
岨
宅

で
曹
仝
だ
け

堆く押え
る
と

ともに､惑性のあ

る
フ
ェ
ン
ス
姦

過して股け､伽澱

的
な
穿
凶
気
を
創
出
す
る
等
さ
ま
ざ
ま

な工夫かされています.

顧

問

団

会

議

開
か
れ
る

7
月

訪日に粘北
ニュータウ
ン市

来
北川蓋

仙
協
魅
金
の
抑
憾
皿
金
満

が
'
群
仙
(樽
北
区
･樺
色

の
淋

毒
及び市警
等
､

棚頭

市及び圧電･都市薪仰公団関係

考

約
八
〇
人
の
参
加
の
も
と
に
開
か

れ
ま
し
た
｡

金
銭
は
､
推
聯
協
涙
金

の江口会長

(蔓

)
の
あ
い
さ
つ
の
披
'
座

長
岳

市
警

蔽
舛
か
雄
出
さ
れ
､

儀事
が犯行
され
きレた｡

芋

粥
助
役
の
あ
い
さ
つ
'
湖

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
肥
如
耽
脚
卜
軒
の

稜撃
に入sttはじめLy
江口稚

漠伽警
会長から｢軸北二
ユI貞

ウ
ン
憲

進
迎
絡
協
節
会
の
活
動
状

況
に
つ
い
て
｣
'
続
い
て
佐
藤
都
市
計

同
局
長
か
ら
｢発

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
態

故
事
邦
(鵬
輩

X
)
に
つ
い
て
｣
'

鳶

に
野
々
村
党

朋
苑
局
長
か
ら

'会同開∫

｢怯
苧

仰
山
爪
仰
公
望
だ
日の
｣'地

区
州
折
節
ぶ
に
つ
い
て
Jrそ
の
哨

作
庸
空
地
以
内
利
や
部
長
か
ら
｢鵬
北

ニ

ュータウン
琴
1地
区
バ
ス
梱
送
計

回
｣
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
羽
告
､
説

明があり主Cた(胸建
串につい

ては､私印'バス輸送計唄
二面

た
だ
耶
)
.

以ト石
鯛昏'
脱
朗
の
披
'
笹

船

答に入りへ
地下鉄孟
m雌を中

心に発口持戒妃(仮称)愁取肘

刷
へ
重

唱

貨u住宅応事

状
喝

榔
工
凍
地
域
(エ
別
･食
此
地

氏)まも
TVり協
曾｢EB此都市投

の埠積れ
タウンセンタI地区

開
費

喝

大熊凍山田掠
聖
R成
好

期
等
に
つ
い
て
常
闇
､
意
見
の
未
明
が

あ
り
へ
そ
れ
ぞ
れ
市
及
び
公
団
よ
り
垂

井
'
脱
朋
が
行
わ
れ
'
閉
会
と
な
り
ま

し
た
.

臨

御

嘩
工
が

暦

新

協
定
締
結

ー

Hp.I･

fL.I.A

ル
(相
関坪
)
竃

東
川に
揮
す
る

協
定
等

顎
は
'
棚
折
上
席
蓋

故
地
損
料に
は
中
の
出
入
口
姦

止
O

の
正
路
に
接
す
る
工
桝
･♯
州
地
区
引

佐山地
･荷
さ
豊

は
敷
地
内
に
故

園
地
V

縦
化
･公
聴
Å辱

m詔海事

去
る
4
月
朗
日
に
'
窯
山車
工
蒐

域
態
等

足
の
弧
架

が
行
わ
れ
ま
し

た
.
閉
印
式
で
は
'
協
定
の
検
討
蓋

の
雅
号
と
粒
定
内
容
の
規
S
.
催
促
に

讐

遅
筆

片
の
退
出
と
鵬
即
事
親

が
な
さ
九
才
レ
た
｡
LJ
の
串
足
は
'
ゆ

っ
た
p
し
た
エ
舶
･倉
畑
地
鑑
'
交
通

の
現
乱
基

こ
さ
な
い
滋
の
多
い
う
る

お
い
の
あ
る
ま
も
､
気
が
寒

く
聾

が
続
け
ら
れ
珊
頒
上
の
転
足
が
さ
れ
た

ま
も
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
'
昨

年
8
月
以
来
'
延
べ
15
回
に
わ
た
9
枚

肘

が土管
れ
､
胴
即
に
至
っ
た
も
の

で

す.
協

定の主
な
内
容
は
､
8
1.諾
境
の

数
滴

甲小弧坪
を
2
っP
平
方
メ
ー
ト

恥藩
化革

鴇鼓益

駕

篭誓を学等

窪び
怠

りEn
l

な
ど
1定
の
用
斎

面
隣
地
場
外
か

た
.

ら
の
セ
ッ
ト
バ
ブ
ク
は
'
2
2
0
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
敷
地
で
は
1
メ
ー
ト

ル
以
JY
2
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
宋
桝

の
敷
地
壷

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

照
笛
川住
宅
の
焦
態
芽
の
TB
棟
は
1

5
0
珊
カ
メ
1-ト
ル
以
下
与

る
こ
と

な
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

こ
の
置

域
は
'
用
途
的
に
は
耶

H
毛

域
で
あ
り
､
準
工
宅

域
で
の

懲
否

定
は
､
横
浜
市
内
で
は
'
姶
め

て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
､
全
血
的
に
み
て

も
警

っ
で
す
｡

ま
た
'
関
節
者
の
皆
様
の
労
力
′
熟

恵
に
憲

を
辞
し
ま
す
.

荏EEl牛工 公 社 金

T1
三
･
技
士
な
ど
の
投

兼
及
び
土
取
り
を
な
く

し
ま
し
ょ
う

樽
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
串
薬
禰
持地

区
内
で
ゴ
J,[
･残
土
の
墓

及
び
土

取
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
き

っに袈

し
ま
し
ょ
う
.

こ
れ
ら
の
行
祝
が
行
わ
れ
る
と
'

遠

地
に
将
来
亀

を
受
け
る
人
に

不
安
を
与
九
ま
す
L
t
篭

･都
田

琉
W公
軌
の
濃

工
砂
に
支
辞
書

た
す

ことにも
な
拳

.

公

雫
はこ

れ
ら
の
行
為
晶

止

す
る
套

団
の
軒凝
粕
か
中
心
に

地
区
内
の
宅

パ
ト
｡
-
ル
女
行
う

な
ど
の
監
視
を
行
っ
て
い
土手
か
'

皆
様
の
所
有
管
理
地
に
つ
き
ま
し
て

は
防
護
柵
を
設
け
る
な
ど
の
対
顔
を

お
蔽
い
致
し
ま

す｡

ま
た
'
ゴ
(,
車
重
し
て
い
る

金

か
い
ま
し
た
畠

互
い
に
嚢

し
て
止
め
る

ト写に
牢
し
ま
し
.(

う
｡

住

居

表

示

実

施

嘩
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
居
表
示
に

ついては､昭和EFZ年6月に推進協

内部に辞門部会として'｢伴屈ま

示
検
附
垂
月
余
｣
を
牧
丘
L
t
以
後
8

回
に
わ
た
農

肘
孟

ね
た
招
来
'
旧

和58年8月8日に､血
山北山
田瓜

以西の舶用欝
】誉占芯とした

地
域
に
隻
脚
挙
肇

レ
た
.

仕店
寧
訳
義
雄
に
よ
っ

て新し
く

大丸(おおまる)'見花山(みは 田
岡
二
丁
目
'
荏
田
南
1

]丁目'荏EE

帝五丁目'<所管
山内宗
>の

7か町ができ手Cた
｡(七線のと

おり)
な
お
'
#
岱虎
綿
等
一部
の
事

務に

ついては'宗
で取扱っていない

允めtg
所まPお出かけいた

だ
く
宝

や
手
す
.

毒
今
済

しい
町
に
霊

長

辞し'屠任される地合哨
戒区役

....;1

-二
･､3:.
.

-..
.
;

.i:.‥,
I.JJ
‥

=芝
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旬 東山田1､北山田先行造成地 1D611■ 380宅地

⑤ 同 上

⑥ 南 山 田 先 行 造 成 地 33hJL 150宅 地

申 -主 よ _. 野 i .

笥 -.14 -- ___･-g:15 _I- ～s巨 _ ‥ _ 室 ー __

(診 東 山 田 2先 行 造 成 地 O BhA Sd宅 地

⑧ 東 山 田 3先 行 造 成 地 O lhA 30宅 地

83



ll- 4-

審
議
会

だ
よ
り

考 北 ニ ュー タ ウ ン

1

第

一
地

区

J
t

A
籍

回
'
7
月
6
日
開
催
5,

1
仮
&
地
指
定
の
報
告

5月l日付で効力塁
した7

年6月1日付で効撃
た5

件及
び
7
月
l
日
付
で

効刀発
生

し
た

13
件
の
篭

指
定
に
つ
い
て
'
通
知

し
ん皆
の
報
告
が
行
わ
れ
た
｡

二
､
小
声
月
余
の
根
号

移転対応小套
貞
会
の
悪

状
況
の

報
弄

行
わ
れ
た
｡

三
､
仮

換地指延
の
■耶
挽
明

今
懐
低
地
指
定
の
予
定
さ
れ
て
い
る

牛
久
保
10
工
区
(そ
の
2
)
へ
北
山
田

.:工区内の仮毛に
つ
い
て
印
鑑
･

杭
歩
葦

の
説
明
が
行
わ
れ
た
｡

四
'
仮
換
地
指
定
の
蕗
開

先
行
使
用
窮
地
の
う
ち
牛
久
保
10
工

区
(そ
の
2
)
､
坪
山
田
1
工
蚤

び

北
山
田
L;
工
区
の
9
固
魁
に
つ
い
て
'

仮
換
地
指定
の
幣
問

(符
S]回
)
が
行

わ
れ
へ
室

に
界
磁
Ll
い
旨
答
申
が
行

わ
れ
た
｡{

第
二

地

区

+

A
窮
鵬
回
､
7
月
13
日
開
催
?･

)'
仮
換
地
窪

の
脱
明

昭
和
EB年
度
供

用陶始
エ
リ
ア
の
中

で
､
供
用
開
始
が
連
れ
た
分
の
12
圃
地

に
つ
い
て
'
仮
換
地
指
定
の
革
的
説
明

が
行
わ
れ
た
｡

こ､
土
地
区
艶
美
現
法
亮
紀
条
に
垂
つ

く
従
前
の
宅
地
の
分
書
聖
昭
に
つ
い
て

蓋

行
上
の
必
辞
任
か
ら
'
土
地

所
有
者
に
代
っ
て
公
転
が
行
う
キ
走
の

1癌
の
分
割
又
は
合
併
苦

に
つ
い

て
'
分
筆
等
革

の
必
賓
性
､
仙竜

の

実
施
方
法
､
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
た
｡

生

活
対
策
委
Å
会

I- 昭和 58年 9月

A
第
品

､
6
月
15
日
開
催
5,

相
成
税
及
作
曲
定
預
産
税
･都
市
計

国
税
に
つ
い
て
､慧

会
轟

し
た
O

一'相続
税
に
つ
い
て

相
続
税
は
'
死
亡
レ
た
人
(被
相
続

人
)
か
ら
相
続
や
嶺

に
よ
っ
て
財
産

蓉

し
た
人
に
対
し
て
そ
の
財
産
の

価
格
に
応
じ
て
か
か
s
l蒙
す
.
遠

と

は
､
連
宮
に
よ
っ
て
他
人
に
財
産
を
棚

供
で
与
え
る
こ
と
で
す
が
'
こ
の
速
射

に
は
'
細
与
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
効
力

の
挙

る
贈
与
(死
因
贈
与
)
も
令
ま

れ
書

ノ.
財
産
収
得
の
時
淵
は
､
相
続

開
始
の
時
(死
0
時
)
又
は
相
続
財
産

分
点
め
時
と
さ
れ
享

.

【税
額
計
*
の
方
津
は
下
里

ニ
'
因
定
実
亜
税
に
つ
い
て

固
定
や
慶
祝
は
'
土
地
･
家
屋
(住

宅
.
店
舗
'
工
朝
'
申
搭
所
等
)
･償

却
k
E塗
(申
窮
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
横
桟
'
船
舶
等
)
の
戯
値
に
笹

目
し
て
祝
さ
れ
る
税
で
あ
sy

毎
年
1

月
1
日
現
在
の
所
有
名
に
'
こ
れ
畠

定
B
L産
の
価
格
を
駅
税
標
準
と
し
て
瓢

さ
れ
る
税
の
こ
と
で
す
｡

ie
]冠
-

輩

慧

要

望

(弘

水
生
動
物
し
ら
ペ

7
月
n
日
(木
)
､
茅
ヶ
崎
中
学
校

射
撃
部
輿菱

により'地
区
内
流
水

路
の
水
生
動
物
の
調
正
が
行
わ
れ
ま
L

LJJ当
日
'
3
班
に
分
か
れ
た
菱

漣は

｢せ
せ
ら
墓

園
Jr
｢地

区
貴

腐
｣
｢総
合
公

開｣
の
各派水路の阻丑

にあたりきした｡

こ
の

調恋は
､
公
園
と

し
て
部
分
的
に
併
存
さ
れ

て

いる
学
区
内
畠

の
澱

流
域
P
'
現
場
変
化
の
中

で貌在との
き
っな
水
生
動
物
が
憲

分
布
し

ているのかを
把

軸すること

か白
的
と
し
た
も
の
で
す
｡

調
託
の
成
果
は
琴
桝
学
田
の
l課
と

し
て
'
日
本
学
丘蔚
学
藁

作
品
展
に

菟
託
さ
れ
享

｡

採
賛

皇
十に
し
た
菱

連
は
'

良
を
榔
か
せ
な
が
ら
､
各
級
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
し
た
.

姦

通
の
研
究
成
果
の
為
髭
が
簸
し

み
で
す
｡

同
省
の
架
け

学兄工事は
54
年
11
月

に
牛
工
さ
れ
ま
し
た
が
､
孟

硬
を

木
解
の
3
メ
ー
ト
ル
下
流
の
所
に
つ
く

り
へ
仮
府
に
先
行
し
て
作
っ

た茶碗
を

乗
せ
て
使
い
､

新しい
鵡
脚
聖
R成
綾

に
'
太

頓を仮
塀か4h運ぶ
工
法
で
施

行
さ
れ
ま
し
た
｡

新
し

い中は'蓑1
0
8
･1
メ

ー
ト
ル
'
四
角
は
中
道
6
･5
メ
ー
ト

ル
で
歩
滋
は
両
側
と
も
2
･5
メ
ー
ト

ル
で
す
.

発

掘

作

業

進

む

｢北

川

長
塚
｣

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
内
の
大
熊

攻
山
田
線
態
設
予
露

の
新
吉
田
町
に

｢北
川
貝
塚
｣
が
あ
り
'
市
観
放
文
化

財
関
葦

に
よ
っ
て
鯛
盃
が
堆
め

ら
れ
て
い
ま
す
.

こ
の
調
丑
で
は
墾
ナ法
の
｢は
ぎ
と

slJ
と
SJっ
方
法
で
'
貝
塚
の
響
雪

ている様子をそっく9そのまま保

存する(濃跡の断面に振替刑をし

み
込
ま
せ
て
土
ご
と
は
ぎ
と
る
)
作
業

が
行
わ
れ
て
い
蒙
す
｡

こ
の
叢

は
元
土
雑
時
代
か
ら
拙
文

早
期
､
酌
耕
､

申籾'さら
に
弥
生
時

代
末
か
ら
古
堺
時
代
の

鴛
のもの
で

約
7
､
8
千
年
前
か
ら
1
'

5千年帆

の
も
の
で
す
｡

又
'
こ
の
貝
掌
り特
徴
銭

金
濃

と
い
わ
れ
'
同
1場
所
に
各
時
代
の
も

の
が
怒

っ
て
い
る
も
の
で
､
古
い
住

居
跡
(約
50
戸
萱

)
9
＼ほ
瀬
に
貝

が
ら
や
や
が
投
げ
込
まれ
た
跡
(
｢地

点
貝
塚
｣
と
呼
ば
れ
る
)
'
聾

炉
の

嘩

貯
蔵
用
の
あ
な
ぐ
ら
(土
こ
う
)

が
み
ら
れ
ま
す
｡

貝のカルシ
ウ
ム
に
守
ら
れ
て
'
5

体
の
人
骨
も
尊
兄
さ
れ
さC
た
｡

琴
1東
浜
の
載
啓
と

8月の醍者の

中で懸命な第
す

す
められてい

mI

･:･.十l
r

-
･5-;
･

莱作#莞

三
､
野
市
計
画
税
に
つ
い
て

都
市
計
圃
税
は
､
市
町
村
が
護

の

態
喝

下
水
道
の
改
良
､
公
園
の
拡
術

等
の
都
市
施
股
の
雅
放
･鼓
仰
な
ど
の

都
市
計
圃
帯
群
の
費
用
に
あ
て
る
た
め

の
昆

税
と
し
て
投
げ
ら
れ
'
駅
別
と

し
て
冠
定
皆
無
の
価
格
老
醜
税
標
準
と

し
て
醗
粧
さ
れ
暮
す
｡

罷
昏
=

SR霊

億
警

慧

(.i
6
g
)

★
群
相
は
'
幽
与
現
に
つ
い
て
は
神
奈

川
現
務
磐
へ
､
E血
圧
や
砿範

･
都
市
針

国
税
に
つ
い
て
は
各
区
役
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
.

神
素
川
税
iES琶

4
5
〒

1
3
7
-1

党

区
役
所

● 課 税遺 産 WL

正味のit産輔 基堤控除棚

IiI産拭領一fk秩 ･#式■用等 ト 2.COO万円･400万円x法定棚 人数

● 税率 (速 昇 衣 ) 挟税価格×税率一控除菩鼻-税舌月

●粗相控除

●配偶者の税額軽減措置

配偶者がJT味の遺産印の与か 4,0007jF])のとちらか多いWtまでの

相席 を附校や遺贈 によって取糾 した ときは,配偶瀦1ニ村税税はかか

ら TJ.いことにな ります｡

横浜市企画財政局発行 ｢税の知鼓｣転位

軸
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
生

活
対
策
協
会
か
ら
の
お
知

ら
せ

太
年
度
か
ら
当
空

に
お
い
て
'
住

宅
･都
市
転
卿
公
団
及
び
柳
沢
市
の
用

地
月
収
に
協
力
し
た
人
で
､
件
罵
再
髄

の
た
め
に
転
其
又
は
肌
讐

れ
る
計
国

の
あ
る
方
に
対
し
て
､
型
丁補
給
串
秦

空
行
う
こ
と
に
だ･6り
声
レ
た
｡

受
給
汚
相
名
の
鑑
定
は
､
協
会

に汲

伊
き
れ
た
｢
利
子
補
給
婆
釜

邑会｣

で
決
定
さ
れ
ま
す
が
'
細
部
に

つ尊ま

し
て
は
､
粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン件落対

流
空

曹
五
九
二
-
二
四

宜ハ番か'

横
浜
北
農
協
開
苑
相

怒岸は軟骨九

三
1]T
二
三

二番へお問合せ下さ

い
｡

I～
,

P
桂
等
位
置
図
開

先
の
お
知
ら
せ

日
本
t
倍
t
話
公
社

枕

浜

都

市

管

理

部

東
京
t
力
株
式
会
社

神
奈
川
支
店
中
山
営
業
所

公

EEl施行地
区
内
の
屯
片
等
故
盤
方

針
に

つ

き

し
て
は
'
昭
和
57
年
3
月

早
(

札

6
)
に
お
い
て
'
そ
の
境
野
を

皆
様
に
無
恥甲
レ
声
し
た
が
'
今
般
'

弟
1地
区
の
下
阪
の
区
域
に
つ
い
て
屯

桂
等
の
竃

が
で
き
の
が
stさ
し
た

の
で
'
お
知
ら
せ
し
辛

.

【開
先
日
時
】

昭
和
58
年
10
月
3
日

か
畠

年
10
月
8
日

平
日

10
時
-
17
時

土
他
日
10
時
～
12
時

【関
東
勘
所
】

住
宅
･都
市
紫
仰
公

団
W
TT闘
争
心

【関
東
期
間
中
の
問
合
せ
先
】

T
宮
上
(9
1
1
)
6
3
4
2

閲
覧
で
紺
意
見
が
な
け
れ
ば
醗
果
ど

お
り
の
蓮

で
施
工
い
た
し
ま
す
.

tl･芸
､
怒
気
供
絵
に
は
手
続
･工
串

等
に
期
間
を
野
し
暮
す
の
で
'
基

を

差

さ
れ
る
方
は
皐
月
に
証
京
屯
力
に

申
込
手
続
菅
す
る
,+
っ
に
お
疎
い
辞
し

ま
す
｡
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W
,T
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
1
枚
任
鏡
の

警

しめ
と
し
て
'
蟹

違
寿
虹

も
入
店
が
始
ま
る
t･1ど
い
よ
い
ー爪新
し

い
相
と
し
て
の
寮

き
が
甲

ら
れ
ま

す
.

また'
6
月
に
桝
止
し
た
新
横
浜

･元
石
川
殺
沿
い
に
は
'
来
年
秋
の
オ

ー
ブ
ン
を
亀
甲
し
て
'
叩
戚
碧

の
ご
み
処
刑
僅
側
桁
仰
の
た
め
の
悲

H

部
慧

中
で
す
工
郡
の
迩
抄
状
況

は
94
%
で

内
部
の
途
次
と
此
席
の
塔

余熱利用先晩完成予想艮

附
が
終
れ
ば
1
月
か
畠

迎
伝
に
入
る

章

ず
.
壷

は
約
6
4
0
0
0
叩

万
㍍
の
広
い
欺

他
に
地
上
b
曙
.
地
下

晶

の
撃

赤
白
に

弛れ分
け
ら
れ

た
煙
突
の
商
さ
は
地
上
1
つ8

メ
ー
ト

ル
に
も
な
呈

す
.
公
等
防
止
に
つ
い

て
も
境
新
技
術
が
応
岱
き
れ
'
周
囲
に

は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
放
け
地
域
に
駿

合
書

ノ一流
野
ぐれ
ま
す
.

エ
湖
の
隣
地
に
時

角
細
刺
山m誠
秋

か
5
月
に
葦

'
木
箱
的
な
エ
群

が
管

s
tま
し
た
｡
余
熱
利
用
施
股
は

温
水
プ

ール､地区セン
タ
ー
'
老
人

碍
祉
セ
ン
タ
I
.
淋
醤
召
研
岱
保
礁
セ

ン
タ
I
か
一拍な
る
皆

瀬
曲
V

ご
み

蜘
却
工
鋤
で
肇

す
る
警

プ
ー
ル
や

戚
雌
の
冷
暖
肘
の
掛
取
と
し
て
封
効
に

刺
川
し
ま
ノと
す
る
も
の
で
､
こ
れ
ら

の
施
此
も
H
姐
の
太
格
稼
動
に
合
せ
て

オ
ー
プ
ン
の
是

で
す
｡

こ
の
施
政
の
竹
節
し･否
特
徴
は
'
歎

地
が
市
側
と
西
側
で
歩
行
新
語

転

し
て
い
る
こ
と
か
ら
'
敷
地
内
で

この2誰の
妹
行
男
EF榊
誠
段
に
迎
絡

す
る
改
葬
退
(プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
)
を
設

け
て
い
る
こ
と
で
す
｡
こ
れ
に
よ
り
､

琵

し
て
針
轡
ぐれ
て
い
る
駅
前
セ
ン

タ
I
と
癖
懲

川瀬
枇
重

き
昔

と
何
時
iir
摘
要

Tこ
の
護

か

ス
ム
ー
ズ
に
な
め
'
将
光
の
セ
ン
タ
ー

幣
束
に
も
つ
t･tか
る
患

い
享

.

ま
た
､
開
放
的
tItプ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を

敷
地
内
に
放
け
る
こ
と
に
よ
り
､
余
熱

利
用
漉
牧
が
･.6S
t田
城
に
親
し
み
の
あ

る
も
の
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
.
こ
の

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
､
狭
い
と
こ
ろ
で
3

メ
ー
ト
ル
の
仰
山
が
あ
り
'
広
驚

rス

ロ
ー
プ
な
ど

を放けて変化に富
ん
だ

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
LJ
の
遊
歩
道

か
歩
き
な
が
ら
'
プ
ー
ル
の
中
の
嘩
丁

や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
様
子
菅
か
い
さ
み
な

が
審

尋
粂
し
い
届

と
な
っ
て

い
ま
す
.

B
tに
'
聖
爪
プ
ー
ル
の
は
襟
が
近
く

の
川
和
有
H
を
供
し
て
こ
高
す
い
と
な

っ
て
お
り
'
こ
の
地

区の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
｡

日

日

日

日

日

日
山

都

田
公
園
が開
設

&
;
.

-

I
;

.'1-

.
.1
]
:

ト
.
,～.

::;
;J
r

町
)
の
l部
が
'
池
警

去
る
各
月
LL岩
岳

の
｢ス
ポ
ー
ツ

広
空

と
し
て
朋
誉

れ
ま
し
た
.

両
群

約1･8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
こ
の

広
場
は
'

区圃毒
悪

と
は
別
に
'

公
益
施
政
の
高
度
利
用
と
し
て
水
氾
誰

牧
と
の
北
川
晶

っ
套

喝
で
あ
S
t.

水
辺
尚
と
叔
政
局
の
輝
刀
に
よ
り
摂
附

さ
れ
た
も
の
で
､
r都
田
公
園
｣
と
呼

ば
れ
上手
ノ｡

施
設
は
､
地
下
水
榊
の
卜
獣
芝
生
地

に
､
布
さ
6
メ
ー
ト
ル
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ

ン
ス
を
警

レ
た
9
0
メ
ー
ト
ル
×
1

閃め田ホ

こ
の
施
散
の
門
聾

だ
ほ
､

他
室

あ

り妻す
の
で

垂
Ct
会
見
落
居
ま
で

題

成
さ
れ
た
r
超
田
公
園
B
:抑
運
営

泰
山
金
｣
が
あ
た
S
(
申
藷

･
利

用
調
整
･軽
劫
な
補
修
へ
河
揃
な
ど
を

行
い
ま
す
.

i･芸
､
鰭
川に
つ
い
て
は
､
特
荒

牧
の
毎

季
節
'
肺
胤
叫
に
矧
僻
が

()等

ヽ
だ
さ
[;

【垂
q(会
■
慧

】

繊
浜
市
襟
区
川
和
町
8
9
0

都
田
迎
合
町
内
会
(中
山
恒
三
藤

樹
店
内
)

菅
(払
1n
t)
-

二1四l

住
宅
フ
ェ

ア
が
開
催

rS
日
の
法
王
い
か
考
え

る
}
肇
r

I
マ
に
へ
rSZか
LJ
か
わ
'

よ
こ
は
ま

ttl与
ノ
ェ
7
｣
か
関
内
周
辺
の
11高
瀬

で
伽
か
れ
ま
す
.

当
日
は
､
住
轟

仰
稚
雅
t･lど
圧
ま

い
に
関
す
る
名
瀬
情
報
の
壁
ホ
'
横
顔

市
の
関
係
す
る
芋

画
の
屡
亦
'
住

ま
い
の
よ
蓋

故
'
琵

金
や
ま
も

桝
北
ニ
ュ
I
タ
ウ
ン
へ
の
入
店
が
閃

米
印
で
の
始
め
て
の
拭
み
と
し
て
'

始
さ
れ
'
去
る
九
月
盲

'
槻
痢
市
立

苗

雨
中
と
帝
小
と
喝

こ
れ
ま
で
に

苗

南
中
学
校
､
芹
田
甲
小
学
攻
'
荏

な
い
瑞
卯
が
な
く
､
小
出二
田
教
育
の

EB
煎
節
1小
学
校
の
二
額
が
周
防
開
校

-

h
り
t
l

し
､
二
日
に
は
㈹
校
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
.
朽
救
竹
重
3
金
'
他
一正
T
巾

買

'

棚股沖洲套3.

地1蛋

位
の
抽
大
な
る
御
姦

'
御
解

刀によ

り
'
近
代
的
な
放
僻
の
､
し
か
も
預
嫌

モ
デ
ル

相と
して鼓
さ
れ
ま
し
た
.

に
誉

れ
た
す
ば
ら
し
い
学
校
が
創
立

争

も
は
'
こ
の
新
し
い
街
に
嘉

I
同
し
っ
か
り
李
か
て
ん
で

こ
れ
か
榊
が
で
き
き
し
た
ら
へ
や
は
shい
ち
は

な
さ
ん
に
御
警

ろ
よ
う
に
仲
軒

ら
の
聖

に
票

で
曹
匂背
少
年

ん
大
切
な

のは内容
の
充
尖
か
著

さ
れ
て
お
里

手
.
し
た
が
っ

て
コ
frr

の
幻
戒
に
努
力
し
た
い
と
瓜
い
蒙
す
｡

に
料
せ
ら
れ
た
宏

だ
と
魁
っ
て
お
り

ユ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タIとし
て
も
お
役

に
た
ち
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡

開

校

に

あ

た

っ

て

と
rq

l
l十
1
農

芸

う
児

喝

轟

の
た
め
に
も
名

爽ともにめ

准
田
岡
中
学
校
長

新

井

昭

一

っば蓮
校になり妻すしろ得てて

い
た

蛋)たいと胤いますのでよる

状
に
'
馨

学
校
の
外
弟
工
誓

行

ま
す
.

し
く
お
跡
い
琴
レ
ま
す
.

っ
て
お
り
章
す
が
'
主も
ヴ
＼
井
わ
り

用
役
に
'
学
校
は
'
枚
嘩

体
S=

し
ま
し
た
｡

し
い
裡物
を

十二
分
に
活
用
し
､
恥
日

章

｡
教
材
教
只

の軒融光
り'
取
崩
転

句

プ
ー
ル
'
特
別
教
室
と
地
域
の
み

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'
独
怒

歯
の

蜜

が
行
わ
れ
手

.
粘
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
岩

に
つ
い
て
は
へ

柳
沢
壷

野
郎
に
嶺
冗き
れ
ま
す
.

毒

オ
ー
ク
シ
n
ソ
や
プ
レ
ゼ
ン

ト
i･6と
の
巣
し
い
触
L
も
行
わ
れ
ま
す

の
で
起
非
'
御
来
場
く
だ
さ
い
｡

【日
時
】

11
品

臼
(日
)
～

11
月
㌘
臼
(日
)

午帆
10
時
-
遠

6
時

【会
盟

大
通
り
公園
､
横
顔
文

化
体
育
喝

款
待
文
化

セ
ン
タ
ー

【主
9!】

神
井
川
県
へ
袋

而
'

斧

萎
片
会

【連
結
先

】
械
折
田
垂
区空
前

2
丁
目
出
番
地

平
招

配
意
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
内

至
ハ六
二
-
三
二
西
三

相
木

に
映
え
る

〟
れ
ん
が
通

り
.

讐

産
毛
｢み
で
き
が
丘

｣の歩行

者
等

豊
川に
泊
っ
て
､
｢れ
ん
が
通

り
の
ス
テ
キ
な
お
店
｣
､
井
田
近
隣
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
き
レ
た
.

年
帯
の
必
廿
品
を
お

求めいただけ

る
g

名
鑑
群
施
汲
(菅

オ
ー
プ

ン
)､金
髄
様
等

も
萄

亡れ
て
い
ま

す
｡
撤
廃
と
シ
m
ッ
ビ
ン
グ
と
'
楽
し

い
ふ
れ
あ
い
の
場
に
衡
利
用
下
さ
い
｡



建

築

協

定

が

で

き

る

ま

で

藍

丁
薬
粕
蛾
の
葦

稚
池
聾

が
中
小
と
な
っ
て
作
放
rL

蓋

･書
讐

つ
く

晶
定

の
薫

か
も
と
屯

地
域
の
万
々
の

熱

心
な
稔
肘
金
が
血
管

れ
て
'
よ
れ
免

域
に
4
]っ
た
も
の

として
蔓

け

ら
れ
た
も
の
芋

｡

今
回
締

結され
た
雅
兼
協
定
地
区

は
､
今
年
供
用
開
始
さ
れ
た
墓

区

の
準
工
共
地
域
(大
丸
)
で
協
定
の
対

奴
と
な
っ
た
の
は
57
撃

ず
.

昨
年
8
月
屯

轟

対
熊
秀
只
金
主

催
の
ま
も
つ
く
義

明
余
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
'
そ
壷

内
窒
二
つ

の

グループ
に
合
げ
､
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
毎
に
､
協
定
寒
り
嶺

や
意
見

毒

と
の
曇

葦

侶

終
附

に三つのグルー
プ
の
代
衣
邪
の

冨

い
に
よ
っ
て
協
定
集
が
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
.
こ
の
協
定
は
､
ゆ
った

少
し
た
エ
朋
･食
此
処
251'
交
通

乱

を濁
こ
さ
な
い
戒
の
多
i
つ
る
お
い
の

あ
る
ま
も
､
気
が

撃
薯

が
続
け

ら
れ
環
境
上
の
毎
凪
が
さ
れ
た
ま
ち
の

ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
､
延
べ
15
回

に
わ
た
る
野
心
L<
現
町
会
の
牧
'
4
月

24
日
に
E:別
式
が
行

われま
し
た
｡
そ

の
俊
､
田
津
｣
薩
可
申
伸

長
梶

井
･公此金管
姓
て
､
9
月
5
日
に
促

可
さ
れ
≠
し
た
.

建

築

物
の
敷

地

川敷
地
の
t
小
面
稚

欺池が
細
分
等

､
小
さ
な

敷

地
u
.
エ
驚

女
皿
が
如
て
込
ひ
Ay

鳶

と
な
っ
て
工
場
･食
カー
豊

金
謀

の
凍
稚
感
化
に
つ
な
が
る
ば
か
s
lで
L]

V
.
災
鞍
の
nE:D
に
非
何
に
警

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
.

そ
こ
で
敷
地
の
嘩
小
面
塀
を
協
定
し

て
こ
の
さ
フ
な
こ
と
窒
未
然
に
防
ぎ
安

心

して
工謝辞頭を
行
え
'
又

､災醤

時
に
葦

工
瀬
･
倉
雌
地
区
を
目
指

す
こ
義

で
す
.
そ
こ
毒

の

エ
地
･食
爪
地
Ⅳ鷺
Lは
こ
の
敷
地
の
地

小

面
頒
N
]lLTO
WTカ
メ
ー
ト
ル
と
L

tJ
い
幸
丁
.
琶

蓋

mi

蛸が

二
二
〇
ルカ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
葱

に

ついては

'政
義

両
横
を
栗

面
領

と
し
て
い
享

.

S敷地の
主
出
入
口

許ロの
喪

､
同
州
と
西
側

が
幹
浪
虚
叫に
挿
し
て
お
蓋

､

こ
れ
ら
の
砕
浪
盃
祝
に
中
の
由
入
口

を役
け
る
と
工
地
の
敷
地
に
出
入
す
る

中
が
幹
没
前
蕗
の
交
通
島

乱
を
超
し

非
常
に
危
険
な
も
の
と
a･tS
tま
す
｡

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
敷
地
で
は
､

幹般

道
路
側
に
中
の
出
入
口
を
設
け
な
い

で

区
世
耶
蕗
矧
に
放
け
る
去
ノ碧

し
て
い
手

.
た
宅

幹
般
良
川に

し
か
砕
し
な

い
葱
もあ
り
幸
丁
の

で

こ
告
の
欺
地
に
つ
い
て
は
､
姐

和
的
虻
を扱

け
て
い
ま
す
.

伽駐
車
蛾

･
荷
さ
ば
き
蛾

工坤の
巾
が
題

川上
に
苦

し
た

り
'
盟
和
上
下府
奮

す
る
と
､

妹
持
寄

他
の
中
間
の
通
行
藍
的
守
す

る
は
か
め
で
ヴ
＼
交
通
事
故
の
空

拳

こ
と
に
な
り
か
わ
貰
せ
ん
｡
そ

こ
で
こ

の協定で
は
'
駐
中
婦
や
荷
さ

ば
き
場
を
自
分
の
故
地
の
中
に
と
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
｡

仙敷地
の
緑
化

丁窟
･♯
脚
粕
肝
曙
､
地
区
の
件
格

か
ら
'
校
の
少
な
い
'
蚊
は
つ
と
し
た

ま
も
に
な
裁

ち
で
す
.
し
か
し
'
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
は
'
操
の
多
い
､
う
る
お

い
の
あ
る
碩
つ
く
り
を
皐

し
て
お
り

ま
す
の
で
'
工
瀦
･
食
四
地
区

にお
い

ても敷地の
捺
化
空
は
か
っ
て
ゆ
く
こ

と
が
大
仰
で
す
｡

そ
こ
で
こ
の
他
区
で
は
故
地
の
10
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
n轟

化
す
き

っ
に
な

っ
て
い
事

.

建

築

物

の

用

途

エ
沸
･
一
席
地
区
の
用
竜

域
は

'

邸
工
嬰
梅
額
が
指
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
｡
準
工
業
地
域
に
#
否

来
る
態
乗

物
の
用
雀
は
幅
広
く
'
特
殊
用
葬
り
も

の
姦

い
て
ほ
と
ん
ど
袈

出
来
る
よ

う
に
な

ってい
ま
す
.
し
か
し
エ
泌
･

土
班
地
区
は
'
妻

雌
を
挙

る
人
が
'
将
来
と
も
愛
心
し
て
蕃
屈

東
署

ノに
誉

れ
垂

で
丁
か

■卑

この

地
区
に

1声
知
て
の
住
宅
や

マ
ン
シ
M
ン
が
知
っ
て
'
こ
れ
ら
の
住

民
か
ら
エ
守

と
の
且
薫

凍
上
の

間
恩
に
つ
い
て
苦
情
が
出
さ
れ
'
括
集

約
に
エ
塀
が
追
い

出され
て
し
章
っ
よ

I(左
手
億
に
な
っ
て
は
何
に
も
な
り
ま

せ
ん
｡
そ

こで
工
場
･カ
皿
地
区
と
し

て
の
エ
葦

と讐
な

用
題
の
義

が
あ
墓

た

な

い
去
ノに
し
て
お
く
こ
と
か
大
切
で

チ

.本腰篤｣は､この漕毒

を

ふ
麦

て
､
住
轟
の
他
､
ホ
テ
ル
'
旅

喝
待
4
]'善

'
キ
ャ
パ
レ
I
･カ

用
句

個
玉
付
浴
丑
だ
か
か
る
公
衆

俗
均

胸
肋
･
映
脱
化
･訊
芸
朋
･
他

党
朋
､学
校
､

柄侃'周(仰･呼物灯

な
垂

と
っ
て
毒

と
な
る

用途の袈
物を
禁
止
し
て
い
表
す
｡

建

築

物

の

形

態

川
外
壁
の
後
退

竃

轟

誓

少

まで

邸
J
蒙
す
と
'
岨
地
の
日
讐

阻
芦
し

た
S
(
取
還

恐
く
な

るばかりで

す
＼
祉
物
と
馳
帝
が
軒
藍

て
独

蓉
亡れ
る
畠

の
将
に
'
延
仇
の
恐

れが

あ
り
'
そ
の
他
の
災
背
の
時
に
非

僻
に
撃

の
と
な
り
妻
す
.
そ
こ

で
太
箸

では､葛
の外胎
を
1定

磨
荘
後
退
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
.
那

ち
'
敢
地
面
欝

二
二
Q
WT方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
】砧
侯

退

無
血
を
t
メ
ー
ト
ル
以
卜
苫
L
t
二
二

∩
史
カ
メ
ー
ト
ル
宋
朋
の
も
の
に
つ
い

て
は
､
妄
U
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と

な
っ
て
お
毒

す
.

似併
用
住
宅
の
住
居
面
積

禁街
の
用
途
の
と
こ
ろ
で
'
盗
電

姦

止
し
て
い
る
と
述
べ
き
し
た
が
､

全
艶

に住宅な燕止してしまい
ま

す
く

小
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.
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港北ニュータウン荏田準工業地域建築協定

(目 的)
第1垂 この協定は､本協定区城内における建築物
の敷地､JTl遠.及び形態にBLlする基準を協定し､準
工業地域 (工場舟Lt等地区)の頚姥を花度に維持し
柑過することを目的とする｡

(用悟の定耗)
第2集 この協定における用語の定掛 ま､建築基準法

(昭和25年法雑務201号).および漣熊韮革ま施行
令 (昭和25年改令弟338号)の例に上る｡
(名 称)
第3条 この協定は.港北ニュータウン荏田準工業地
波速策協定と称する｡

(tB定の捧持)
第4集 この協定は.鮮6条に定める区域内の土地の
所有者および漣策物の所有を目的とする地上権また
は紫伸雄を有する者 (以下4Lに ｢土地の所有者等｣

という｡)の全員の合意により締結する｡
(協定の変更および廃止)
鮮5粂 この協定にかかる協定区域,脱 物に関する
韮ZP.有効朔T和.または協定連反があった狙合の措
定を変空し上うとする狼合は､土地の所有者等の全
凸の合掛 こよらなければならない｡

2 この協定を廃止しようとする解合は､土地所有者
等の過半数の合意によらなければならない｡

(協定の区域)
第 B集 この協定区域は別Egl区域図のとおりとする｡
(牲張物の制限)
第 7粂 m集に定める協定区域内の建策物の赦地.用
嵐 及び形蜘ま､次の各桝 こ定める基準によらなけ
ればならない｡
tll姐躯物の敷地

丁 建張物の敷地の最小面跡 ま220平方メー トル
(‡3xs6坪)とする｡ただし､仮換地指定面領が.
220平方メー トル以下の狙合には､その両横を
叔小面横とする｡

イ 軌也の主出入口の基串

接写誉農 題 霊芝苧欝 由禁 警震雷管',iE
こととする｡たf='し建築協定運営委11会が横浜
市と協議の上捉めたものについてはこの限りで
ない｡

り 血 相 ､荷さばき幼 (空地を含む)は.自分

の放地内に放置する｡
エ 珪張物の敷地内には､敷地両所の105To以上緑
化するものとする｡

(2)娃策物の用途
丁 次に紬げろ用途の煉蕪物は建集できないこと

とする｡
∽ 住居の用に供する捷集物 (在官者または､
従業Llが居住する併用住宅を除く｡)

帥 ホテルまたは.旅輔
桝 待合､料理店.キャバレー､井地肌 その

他これに斬するもの｡
帥 個畠付浴幼粟にかかる公衆浴船
脚 bJ幼､映画軌 演芸狼または､徴発幼
醐 学校
㈹ 柄尻
&) 図番如､博物臥 その他これに頼する1,の｡

(3) 紐帯物の形腰
T 外壁､またはこれにかわる桂の面から汲地塊
界までのFE#は､敷地面棚が220平方メ- トル
(美加6坪)以上の敷地については1メー トル以

上とし.艶地面領が220平方メ-トル未満の敷
地については05メー トル以上とする.

イ 本条邦(2)骨TCT)のかっこがきに定める住居の
用に供する部分の面跡 ま.容鎖車 1005To､かつ
150平方メー トル以下であること｡たf='し､建

策協定運営拳Ll会が横浜市と協液の上認めたも
のについてはこの寂Dでない｡

(協定の有効期rLrl)
第 0集 この協定の有効期間は､市長の鍵可公告のあ

った日から起井して10年間とする｡ただし本協定者

の過半紫以上のものが廃止の意志がない解合は､期
間満了の翌日より起許して実に10年EW有効期rmを延
長する｡

2 有効期rhlJ内に犯した連反者の株隈に関しては期間
満7枚もなお効力を有する｡

(協定の効力の東推)
荊9集 この協定は､市長の認可の公告のEl以後にお

いて､餅6灸に定める協定区域の土地の所有者符と
なった者に対してもその効力があるものとする｡

(違反者に対する措狂)
第10秦 野7条に定める嬢拓物の基準に迎反 した坊
合､弟13灸に定める垂n長は弗L2灸に定める香且会

の決定に基づき.当該土地の所有者掛 こ対して､エ
水鳥=停止を珊求し､かつ文有をもって相当の猶予
期Tlqをつけて当該行あを赴正するための必褒な措置
をとることをyl求するものとナる0

2 舶項の紳求があった妨合においでは.当該土地の
所有者宅引土これに従わなければならない｡
(裁判所への捷辞)
*11粂 7m桑折 1項の甜求があった幼合で､当該土地
の所有者等がその珊斜 こ従わないときは､第13灸に
定める歩Ll長は弟12条に定める番Ll会の決定に基づ
き､その強制履行または当族土地の所有者等の兼用
をもって邦3着にこれを行なわせることを裁判所に
珊求するものとする｡
(fJLS)

第12重 この協定を運営するため､建築協定運営委Ll
会 (以下 ｢委fL会｣という.)を放任する｡

2 番Ll会は土地の所有者等の互igに上り選出された
委員若干名をもって粗糖する｡

3 委員の任期は2年とする｡ただし.補欠の秦Llの
任期は7m任苛の戎有期関とする｡

4 番月は再任されることができる｡
Lft J4､

第T3集 歩fl会に次の役LLを尽く｡
番L3長 1名 Dl春日攻 2名
会 計 1名

2 番Ll長は.肇Llの選挙によ9滴出する｡秦11長
は､垂A金を代衣し､脇定運営琳横を統括する｡

3 副葬Ll亜および会計は､垂月の選挙により三等出す
る｡

4 副秦Ll掛 ま香Ll長を補佐し､蚤jl掛 こ亦故あると
きこれを代理する｡

5 会計は番Jl金の経理に関する薬類を処理する｡
6 番且長を変実した坊合､新たに黍Ll長となった者
は.速やかにその旨を横浜市に届け出る もの とす
る｡

(補 則)
第11条 例射 こ定めるほか.春Jl会の姐乱 運営､議
決の方法御 こ関して必要な本項は,別に定める｡

附 則
この払定番は3部作成し.2鉢を市長に提出し､ i

‡馴土払定着が保管する｡市長の認可があった後､市長
に提出した2部のうち1裸を委員長が保管する｡
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9
月
訪
日
開
催
∀

遊

及
び
肌
カ
国に引
き
誓

'
農

菜

蔑

余
と
'
辞
宗

有

川協

垂

諮
協
満
会
の
合
同
会
戦
が
開

か
れ
た
｡

ま
h
'
航
回
(3
月
24
日
洲
他
)
の

璽

榊
の
あ
っ
Ly
摂

関
の
公

開
等
の
股
壬
等
違

濫
頴
斜
と
し
て
受

入
れ
る
件
に
つ
い
て
､
市
擬
政
局
の
方

か
ら
'
公
璽

か
ら
の
庚
申
が
14
㌔
㍍

以
霞

政
耳
'
耶
定
枝
等
を
批

供
す
る
こ
と
か
可
鴨
で
あ
り
'
希
望
の

と
こ
碁

のれ
法

茶
園
市
務
所
'

雲

脚
荊蕗
所
と
柑
申
レて
ほ
し
い

旨
'
朝
丘吊
あ
っ
た
.

続
い
て
'
こ
の
啓
供
用
巴

き
れ
た

窒
廉
地
の
耕
作
権
取
に
つ
い
て
､
荏

田
仙
区
及
妻

ら
そ
れ
ぞ
れ

報
告
か
さ
れ
た
.

また'昭和59年度から爽
施
予
定

の
'
県
の
び
相
席
董

芳
針
策
に
つ

い
て
､
附
滋
政
局
か
畠

が
あ
り
､

市
街
比
区
域
内
で
菜

環
境
群
仰
申

邦
､
推
定
代

返

群
附
等

君

蓋

義

仲す
る
針
山汀
邦
あ

sht
補
助
▲篇
卦
す
る
…若

に
は
'
膿

協
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
ほ
し
い
旨
酷

し
か
あ
っ
た
.

そ
の
哨

讐

此
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諾

崇

H

改
過
に
つ
い
て
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山l苔
鹿
瀬
各
迎
賓

艮
会
か
ら
の
朝
錯
尋
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行
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れ
た
-

任
所
移
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さ
れ
た
方
へ

潜
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タ
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に
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ニ
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｣
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雨
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音

寺
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起
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に
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記
憶
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望
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台
祈

れ
竹
山
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別
岸
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五
九
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重
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E
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ら
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茶
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れ
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盆
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降
る
申
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月
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行
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ま
し

た
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や
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い
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'
社

崇
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す
る
関
係
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っ
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､
古
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申
作
法
｣
と
い

う
廉
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っ
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鎌
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れ
へ
鍬
入

れ

杭
打
ち
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行
わ
れ
､
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い
て
お
肌
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ご
そ
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に
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ら
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ま
し

た
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虫頓朋が

､斡gi
i

Iか卓治
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れ
そ
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事
に
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野
yeた
御
庄
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入
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の
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に
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れ
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の
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穴
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か
け
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く
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土
の
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更
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す
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す
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つ
そ
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と
し
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い
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木
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､
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に
､
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が
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与
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､
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奇

よ
い
区
山
鹿

宜
行
お
墓

力

さ

れる中で
'
広
大
だ
丘
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が
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々
と
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去
り
､
目
に
し
み
る
擬
も
朔
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し
て
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ま
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.
そ
れ
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に
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私
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し
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ザ
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え
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姿
は
.ieの
中

き
れ
い
蕃

淘
っ
て
何
も
見
え
Ll
い

が
､
や
が
て
水
は
ま
た
紀
ん
で
'
何
鑑

も
同
じ
こ
と
を
く
還

す
Ⅶ
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布
八･と
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廿
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牢
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の
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わ
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自
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え

蚤
郡罰始まって10年以卜握

っ
て
'
す
で
に
子
供
の
逝
ん
荒

川
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も
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ま
せ
ん
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掌

ら

れ
て
鐙

か
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来
､
家
か
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っ
て
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チ
.
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で
も
中
央
の
鮒
野

蛮
に
血
畑

は
あ
り
麦
丁か
､
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
拙

い欄で出来
た
脈
滋
や
U

字府の水路

で
は
､
ど
じ
ょ
う
か
も
ぐ
る
柏
も
'
ザ

社か虎魚きれ'その下の山根にあ

る
水
神
俳
の
岸

か
ら
､
汗
水
か
沸
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出
て
い
る
の
で
す
.
雨
の
降
っ
た
後
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水
草
も
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く
'
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の
竹
格
を
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て

流
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落
ち
る
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水
は
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廿
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ら
多
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帯
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な
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わ
り
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木
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に
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っ
轟
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感
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妻
す
｡

近
所
の
ソ丁と
も
た
ち
の
ポ
カ

びをし

鯛

是

非

残

し

た

い

緑

陰

の

水

辺

中
川
町

大

形

鳴

子

リ
ガ
こ
か
飛
び
は
ね
る
猟
他
も
あ
り
ま

て
い
る
様
子
か
見
え
な
い
の
は
き
っ

せ
ん
.

と
'
神
様
の
水
だ
か
ら
大
切
に
と
､
敦

そ
ん
な
地
域
の
中
で
も
押
し
て
み
る

え
ら
は
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
｡

と
'
あ
さ
b
こ
ち
ら
に
少
し
だ
け
曲
さ

他
の
水
盗

れ
出
て
'
ほ
ん
の
軟
メ

れ
て
い
る
向
然
毘

つ
け
る
こ
島

あ

ー
ト
ル
'
人
の
目
に
ふ
れ
た
だ
け
ポ
適

shま
す
.
中
川
町
の
<
通
が
｢老
油
虫

路
の
下
琴
.さ
っ
て
富
だ
そ
そ
い
で

治
山
不
軌
噂
｣
と
呼
ん
で
い
る
｡
ほ
ん

伴
帯
排
水
と
独
S
岳
っ
て
し
事
つ
の
七

の
少
し
の
と
こ
ろ
や
ず
.

す
.

村
道
脇
の
50
段
余
stの
ナE屈
の
上
に

こ
う
し
た
野
Pか
な
水
が
小
川
に
な

り'
魚

やザリガニを住まわせて
'

手
管
入
れ
れ
ば
冷
た
さ
な
感
じ
､
裸
足

で
迎
ペ
嘉

辺が出来ると
懸
う
の
で

す
｡蓬

の
鵜
肌
か
泉

の
資
出
て

い
る
欝

や
､
地
下
水
の
初
に
絶
え
ず

付
薬
を
こ
わ
し
て
い
る
と
こ
妄

り

ま
す

｡
地

図の上
で
の
重

な
等

ノと

せ
ず

に'地
域
の
人
袖
ア
由
刀
し
肌
正

か
き

れて'撫
馨

な
都
市
の
中
に
自

然
を

難しへ
私
油
が
ユ轟
に
受
け
継

ぎ
'

心のゆ
と
り
か
替
し
ろ
萌
つ
く
り

を
し

て行かな
け
れ
ば
な
一hな
い
と
他

う
の

です｡
老畑般治山
不
動
耳
が
'
毒

に

+
海

蛋
心
の
許
的
と
こ
ろ
で
あ

っ

たか'今蓑
に
虫
守
れ｢し
て
来

ら

れたかをお
聞
き
し
て
み
ま
す
と
'

こ

れ蓋
い
触
月
か
か
っ
て
出
来
た

甘
い

自然であ
る
と
琴
ヽ
将
に幸
せ
ら

れ
ま

した.是
非
､
こ
の
天
与
の
自
然

を
そ

のま姦
し
て
お
い
て
Ⅶ
き
た
い

と
似
い

巷丁.

集
合
住
宅

の
入
居

者
募
集

に
つ
い
て

5
月
号
(曲
亭
)
で
お
知
ら
せ
し

ま

したが'藍区
の
三
つ
の
ブ

ロッ

ク
で
'
市
･鼎
の
岡
荘
重

公
算

び
住
宅
･山梨
m
薪

公
胃

5
月
末
か

ら
上
月
に
か
け
て
要

し
た
｢し

い
の
査
u｣
'
｢か
し
の
六
台
｣
､
｢け

や
き
が
丘
｣
及
び

｢薫

丘
｣
の

愚

は
'
す
P
に
8
月
末
か
ら
入
居

が
開
始
盲
れ

てお里.合
わ
せ
て
'
近

隣
セ
ン
タ
ー
で
伴
群
蓋

'
雑
兵

､
禁

圧
熊

獅革の
蕪

が
開
店
し
､
開
店
店

冊
の
鞍
ば
入
居
開
始
の
時
に
比
べ
て
相

加
し
宿
店
街
も
充
爽
し
て
ま
い
り
ま
し

た
.
又
､
小
･中
学
驚

従
妹

知内に

耶
併
し
'
9
月
の
斯
学
岬
か
良

薬
が

始
ま
っ
て
お
ゎ
ま
す
.

こ
の
よ
う
に

ニュータ
ウ
ン
ラ
イ
フ

が始まって
お
り
幸
丁
が
'
現
在
'
引

き
曹

人
膚

若
帯慧TPr
老

帯

筋
所
に
お
い
て
申
込
み
蔓

け
付
け
て

お
り
へ
ご
希
望
の
住
宅
か
見
た
あ
し′テ

ぐ
に
申
込
む
U
と
が
で
き
喪
丁
の
で
ご

笑
内
い
た
し
ま
す
.

な
お
､
申
込
方
法
等
に
つ
い
て
9
＼

わ
し
い
内
容
は
､
唆
記
の
と
こ
ろ
へ
そ

れ
ぞ
れ
お
問
い
合
廿
と
が
き
い
.

問
い
合
わ
せ
先

☆
貿

市
庄
蓑

椅
公
社

老

販
売
芸

所

曾
0
1
5
(管
.5
)
号
ム
06

☆
神
市
川鵜
庄
髭
n冶
公
社

老

l芸
所

育
U4
5
(9
1
1
)
0
7
5
1

☆
住
宅
･部
朽
茄
W公
団

老

案
内
所

管
0
1
5
(9
1
2
)
2
8
6
4

t
桂
等
位
荘
園
開

先
の
お
知
ら
せ

日
本
t
借
t
桔
公
社

株

浜

市

布

9
(
埋

却

東
京
t
力
株
式
会
社

神
責
川
支
店
中
山
営
業
所

公
団
費
地
区
内
の
屯
巷

笹

方

針
に
つ
き
声
し
て
は
､
昭
和
57
年
3
月

早
(礼
節
)
に
お
い
て
'
そ
の
要

を

唐
様
に
蛋

明
し
き

したが'表'

琴
1地
区
の
弁
国
の
区
域
に
つ
い
て
屯

毎

の
転

が
で
墓

が
豊

rレ
た

の
や
ヽ
お
知
ら
せ
し
ま
す
.

【閲
先
日
時
】

昭
和
弱
年
11
月
24
日

か
ら
同
年
11
品

日

平
日

10
呼
ふ
い紳

士
服

日10時～E3時

【

阻発場所】
住
q
･載
市
部
仰
公

団
悔
北
開
苑
庵

【

Ⅷ果樹中
の
間
4
]菟

】

T
E
L
(9
1
1
)
6
n
V
2

閲
光
で
御
蔵
鬼
が
な
け
れ
ば
聖

と

お
stの
竃

で
施
工
い
た
レ
手
す
｡

な
お
､
何
気
供
絵
に
は
筆
耕
､
H
市

中
に
?
_
を
押
し
ま
す
の
で
'
1"叢
を

薫

る
膏

付
票
屯
力
に

申
皇
丁戊
そ
す
る
き
っ
に
お
扱
い
辞
し

ま
す
｡

88
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u

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昨
年
は

維
北

ニ
ー
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
も
新
秋
浜
元
石

川
線
の
開
通

大
規

模

な
供
用
開
始
や
こ
れ
に
伴
う
入
居

開
始
が
行
わ
れ
ま
し
た

ま
た

み
な
と
み
ら
い
の
21
新
工

帆
船
日
本
丸
の
横
浜

塀
敦
決
定
な
ど

明
EZ1
の
街
づ
く
り
に
大
き
な
抑
み
の
つ

い
た
年
で
し
た

次
の
世
代
に
頼
り
を
も
っ
て
引
き

渡
せ
る
ヨ
n
ハ
マ
を

市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
今
年
も
力
強
く
つ
く

っ
て
い
き

ま
し
ょ
う

皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

..
:

;
.･:
･
'･.

わ
押
且

一

新
春
を
迎
え
皆
々
様
の
ご

多幸を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
す

本
年
も
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事
業

推
進
に
倍
旧
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す

昭
和
五
十
九
年
元
旦

撃

鮎

蓋

..ネ

ロ

将
恰

ど
ん
ど
や
き

中
川
小

小
は
し

ま
ゆ
子

十
四
日
に
川

っ
ぶ
ち
で
'
ど

ん
ど
や
き
が

あ
り
ま
し
た
｡

わ
た
し
は
か
ど
ま
つ
を
も
っ
て
い
っ
て
も
や
し
ま
し
た
｡

み
ん
な
は
'
ぼ
う
に
さ
し
て
あ
る
ま
あ
る
い
ぴ
ん
-
や
白

の
お
も
ち
を
も

っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
'
わ
た
し
た
ち
だ
け

お
そ
な
え
も
ち
を
も

っ
て
き
た
の
で
'
み
ん
な
に
わ
ら
わ
れ

ま
し
た
｡

み
ん
な
は
ぽ
う
に
さ
し
て
あ
る
お
も
ち
を
火
に
あ
て
'
わ

た
し
た
ち
だ
け
は
う
に
さ
さ

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
'
火
の

中
に
ボ
ン
と
い
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡

だ
し
て
み
る
と
ま

っ
く
ろ
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
｡

う
ち
に
も

っ
て
か
え
っ
て
へ
お
に
い
ち
や
ん
に
あ
げ
た
け

ど

｢
い
や
だ
｡
｣
と
い
っ
て
す
て
て
し
ま
い
ま
し
た
｡

-
-
⊥
甲
川
小
文
兼
r麦
｣
よ
り
-

/:Tl一章.rrー土_.井 草u 阜一一
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は

じ

め

に

稽北
ニ
ュータウンの街づくり
も
み
で
き
が
丘
や
小焦
海
区
へ
の
入

居
を
は
じ
め
と
し
て
'
多
く
の
方
々
が
新
し
い
年
宿
を
営
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
､
力
強
い息
吹
が
博
し
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
声
レた
.

今
月
号
は
'
こ
れ
ら
の
方
々
に
'
新
し
い
街
の
畢
由
象
を
っか

が

っ
て
み
ま
し
た
｡

-

編

集

部

1

も

っ
と

宣

伝

す

べ

き

環

境

が

良

く

安

全

な

街

づ

く

り

か
し
の
木
台
ハ
イ
ツ
懇
改
会

A

環
桶
の
良
い
喝
つ
く
り
を
埠
の
て

い
る
と
伽
い
て
い
ま
し
た
｡
｢ヨ
コ
ハ

マ
｣
は
良
い
イ
メ

ージだと
思
い
ま

す
｡

EEl
自
然
と
共
存
で
き
る
点
は
満
足
し

て
い
ま
す
.
普
通
の
遍

開
発
で
は
小

さ
な
児
葬
淋園
がは
し
か
あ
り
ま
せ
ん

し
｡

C

人
と
中
を
分
澱
し
て
い
る
LJ
と
や

住
宅
地
内
に
通
り
抜
け
の
滋
が
な
い
街

の
つ
く
り
は
す
は
ら
し
い
｡
そ
ん
な
良

い滴定もっ皇且伝する必野がある

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
.

D

以
机
､
幣
仙区
内
に
丸
め
て
い
た

ので
噂
北
ニ
ュ

ータ
ウ
ン
の
こ
と
は
知

っ
て
い
ま
し
た
｡
田
園

都市線
治
線
に

は
こ
の
広
さ
の
住
宅
が
な
か
っ
た
の
で

選
び
声
レ
た
｡

M

非

買に通勤
し
て
い
ま
す
が
へ
ま

あ
便
利
な
方
で
は
な
い
で
す
か
.

N

皆
苧
ん
将
来
性
で
嘩

んだと恩い

ま
す
｡
地
下
鉄
計
岨
も
等
KJに
入
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
｡

p

私
は
当
初
二
戸
犯
の
つ
も
り
だ
っ

た
の
で
す
か
､
国
氾
2
4
6
の
石
坂
で

知
っ
て
英
は
砺
勅
7iHい
し
た
の
で
す
.

将
来
､
良
い
衛
に
な
Q
と
い
う
感
じ

が
し
表
す
｡

ス
ー
パ
ー
と
小
児
科
医
は
入
居
時

に
必
要

A

私
た
ち
､
あ
る
程
度
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
の
つ
も
り
で
来
て
い
蒙
す
が
､
ス
ー

パ
ー
と
内
料
･小
児
科
医
は
入
居
狩
に

理
非
と
も
朋
栄
し
て
い
て
も
ら
い
た
い

で
す
｡

M

入
居
脱
胴
金
の
と
き
は
商
店
が
き

ち
っ
畠

来
上
る
と
拙
い
て
い
ま
し
た

かしの木台ハイツ恐較会

がへちょ
っ
と
抑
符
は
ず
れ
で
し
た

｡

今
は
而
ケ
屈
や
､
あ
ゴ
良
好
'
た
ま
プ

ラ
-
ザ
の
ス
ー
パ
I
に
深
い
出
し
に
行

っ
て
'
足
り
な
い
も
の
嘉

の
商
店

で
t
(っ
て
い
ま
す
.

B

入
居
し
て
二
万
月
に
な
る
の
に
'

童
だ
小
児
科
医
が
な

い状博は
､
中
を

持
っ
て
い
る
人
は
ま
だ
し
も
'
な
い
人

は
大
変
不
安
だ
･患
い
蒙
す
｡

N

ス
ー

パーの酵双にしても
私

た

ち
に
で
き
る
こ
と
な
ら
'

群名でも何

で
も
し
た
い

です｡

C

公
共
施
警

区
役
所
の
支
所
や
､

園啓館
'
ス
ポ

ーツ
施
設
等
近
く
に
あ

る
と
良
い
の
で
す
が
.
D]柄
杓
に

利用

す
る
施
政
が
欠
け
て
い
る
の
か
間
期
で

す
｡

p

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

が懲役途上に
あ

る
た
め
､
だ
ん
だ
ん
に

黙鵬されて
い

く
の
で
し
ょ
う
か
'
居
住
名
の
立

満に 立
っ
た
細
か
い
心
使
い
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
暮
す
｡
当
初
は
歩
道
も
舗
装
し

て
い
な
い
L
t
雨
の
日
は
ひ
と
い
も
の

で
し
た
｡

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
理
念

を堅持し

て
新
し
い
市
民
の
奉
加
も

p

住
宅
が
売
れ
な
い
と
計
歯
の
レ
ベ

ル
毒

し
て
ミ
ニ
関
守

が
出
て
く
る

必
配
が
あ
る
｡
是
非
も

当
初
の
慧

費
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
｡

D

こ
の
土
地
に
愛
野
小
が
持
て
る
よ

う
轟

塊
を
つ
く
ら
な
い
義

持
が
在

れ
て
し
き
っ
と
思
い
ま
す
｡

A

W
IT
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
略
は
す
は

ら
し
い
と
尽
つ
｡
そ
れ

ないかに
爽
快

するかが
間
取
で
す
｡

N

地
椎
名
の
方
の
纂

対
邦
は
野
心

に
行
わ
れ
て
き
た
き
っ
で
す
が
､
琴
l

の
段
階
./じ
て
新
し
い
住
民
の
日
侍
生

活
を
考

えてもら
え
る
事
業
の
堆
め
方

牢
し
て
は
し
い
も
の
で
す
｡

人
が
住
ま
な
い
と
発
展
し
な
い

M

や

は
り
人
が
讐

な
い
と
苛
は
苑

展
し
な
い
と
患
い
ま
す
｡
そ
れ
に
は
地

下
鉄

の
日
遠
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
や

N

桝
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
誌
肌考

大

枠
著
は
言

い
で
苧
＼
准
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
｡

(出備
考

控
除
さ
ん
夫
&
'
中
田
さ

ん
天
変
'
山
内
さ
ん
夫
姿
'
鈴
木
苧
ル

竹
隈
き
ん
)

タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
に
近
く

将

来

性

を

買

い

ま

し

た

み
ず
さ
が
丘
､
け
や
き
が
丘
'
し
い
の
木
台
ハ
イ
ツ

Ⅰ

将
来
地
下
鉄
が
入
る
と
セ
ン
タ
I

駅
ま
で
12
-
3
分
で
行
け
る
し
'
朋
苑

が
進
め
は
文
化
施
政
や
疎
麓

牧
も
祉

歩
で
利
用
出
き
る
点
も
孝
九
ま
し
た
｡

J

先
日
の
新
鵬
に
'
礎
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
も
況薪
施
藍
も
S
袈
す
る
見
正

し
の
記
串
が
出
て
い
ま
し
た
が
桐
待
し

て
い
暮
ノ｡

K

新
雌
に
は
｢Tl-
ス
ト
タ
ウ
ン
｣

し.か
｢足
な
し
｣
と
か
ltr呂
九
て
い
ま

す
が
外
か
ら
見
て
の
態
で
､
隣
近
所
に

人
が
住
ん
で
い
れ
ば
不
安
は
な
い
し
､

主
人
も
江
田
駅
ま
で
ミ
ニ
バ
イ
ク
で
行

っ
て
い
草

か
ら
不
快
は
感
じ
て
い
な

い
しそ
つ
で
す
｡

L

以
別
は
駅
の
そ
ば
で
仙
利
で
し
た

が
､
こ
こ
の
方
が
静
か
で
気
に
い
っ
て

い
幸
す
.
入
唇
レ
た
時
は
虫
の
声
が
す

ご
く
'
昨
日
も
肘
砧
が
と
ん
で
き
て
現

場
は
抜
群
で
す
｡

Ⅰ
子供
を
訂て
るには
安
全で
自然

も
多
い
し
良
い
で
す
g
O
で
も
公
園
に

フ
ラ
ン
コ
が
ほ
し
い
で
す
ね

｡

J

EI物
は
些
面
程
ス

ーパーへEl

出
し
に
行
っ
て
い
ま
す
｡

近隣商店街

は
今
-つ
中
途
半
･iEと
革

っか､やは

り
あ
そ
こ
に
ス
ー
パ
ー
が

欲しいです

ね
｡

K

欲
量

っ
た
ら
き
り

がありませ

ん
が
'
お
店
は
近
く
が
良

いですね｡

Ⅰ

交
番
や
t
m哉
肌中
の

匠群雄艶も

早
く
帥
放
し
て
ほ
し
い
し

､深管

つ
く
っ
て
ほ
し
い
｡

教
育
環
境
と
し
て
は
モ
高

良
い
芽
を
伸
ば
し
て
や
り

た
い

6
ク
ラ
ス
1
3
4
名
で
ス
タ
I
卜
し

た
等
小
学
校
は
､
新
し
く
居
住
さ
れ
た

生
後
が
は
ば
半
数
で
､
元
か
ら
皆
庄
し

て
い
た
生
徒
と
の
融
和
が
必
弊
と
な
り

一芸
す
ね
.

染
色
住
宅
の
子
は
'
居
住
階
数
か
上

に
い
く
ほ
と
ひ
張
な
子
が
多
く
､
室
内

遊
び
は
柑
恵
で
も
'
戸
外
の
遊
び
方
を

知
ら
な
い
と
い
う
｡
1鮭
肘
な
こ
と
が

い
え
ま
す
｡

先
生
方
と
野
心
に
話
し
合
っ
て
'
当

校
の
数
百
白
襟
は

①
自
ら
学
ぶ
子
(自
ら
学
ぶ
姿
勢
が
す

な
わ
ち
学
習
で
あ
る
)
.

②
軸
轡
まで
や
り
ぬ
く
子
(物
が
柴
か

に
な
っ
て
き
た
反
面
'
心
身
と
も
に
耐

え
る
と
い
う
こ
と
が
醜
く
な
っ
て
い
る

の
で
)
｡

③人間性
豊
か
な
丁
(年
落
捌
髄
を
封

に
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
､
栄
し
い

も
の
に
感
動
す
る心

や
思
い
や
り
を
持

て
る
子
に
)
.
以
上
の
三
吉
空
掲
げ
て

や
っ
て
い
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
｡

新
設
校
と
し
て
慰
う
こ
と
は
'
潜
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
こ
の
学
校
は
､
子

U√も
の
数
百
深
場
と
し
て
は
摂
帯
の
部

現に入り
ま
す
B

先生方も
学
校
を
作

っ
て
い
く
と
い
う
意
欲
に
塔
凡
て
ま
す

し
､
生
徒
た
ち
も
み
ん
な
雫
旺
な
の

で
､
こ
の
牙

を良い方
向
に
伸
ば
し
て

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
か
ら
の
教
符
は
､
家
庭
レ勉
域

墓

と
学
校
と
の
漬

か
と
っ
し
て
も

必
野
ルな
り
ま
す
ね
｡

今
後
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
藁
に
契
り

こ
と
は
'
で
き
る
だ
け
自
然
環
境
空
城

す
J+
っ
な
街
づ
く

り晶
い
ま
す
.

う
る
お
い
の

あ
る
街
に

荏
EE
準
工
業
地
域
懇
談
会

A

私
の
襲
ロは
へ
こ
の
+
籍
が
蟹
入

る
･Li,つ
に
な
Q
ま
で
17
年
待
っ
た
こ
と

に
な
り
'
途
中
色
々
な
思
い
を
し
ま
し

た
が
､
今
で
は
待
っ
て
良
か
っ
た

なと

思
い
ま
す
｡

pl
私
の
場
合
も
10
年
待
ち
ま
し
た

が
､
工
誓

捉
習
し
て
い
ま
す
の
で
'

準工という申某畑地へ換地さ
れ
'

引
っ
越
し
も
済
み
ひ
♪
患
つ
い
た
と
こ

ろ
で
す
｡

C

邸
工
毛

域
と
い
う
性
格
に
加
え

て
'態
熊
協
定
も
締
持
し
ま
し
た
の

で
'
街
と
し
て
の
性
格
付
け
は
キ
チ
ン

と
し
て
い
ま
す
が
､
今
ま
で
と
比
べ
る

と
'
お
相
思
さ
ん
も
琴
ヽ
な
っ
た
L
t

バ
ー
ト
の
人
連
も
喋
の
に
く
い
で
す
.

そ
れ
に
何
と
貰
っ
て
も
'
新
郎
名
の

大
丸
に
な
じ
み
が
脚
い
の
で
'
こ
こ
の

勾
即
が
わ
か
り
に
く
い
｡
市
の
方
で
石

坂
で
豊

て
て
く
れ
る
と
助
か
り
ま

す
｡隣

近
所
と
の
つ
き
合
い
を
大
切
に

E

う
ち
の
一声
e
り
は
貸
金
比
や
摂
工

場
が
多
い
の
で
､
こ
こ
を
護

の
班
と

す
る
人
が
少
な
い
の
で
'
余
剖
隣
近
所

と
の
お
付
き
合
い
を
大
切
に
し
た
い
で

す
｡

A

そ
っ
で
す
ね

｡今
の

きっに
新
し

い
｣由
で
は
近
所

付蓋
い老
犬
哲
k

L
t
互
い
に
意
志
の
醗
過
密
は
か
slt

一か
な
まち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
い

と

決まるものも'決ま
らな
く
な
り

1手
か
ら
ね
｡

B主軸の
場
合
は

､ロ物が大
変
で

す
.
こ
こ
の
場
合
は
退
伏
も
激
し
い

し
､
自
転
中
で
出
か
け
る
に
し
て
も
､

行
き
は
菜
で
す
が
灯
り
に
荷
物
を
研
ん

で
逢
っ
て
く
る
の
は
大
変
で
す
｡

A

そ
っ
い
う
意
味
か
ら
も
近
く
に
1

度
で
州
の
煎
り
ス
ー
パ
ー
が
ほ
し
い

ね
｡

C

商
店
を
鯉
質
す
る
人
に
と
っ
て
は

大
変
か
も
知
れ
な
い
が
､
消
挫
名
と
し

て
は
こ
の
辺
に
ス
ー
パ
I
が
は
し
い

ね
｡操

の
あ
る
う
る
お
い
の
あ
る
ま
も

D

で
も
こ
の
区
域
は
､
確
飛
協
定
を

締
結
し
琴
心
し
て
工
淫

省
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
し
､
線
化
柁
哉

体
の

登
知
を
し
て
'
役
風
食
に
な
り
が
ち
な

荏EB準工業地域懇談会

工場

･食朗地区をできるだけ線
の

多
い
う
る
お
い
の
あ
る
街
に
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
か
ら
､
申
工
と
し
て
は
良

い加
叩境
に
な
っ
て
行
く
と
思
い
ま
す
｡

B

深
場
と
i
,つ点
で
は
'
各
家
庭
が

必
ず
追
給
に

簡していて'袋小
路
が

細
く
広
々
と

しているのは良い
で
す

ね
.
広
い
と
イ

ライラしないの
で
圧

れ
ま
せ
ん
｡

D

道
路
も
自

分の底の警と
い
う

感
じ
だ
し
､
そ

れも行き止まり
が
無

く
必
ず
メ
イ
ン

通りに出られ
る
し

ね
｡

C

そ
の
点
で

は交通渋鞘
も
稲
い

し
､
子
と
も
た
ち
が
等
心
し
て
住
め
る

安
全
な
ま
も
で
す
ね
｡

(出
席
名

岡
田
土
Iへ

小
島
苧
ル
天

S
(
佐
慮
さ
ん
'
佐
近
さ
ん
)
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約 m* 1月一 年キャウ/

い

ろ

い

ろ

な

話

し

合

い

の

中

か

ら

自

治

会
が

荏
田
高
三
丁
目
自
治
会
懇駄
会

S
荏田南二
〒
日
で
白
沿
金
覆

ろ

うとSJっ声が
上
っ
た
時
'
先
行
し
て

住んでいる方
々
が
凝
頑
人
に
な
っ
て

く
れ
さ
し
た
｡
そ
の
キ
ッ
カ
ケ
は
'
毎

日
出
る
Tv
/[の
打
荷
場
を
と
こ
に
す
る

が
､
街
灯
を
増
や
し
て
も
ら
フ
に
は
と

･つし
た
ら
良
い
か
と
S
/っ
こ
と
姦

し

4]っ
て
い
る
中
で
肌掻
H
を
決
め
ま
し

た
｡こ

れ
か
ら
ゴ
ミ
の
娼
和
魂
を
岬
や
す

に
あ
た
っ
て
は
へ
公
共
用
相
姦

供
し

て
も
ら
見
れ
ば
助
か
り
套
す
｡

A

川
除
に
住
ん
で
い
た
頃
は
､
毎

日

ゴ
J,Jの
収
錨
に
楽
章
し
た
が
､
こ
ち
ら

へ
来
て
週
2
回
と
聞

い
て
ビ
ッ
ク
り
じ

管

V
..日
,..

ス
タ
ン
ド

古

川
さ
ん

11
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
｡

以
前
は
埼
玉
で
纂

し
て
土-し
た
が
'

そ
こ
を
ひ
き
払
っ
て
の

新
規
世
窮
で

チ
.
お
客
さ
ん
は
十王に
'
団
粕
の
方
と

正
f
E再
の
近
隣
の
奥
さ
ん
方
で
す
ね
.

こ
れ
ま
で
の
商
死
の
仕
方
に
と
ら
わ

れ
ず
'
3
-
5
年
後
か
見
越
し
て
'
団

地
に
弟
目
し
て
こ
こ
に
寒
声
し
た
｡

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
カ
ラ
ー
は
'
下
町

的
と
i
lつ
の
で
も
な
く
､
山
の
手
の
雰

由
気
と
i
つ
の
で
も
な
い
'
独
特
な
カ

ラ
ー
で
す
ね
｡

ま
し
た
｡
粗
大
ゴ
ミ
は
こ
れ
に
出
せ
ま

せんので'
引
っ
越
し
の
時
は
大
変
で

し
た
｡
や
は
り
ゴ
(,(延
何
地
を
作
っ
て

も
ら
入
れ
ば
助
か
り
表
す
｡

奴
の
多
い
安
全
な
ま
ち

A

で
も
鮎
が
多
く
て
歩
い
て
い
て
も

気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
や

E･1
子
と
も
姦

歩
さ
せ
る
に
も
､
危

な
く
な

いですし
｡

S

歩
道
塀
も
先
に
作
っ
て
あ
る
か

ら'わ
ざ
汚
毒

か
最

玖
付
け
る
必

群
も
な
い
し
ね
｡

M
それと歩道
が
完
僻
さ
れ
て
い
る

の
で
軍
心
し
て
歩
け
章
す
｡

T

小
さ
い
青
′も
の
こ
と
考

え
る

と
､
バ
ス
停
の

所が遁
抱
か
ら
少
し
引

っ
込
ん
で
い
蒙
す
が
'
あ
れ
く
ら
い
あ

っ
て
丁
度
い
い

と思
い
ま
す
｡
小

さい

子
に
は
あ
れ
く
ら
い
の
余
柏
は
必
班
で

す｡
Ⅹ

バ
ス
停
の
所
の
歩
道
と
'
道
路
の

段
聖
が
無
い
と
乳
母
等

裏

道
に
や

せ
る
時
に
炎
な
ん
で
す
が
｡

不満もあるが長いとこ
ろ
も
い

っ
ぱ
い

T

あ
ち
こ
ち
で
愁
頒
中
な
の
で
'
そ

の
ゴ
rrrが
ち
ら
か
る
の
か
周
り
ユ芋
す
'

自
分
の
家
の
周
り
の
Tlr,Fは
槍
を
ま
す

が
'
括
て
る
崇

が
細
い
の
で
'
ゴ
ミ

抱
が
伺
カ
所
か
あ
っ
て
も
い
い
の
じ
ゃ

な
い
か
し
ら
｡

S

今
庄
ん
で
い
る
所
に
は
'
街
灯
が

少
な
く
､
硬
州
っ
て
来
る
時
に
恐
い
思

い
蟹
す
る
こ
と
か
多
い
の
で
､
街
灯
を

桐
放
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
｡
特
に

歩Em
沿
い
に
は
卓
く
ほ
し
い
で
す
｡

K

商
店
街
が
ち
ょ
っ
と
.q
い
の
で
'

日
常
の
旧
い
物
が
不
便
で
す
ね
｡
ナ
マ

物
等
は
そ
,n
出
い
ゲ
あ
が
で
き
な
い
の

で
出
か
け
幸
す
が
'
ち
ょ
っ
と
ぷ
い
で

す
.

T

団
地
の
方
で
入
居
名
が
少
な
い
の

で
お
店
の
人
に
は
気
の
苛
だ
け
と
､
伯

で
EE,つ
こ
と
が
多
い
わ
ぬ
.
で

もな
る荏田南三丁目忠敬会

ベ
く
間

に合
っも

のはこち
ら

でZl.⊃

よ
う
に

して
い
ま
す
が
｡
配
準
じし
て

い
た
だ
け
る
L
t
お
野
菜
な
ど
軒
た

い

も
の
な
ど
は
こ
ち
ら
で
H
っ
て
い
ま

す
｡

A

でも
隣
近
所
の
お
付
蓋

い
の

点

か
ら
Ln
え
ば
'
と
て
も
住
み
易
い
と
こ

ろ
で
す
｡
今
後
こ
ら
れ
る
方
は
､
自
治

会
も
出
来
て
い
草

か
ら
､
も
っ
と
薬

.rJ↓
よ
.

T

不
満
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
れ
く

ま
た
良
い
と
こ
ろ
も
｡
土
地
窒
ナ

放さ

そ
フ
と
想
っ
た
こ
と
も
伺
鰐
か
あ
り
ま

し

たが'今考えると
ガ
マ

ンして良

か
っ
た
で
す
よ
｡
渋
谷
へ
で
る
に
し
て

も
側
と
使
剰
で
す
か
ら
｡

K

私
も
'
も
う
や
警

っ

と何
膿
か

思
った
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
'
こ
の

環
境
を
考
え
る
と

手放すのか
惜
し
か

お
店
の
モ
ッ
ト
I

で
す
か
9
㌧
お
客

さ
ん
第
一に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
ト

を
大
切

に
し
て
､
値
段
は
さ
て
お
き
､
｢サ
ー

ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
と
し
て
機
随
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
｡

チ
ラ
シ
を

配
っ
た
り
'

オ
ー
プ
ン
セ

ー
ル
を
や
っ
た
り
し
て
､
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
こ
こ
ま
で

や
って
き
ま
し
た
｡

あ
と
は

､
は
や
く
人
口
が
増
え
る
と

い
い
で
す
ね
｡

10
月
1
日
開

店しまし
た
'

こ
こ
は
全
然
知

らな
い｣由
だ
っ
た
ん

で
す
.
始
め
て

見に来た
時
は
姫
路
だ

け
で
何
も
な
く
っ
てtで
も
窄

み
が

と
て
も
き
れ
い
だ

し
､現
場
が
い
い
､

さ
ら
に
､
競
争
相

手
(商
売
上
の
)
那

な
い
こ
と
で
出
店

を決めま
し
た
｡

お
客
手
ん
は
､

平日は
近
所
の
fr

休
日
は
'

モ
デ
ル

ル
ー
ム
定
見
に
来

る

方
た
ち
と
'
暇
歩
が
て
ら
に
立
ち
寄
っ

て
下
さ
る
方
た
ち
で
す
｡

今
後
の
ニ
rT
タ
ウ
ン
歪

に
栄
U

こ
と
っ
て
､
そ
う
で
す
勾

酌
の
空
地

(公
民
虎
用
地
)
に
緑
が
欲
し
い
で
す

ね
｡
B
(他
の
ま
ま
だ
と
ES
い
が
な
く

て
.
何
か
木
を
唖
凡
て
下
さ
い
よ
｡

街
な
み
が
整
っ
て
住
宅
も
満
杯
に
な

れ
ば
､
店
も
机
辺
に
乗
る
で
し
ょ
う
p

そ
れ
ま
で
は
｢お
し
ん
ち
ゃ
ん
｣
し
て

い
ま
す
よ
｡

(明
る
い
お
店
の
マ
ス
タ
ー
は
'
ジ
m

I
ク
の
好
き
だ
好
守
年
で
し
た
.
)

元にと

けこめるアットホーム〃唐

にし

ていきたいですね｡
ニュータウンは､≠叢途上のた
めにいろいろ間期もありますが'

警みが鮭ってくれは環境の東の

高い良い野山なるのではないです

か｡



公
園
､
緑
道
の
開
放
に
つ
い
て

土
地
区
岨
軒
瓢
申
韮
区
域
内
の
舶
用

開
始
へ
入
居
に
伴
い
､
群
僻
が
t苧

し

た
公
園
､
揃
沼
の
l
部
が
和
め
て
､
11

月
上
旬
か
一編

警

-九
へ
甥
博
に
利
用

穫 北 ニ ュー タ ウ ン

さ
れ
る
LJ
と
と
t･8り
ま
し
た
｡
朋
誉

れ
た
公
開
符
は
､
か
し
の
六
台
ハ
イ

ツ
'
し
い
聖
公
甘

ハイツの
桐
側
に
位

鞍す
る
地
氏
1
君

国
及
rf
見
花
山
の

招
沼
5
号
(い
ず
れ
も
仮
称
)
の
-
那

の
ほ
か
､
児
赦
公
園
2
カ
所
で
す
.
こ

の
う
ち
地
区
4
号
公
園
は
'
約
2
･
7

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
が
利
用
で
き
る
こ

と
と
な
り
声
レ
た
が
'
水
と
奴
に
誉

れ
た
公
鼠
と
し
て
招
仰き
れ
､
ま
た
生

物
保
経
の
た
の
の
区
域
姦

け
ち
れ
て

お
り
､
∩
然
と

砕することがやぎる

耕
し
み
の
あ
る
公
些
A
j
TO
患

い
ま

∫
.こ

れ
ら
公
胤
等
の
中
に
は
､
水
FY

逝
只
な
ど
の
施
設
が
あ
s
lr
ま
た
周
辺

で
H

串が行な
わ
れ
る
場
苔
も
あ
り
ま

すのV
利用の際には安全伸｣十

分肘諸される･.6,品
戯いL柔す｡

大
型
店
出
店
計
画
研
究
会
の
設
置
を
了
承

なお､
公
劇
等
の
毒

は
当
分
の

潤へ公団
が
行
な
い
ま
す
の
V

旧
い

O
C
せ
符
に
つ
い
て
は
'
点

に
お
掛

い
致
し
表
す
.

迎
柊
九

住
宅
･
都
市
部
仰
公
艮
確
北
開
漂

祁
慣
邸

宅
他
作
盛
況

曾015(911)erlOrll

内搬318
大
型
昏
出
店
対
持
し
つ
い
て
'
蛸
折

市
か
ら
'
11
月
10
日
の
合
同
協
頓
余
に

次
の
よ
･義

朗
が
あ
差

さ
れ
ま

した.
(挽
明
の
内
容
)

椛
喝

売

出
成
の
兆
樫
山
伴
い
'

地
細
部
の
中
で
大
巷
伽
小
北
端

(チ

バ
I
ト
･
ス
ー
パ
I
帯
の
い
わ
ゆ
る
大

型
店
)
の
出
店
を
計
轡
し
て
い
る
人
も

出
て
孝
ま
し
た
｡
大
型
膳
の
拙
雌
は
社

印

によ
り劫
さ
れ
て
い
る
宅

地

用
鵜
の
患
心
学

は
慧

(出
位
)

享

'
周
辺
相
は
!
の
川

息を必収

と
し
て
い
車
す
.
現
在
'
告

辞
餅
セ

ンタIに市史
し
存
小
農

な
ス
ー
パ

Iに
つ
い
て
も
､
周
辺
の
商
店
街
と
出

し
合い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

髄
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
商
完

敏
計

団は'
広域型のタウンセンタ
I･

地敦
の駅爪センター､及び'
庄

住
居
表
示
実
施
後

に
居
住
す

る
万
の
諸
手
続
き
に
つ
い
て

I-昭和59年 1月

脇
和
58
年8
月
8
日
に
大
丸
'
見
花

山
､
正
田
壁
一7
日
'
正
路

問

1
T

EF
W捕
口
梢

二
T
d

准
出
隅
二
T

q

識
別
桝
血
丁
白
の任旭
些
雷
癖

漉
い
た
し
ま
し
たが
'
8
月
8
日
以
降

に
こ
の
区
敬

内に
お
住
ま
い
に
な
Q
方

々
は
'
油
粥
の
腎
ハ
(転
居
)
と
何
様

の
¶芸

氾
攻
い
に
な
り
ま
す
｡
従
っ

て
､
住
居
挙
不
変
史
証
明
の
萄
K

酸

更
地
知
用
の
は
が
き
の
比
布
な
ど
の
対

奴
に
は
な
り
ま
せ
ん
.

住

3
1率
郡を
警

猿
田
虹
新

た
に
お
住
ま
い
に
な
る
方
々
に
必
似
な

壷

干
州
営
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

一'
住
所
変
王
の
手
続
き

会
社
な
ど
の
法
人
の
代
変
W

自
加

中
を
持
っ
て
い
る
万
'
逆
転
〟好
雄
を

持
って
い
る
方
､同
比
年
金･野
生
年
金

轟

け
て
い
る
方
､各
故
の
許
可
･陀
叫

･免
許
･
覚
知
駅
か
痔
っ
て
い
る
方
及

び
･遍

･
弧
物
な
ど
の
定

物
件
亮

っ
て
い
る
方
は
､
所
駕
の
体
節
死
児
の

事
S
8u空
行
っ
て
く
だ
さ
い
.そ
の
頃

手
数
料
が
か
か

るも
の
も
あ
り

ま
す
.

二
､
城
物
誉
妃
の
手
洗
き

放
物
を
新
興
し
た
方
の
詮
出
手
管

は
下
衆
の
し.志
s
tで
す
｡

な
お
へ
旺
勝
率
不
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
内
野
は
校
紀
の
と
こ
ろ

へお
旧
い

色
せ
く
だ
さ
い
｡

問
い
合
わ
せ
先

★
棚
沢
朽
網
出
屈
む
北
ニ
ュ
ー
タ
ク

ン
住
居
墾
亦
担
当

官
0
4
5
(6
7
1
)
2
3
1
0

※ 仮換地の底地他称ま､住宅･称 丁了並tm公田港北湘軍局区画教哩
邦 1訓と､弟2淡 (屯諮045-91ト3811(代))で征明むを発行し
ます｡

区
型
の
折済
セ
ン
タ
I
の
二項
階
抽
戊

を
と
っ
て
お
り
'
六
鞄
店
は
'
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
I
に
S
L切
さ
せ
る
こ
と

として

い
ま
す
｡
し
か
し
､
限
ら
れ
た

芋

の
中
で
如
=_州
に
垂

晶

す
こ
と

は､粘
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
H謎
斬
伽
の

整
日
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に
な
る
た

め
､
大
型
店
出
店
の
開
抗
誠
で
あ
る
棚

沢
商
工
会
蔽
所
も
､
供
重
し
対
処
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
｡

その･LOフ
な
と
こ
ろ
か
皇

綾
は
､

タウンセンタ
I
帯
P
大
判
は
の
出
は

計
的
苦

っ
て
い
る
地
相

J側で
机
粒

す
る
こ
も

必
甥
で
あ
り
'
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
と
し
て
鳩
比
重

山
蕗

す

る
た
め
に
も
'
蛸
係
地
相
省
が
1
休
と

な
って
対応
す
る
こ
と
が
肝
好
で
す
｡

こ
れ
は
'
地
相
功
胤
の
媒
体
的
か
つ

個別的の刺3]tq和であるた句
こ

れ魚
5;の代狩による大鞘m叫出

寵

桝
兜
企
(恢
称
)
轟

し
､

卯伯仲仙ニrtIタウン休
講
対
爪
協
会

曇

3
と

して驚
て
い
き
た
い
の

P
'
門
様
の

ご裂離とご
協
刀
な
お
SS

い
し
ま
す
｡

X法
紺
で
は
'
一件
ご
と
に
帯
出

な
行
･n
こ
と
に
t･1つ
て
お

り'岬諭
の

掃
い
も
の
か
ら
劇
作
き
れ
る
先
仇
蓋

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
.

宅
地
分

快
の
予
定
に
つ
い
て

は
宅
･
郡
m
rs;仰
公
団
軸
北
2朋
浄
叫

は
'
唯
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
琴

1地
区
に

お
い
て
冠

分
S
を
針
岨
し
て
い
ま

す
｡責

付
朋
唾

再

又は三
E
'
群
娘

区
桝
政
は
救
十
㍍

幽菱
し
て
い
ま

チ
.な

お
肝
棚
に
つ
い

ては'化
恥
で
仙

閉
持
仰群

淡
海

門別駅(〇
四
五

-
九
二

-
1]六

二内歩l〓
七
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さいq

1'
'"
'7

.I.臍

■

第

二

地

区

暮

<
郡
6
回
.
10
H
訪
日
洲
m
V

+
病
臥
脚
盟
灘
姫
禁

I.
民
有
地
の
平
均
推
挙
率
研

璽
Fe

報
告民

有
地
の
¥
珂
減
歩
策
に
つ
い
て

は
､
怖
慧

産

別
に
研
究
会
に
お
い

て
六
回
に
わ
た
り
塀
附
が
隻
ぐれ
､
戊

対
地
の
畔
地
脱
捗
輝
が
35
%
な
嘩
入
る

こ
と
と
な
っ
た
机
凶
に
つ
い
て
六
万
の

意
見
と
し
て
迦
桝
で
量
旨

の棚皆が

行
わ
れ
た
｡

ま
た
'
民
御
地
の
叩
均
減
少
妹
は
鮎

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
憲

の
轟
茶
邸
班
で

も
あ
る
た
め
白
岡
協
琴
に
も
雌
皆
免
行

う
こ
こ
と
と
な
っ
た
.

二
､
倍
換
地
指
定
に
つ
い
て
(協
同
)

例
姐
の
申
約
品
朋
分
及
b
そ
の
後

変

更
さ
れ
た
17
修
池
に
つ
い
て
収
菟

相

定
の
胴
悦
(邦
16
回
)
が
行
わ
れ
'
郁

策
に
州
戚
Lj
い
]L
の
写
甲
が
行
わ
れ

た
.

111'
偲
換
地
指
定
に

ついて(悦明
)

公
凶
抱

に
つ
い
て
脱
兎

柑花の

印
刷
現
駅
が
行
わ
れ
た
.

推

進

協
だ
よ

り

四
地

区
正副
会長
･

専
門
委
Å
会
委
q<
長
会
抜

A
ll
月
2
日
開
催
V

9

月29日
に
鵬
か
れ
た
代
衣
香
山
会

に
お
い
て
此
和
地
の
舛
勾
装

礎
の心

雌
か
怨
讐
-れ
'
金
川
触
感
会
に
か
け

る
こ
と
を
出

に
塀
心
会
場
で
放

射す

る
こ
島

決
ま
り
､
卯
服
さ
れ
た
｡

ま
で
公
団
か
ら
叫
均
減
少
准
Ⅶ
雌
に

つ
い
て
､
経
掛
を
含
め
て
我
笥

規
明

が
行
わ
れ
た
.
そ
の
中
で
'
民
有
地
の

平
均
妹
節
婦
が
当
初
の
35
%
を
上
地
る

播
州
と
な
っ
た
(郡
2
塾
区
に
お
い
て

は
や

4
%
)
塩

崎

特
別
川
粕
で

あ
る
｢
セ
ン
タ
I
用
地
｣
へ
の
申
し
出

が
淵
爪
の
柑
3
'
叫覇
比
和
地
の
セ
ン

q
r
鬼

と
し
て
此
花
し
た
比
美

山

に
上
知
っ
た
た
め
で
あ
る
旨
戊
朋
が
あ

っ
た
.

ま
たへ公
団届
戊
か
烏
こ
の
悦

皿
に
つ
い
て
の
地
相
省
へ
の
況
朗
が
適

切

な陪
機
を
朱
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の

釈
明
が
あ
っ
た
｡

賞
柾
の
中
で
は
､
よ
り
車
い
脚
糊
に

推
進
似
償
金
の
油
布
に
お
い
て
脱
朋

し
､
地
相
式
の
怠

責

る
べ
き
で

あった
前
額
の
桐
畑
が
あ
っ
た
.
そ
し

て
4
]刷
協
砦

に
は
､
公
団
か
ら
噸
3
]

す
る
こ
と
と
は･tつ
た
.

集
合
住
宅
の
入
居
者
薫

に
つ
い
て

琴

一地
区
で
､
朽
･県
の
両
住
宅
供

冶
公
社
及
び
住
宅
･
都
市
鼓
仰
公
団
が

警

レ
た
｢し
い
の
木
台
ヽ
｢か

し
の
木
台

｢ヽけ
や
き
が
丘
｣
及
び

｢み嘉
丘
｣
の
各
世
相
唱

す
で

に8月末か′p入居
か
洲
始
さ
れ
て
お

り
'
合
わ
せ
て
等

医
葛

も
附
放

し
'
小
中
学
菅

野

し
て
ニ
ュ
ー
タ

ウンラ
イ
フ
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す

が
'
現
在
引
苦
等

ハ居
宅
を
芳
雄
中

p
'
竜

神
あ
所
に
お
い
て
申
込
み
を

受
け
付
け
て
お
り
'
ご
帝

劇の
圧
電
を

見
た
あ
と
す
t'に
申
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
.
こ
れ
ら
の
申
込
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
せ
睦

の
と
こ
ろ
へ
そ
れ
ぞ

れ
お
問
い
合
廿
て
だ
さ
い
｡

★
梢
折
田
住
宅
供
冶
公
社

克

服
錐
宗

所

管
U45
(933)
3
7
8
6

★神山狩川媒旺藁
和公
社

ESg
露

所

管
U
4
5
(9
1
1
)
0
7占
1

★
住
宅
･都
祁

煎
仰
公
団

現
地
案
内
所

管
0
4
5
(9
1
2
)
2
8
6
4

t･6お
'
72
号
で
お
知
ら
せ
し
た
入
居

名
辞
班
の
中
で
'
械
浜
田
住
宅
供
給
公

社
誹
g!収
光
爪
議
所
の
屯
等

晶

っ
て
柑
淑
い
た
し
栄
し
た
‥

捌
旅
猶

に
御
迷
惑
蟹
お
か
け
レ
た
こ
♪
を
琴
＼

お
わ
び
い
た
し
辛
丁
.

工
事
現
場
･防
災
ダ
ム
に

は

い

ら

な

い

で

〃
‥

エ
抑
中
の
秘
所
で
並
ぶ
こ
と

は
'
た
い
へ
ん
あ
ぶ
な
い
の

で
み
ん
な
で
往
昔
し
て
神
歌

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
｡
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資
仙
こ
rtI
タ
ウ
ン
の
+
海
区
蜘
塔

要

りで
､
蔑

工
事
に
先
考

些
訳
柄
切
や
仔竜

･
都
雨
粒
卿
桝
田

荏

しめ
多
く
の
方
々
の
ご
梨

と
ご

協力の
下
に
'
Eg
和
46
年
か
ら
州
栽
又

倍

の
免
那
Ⅶ
正
量

め
て
ま
い
り
ま

し
た
が
'
こ
の
た
び
て
の
杵
#
各

か

え
る
狩
k
盲

声
し
た
｡

今
ま
で
の
榊
蛮

m教
は
'
那
一触

tg

琴

一地
区
菖

せ
て
約
二
EX
j
遭

跡
費

､
所
持
虹
い

たし嘉

)重

し
血
に
姦

し
ま

す.

苑
即的
た
喝

袋

杓
州
汝
文
化
財

刑
乃
野
山
金
(同
書

典
)
が
あ

た
抄
'
m
梢
Hは
伝
年
平
均
聾
]吉

0
人
､
抱
申
邦
だ

約
1
二
堺
八
千
万

円
に
も
衣
ん
で
お
り
ま
す
.

弗
期
さ
れ
た
文
侶
叩は
､
弥
生
時
代

中
期
の
大
境
･諺

重

文
時

代
の
三
の
丸
連
句

岡
叔
貝
等

学
術

的に価位
の
高
い
叢

が
島
見
さ
れ
て

A

t
文
時
代
前
期
土
蕃

▲

大
塚

･
織
耕
土
近
称

(
弥
生
時
代
中
期
)

お
り
ま
す
.
特
に
､
大
塚
･
託
凍
土
遺

跡
は
'
果
藁

落
(大
誓

跡
)
与
で

の
架
落
を
横
顔
し
て
い
た
人
々
の
古
池

(方
形
周
珊
N])
P
'
こ
の
地

域
で
茶

娼
婦
に
農
祭

誉

れ
た
時
期
の
社

会
康
成
を
桝
明
す
る
火
星

V

多
く
の
教
科
書
に
も
紹
介
さ
れ
て
お
り

車
丁
｡
畏

出
･叫轟

は
'
轟

石

狩
描
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
鉄
則
や
桐
釧

(恥
#
)
な
ど
の
畠

雅
や
R

が

句

E
岱
爪印
も
あ
S
(
彬
天
主

で

旅
愁

政
宗

1
互

ハ千
和
に
も
な
っ

て

おります.

今
嘘
'
こ
れ
ら
の

出+蒜

を煎即し

調
発
の
措
火
を
l
刻
も
早
く
湖
北
二
ユ

･･A
ウ
ン
地
域
の
哲
槌
菅
は
じ
め
､
市

内はもち与れ
全
国
の
人
々
に
公
開

し
'
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
体

制
を
野
凡
て
い
き
た
い
と
考
凡
て
お
り

ま
す
｡

T

三
の
丸
辻
跡
竪
穴
住
居
祉

(
托
文
時
代
中
期
)

文
化

財
調

査

事

務
所
の
移
転

噂

北
ニ
rtlタ
ウ
ン
の文
侶
鼠
姫

調
否
に
当
っ
て
い
た
文
化
財
刑
作
用
虜

所
(聾

川
町
)
か
､

義
区の

覆

工
買

い
､
新
扇

町
(荊
二

地
区
解
義

域
内
)
に
移
転
(三
月

中
旬
)
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

当
萄
区
の
苑
刑
刑
悲
紘
旧

和瓦十八

慧

了
し
柔
す
の
で

今
後
蝿

出
土
品

の姉別が
ま
な
仕
事
に
な
り
ま

チ
.

新
申捗
所
の脳所
帯
は次
の
.怠

り

芋

.
1
.
所
小滝

萎

流
用
即
五

九
二
ヒ
(那
二
粕
区
一｣

TI

]
街
区
)

二
'
欺
他
州
岨

二
8

0
比丁万
㍍

ニ
r
加

物

性
爪
欽
竹
プ
レ
ハ
ブ

(琵

両
川
l(=門
西
･
四
平
方

㍍
)
市
か
研
､
皿
戎
仙

集
合
住
宅
の
入
居

者
募
集
に
つ
い
て

琴

両
区
で

市
･g
Eの
閉
篭

供

将
公
社
及

r
f

斥萄･部門現
W公
田
が

油
放

し垂rしたrしいの六台I
｢か

し

の木台｣'｢け嘉丘｣及び

｢

んできか丘｣の各切机は'すで

に

入店か響れており､争のせ

て

藍叩､医院布も朋申し'小中学
鷲別欲してニrtlタウンライフ

が

始まってお掌が'別荘引き

誓

入店潜を苅血巾中で老露

所

において申込み轟け付けてお

り

'ご稚盟の篭毘たあとすt,
に

申込むことが享｡これら
の申込みについてのお問い合せは
検配のところへそれぞれお問い合
廿とださいモ★横浜市住宅供給公社
老成売串払所
管015(9〈一W))3786

★
祁

芹娘比宅頻将公社
祝地震所号045(91-)0751

★

蛙喝･都附耶仰公El
現地茜所育U15(9-2)り召81

第
1種
住専
地
域
に
建
築を

行

わ

れ

る

皆

様

へ

特
化
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
芸

者
苧
以

て
ま
い
り
表
し

た
.

果
､
住
み
易
い
良
好
な
棋
塊
の
魅
刀
あ

そ
こ
V

こ

れ
か
らの
ま
も
づ
く

り

る
ま
も
っ
く
S
t盲

指
し
て
四
つ
の
並

を
祁
少
や
か
な
も
の
と
す
る
杜
の
に
①

本
方
針
姦

乾

し
て
池
め
て
ま
い
少
ま

葉

t=q放
伐
の
ま
あ

北
面
化
な
防

し
た
か
､
盃

的
蓋

の
供
用
紳
始

止
し
'
ゆ
.′ち
の
め
る
毒

物
の

が
蓋

､
畑良
男
の
加
水持
為
か
始

用
途
の
況
在
か
肪
止
し
'
そ
れ
ぞ
れ
の

め
′P
れ
る
LJ
と
に
よ
り
'
董

づ
く
り

十
滴
利
用
の

日脚
に
嘉

し
い
瀬
端

も
い
よ
い
よ
警

入
れ
る
段
野
ル入
っ
の
ま
為

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
地
域
性
を

慕
した特徴のあるまもを目指し

て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
孝
見
て
お
り

ま
す
｡

こ
の
様
な
こ
と
か
ら
､
那
1称
圧
砕

地
域

にこれかth雄
舞
か
さ
れ
よ
う
と

な
さ
る
甥
坪
山､
沢
の
事
項
に
つ
い
て

虎
止盲れ
'
鮎
茄
軒
岨
葺

-れ
る
.
告ノ

ご
S8
刀
を
お
節
い
奴
1し表
す
.

1
1
切
の
用
途
に
つ
い
て

那
1葦

は
'
独
蓋

と
し
て
の
吸
塊
克

っ
て
行
く
ペ
く
計

附
き
九
重

で
あ
ゎ

喪す
の
で

LJ

の
地
区
に
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の共同住宅が無秩序に伽掌
るよ

う
な
こ
と
と
な
れ
は
'
独
立
住
宅
地
と

し
て
の
発
端
を
限
外
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
.

と
フ
し
て
も
こ
れ
′届

物
を
計
画
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
協
苔
に
は
､
良
玖

あ
る
判
断
と
川
河
に
対
す
る
充
分
な
出

貰

厭
い
し
草

.

2
_
物
の
戦
地
の
F
中
正
群
に

つ
い
て

独
勅
の
敷
地
か
刑
か
く
分
利

され
ま

す
く

湯

と
t･tSh.
白
州
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ーが
妨
げ
ら
れ

鼓
す
の
で

醗
州

としで赦地は公団施行の横軸区別

とLt分割
し
1･1い
き
っ
に
し
て
下
さ

ド.
3
生
垣
の
殻
dIに
つ
い
て

塀
を
耽
旺
す
る
一苦

､
ブ
ロ
ッ
ク
塀

や
万
年
伽
を
淑
世
レ
ま
す
鬼

才
小竹
こ

の
災
3
痔
に
非
偶
に
的
換
わ
ぽ
か
り
P

な
く
'
冷
-
γ
拙ヽ
い
の
14
い
重

と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で

桝
は
出
米
る

だ
け
生
柏
と
し
､
生
山
に
出
光
な
い
地

合フェンス市の
戊
相
性
り
あ
る
も
の

と
し
'
周
辺
は
以
化
す
る
よ
っ
心
か
け

て
下
さ
い
.

4タ行書■用慮路側への人

の
出
入
口
の
投
_

歩
行
者
印
用
血
相
は
､
安
全
で
､
快

適
LJ
歩
行
者
空
伽
と
し
て
殴
け
ら
れ
た

も
の
で

ニ
ュ
ー

タウンに圧
び
人
々

が
【茎

で

定

収
嘉

に
到

油
出
来
る
吏
ノに
な
っ
て
お
s
tま
す
.

LJ
の
吏
ノな
弊
行
堪
り
川
村
給
養

勅
に
旺
い
t
か
つ
帖
佐
化
す
る
た
の

に
､
瞬
揮
す
る
赦
他
で

は出来
る
だ
け

葉

川
皿
抱
仙
に
人
虎
口
入
口
を

放
け
る
さ
っ
に
し
て
下
さ
い
.

な
お
t
.bg
姑

相川
･3
6

に
は
'

中の出入口は放けt･1いで下さい.

以
上

今
後
の
ま
も
づ
く
り
山産

め

る
た
め
に
1
姫
圧
宅
地
に
地
噂
必
弊
で

あ
る

と考えら
れ
る
申
柄
に
つ
い
て
ご

男

を
お
扱
い
致
し
ま
す
が
'
さ
ら
に

任
会

い
良
好
LJ
塀
鵜
の
僻
刀
あ
る
ま

も
づ
く
り
真

て
行
く
た
め
拙
宅

定
の
節
指
を
崖

的
だ
止
め
ら
れ
る
よ

う
お
雌
い
琴
しま
す
.

部
門
計
_岨
帖
湖
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

馳
他
部

曾
0
1
5
(6
7
1
)
2
6
8
2
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は

じ

め

に

確北
ニュータウンでは'泊和
讃
にT3
月
に
荏
田
地
区
浄品
で小
′
チ

る
本
格
的
な

供用開始が行
わ
れ
､
｢み
嘉

丘
｣
噂
の
弧
苔
住
宅
へ

の
入
唇
り
始
ま
り
声
レ
た
.

今
月
号
は
'
新
し
い
ま
ち
の
1拝
を
坦
っ
荏
田
折
軒
セ
ン
タ
I
に
つ
い

て
ご
紹
介
しま
す
.

-

編

集

部

-

荏田近隣セン

タ

-

の

ま

ちづくりをふり遮って

新しい他藩が始められると､日

常憲を革～歪りく上で欠くこと

の出来tJI6い'学校'商店､医院等

の公尭投の軽僻が必野に
なりま

す
.
そ
こ
毒

攻の開設産め
る
1

露

等
の
蛇
間
の
公
益
的
姫
投
に
つ

いてy関係者の協力京付ながら

町側奮
てまいりました｡

荏田近隣セン或Iも､この一環

として轟榊
が

なさ
れ

ました
が

､こ

のセンター
の
+
転
の
ほ
と
ん
義

一丁地
相
者
の
換
地
と
な
っ
て
お
り
'
疎

意

放
流
洲に
つ
い
て
d

各
地
柵
車

間
の
解
刀
が
不
可
欠
で
し
た
.
そ
こ
で

地
締
着
の
方
々
に
よ
り
､
竣
成
の
よ
う

立
岬
仰
金
轟

し
て
い
た
誓

､
由

糞

散
策
仰

暑
ソ上での機々底

屯
点
や
約
東
ご
と
に
つ
い
て
'
足
掛
け

4
年
に
避
h

轟rL合
い
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
.

こ
こ
で
は
'
こ
の
金
の
活
軸
の
成
果

の
一つで
あ
る
'
独
物
の
デ
ザ
イ
ン
に

る
と
.′も
に
'
会
の
謡

梓
点
に
つ
い

て
も
¶
dIに
ご
紹
介
い
た
し
享

.

セ
ン
タ
ー
地
毎

の
｢特
別
な
用

地
｣
で
は
'
迩
物
の
デ
ザ
イ
ン
導
に
つ

い
て
､
#
要

義

す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
､
こ
こ
で
ご
紹
介
す

る
内
容
は
そ
の
1
つ
の
例
と
害

の

で

今
攻
の
萄
つ
く
Shの
参
背
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
華
い
ず
ず
.

抜

過仙在日近8センタI
叫
6

4Fの弗足

昭和糾年度に､篠田地区の三つ

の顔且に誉住宅島牧Lt入店

の白襟か由和詔年3月とすること

にしました｡これに伴い前述のと

おり'輔施政の隻脚もこれに合せ

て

稚めてい

<こ

とにな

里声レた.

単
相
辱
に
つ
い
て
は
'
市
が
独
自
に

煎
仰
す
る
こ
と
が
や
ぎ
ま
す
か
､
民
棚

の
公
益
的
施
政
に
つ
い
て
唱

地
相
考

胤
の
協
力
が
不
可
欠
で
し
た
.

仏
に
個
々
の
地
相
劫
の
意
向
藁

的

するだけ
で
は
､
セ
ン
タ
ー
金
体
と
し

て
卯
和
の
と
れ
森

刀

ある喝つくり

は
で
き
i･{い
と
苧
九
へ
荏
田
蔭

セ
ン

タ
I
の

地
相
者
と
の
接
触
義

ま
し

た

｡1万地権
者
も
､
共
沈
の
問
収

を一

拓
に
な
っ
て
蔽
押
し
'
互
い
に
情
坤
を

関

する的
禁
-た

つ
い
て
ご
招
介
す
L交
供

し

た

い
蔓

へ
近
隣
セ
ン
チ

の
街
つ
く

り町仰金
が
母
肌さ
れ
ま
し

た
.
こ
れ
が
｢歪

セ
ン
タ
ー
野

洲
金
｣
で
す
｡

こ
の
金
は
t
EEZ和
55
年
8
月
に
番
地

し
､
脳
和
58
年
託
ま
で
､
合
計
2
回
の

会
合
晶

き
'
租
々
の
問
確
に
つ
い
て

討

議
喪

市
･公
官

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
参
加
し
'
開
局
を
解
決
し

て
行
葦

し
た
.

は叫
F
虫
の
活
ii

申
仰
金
磐

す
る以
監

稚
者

の万々に対する意向榊正義
し

きしたか'その摘果'64]韻柵や

否盛者があるとか､開此拓朋が

妾
ち蓋
の問鬼が習か

になり､全体として細和がとれな

いものとなっておりました.そこ

でこ

れら
の

聞胤も

含め
て

肘族する

た
の
甲
州
金
が
要

し
ま
し
た
.

H
蔑

計
凶
の
g
実

時
発
の
ま
ま
で
は
'
宙

の
哲
打老

讃

州鮎
川の
勾

野
きつ書

と
い

壷

が

有り'検肘
の
冶
架
､
推
定

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
.

日
払
鮎
の
閉

環

苦
岸
萄
入
居
時
に
セ
ン
タ
ー
地
区

に
パ
ラ
パ
ラ
と
商
店
が
開
店
し
た
の
で

は
､
商
店
街
と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
な

く
31物
省
へ
与
え
る
印
象
も
こ
の
ま
し

く
あ
り
ま
せ
ん
｡

そ
こ
垂

比宅
の
入
屠
u
4]

せて
叩
讐

る
入神
署

丁国
し
ま
と
の
る

こ
と
に
よ
り
'柿
店
街
と
し
て
の
ま
と

ま
抄
が
害

う'換粕の刑
拓
を

行
い

さし
た
.

臼

サービスヤード
の
監
皿及
び
共

有
化

耶
腐
交
港
h
浪

乱を引
き
超
こ
%
･1

い
た
め
赦
他
に
サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー

ドを設

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
.

しかし中

の
出
入
口
は
巻
末
地
ご
と

にもっける

と小さい敷
地
に
お

いては効革
の
悪

い
と

こ孟
来
る
ん毎

や
ざ
る
だ
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J

建
築
物

の
デ
ザ

イ

ン

荏
田
近
院
セ
ン
タ
ー
で
は
､
魅
力
あ

る
商
店
街
を
作
る
た
め
の
)
毒

と
し

て
'
放
免
物
の
デ
ザ
イ
ン
に
即
し

て'

｢
街
な
山こ
と
し
て
見
た
場
合
'
総
体

と
し
て
あ
る
蔓

1
し
た
方
が
詔
書

し
い

串
項
に
つ
い
て
､
取
り
辞
め
を
行

い
ま
し
た
｡

こ
れ
ら
の
事
項
は
､
｢
街
づ
く
り
協

定

(東
)｣の
内
容
を
よ
り
只
体
節
に
し

た
も
の
で
'
こ
の
地
区
で
は
ま
だ
協
定

は
締
指
差

し
い
ま
せ
ん
が
'
協
定
内

容
菟

取
り
し
た
形
で
袖
帝
が
懲
致
さ

れ
ま
し
た

.

州
外
粥
計
匝

r
サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
(鑑
申
喝

荷

捌

場
)の改
姓

こ
れ
を
牧
草
し
な
い
と
'
道
路
上
で

荷
捌
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
､
歩
行
者

や
他
の
中
岡
の
池
行
を
防
げ
る
ば
か
り

で
な
く
､
交
醤

放
曹

か
れ
ま
せ

ん｡この
た
め
'
欺
旭
日
に
サ
ー
レ
又

ヤ
ー
ド
を
寄

す
る
こ
と
に
し

まL

J
J'ロ

サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
出
入
口
の

共同

レし

面
額
が
小
さ
い
敷
地
で
個
々
に
出
入

口
を
敷
け
る
と
'
サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
の

利
用
効
翠
が
堺
く
け
芸

は
か
り
で
な

く
､
捗
滋
が
寸
断
さ
れ
'
歩
行
者
に
と

っ
て
危
険
で
す
｡
こ
の
た
め
'
9
7
3

回
地
毎
に
出
入
口
の
共
同
化
宏
行
い
ま

し
た
｡

B
Iサ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
側
道
臨
場
界
へ

の
瓶
岱
帯
の
椴
盤

サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
側
は
血
路
を
介
し

て
砦

癌
と
接
す
る
た
め
'
契
机
上
の

配
慮
か
ら
抜

荷
を
放
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
｡

ゆ歩行者713
用
藷

側
の
1
倍
部
分

の
外
壁
後
退

歩
行
老
巧
用
前
蕗
に
は
勾
配
が
あ

わ
'
叔
地
と
の
段
垂
が
生
じ
る

毎
2
㍍
の
外
珪

退
色
行
い
'
す
ゎ
つ
け

る
こ
と
に
し
き
し
た
.
ま
た
こ
の
部
分

の
舗
装
を
､
歩
行
宅
専
用
苅
蕗
と
同
1

の
窮
材
で
行
い
関
和
を
は
か
り
ま
し

た
'

㈹
連
K
計
5
1

T
薙
物
の
用
途

商
店
街
と
し
て
は
店
舗
か
遷

す
る

必
群
が
あ
Sy

途
中
に
篭

の
施
政

が
入
り
こ
む
と
､
全
体
と
し
て
の
ま
と

ま
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で

1
階
部
分
の
用
途
か
商
小繋
芽

と

限
定
し
ま
し
た
｡

口
店
舗
の
位
は

敷
地
は
'
歩
行
者
専
用
退
路
と
9
㍍

の
潜
路
に
脚
牧
姦

し
て
い
ま
す
が
へ

月
物
等
の
宰
宝
の
た
め

に'
店
舗
の
入

口
は
捗
行
者
申
用

前蕗
に
面
す
る
こ
と

と
し
き
レ
た
.

ロそ
の
他
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
こ

と
0
勾
配
は
額
の
群
側

(店
舗
前
面
)

は
'
パ
ラ
ペ
ッ
ト
豊

も
上
げ
'
姦

毒

す
こ
と
と
レ
声
レ
た
p

O
l
豊

分
の
軒

高を
2
･
8
5
㍍

に
そ
人ソ
兄
ま
し
た
｡

○
店
師
前
面
の
外
壁
は
'
発
泡
蟹
止

コ
ン
ク
刀
-
ト
と
L
t
吹
付
の
タ
イ
ル

仕
上
げ

をし､色は統
1
し
き
レ
た
.

〇
店
舗
側
前
面
の
2
膚
部
分
に
は
'

バ
ル
コ
ニ
ー
又
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も

の
を
放
け
ま
し
た
｡
(
1
願
の
店
舗
部

分
に
庇
を

放け
'
雨
の
日
符
に
店
舗
内

に
入
り
や
す
く
す
る
た
め
｡
)

0
隣
の
祁
務
と
の
隙
間
部
分
に
は
'

塾
皿共
有
壁
を
艶
け
て
こ
れ
を
ふ
さ

ぎ
'
仕
上
げ
は
外
壁
と
同
じ
も
の
に
し

ま
し
た
｡

○
バ
ル
コ
ニ
ー
の
切
面
の
立
上
品

分

には
テ
ン
ト
を
設
け
'
そ
の
形
状
を

統
1
し
色
は
5
色
か
ら
潤
沢
し
ま
し

た
｡
ま
た
共
有
壁
の
部
分
に
は
､

指定

さ
れ
た
テ
ン
ト
を
放
け
ま
し
た
｡

0
パ
ル
コ
ニ
I
の
下
郡

には
B
E召
取

を
下
げ
､
形
状
･
仕
｣･狩
生

空

し
ま

し
た
｡

0
1
倍
部
分
の
翼

板
は
'
外
壁
後

退
し
た
部
分
に
は
ソ付
出
さ
な
い
J{
う
に

し
き
レ
た
｡

〇
二
階
蔀
分
の
袖
れ
贋
､
ま
た
塵
上

有
坂は
禁
止
し
ま
し
た
.

以
上
の
き

っに

主として
､
塾
皿
の

歩
行
者
甲
用
変
相
側
の

卵子
を
統
1

し
､
全
体
と
し
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
も

の
奮
目
指

しきした.

-

○
-

○
-

○
-

広
々
と
し
た
沸
歩
道
暴
き
な
が
ら

中
を
挿
し
せ
ず
､
ゆ
っ
た
り
と
上
山弟

分

で出物が
で
き
'
日
南
竃

に
必
野

な
サ
ー
ビ
ス
は
､
こ
こ
で
ひ
と
と
お
り

そ
ろ
っ
た
わ
け
で
す
｡
ま
た
医
辞
禰
股

も
三
院
オ
ー
ブ
ソ
し
て
お
り
郵
便
尾
も

近
日
中
に
オ
ー
プ
ン

す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
｡
皆
さ
ん
の
街
で
す
､
是

非
LJ
の
す
ぼ
ら
し
い
瀬
端
の
盛
っ
た
街

へ
お
い
で
く
だ
さ
い
｡

｢れ
ん
が
通
り
の
お
店
｣
が
皆
様
を

お
待
ち
し
て
お
墓

す
.



審
議
会

だ
よ
り

稽北 ニ ユ- タ ウ ン

t

第

一
地

区

CI

A
恭
助
回
､
11
月
給
白
甥

V

t､
収
&
地
相
正
の
7
号

十
月
1
日
付
勇

苑
生
し

た娼汁

及
び
十
l月
一
日
付
P
蓋

生した

Lr,件
の
収
換
粘
相
羅
山
つ
い
て
へ
迎
刺

し
｣旨
の
報
告
が
行
わ
れ
た
.

二
'
小
委
■
金
の
稚
皆

野
工
小
季
{
会
'
地
区
外
小
委
月
会

の
悪

状
況
の
報
告
か
行
わ
れ
た
｡

三
㌧
仮
K
地
相
定
の
■

前税明

今
炊
'
仮
操
犯
指
定
の
予
定
さ
れ
て

い
桑

川5
工
区
(そ
の
2
)
の
恢
換

地
に
つ
い
て
HM荘
･
派
弊
畢
噂
の
脱
明

か
行
わ
れ
た
.

四
t
e
(_
地
確
正
の
宅
間

先
行
使
用
宅
地
や
っ
ち
､
牛
久
保
2

工
区
(そ
の
2
)､
北
山
由
>:
工
鑑
の

2
魁

に
つ
い
て

仮
換
地
相
定
の
作

間
(苅
別
B
])
か
行
わ
{

慾
だ

鵜

島
な
い
旨
答
申
が
行
わ
れ
た
.

<
罪
引
回
'
12
月
15
日
朋
他
>

I.
侶
f
地

相正の稚青

12
月
1
日
付
で
劾
刀
苑
隼
した
7
件

の
仮
換
潟
指
定
に
つ
い
て
へ
油
即
し
た

旨
の
報
告
が
]b
C
れ
た
｡

二､
小
貫
■
会
の
顎
告

方
面
別
弟
1小
葉
出
会
'
方
面
別
第

二
小
奔
料
金
の
潜
満
状
況
の
報
告
か
行

わ
れ
た
.

≡
.
収
&
地
相
疋
の
■
れ
税
明

今
竣
脱
毛

相
定
の
蔓

さ
れ
て
い

る
喜

1
工
区
､北
山
fZr:
T
藍
内

の
牧
独
和
に
つ
い
て

位
止
･
姉
歩
確

等
の
現
明
が
行
わ
れ
た
.

E
E'
侶
&
地
相
正
の
一馬

先
行
使
用
専
袖
の
う
ち
､
中
川
.I,工

区
(そ
の
2
)
､
牛
久
保
10
工
区

(そ

の
2
)
､
常
山
由
工
区
(そ
の
1
)
､

北
山
EEl:
工
区
の
55
即
粕
に
つ
い
て
､

仮
換
地
指
定
の
附
旧
(FSEQ
凹
)
が
行

わ
れ
､
瓜
架
に
舛
漉
t･1い
巳
tE申
が
行

わ
れ
た
.

■

第

二

地

区

■

A
那
加
画
'
12
月
13
日
叩
W
V

I'
仮
換
地
指
定
に
つ
い
て
(蕗
間
)

昭
和
57
年
度
供
用
朗
始
区
域
の
公
fEl

換
地
に
つ
い
て
'
仮
換
潟
指
定
の
隅
間

(那
17
回
)
が
行
わ
れ
へ
灯
架
に
典
辰

な
い
tE]の
寧
甲
が
行
わ
れ
た
.

合

同

協

仙

台
[

昭 和 5,年 3月

A
那
24
喝
11
月
lU
日印
他Ⅴ

一
㌔
旧
札
謎
早
成
の
造
成
工
事
の
延捗

笹

つ
い
て

公
署

和
缶
･
脱

朋があ

り
､
曲

熊が
行
わ
れ
た
.

二
､
点
蕪
村
熊
奔
小
金
'

篇対邦垂

界
会
､
点
描
対
熊
声
月
余
､
文
化
財
恥

出
推
進
委
料
金
'
交
通
闇
租
委
地
金
'

住
居
を
不
検
町
有
良
金
の
6
邸
門
垂
内

金
に
お
け
る
換
肘
項
目
及
び
検
肘
状
況

に
つ
い
て
､
各
々
の
垂
良
金
委
阜
長
よ

り
報
告
が
行
わ
れ
､
そ
れ
に
萄
つ
い
て

票

答

が
行
わ
れ
た
.

ニ
r

民
和
地

の
平
均
賊
歩
革
が
､
叫覇

の
粥

舛
蓋

っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
'公
団
から
頑
J]･投
明
があり
､

併
せ
て
､
脱
明
伸
機
を
朱
し
た
こ
と
に

対
す
る
救
肋
及
び
退
僧
の
意
の
賢
明
が

砂
っ
た
.
黒
松
応
等

協
故
が
行
わ
れ

姦

'
馨

で
畠

し
た
い

旨
次
朋
が
あ
り
､
公
凶
と
し
て
も
文
に

地権者の型邪を
柑
る

ためtZS肌符

に
労
力
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
｡

E
].
そ
の
他
'
大
型
店
出
店
対
顔
に
つ

い
て
'
即
怖
名
の
代
群
に
よ
る
｢大
型

店
出
店
計
岨
研
究
会
｣
(仮
称
)
義

直
し
､
財
団
法
人
｢噂
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
止
宿
対
邦
協
会
｣
女
流
蕗

局
と
し

て
'
娩
町
姦

め
て
い
き
た
い
曽
'
冊

か
一品

集
が
あ
D
t
萎

れ
た
.

事
業
対
策
葬
<
会

A
亦
1
回
'
11
月
2
8
8月
催
V

EP
和
粥
年
度
の
造
成
工
串

の進捗
状

疏

(昭
和
58
年
10
月
訳
在
)
に
つ
い

て
公
団
か
反
応
婿
的
脱
朋
及
び
各
地

区
各
丁
区
毎

の
群
畑
溌
明
が
行
わ
れ

l
J'窯

軸
の
中
で

1
漠

に
脚
す
る

祁
帆
に
つ
い
て
は
､
今
年
度
田
山
す
べ

て
描
了
す
べ
く
堆
め
て
い
る
.
義

和
用
事
孤
に
つ
い
て

は'
垂

に
お

ろ
し
て
い
く
dq公
田
か
畠

が
あ
っ

た
｡洗

い
で
益
田

より
'旧札
58
年
度
の

+庖
使
用
魁
に
つ
い
て
従
来
か
ら
の

野
党
方
式
で
井
出
し
た
括
増

現
行
に

警

担
架
が
あ
り
､
了
焦
さ
れ

た
'耕

作
仙

払H

休
釧
仙

12円

冠

盗杓

暮
地
･塊
内
地

室
円

嬰

川畑
(幽
比
内
移
絹
Yu
-
12
円

隼
川畑
(地
区
外
移
組
)
お
門

収
用
歯
仙

_2
円

竹
林
(A
)

12
円

(
以
七

各
三

平
方
㍍
当

り
の
月
弧
)

交
通

閏

月

委

<

会

<

邦

9
回
'
10
月
18
日
脚
催
>

始
め
に
､
率
土
仰
(噂
北
ニ
rT
タ

ウ
ン
れ
惑
霧

耶
妓
蓋

収
披
)
慕

たに
車
3
Eと
す
る
こ
と
が
般
¥
き
れ
'

了
兼
さ
れ
た
.

1､
バ
ス
輸
送
の
別
状
に
つ
い
て

筆

圧
苧
ハ屈
に
伴
う
バ
ス
逆
転

は
'
8
月
訊
日
か
ら
2
路
殺
せ暴
掌
れ

て
い
る
が
､
江
田
駅
交
重
点
と
邦
3
京

浜
イ
ン
タ
ー
部
分
で
プ
ッ
シ
ュ
勝
に
遜

れ
が

斧している
と
朝
貢

た
.

義

行
が
害

毒
ノに
､
交
油

局
が
中
心
に
な
っ
て
横
町
爪
痕
霞

か

書

ノに
しわ
意
比
が
出
さ
れ
た
.

二
'
也
卜
欽
孟

朋
助
に
つ
い
て

B
の
厳
し
い
財
政
政
熊
に
よ
り
'
連

山
苛
の
歪
化も
5
-
10
%
の
補
助
金
カ

ッ
ト
と
い
つ
現
状
に
な
っ
て
お
り
､

薪

親
臨
投
の
免
許
条
件

も
厳
し
く
､
諒
急

問
他
を
含
め
へ
巡
蝕
は
見
ら
れ
i･1
い

か
'
な
お
全
刀
を
仙
け
て
努
力
し
て
い

る
と
の
報
告
か
什
き
れ

た.
R

J.
免

肝
申
餅
は
'
48
年
に
出
さ
れ
て
お
s
t'

規
程
の
任
狩
唱

呑
加
の
掴
し
野
人の

た
め
の
別
琴

あ
る
と
り
祁
昌

明
が
な
さ
れ
た
.

熱

心な接触の
あ
と
'
香
山
丘
よ

り
'
型
蛮

畑
省
か
ら
も
皿

(濁
輸

9
)
に
早
刑
免
許
蓋

ろ
す
よ
っ
に
梯

倭
的
塵

取
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
の
拙
策
が
出
さ
れ
､
基
本
的
に

了
解
さ
れ
た
.
金
岡
協
に
朝
哲
を
L
t

方
針
稚
拙
の
う
え
､
59
庄丁皮
予
k
St

戊
の特
例
耶
タ
Y
,Iン
グ
を
は
か
っ

て'怒
押し
て
い
く
こ
と
か
稚
化
さ
れ

た
.

住

居
表
示
検
肘
委
<
会

A

花
川回tS!年10月18日閑地
>

一
㌔
唱
和
59
か蒜
径
店
革
萱

に
つ
い
て

餌
民
局
か
ら
r供
…崩

始
が
是

さ

れ
て
い
る
町
i
す
誉

67
と
札
7

宅

昭
和
59
年
度
拝眉
窄
萱

と
し

たい｣との現朗
が
あ
品

巌
が

行われた
.

供
用
開
始
や
住
居
琴
不
定

に
関
す

る
問
地
点
に
つ
い
て
意
見
が
あ
っ
た

か
､
札
67
と
､
札
73
基

底
畢
蓋

予
室
温

と
L
t
弧
躯
に
つ
い
て
は
'

供
用
岬
姫
の
時
州
等
の
悦
糊
か
耕
供
し

た
と
き
に
菅
へて
い
く
こ
と
に
な
っ

た
.

二
､
住
僧
孝
不
の
た
め
の
新
町
放
tF
｢

町
割
り
､
町
名
業
の
節
足
に
つ
い
て

術
崖
局
か
ら
､
新
町
秋
定
'
町
割

り
へ
町
名
業
に
対
す
る
各
鮎
且
の
放
射

の縫過
に
つ
い
て
配
明
が
あ
s
l'
酎
巣

が
行
わ
れ
た
｡
札
67
の
町
割
り
'
町
名

は
'

遊出地
区
嘉

附
す
る
こ
と
が
碓

促
さ
れ
'
今
汝
亀

で
供
用
開
始
が
あ

っ
た
畔
に
昏
脚
撃
不
が
謹

で
き
る
よ

う
'
引
き
冨

砺
産

め
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
.

ttli '1†ヾ .､T': 転 盛 `LTJ

･pF

工芸 = ご '.ー=T ∴ ,..,lJ.
ー 一̀ m 』 ■ 』 ■■轟ì一丁 ■■lF~▼,=ニーrI~一･･･.■'･【

虹

･I.A.1.,T,,I ･ ¶ia {.. ., (...
丁. .-`｢､酸

I-. I,I.:-I-.i: トr:

宅
地
分
汝
の
予
定
に
つ
い
て

住
宅
･
部
門
杭
榊
公
団
稽
仙
朋
熱
価

は
'
特
化
こ
.]去

ク
ン
R
二
別
区
に

お
い
て
'
霊

芝

し
て
い
ま

∫
.事

典
時
肋
は
二
戸
中
旬
'
暮
粂
区
回

は
'
約
二
手
区
凹
を
予
定
し
て
い
ま

す
.な

お
鮮
糊
に
つ
い
て
の
お
問
い
4
1の

せ
ば
'
同
閑
静
仰祁
何
部
毛

門
別
臥

号
o
l
LJ)
(9
-
i
)
3
8
1
-
内
税

3
1
7
へお
問
い凸わ
廿と
だ
さい
.
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｢
桜

の

女

王

｣

ニ

ュ

ー

タ

ウ

ン

を

訪

問

4
月
LL)日
(罪
)
午
後
2
肺
過
ぎ
､

加
背
W席
と
し
て
米
日
中
の
西
ド
イ
ツ

ハ
ン
ブ
ル
グ

附の｢擬
の
女
王
｣
か
悩

北
ニ
ュ
ー･タ
ウ
ン
暴

れ
ま
し
た
｡

ニ
r4
-
タ
ウ
ン
暴

れ
た
の
は
､
作

坪
5
月
に
郡
13
代
｢横
の
女
王
｣
に
過

ほ
れ
た
フ
ェ
レ
ー
ナ

バ
ー
ス
さ
ん

で

彼
女
昧
今
回
の
来
日
行
中
の
1
つ

と
し
て
､
蔵
の
配
意
壮
塔
の
た
め
'
倍

北
ニ
rT
タ
ウ
ン
内
に
あ
る
せ
せ
ら
ぎ

公
園
と
中
川
小
学
収
を
肋
化
し
蒙
L

t
J'フ

ェ
レ
-
ナ
手
ん
は
'
ハ
ン
7
ル
グ

巾
長

からのメ
ッ
セ
ー
ジ
轟

各
＼

伯
東

･榔
折
督
は
じ
め
'
白
茶
九
鬼
を

ま
わ
り
'
日
iq
と
ハ
ン
7
ル
ク
と
の
帆

違

呼
に
わ
た
っ
て
墳
ね
む
t重
た
友

好
と
加
g
]を
よ
り
一価
深
め
る
と
い
う

大
役
晶

っ
て
き
た
も
の
や
ず
.

｢接
の
女
王
｣
に
迎
ば
れ
た
フ
ェ
レ

I
ナ
苧
凡
は
'
ハ
ン
ブ
ル
グ
朽
グ
ェ
リ

ン
グ
ス
ヒ
ュ
ッ
テ
ル
生
れ
の
抑
歳
の
お

戊
さ
ん
で
'
ハ
ン
ブ
ル
グ
女
性
の
特
故

で
あ
る
弊
し
い
ブ
ロ
ン
ド
と
プ
ル
I
の

白
の
持
ち
主
で
す
.

今
回
の
肌
研
行
S
は
'
棚
沢
･
ハ
ン

ブ
ル
グ
茨
蓋

金
(会
長

桝
山
価

1氏
)
の
招
待
に
ト忠
ソt
S
2北
こ
r]I

タ
ウ
ン
暴

れ
た
も
の
で

3tltEE
の
せ

せ
ら
ぎ
公
胤
篤

い
に
く
'
小
間
ま
じ

り
の
は
だ
稚
い
誓

ノで
し
た
が
へ

フ
ェ
レ
I
ナ
さ
ん
は
'
終
始
に
こ
や
か

重

苦

-わ
よ
く
1
兼
の
｢ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
｣
の
心
怠
納
他
を
す
ま
せ

ま
し
た
｡

記
念
航
均
の
あ
と
フ
ェ
レ
I
ナ
苧
ん

唱

公
園
内
を
余
技
や
関
備
省
長

に

捗
か
九
､
引
き
警

中
川
小
学
校
へ
と

向
か
い
来
し
た
.

中
川
小
学
校
で
喝

小
放
き

し

た
私
政
の
児
血
･父
兄
･近
所
の
∧
油

か
､
寒
空
の
下
へ
フ
ェ
レ
-⊥
ノ苧
ん
の

到
静
葺

や
過
し
′
特
を
ノけ
て
い
ま

し
た
.

フ
ェ
レ
-
ナ
さ
ん
か
到
中
す
る
附
に

は
棚
も
上
が
り

､
締
首
ノけ
た
児
悪

が
小
秋
景

り
､
｢さ
く
ら
さ
く
ら
｣

姦

辞
し
歓
迎
ム
ー
ド
を
お
お
い
に
盛

基

げ
､

｢樫
の
女
王
｣
も
そ
の
盛
大

な
歓
迎
ぶ
り
に
と
て
も
う
れ
し
で
う
で

し
た
｡

同
校
で
時

貞
戊
の
あ
い
さ

つに
競

考

｢横
の
女
王
｣
か
一hも
お
礼
の
盛

非
か
あ
り
'
児
武
代
樫
山よ
る
花
火
地

鳥
な
pあ
あ
く

同
校
の

税
等

横
の
記
念
岨
硯
が
行
わ
れ
ま
し
た
.

中

国

か

ら

も

港

北

ニ

ュ
ー

タ

ウ

ン

を

視

察

〃

去
る
二
月
二
十
八
日
(火
)
中
間
出

穂
江
S]芦
方
略
脈
(チ
チ
ハ
ル
)打
の
鳩

買

サ
イ
コ
ウ
キ
)朗
妓
ほ
か
旧
名
が

粘北
こrtI
タ
ウ
ン
晶

野
した
.

一
行
は
午
唾
一等

由
北
ニ
rtI

タ
ウ
ン
鹿

罪
跡
朗
轟

つ
れ
た
.

即題警
瓜
I
に
よ
る
放

遜
賛
ノけ

た

のち所長より
嘩
北
ニ
rll
タ
ウ
ン

申
邦
の
芽

を
聴
き
'
ス
ラ
イ
ド
か
見

た
換
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
P
せ
せ
ら
ぎ

公

凶

と
北
部
工
地
か
見
学
し
た
.
北
部
工
劫

で
は
コ
ソ
ビ
ュ
ー
ク
ー
制
御
の
用
紙
や

ゴ
(,(材
相
む
が
リ
ッ
プ
却
バ
ケ
ッ
ト
の

伽
一hき
4'帆
映
疎
く
視
群
し
て
い
っ

た
'事

tT

斉
声
恰
t椚
田
の
芽

印
位

牌

狂
林

中
流
弼

m
和
江
野
瀧

に

あ
る

雌
朽
'
人
口
琴

1十
万
人
'工
作
は

壊
'

鉄
鋼
､
小
閑
､
木
材
加
丁
零
の
エ
非
が

盛
ん
で
あ
る
.
付
近
の
腰
環

や
木
材

の
班
服
地
不
慮
茨
も
鞄
退
し
て
い
る
｡

舷
江
(ノ
ン
n
ウ
)流
域

平野の中心

姦

洲
(
ヘ
イ
シ

ュク)へ斗
斉
(
ヘ
イ
サ

イ)､斉
北
(サ
イ
ホ
ク
)の
三
鉄
山
の
交

点
に
あ
た
る
.

宅
地
分
快
の
募
集

結

果

に

つ

い

て

住
宅
･
都
絹
抗
洲公
E
i噂
北
脚
讃
仰

は
髄
北
二
千
･A
ウ
ソ
fS
Ll地
区
に
お

い
て
'
3
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
冠

分
四
の

夢張を行t･6いヰCた｡藁

固
地
軟
調
園

地の葱
に対し'
二
千

人
敏
の
申
し
込
み
が
あ
s
t.
平
均
値
蒔

約

70
倍
と
5'っ
人
災
で
し
た
.
事
娘
期

間
中
と
く
に
土
肌
日
及
び
日
柾
目
は
'

冠

茜

所
改
ま

冠

の
周
辺
は

多
く
の
人
遇
で
に
ぎ
わ
い
さ
C
た
.
盟

跳
諮
畏

妃する州増喝4月188

に
行
な
わ
れ
㍍
要

約
の
榊
応
は
6
月

中
旬
刷
の
芸

事

.

第
二
地
区
の
供
用
開
始
に
つ
い
て

耶北
ニ
rlIタ
ウ
ン土地
区1.-ォ麟班

耶
鬼
時

間
仙
五
十
七
年
度
末
に
那
一

駅
の
供
用
m
始
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す

か
､
五
十
<
坪
虚
小ポ
に
も
仙
レン
､那
二

他
比
嘉

た
に
孜
関
所
が

粥川別
納
の

は
こび
とな
りさ
した｡今般
供用開

始
し
た
の
は
経
年
の
供
用
開
始
地
区
に

袖
な
る
区
域
で

喋
田
町
の
l費

び

…顎
折
の
l
常

で
す
｡

万円 日吉 ･元石川線､大珊 ･東山田奴､中

山 ･北山田穀等の関連街路の整備費用昭和5時 度 ◎荒 二品㌶ 是認 号悪 霊票芸慧 ぷ'0万

港北二ュ-タウン建設関連予井 ◎余熱利用施投等連投Jt21伽 .818万余円 北 ◎港北ニュータウン関連下水道 連俳 文 28仕

(あらまし) 芸妄警 讐 †妄Jb̂芸蒜:;;二軍蓋霊讐 ◎立等芸温 諾 莞冨諾 笥温 及びその

◎港北ニュータウン開発♯ 7,185万余円 群集 ルを越取ナる共用 (今秋開館予定) 他井用

相称迎絡開軽､生活再迦対鞭,広報陀枠中作 ◎割 ヒ=ユータウン地域A実損無臭 9.2D5万円 ◎港北ニュータウン文化財亜併♯ I,gDO万円

成､継北ニュータウン都弟経過迎絡協法会運 折本地区符の姓葵町用地区並鵬の費用 出土品符の並仰#

常等の焚用 ◎港北ニュータウン舶連街路整備士 53位8,509



は

じ

め

に

十1]坪
朋にわたる州故
･H化M確
州
淵
爪
の
蓑

に
つ
き
ま
し
て

唱

す
で
に
先
日
り巾
痴
れ
ーイC
た
の
吉

崎

規
仲
劇
毒

か
っ
て
い

る
訓
屈

3(の
あ
らま
し
に
つ
い
..J
e
Se介
い
た
し
ま
す
.

-

編

集

部

･
文

化

財

事

務

所

I

調
査
成
果
の
特
徴

H
､
約
1

､一三
O.Y
(過跡教
に

し
て
約
二
四
〇
封
跡以
上
)
に
も
及
ぶ

広

卿雌
介
抱
城
を
心
学

ろ
こ
島

で

き
た
た
め
'
迎
跡
と
池
跡
と
の
朋
旅
'

つ

まり桝と
しての
沿跡を把
射
で
き

た
こ
と
が
大
き
義

手

｡
そ
の
代

衣
的
な
例
が
､
大
寒

跡
義

勝
土
避

跡
に
見
ら
れ
る
純
落
畠

と
の
即
臓

で
丁
.

B
.
光

恵

代
か
義

･蓋

代
ま
で
の
妓
州
に
わ
た
る
各

時代の適

跡
や
拐

(轟

､
石
船
な
こ)
か
欠

け
る
こ
も

な
く
'
は
を

す
べ
て

料
料
と

して入
手
害

し
た
｡

こ
の
二
つ
の
如
彼
か
ty

l
万
年
以

｣
帆
か
ら
こ
の
他
概
に
住
ん
で
い
た
人

々
の
詫

畑
式
や
社
会
榊
超
､
つ
ま
り

私
通
の
祖
先
の
申
し
の
す
べ
て
が
わ
か

り
.･葺
｢
.

調
査

の
成

果

火
だ
酢

班･研兜
が
な
さ
れ
て
い

t･t

い
点
が
多
い
わ
け
で
す
が
'
概
況
い
た

し
ま
す
と
状
の
止
り
芋

.

一
､
先
土
*
時
代
(約

一
万
年

以
上
前
)

こ
の
仲
代
は
'
旧
石
州M仲
代
患

ば
れ

養

士
附
の
性
川
か
付
さ
れ
て

い
i･tい
仲
代
や
ず
｡
こ
の
仲
代
の
泊
跡

は
､
榊
所
用
習

今
ま
で
ほ
と
ん
ど

制
作
さ
れ
て
お
皐

'
州
税
脚
色
地
や

武
東
野
台
粕
に
豪

存
在
す
る
と
い
う

邦
喪
に
よ

し
て
､
1
つ
の
斑
と
き
れ

てい
き

し
た
が
'
弛
¶M耶

･
川
和
町
を

中
小
と

し
て六
油
断
耗
度
費

さ
れ
て

お
り
'
今
後
の
研
究
い
か
ん
に
よ
や
'

市
域
の
こ
の
時
代
の
全
貌
が
釈
明
さ
れ

る

可相接
邦あ
ります｡
盟

即
の
二

の
丸
謀

か
代
襲
的
な
遺
跡
で
す
.

二
'

#
文
時
代

(
約

一
万
年
-

約
二
千
二
百
年
前
)

机
Ⅴ
師
代
唱

約
八
千
年
に
も
及
ぶ

非
何
に
戊
い
仲
代
で

人力睦八位

店

(地相宅
十
⊥
ハ十
セ
ン
チ
湘

り
'
月
を
立
て
て
配
収
な
つ
け
た
旺

店
)
に
住
み
､
狩
那
'
れ
巧

織
物
戊

1-､詰
所
貴

'
義

や
右
肘
員

と
し
て
儒
川し
て
い
た
仲
代
芋

'
ニ

ュータウ
ン
地
域

で
唱

昂
肌
か
ら
晩

卿

ま
で
す
べて
の
仲
代
に
側
し
て
膨
大

轟

の
珂
料
が
灯
ら
れ
て
い
ま
す
.

そ
の
1
つ
が
'
川
和
附
の
花
見
山
地

跡
で
出
十
〇
た
'
日
米
は

占仁山す
る

徽
降
奴
文
士
出
(ど
リ
Tlク
セ
ン
モ
ン

ド
キ
)
で

土
継
が
初
め
て
出
現
し
た

肺
糊
の
様
相
を
卵
朋
す
る
村
政
な
砦
料

I+JT
.

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
こ
の
仲
代
を

た
る
の
に
忘
れ
て
は
な
hな
い
の
が
'

帆
嘉

過
と
日
額
り
脚
挙
手
｡
今
か

ら
丘
⊥
ハ千
年
酌

に
な
○
く

地
球

｣
の
泣
伏
が
氾
雌
に
な
少
､
岡
北
的
挽

毒

山
歩

Iの
川
や
氷
が
彬
け
､
耐
水

恥
が
卜

即し'
そ
の
如
丁

的
抽
川
靴

岬
は

鮎水に篭

新
商

附
や
糊

北
山
m
断
あた
り
ま
で
舶
腿
だ
っ
た
と

盟
化
荒

て
い
建
テ
.
二
十
力
冴
折
て

の
H
媒
(ゴ
ミ
仲
山
弼
な
も
の
毒

入

ら
れ
る
)
か
ら
カ
キ
､
ハ
マ
グ
斗

ハ

イ
ガ
イ
'
サ
ル
ボ
ク
等
の
H
潮
は
も
ち

一ウ
ル
､
獣
g;'
魚
竹
筆

が出
土
L
t

魚
篭

を
中
心
と
し

た当時の護
践

l

虚

礼

式
を
淋
朋
す
る
管
料
と
な
り
手

や
代

波
的
人目貝
塚
と
し
て
､
南
山
的
附
の
岡

野
只
琴

甲
/召
出
琴

新
扇

町
の

北
川
貝
塚
(約
享

年
例
解
の
人
E=が

費

さ
れ
た
)
な
こ
が
あ
げ
ら
れ
て
い

0

4
も
三

つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

が
'
弛
訊
町
に
所
啓
し
た
三
の
丸
地蔵

で
す
｡
こ
の
池
跡
蝿

白
茶
別
犬
瓜
転

の

瓜､藷
の
l
つ
で

出
走

も
多
く
滋

野
州
軟
玉
T
m
違

え
て
お
り
'
崇
ハ

庄
山肘掛

(11冒
耶
以
占

の
ほ
か
､
長

方
形
昏
ハ列
'
議
桝へ
貯
虎
穴
な
タ
も

多
葦

さ
れ
て
お
s
b'
こ
の
他
肺
の

研兜晶
在
耕
け
て
い
ま
す
.

三
'
弥
生
時
代

(
約
二
千
二
首

年
前
-

一
千
六
百
年
前
)

弥
生
時
代
の
m
徳
性

大
腿
か
ら
伝

え
ら
れ
た
稲
作
偵
邦
の
技
術
と
金
城

群

tと
晶

り
欽
出
の
他
用
に
あ
り
ま

す
｡
中
川
附
を
中
心
に
所
在
す
る
大
塚

･絶
勝
土
地
跡
は
'
聯
周
娘
の
茸
呂
遭

fg
血野

Y

A文時代の装飾品

叫

宗

の
巾宗
遺
跡
と
並
ん
や
蘇

生
神
代
を
代
次
す
る
避
跡
と
し
て
､
全

国
附
に
も
冶
名
な
追
跡

芋
.
大
塚
遺

跡
は
'
約
百
軒
の
澄
ハ
住
居
跡
と
そ
れ

を
取
り
囲
む
犬
規
警

凄

(深
さ
一

五
㍍
～
二
㍍
'
臓
四
㍍
､
葦

六
百

五
十
㍍
)
か
ら
成
る
現
藁

落
P
r
戒

勝
土
淵
跡
は
そ
れ
と
比
定
さ
れ
る
方
形

川
御
玉
(
1
辺
約
十
㍍
の
正
方
形
で
帯

が
あ
s
t.
カ
形
の
中
央
に
土
S
か
あ

ら)で城
清
畠

姦

1的
に
と

ら
え
る
こ
と
が
真

榊
に
升
粟
仙

礎

で
す
.
瓜
葬

曙

防

珊独港

妄

ノえ
ら
れ

偶
作
に
卵
し
て
紛
争

(任
は
跡
の
1]芥
の
一
喝

机
失
款
担

咋
痴
争
に
よ
る
も
の
毒

え
ら
れ
て
い

ま
す
)
が
あ
っ
た
こ
と
考
耶
し
て
い
ま

す
｡
ま
た
米
食
し′患
わ
れ
る
満

杯式
の

跡
や
供
化
不'
炭
火
材
な
ど
も
発
見
さ

れ
て
い
享

.
現
讃
維

港
や
方形
周
沸

盃
は
､
薪
肩

肘
の
柵
旧
駅
濃

や
茅

ケ
峨
肘
の
朋
崎
山
源

信
亡
で
も
調
正

盲J*時代の土器



昭 和 5岬 5月1一 触1ウ:

さ
れ
て
い
ま
す

.

こ
の
他
収
の

秋雄蒔
代
の
発

作

は
'
巾
州
で
は
'
川
に
<=
す
る
ハ
梅
｣

に
は
と
ん
鼠

定
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
て
'
橡
例
に
な
る
と
､
奥
ま
っ
た
台

地
上
に
も
池
跡
が
分
爪
す
る
よ
っ
に
な

り
穀
も
脚
加
し
卓
亨
.
LJ
の
よ
っ
な
分

仰
の
状
棚
は
'
稲
作
に

欠
か
せ
な
い
九

m
義

小目個
偵
考
耶
し
て
お
り
､
綾

川
に
な
Q
と
'
窄
ま

ったまわ
に
も
水

田
を
つ
く
れ
る
ゲは
の
技
術
m
皿
歩
が

あ
っ
た
と
孝
入

られ
手
が
'
班
怠
な

が
ら
ニ
ュ

ータウン地域で
喝

今
の

ところ水凹跡箆
さ
れ
て
お

りま

せ
ん
.

四
､
舌
叫
時
代

(約

一
千
六
百

年
-

一
千
二
百
年
前
)

古
妨
時
代
の
人
々
は
､
相
変
ら
ず
竪

穴
在
仏
で
落

し
て
い
き
し
た
が
､
机

W

弥
生
轟

い
た
性
は
跡
に
炉
跡

(い
ろ
サ
)
名

す
る
形
塀
か
ty

住

居

の中に
カ
マ

ド是つ形藩に配化

し

'磨秋
に

煙晶す.夏なか
つ

く
ら
れ
る
よ
っ
に
も
な
り
ま
し
た
｡
ま

た
､
･H
僻
も
累
仇
の
｢土
師

聖(
ハ

ジ
キ
)
か
ら
ロ
ク
｡
晶

い
て
知
で
肌

か
れ
た
｢窮
…雑
｣
(ス
エ
キ
)
が
dJ

射
し
､
士
継
の
川
若

叫
な
心
肺
炊
き

用ばかりでなく､コシキ
(
莱)

か
盛
ん
に
使
わ
れ
る
よ
っ
に
な
り
ま
し

Jr
文
時
代
中
期
の
土
供

tJ'それだ
け
畑
作
mの
S
か
は
ま
っ
た

こ
と
舟
(5
収
し
て
い
ま
す
.

市
村
仲

代
の

義矧
は
､
前
方
佐
川
伯

や
円
1円
信
こ
の
よ
っ
に
'
方
形
悶
那
覇

か
鳥

桝して
マ
ク
ソ
ド
姦

い
て
つ

く
っ
た

曇
ら
れ
る
L=対
義

斜

他
の
戦
く
て
班
W
IL
か
旭
加
炭

に
則

り
込
ん
で
放
い
た
梱
.八
五
と
二
柵
机
あ

りき
す
.

ニ
r]-
タ
ウ
ン
周
辺
に
は
､
多
く
の

門
塀
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
が
､
地
域

内
に
は
'
苑
伽
朋

墓
相
町
ノ
菜

m爪の六
肝

の
二
カ
所
の
仔
征

がわ

か
っ
て
い
ま
す
丁
稚
脚
即
墨

Hに

拝

し
て
矢
的
山
地
跡
が
あ
り
､
こ
こ

か
ら
は
'
鉄
拙
刺
作
に
卵
の
っ
た
こ
と

暮

す
最

神
町~
の
藍
叩
(テ
プ
サ

イ
)
と
フ
イ
T]の
羽
口
'
そ
し
て
糸
を

肪
ぐ
時
の
は
す
み
中
や
あ
る
肪
鮮
中

ホ
ウ
ス
イ
シ

こ
か
出
土
k
声
し
た
.

ま
た
'
摘
斜
曲
の
横
穴
事
か
ら

蝿
刀

剣
七
m
+
亡
て
い
章
す
｡

五

､奈良
･平安
時
代

(約
一

千
二
百
年
-
九
百
年
前
)

摂
･3
仲
代
に
な
る
く

六
荒
川
令
の

施
行
に
よ
的
芙
血
長

点
と
す
る
中
央

媒
椎
田
家
が
成
立
し
､
蟹
田
収
投
の
法

(戸
抑
拠
係
)
や
租
'
庸
'
刑
(税
制

関
係
)
な
乙に
よ
S
(
今
恵

方

行
政

横榊が旅斬き
れ
た

仲
代
で
す
｡

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
で
唱

以
上
の
こ

と
壷

す
る
金
石
文
案

野

ど
は

放
念
な
か
塵

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

｣ 【 【 づ 孟 ぎ 夢 二_■■

完成品攻鼓すの内部

今
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■第
一
地

区
■

Å窮出回､3月
17
日
開
催
>

一'伍&地相正の報
告2月1日付で効力発

生
した
冴

件
及び'3月1日付で効刀発生した
9件の仮換地指定について､油知
した旨の朝皆が行われた.
二'小罪<金の報告
移転翠小委出会､雅工小重出
A冨ひ､寮香山金の容態状況
の報黛だ迫れた.
三､便*地指定の事前悦明
合銀､墓相定の予定量し

い
る

冨田(その3)エ区内の蚊

毛

に

ついて位喝破夢等の脱

明
が

行われた.

四
'

収■地指定の博聞

先

行使用】謁のっち阿山fEl工区

(そ

の1)へ碑辿田-工区､北山

EEI.:
T

直､中川7王区の16画地に

つ
い
て

仮換地指定の幣間(第諮

回

)が行われ'原案に界漉i･{い旨
の答申が行われた｡
暮第二地区■
<K.1回､1月㌘白開催>
l､偲*地相声について(垣間)
先行借仙川屯粕買蕉甲良
及蓋工区の2㍍梅について脱

毛

指定の附問(花川B)が行わ

れ

塁だ舛禦+い旨の薫甲が行

わ
れ
た

.
二
'
慣

れ地和正について(悦明)

昭
和

ER露甜州始是エリア

の
五
百

五十園地について'恢毛

指定

の串留萌が行われた｡

<罪

花回'3月6日開催V

L'

倍熊若だについて(掩同) 密事飢現朋の行われた伯和EB

年

度宍他用洲的予従エリア'及

び'今回追加された先行笛川】謁

荏田工鑑の'五百五十E]脚瀬につ いて､仮換地桐妃(郡19凶)の旅

心が行われ､祈版の楢3'蟹に

鍋戯i･tい巳の繋岬が行われた.

<節73回'3u始H叩仙>
一'伐れ地指定について(拷問)

淡色吐宅袖此是の公仙推知丁

朋池について'収侭雌桐妃の荊仙

(邪神岨)が行われ'即実に端厳

ない酉の答申が行われた.

''''.'''-
,･7･;T!

:代表垂■金目

<3月16日即t>
諏訪仙命仙碧の帆脚につい

て協感が行われ､1月11日に'拙

戦文化相刑爪の担了､土地烈川促

粥地下鉄他山帝を浪雌として榊

催されることになった.
就いて市雅袋厨より'琴1地鑑

の悲工葉に〓10戸の第

一鹿而秒岸等を要したい｡つい

ては'昭和58年度に用地を取得

しtEg和田年鑑に篭祁護を行い

たい旨鞍朋があり､男万野師が

あった｡協隈の椅災'当初からの

肇あるので別責区止仙

余技金瓶晶いて蔚することに

なった.四地区正刑会長金Zr

<1月凱臼㈹触∀
両都市計川畑から､脚光ニュー

タウン軸故詔虫の今後の堆め万に

ついてへ次蓋
実か行われ

た.それによると'鮎北ニュータウ

ンの十確利用促進のためには今 橡､①加仙人uの山盛と山の

神肌⑦附のイメージ･アップと

肌都心の魅力州別e地下炊3け

iEの3･州免肝収1-ーく婆へ油榊

歪か必収でゐ少'その1純

化の万邦について'〈.枚根射して

h妄-たい日の収朋かあった.
これらに対して'地下鉄3汝付

の地上ル笈び､早川鬼肝的掛を中

心に称小壷が行われた｡
A3月24日朋催Ⅴ
市報他薦より'琴1地区の北部

工期防存地への郡1都佃営住宅
(1二0戸)の慧について説明
があり､男乃雌講かあった.
慣利鞘荏丁樫山川地農相Lt旧

和59年好ル住宅祉此是リつという

Jの-I.J雪.協臓の婚火.川畑rl収当岬の蛙

過もあるので今岨の別業につい

ては丁殊することとするか'これ

菟例とせす､今快については改

めて協確することとなった.
･

f;I:; …
暮
合
よ
地

利
用
協
定

運

営

連

絡

協

社

会

<
那

2朗
稔
B
ir
2
H

l臼p
H
価
>

金夏作鹿対刷蚕山戊のあいさ
つ､瀧題mt金村叫皆及萎
山の拙介の喝新役付の退出に入

り'その相Ljr会長に帯9良姓
氏､田.1会並に些戸潜伏､立田蒋

助'大矢矧滋の11民､会計に米山

敏明氏か退ばれた.その後､新会

長及び稚北ニュータウン難波苅義

所攻のあいさつがあ晶
余した.

例会唱和般政応些H帯穂瓢より
沸脈轟いて'榔研欣琴iJついて

のぶ怠納帆か行われた.
生活財米華▲会
<3H旭日朋WV
今晩の括仙芳針について申し合

いが行われ'｢粕川川開始後の+港

刺川｣及び｢佃泥酔蛮仇｣につい

て研罪して行くことになった.
…文化財桐査推進
委l<会…

Å郡9回'2月甜日挑催∀
奔以座及び朽教桝萎輿会社会汲

口部位のあいさつの後'旧和57年

鑑及び､旧札地坪既望へ明哲並び

に槌市況SI内訳について脱朋が行

われ､旧粕46年収か壷めてきた

州戦文化岬刑廿が苧工包口報告

州あった｡(札内金魚)毒幾

蚤の朋血について喝従来と

山城に公団に刈芯しても一望ノ.
たぎし､舛川山裾は桝的門が行

うということ蔓
た｡
また'茶出金の3]的は誠成され

たので茶番日金も舛服することと

Lt次回の合同‰雲に報告する

こととなった.

工事現場･防災ダムに

は

いらないで〃‥

エ榔中の秘所で遊ぶこと
は'たいへんあぶないの

でみんなで注意し
て都故

を防

ぎましょう｡

港
北
二
']
-
タ
ウ
ン
生
活

対
策
協
会
の
頼
介

発

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
仲
宿
対
怒

基

は､
軸
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ノ
の
雅
批
点
轟

に歩幽
し
た
性
比
に
対
す
る
箆

独

対弧諾垂及
び
沿
仙
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

域において旧
兆
か
轟

枯
し
て
い
る

人々とこの地域
に
移
生

じ
人
々
と

の融合をはかる
た
め
に
住
民
が

l

体となって日
高

に
進
め
る
地
域
文

化の創造'コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
-
づ
く

りへ居岳蝿
肺
舶
巾
の
抑
活
軸
の
f

成並びに別所
研
究
盗

り
っ
帝
の
地
域

振恥に蜘する
叫
ぶ
是
リ
っ
こ
と
舟
目

的として'_沼胤
56
年
2
H
21
日
榊
耗

川脹仰せの辞叫(
出
法
34
8

品

て批正され墓益
法
人
で
あ
り
ま

す.生桝･･2仙刈取州尭及び
地
域
以
外

に他わることで州放された
い
方
は

次のところへ迎揃fさい.
｢仰雌北ニュータウン生旭対熊

笹会｣等592)2476

粘北ニュータウン祉血刀義所2

&
集
合
住
宅
入
居
者
の
書
暮

市
･
娘
の
1g
住
宅
供
絵
公
社
及
び
､

任
等
･
初
市
粁
仰
公
団
が
丑
放
し
た

｢し
い
里
人苔
ヽ
｢か
し
里
人苔
｣
､

｢け
や
き
が
丘
｣
及
び
｢
み
で
き
か

丘
｣
の
各
禦

現
在
皇

宮
入

店
の
邦
雄
な
し
て
お
り
き
丁
.
お
問
い

食
わ
せ
は
次
の
･怠

り
芋

.

★
純
択
巾
篭

.既
柑
公
社

勉

順
発
露

所

管
U
4
5
(9
-

)
3
7
8
6

★
神
奈
川
淋
篭

供
給
公
社

恥
岨
抑
抑
所管0

4
5
(9
1
1
)
0
7
5
1

★住宅･
都
市
挺
僻
公
団

老案内
所管015(91

2
)
2
8
6
4

LL
l目

上t..._ii
i"_ト
ト

13時116時

EE偵法令(｣由b

ー一ユータ
ウ
ン地
区内

に建築を計
面されて

いる皆様へ
蓋が決従され､いよいよ

朽謁の

愁娘爵岨さ
れ
て

いるこ

患
い事

.
当地漢はみたさ

ま
の
糞

に

つ

いて'筆法
及
び
知
牡
鹿
岬

蚕
草わかり

や
す
く
ご
脱
卵
い

妄
すので粒

%
.
ご
利
川
下

葦
っお雌い

い
た
し
ま
す
.

ご来所の際
に
は
t
K

の幽両神

をご持参戯い章す｡
②加幽されてい

る碓懇物の岬面★曾
015(591)他逝成年規制法､都市計固

乾

固
(概略でも

籍榊です)各厨
2833
年)の許可を鮮する事態双面及

の此朋

★此所城沢朽柴抄振田び宅地内の排水施靴の稚隈には

爪その哨多々に

主材.鼠町760項軸北二千去一定の臼軟がかかst享ので

旧等

クン弧汲-芸所2脚
余特色もって出自にご相警れ

なお､相
倣臼は桝の.嘉少で
(独語放析)慕､堕す拙嘗準してください.

刑誕

お知らせコーナー

チ.ただし､粕牧山か不在の階許可申什書の塊出は

もあstますので､あらかじめ屯お早めに〃

たでLI迎棒ください.
供用洲始寄切､または､先行

★相鉄日伝過月.､益他日使用冠におい玉虫利用を予

★時間10時-12時定されている地
椎者の万々は'

13時116時

EE偵法令(｣由区桐群理法へ宅

★蛾訴相加相計円価鞭仙こrtI

タウン麓用務所
号045(592)7326

★贋朽初市か国筑北ニュー

タウン愁馴肌部
曾015(671)2682

★住宅･禁拡卿公団嘩北陶鳶

菅045(9

11).1岩11
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